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VI朔ぷ女

「
国
内
行
動
計
画
」
が
よ
う
や
く
行
政
レ
ベ
ル
に
浸
透
し
た
こ
の
年
、
総
理
府
の
男
女
有
識
者
四

一
O
O名
を
対
象
と
す
る
窓
識
調
査
で
は
、
女
性
問
題
の
囲
内
行
動
計
画
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら

な
い
人
が
四
九
%
。
職
場
や
地
域
の
差
別
、
不
平
等
は
日
常
の
こ
と
。
女
子
学
生
の
就
職
難
時
代

で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
。
期
ぷ
女
。
が
流
行
語
と
な
っ
て
、
主
婦
の
」
水
庭
第
一
主
義
。
が
少
し
ず
つ
変
化
の
兆

し
を
見
せ
る
と
同
時
に
、
職
場
の
女
た
ち
の
泣
き
寝
入
り
も
、
次
第
に
影
を
ひ
そ
め
て
き
た
。

男
女
差
別
に
関
す
る
提
訴
の
ほ
と
ん
ど
が
勝
訴
し
た
の
に
勢
い
を
得
て
、
賃
金
差
別
、
職
種
差
別

の
裁
判
闘
争
も
増
え
て
く
る
。
後
に
そ
の
名
を
馳
せ
た
「
鉄
道
の
七
人
の
女
た
ち
」
の
提
訴
も
こ

の
年
。
一
方
、
草
の
根
の
女
性
グ
ル
ー
プ
は
、
地
婦
連
を
中
心
に
粘
り
強
い
迎
動
を
続
け
て
、
分
裂
を
続

げ
て
い
た
寸
核
兵
器
完
全
廃
止
・
被
爆
者
援
護
世
界
大
会
」
を
つ
い
に
統
一
。
東
京
・
広
島
・
長

崎
で
の
三
度
の
大
会
を
成
功
さ
せ
た
。

一
九
八

O
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
国
連
婦
人
の
十
年
中
間
会
議
」
は
、
テ
へ
ラ
ン
を
予
定
地
と

し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で
準
備
会
議
。
世
界
の
足
音
は
、
遠
く
微
か
な
が
ら
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

国
際
女
性
学
会
が
東
京
で
初
め
て
聞
か
れ
、
「
女
性
学
」
が
話
題
に
な
っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
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新
聞
切
り
抜
き
に
見
る
女
の
叩
年
州
知
ぶ
女

年
表
・
1
9
7
8
年
の
主
な
出
来
事
:
:
:

政法
:.Lo. 
，ロ

帝IJ
折i行労度
人政 )I~
fltS裁
γ~ 勺判
/平
伺:等
人:法
の/
日:万IJ
/ ~H 
姉:訴
人:訟
迎:法
HlJ 改
/ 
師:正
人
予/
p:訴
/え
矧:る
人/
労:不
倒:当
旬:解
na 回
/ / 
従:政
n( く
宥/
迎:そ
鮒:の

~他
地
の
勤
き
/ 
そ
の
他

労
働

I
L
O
/前
進
/
問
題
/
民
間
企
業
/
府
川
・
就
職
/
内
職
・
パ

l
ト
/
調
査
よ
り

子
ど
も
・
教
育
:
・
:
j
i
-
-
:
:・:

保
有
・
子
行
て
/
保
父
さ
ん
/
子
科
け
て
い
ろ
い
ろ
/
家
庇
科
/
女
性
教
師
/
学
校
現
場

か
ら
だ
・
健
康

山
鹿
/
試
験
官
ベ
ピ

l
/
そ
の
他

•.......•.•.•••.••••••••••••••••••••••••••.•...••• 

・・・・・

η

活
動
・
平
和
/
抗
議
・
琵
求
/
製
作
・
出
版
/
グ
ル
ー
プ
/
世
界
へ
/
作
品
展
/
仕
事
/
学
ぶ
/
消
究
者
問
題
/
継
続
/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

集
会
・
:全
同
集
会
/
閃
際
女
性
学
会
/
地
方
集
会
/
そ
の
他

変
化
・
風
潮
し
き
た
り
/
変
わ
る
/
世
相
/
主
焔
/
子
ど
も
/
結
師
・
離
姉
/
雑
誌
/
ス
ポ
ー
ツ
/
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
こ
と
ば
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調
査
・
統
計
労
働
/
ヤ
ン
グ
・
学
生
/
主
婦
/
子
ど
も
/
結
婚
・
離
婚
/
家
族
/
そ
の
他

意
見
・
投
書
政
治
/
働
く
/
老
人
問
題
/
家
・
夫
婦
/
女
・
主
制
・
母
/
到
/
子
ど
も
・
教
育
・
学
生
/
こ
と
ば
・
者
く
・
学
ぶ

116 

相
談

148 

相
談

人

152 

行
動
/
立
/
逝
去

本

174 

本
/
映
画
・
演
劇

事
件

182 

女
の
敵
/
女
の
犯
非
/
子
拾
て
・
子
殺
し
/
心
中
/
女
の
自
殺
/
事
故
・
そ
の
他
/
こ
の
年
の
傾
向

海
外

200 

ア
ジ
ア
/
オ
セ
ア
ニ
ア
/
ア
フ
リ
カ
/
北
米
/
中
南
米
/
点
・
中
欧
社
会
主
義
国
/
社
会
主
義
国
一
般
/
西
欧
/
海
外
一
般

|語|
五
十
三
年
度
国
の
婦
人
関
係
予
算
(
案
)

216 
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[うた] プレイパックPart2/いい日旅立ち/君のひとみは10000ボルト/

時間よ止まれ/ガンダーラ

[映画] サード/件根崎心中/キタキツネ物語/皇帝のいない八月/アニ

ーホーlレ/ジュリア/スター・ウォーズ/家族のI!j傑/未知との遭遇

[物価] そぱ(もりかけ)250円/入浴料155円/白砂柿 1kg平均233円/喫

茶居コーヒー l杯平均280円/牛肉100グラム当たり平均309円/葬儀料

三段飾り28万円、五段飾り39万円/上野動物図入図料大人200円、子ども

無料/日間い労働者の平均白金5，680円/6か月定期預金利息3.75

[人口] 114，898千人 [出生数] 170，9万件 [合計特殊出生率] 1.79 

[死亡数] 69.6万件 [平均寿命] 女77.95歳男72.69歳

[平均初婚年齢] 女25.H昌男27.6歳

[婚姻] 79.3万件 [離婚] 13.2万件

[女子車用者数] 1，280万人 [配偶関係別女子労働力率] 総47.4%

米賠53.5% 有配偶48.2% 死別・離別35.2%

[女子15歳以上人口に占める雇用者の割合] 28.5% 

[雇用労働者の平均年齢] 36.3歳女34.3歳男37.2歳

[雇用労働者の平均勤続年数] 8.8年女5.8年男10.2年

[扇用労働者の平均月給] 女108.7千円 男195.2千円

[女子パートタイム労働者の 1時間当たり所定内給与額] 454円

[認可保育所数] 20，604所(公立12，737 私立7，867)

[入所児童数] 1，913，140人(公立1，170，673 私立742，467)

[公共図書館数] 1，200 (政性冊数 48，716千冊)

[婦人会館] 89 (うち宿泊施設あり 41) 

[婦人会館利用者数] 日帰り248万7千人宿泊9万4千人

[物故] 1月5日浜田庄司/1月14日花森安治/1月30日 ダミア/

2月9日石井小浪/4月2日野宮初枝/4月15日五島美代子/5

月1日ハチャトリアン/5月15日網野菊/5月30日片山首/

7月1日古賀政男/7月24日杉野芳子/8月1日塩谷アイ/9月

27日加藤助十/9月29日 ヨハネ・パウロ一世/11月15日 マーガレ

ツト・ミード/11月20日 ジョルジュ・キリコ/11月24日 大松博文/

12月8日 ゴルダ・メイア
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[この年] 英で世界初の体外受納児(試験管ベビー)誕生/トマトとジャ

ガイモの体細胞雑種・ポマト創出に成功/米・ギJレパートら、大腸閣内

でのヒトのインシュリン合成に成功/ウィーンで国際婦人年中間年(テ

ヘラン)会議準備会議/南米ガイアナで「人民寺院」信者、柴田自殺/

西独のフオルクスワーゲン製「ゴルフ」、世界ーの量産取に/r嫌煙権」

確立をめざす運動始まる/東京で日本初の国際女性学会議/分裂を続け

た原水禁、女性たちの運動で統一世界会議に成功

[ブーム] ダウンジャケット、スキーウェア、スニ}カー愛用の若者増加/

ディスコ・ブーム(映画「サタデー・ナイト・フィーパー」ほか)/ファ

ミリー・レストラン盛況/rUFOJrサウスポー」などの歌手・ピンク

レディー、人気絶頂/健康機器/竹の子族

[ニとぱ] フェミニスト/期ぷ女/田中年団/窓際族/足切り/ダサイ/

なーんちゃって/フィーパー/口裂け女

[賞] 歴史文学1't=松本幸子/解放文学日(記録部門)=野村コマキ/吉川

英治賞=杉本苑子/赤い鳥文学1't=宮川ひろ/江戸川乱歩日=栗本旅/

長谷川仲立=小河明子/ブルガリア平和と相互理解日=宮古みどり/女

流文学賞=竹西克子、津島佑子/毎日芸術1't=有吉佐和子/パイオニア

釘=森英恵/シュパイツア一日=武藤洋子/安井口=上保陽子/鳥井音

楽賞=常森芳子

[本] 家庭科の男女共修をすすめる会編『家庭科・なぜ女だけ!J/日本婦
入団体述合会 r婦人のあゆみ百年J/福岡県スモンの会編『ひとりで歩き

たいJ/有吉佐和子町日宮様御留J/金城芳子『なはをんな一代記J/駒尺

喜美『魔女の論理J/存岳辛子 r日本語の裏方J/須田容子『律令制女性

史研究J/中沢げい『海を感じる時J/中野英子『アメリカの女たちJ/ペ

イジ・スミス(東部}めい訳)rアメリカ史のなかの女性J/増田述 r杉回

久女ノートJ/宮尾登美子『ー弦の琴J/森崎和江『ふるさと幻想J/山崎

朋子『あめゆきさんの歌J/山崎立子『不毛地帯J/山花郁子『わかれ道

おもいで道J/あごら編『いま女性解放は』、『女にとって子どもとは』

[T V] 24時間テレビ・愛は地球を救う/銀河鉄道 99 9/西遊記/

9.23.......音声多重放送開始

[CM] あんたが主役/小さな親切、大きなお世話

[コピー] 女の時代/知性の差が顔に出るらしいよ……困ったね



月日 囲内の動き

1.21 I I日1山スモン訴訟の阪の103人のうち20人
が被刊の[Ii)、製業Hl:との問で r!l!J;(地
w'jj式J の平IJPy(.に制印。

1.22 I 社会ïfi!~辿介と[!I英火ら社会党脱党JIHl.、
社会民，1:迎合車内Iv<:tll!Vi1i火会。

1.23 I 佐 [Itf沢市工業(株)、合~Il化3f'jlTij を労働組
合に提示。続n危機災同化。

" I W:iiIJ得J民会、弁将人tU さ}，~1，IJ を l~める符If l。

" f fl本手N:j会決別111例会J-l:に伏見氏i'fll災
大・名大名n教授巡任。

海外の動き

1.2.1 I江il苦i'7(戦後の文学は即日照の危機/1IJnIソ迎の原子炉lIUW1!ililQi!tl.、カナダに
新聞)に附を発して、*多秋li.らとのf1!1I 11控訴。
で r1!!~:Xd'f 降伏論争」開始。 I

1.25 I日本鉄鋼連盟事務局の女性7入、男女差
別賃金・配転是正を東京地裁に提訴。

1.2G I ，Hili!l!、創立30ri;]iド記念、n'ml'1ゼミナー
ルlJ1HtI¥。

"大蔵省、為替管理の自由化・簡単化措置
を発表。

" 1M河川、候補行名をi!1!1I予のウグイス奴へ
の抑制をn収と判断。(G.20 公Ir~巡!ì'%
改正公:.(1;→印刷支払いを;認める)

"教育研究全[~集会、戦後はじめてわI'kl!lで
(~29 日)。

1.27 I淡械県水戸、勝IIli，!Jjfjで内ゲパ。玖i火it
ら 3 人が殺され、 3 人m~~mo

"滋賀県大illjfjの仰所ノ内遺跡!l!側で住跡
10例を開:220大ifl耳{の退問と同以教安が
災明。

i米、 CIAなど政府tt'l制限I'-!)の不以前
回以む1:の大統制行政命令発令。

1.30 f東京地獄、ロッキード事件全日空ルート IEC ・ 11'回、貿易協定交ì!Þを開始 (~.3
公判。大久保利容被告、橋本・佐閥ら 6I協定例印)。
人に3000万円贈賄をE正官。 I

"悶ì!l!への核兵H~完全禁止怒!Ji1将名JilliJ1hに|フランスのシャンソン歌手ダミア死公。
女性が共同行動、 17同体券加。 I88歳。

1.31 I徳向の‘ラジオ問殺し'の1if:i:茂子さん
が5度目のiTJ1Wdl'/求.を徳町地裁に。

" ! 52年度第2次補正予釘成立。

にのml・特定職問γf児休業干11m助成給付金WIH史|・米・下院本会議で児武ポルノ禁止法
発足。 I築可決。
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1月
月日 圏内の動き 海外の動き

1. 1 I領国首相、経済成長率7%達成を強飼。 Iインド航空機、ボンベイ沖でM.落。 213
人全Ll死亡。

1. 2 I インド、ガンディーが新党(インデイ
ラ会隊派)を結成。

1. 4 I共p11}Z、袴[IJ旦U.!.iiiJ副委!lHの除名を公|米大統領カータ一、エジプト大統領サ
表。 Iダトと会談(アスワン)。中東和平3原

則で声明。

11 I f'Jの対ドル州場、 1ドル=2371リ90鋭の新
日fll'j。

1. 5 I城山三郎『政金の日々』発刊。

1. 8 I f村山外相訪ソ 0.9グロムイコ外科!と平手口
条約で会談)。

1.10 I 尖泌 m~ ll/~知事、制[111朴11 に起{息切50f.(J. IIJの
示認{r山縫製~ll。

11 総E里府、初の〈婦人白書inr婦人の現状と
施策ー圏内行動計画に関する鏡 1回報告
曾」を発表(女子労働人口2010万人、労
働人口の37.4%、うちl邸内省60%、平均
1~金引j子の58.3%) 。

11 京五{・世UI谷区のアパートで巡回必I::Jを
淡った:I;ljJJli 'i'~官、 11'UÞ!女子大生を絞殺。

トルコ、エナェピットl付開発足。

1.11 I公明党大会、自衛隊の認知など現災主義|ソi1!の乎Hi船ソユーズ27け、ソユーズ
UIW話を従明。 I26りとドッキングしているサリュート

6サと、火上初Jの 3q~悩船辿紡に成功。

1.13 I日米経済交沙、共同戸n)jを先決しI!lm。

1.14 I 伊豆大島近海地~ (M7)、死者28人。

1.16 

1.17 

1.19 

1.20 

1. 21 I自民党旧田中派国会議員、政治団体〈政
治同友会〉結成。

11 参議院公害対策委員長に田中寿美子。

11 I 52団体、国内行動計画前期重点目標につ
いて、文部省へ申し入れ(→1.25・J'J.生
省)。

イタリアのアンドレオッチ内l似ke~ fi'F耳L

</，*府l王子政治安Ll会、エルサレムでIJIJ
f位。

パール仏首相、 '1'図式IilIU。

インドネシアで3J]の大統制J1ll挙をiiiJ
に四大有力紙が先行禁止。学生リーグ
ー100人以上述品目。



月日 国内の勤怠 海外の動き

2.20 I永六V((:~fi (休)、会tl:豆!1.=.Wの迎川をJlI
問。 ['1m総角:i1ROOro:ドl。

11 ガノレプレイス『不服災住のIL'i1I:J 発売、
10か月で.167i行110

11 東京都婦人会11(鍛冶千凶子会長}が東
京都行動計画中間報告を提出。

11 I il!北・ Il!nl!に1¥16.8の広域地L'Jo 30人!'!
{旬。

lキプロス、エジプトと断交。

2.23 I 英下院がスコットランドを単独立国稼
!とする分樋法案を可決。

2.24 I 放射1:'1:物nを倣う会社で被服のアJレパイ|中園、人民政治協l閉会決抗 5 lUl~lllt:
トγffドに(大阪地放は)慰謝料など8807i1 n会第 1(1'1会決。蕗小平を主席に沼出。
円支払い命令を会nに命じた。 I

1M同、 M~fIJ巡ら反体制派60余人、朴政
権批判の r3.1民主rr.nJを'id'}~o 

2.25 I米映pTljr米知との溜池」封切。 SF映阿
ブームに。

川
た
'a'』
前
記
会
明
大
を
，
〈
』

寸
苫
レ
』

h
L
，可

附
開
、、，

.9-
内
山
の
N
つ

加
札

1
n川

j
r
4
 

5
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t
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H
 

N
H
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4
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U

A
一
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。
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m
 

に
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2.27 I神戸地検、 ljl山学l刊のI伺児殺し符疑で不
起訴のaNをJfJ;返事Ii。

11 的人の現状と純熊一間内行動計阿に閃

するm1 ['-'1般の¥'tJ およびr*京高B行動
計仰i策定姉人問問会訴の中111]純白」につ
いて検討会(於灼巡会的)。

2.28 I然治院本会治、町{子ブJI~i !il.tJl;f;i1 ìた泌を~
会一致で深沢。

11 I nr.i.:党、総決公選を従え、党nu:録を締
切る (3'W数151万7761人)。

11 1*京・ HFll地下鉄*西線のfllJl(が泡:岱で
脱線転問、来得21人が汀l杭倒。

にの月)1・〈あんふあんての会〉、「新幹線にベピ
ーコーナーを!J ~万名をmめ、国鉄に嬰
mの挺Ifl。

8 



2月
月日| 圏内の勧き | 海外の動さ

2. 1 I初の社会党委-'Hミ公選告示。 I機街耐えい盗腿l1H午で凶独レーパー凶
防相解任、 611U僚を入管え。

2. 2 1ココム、目立製作・所の大型tll算機の中国|アラブ抵抗戦線首脳会問開催(-2.4)。
輸出認可。対中輸出向談活発化。 Iアルジエ宣言採択、親ソ政策表明。

"国立科学問の主任研究Hが日本M古の化|タイ・カンボジア両国が、国境閉鎖解
石tbの.n格復元図作成に成功。 I除、国交正常化で合窓。

2. 3 I r弁隆人抜き裁判法案」法務省が特例法|凶主Jt・レーパー国防相、図防機総t耐え
として国会に提出することを決定。 Iいなどで解任される。

2. 5 I宗茂、別府大分マラソンで2時間9分 5
秒 6の世界2位。

2. 6 I千葉県嘗など機動隊800人、成田空港反対
派の鉄塔・要容の搬去作撲を開始。農民・
学生ら49人逮捕。

2. 9 J 米凶務省は1957~1'.8月の絞災以参加お-
8人に白血病が発見され、 1人死亡し
たため約30万人の淵丘IJfJMlを発表。

2.10 I目次公務nの)1M休二日:I;IJ. 4月1日から
1 ~FI日li'iiiÅ行をn.J議決定。

"滋賀県野洲町で小学生2人が、友人4人
を就寝中に拠い、 3人殺1M。

2.11 I ソマリアが事実よの対エチオピア立戦
布告(正規軍派遣)を発表。

2.13 I国際人権規約の国会批准、自民の反対で
微妙に。

11 1*京初、財政世II会化at-i!l!iを自治省に拠出。
赤字凶体回避へ。

2.14 I 円相場町脆I.l!Jìili'jりj、企業対策臨時的凶法|災辿1'11首脳会活のため 11か国首脳が討i~
公平'rio 在するシドニーのホテルで爆発が起き、

主主官2人死亡。

2.16 I日中、長期貿易取決め調印。 8年間で双
方各100億ドルの輸出を規定。
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11 弁護人抜き裁判に反対する2.18W会。千
駄ヶ谷区民会館で150人参加。
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月日 囲内の動会

3.17 

3.18 I ~!玖・以前に竹の子肢がfI\l:ll。

海外の動き

世界の総人口401怠人を突破{図遡人口
年鑑76年)。

Ij'[盟、全閃科?戸大会。郎小平、科学伐
f，f.immを~~iJ刈。

3.19 I国際婦人年大阪連絡会、 r出産自省」の中
間報告を兼ねたシンポジウム開催。

3.20 I敦賀の初の国虚発電炉「ふげん」、臨界に|仏総選挙、与党が大勝。女十1:似I!OIJGO()
到逮。 I人でさi巡花ーは7人刑の17人。

11 1 r&IW~!山可Hi'I:J、千1I'i t也検、作費~fflIJ を不
起訴。「死[A.jは投石」との判断。

3.21 米国務'(î、 1 J1の対日貿易収支のみ~f.
が史上前r.nO低3500万ドルと'fO~。

3.22 I沿氾公社、光ファイパーによる山内ケー|インドネシアでスハルト別大統制が熊
プル泊五!のw験にI戊r)) と発~o 競争で3ill。

11 東京都初の保父3人隠生。

3.23 I ベトナム、間部の民間企織を廃止。錨
団化・国営化へ(12.14 向Ilsの怨地私
有を全面続止、固有化)。

3.24 1社会党、「男女雇用平等法案Jを発表(5 
月B日国会に提出・廃案)。

11 カネミ計I1品目'IH午で制問地裁、カネミ:CtW
会社工場l~に千i:JJ!、社民には無:mの判決。

3.25 1 <行動を起ニす会>r主婦の失撚者立雷J I ピルマ航岱機がラングーン郊外に I'~;:~"
集会。 1日本人6人を合む48人が死亡。

3.26 1 過激派、1&f1I:~i岱'ì'ì'ililJ況を破収、i副首115人。

11 社会民主連合結成大会(代一次.m英火)。
3.27 1お京大谷派、内紛激化(J1.16火谷:袋、*
本町i守の11t立をrrm。

3.28 1 州ダウ株価臼州34$.llの過去般向記録。|米・ヵータ一大統制、Ij'i~.は・ γ ソリ
カ4か闘をiWlli]。

11 1 r&[日計潜行~I;IJ:;H政均iで、 mJìt!l延期決定。

3.29 1グアム旅行の長野県の保母ら、ピストル|タイのクリアンサックtiil1.llilj'o
で'î~たれ、 2 人死に 1 人m体。

3.30 1公正取i31会n会、合繊不況カルテル認可。
11 米財務省、日本拠テレビのダンピング愉

111 による m~'件IOfrt を愉入栄一行にfi，'/求。
11 予防t~ fi11の f.l 'JW川で死亡児の父母にWJ;(
地税、rmと銚子i1iに940万円の文払いを命
令。

3-
4 

にの月)I・北海道「婦人行動計画」策定(以後、
各県で策定続<)。

ウィーンで第27回国連婦人の地位4岳民
会開催。女子差別機廃条約束と国連婦
人の10:年一1980年世界会問のためのプ
ログラムについて審織。

・米・ニューヨークでNGO主催「国
際セミナー」開催。 46か国の民間代茨 i
160人参加。 1

・総国の日系企殺で女性工員の惣惨な l
労働条件が明らかになる。 1

nu 
l
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3月
月日 圏内の動会

3. 1 I久保田英首、国連の「婦人の地位向上郎
長」に。赤松良子、総理府婦人問題姐当
室長に就任。

1/社会党初の委員長選、飛tb凶袋lHHJ任。
1/北陸スモン訴訟で込.\~'fi{IJ勝訴。

3. 2 I 笠察庁「米JVG11~~・白殺白 í'IJo '7711'の9
~14歳の自殺、 12 1nlíIの 2 併と発火。

1/成悶へ燃料輸送の一括列車。

海外の勤怠

3. 3 I永野JT(!jE日l句会頭、武2日輸出禁止flil出足|ローデシア・スミス計十日とよn人隠健派、
利をtJe問。 I暫定政府樹立協定に悶印。

1/ 紋r.Sl~ ， r名"i!J・民Q'!N¥lJH'1・」、 r1N9.H公山駅
事件」で逆転判決。 7被告干i:JU。

1/ 埼玉以でペットのライオン、削い主を殺す。

3. 5 I 中国の会人代第 1回会織。新憲法と新
人事決定。

3. 6 I烈J;(地法、経団iiliaIJ蚊m件の4被告全H
に懲役6~ 511~の災刑判決。

3. 7 I稲村総理府総務長官、 3月3日を r婦人
の日」祝日にする方向で、事務当局に検
討指示、女性111員ら反発。

1/政府、刑lH1Hf'I:の公判のiJlJllについての
特例法泉tit'~l!i人抜さ 1~1司)を国会に総出。

3. 8 I 3月3日の祝日制定は、男女差別の社会
慣習を政府自ら是隠するものと、女性随
員ら総理府総務長官に、反対申し入れ。

1/長谷川恒lj1Li:が初のアイガー北位冬手1j1
5~ü1:はんに成功。

3. 9 

3.10 Iカネミ泊出1JH'/'の会凶統一訴訟、被¥!}者勝
Wfo 

3.11 I <地名を守る会〉設立 (W京)。
1/ I Il>J僚会議、貿易1.¥1字紙らし対策の輸入促
巡f首位決定。

3.12 

3.13 

3.14 I主婦i1!rジュース裁判」で上告棄却。

3.1防5I ノイ小Jト、野E染色

3.16 I日銀、公定歩合0.75%引き下げて3.5%に
('46以来最低水準)。

1/集団かぜJ心者、空前の296万9000人に。

ソマリア、エチオピア軍の進撃でエチ
オピア領からの撤兵表明。米大統領、ソ
連・キューパ軍のエチオピア繍兵を喪
筒 (3.24エチオピア、領内全域WIJlE)。

カーター米;人・統制、核鉱l政防止法案に
お名。

t)t・アンドレオッチ新内閣成立。

パレスチナ・ゲリラ、テルアピプ郊外
で観光パスを灘いイスラエル寧と銃型車
戦、市民ら125人死傷。

仏、総巡挙で与党勝利。

米と凶独、ドJレ安対策を共[.:1m災。ス
ワップ払・大など合な。

部のパレスチナ支E配E地1域或を腿い占領。

仏・プルターニュ7'1'でタンカー座礁。
1Jt.与党キリスト数民主党総幼モ口、
武装ゲリラ組織〈赤い旅凶〉に[lNおjさ
れる (5.9 ロー?で射殺死体発見)。



月日| 囲内の動き | 海外の動き

4.18 I石油税法公布(エネルギ一対策財源)0 米・パナマ、新パナマ還河条約成立。

4.19 I mlt!公社、也子ビームにより、 128キロピ|スペイン共jJ7(党第9同党大会、「レーニ
ツトのROl¥tの以作にI&.r})と発災。 Iン主耗放策」を可決、ユーロ・コミュ

ニズムffMfJlをjl}fr{(;?J。

|米民間調査機関、 '7711'のi世界のill1:ホ
は史上!iHJr;と先決。

4.21 I経済対策関僚会J耳、 [，q際l収支j"，tmおよび|大関航空機、北極圏でソ連領空を侵犯、
円刊にf'1\ う物官lIi対策を決定。 I 強制泊陸させられる(ソ迎伐のUé~i'tで

~f勾1'i"21人、うち日本人 1 人死亡)。

IJ 日ソ附問、約漁協力協定淵印。

IJ 火羽純子、 tn27阿問迎仰人の地U'L役目会
似合(姉巡会向"f}。

4.24 I会述、科目1決戦スト'1'止を決定。

4.25 I交通ゼネスト。

IJ 10り'j/J;(発;Vj:i訟でiUl!flllJ敗訴。

4.26 I政府、身元引受人のあるベトナム難民の
nr住を認可。

IJ 澗税引き上げ決定。 5月災加。

4.27 I日大北傾遠liE除5人、北何点列述。

4.28 I日本とベトナム、公文内交換。
IJ 余暇開発センタ一、主婦の家事労働は月
6万円に相当と発表。

IJ I WJ;(地i呉、「宮本身分似1/11'1'Jf寸溶fJJで鬼
IlTi被告に証拠不充分で1!l¥:m判決。

IJ 取耳(t也プ'j~;j}人会議、テーマは「しきたり
の'1'のljJ女平等ー彩、ならこう改汚する」
OJ!.比好会館)。

ソ)!Jlプレジネフ tfF~己Iをが</'性子t\!~II\!I:
践を従える、と訂r!Jl。

アフガニスタンでjj(部クーデタ一、ダ
ウド大統領死亡。人民民主党が代t1rtそ
氷加。

4.30 I植村直巳、犬ぞり単独行で北極点にflJ述。|絢園、領海12カイリ実施。
アフガニスタン、悶名をアフガニスグ
ン民主共和問に変更、国家元'1"1・にタラ
キ計十日を任命。

にの月)1 ・米海兵隊のマーガレツト・ブルーラ

さん、史上初の女性将官に。

12 



4月
月日| 圏内の動 8 海外の動会

中園、 ECと貿易協定問印。

13 

4. 3 I平野訪問死去 (70成)。
4. 4 Iキャンディーズ、サヨナラコンサートに
5万人。

"新w京国際空浴、 5月20日開港に決定。
" I死亡率が15年間に35%低下と}.')1.:.省発災。
" I 53年度予算成立。一般会計は34兆2950低
円。

4. 6 I農林省、水田利用再編対策要綱を通達。 Iカーター米大統領が中怯子爆弾の生
産・配備の、当分見合わせを決定。

" I VAN (ヴァン・ヂャケット)倒産。
"京五f拘位所跡地(巣鴨プリズン)に紹日
fl¥lピル「サンシャイン60Jオープン。

"日米1Juの新ぬ業条約まとまる。アラスカ
近海サケ・マスぬの規制強化。

4. 7 I郵政省、袋路JIJデータ・パンク(キャプ|比1'!i5t国民議会選挙。与党 rK13LJ
テン・システム)公開。 I勝つ。アキノ前上院議nはi'&J1l1。

4. 8 Iわが国初の実験放送衛星「ゆり」、アメリ
カのロケットで打ちょげ。

4.10 I大阪国際フェスティパルー祝祭シリーズ|シェフチェンコ図辿m務次長亡命。
1)日五E。

"国立水俣病研究センター設位。

"第30固婦人週間。テーマは「男女の平等
と婦人の社会参加をすすめる」。

"京都府知事に保守の林山悠紀火氏当J1l1。
28年間の革新府政に終止符。

4.11 I衆・参両組院の超党派隊員からなる「図
速婦人の10年推進随員連盟J169隊員(う
ち女性22人全員)で結成、会長・山口シ
ヅエ。

4.12 I '1'図ぬ船108般、日本巡視船退去を弘t求。|ヴアンス米国初長官とオーエン英外相、
iH部アフリカ 3か国を訪問。ローデシ
アの「愛回戦線」 指導者と会談。

"日教組、主佳子当条例化の32以で乎当(月
5000円)の全額組合拠出を確認。.

4.15 I通産省、 '78年度輸出総J止を行政主導によ
って'77年度並みに抑制と決定。

4.16 Iシエール西ドイツ大統領来日。

4.17 I横浜市長選挙(共産党を除く 6党推隠の
細郷道一当選)。



月日| 囲内の動き l 海外の動 8
5.20 I 籾i~O; cP'l際沼港正式IJlIì住。 I 台湾・持経園、国民党総統に脱伝。式

|典に岸信介ら11人の国会時貝参加。

5.22 1 rl似、愉入決済予Jf;;fjIJJ立:J，!lj包。 Iソr1!・アフガニスタン、経済・校Hi協
|力協定に淵Wo

5.23 1新日本製鉄(株)、上海宝山製鉄所立政に|初の国連軍縮特別総会、エューヨーク
関し中国と悶定曾関印。 1で開幕 (-7.10 6.1 JI・[oiHY.I!l5か[1"11'

11 公J!lJ.TW:・祈nlllクラプ・社民illH.t
党打、初会ii主。

11 I tjl;口市祈功力品。i!.Hをめざす超党派政策集
聞く21tJtt己クラブ〉発足(発起人、 J~州
ーこら)。

11 衆悶院本会服、国連軍縮特別総会に聞す
る決E担を全会一致で採択。

11 1 7.可情悠治「三JJl.r.¥'!J初江.i(。
11 初の国連軍縮特別総会 (-6.30)。日本代
表団、紘兵器完全禁止を嬰筒する 2千万
署名提出。

fllGのJUJ'('、総会で配付。似大[q~批判。
7.1 :，!(納町n. fiU'fJ;jf同など 1M終文
wをtlHW。

5.2.1 1 小川、剤師の火爪t:a[i司はベトナム政府
の~f・ jlftj的泊放・泊1F と Jf'~1t (5.27 ベ
トナム、反論jIIJ!lJ)。

;'.26 1 ニューヨークで日本からの原1車線熔者
を含む反戦平和の4000人デモ。

;'.27 !第19回全国婦人のつどい中央集会、 r自
立・連綿・行動」を統一テー7 に。 800名
参加{品川文化会館)。

米国平和溜動グループ主催核兵偲廃絶
デモ 1万5000人、ニューヨーク中心街
を国連本書Eへ行進。

11 斡問、スパイ符疑の徐I~l\f[ ð ん、制WI
Hl所後、 jlJ収~~。

;，.2D 1愛媛県民浜町住民の「入irHldJ訴訟で松
山地l身、住民のwボを棄却。

5.3初01 核只2烈2附う

にの月)1・井上ひさし吋fffii'ilI!人J(r小説新潮J)

口オ本、1;人の校兵日烈見Z栄で』止r.将名 (α186印9ヌ万j.¥位22お5 
人平将T干-名)を回i述!虫lP別iμI務総I只毛にi干了.波寸ナ.。
I NATO首脳会問、ワシントンで。10-15
年の長期防衛計画探択。

14 



5月
月日| 囲内の動 8 海外の動さ

15 

5. 1 I r刈 1;刻 I1記念館J 1m館。

5. 2 1岡原段目裁長官、凶会復活'1'の「弁浪人
抜き裁判法案」は「必~な法」と jll明。

5. 3 1払i凹首相、ホワイトハウスでカーター米
大統領と会談。

ソi.'.lJの作1111米・ハチャトリアン氏死去
(74成)。

5. 4 I ソ辿プレジネフ内川叩3氾却己υ1仏 凶独此削酬B訪訓的削|肌l口;
ユミツト首+机似[日l比と会i談淡、 .W例経済協力協
定にWIJr:IJ。

5. 5 1 1iJlj;liliの似付ill跡でklU文米lUJのノー1<01跡と 1rJ J~UJ首脳会談。明主向、北i:UJ鮮必1:11。
足閥、を発見。

5.10 I 桁大応援凶リンチ1Hf'I'で新入生、死亡。 1チェコスロパキア航空をチェコ人5人
上級生7人述品目。 1がハイジャック、凶訟に亡命求め投降。

5.11 ザイールにコンゴ民族解放戦線が侵入
(5.18 欧州 4か園、白人救出の共同
作戦を開始)。

5.12 1むつJJW匹以l僚会議、民的以知JH・佐l止保|コモ口、 Jl!i血クーデターでソワリ火統
ïlil主に、佐世保治でのむつ修理を~H，tlo I f，tiï:~~~ される。払千jJUiæ:f;lH!Wi。

5.13 I 新*以凹際空港の安全確保にJJlずる~~;t~
的政i1;公イli。

1/第23固働〈婦人の中央集会が「教育」を
テーマロ。 2000人容加。

1/総回}王子、「全国推計人口」をJo.1<。総人口
1 ii!.1415万人 ('7711'10月 1日現在)。

5.15 1特定不況虚栄安定即時的凶法公布。

1/ 1網野3必死去 (78成・作家)。

1/女性所定内給与月額平均97900問、平均
34.6鏡、 5.5年勤続と労働省発袋。

1/ピレンドラ・ネパール国王火143終日。

5.16 I人質による強袋行為処別法公布。

1/海外旅行者300万人組、総理府「観光白j'JJ
で、健全化'を訴える。

ドミニカ、大統制.i1!1然、野党市命党の
グスマン当選。

5.17 I日知県で自衛隊の飛行機墜潟、 13人死亡。|エルサルパドJレで日系合弁会社社民俗
ヰ:不二雄、武災 4人組に誘mされる
(10.4 ill体Jo.J.!)。

5.18 1妙高日以で地計'Iりと鉄砲水のため13人生 lイタリアよ院、妊娠中絶法案を可決。
さ埋め、死亡。



月日| 圏内の動き | 海外の動会

6.19 I 3公社5現熊のスト格付与につき、公共 Irjl問、ベトナム対立深刻に。 '11図、ベ
企業体~鴻本問問会浪、現時点では不)j.~ I トナムの3給領別館閉鎖を迎合。
Miと政府に忽見向拠出。 I

|ウィーンで国連婦人の10年中間年一
1980年世界会織のための第 1回準備委
貝会開催。向性界会1ftの111mなど審E担。
赤松良子出席。

6.21 1日紛大問だな協定w施に1'1¥う石前IJ・天然
ガス資源開発特別tlHi'l法公布。

6.22 1文郎省、「ゆとり」と「多機性」をめぎす
高校の新指潟要領案発表。

6.23 1日活・ロマンポルノ裁判で全日負担:m判決
(]-I!京地1~) 。

IOPEC総会、原油価栴の年内川えi百さ
決定。

6.24 I 北イエメン・ガシュミ大統領、イエメ
ン人民民主共和国特使と会見中umで
死亡。問北イエメン国交断絶。

6.26 1 問イヱメン・ルパイ大統領、飢殺され
る。 mソ派のイスマイル同民間*r~111~ll
j主が~行)!1j1:jM (6.27 ~赴任火統制 1.1:ム
ハンマド首相)。

11 仏・ベルサイユ下f殿で時限線引11がttm、
同百rEl立左翼がml}.:!:::た術品とともに火被
~I}。

6.27 1石油開発公団法改正公布、石油公団と改|コメコン総会開軍事(ブカレスト、
名。 I-6.29)。

6.28 1 山形県山辺町の水利工m現場でガス燃発、|ベトナム引の火部隊がカンボジアI可内
作業日 9 人生き朋め、 2 人死亡。 I に侵入、と米情報筋がIi1JIit~。

6.29 I 日銀、間的口いオペレーシヨンで初の入|コメコン、ベトナムの加盟を承~。
札方式を災施。

11 成問燃料輸送付仰のへリ段落。欽泊公安
只ら 5人JlIJ死。

にの月)1 ・ベトナム、カンボジアに大攻務。

16 



6月
月日 圏内の動き 海外の動怠

17 

6. 1 I払!/:f.jifi、災前氾水で 1[J 511.'il1iJ給水災脳。

IJ I rJ L~}1:1Il中派、総I&.公巡~mと大平支持
を公明。

IJ 口}H、コーノレ・レートの~iijjJ化、子形4以
光のn山化方針を公火。

6. 2 I外務行公¥u漏えいlJHlの凶rlJ・元自正日新
fHJJ己おのM阿波上告梨J;iI、イj!)Jl /ì五・~。

6. 6 I 

6. 7 I原子力基本法改正案成立。

6.12 I宮城県沖地震(M7.5)、制27人J

バングラデシュ、初の大統領選準。ラ
ーマン大統領圧勝。

米カリフォノレニア州、 {U..:役以で70低
ドルの減税案成立。

|国際労働機構 (ILO)第64回総会、ジュ
ネープで。

hl2844~if。 に正式移行。マルコス大統領が初代首
相を兼任。

IJ I :t也婦連事務局長・田中里子、函連会附|亨J\沫~~'I/ I凶附似{山{)制。
で核軍備徹廃を訴える。 削減。

IJ j J;l太子火11ブラジノレ、パラグアイへtll"N
訪問。

6.14 I元号法WiJ化促進国会活Ll>1llliU役立総会 ASEAN外十JJ会J品、タイで。;Jli[ii]コミュ
(衆参j，TJ院議H41l人)。 ニケ保択。引き続さ[{iJ[日外十[Jも参加、

初Jの鉱大外十JI会;m。

H l日特大限だな協定jll])ili[U/付法成立。

6.15 I 小沢征倒、'1'同I/I*~Wを tlíN!。 1)t・レオネ大統制、脱税などを泊及さ
4LてE宇f1:。

ノ1 l大Hlt染地災対策特別Jifii幻ム公イII。

6.16 I水俣病問庖関係閣僚熊本県債発行による I/ILhI、 4Jl以降のベトナム仰lhl1j'i/，f5は
チッソへの救済制資を決定。 13万3000余人と報道。

H I 311'もの利付国WffilUMo行。初の公務
入札方式保JlJ。

H l大}政省、オンライン処閣による金融機関
十[)立問の業研促悦についてilli述。

6.17 I PJ.1o11パーン抑制m:0t'l市山町
担を決定。 会ジュネープでl)lJ< (~19 日)。

6.18 I初島市民マラソン、日射病で30数人が倒
れ、 2人死亡。



月日| 圏内の動 8 ・ | 海外の動き

7.18 I生前映附Mf1システム、光通(llによる附|筑間げフリカ統一機仰 (Ô lJ)I"i 
{恨・行jlr・データの双方10'，]多m;白川シス|脳会決IJllflli(ハルツーム)。
テムをプ己/VG。

11 I li!¥!$'.!:総務会、元り法制化で3羽rJ決定。

7.19 I名古屋婦人会館オープン。
11 I !JI!納.統裕治I~ 、 ri'll，;ill京は1illlの際、紹w
則的行動をとりうる」とmn(28fl、11!)却。

7.20 I祈日本製鉄(株)、八附仰鉄所制問の似後 Iitll.[吋で初jのbR子JJmill所が完成。
の問符iの開業停止。

11 初任給男女同額企換27%、女性のみ適用
の結婚退職制度をもっ 7%、妊娠出産退
戦略。3%と労働省発袋(r女子労働者の沼
周管理に関する闘査J)。

7.21 I日中平和友好条約締結交渉、 311'-2か月 I;j;リビア、jJ(郎クーデター。パン七ル
ぷりに北京で再開。 I大統制紳任、ベレダt:fll(が大統制悦任。

7.22 I文部省、「高校学習指湖嬰領案』発表。家
庭料女子のみ4単位必修は変わらず、男
手に希盟あれば選択鳳修の迎。

11 女の生さ }i'.i:'考える -NIIKドラマ
‘火州'をめぐって」集会。

7.2.1 I初の国際女性学会・ 78年東京会m、国立 INY タイムズ氾行、 l伐材メモのt，'~11 1t1i
婦人教育会館で (-26日)0 引に州日1&.が千j:}l!判決。

11 争体~ít':出会がlJI:J!J:Wt，';されていた.ill伝
子kl¥.;r，刈?え実験JlJIllIの)11;']を示す。

7.2!i I予防搾開法施行令改iE。はしか予|約終何|非同盟関国外相会問、ベオグラードで
花粉化。 I開催、 86か国参加。「悶術主総に反対」

lなどの宣言を採択。
11 I 11q"I~'{ ・市町政ljJ死去 <73t，司 )0 世界初の体外受精児(女)が英で儲生。

7.27 I椙国首相、防衛庁に有事立法と有事の防|ブラジル・エアネス火統制、ソγレス
術研究の促進を指示、反対遇動起きる。 Ii''jtrJを'Pl'(，任。

7.29 I第24回日本母親大会に 1万人が参加、 45Iザイールとアンゴラ国交を樹立。
の分科会。

7.30 I抑制限、:'![j，I，iのH.s!IJ通行巾J:だ施。

7.31 

H 

11 

特定不況ji{(i!f1(江川お金発足。

~丸防IQilî'只官、市'7ìíîiで「口・申if1.' t;は
迎命共同体」と先i?、問題化。

γf~草老女殺しlJl{'l の米谷四郎さん、 1'ft草
地裁のïT}ì存で26"1'-.\:り~\閉!に。

にのJlJI・7Jlの以子力発mm力;f，1:56f.(j:R600万
kwh、水;J)'fr;氾illJJJ誌を上I'.Jる。

南アフリ力、ナミピアの独立受館を国
連に通告。

パリのイラク大使館でt:lê~t問。バ~パ
レスチナ人目L入、 ~"lLrら 7 人死lUo

18 



7月
月日 圏内の動 S 海外の勤怠

19 

7. 1 I神奈川県パス協会、 J江崎子采lltW施
(7.5 東京パス協会も~施)。

11 日本人の平均寿命、別72.69歳、女77.95
歳。世界一の長者国に、と PJ~省発火。

11 特定機械情報産栄仮興臨時t首位法公布。
通産省、電子計n機など89機砲を指定、
高度化計画を策定。

凶辿1I1紛総会IJHf，~o lllk!im:U、行動計
画など4以終文t'iを採択。

7. 3 I立教大学法学部、 '7叫から附で叫以|中国、ベトナム援助を会商停止。
上の社会人を、一般受験とは別枠で受入
れと発災。

11 I jJ主b;Cl'{辺、 ffi6回チャイコフスキー国際
音楽コンクール・バイオリン/チェロ部
門で第2位。

7. 5 I 山林水産省発足 (~H省己主祢)。

11 国鉄リニアモーターカー試験J/(が時述
337キロの此w新記録出す。

7. 6 I 仰回大統制i題、朴正問大統f，tiJlJ巡。

7. 7 I 笑自治領ソロモン路島、独立。

7. 8 I国鉄辺氏似上げ(沿低料金801'])0 I fJ人大統制選。社会党・ペルチーニ当選。
11 I I品lJ持、生法者米側刻凶さを決定。奨励金

m釘iで~Tfl .54%引上げ。

7.10 

H 

7.11 I .ll;l境庁、 NO，の環境W"¥'止を火制緩和。

7.12 I I'lJ凶相互銀行、住友銀行との合併災II)J。
合fJrJf"@jの凡送り災I列。

11 筑I'j~l%J倒産。 !'lW初出版業以ft.t大の60
億円。

ソ述、反体;1日JVltrヘルシンキ=グルー
プ」的将行のJ制甘UlJiJilfl。
モーリタニア、 llllillクーデタ。ダッダ
火統制述fIli。

スペインのキャンプ場で泌化ガスiill鰍
トラックが燃ye、死花約200人。

7.13 I I rj'llq、アルパニア銭助を中止。

7.14 I <首r.J1l告l地方自治研究会〉、航浜市でシン|ソ~で反体;I;IJVlt 1占判、シチャランスキ
;j~ジウム r!也プJのU，f代J IJiJ/位。 I一氏に1:1rJJ剥(;'(13$1'の刑など。

11 I "，日年齢Mや女子の1Ii1月j条件Iil¥化を指摘
した「労働白山」を閣議了承。

7.16 I飼凶首相、 ffi4回先進国首脳会議(ボン) I m 4 ~-， J先進国首脳会議がiJ; ンで1JiJ(也、
に出向。経古常t収文のよ烈n字紡減と経U済守1成戊iμ毛I30帥カか、凶u山H服rl~~官f
2端fれ~ 7 %述I成必を公約。

7.17 I郵政省、進学m立郵便貯金の取倣いIliJ始。
国の進学ローン制度新設。



月日 囲内の動き

8.18 1公.iE取引役tl会、ヤミカルテルを結んだ
~tコン決行に;i唱微5i7.~/1I/I立を初};血 1 1/ 0

11 1).10;(ではrlrl;'l%'mll/ilJ。

海外の動き

8.20 1 l' L!γ1~，1 、 ffiGOI"11で IEli¥'f，校g'fJ:R巡'Hlrl氾|イランのプパダンで11央j，ilit11{がJ/:l.火され、
念大会で十~Jf-I.<勝。 I 死者477人。

8.22 I ニカラグア、サンディニスタ民族解放
戦線(FSLN)ゲリラ、閣僚.ZIl貝ら400
人を人質に国会険事堂を占銅、政治犯
釈放を要求 (8.24 ゲリラ、釈f点政治
犯70人とパナマへ亡命、人'l't収1.却。

11 ケニヤ・ケニヤツグ火統制没、 f赴任に
モイ。

8.2:l I <母と女教師の会〉全国集会が東京で。
テーマ「どんな人/11]に行てたいか」。

11 米WJ((IVj/qiY't2:!oj(総棺lはIlt界第7位。 2
兆13.11((!J'Jo今年度より12.3%l¥"'I。

8.2.1 I政府、 PJ ~'fJJf~主主巡元のためm力・プfス料
51立の1"I>t引下げMI・をik>t。

11 I 7女性団体t盟会活動連総要員会、 ILO 
理lt竃職員条約批准実現のため、厚生省な
ど関係各省に陳情。

1*・ベトナム阿悶が国交正7;f化交沙III
/J日で介;0;。

8.261 中国・ r人民自警ι 毛思惣制化反対
の r解放軍報.J1命文を転置見。

I ffi264代教!;lヨハネ=パヴロ 111¥:就任。

8，27 I芥川県知1mに前川M.. ~、火.IX;j 1 i巡。口氏党は|イラン・アムゼガル行十11 1i~任、 f赴任に
火31'-斡llHミのおひざ元で敗北。 Iシャリブエマミ上院決只。

8.29 I 52団体、的人のilと金問題について、 "11: I ニカラグア、ソモサ11t1~政t1rltf{11J合II
'ft'WG了L子il'金日11'金at!l占の説明会。 1mす反政府デモ。

8，30 Iプロ野球、白人の王.i:lJl予が迎t18001]-本}14
打述成。

8，31 I ジュネープ~l(納受、 Ilit後の定例会聞を
終える。 16年間の!l，~Jtに民切り。

にのflll ・米・全米蝕成統計センターが r15-
44~長までのカップJレ 3 制 lに UIが人[:1
不妊、 30-44t.長までの火姉の約半分が
不妊手術済」と発災。

」ーー.

20 



8月
月日 圏内の動き 海外の動き

21 

8. 1 I郵便貯金のオンライン化開始。

IJ 婦人問題企凶推進本部ニュース『えがり
て』創干し

IJ I r'78絞兵部禁止・被爆者俊lliQ世界大会」
(~2 日)。中立系五団体主刷、 þ;(水爆Zt
止五l!動の統ーをめざす。

8. 2 1 1，け"咽回、ベトナムのU附f
巡をめくぐ.勺り、双方に小競り合いが先生。

8. 3 I米京地裁、 11.0;(スモン訴訟でキノホルム|パリの1'LOlHD5何でカラク同1/1務所
起凶と断定。 I代災ら 2人が射殺され、ヨルダン国籍

パレスチナ人2人述問。

IJ 台風8号でフェーン現象、山形・泊ilnで
40.1度。

8. 4 I国民所得統計をllli辿従示の凶!.I!経済計t1
体系(新SNA) へ切り併えをmJJn~)1!。

IJ 政府、故古~Il政ljJ に旧民*tHr。

IJ I GN l'統計を新凶民経済計n体系へ切符
えl羽J.&決定。

8. 6 I バチカン・紋畠パウロ 6世没。

8. 7 I ホンジュラスでllLlHクーデター。

8. 91 中国とリビアが外交関係樹立。

8.11 I経済企凶庁、経済自力〈椛J1i転換を巡め
つつある日本経済〉を発火。

IJ I t1lal悶で給水~ljIJla~。

8.12 I日中平和友好条約問印。

8.13 I I l' LOlH務所のあるベイルートのピル

8.15 I領国首相、明国神社参拝(内IIUk，'M'J!大国
の日1.!Iを記帳)。

に1民主1Iテロ、 1500人以上死亡。

8.16 I公明党正木政策密政会民、 ilLHtのmtiUtJ内 I1/'凶・禁固鈴主仰、ルーマニア・ユー
で有lH立法を認めると発災。 Iゴスラヴィア・イランを訪問。

8.17 I制問首相が「昭和」とその後の元サ存続
の決nを表明。

IJ フィリピン帰りの償浜市の見性、コレラ
の診断、以後コレラ忠者相次ぐ。

|米人3人が史上初の幻球による大凶洋
悦断に成功。



月日 囲内の動き 海外の動き

9.15 1制問mn:kで入7:待附s?<tvi?om!'件発党。
明l'H会、役L1統計l[;~決定。

9.16 I パキスタン・ハク滅的令総司令仏大
tJcUiにJitt1t:.
lイランで1¥17.7の大地伐、死r，'2ij;，'f'
人。

9.17 1総理府婦人問題担当室、「婦人間胞に関す
る有蝕者間査」の結果を発表。

9.18 I ;:ri8;，(，ilr.il，IILf[司会i'Bll。
JI 大!¥'!l'iI，ti<八爪洲プックセンター>IHlI，lf 

9.19 Iチンデマンス・ベルギー行十日米1I。 ;:ri33I"](iQj!Jj総会JJiJf，~。ソロモン a/，!，t1h 1: 
ミニカ辿1'11の力tllY.liJ'(~r，(。力 1 1lI~1(t:11 ;， 1 (11に。
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9.21 1 <似J'I!迎助〉の統一r'l口;廿教会、均玉県相l'
川村で合V;J!.!介い。

JI 1 C~林水旅行、 (1司 H林~!flH業改NIOかWill'
il可決定。

JI I ~}jf:'Ii IJ' 、:.j ilH:I'Li);で)，~本見解発災。
JI I Tf，fl日大学j主選目的収nliで新学i初 ![;1ill。

9.22 1 !NI政行、 NIIK と民放 6 社にテレビi1"'j~r
多m放送予Wi免許-を交付。

9.23 I 中国、凶I!ltとの採炭技術愉入に閃ずる
|長期日川導入の椛~l'tに制印。

9.25 I (私たちの男女雇用平等法をつ〈る会> I 米サンディエゴで旅存機とセスナ 1;'I.?1~
結成。 いl'術災、住民ら150人死亡。

9.26 I [司税庁、税制，WU'ë会で預金・納税の災r~ I戦術ミサイルの問先と試験発射に成功、
1;tl1ilのため、納税.ft孫りによるコンピュ|と約国が発災。
ータ'l'i'JTJ!案を公災。

9.29 I札帆地裁、ロポトミ一手術で:択肢の訴え|図迎安保J.'I!引会、ナミピア独立に問し
を認め、氏自ifi に賠償命令。 I 悶述ll(派~‘と回迎監視下の逃水 7 か月

|以内災施決泌を採択。

刀 |悶土庁、住宅地の全I可平均」ニ好バ;4%、i1iIヨハネ=パウロ 1j吐 1~~死。
fjj化民械は4.5% と r:1.~i\'!地価 lliJ 公表。

9.30 1 百(/ilIiIiのiliill、:'Iモ応。
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9月
月日| 圏内の動き | 海外の勧怠

9. 1 I r全日本フェミニストの会」結成。会民・ |ベトナム旭国33J.'J ~I'記念U。
渥美ff子。 I

9. 2 I経済対策Ilil僚会議、総合終済対策を決定。|カナダ・パンクーパーで水上飛行機が
|墜落、邦人9人を合む11人死亡。

9. 3 I 第1O@]日~定期閣僚会議、ソウルでmH.ん|ローデシア航空機、}，U人ゲリラにF沢民
12項口の共同戸I列発決。 Iされる。 38人死亡。

9. 4 I r合成洗剤の主成分LASが河川を汚|イラン・テヘランで以政府デモ<9.8
染J とJJ;:V克fr化学物質別査が1m発公。 I政府、主弘!何liliに}削法令イIi台)。

9. 5 I初川首相、 1M代行十11として初めてイラン|米、エジプト、イスラエル、中東和平
などqrt¥!:のi!E泊 4か国へumo I 3国首脳会核開催(-9.17)。キャンプ・

デーピッド合怠。

11 大須lJHIJ:J で紋日放、脳乱:mの成立を
認めよ台東);11。

9. 6 I イラン政府がデモ・集会を禁止。

ベトナム首相、タイ訪問。フィリピン
06日)、インドネシア (20f])も。

l 米で人工辺伝子を大IJ~lUjに組み込みイ
ンシュリン合I&:にI&:r))。

9. 7 Iクロロキン制服位訴訟でl心者勝訴、J.I.!)j(Iスリランカ・新iH法施行。凶名をスリ
地裁が国に賠償支払い命ず。 Iランカ民主社会主義共和国に変真。

11 泌上自衛隊の対的しょう戒機、都内を紅i
低~. in¥灯火飛行。

9. 8 I 航空白 II/i隊純子1機、均玉・狭山iliの住宅|イラン、王制打倒の反政府デモのkY'~< 
街にDH&。釆Ll死亡、住宅全半焼。 11ftで、政府はテヘランなどに 6か月IlIJ

の成政令をギfj{'J。デモ激化、 1f(発砲。

9. 9 I 社会党・ ~~tJfプロック 62団体、千ilH立法|北朝鮮政府樹立30周年祝印式典。
粉砕企I副長日司会;混紡1&:0
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H 

9.11 I総選挙定数めぐる行政訴訟、 w五{日以民
司~9 昔日は合j託、同民事15部は巡総の判断。

11 河本通産相が訪中。日1ft長期貿易取り決
めの 5~ド延長などで合怠。

9.12 I税制調査会が一般nm税の試案を公災。

9.13 I 削・ソウル大学反政側会で、 m
とl:I;j~足。 14 日向凶大学でも反政府デモ。
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月日 囲内の動会

10.16 I英のプロゴルフl吐界マッチプレー巡ft1lt
で1ft;+;ガJプロが日本人初jの僚勝。

10.17 I悶除、元号法制化を決定。
11 I nA国神社、東条笑機・広回弘殺らA級戦
犯14人を合問。

11 払I問ifj美術的、ミロのIh¥lJを約2f.Cf.!1千
万円で11，¥，入決定。

10.18 Iネズミ;UI;絶滅WlvoIo
11 I W以外為市場で 1 ドル 181円85$~。さらに
急騰、 175rJ50銭に。

10.19 I込町同体の女子kり向跳ぴで八木たまみ
1メートル90の日本新。

10.20 I r特定不況地峨目ftJn~行即時tltii'IWJ 成立。

11 水1~fl;;:tà!jË促進法」成j'Lo

10.21 I婦人労働旬問。テーマ「職場における男
女平等を進める」。

海外の動急

10.22 I Iけ中刷判仰州lド川川仰川3川小市刊lいい川川川"叫小川川川，1ト'1-1，ト川川.什叶M川lリl一「州m郎昨捌lレ川IJ川 .寸州夕外桝ト付tr日川lωb民町削削附~11刊凹印11却11\}作目耳;ら来刺机口凡。 Iミコヤン . ソ山 2もUIJ附「
P死巳ゴ公:; (日2品胤立)0

10.2:1 I日小平和友好糸約批准内交微式、 [.iJ日公
イrm効。

11 制 111 ・郎会談。P11~lln'î十11、「日米安保絢持
や WQi力のJ¥'miは当然」と先行。

l教!日にヨハネ=パウロ 2Iltl!IJIな (;1:-
ランドIII身)。

10.24 I北側・干州で泥流先生、 3人死亡。 Iシリアのアサド火統制、イラクを公パ
;Jlilm。エジプト・イスラエル.11¥l'It fIl \I~ 
~1lJ!:の「民政îl:.tr，cJ に淵印。

カーター米大統制、インフレ対前兇1<0

10.26 I 戒厳令下のイランで反政府溜動がJlU明、
各地でjl(・'n買をと激突、死I¥Jr..多段。

10.27 I I '78年度ノーベル平和賞はサダト・エジ
プト大統領、ベギン・イスラヱル首相。

10.29 I イラン、反政府運動、オイル=ストヲ
イキによりimirfJ.f，1低下、全[叫に波及。

10.:10 Iメキシコ・ロベス大統領来日。

10.:11 I W玖・府中市の小学校4~I~fl:、先生に叱
られri"1ilり自殺 m祝/I'統計五H山手附)。

11 総耳n府、 9月の完全失業率が2.4%を突
政、 2.42%(I257i人)に述したと発表。
Aill日間拘は侃忠明態。
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10月
月日 圏内の動会

10. 1 

10. 2 1-輸出拡大で米大型貿劫使節凶米日。

海外の動き

ヨルダン川西岸とガザ地区のパレスチ
ナ人市町村長ら100人、キャンプ・デー
ピッド合窓拒否・ PLO支持声明を発
表。

レバノン駐wlのシリアll(、キリスト教
徒出}{t地区を攻娘。シリア、レバノン
同大統制会談で作戦。

10. 3 I新幹線狼仰 5kJi!のよL体的災純計[ll!jを政府|インド・カルカッタで試験管ベビー誕
が決定。 481ド以降のeU結解除。 I生。英国につl<.2人目。

10. 4 I背函トンネル貫通、 25キロで世界11.1及。

1/ 1M高裁、マクリーン訴訟で、外国人の在
WlJDJI日1延民は法務火山の以Jilと判断。

11 セ・リーグでヤクルトが初i妥妙。

10.10 Iシュミット凶独首相米日。

11 I 1/1'.け焦げのトリプド Iに先がん位、と日
本のがん学者が国際会議で先決。

10.11 I労働省婦人局が r婦人労働の実情・昭和
52~手J を発表。

11 補修・点検のためD;(子力船「むつ」、火泌
を出t答。

ソ述、イタリアjJJ共皮党が首脳会談IJH
く。協力と)illm~1ì化で共同jllr列。

10.12 I (株)国土計刷、プロ野球~m，凶〈凶バラ|ベトナム首相、マレーシア、シンガポ
イオンズ〉創立。 I-Jレ訪問。

11 サラ金などの借金による自殺fi-I-8刀
で130人、公社11502人。 \'~%m発表。

11 I fili正予n成立。 7151低円。
10.13 I 畑、在附力とキリスト教限附な

ど300人が朴政権のillMiと民主的iぷ法
制定を求める「国民HUJをlftJ1<。

I '1J凶、 !!H!(北京iIi党袋第 11'lJ己ぷ同ili
市命受主任の解任を正式発災。

11 災のサリドマイド女性(18成)が館山
な女児を山政。

10.15 I 米で新エネ川一服がl位。

10.16 I D;(子力紛「むつJ 佐世保に入港、阻止全

25 

国袋、陸海で抗議行動。

11 衆訴院本会浪、日'IJ3j!干[]友好条約を全党
一致で示認(18日参院通過)。

11 茨城県目立i1iで女子中学生誘拐され、身
代金要求(17日ill体発比。19日犯人述品目)。



月日| 園内の動~ 海外の動会

11.16 I 1 印、ストの大『制分間Iで11削 lの|別内j，l，jドイツ、交迎協定にID.'Jr:1l。
主的iJlける。

11.18 I 的問県大井川で、栃*~'，W~-t民 9 人心'1 '0I付米ガイアナで宗教間体「人民、千院」
f汀者がm同月日ilfirJ殺。

11.19 I 公明党、前助プ'j$f・で l'IIQj ~r< を;!.t("1I。

11. 20 I ぐ79年国際児虫年・子どもの人帽を守る|イタリアのi，lrj求、ジョルジュ・キリコ
連絡会問〉結成大会(f¥:火委t1:羽仁ill~ I死去 (90成)。
ニ了-・初日lふさ、 34間体)。

11 労基研、「労働基準法の女子に関する基本
的問題」報告書提出。女性に対する時間
外労働;1)IJm~ と1:.里l!fM'~の ll'1i ll'.など。

11.21 Iジャイアンツ、野球協約のγi}討をっき江 I'1'['1. r人民lH~J ，r天安f"J'fl('f・(・7(;.，1.5)
川J:(投手とm照的選手契約。 Iの1・υ[[Jで抗川を革命的な行動とi1'l'IIlIio

11.22 I 三 ~m工、 55年10JJ までにlJj人削減集|団連ユネスコ総会、マスメディア宜曾
を制lfi'に拠示。 Iを採択。

11 制 I:.~ ・1\[lllnliの銀行~~il在、 17007i l' Jりう。

11.23 Iラジオ(tJ'波)、新阿波紋に変児。 Iワルシャワ条約機構首脳会問、核兵穏
4排1非t除など r平和と安会の宜宵」発2袈健。

11.2，1 I ポリピア、 1円)[ド附7

11.2却"I 全Iド川l医叶'.1サラ 1余~別11仰川!日川U W:!温E肘t対-J}筑夜協:浪n会t紡tJ占'九勺'i1成4戊児。

11. 27 I日米安保協議会tl会 r[1米防術協力のた|ソ辿共同71:1''::'1';と安、マズロフ政治川tl
//)のttmJを了示。 I解任。後任にチェルネンコ氏。

11 航笠mlQj~殺と米!i!jJ(、三沢民地で抑jの本|ルーマニアのチ・ャウシェスク大~Jt~(i、ワノレ
l1I的知 1'1伐の合fiôJ;V1 1純{を~1iOio シャワ制MiltmのJ(l例町)~1品川を.mL)払

11 I n払制『、;，¥川111川111'行?汁叩+何似1I総l決占予b日似仰lH山Ui巡1盟sに敗北、 i巡m'阿仰!ド[:}火.{f明H別j九。 I利血鮮下統一のためのlド悦1町t界会1派R間?は.よI
11 1 r口1立 .GE の7テ.レピ合ず弁弁l'企3業Tは f独虫 l山1汀iZ然，~J止1: : 
Wi1!反と米TIlildiが断定。

11.28 I政府、アフリカ開発拡金・アジア1m兇訴
金へ拠HlWl矧を発災(アフリカImrV，csi7.
への拠出比F千;J5%となり第 l位)。

11 公正取引委n会が、不公正取引の疑いで
日本約三位に立ち入り検封。

11 I 'j':術評議会が「泊伝子mみ将え~験」 の
安全指針を文相に建設。

11. 29 I メキシコでM7.9の大地

11 東京書都sr婦人問題解決のための東京都行
動計画」発授。

11.30 I r新幹線は迎行取りすぎ」とl-!!3;(地減、
辺lt'l訴訟で原作の主狼認める。

11 行制JFサラ金地!.l，tで I~ll月に n+~167
人、 ~HI2()76人」と発災。
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月日

11. 1 

IJ 

H 

11. 2 

IJ 

11. 3 
IJ 

H 

11. 5 

IJ 

11. 6 

1 1月
囲内の動 8

日本婦人団体連合会、有iH立法反対の行
動アピール(淡谷のり子、 ili川開校ら)。
朝日新聞世論調査で改iH反弁m%、改iぷ
賛成女性 1'Ifl]、クJ1主2WiJ。

第3回日本婦人問題会鴎。テーマ rljJ女
平等と社会慣将一婦人の活動分野をひろ
げるためにJ。サンケイ会館・ 600人。

山梨県立美術館開館。ミレーほかを限示。

ひろしま尖f，I:jtriW日館。

社会党が一般H'mf5i5%導入の助合、一
世帯87i余円と試n。

).j!本願寺の紛争で、大谷米独立1'.m。

海外の動き

米、緊急ドル防衛策を発災。;(.，~nili場
への介入強化。
米下院凶際IllH系安凶際機|則小安L1会、
金大'¥'JAお]はKCIAの犯行と断定。

アラブ首脳会鴎(-11.5)。対エジプト
rパクダッド宜宮採択」。

軌道科学ステーション「サリュート 6
サ」のソ辿2Ji~行士川迎。

ソ辿・ベトナム友好協定JJ，'J印。
ドミニカ辿):ll独立(l[1}Xf!'J治制ドミニ
カ品)、 02.18 [l~i1!力1IlY.l)。

社会:tl~インタ -ffiI4l<1J大会・パンク
ーノfーで1;日他。

イラン、シャリフエマミt古川JmHl1.6
11(j攻に移行)。

オーストリア、b;O]似働で凶民投:750
世論は以対。

イランl!i政に移行。シャリフエマミ計
十LIIii"f去、後U:はアズノ、リ*1jlC。

H |料{・台以区の制問コレラ脳続出。

11. 7 I インドの下附lli欠選挙でガンジ一白Ij1'i.
十日が当巡、国会へ似品}。

H l米で'l'IHJii!1挙、民主党位位保つ。ハワ
イでは初の女性副知事誕生。

H l斡囚の大郎で千人の学生デモ。維新滋
ilH，放出叫ぴ、派出所を占拠。

11 81米ブラウン国防長官、防衛協川i化問10
IJ 熊本地裁、天下一家の会、第一行lIi絞済
研究所にネズミ制初の所得税法i!l以判決。

JI |高知スモン附ゆ

11.10 日本、凶辿安保羽llH会の非常任理lH凶巡
Jj生でノfングラデシュにi吹れる。

H |女たちの映画祭「女ならやってみな」脚。

H 第17凶会凶IIm r..大会 W~J'r-・主Mi1!.
位協主l!・口il'ji!llなど)、内向差益辺元!Jl!
求・一般消印税反対の五1l動方針を決定。

11.11 ネズミ秘対策の主!i限述釘i泌防止法公平fi。

11.13 同和対策m~長特別tif目法改正 (3 ~ド延只)。

11，14 福岡スモン訴訟原告勝訴。

11.15 水俣病認定促進臨時扮位法公布。 |米、ソ辿が校側可能なミグ戦闘機を
キューパに目己!JiIiとt日tliao

IJ |マーガレ 7ト・ミードさん死去 (76鎗)。
H アイスランド航空の旅待機がスリラン

カでu孫、 262人のうち215人が死亡。
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月日 国内の動会 海外の動き

12.16 I 行動を組こす会、与党HII，\~による「政党 IOPEC総会開催(アブダピ、 -12. 17)、'
に1mく一女性が働くための政策は」間I!目。I7911'の郎副tJ倒的を 4段附プJ式で14.5%

まで仰上げ決定。

l米中川悶が間交正常化、*11'1.1から外
交際1係を樹立と発災。

12.18 I )./0;( ・永川町の行十11公邸前で大平行干1Ia.~ I "，同J~jJf.党 1IlUJ 3 "':1で会開flll(-12. 
われる。 I22)。

12.19 I インド下院、ガンディーの役以.;l~M~ 
はく\Ï~を求める即~mを可決。ガンディ
一、 i主l11iされる。

12.20 I 1~~ 1lJ外相、米"1正常化で台湾は日米安保
の「何!-/!の純VIIJ外と公明。

12.22 I今年の米は1258万トンの収作と附治報告。

1ロ2.2幻3I 北抑川川1刃以;江f放送、 I小|ドI附 E党三g小1ドz全伯釧会剣I川Jf
伝える。 '11央愛人m決定。

11 日中協力の上初公山製鉄所抜本協定に澗
印。~;1Q:予定地で起工式。

I S^LTIL~ld印で、 Y'J脳会談lJil flll に JJ;(川
的合な(米ソ外相・ジュネープで)

12.25 I 少年~I;行が戦後第三のピーク、 5 人に 1 Iベトナム統一戦線'，](カンポジγに臼J'l{。
人が少女と'rf祭fj'が発火。

12.26 I fJ 1r，;:也、げF辺土 WflJ と r[刈巡 11'泌人打f~ Iイラン、テへランを中心に過去 3か月
せんJ で独自の改?干潟発火。 I で最大の反国王デモ。 jfi1月収に ~IJ~ 、

|行計IIJo陀全ifli作JI:へ。

11 I I11似特殊綱の粉飾決t'PH('i'で5被作全LlIトルコ、 Ljz派抗争で成政令ギIj)'j'。
に千j~1lの判決。 I

12.27 I アルジエリア、プーメディエン火統制
没。

12.28 I 71H't行・米側1. 2%上げ、 llU~n決定。

11 I fJi'(-怪・日l官二郎、猟銃rn立。
11 1m涜fi'r者~ïIi部で防法Mr汚染J と発災。

12.29 I )./!京外為市場 1 ドル 195 1'110$~で越年。

〔このflll ・ 53 1 1なl'の品切\~は統;1I・はじまって以来の
{，l(ll:.数。乳児死亡取はスウェーデンと放
ぴ、世界[Q(j!;になったと 1'1 ~1:'fîが発表。

l 斡国政府、金大中氏を釈放、 Sr7.~M!1;;
も減汗IJ。
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12月
月日| 圏内の動 eo 海外の動き

立 1 I 自民党臨時大会、大:'I~正悦新総枕に。 IωIjflJl 93 i l・の英タイムズ紙休刊。
11 京証のダウ平均6002円74銭を記録、史上
初、 611ミぷりの大台仔わり。

11 改正道交法施行。

12. 3 I 社会党が初伽伽例のm州e川中判判叩|ド川川附1リ明捌州j卯則鵬U別蹴附l服品
民族統一戦線結成{れ12.25ω)。

12. 4 I茨城県議i涯学で、筑波大生141人のU!凶不 I."・仏、経済IJim協力協定にi刻印、 b;(
{t投以n収がþl'JJ~。 ー子力i2}，主の.，，[州抗日iなど。

11 ，*以・杉並で'I'fifiサ河川反対の rmn化祭
止条例」制定自般的求。区議会は11iiJ!。

12. 5 I不破哲三、共産党の組織防(lIIJ(民主U!'J!
fl;1J)につき、 LU日7:r久治と riiiWIIJ;池上
で公IJiJ論争。

11 日米/:!!版物交沙妥結(オレンジ.'1'内等
の愉入枠拡大)。

11 以京地検八王子文部、マンションに上水
迫給水J口百の武正草野ili.L占を起訴。

12. 6 I 制凹内|比wur版。衆参Îll~院大平氏をl'ïtll
に指名。

12. 7 I大平JE)7r付I則成立。

ソ辿・アフガニスグン、友好，~IJ隣協力
条約に仰向l。

ブルガリア、カイロの臼回大使館彼li
>:i: l:l!!ll にエジプト大使の[11外lU去を~
求、エジプト、対ブルガリア断交。

E C1''j脱会;品、欧州Viil!i1'i制度で合必;。

スペインViiHW，凶民投:73でポ認。

12. 8 I イスラエル元首相、ゴルダ・メイア女
史死去 (801.!)。

12.10 I沖縄以知市選挙(自民・民社らJ1101!Jの凶|イランの首都、テへランで反国主派に
S名目~l治当よiJ1、革新日1\政 1011~で務)0 よる qOO万人」テ'モ。

12.11 I 火)I~r付|刻「支持J42%、「二F文Jわ 29% (~vJ 
日新1m世論調i'i)。

12.12 I東京・中野区脇会特別委員会、「紋鯛育餐制員 l純制[1'峨1
の準公選条例」案を全国初の採択。

12.14 I全逓労組、 (7/レflo>反対の政府交沙雑
航、 11'1'i状処理m否を指令。

11 米証券取引書号、航空機売り込みでダグラ
ス社告告発。日本高官等に不正支払い。

12.15 I *京都中野区議会で「教YI妥w'W公選糸
例」可決。

29 

11 人・手私鉄の主llfiii!i上げ認可 (7911'1.8か
ら)。

11 日ソ漁業交沙妥結、制印。日本のぬ泌111:
は75万トン、対ソ制三i:lrtは65万トン。



法

〔
労
基
法
〕

差
別
の

n
綾
け
道
ω

を
ふ
さ
げ

労
活
法
三
条
に
「
性
別
」
を
加
え

る
前
倒
策
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

労
組
は
川
女
た
別
に
鈍
感
過
ぎ
は
し

な
い
か
。
男
女
同
一
託
金
が
見
子
の

託
金
水
市
を
低
め
、
女
子
の
進
出
は

m
M子
の
就
職
機
会
を
狭
め
る
な
ど
と

い
う
似
念
が
あ
る
と
す
れ
ば
恥
ず
べ

き
こ
と
で
は
。

(
4
・
卯
川
泥
沼
締
U

生
理
休
暇
・
深
夜
業
禁
止
廃
止
ヘ

「
女
性
へ
の
手
仰
い
保
護
は
逆
に • 

制
度

• 

就
職
の
門
戸
を
せ
ば
め
芥
川
を
作
る
」

と
労
働
省
は
彼
本
的
な
労
活
法
改
正

を
検
討
中
。
労
働

mm法
研
究
会
は

年
内
に
も
母
性
保
護
規
定
の
改
正
策

を
符
附
す
る
見
込
み
。

(m
・6
毎
日
)

労
基
法
研
究
会
報
告
書
鑓
出

労
相
の
私
的
治
問
機
関
、
労
働
廿
川

市
法
研
究
会
は
、
二

O
口
、
労
処
法

の
女
子
保
護
に
閲
す
る
報
告
内
を
川
氏

山
し
た
。

主
な
内
符
は
、
生
問
休
暇
・
時
間

外
規
制
な
ど
の
女
性
保
護
の
廃
止
を

う
た
う
一
方
、
妊
陪
削
は
手
以
く
保

裁
判

設
し
、
就
業
・
符
巡
の
平
等
を
保
附

す
る
m
M女
平
等
法
制
定
が
必
裂
と
強

調
し
た
も
の
。

こ
れ
に
対
し
総
評
と
同
盟
は
「
形

式
的
平
等
。
師
人
労
働
行
の
労
働
条

件
の
切
り
下
げ
」
と
き
び
し
く
批
判
刊

(
日
・
幻
各
紙
)

労
基
法
提
言
に
各
社
の
社
説
は

わ
が
悶
の
保
護
規
定
は
ま
こ
と
に

手
以
い
。
三

O
年
前
「
児
女
の
機
能

の
制
巡
」
「
女
性
の
家
事
仇
釘
」
を

市
相
似
し
た
た
め
だ
。
作
業
環
境
が
変

わ
り
女
性
の
体
力
と
能
力
が
向
上
、

家
事
白
川
も
少
な
く
な
勺
た
今
日
、

30 

提
言
は
一
応
検
討
に
伯
す
る
。
が
、

時
間
外
労
働
や
深
夜
業
は
男
女
を
問

わ
ず
減
ら
す
こ
と
が
切
一
ま
し
い
。
改

訂
は
徐
々
に
進
め
る
べ
き
だ
。

(
日
・
泊
朝
日
)

*
 

深
夜
業
や
時
間
外
労
働
の
女
子
の

み
の
特
例
や
生
理
休
暇
の
見
直
し
は

避
け
ら
れ
ぬ
が
現
実
無
視
に
な
ら
ぬ

よ

う

に

。

(

日

-m毎
日
)

*
 

平
等
法
制
定
の
拠
一
一
一
百
は
高
く
評
価

す
る
が
保
護
は
知
的
職
業
の
者
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
。
深
夜
業
廃
止
は
底
辺

労
働
へ
の
抗
黙
と
な
る
。

(日

-n西
日
本
)



現
場
の
労
働
者
の
声
は

長
時
間
労
働
・
深
夜
勤
務
は
共
働

き
家
路
の
破
峨
に
も
つ
な
が
る
。
取

り
は
ず
す
べ
き
は
「
女
は
・
家
庭
」
と

い
う
社
会
通
念
の
は
ず
。

(
格
付
明
子
・
大
阪
地
詳
)

(u
・9
朝
日
)

也
-
T

福
井
以
制
江
市
の
織
布
工
場
に
働

く
T
さ
ん
(
四
一
-
一
)
が
日
以
も
関
心
を

寄
せ
る
の
は
時
間
外
と
深
夜
業
の
制

限
廃
止
の
部
分
。
普
通
女
性
は
朝
五

時
|
午
後
一
時
半
、
午
後
一
時
半
|

同
十
時
の
二
交
代
、
男
性
が
三
交
代

で
深
夜
の
部
分
も
受
け
持
っ
て
い
る
。

「
割
増
金
を
使
っ
て
も
安
く
使
え
る

女
性
が
こ
の
ラ
イ
ン
に
つ
け
ば
経
営

者
は
喜
ぶ
で
し
ょ
う
ね
え
」
。
さ
ら

に
女
性
も
男
性
と
い
っ
し
ょ
に
無
制

限
の
残
業
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

T
さ
ん
の
い
う
平
等
は
、
ま
ず
賃

金
で
あ
り
、
配
転
や
職
制
や
定
年
の

男
女
差
を
解
決
す
る
こ
と
。

女
性
労
働
を
ひ
と
つ
の
カ
ッ
コ
で

く
く
り
き
れ
な
い
時
代
、
い
ま
あ
る

差
別
を
な
く
す
た
め
の
男
女
平
等
法

の
災
現
こ
そ
先
決
な
の
で
は
な
い
か
。

(u-m朝
日
)

提
言
に
各
界
か
ら
反
論
続
出

男
女
平
等
法
は
社
会
党
が
心
血
注

い
で
つ
く
っ
た
児
女
M
m
m平
等
法
集

そ
っ
く
り
。
労
働
省
は
こ
れ
に
凡
向

き
も
せ
ず
外
国
に
立
め
ら
れ
て
あ
と

追
い
し
た
。
し
か
も
保
護
搬
出
と
組

み
合
わ
せ
た
が
、
限
川
の
平
等
実
現

が
先
決
。

(m中
均
美
子
)

平
等
法
の
提
案
は
役
所
と
し
て
は

思
い
き
っ
た
も
の
。
今
後
の
述
営
方

法

が

課

題

。

(

花

見

忠

)

平
等
法
で
経
営
者
が
女
子
を
敬
遠

し
な
い
よ
う
行
政
情
置
を
望
む
。
保

護
は
女
子
に
は
必
要
。

(
地
姉
述
・
大
友
よ
ふ
)

婦
人
労
働
者
の
ナ
マ
の
声
を
聞
か

ぬ
机
上
論
。
弱
い
人
へ
の
視
点
が
欠

落。

(
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
・
多
聞
と
よ
子
)

保
育
機
関
の
不
十
分
な
現
状
で
は

母
性
保
護
は
大
切
。
保
護
.
出
の
み
削

ら
れ
て
他
の
差
別
が
依
然
と
し
て
残

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

(
中
林
英
夫
・
自
由
業
・
六
八
)

(
日
・
幻
朝
日
)

*
 

歴
史
の
陰
に
数
多
く
の
無
姥
階
級

子
女
の
犠
牲
が
払
わ
れ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
反
省
の
上
に
定

め
ら
れ
た
女
子
の
深
夜
就
業
禁
止
、

生
理
休
暇
の
は
ず
。

(
鈴
木
刺
子
・
学
生
・
二
一
)

(
日
・
幻
朝
日
(
戸
)
)

本

将
米
は
生
休
も
、
高
度
の
判
例
神
的

緊
張
と
体
力
を
必
要
と
す
る
職
種
以

外
は
週
休
二
日
制
を
前
提
と
し
て
廃

止
す
べ
き
。
し
か
し
男
も
合
め
て
労

働
時
間
の
欧
米
並
み
短
縮
、
パ
ー
ト

の
最
低
賃
金
制
確
立
、
二
市
一
保
育
問

題
の
解
決
、
学
賞
保
育
の
普
及
、
男

女
平
等
の
職
業
教
育
な
ど
が
先
決
。

(
白
井
厚
・
鹿
路
大
学
教
授
)

(u-m信
毎
)

本

人
間
の
存
在
が
本
米
不
平
等
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、

見
も
女
も
老
人
も
身
障
者
も
す
べ
て

が
い
か
に
人
間
ら
し
く
平
等
に
生
き

ら
れ
る
か
を
考
え
出
そ
う
。
女
の
働

き
や
す
い
条
件
に
男
を
合
わ
せ
る
方

向
を
考
え
た
い
。

(
背
木
や
よ
ひ
・
評
論
・
家
)

(ロ・
1
毎
日
)

世
m
T

生
理
休
暇
は
流
れ
作
業
の
現
場
に

働
く
人
に
は
取
り
に
く
く
、
大
企
業

の
事
務
職
の
人
に
は
取
り
や
す
い
と

い
う
女
の
中
で
さ
え
不
平
等
な
聞
が

あ
る
う
え
、
遊
び
に
出
か
け
る
人
も

い
る
現
状
で
は
必
要
な
い
。

(
北
原
と
り
子
・
事
務
員
・
二
回
)

(ロ・
2
中
日
)

*
 

平
等
の
壁
は
ぱ
程
一
舎
に
あ
る
。

法
が
で
き
て
も
実
質
的
に
女
を
締
め

出
す
危
険
が
。
い
ま
母
性
保
障
を
肩

代
わ
り
し
て
い
る
の
は
多
く
は
同
僚
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の
女
性
。
向
性
に
対
す
る
理
解
も
ほ

し
い
。
(
荻
原
節
子
・
雑
誌
記
者
)

(ロ

-mmw日
)

ψ
a
T
 

女
子
の
時
間
外
制
限
や
深
夜
業
の

制
限
は
児
女
合
め
た
共
通
の
沼
市
に

す
べ
き
。

(
小
木
和
孝
・
労
働
科
学
研
究
所
)

(
ロ
・
日
毎
日
)

也
年

深
夜
業
の
あ
る
私
の
職
場
で
は
五

O
人
中
異
常
あ
り
が
二
二
人
、
や
っ

と
生
訓
休
暇
を
取
れ
る
状
態
に
な
っ

た
矢
先
、
伊
A
U

巾
を
知
っ
た
。
こ
れ
以

上
、
促
成
破
峻
が
進
ん
で
ほ
し
く
な

い
。
(
守
山
氏
千
方
子
・
保
母
・
三
一
)

(ロ

-mN昨
日
)

〔
平
等
法
〕

男
女
雇
用
平
等
法
案

求
人
、
採
川
で
「
男
子
の
み
」
と

い
う
先
別
を
な
く
す
た
め
「
男
女
脱

周
平
等
法
」
を
設
け
よ
う
と
社
会
党

で
は
法
山
公
を
作
成
、
閃
会
に
総
策
す

る
巡
び
に
な
勺
た
。
移
民
の
段
附
か

ら
、
労
働
条
件

-m業
訓
鰍
ま
で
、

一
切
の
加
川
上
の
性
に
よ
る
先
別
を

禁
止
し
、
差
別
を
受
け
た
女
性
の
救

済
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
法
案
の
骨

子。

(
3
-
m説
先
/
3
・
幻
例
日
)

働
く
女
性
に
実
効
あ
る
平
等
法
を

働
く
女
性
の
実
態
か
ら
附
削
れ
て
お

り
、
現
状
の
ま
ま
で
保
護
規
定
を
緩

和
す
る
こ
と
が
い
か
に
危
険
で
あ
る

か
、
い
く
ら
強
制
し
て
も
し
す
ぎ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
く
に
気
が

か
り
な
の
は
、
労
働
時
間
の
短
鮒
な

ど
で
労
働
条
件
が
向
上
し
、
ま
た
、

生
活
様
式
の
変
化
で
保
護
の
必
民
性

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
現
状

認
論
、
そ
し
て
、
保
護
が
機
会
均
等

を
制
限
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
も
の

の
い
い
方
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
の
級
告
は
働
く
女
性
を
、
母
性
を

切
り
品
川
て
て
、
別
性
政
み
の

n
会
社

人
間
M

に
な
る
女
性
と
、
母
性
を
切

り
総
て
な
い
た
め
に
一
人
前
に
仮
わ

れ
な
い
パ

l
ト
火
性
と
に
ふ
り
わ
け
、

必
別
を
鉱
大
す
る
と
川
時
に
付
性
政

幼
を
巡
行
さ
せ
る
役
測
を
川
市
た
す
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
う
。

西
独
の
鉄
鋼
労
働
者
は
泊
三
五
時

間
労
働
を
嬰
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に

は
い
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
使
川

者
側
は
六
迎
の
年
次
行
給
休
暇
を
認

め
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本

は
I
L
O条
約
の
う
ち
二
二
も
あ
る

労
働
時
間
に
関
す
る
条
約
を
、
た
っ

た
一
つ
も
批
准
し
て
い
な
い
の
だ
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
女
は
「
女
性
に

対
す
る
保
護
を
川
在
に
迎
川
拡
大
し
、

児
も
女
も
人
間
ら
し
い
労
働
を
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
た
。

私
は
一
九
七
六
年
、
総
評
、
中
立
労

述
、
同
盟
の
三
団
体
が
ま
と
め
た
労

法
法
改
正
案
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ

に
は
週
間

0
時
間
労
働
、
全
体
の
時

間
外
労
働
、
深
夜
労
働
の
制
限
、
二

O
口
の
年
休
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
災
刑
判
さ
れ
れ
ば
、
現

犯
の
女
性
に
対
す
る
保
護
の
大
部
分

は
、
児
性
に
も
鉱
火
さ
れ
、
女
性
だ

け
の
特
別
的
聞
は
口
然
に
解
消
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

第
二
の
諜
姐
は
「
平
等
法
」
の
制

定
で
あ
る
。
報
告
は
「
募
集
、
採
用

か
ら
定
年
、
解
岡
山
に
い
た
る
ま
で
の

周
川
の
機
会
と
符
過
に
わ
た
る
児
女

平
等
の
た
め
の
有
効
な
新
し
い
立
法
」

を
誕
百
し
て
い
る
。
有
効
な
平
等
法

が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
引
き
換
え
に
保
護
が

搬
出
関
さ
れ
る
と
い
う
鮎
川
市
に
な
り
か

ね
な
い
。
い
ま
、
必
裂
な
の
は
働
く

女
性
に
と
っ
て
実
効
性
を
期
待
で
き

る
よ
う
な
平
等
法
を
作
る
た
め
の
運

動
だ
ろ
う
と
思
う
。

(
中
日
泊
予
・
弁
護
士
)

(
ロ
・

ω毎
日
)
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〔
刑
事
訴
訟
法
改
H

正
H
〕

法
制
審
儀
会
、

弁
箆
人
抜
き
裁
判
を
答
申

法
制
稼
議
会
(
会
長
、
瀬
戸
山
法



相
)
は
一
月
二
三
日
の
総
会
で
弁
護

人
不
在
で
も
裁
判
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
刑
訴
法
改
正
を
賛
成
多
数

で
承
認
、
法
制
に
提
出
し
た
。
法
務

省
は
改
正
法
集
を
国
会
に
三
月
末
総

出
す
る
が
、
野
党
が
慾
法
論
で
真
っ

向
か
ら
対
決
す
る
の
は
必
至
。

(--m朝
日
)

政
府
、
過
激
派
対
策
法
案
を
絡
問

法
相
は
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
以
外
の

M

そ
の
他
ジ
ャ
ッ
ク
H

を
包
括
的
に

処
罰
す
る
た
め
の
「
人
質
強
要
行
為

処
罰
法
(
仮
称
)
」
の
姿
綱
を
法
制

審
議
会
に
諮
問
し
た
。
法
務
省
は
原

案
巡
り
の
答
申
が
得
ら
れ
る
と
見
て

お
り
、
法
制
面
で
の
過
激
派
・
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
対
策
は
ほ
ぼ
整
う
。

〈

-
-
M朝
日
)

H

暗
黒
裁
判
u

に
反
対
運
動

w
弁
護
人
抜
き
u

刑
事
訴
訟
法
改
正

に
強
く
反
対
し
て
い
た
刑
法
改
惑
に

反
対
す
る
日
本
婦
人
会
議
、
日
本
消

白
者
辿
盟
、
反
弾
圧
住
民
巡
勤
述
絡

セ
ン
タ
ー
な
ど
四
十
余
の
個
人
、
団

体
は
、
「
強
権
的
な
陥
以
裁
判
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
、
過
激
派
の
間
四
で

な
く
市
民
の
基
本
的
人
権
の
問
凶
だ
」

と
嬰
烈
討
を
各
方
面
に
出
し
た
。

(--m朝
日
)

*
 

法
務
省
は
刑
訴
法
自
体
は
改
正
せ

ず
「
刑
事
事
件
公
判
の
閉
廷
特
例
法

案
」
と
し
て
国
会
に
拠
出
を
決
定
。

が
、
特
例
法
の
対
象
は
過
激
派
に

限
ら
れ
る
と
い
う
限
定
づ
け
が
十
分

か
ど
う
か
、
国
会
得
議
で
は
な
お
曲

折
が
予
惣
さ
れ
る
。

(
2
・
3
朝
日
)

*
 

日
本
弁
護
士
迎
合
会
は
一

O
目、

立
法
化
を
阻
む
た
め
の
全
国
弁
護
士

会
会
長
会
議
を
聞
き
、
こ
れ
ま
で
に

出
し
て
い
た
反
対
決
議
を
さ
ら
に
進

め
る
決
議
を
ま
と
め
た
。(
2
・
叩
朝
日
)

也
年

刑
法
改
恕
に
反
対
す
る
婦
人
会
議

な
ど
が
「
一
般
引
件
に
適
川
の
恐
れ

が
あ
る
」
と
し
て
千
駄
ヶ
谷
区
民
会

館
で
「
弁
護
人
抜
き
裁
判
に
反
対
す

る

2
-
m集
会
」
を
聞
い
た
。
一
五

O
人
が
容
加
。

(2-m毎
日
)

本

「
弁
護
人
銭
き
裁
判
法
集
」
に
対

し
て
、
婦
人
や
消
政
省
な
ど
の
市
民

団
体
の
問
で
も
反
対
辺
勤
。
活
発
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
各
所
で
組
ま
れ
て

い
る
。

(
5
・

n朝
日
)
.

〔
訴
え
る
〕

鉄
道
の
賃
金
格
差
・
仕
事
差
別
堤
降

日
本
鉄
鋼
巡
盟
事
務
局
で
働
く
七

人
の
女
子
職
員
が
、
初
任
給
・
基
本

給
ア
ッ
プ
率
・
ボ
ー
ナ
ス
支
給
取
の

男
女
格
差
は
男
女
の
賃
金
差
別
を
禁

止
し
た
労
働
益
準
法
四
条
巡
反
だ
と

し
て
、
同
述
却
を
制
手
ど
り
、
一
月

二
五
日
、
男
女
賃
金
差
別
・
仕
事
差

別
是
正
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
東
京

地
裁
に
提
訴
。

(--m朝
日
)

無
実
訴
え
二
五
年

四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
り
H

夫
殺

し
M

の
汚
名
を
そ
そ
ご
う
と
再
稼
請

求
を
続
け
て
い
る
官
士
茂
子
さ
ん
が

五
度
目
の
再
訴
前
求
申
し
立
て
を
徳

島
地
裁
に
。
作
家
の
瀬
戸
内
寂
泌
さ

ん
や
日
弁
辿
を
中
心
と
し
た
弁
護
団

も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
も
し

再
諜
請
求
申
し
立
て
が
認
め
ら
れ
れ

ば
女
性
で
初
め
て
と
な
る
。

事
件
は
二
五
年
前
徳
島
市
内
で
起

き
た
H

ラ
ジ
オ
商
殺
し
μ

で
内
妥
の

富
士
さ
ん
が
夫
の
三
枝
泊
三
郎
さ
ん

を
殺
引
訂
し
た
、
と
い
う
も
の
。

(
l
・
幻
読
売
)

性
差
別
の
角
度
か
ら
審
理
を

性
に
よ
る
賃
金
差
別
と
仕
事
差
別

を
理
由
に
「
日
本
鉄
鋼
辿
盟
」
を
相

手
ど
っ
て
女
性
職
員
七
人
が
起
こ
し

た
男
女
差
別
訴
訟
の
節
一
回
口
頭
弁

論
が
一
七
日
東
京
地
裁
民
事
六
部
で

聞
か
れ
た
。
原
告
側
の
高
柳
雅
子
さ
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ん
は
「
次
々
と
形
を
変
え
て
い
く
足

別
の
実
態
を
裁
判
で
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
」
と
陳
述
。

(
3
・
mqωu

潜
在
化
す
る
賃
金
差
別

m
A女
の
賃
金
去
別
は
労
什
措
法
で
林
制

止
さ
れ
て
お
り

m純
な
形
の
託
金
去

別
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る
が
、
深

川
、
身
分
、
仕
引
の
だ
別
を
路
り
こ

ん
だ
戦
時
間
・
職
能
給
の
将
入
で
、
従

米
の
何
H
A
川
山
品
川
別
を
引
火
目
的
に
継
続
し

て
い
こ
う
と
す
る
企
業
も
山
て
き
て

い
る
。あ
る
繊
維
会
社
の
切
合
「
入
社
七

年
日
で
や
っ
と
引
子
の
新
入
社
民
な

み
」
、
あ
る
問
事
会
社
の
羽
合
「
四

O
伐
ぐ
ら
い
に
な
る
と
則
子
の
五

O

%
ま
で
泥
が
聞
く
」
な
ど
。

大
阪
市
立
大
学
の
竹
中
忠
尖
子
教

授
は
「
労
訴
法
第
三
条
で
服
川
、
配

問
、
昇
巡
な
ど
の
労
働
条
件
の
児
女

差
別
の
然
止
を
明
記
す
る
こ
と
が
必

要
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
限
川
平
等
委
H
会
の
設
凶
が
担
ま

れ
る
」
と
強
川
。
、、，
a

・nd
、内
d
川

H
q

，』
d

，F

，4
6
n
d

の

'ur，EE
、

柚
似
の
損
害
賠
償
五
八

O
O万
円

判
官
に
女
子
大
生
の
娘
を
殺
さ
れ

た
両
知
が
併
税
庁
に
賠
償
を
嬰
求
。

一
O
O
O万
円
以
上
の
支
山
は
部
泌

会
の
承
認
が
必
裂
で
W
M
m斤
は
ホ
込
山
可

(
6
・7
明
日
)

こ
の
苦
し
み
狂
言
台
で

二
三
七
人
の
生
命
を
一
瞬
に
奪
っ

た
制
問
県
山
野
鉱
の
ガ
ス
爆
発
明
依

か
ら
一
三
年
、
遺
族
た
ち
は
一

O
目、

つ
い
に
民
事
訴
訟
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

泊
族
の
だ
れ
も
が
「
こ
れ
っ
き
り
死

ぬ
の
も
、
く
や
し
い
ね
ェ
」
(
足
立

サ
カ
エ
治
版
会
会
長
)
と
い
う
思
い

を
抱
き
、
旧
山
野
鉱
業
と
三
井
鉱
山

を
相
手
に
、
夫
と
息
子
の
M

と
む
ら

い
合
戦
u

に
立
ち
上
が
っ
た
も
の
。

〈
6
-
m西
日
本
)

保
母
さ
ん
が
随
灘
病
の
賠
償
要
求

m業
-Mで
休
暇
中
の
保
付
、
守
川

久
子
さ
ん
合
ニ

O
)
ほ
か
問
人
が
病

気
の
岡
山
叫
が
近
づ
い
た
の
で
、
リ
ハ

ビ
リ
と
し
て
の
職
制
倒
的
似
州
を
・
襲
求
。

が
、
同
側
が
航
?
の
し
続
け
て
い
る
た

め
名
古
凶
地
紋
に
就
労
妨
将
然
止
と

一
人
一

O
O万
円
の
抑
符
賠
償
を
求

め
る
沢
え
を
起
こ
し
た
。(
9
・U
中
日
)

〔
不
当
解
雇
〕

差
別
判
決
に
女
性
弁
鑓
士
結
束

昨
年
一
一
月
八
日
、
佐
賀
地
裁
山

派
支
部
が
、
「
女
性
の
五
五
歳
の
体

力
は
七

O
放
の
男
性
と
同
じ
で
あ
り
、

女
性
の
解
制
は
正
当
己
と
、
性
別
に

よ
る

M
川
た
別
を
認
め
た
判
決
を
不

服
と
し
て
、
佐
賀
県
町
内
市
の
中
日

つ
よ
し
さ
ん
(
六
五
)
桐
間
市
の
合

光
ア
サ
子
さ
ん
(
六
五
)
の
二
女
性

が
日
本
赤
十
字
社
を
担
古
川
出
山
中
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
政
判
所
が
女

性
月
別
を
泌
め
る
の
は
、
見
別
の
同
州

大
に
つ
な
が
る
」
と
制
附
市
花
住
の

ヒ
人
の
女
性
弁
帯
主
の
う
ち
六
人
が
、

思
想
や
政
治
的
立
川
帽
を
位
え
て
西
日

本
で
は
初
め
て
女
性
ば
か
り
の
弁
護

団
を
結
成
し
た
。
〈
5
・
剖
西
日
本
)
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予
告
な
き
解
雇
は
無
効

北
九
州
市
の
保
母
、
三
宅
と
き
わ

さ
ん
(
四
二
)
が
閑
児
の
定
日
以
減
を

沼
山
に
事
前
に
説
明
も
な
く
解
脱
さ

れ
、
保
育
問
を
相
手
取
り
訴
え
て
い

た
が
、
楠
岡
地
裁
小
公
文
部
は
二

O

日
「
人
口
枝
問
の
必
裂
性
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
従
業
日
に
な
ん
の
予

告
も
な
い
解
胞
は
解
服
胞
の
乱
川
」

と
し
て
解
脱
無
効
と
解
阪
日
か
ら
の

未
払
い
白
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

(
7
・
幻
西
日
本
)

妊
娠
を
理
由
の
解
雇
は
不
当

妊
娠
を
関
山
に
解
服
さ
れ
た
元
非



常
勤
講
師
(
熊
本
市
・
股
山
洋
子
さ

ん
・
二
八
)
が
勤
務
先
の
尚
制
学
凶

を
相
手
取
り
起
こ
し
て
い
た
解
回
総

効
確
認
訴
訟
で
、
熊
本
地
裁
は
二
八

日
、
原
告
の
主
張
を
会
凶
的
に
認
め
、

解
泌
総
効
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

〈

9

・m西
日
本
)

ニ
児
の
母
を
理
由
の
解
庖
は
無
効

「
子
供
が
二
人
以
上
い
る
既
焔
女

性
」
を
理
由
に
解
屈
さ
れ
た
二
人
の

主
同
従
業
員
会
ニ
二
、
三
七
)
が

「
コ
パ
ル
」
を
告
訴
し
て
い
た
が
、

東
京
地
裁
は
「
会
社
は
解
雇
を
撤
回

し
、
職
場
に
復
帰
さ
せ
、
解
決
金
四

七
O
万
円
を
支
払
え
」
と
命
じ
、
三

年
一

0
か
月
ぶ
り
に
解
決
。
(ロ・
9
朝
日
)

〔
裁
く
〕

〔
障
害
者
〕

身
障
児
殺
し
に
執
行
猶
予

一
五
日
、
浦
和
地
裁
・
杉
山
英
巳

裁
判
長
は
、
先
天
性
脳
性
マ
ヒ
の
子

を
殺
し
、
殺
人
罪
に
問
わ
れ
て
い
た

父
(
四
九
)
に
、
懲
役
長
六
か
凡

執
行
制
予
三
年
(
求
刑
懲
役
三
年
)

を
一
一
一
一
口
い
渡
し
た
。
「
生
命
は
尊
い
が
、

一
七
年
の
世
話
を
考
邸
し
て
」
と
。

(
日
・
M
M
毎
日
)

精
簿
児
の
母
に
猶
予
刑

五
一
年
九
月
重
度
身
障
の
長
女

(
七
)
を
焼
却
炉
に
拾
て
た
母
(
ニ

七
)
に
横
浜
地
裁
は
一
日
、
懲
役
一

年
執
行
猶
予
二
年
の
判
決
。

「
酒
乱
の
夫
の
も
と
で
懸
命
に
二

児
を
育
て
て
き
た
」
と
。(ロ・
2
各
紙
)

陣
容
児
殺
し
に
懲
役

身
体
の
不
自
由
な
次
見
(
七
)
を

締
め
殺
し
、
殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
父

(
四
二
)
に
東
京
地
裁
は
二
八
日
懲

役
三
年
の
災
刑
判
決
。
「
生
き
る
権

利
を
怒
っ
た
」
と
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
赤
ち
ゃ
ん
あ
っ
せ
ん
〕

菊
田
医
師
に
罰
金
二

O
万
円

「
赤
ち
ゃ
ん
あ
っ
せ
ん
事
件
」
で
、

仙
台
地
検
は
一
目
、
鈎
田
昇
・
産
制

人
科
医
師
を
医
師
法
巡
反
・
公
正
証

訂
版
本
不
災
記
載
・
同
行
使
で
略
式

起
訴
、
二

O
万
円
の
間
金
に
。

「
実
子
あ
っ
せ
ん
が
、
一
部
の
医

師
と
助
産
婦
の
普
怠
や
行
為
で
行
な

わ
れ
て
い
る
う
ち
は
、
日
本
の
子
殺

し
は
な
く
な
ら
な
い
。
私
は
今
後
、

実
子
特
例
法
の
制
定
に
全
力
を
傾
け

て
い
く
」
と
菊
田
医
師
。(
3
・2
各
紙
)

事
件
を
き
っ
か
け
に
「
実
子
特
例

法
」
の
制
定
を
求
め
る
勤
き
が
一
部

に
山
て
い
る
。
戸
籍
制
度
の
基
本
に

か
か
わ
る
問
題
だ
か
ら
、
す
で
に
探

用
し
て
い
る
諸
外
国
の
例
を
参
考
に

し
っ
て
そ
の
是
非
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
実
子
、
養

子
の
別
な
く
、
純
子
を
給
ぶ
最
も
強

い
き
ず
な
は
、
愛
情
と
理
解
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。(
3
・
3
羽
田
「
社
説
」
)

「
赤
ち
ゃ
ん
あ
っ
せ
ん
」
に
は
、

あ
ま
り
に
も
大
き
な
危
険
と
無
理
が

ひ
そ
ん
で
い
る
。
う
そ
と
偏
見
を
捨

て
、
立
災
と
周
囲
の
理
解
の
中
で
、

相
公
判
制
子
の
愛
情
が
、
揺
る
ぎ
な
い
幸

せ
を
築
け
る
社
会
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

(
3
・
3
読
売
「
社
説
」
)

赤
ち
ゃ
ん
あ
っ
せ
ん
事
件
に
思
う

諸
外
国
で
は
養
子
の
実
親
か
ら
の

血
縁
断
絶
、
子
の
養
い
方
で
の
完
全

嫡
出
化
へ
向
か
っ
て
い
る
。
わ
が
国
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で
も
断
絶
養
子
な
い
し
完
全
養
子
の

採
用
な
ど
、
早
急
な
施
策
が
望
ま
れ

る
(
中
川
高
男
・
明
治
学
院
大
法
学

部
教
授
)
。

(
3
・2
読
売
)

菊
田
医
院
の
赤
ち
ゃ
ん
養
子
に

石
巻
市
の
菊

m医
師
が
か
け
込
み

出
産
し
た
母
親
か
ら
頼
ま
れ
て
授
い

籾
を
探
し
て
い
た
が
、
内
定
し
た
。

新
聞
に
記
事
が
山
た
と
こ
ろ
そ
の
日

の
う
ち
に
希
担
行
か
ら
の
包
括
が
約

四
O
件
も
殺
到
。
実
籾
は
「
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
よ
か
っ
た
」
と
叫
ん
で

お
り
、
家
路
裁
判
所
で
相
公
子
紋
総
が

認
め
ら
れ
れ
ば
正
式
に
決
定
す
る
。

(
4
・η
朝
日
)

赤
ち
ゃ
ん
あ
っ
せ
ん
、
法
廷
ヘ

宮
城
県
医
師
会
か
ら
優
生
保
喧
伝

の
指
定
取
り
消
し
処
分
を
受
け
た
菊

田
昇
医
師
(
五
一
)
は
一
二
日
、
同

医
師
会
に
処
分
取
り
消
し
を
求
め
、

国
に
一

O
O
O万
円
の
幻
自
賠
償
を

前
求
す
る
訴
訟
を
仙
台
地
此
に
起
こ

し
た
。

(m-mω
日
)

〔
そ
の
他
の
判
決
〕

家
事
労
働
分
も
補
償

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
共
働
き

の
主
婦
(
日
帯
・
柄
谷
市
去
、
ん
・

四
五
)
が
「
主
制
と
し
て
の
家
事
労

働
と
会
社
の
仕
事
が
両
方
と
も
で
き

な
く
な
っ
た
」
と
し
て
加
持
者
ら
を

相
手
ど
り
、
入
・
迎
院
の
時
期
に
不

可
能
に
な
っ
・
た
家
事
労
働
と
、
会
社

を
休
ん
だ
こ
と
の
両
方
に
対
す
る
休

業
補
償
や
逸
失
利
益
、
慰
謝
料
な
ど

計
八
八
九
万
円
の
釘
将
賠
償
を
前
求

し
て
い
た
。
大
阪
地
裁
、
相
湘
一
総

裁
判
官
は
、
主
制
の
家
事
労
働
に
つ

い
て
「
同
年
代
の
女
性
の
平
均
賃
金

と
被
告
者
が
勤
務
先
か
ら
得
て
い
る

給
料
の
先
制
を
、
共
働
き
で
柿
充
的

立
場
に
あ
る
家
事
労
働
に
対
す
る
経

済
的
評
価
と
み
る
べ
き
だ
」
と
判
断
、

二
五
一
万
川
を
中
将
仏
・
つ
よ
う
命
じ
た
。

(
l
・
引
例
日
)

忘
恩
養
子
よ
贈
与
財
産
返
せ

山
梨
県
河
口
湖
町
の
波
辺
つ
ね
よ

さ
ん
(
七
五
年
八
O
成
で
死
去
)
の

「
老
後
を
託
し
全
財
産
を
養
子
に
贈

与
し
た
の
に
一
転
し
て
冷
除
な
仕
打

ち
、
老
川
町
は
生
活
保
護
を
受
け
る
身

と
な
っ
た
」
と
い
う
訴
え
に
、
最
高

裁
は
延
子
A
(医
師
)
に
附
ら
れ
た

財
陀
の
返
却
を
命
じ
た
。

〈

2
-
m説
売
)

消
費
者
の
苦
情
、
門
前
払
い

主
姉
辿
「
ジ
ュ
ー
ス
訴
訟
」

(
f
っ

そ
つ
き
表
示
M

に
関
し
て
公
取
委
が

行
な
っ
た
行
政
処
分
に
つ
い
て
一
般

消
政
省
が
乎
ぬ
る
い
と
し
て
不
服
を

巾
し
立
て
ら
れ
る
か
)
に
つ
い
て
、

品
向
裁
は
「
行
政
不
服
巾
し
立
て
が

で
き
る
の
は
行
政
処
分
に
よ
っ
て
抗

接
、
法
的
利
益
を
佼
書
さ
れ
た
も
の

に
限
ら
れ
、
間
接
的
利
益
を
受
け
る

に
す
ぎ
な
い
一
般
消
川
町
者
に
は
巾
し

立
て
れ
が
な
い
」
と
、
主
制
述
側
の

上
告
を
梁
却
。

(
3
-
U読
売
)
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「
日
米
養
育
争
い
」

同
際
結
Mm
に
破
れ
た
ア
メ
リ
カ
女

性
と
大
阪
の
会
社
以
が
、
ひ
と
粒
ダ

ネ
の
長
女
の
授
再
け
を
め
ぐ
っ
て
争
っ

て
い
た
人
身
保
護
問
求
訴
訟
の
判
決

で
、
大
阪
地
裁
は
、
長
女
を
母
籾
に

引
き
渡
す
よ
う
判
決
。

(
3
・
日
抽
出
び

@年

間
際
結
Mm
に
破
れ
た
米
同
女
性
と

大
阪
の
会
社
日
が
、
長
女
の
護
行
を

争
っ
て
い
た
人
身
保
越
前
求
訴
訟
は
、

段
高
裁
が
「
子
は
裂
に
返
せ
」
と
す

る
一
課
判
決
を
支
持
し
て
決
打
。
父

親
の
主
張
す
る
マ
マ
代
わ
り
の
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
よ
り
、
や
は
り
「
マ

マ
」
と
。

(
6
・
叩
朝
日
)



予
防
銭
種
禍
で
初
め
て
国
の
責
任

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
紐
に
よ

る
副
作
用
で
幼
児
を
失
っ
た
夫
婦
が

固
と
千
葉
県
、
銚
子
市
を
相
手
に
損

害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
東
京
地
裁

は
両
親
勝
訴
の
判
決
。
(
3
・
泊
朝
日
)

知
る
権
利
事
件
に
有
罪
決
靖

事
件
か
ら
六
年
、
故
高
裁
は
六
月

二
日
、
西
山
記
者
に
有
界
判
決
。
報

道
の
自
由
に
条
件
つ
き
の
タ
ガ
を
は

め
た
こ
の
決
定
に
学
者
な
ど
か
ら
懸

念
の
戸
も
。
一
方
「
片
手
落
ち
だ
」

と
嘆
い
て
い
た
蓮
見
さ
ん
は
こ
の
判

決
に
「
裁
判
は
公
正
、
胸
が
附
れ
た
」

と
喜
ぶ
。

(
6
・
2
朝
日
)

人
形
で
は
な
い
と
言
っ
た
な
ら

外
務
省
公
屯
漏
え
い
事
件
で
は
、

取
材
源
を
秘
匿
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
致
命
的
だ
が
、
男
女
聞
の
モ
ラ
ル

を
裁
く
の
は
世
間
の
良
放
で
、
裁
判

所
で
は
な
い
。
「
附
を
通
じ
」
と
い

う
形
で
本
筋
が
す
り
か
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
女
性
引
務
官
が
も
し
「
私

は
見
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
依
頼
を
拒

め
な
く
は
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
人
形

の
よ
う
な
女
で
は
な
い
。
自
分
の
立

任
で
文
討
を
渡
し
た
」
と
叫
び
続
け

た
ら
ど
う
だ
つ
た
だ
ろ
う
。

(
6
・
3
朝
日
「
天
声
人
語
」
)

え
い
児
殺
し
の
母
に
猶
予
刑

産
ん
だ
ば
か
り
の
子
を
殺
し
た
母

(
三
四
)
に
対
し
東
京
地
裁
八
王
子

支
部
は
懲
役
三
年
執
行
猟
予
四
年
の

判
決
を
言
い
波
し
た
。
四
人
の
子
の

母
の
た
め
情
状
酌
量
さ
れ
た
も
の
。

(
6
-
m毎
日
)

ト
ル
コ
ぶ
ろ
側
に
へ
ン
な
軍
配

ト
ル
コ
ぶ
ろ
つ
ぷ
し
の
目
的
で
近

く
に
児
武
遊
凶
を
急
進
さ
れ
た
た
め

営
業
で
き
な
く
な
っ
た
山
形
県
の
ト

ル
コ
ぷ
ろ
経
営
者
が
岡
県
を
制
忌
取
っ

た
銅
山
下
U
賠
償
請
求
訴
訟
で
段
高
裁
の

勝
訴
判
決
を
ね
た
が
、
こ
の
会
社
が

風
俗
営
業
取
締
法
巡
反
に
問
わ
れ
、

一
、
二
審
で
罰
金
七
千
円
の
判
決
を

受
け
て
い
た
刑
事
裁
判
の
上
告
訴
で

も
故
高
裁
は
ま
た
も
や
無
罪
判
決
。

(
6
・
日
朝
日
)

降
車
時
の
け
が

老
女
の
訴
え
再
審
で
も
却
下

四
一
年
九
月
、
中
区
栄
の
パ
ス
停

で
の
事
故
で
百
万
円
の
損
得
賠
償
を

名
古
屋
市
に
求
め
て
い
た
老
女
(
七

四
)
の
訴
え
が
名
古
区
高
裁
で
も
却

下
さ
れ
た
。
「
起
訴
辺
自
な
し
」
と
。

(
8
-
m朝
日
)

棄
の
家
出
の
責
任
は
夫
に
も

結
婚
後
三
か
月
で
妥
に
家
出
さ
れ

た
夫
が
、
妥
に
対
し
慰
謝
料
を
求
め

て
い
た
訴
訟
で
、
名
古
屋
地
裁
は
、

一
部
夫
の
主
張
を
認
め
な
が
ら
も
、

「
妥
の
不
満
に
気
付
か
ぬ
夫
に
も
立

任
あ
り
」
と
判
決
。

(
9
-
M朝
日
)

お
寺
騒
動
、
尼
さ
ん
に
軍
配

路
市
で
住
職
代
わ
り
を
務
め
る
尼

僧
高
橋
三
和
さ
ん
(
四
五
)
の
態
度

が
思
い
と
、
寺
の
世
話
人
グ
ル
ー
プ

が
本
堂
と
さ
い
銭
箱
に
カ
ギ
を
か
け

追
い
出
し
工
作
。
尼
さ
ん
は
沖
地
裁

に
仮
処
分
を
申
請
、
二
七
日
、
津
地

裁
は
「
僧
と
し
て
不
適
絡
と
は
考
え

ら
れ
な
い
」
と
尼
さ
ん
の
訴
え
に
軍

配
。
こ
の
問
、
地
域
住
民
は
〈
高
橋

さ
ん
の
人
権
を
守
り
寺
を
盛
り
立
て

る
会
〉
を
結
成
、
支
援
し
て
き
た
。

(
9
・
幻
中
日
)

卵
巣
手
術
隠
し
て
結
帰
し
た
の
は

隊
縁
理
由
に
な
ら
ぬ

手
術
を
隠
し
て
見
合
い
結
婚
し
離

縁
さ
れ
た
妥
(
三

O
)
に
一
八
日
、

名
古
屋
地
裁
は
「
結
婚
に
際
し
手
術

の
有
無
を
言
う
法
律
上
の
義
務
は
な
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く
、
夫
が
一
方
的
に
関
係
を
解
消
す

る
の
は
不
法
行
為
」
と
夫
(
教
は
・

三
三
)
に
慰
謝
料
三

O
万
円
の
文
払

い
を
命
じ
た
。

(ω
・
問
中
日
)

幼
女
に
熱
湯
の
主
婦
に
厳
刑

近
所
の
幼
女
を
似
告
の
主
制
(
三

O
)
に
、
東
穴J
地
裁
は
ニ

O
日
懲
役

八
年
の
判
決
。

(m-m読
売
)

女
の
足
に
三
五

O
万
円

犬
に
足
を
か
ま
れ
仰
が
残
っ
た
女

向
生
と
そ
の
両
籾
が
、
飼
い
主
を
相

手
取
り
三
五

O
万
余
円
の
仰
山
首
賠
償

訴
訟
を
名
古
隠
地
裁
に
。
「
娘
が
気

に
し
て
い
る
の
が
つ
ら
く
て
:
」
と

母

籾

。

(

日

・

2
朝
日
)

い
や
が
ら
せ
追
突
に
判
決

近
所
づ
き
あ
い
の
こ
じ
れ
か
ら
白

転
車
に
乗
っ
た
隣
家
の
主
却
に
臼
動

車
で
追
突
し
、
大
け
が
を
さ
せ
た
主

制
(
円
三
)
に
悦
浜
地
却
は
懲
役
一

年

の

判

時

(

日

・

引

例

日

)

H

神
崎
を
さ
ら
っ
た
母
u

殺
し
に
厳
罰

東
京
地
裁
は
、
奴
と
の
同
印
刷
を
さ

ら
っ
た
老
母
を
殺
得
、
死
体
を
一
年

半
仙
以
内
し
た
息
子
(
三
九
)
に
懲
役

三
軍
(
求
刑
一
五
年
)
の
判
決
を
。

(
日
・
叩
毎
日
)

オ
ニ
の
母
に
懲
役
一
五
年

一
人
娘
に
保
険
会
を
か
け
て
殺
し

た
母
(
三
二
)
に
山
形
地
政
綱
川
文

部
は
懲
役
一
五
年
の
判
決
。
(ロ・
2
朝
日
)

〔
そ
の
他
〕

民
法
改
正
と
婆
の
権
利

四
O
歳
以
上
の
女
の
三
人
に
一
人

は
火
と
離
死
別
し
て
い
る
が
、
日
分

名
義
の
財
陀
を
持
た
な
い
裂
は
、
旧

民
法
的
代
の
よ
う
な
「
米
」
に
よ
る

扶
爽
が
な
い
た
め
大
先
小
利
で
あ
り
、

「
去
の
川
内
総
」
に
閃
す
る
民
法
改

正
が
今
年
は
H
H
体
化
し
そ
う
だ
。

限
死
別
と
絃
の
な
い
円
満
な
家
ほ

の
主
制
こ
そ
財
陀
怖
が
問
題
と
い
う

戸
も
多
い
。
し
か
し
家
市
労
働
を
金

銭
に
換
算
す
る
こ
と
は
女
の
地
位
向

上
に
前
史
だ
ろ
う
か
。
家
庭
に
は
い

る
女
は
年
々
外
で
働
く
能
力
を
失
っ

て
い
く
ば
か
り
で
な
く
、
「
主
婦
」

を
も
て
な
い
女
は
外
で
一
人
前
に
働

く
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
外
で
働
く

れ
利
が
保
附
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
妥

と
し
て
の
椛
利
が
い
く
ら
保
附
さ
れ

て
も
女
の
人
生
は
夫
次
第
だ
。
女
が

働
く
椴
利
の
怒
川
仰
を
考
え
、
現
尖
の

妥
の
利
雄
と
米
米
の
家
路
像
の
二
つ

に
日
を
向
け
て
法
改
正
は
行
な
わ
れ

る

べ

き

だ

。

(

中

島

泊

予

)

(
2
・
-
説
先
)

保
母
さ
ん
異
例
の
再
逮
捕

兵
山
州
以
.
恥
聞
は
市
の
叩
山
学
闘
の

同
児
が
惨
殺
さ
れ
た
別
件
で
、
神
戸

地
検
は
当
時
の
仰
向
保
川
町
、
沢
的
悦

子
(
ニ
六
)
を
川
述
附
し
た
。
神
戸

地
検
が
「
析
し
い
杭
拠
を
つ
か
ん
だ
」

と
い
う
も
の
。
一
方
、
原
告
側
弁
護

人
は
「
現
在
、
神
戸
地
裁
尼
崎
で
係

各
市
・
の
国
家
制
将
賠
償
却
求
事
件
に

圧
力
を
か
け
る
た
め
の
も
の
だ
」
と

憤

慨

。

〈

2
・
幻
読
売
)
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裁
判
官
採
用
差
別
に
申
し
入
れ

〈
司
法
研
修
所
に
お
け
る
女
性
差
別

を
許
さ
ぬ
女
性
法
律
家
の
会
〉
(
世

話
人
金
住
典
子
弁
護
士
ら
)
は
、
三

日
、
最
高
裁
と
司
法
研
修
所
に
「
女

性
研
修
生
に
差
別
的
取
り
級
い
を
せ

ず
、
志
切
下
一
者
全
日
を
判
明
に
」
と
巾

し
入
れ
た
。

(
3
・
4
毎
日
)

遺
族
年
金
、
寡
婦
加
算
ア
ッ
プ

限
生
年
金
法
が
六
月
か
ら
改
善
さ

れ
、
一
八
歳
未
満
の
子
を
持
つ
務
姉

の
加
算
額
が
子
一
人
に
つ
き
千
円
ず



つ
地
州
制
さ
れ
る
。

(
3
-
m
読
売
)

自
衛
官
の
失
の
合
-
把
を
拒
否

中
谷
市
附
子
さ
ん
(
問
問
)
。
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
信
教
の
自
由
を
位
さ

れ
た
と
、
自
術
隊
な
ど
に
精
国
神
社

へ
の
合
杷
取
り
下
げ
を
求
め
る
訴
訟

を
起
こ
し
て
ま
る
五
年
。

「
夫
が
死

ん
だ
と
き
H

故
人
は
公
の
も
の
M

と

最
後
の
別
れ
も
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ

た
自
衛
隊
が
、
こ
ん
ど
は
勝
手
に
蛸

国
神
社
に
ま

つ
る
な
ん
て
、
国
は
夫

の
死
を
利
用
し
て
、
再
び
英
m

泌
を
生

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
悠
る
。

(
3
・
日
朝
日
)

金
に
完
全
併
給
と
例
給
制
強
が
あ
る

不
公
平
は
厳
存
す
る
が
、
共
済
年
金

に
は
各
積
あ
り
、

一
本
化
は
当
分
む

ず
か
し
い
。

(
4
・
5
読
売
)

慰
謝
料
を
払
い
切
れ
な
い
夫
に

税
金
免
除
を

離
婚
の
際
の
財
産
分
与
の
場
合
、

不
動
産
を
分
与
し
た
者
に
譲
渡
所
得

税
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
制
度
で
は
夫
が
こ
の
税

金
を
払
い
切
れ
ず
縦
婚
成
立
が
困
燃

に
な
り
、
ひ
い
て
は
安
が
不
利
、
と

円
弁
述
は
大
蔵
省
に

「
財
産
分
与
に

は
課
税
し
な
い
よ
う
所
得
税
法
を
改

正
し
て
ほ
し
い
」
と
む
児
科
を
提
内

(
6
・
剖
朝
日
)

愛
の
コ
リ
ー
ダ
裁
判
に
女
鉦
人

こ
の
裁
判
の
唯

一
人
の
女
性
証
人

(
弁
護
側
)
と
し
て
小
沢
逃
子
さ
ん

が
出
廷
。
ポ
ル
ノ
論
争
で
も
見
る
側

の
男
の
立
場
か
ら
だ
け
議
論
さ
れ
て

い
る
と
男
性
中
心
社
会
を
批
判
。

「
初
め
て
見
た
と
き
は
感
動
で
泣
き
つ

放
し
だ
っ
た
」
と。

(
7
・
凶
毎
日
)

: 1こ ~:;:hなし

不
合
理
な
老
齢
年
金
と
遺
族
年
金

厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
を
も
ら
っ

て
い
た
夫
の
死
後
、
地
版
年
金
を
自

分
の
老
齢
年
金
と
共
に
受
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
国
家
公
務
口
共
済

組
合
か
ら
夫
婦
で
受
け
て
い
た
場
合

は
両
方
と
も
も
ら
え
る
。
も

っ
と
も

厚
生
年
金
に
は
併
給
調
務
が
あ
り
、

去
の
老
船
年
金
制加が
夫
の
生
前
の
年

金
微
よ
り
少
な
い
と
き
は
辿
嫉
年
金

の
ほ
か
に
夫
の
泣
族
年
金
の
同
制
分

が
も
ら
え
る
。
と
は
い
え
、
同
じ
年
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政
ふh
，固

〔
婦
人
白
書
〕

「
婦
人
白
書
」
で
る

総
政
府
は
師
人
白
百
と
も
い
う
べ

き
「
師
人
の
現
状
と
施
策
l

|
悶
内

行
動
計
阿
に
関
す
る
印
自
由
」
を
発

表。
同
制
合
計
で
は
①
臓
幼
で
の
削
人

に
対
す
る
就
職
・
白
金
な
ど
に
つ
い

て
の
た
別
②
先
進
凶
の
巾
で
も
以
も

低
い
女
子
の
四
年
制
大
学
卒
の
就
学

ホ
③
制
人
の
長
命
化
に
と
も
な
う
老

後
の
問
題
④
械
蹴
に
低
い
伺
人
の
公

務
円
以
比
取
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
削
人
の

地
位
の
現
状
に
は
問
凶
点
あ
り
と
指

• 
行
政

摘
し
て
い
る
。

(--m各
紙
)

「
婦
人
白
書
」
の
要
旨

(
教
育
)
六
九
年
以
米
、
女
子
の
高

校
進
学
中
は
男
子
を
紐
し
、
七
六
年

に
は
九
三
・
五
%
。
た
だ
四
年
制
大

学
へ
の
進
学
中
は
二
二
・
O
%
で
先

進
約
同
の
中
で
は
肢
も
低
く
、
時
門

分
野
に
も
片
寄
り
。

(
労
働
)
労
働
人
口
の
一
二
七
・
四
%

を
女
子
が
占
め
、
六
別
以
上
が
既
約

者
。
平
均
託
金
は
別
子
の
五
八
・
三

%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

(
家
路
)
一
人
移
ら
し
の
老
人
の
四

分
の
三
は
女
性
。

-Mた
き
り
老
人
の

介
護
者
の
う
ち
八
六
・
九
%
が
師
ゐ

欠
の
家
事
時
間
は
、
共
働
き
で
六
分

間
、
共
働
き
以
外
で
も
七
分
間
だ
け
。

(
1
・
印
刷
日
)

婦
人
の
地
位
向
上
を
考
え
る

総
開
府
が
、
わ
が
同
初
の
「
師
人

白
件
」
を
発
公
し
た
。
昨
年
一
月
の

「
国
内
行
動
計
閥
」
を
受
け
て
婦
人

の
状
況
を
総
ざ
ら
い
し
た
も
の
だ
が
、

今
後
の
抑
人
間
凶
に
つ
い
て
の
認
識

を
新
た
に
し
州
人
自
身
が
生
き
方
を

考
え
る
上
で
の
広
礎
資
料
と
し
て
評

価
し
た
い
。

限
切
で
働
く
師
人
の
状
況
は
わ
ず

~O 

か
で
あ
る
が
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
平
均
賃
金
が
男
子
の
六
割
以
下

と
い
う
現
災
も
あ
る
。
国
政
選
挙
の

投
刊
刑
事
で
は
男
子
を
上
回
っ
て
い
な

が
ら
議

U
は
約
一
%
。
こ
れ
ら
の
背

民
に
は
「
男
は
主
、
女
は
従
」
と
い

う
役
別
分
担
意
識
が
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
児
女
平
等
論
が
あ
ま
り
に
建

前
論
す
ぎ
た
り
、
一
部
の
急
進
的
な

ウ
ー
マ
ン
・
リ
プ
運
動
が
逆
の
効
果

を
も
た
・
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

何
は
と
も
あ
れ
婦
人
自
身
も
視
野
を

広
め
向
上
へ
の
意
欲
を
も
や
す
べ
き
。

(--m毎
日
「
社
説
」
)



婦
人
差
別
の
一
掃
を
急
げ

総
理
府
が
「
婦
人
白
百
」
を
発
表

し
た
以
上
、
労
働
省
は
真
剣
に
な
っ

て
一
刻
も
早
く
制
人
差
別
を
一
伺
す

る
方
策
を
樹
立
す
べ
き
だ
。
マ
ス
コ

ミ
も
そ
の
援
護
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
、
世
界
に
出
し
て
恥
ず
か
し
い

こ
の
現
状
を
追
放
し
て
ほ
し
い
。

(
会
社
且
・
五
四
)
(
l
-
m
朝
日
)

初
の
「
婦
人
白
書
」
を
践
ん
で

総
理
府
か
ら
一
O
目
、
初
の
「
姉

人
自
省
」
が
発
表
さ
れ
た
。
五

0
0

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
同
自
在
は
こ
れ
ま

で
の
資
料
か
ら
女
性
関
係
の
も
の
を

抽
出
し
た
も
の
で
目
新
し
い
も
の
は

な
い
。
が
、
差
別
の
実
態
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
功
紛
が
あ
る
。
男
女
平
等

と
い
う
と
す
ぐ
特
質
論
の
反
論
が
米

る
が
、
人
権
に
性
別
は
な
い
。
人
権

段
階
で
の
差
別
を
解
消
し
、
女
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
最
低
何
が

必
要
か
H

ウ
ー
マ
ン
ミ
ニ
マ
ム
H

を

早
く
設
定
し
て
ほ
し
い
。

(
樋
口
忠
子
・
評
論
家
)

(--m道
新
)

〔
婦
人
の
日
〕

桃
の
節
句
祝
日
案
フ
ン
サ
l
イ

男
性
議
員
た
ち
の
桃
の
節
句
祝
日

楽
に
、
財
人
議
員
が
「
時
代
錯
誤
も

は
な
は
だ
し
い
」
と
反
対
。
超
党
派

で
H

共
闘
“
へ
。
「
端
午
の
節
句
だ

け
が
休
日
で
は
男
女
不
平
等
だ
か
ら

女
の
子
の
休
日
を
作
ろ
う
と
い
う
の

が
何
で
岡
山
い
の
か
な
あ
」
と
見
性
議

日
は
こ
と
の
本
買
を
理
解
で
き
ず
。

(
3
・9
朝
日
)

*
 

自
民
党
か
ら
共
陀
党
ま
で
婦
人
議

日
が
ハ
ン
タ
ー
イ
。
「
え
っ
、
驚
き

ま
し
た
な
」
と
ぼ
や
く
の
は
、
言
い

だ
し
っ
ペ
の
公
明
党
大
久
保
国
対
委

員
長
。
か
か
あ
天
下
で
知
ら
れ
る
上

州
生
ま
れ
の
稲
田
さ
ん
、
さ
て
ど
う

す
る
。

(
3
・
9
読
売
)

世
m
T

三
月
三
日
を
祝
日
に

i
に
、
婦
人

議
此
や
婦
人
有
権
者
同
盟
か
ら
一
斉

に
反
対
の
声
。
女
性
議
此
に
一
言
の

相
談
も
な
か
っ
た
こ
と
も
女
性
議
は

た
ち
を
怒
ら
せ
た
。
今
さ
ら
お
た
め

ご
か
し
を
一
百
わ
れ
で
も
附
惜
し
が
れ
ま

す
か
と
い
う
飽
維
な
思
い
が
女
の
胸

の
底
に
あ
る
こ
と
を
凡
過
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
も
う
一
も
み
も
二
も

み
も
あ
っ
て
当
然
だ
。

(
3
・
9
読
売
「
よ
み
う
り
寸
評
」
)

「
婦
人
の
祝
日
」
で
世
論
調
査

「
婦
人
の
日
」
に
つ
い
て
の
世
論

調
査
を
総
務
長
官
が
指
示
。
結
果
に

よ
っ
て
は
米
年
か
ら
尖
胞
す
る
。

(3-m毎
日
)

総
務
長
官
は
一
八
日
の
参
院
予
算

委
で
「
婦
人
の
日
」
に
つ
い
て
調
査

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
(
3
・ω毎
日
)

な
ぜ
「
婦
人
の
日
」
反
対
か

婦
人
議
員
が
「
婦
人
の
日
」
に
反

対
し
て
い
る
理
由
は
、
第
一
に
・
以
で

人
形
業
界
が
動
い
て
い
る
こ
と
。
第

二
に
男
の
子
と
女
の
子
を
分
け
る
こ

と
に
な
っ
て
本
来
の
趣
旨
に
逆
行
す

る
。
第
三
に
私
た
ち
は
「
姉
人
の
日
」

の
要
求
を
全
然
し
て
い
な
い
。
か
つ

て
「
国
民
の
祝
日
」
制
定
論
議
の
折

に
四
月
一
O
日
婦
人
参
政
権
の
日
を

「
婦
人
の
日
」
に
と
い
う
主
販
が
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
今
は
否
定
し

て
い
る
。
(
問
中
寿
美
子
)

(

4

・8
朝
日
)

「
婦
人
の
日
」
に
婦
人
は
戸
惑
い

読
売
新
聞
社
が
実
施
し
た
全
国
世

論
調
査
に
よ
る
と
、
「
新
設
賛
成
」

五
五
%
、
「
反
対
」
一
五
%
、
「
わ
か

ら
な
い
・
無
答
」
三
O
%
。
賛
成
の

内
わ
け
は
「
桃
の
節
句
の
三
月
三
日
」

四
一
%
「
婦
人
参
政
の
日
の
四
月
一

O
日
」
二
四
%
「
国
際
婦
人
デ
l
の
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三
月
八
日
」
一
八
%
「
そ
の
他
」
一

七
%
。
「
三
月
三
口
」
は
女
性
よ
り

見
性
に
多
く
、
女
性
の
文
作
は
問
川

を
訓
り
、
「
四
月
一

O
日
」
は
逆
に

女
性
が
多
い
。

(
5
・
4
読
売
)

「
婦
人
の
日
」
賛
成
世
輸
は
四
七
%

総

m府
の
羽
五
で
は
賛
成
四
七
%
、

反
対
わ
ず
か
一
四
%
。
「
婦
人
の
地

位
向
上
に
役
立
つ
か
ら
」
が
質
成
派

の
四
一
%
、
「
剛
山
女
悲
別
に
つ
な
が

る
」
が
反
対
派
の
三
一
%
。
(
6
-
m朝
日
)

〔
婦
人
週
間
〕

婦
人
週
間
ス
タ
ー
ト

第
三

O
同
州
人
週
間
が
四
月
一

O

日
か
ら
一
六
日
ま
で
労
働
行
主
似
で

災
施
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
昨
年
に
引

き
続
き
「
男
女
の
平
等
と
制
人
の
社

会
参
加
を
す
す
め
る
」
で
、
各
地
で

会
議
や
集
会
が
聞
か
れ
る
。
世
界
行

動
計
川
に
も
と
づ
く
川
内
行
動
叶
州

が
策
定
さ
れ
て
一
年
、
地
峨
社
会
-

m川
柳
・
ヌ
胞
を
川
わ
ず
制
飽
く
股
る

制
人
へ
の
制
比
や
問
定
的
な
引
火
役

別
分
業
怠
識
か
ら
生
ま
れ
た
社
会
似

習
を
見
出
し
児
女
平
等
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
も
の
。

行
政
面
で
は
お
年
定
年
制
や
紡
灼

退
職
制
の
解
消
・
母
性
他
山
凶
行
到
な

ど
の
指
導
・
有
休
制
の
抽
H
及
促
進
・

寡
州
の
就
業
冊
以
助
な
ど
が
本
年
度
の

日

以

。

〈

4
-
m毎
日
)

多
様
な
女
性
の
社
会
怠
加

職
業
に
就
く
こ
と
だ
け
が
女
性
の

肉
立
や
社
会
参
加
で
は
な
い
。
斜
地

に
で
き
て
い
る
女
性
史
研
究
会
ゃ
、

「
女
性
学
」
研
究
は
、
社
会
の
仕
組

み
と
関
辿
づ
け
な
が
ら
、
女
性
の
白

か
れ
て
い
る
史
似
を
明
確
に
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
。
女
性
の
目
立
と

社
会
参
加
の
泊
を
さ
ぐ
る
動
き
と
し

て
注
目
し
た
い
。(4-m朝
日
「
社
説
」
)

婦
人
の
社
会
怠
加
を
阻
む
も
の

制
人
迎
川
が
鞘
ん
川
比
し
て
か
ら
三

O

作
、
日
本
の
社
会
は
大
き
く
変
仰
の
し

た
が
、
こ
れ
に
比
べ
て
削
人
の
歩
み

は
ま
だ
た
ど
た
ど
し
い
。
問
人
少
年

同
の
『
珂
女
平
等
と
社
会
償
問
』
を

見
て
も
古
い
償
問
が
い
か
に
は
び
こ
っ

て
い
る
か
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

た
だ
女
性
口
身
も
、
設
別
改
善
の
意

志
や
社
会
参
加
に
政
械
的
な
姿
勢
を

持
ち
、
述
得
し
て
現
状
を
打
開
す
る

問
紡
力
を
示
さ
な
い
限
り
前
進
は
容

易
で
は
な
い
。
実
り
盟
か
な
運
動
を

展
開
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

(4-m毎
日
「
社
説
」
)

婦
人
の
あ
ゆ
み
治
実
に

参
政
机
を
似
て
三
二
年
、
三

O
回

目
の
師
人
迎
問
。
「
封
建
性
を
な
く

し
制
人
の
自
主
性
を
」
が
言
わ
れ
た

附
利
二

0
年
代
、
「
姉
人
の
力
を
役

立
た
せ
る
」
の
三

0
年
代
。
四

0
年

代
は
「
能
力
を
生
か
す
」
が
・
中
心
。

そ
し
て
五
0
年
代
は
「
平
等
・
売
以
・

平
利
」
に
そ
っ
た
日
開
が
。

二
一
同

U
の
削
逃
会
波
で
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
制
人
議
H
H
が
多
い
か
打

史
な
活
動
を
し
て
い
る
目
的
体
で
は
、

名
祁
得
議
会
委
H
H
な
ど
も
多
い
と
。

し
か
し
米
側
へ
い
け
ば
い
く
ほ
ど
問

問
が
。

(
4
・
日
朝
日
)
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〔
婦
人
労
働
旬
間
〕

戦
場
の
男
女
平
等
化
を

十
月
二
十
一
日
か
ら
の
師
人
労
働

旬
間
・
テ
ー
マ
は
七
五
年
の
国
際
婦

人
年
以
米
一
貫
し
て
「
職
場
に
お
け

る
到
女
平
等
を
進
め
る
」
。

昨
年
の
婦
人
服
用
者
は
厳
し
い
就

職
般
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
年
よ
り
四

八
人
的
の
一
二
五
一
万
人
、
既
Mm者

が
そ
の
六
五
%
を
占
め
、
就
業
分
野

も
確
災
に
消
え
た
が
初
任
給
見
女
差

の
あ
る
企
業
は
七
三
%
、
会
企
業
の

五
二
%
が
「
女
子
に
は
界
進
の
機
会

な
し
」
で
、
残
り
四
八
%
も
「
昇
進



は
係
長
ま
で
」
が
最
多
。
一
紐
の
社

会
的
狩
化
し
て
い
る
面
も
あ
っ
て
是

正
は
容
易
で
は
な
い
。
企
業
例
は
ま

ず
誤
っ
た
先
入
鋭
や
偏
見
を
捻
て
、

思
い
き
っ
て
姉
人
の
才
能
を
引
き
出

す
努
力
を
し
て
み
る
こ
と
。
働
く
婦

人
の
側
も
逆
境
を
采
り
魁
え
る
気
迫

が
必
裂
。
結
婚
へ
の
逃
避
や
無
立
任

は
、
や
る
気
の
あ
る
人
の
足
ま
で
引
っ

ぱ
る
こ
と
に
な
る
。

(
ω
-
M毎
日
「
社
説
」
)

〔
婦
人
予
算
〕

五
三
年
度
の
婦
人
関
係
予
算

〈
文
部
省
〉

国
立
婦
人
教
育
会
館
の
充
実
H
婦

人
た
ち
が
泊
ま
り
が
け
で
学
習
活
動

や
交
流
す
る
場
と
し
て
、
昨
年
、
埼

玉
県
の
嵐
山
町
に
完
成
。
こ
と
し
は

体
育
館
・
温
水
プ
l
ル
・
日
杢
家
屋
・

茶
室
が
増
設
さ
れ
る
。

〈
厚
生
省
〉

母
子
・
寡
婦
福
祉
対
策
H
母
子
家

庭
が
引
業
を
始
め
る
際
の
貸
し
付
け

原
資
が
一
三
億
五

O
O
O万
円
か
ら

二
O
低
円
に
抑
制
。

ま
た
、
主
婦
、
自
営
業
師
人
に
対

す
る
飽
版
診
資
の
災
施
地
区
を
四

O

地
区
か
ら
一
二

O
地
区
へ
、
明
栄
町

が
四
二

O
O万
円
。

〈
"
以
林
省
〉

口
業
労
働
人
口
の
六
O
%が
女
時

出
山
漁
村
の
婦
人
対
策
と
し
て
、
全

国
六
三
五
の
将
及
所
に
計
三
七

0
0

万
円
の
対
策
会
議
助
成
金
を
計
上
。

〈
労
働
省
〉

原
川
に
お
け
る
児
女
の
平
等
促
進

対
策
推
巡
の
諸
官
会
、
指
導
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
り
等
に
五
五

O
万
円
。

寡
M
叶
一
託
業
援
助
対
巧
夫
を
失
っ

た
女
性
の
た
め
の
職
場
拡
充
対
策
此

は
一
億
八
二

O
O万
円
か
ら
五
億
二

九

O
O万
円
に
地
額
。

〈
総
理
府
〉

地
方
自
治
体
、
労
働
組
合
、
民
間

団
体
等
で
、
女
性
が
ど
の
程
度
施
策

に
参
加
し
て
い
る
か
の
状
況
調
査
に
、

三
O
O
O万
円
の
予
算
。

(
2
・
幻
読
売
)

〔
従
軍
看
護
婦
〕

従
軍
看
鐙
婦
に
長
す
ぎ
た
戦
後

政
府
は
戦
後
三
四
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
元
従
淑
有
能
制
に
対
す
る
手

当
制
度
の
検
討
に
乗
り
出
し
た
。

兵
役
の
義
務
も
な
い
の
に
赤
紙
召

集
さ
れ
、
行
副
廿
を
戦
局
に
さ
さ
げ
た

人
々
へ
の
補
償
が
よ
う
や
く
一
歩
前

進
し
た
訟
に
は
〈
恩
給
祈
願
の
会
〉

(
附
狗
四
九
年
、
香
川
県
の
森
松
子

さ
ん
ら
に
よ
り
発
呂
の
述
動
が
あ
っ

た
。
日
赤
も
昨
年
か
ら
よ
う
や
く
実

態
調
査
、
動
日
延
べ
三
万
五
七

0
0

人
、
戦
死
二
円
。
人
を
説
出
し
た
。

(
2
-
m読
売
)

従
軍
看
鑓
婦
に
や
っ
と
補
償

総
国
府
は
ト
ッ
プ
会
議
を
聞
き
戦

後
三

O
余
年
も
放
位
さ
れ
て
き
た
補

償
問
題
に
や
っ
と
決
着
、
三
年
以
上

の
勤
務
省
に
特
別
給
付
を
決
定
。
大

戦
中
の
外
地
従
前
行
越
川
は
約
一
三
、

五

O
O人
で
、
三
年
勤
続
者
は
う
ち

三
O
%
。

(
4
・l
説
完
)

従
軍
看
箆
婦
に
恩
給
案
す
す
む

戦
時
中
赤
紙
で
召
集
さ
れ
た
日
赤

宥
議
制
二
六
、
五
三
五
人
に
対
す
る

恩
給
請
願
巡
勤
は
七
五
年
ご
ろ
か
ら

活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、
政
府
・
自

民
党
は
、
よ
う
や
く
前
向
き
の
姿
努

で
対
処
、
五
年
俄
滋
の
記
名
国
偵
を

発
行
、
旧
軍
人
恩
給
廿
邸
機
に
準
じ
給

付
す
る
方
針
を
決
め
、
米
年
度
予
算

概
算
要
求
に
盛
り
込
む
。(
6
・7
朝
日
)

従
軍
看
護
婦
へ
特
別
給
付
を

旧
従
軍
看
護
婦
恩
給
請
願
の
会
は

二
六
日
、
代
表
ら
一
九
名
が
総
理
府

を
訪
れ
①
恩
給
法
の
軍
人
な
み
適
用

②
巡
族
へ
の
手
当
支
給
を
陳
情
、
稲

村
長
官
は
恩
給
法
の
適
用
は
不
可
能
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と
し
な
が
ら
も
「
来
年
度
予
算
で
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
と
と
約
再

(
7
・
幻
毎
日
)

従
軍
宥
館
婦
の
救
済
予
算
化

か
け
が
え
の
な
い
背
存
を
犠
牲
に

し
な
が
ら
全
く
線
わ
れ
ず
、
赤
十
字

行
設
制
も
恩
給
法
の
対
象
外
、
「
臼

時
戦
争
志
閲
」
と
さ
え
非
難
さ
れ
る
。

「
せ
め
て
ご
苦
労
さ
ん
の
ひ
と
戸
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
叫
ぴ
に
答

え
、
総
理
府
や
国
会
は
よ
う
や
く
検

討
を
開
始
、
今
月
初
め
与
野
党
合
窓

で
来
年
度
予
算
に
の
せ
る
嬰
求
を
山

す。

(
8
・MM
読
売
)

〔
各
地
の
動
き
〕

|棄|
港
区
に
婦
人
セ
ン
タ
ー

港
区
で
は
区
内
女
性
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
誌
に
一

O
億
円
の
区
立
制
人
セ

ン
タ
ー
を
作
る
。
女
性
診
加
仰
の
公

共
施
設
作
り
は
二
三
氏
初
の
試
み
。

セ
ン
タ
ー
の
内
仰
の
は
①
物
価
・
掛
川
町

汽仙川削川

ω保
険
・
術
生
機
能

ωM人

の
学
瑚
口
機
会
提
供
で
、
「
間
品
テ
ス

ト
室
」
「
母
子
保
健
笠
」
「
関

η
・
資

料
室
」
「
幼
児
一
時
預
か
り
所
」
を

用
意
す
る
。

(
2
・
7
読
売
)

都
行
動
計
画
、
中
間
報
告

全
国
の
ロ
治
体
に
先
が
け
て
「
東

京
郎
姉
人
行
動
計
岡
」
の
策
定
を
進

め
て
い
る
炎
泌
郎
邪
知
事
に
「
東
京

m
M人
問
題
会
議
」
(
鍛
冶
千
鶴
子

会
長
)
が
二

O
目
、
中
間
報
告
を
拠

出
し
た
。

数
行
、
労
働
、
参
加
、
家
・
限
、
健

服
、
初
祉
の
六
傾
峨
で
川
氏
一
一
一
一
一
口
。
男
女

平
等
災
現
の
前
提
と
し
て
H

女
は
家

庭
、
行
児
N

と
い
う
考
え
方
を
?
の
山
品
、

子
育
て
や
老
人
介
護
の
立
任
を
社
会

も
負
担
す
る
こ
と
を
明
守
叫
。
秋
ま
で

に
男
女
差
別
の
解
消
を
目
ざ
す
「
行

動
計
四
」
を
策
定
す
る
。

(
2
・
幻
何
日
)

都
行
動
計
画
に
邸
民
穆
加
を

東
京
郎
独
日
の
「
郎
行
動
計
附
」

策
定
を
進
め
て
い
る
尖
浪
部
知
引
は
、

「
姉
人
間
凶
会
活
」
の
巾
・
間
報
告
を

受
け
と
め
て
、
さ
ら
に
手
紙
・
市
品
川
・

対
話
集
会
な
ど
で
郎
氏
か
ら
広
く
な

見
を
吸
い
上
げ
、
婦
人
問
題
会
議
で

で
き
た
最
終
報
告
は
時
前
し
、
こ
れ

を
け
抜
き
に
す
る
こ
と
は
な
い
、
と

決
怠
を
述
べ
た
。

(
2
・
お
毎
日
)

都
民
怠
加
で
行
動
計
画
集

相
仙
の
行
動
計
聞
に
郎
民
の
声
を
と

「
師
人
間
凶
を
考
え
る
」
対
話
集
会

シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
。

四
月
三
日
の
信
濃
町
の
集
会
に
は

約
一

O
O人
が
参
加
、
中
間
報
告
を

た
た
き
台
に
「
走
別
救
済
制
度
を
盛

り
込
ん
だ
立
法
的
閉
山
が
必
要
」
「
行

動
計
闘
に
只
体
的
な
口
ね
を
織
り
込

む
べ
き
」
な
ど
熱
心
に
討
議
。

ハ
4

・4
毎
日
)
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邸
の
婦
人
行
動
計
画
最
終
答
申

部
制
人
問
問
会
議
は
郎
氏
の
戸
を

と
り
入
れ
て
、
三
一
目
、
応
終
報
告

舎
を
都
知
事
に
答
申
し
た
。
労
働
権

の
般
立
、
得
議
会
・
委
H
会
へ
の
女

性
の
登
川
、
家
庭
科
の
児
女
共
修
、

乳
が
ん
の
燃
料
検
診
、
年
金
制
度
の

改
務
等
を
純
一
口
口
。
政
府
の
行
動
計
画

よ
り
一
歩
進
ん
だ
内
容
。

〈

6

・1
各
紙
)

母
子
家
庭
に
火
災
報
知
器
を

中
野
区
が
九
歳
以
下
の
子
供
が
い

る
家
路
に
燃
料
で
貸
し
出
す
。
静
岡

で
母
が
働
き
に
出
て
間
守
中
二
児
が

焼
死
し
た
事
件
の
教
訓
。

〈

5
・
日
毎
日
)

「
老
人
保
育
園
術
想
」
流
れ
る

立
川
・
日
野
・
国
立
・
国
分
寺
・



武
蔵
村
山
五
市
共
同
の
構
想
は
市
長

会
で
中
止
決
定
。
作
業
訓
総
・
文
化

講
座
な
ど
M

巡
回
“
し
て
行
な
う
予

定
だ
っ
た
が
、
法
隔
地
で
は
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
と
。

(ω
・
9
毎
日
〉

婦
人
・
老
人
の
活
動
を
指
導

新
山
伯
区
教
委
は
一
五
日
、
五
一
人

の
「
地
域
社
会
教
育
推
進
委
以
」
を

委
収
、
グ
ル
ー
プ
作
り
や
リ
ー
ダ
ー

養
成
に
あ
た
る
。
全
国
初
の
試
み
。

(
U
・
日
朝
日
〉

婦
人
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
段
置
を

市
川
房
枝
参
院
議
員
ら
が
美
濃
部

知
事
に
H

公
約
H

の
都
婦
人
会
館
建

設
が
無
理
な
ら
、
日
比
谷
図
書
館
に

で
も
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望
。

(ロ・
2
朝
日
)

神
奈
川

ハ
レ
ン
チ
町
隣
会
に
憤
慨

一
泊
・
女
・
パ
ク
チ
:
:
:
神
奈
川

県
寒
川
町
の
ハ
レ
ン
チ
町
議
た
ち
に
、

見
て
い
ら
れ
ぬ
と
削
人
会
四

O
O人

が
立
ち
上
が
り
、
正
常
化
巡
助
を
始

め
た
。

(
3
・
η毎
日
)

|言|
女
ひ
と
り
に
福
祉

戦
争
の
頃
H

巡
船
期
u
o

相
手
を

戦
争
で
失
い
未
焔
の
ま
ま
過
ご
し
た

女
性
は
五

0
年
度
の
同
組
抑
制
査
で
四

一
万
五
千
人
。
家
を
文
え
籾
や
郊
妹

の
世
話
を
し
、
い
ま
向
老
別
に
志
し

か
か
っ
た
。
長
野
県
で
は
五

O
歳
以

上
、
前
年
分
所
得
税
非
課
税
の
一
人

暮
ら
し
の
未
焔
女
性
に
対
す
る
医
縦

覧
の
無
料
化
を
す
す
め
、

nvJ「
一
一
一

二
市
町
村
中
九
四
市
町
村
が
災
施
。

(
8
・
m
l
B
・
阿
倍
毎
)

発
足
し
た
婦
人
問
題
県
民
会
鶴

長
野
県
婦
人
問
題
県
民
会
議
が
二

O
目
、
長
野
県
州
人
問
題
研
究
会
な

ど
四

O
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
教
育
・
労
働
」
「
健
民
・
福
祉
」

「
・
家
庭
・
社
会
参
加
」
の
三
郎
会
を

持
ち
、
社
会
参
加
を
進
め
つ
つ
県
や

市
町
村
の
師
人
問
題
対
策
に
協
力
す

ス
%初
代
会
長
は
元
長
野
副
人
少
年
室

長
の
金
川
文
子
さ
ん
。
職
能
・
労
働

者
・
婦
人
・
経
営
者
な
ど
四

O
団
体

の
ま
と
め
役
を
す
る
。
(
8
-
m信
毎
〉

|君|
名
古
屋
婦
人
会
館
オ
ー
プ
ン

市
で
初
の
女
性
噂
門
の
施
設
が
一

九
日
開
館
す
る
。
地
上
三
階
、
地
下

一
階
、
三
四
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
伐
六
億
九
百
万
円
、
資
料
室
・
相

談
室
・
研
跨
企
・
会
議
主
・
託
民
主
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ
ュ

l
ロ
l
・
屋
上

プ
1
ル
が
設
け
ら
れ
、
趣
味
・
実
技

の
講
座
か
ら
婦
人
問
題
の
ゼ
ミ
な
ど

ま
で
幅
広
く
行
な
わ
れ
る
ほ
か
電
話

約
談
も
開
設
。
託
児
室
と
氾
話
相
談

に
は
一

O
O人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
担
当
す
る
。

(
7
・
日
中
日
)

名
古
屋
市
民
局
が
『
女
の
ひ
ろ
ば
』
を

婦
人
問
題
担
当
室
(
中
山
息
子
室

長
)
が
、
女
性
の
怠
識
向
上
を
と
、

H

ナ
マ
の
女
M

を
考
え
る
広
報
誌
を

発
行
す
る
。
年
三
回
刊
。(
9
・
日
朝
日
)

母
子
家
庭
の
医
療
費
公
費
負
担

愛
知
県
が
今
年
度
の
当
初
予
算
に

市
町
村
と
半
分
ず
つ
負
担
す
る
こ
と

で
経
貨
を
計
上
、
一
一
月
一
日
災
施

さ
れ
る
。
対
象
は
①
義
務
教
育
終
了

前
の
子
供
を
育
て
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
と
子
②
父
母
の
な
い
義
務
教
育

終
了
前
の
子
で
、
母
が
非
課
税
と
い
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う
所
仰
制
限
っ
き
。
桜
山
汁
い
れ
は
二
万

八
千
人
限
度
と
比
ら
れ
る
。
(u
・l
間
口
)

子
を
学
校
ヘ

H

捨
て
子
ω
?

学
市
保
有
け
な
ど
兇
蛍
の
校
外
活
動

に
つ
い
て

mtHし
て
い
た
存
日
井
市

児
掛
川
健
全
育
成
研
物
実
日
会
は
七
日
、

鈴
木
市
民
に
対
し
、
共
働
き
家
路
に

と
っ
て
般
し
い
答
巾
。
市
内
全
児
市

の
三
割
近
く
に
述
し
た
共
働
き
が
本

当
に
必
姿
か
ど
う
か
と
問
い
か
け
、

子
供
を
学
校
へ

w
拾
て
子
u

し
て
い

る
い
ま
の
籾
を
厳
し
く
批
判
、
学
賞

保
行
に
つ
い
て
は
し
ぶ
し
ぶ
そ
の
必

要
性
を
認
め
た
。
「
市
の
盗
勢
は
ま

だ
ま
だ
組
の
日
が
わ
り
を
し
て
や
る

と
い
う
窓
織
が
強
く
、
共
働
き
山
本
位

に
冷
た
い
」
と
不
尚
の
向
。

(
日
・

8
明
日
)

市
政
の
婦
人
容
函
の
拡
大
を
l

名
古
鼠
市
の
婦
人
間
凶
俄
進
協
議

会
は
、
冗
a

九
年
度
を
H
M
M
に
「
滞
筑

会
・
協
泌
A

公
安
U
に
火
性
の
h
l
H

め
る

比
中
を
ニ

O
%に
引
き
上
げ
」
「
女

子

m
uの
職
以
拡
火
と
能
力
問
先
」

を
す
る
よ
う
市
議
会
に
促
汁
日
。

(u
・
初
中
日
〉

|豊|子連
れ
パ
パ
に
う
れ
し
い
条
例

岐
爪
県
八
岬
川
町
で
、
父
子
家
路
に

全
一
回
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
父
子
手
当
支

給
条
例
を
実
現
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
心
の
面
か
ら
の
援
助
も
逃
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

(u
・
日
中
日
)

|事|H

駆
け
込
み
寺
u

に
様
変
わ
り

玖

m附
M
人
相
談
所
を
訪
れ
る
女

性
が

mえ
て
い
る
。
も
と
も
と
赤
線

に
い
た
女
性
の
耐
火
生
を
助
け
る
た
め

の
施
設
だ
っ
た
が
、
段
近
で
は
夫
の

岡
崎
刈
や
サ
ラ
A
W
の
取
り
M
て
、
隣
町

柏
崎
と
貼
と
の
あ
つ
れ
き
句
、
多
仰
化

し
た
抑
制
を
以
映
。
一
時
保
泌
の
抗

的
役
仰
を
持
つ
唯
一
の
帥
人
施
放
の

せ
い
か
、
打
の
み
行
の
ま
ま
で
飛
び

込
ん
で
く
る
女
性
も
。

(m-5明
日
)

保
母
採
用
に
点
字
受
験
毘
め
よ

視
覚
阿
山
首
の
女
性
(
ニ
一
)
が
京

郎
市
に
訴
え
。
市
側
は
「
試
験
日
の

凶
前
ま
で
に
回
答
」
と
回
答
。

(m-M京
都
)

111 
徳
島
県
下
初
の
農
村
婦
人
の
家

市
川
明
町
大
伐
位
協
は
、
近
く
七
千

万
円
を
か
け
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
宝

や
研
修
史
な
ど
を
仰
え
た
「
出
村
抑

人
の
家
」
の
建
設
に
取
り
か
か
る
。

完
成
は
来
年
将
の
予
定
。(
1
・
幻
徳
山
)

結
股
規
俄
全
国
一
の
婦
人
会
館
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州
問
品
以
郎
住
町
に
H

女
性
の
械
u

が
処
っ
。
工
伐
二
億
五
一

0.刀
円
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
附
池
て
、
延

べ
一
九
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
町
総

合
計
回
「
的
川
純
白
か
な
人
づ
く
り
」

の
施
設
と
し
て
只
体
化
し
た
も
の
。

労
働
省
の
H

働
く
婦
人
M

の
狭
い
定

義
を
乗
り
越
え
、

H

す
べ
て
の
婦

人
M

が
利
用
で
き
、
対
話
交
流
の
で

き
る
協
を
目
指
す
。

(
4
-
m仙出品

寝
た
き
り
老
人
預
り
ま
す

徳
島
県
は
予
算
七
五
万
六
千
円
で

「
校
た
き
り
老
人
短
期
保
護
事
業
」

を
八
月
一
日
か
ら
開
始
す
る
。

委
託
先
は
市
内
の
特
別
筏
護
老
人

ホ
l
ム
。
む
た
き
り
老
人
の
介
護
者

が
や
む
を
得
な
い
理
由
で
介
護
が
悶

難
な
と
き
一
時
的
に
預
か
る
。
六
五

歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
年
間
四

O

人
の
入
所
を
予
定
。
原
則
と
し
て
七

日
以
内
。
一
日
当
た
り
必
嬰
経
質
三



五
O
O円
中
、
飲
食
賢
一
一

O
O円

は
巾
山
者
負
担
、
生
活
保
護
世
帯
は

免
除
。
現
在
一
時
に
五
人
ま
で
収
容

可
能
。

(
7
-
U徳
向
)

|自|リコ
ー
ル
運
動
に
成
功

日
制
岡
県
小
郡
市
で
収
入
役
巡
出
を

め
ぐ
る
附
収
賄
事
件
か
ら
市
議
会
解

散
嬰
求
が
出
、
つ
い
に
リ
コ
ー
ル
に

成
功
し
た
が
、
こ
の
推
進
役
は
松
永

ツ
ヤ
子
さ
ん
(
五
三
)
ら
無
名
の
主

婦
た
ち
。
勝
ち
め
の
な
い
闘
い
と
男

た
ち
が
尻
ご
み
す
る
な
か
昼
も
夜
も

努
名
を
集
め
た
。
「
女
の
論
理
を
政

治
の
場
に
生
か
さ
な
き
ゃ
」
と
。

(
4
・
mm
西
日
本
)

婦
人
関
係
行
政
推
進
会
議

福
岡
県
は
二
七
日
「
婦
人
関
係
行

政
推
進
会
議
」
(
会
長
・
亀
井
知
事
)

を
設
置
、
婦
人
の
地
位
向
上
を
基
本

に
総
合
的
に
姉
人
行
政
を
挽
逃
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
同
会
議
は

「
国
町
行
動
計
凶
」
を
県
政
に
取
り

入
れ
る
た
め
投
出
し
た
も
の
。
さ
ら

に
、
知
事
へ
の
助
言
機
関
と
し
て

「
婦
人
間
凶
懇
話
会
」
を
近
く
設
位

す
る
。

(
6
-
m西
日
本
)

「
働
〈
婦
人
の
家
」
建
設

制
問
県
は
「
働
く
れ
州
人
の
・
米
」
二

か
所
を
米
年
度
に
建
設
す
る
と
光
屯

談
話
-
去
、
川
以
楽
室
の
ほ
か
、
料
盟
教

室
や
洋
裁
教
室
の
設
備
も
つ
く
る
方

針。

(
8
・
5
凶
日
本
)

保
育
所
二
五
か
所
を
新
増
設

福
岡
市
は
、
岡
市
東
区
小
寺
一
安
さ

ん
ら
一
一
六
七
三
人
か
ら
提
出
さ
れ
た

保
育
所
の
新
増
設
と
保
育
内
容
の
改

善
に
つ
い
て
の
請
願
を
う
け
、
年
皮

肉
に
二
五
か
所
の
新
増
設
を
急
ぎ
、

一
三

O
O人
を
入
国
さ
せ
る
。

人
口
急
増
に
伴
い
、
同
市
は
毎
年

保
育
所
の
新
地
設
に
と
り
く
ん
で
い

る
が
、
米
同
日
問
見
は
毎
年
三

0
0
0

人
台
を
数
え
て
い
る
。(
8
・
8
西
日
本
)

〔
そ
の
他
〕

総
理
府
長
官
、
窓
欲
を
示
す

稲
村
総
理
府
長
官
は
、
新
聞
・
テ

レ
ビ
の
焔
人
記
者
と
初
会
合
を
持
っ

た
。
府
よ
、
自
身
も
母
子
家
挺
に
育
っ

た
こ
と
を
述
べ
、
ま
ず
総
担
府
な
ど

で
民
間
婦
人
を
起
川
す
る
こ
と
な
ど

を
進
め
た
い
と
、
や
る
気
十
分
の
と

こ
ろ
を
み
せ
た
。

(--m毎
日
)

消
費
者
保
箆
行
政
に
強
い
不
満

法
施
行
一

O
周
年
。
主
婦
連
は
東

京
・
四
谷
の
主
婦
会
館
で
「
こ
れ
で

よ
い
の
か
消
費
卓
先
行
政
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
開
催
。
国
や
自
治
体
の
審
議
会
に

消
費
者
代
表
が
少
な
く
、
消
費
者
の

立
場
の
意
見
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
入
れ

ら
れ
な
い
、
な
ど
と
不
満
あ
れ
こ
れ
。

ハ
l
・
幻
毎
日
)

満
一

O
歳
|
転
機
の
消
費
者
保
僅

消
践
者
保
護
基
本
法
が
施
行
さ
れ

て一

O
年
、
消
沈
者
行
政
は
世
界
の

段
高
水
準
に
達
し
、
消
従
者
団
体
は

二
九
四
八
、
生
協
を
加
え
る
と
五
千

に
及
び
、
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
行

政
に
も
圧
力
を
加
え
る
災
力
に
な
っ

た
。
が
、
サ
ラ
金
・
マ
ル
チ
商
法
な

ど
の
問
題
も
多
発
、
モ
ノ
か
ら
サ
ー

ビ
ス
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

米
国
で
は
消
政
者
保
護
庁
新
設
法

案
が
二
月
間
四
差
で
否
決
さ
れ
、
ラ
ル

フ
・
ネ
l
ダ
l
に
代
表
さ
れ
る
戦
闘

的
述
勤
が
墜
に
突
き
当
た
っ
た
。
こ

の
は
ね
返
り
も
無
視
で
き
な
い
。
低

成
長
下
の
対
応
の
必
要
と
と
も
に
物

価
・
金
融
・
産
業
立
地
・
環
境
政
策

へ
の
食
い
込
み
不
足
を
ど
う
し
て
い

く
か
問
題
だ
。

(
5
・
お
朝
日
)
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国
連
婦
人
の
十
年
推
進
を

山
口
シ
ヅ
エ
・
田
中
寿
美
子
氏
ら

両
院
の
婦
人
議

H
二
二
人
を
中
心
に

超
党
派
の
「
国
連
制
人
の
十
年
推
進

議
口
述
盟
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
一
一
日
設
立
総
会
が
閃
か
れ

る
。
当
国
国
内
行
動
計
闘
の
只
体
化

を
推
進
す
る
。

(
4
・
3
毎
日
)

新
日
本
女
性
党
健
生
?

一
三
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

「
弱
い
女
性
を
泣
き
絞
入
り
さ
せ
な

い
」
と
腕
紡
げ
会
比
。
党
首
の
中
日

久
美
子
さ
ん
(
三
一
二
)
は
六
本
木
の

ク
ラ
ブ
の
マ
マ
。
昨
年
の
参
院
選
で

女
性
党
か
ら
立
ち
、
三
万
五
千
票
を

獲
仰
、

d
Mの
市
一
み
に
応
え
る
た
め
M

結
党
に
ふ
み
さ
っ
た
と
い
う
。
党
H
H

八
名
、
背
後
に
総
A

門
向
凶
の
ウ
ワ
サ
も
。

(
4
・M
村
山
日
)

女
子
競
輪
の
復
活
論
磁

人
気
が
瑚
打
ち
の
邸
側
の
振
興
策

に
「
女
子
選
手
で
人
気
を
呼
び
も
ど

せ
ば
」
と
い
う
復
活
論
が
通
産
省
で

持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
女
子
プ
ロ
レ

ス
が
大
当
た
り
だ
か
ら
か
。
(
5
・5
朝
日
)

回
歳
の
現
役
国
会
隊
員

参
院
級
以
の
市
川
房
枝
さ
ん
が
一

五
日
誕
生
日
を
迎
え
、
超
党
派
の
姉

人
議
此
か
ら
お
祝
い
の
花
束
。
現
役

m
H
H
で
は
段
高
紛
。

(
5
-
m毎
日
)

少
女
締
め
出
し
、
国
技
館
土
俵

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
で
、
予
選
を

勝
ち
進
ん
だ
小
中
五
年
生
の
少
女
が

女
人
於
制
を
即
山
に
、
同
技
館
の
土

依
に
山
初
で
き
な
く
な
っ
た
。
労
働

行
制
人
少
年
同
の
獄
山
野
』
同
民
は
、

日
本
相
技
協
会
の
代
表
を
呼
ん
で
は

怠
を
た
だ
す
。

(
5
-
m朝
日
)

*
 

「
女
性
を
不
浄
だ
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
し
ら
」
と
の
獄
山
川
長

に
協
会
側
は
タ
ジ
タ
ジ
。(
5
-
M朝
日
)

世
界
婦
人
会
隊
準
備
会
路

八
O
年
に
聞
か
れ
る
テ
ヘ
ラ
ン
の

H

世
界

ω人
会
議
ω

の
準
備
会
議
が

六
月
一
九
日
か
ら
三

O
日
ま
で
ウ
ィ
ー

ン
で
間
航
、
総
政
府
の
赤
松
良
子
さ

ん
が
山
席
。

「
女
性
の
労
働
・
原
則
の
問
題
が

次
回
会
誌
で
は
先
進
凶
諮
問
聞
の
最

大
焦
点
に
な
り
そ
う
」
と
赤
松
さ
ん
。

，

(
7
-
U抑
制
売
)

ユ
ネ
ス
コ
の
政
府
代
表
に
女
性

制
問
附
子
さ
ん
。
ユ
ネ
ス
コ
総
会

代
表
メ
ン
バ
ー
に
女
性
が
加
わ
る
の

は
仮
同
志
保
さ
ん
以
米
一
六
年
ぷ
り
。

市
川
町
枝
参
議
院
訴

μの
「
間
際
会

議
の
代
表
に
も
っ
と
女
性
を
」
と
の

要
望
に
応
え
た
も
の
。
〈
9
・
幻
初
日
)
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外
務
省
よ
級
民
験
合
格
者

受
験
者
は
一
一
五
七
人
(
女
性
は

八
九
人
)
。
合
稿
者
二
七
人
中
女
性

は

二

人

。

〈

m
・
泊
朝
日
)

上
級
国
家
公
務
員
の
採
用
内
定

七
O
年
の
三
倍
、
豆
万
六
千
人
の

志
願
者
、

A
揺
は
一
三
一
一
人
、
四

二
・
七
的
。
女
性
は
二
二
人
(
昨
年

は
二

O
人
)
だ
が
、
行
政
行
理
庁
は

二
ハ
年
ぶ
り
、
股
林
省
も
二
年
ぶ
り

に
二
人
目
、
建
設
行
も
法
文
系
で
初

め
て
採
川
。
〈
日
・
凶
朝
日
)

大
平
氏
ヘ
婦
人
の
要
望
を

日
本
制
人
行
総
者
同
盟
は
二
八
日

大
平
氏
へ
の
嬰
削
況
を
協
浪
、
①
金
権

体
質
の
勢
力
に
ど
う
対
処
す
る
か
②

そ
の
温
床
の
政
治
資
金
や
選
本
制
度





労
働

〔ー
L
O〕

大
き
く
前
進
、
婦
人
労
働
対
策

I
L
O
-本
部
で
制
人
労
働
対
策
を

m当
し
た
前
日
長
補
・
間
柄
川
出
子
さ

ん
が
二
年
の
任
期
を
終
え
て

ω凶、

「
散
発
的
だ
っ
た
婦
人
労
働
対
策
を

一
つ
に
ま
と
め
て
倣
進
す
る
机
織
を

設
け
、
作
凶
の
的
人
労
働
に
関
す
る

法
制
・
統
計
・
対
策
な
ど
を
悦
界
に

知
ら
せ
る
定
期
間
行
物
『
ウ
イ
メ
ン
・

ア
ッ
ト
・
ワ
l
ク
』
の
発
行
を
災
現

さ
せ
た
。
ま
た
昨
秋
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル

で
世
界
同
人
局
長
会
泌
を
聞
い
た
ほ

か、

I
L
O
-
0
5
n
H
J
I
l
l号

条
約
の
ほ
か
に
も
っ
と
強
力
な
条
約

の
草
案
づ
く
り
に
行
手
、

1
2
3号

勧
告
の

H

山
本
陸
立
任
を
持
つ
知
人
u

の
n
抑
人
H

を
削
り
、
勧
告
を
も
っ

と
強
制
力
の
あ
る
も
の
に
改
正
す
る

努
力
も
始
め
た
」
と
桜
山
口
。
(
4
-
m旬
日
)

宥
償
婦
条
約
の
批
准
め
ざ
し
て

I
L
O
の
「
行
泌
職

U
の
岡
山
川
と

労
働
条
件
に
閲
す
る
条
約
」
と
「
勧

告
」
は
採
択
以
米
一
年
に
な
る
が
、

日
本
は
「
災
怖
に
合
わ
ず
」
と
来
航

の
古
車
士
、
日
本
石
護
協
会
は
批
准
災
現
を
め

ざ
し
て
迎
動
を
開
始
。
日
本
で
は
社

会
保
険
得
議
会
や
老
人
医
療
得
議
会

な
ど
行
設
が
主
と
な
る
政
府
の
得
議

会
に
す
ら
石
渡
職
H
H
は
参
加
で
き
な

い
。
行
設
収
へ
の
不
当
な
評
価
は
、

女
性
の
職
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
米

て
い
る
と
協
会
側
。

(
6
・
げ
朝
日
)

ー
し

O
が
夜
間
労
働
禁
止
拡
大

夜
間
労
働
然
止
的
内
は
、
男
女
の

区
別
な
く
鉱
大
さ
れ
る
べ
き
と
、
今

秋
の
総
会
で
検
討
の
公
算
大
。

(
9
・3
毎
日
)
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〔
前
進
〕

総
評
委
員
長
の
ど
ぎ
も
を
抜
く

労
働
組
合
の
件
記
に
よ
る
労
組
、

総
評
内
記
労
組
に
先
月
末
初
の
女
性

委
H
N
H
K
が
誕
生
。
奥
h
M
加
奈
忠
さ
ん

つニ

O
)、
三
児
の
マ
マ
。

例
年
将
記
の
賃
上
げ
や
労
働
条
件

は
加
盟
組
合
以
の
水
単
を
参
考
に
、

存
問
後
総
評
幹
部
と
の
団
交
で
決
ま

る
。
紛
争
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が

「
不
況
の
し
わ
寄
せ
は
、
弱
い
者
に

米
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は

不
本
意
な
が
ら
悶
わ
ざ
る
を
ね
ま
せ

ん
」
と
決
怠
表
明
。
閉
校
委
員
長
ら



幹
部
の
ど
ぎ
も
を
抜
い
た
。
(--m朝
日
)

第
一
一
勧
銀
賃
金
差
額
支
払
い
勧
告

第
一
勧
似
の
児
女
託
金
絡
差
問
凶

に
つ
い
て
浜
松
労
村
部
署
は
二
四
日
、

H
M
正
勧
告
を
同
似
行
本
社
立
任
者
に

発
し
た
。
こ
れ
は
浜
松
支
庖
の
女
子

行
口
二
名
か
ら
出
さ
れ
た
申
告
を
認

め
た
も
の
。
二
人
に
は
、
五
一
・
五

二
年
度
の
差
額
二

O
O万
円
が
支
払

わ
れ
る
が
、
回
行
に
は
三
一

O
O人

の
女
子
行
員
が
お
り
、
単
純
計
算
す

れ
ば
差
額
は
二
三
位
。
大
企
業
へ
の

勧
告
は
全
く
異
例
で
、
他
企
業
の

O

L
に
も
波
紋
を
呼
び
そ
う
。
(
3
・
お
毎
日
)

国
鉄
ウ
ー
マ
ン
誕
生

国
鉄
本
来
の
業
務
に
携
る
駅
な
ど

の
現
業
部
門
に
は
い
ま
ま
で
女
性
の

姿
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
夏
か
ら
二

人
の
女
性
職
員
が
、
長
野
鉄
道
局
に

勤
務
す
る
。

(
3
-
m信
勾
)

都
立
高
校
に
初
の
女
性
教
原

容
の
災
動
で
東
京
部
の
女
性
校
長

は
小
中
校
に
新
た
に
一
三
人
誕
生
一
、

計
七
八
人
に
。
女
性
教
聞
は
=
ニ
人

新
任
、
昨
年
に
続
き
女
性
の
何

Hm職

へ
の
立
川
が
目
立
っ
た
。(
3
・
剖
毎
日
)

女
性
歯
科
医
官
防
衛
庁
に
登
相
場

慢
性
的
医
師
不
足
に
悩
む
見
世
帯

の
防
衛
庁
が
五
日
付
で
女
性
的
科
医

三
人
を
制
服
自
衛
官
と
し
て
初
採
均

一
か
月
間
、
幹
部
自
衛
官
話
礎
課
程

で
教
背
後
、
歯
科
医
師
官
と
し
て
正

式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
(
6
・8
徳
島
)

男
女
区
分
廃
止
の
市
職
員
募
集

一
O
日
、
名
古
屋
市
が
職
員
採
用

候
補
者
試
験
要
項
を
発
表
。
消
防
関

係
を
除
い
て
採
川
の
児
女
区
分
が
な

く
な
っ
た
。

(
7
・
日
中
日
)

東
陶
陶
器
男
女
差
別
撤
廃

同
川
合
斑
化
が
顕
著
な
中
で
梨
陶

陶
磁
(
北
九
州
市
、
八
二

O
O人
)

は
列
五
五
歳
、
女
五
O
成
だ
っ
た
定

年
を
児
女
と
も
六

O
歳
に
延
長
、
こ

れ
を
機
会
に
男
女
差
別
も
撤
廃
す
る

と
発
表
。

(
7
・
日
朝
日
)

増
え
た
女
性
の
活
動
の
場

ヤ
マ
ハ
発
動
機
で
は
女
性
だ
け
の

工
場
を
昨
年
一
月
七
O
人
で
ス
タ
ー

ト
、
好
調
の
た
め
一
五

O
人
に
泊
目

し
た
。
四
六
年
か
ら
女
性
の
海
外
駐

在
員
制
度
を
始
め
た
三
井
物
産
は
今

年
は
ニ

O
人
に
増
や
す
。
東
京
電
力

で
は
副
社
長
に
定
期
的
に
進
言
す
る

女
性
お
目
付
け
役
四
人
を
採
用
す
る

な
ど
働
く
女
性
は
好
評
。
し
か
し
そ

の
裏
に
は
人
件
費
の
安
い
女
性
で
減

速
経
済
を
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
計
算

も。

(
8
・
げ
読
売
)

夫
の
出
産
休
暇
要
求

三
菱
む
機
労
組
に
非
専
従
な
が
ら

婦
人
問
題
担
当
の
中
執
が
生
ま
れ
産

前
産
後
に
夫
の
有
給
休
暇
を
姿
求
、

二
年
後
に
は
婦
人
部
も
発
足
さ
せ
る
。

同
社
で
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
女
子
の

採
川
を
中
止
、
一
万
二
千
人
が
七
千

人
に
ま
で
減
少
し
た
が
来
年
か
ら
は

五

O
O人
採
用
が
再
開
さ
れ
る
。

(
8
・
幻
朝
日
)

企
業
内
ホ

l
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

企
業
と
消
政
省
の
問
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
し
て
消
沈
者
部
門
や
広
報

部
門
に
女
性
を
採
用
す
る
企
業
が
抽
出

え
て
き
た
。
消
沈
者
サ
ー
ビ
ス
や
消

費
者
教
育
な
ど
を
通
し
て
自
社
の
製

品
を
消
費
者
に
紹
介
す
る
一
方
、
消

費
者
の
苦
情
や
意
見
を
企
業
に
伝
え
、

新
製
品
の
開
発
や
改
良
に
助
言
を
与

え
る
仕
事
。
女
性
の
新
し
い
職
場
進
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出
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
8
・
幻
毎
日
)

乗
る
の
も
作
る
の
も
女
性

昨
年
二
月
以
来
、
女
性
ば
か
り
の

組
み
立
て
ラ
イ
ン
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

イ
ク
を
三
三
万
台
以
上
組
み
立
て
て

い
る
静
岡
県
幹
則
市
の
ヤ
マ
ハ
発
動

機
工
場
。
一
五
三
人
の
女
性
が
従
引
、

平
均
年
附
ニ
五
・
六
段
。
川
中
肉
な
納

か
い
仕
引
を
て
い
ね
い
に
す
る
と
評

判。

(
9
・m毎
日
)

普
察
官
応
募
女
性
六
九
倍

愛
知
以
符
本
部
の
大
本
以
外
の
併

察
官
深
川
試
験
で
。

(
9
-
m朝
日
)

巡
視
員
な
ど
応
募
殺
到

長
野
以
併
の
交
通
巡
視

U
と
制
人

補
導
H
H
四
人
の
募
集
に
新
本
女
性
百

五
八
人
が
殺
到
。
(
叩
・
犯
行
川
信
)

ニ
一
輪
車
業
界
に
女
性
進
出

鈴
木
自
動
取
は
新
工
坊
を
砧
校
、

従
業

U
二
百
数
十
人
の
う
ち
一

0
0

人
ま
で
を
来
春
日
校
を
不
業
す
る
女

性
に
。若
い
う
ち
に
や
め
る
人
が
多
い
た

め
三
、
四
訓
の
人
件
目
が
節
約
で
き

る
と
本
闘
技
研
工
業
や
鈴
鹿
製
作
所

も

試

験

中

。

(

日

-m朝
日
)

〔
問
題
〕

働
く
女
性
に
広
が
る
職
業
病

職
業
的
に
苦
し
む
人
の
補
償
民
求

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
勤
労
者

の
立
場
か
ら
道
内
の
職
業
病
対
策
と

取
り
組
ん
で
い
る
北
泌
道
職
業
病
対

策
迎
絡
協
議
会
が
五
凶
年
を
迎
え
た
。

現
在
の
会
以
は
六
六
同
体
三
万
八

千
人
。
こ
れ
ま
で
職
業
仰
が
認
定
さ

れ
た
の
は
一
八
五
人
で
、
そ
の
九
別

が
女
性
。
計
卸
業
務
や
保
付
臓
な
ど

発
生
し
や
す
い
職
問
に
女
性
が
多
い

た
め
だ
が
、
認
定
は
進
ん
で
も
予
防

は
逃
ん
で
お
ら
ず
、
専
門
病
院
が
ほ

し
い
と
訴
え
て
い
る
。

(--m道
新
)

低
い
日
本
女
性
の
賃
金
・
昇
進

世
界
九
か
国
で
、
働
く
女
性
の
事

怖
を
剣
士
目
し
て
い
る
師
人
労
働
問
題

専
門
家
、
ア
メ
リ
カ
の
コ

l
ネ
ル
大

学
名
将
教
授
ア
リ
ス
・

H
・
ク
ッ
ク

女
史
(
七
凹
)
が
来
日
、
裁
判
の
形

で
労
働
山
泌
を
争
っ
て
い
る
女
性
た

ち
を
中
心
に
調
査
を
す
す
め
た
。

「
世
界
の
中
で
も
日
本
の
女
性
は
一

府
附
灘
な
状
況
に
円
か
れ
て
い
る
と

い
う
感
じ
だ
。
女
性
と
い
う
も
の
は

補
助
的
労
働
を
し
一
生
派
勤
め
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
強
く
考
え

ら
れ
、
企
業
の
側
が
こ
れ
ほ
ど
大
っ

ぴ
ら
に
そ
の
こ
と
を
古
い
、
女
性
の

側
も
山
中
ば
あ
き
ら
め
て
い
る
と
い
う

同
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
だ
」
と
日
本

的
特
徴
を
知
っ
た
。

(
3
・
U
朝
日
)

女
工
哀
史
を
綾
田
に
輸
出
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阪
本
紡
制
が
倒
品
川
前
に
仰
向
に
作
っ

た
子
会
社
「
邦
林
紛
制
」
は
巨
額
の

籾
会
社
へ
の
送
金
を
強
い
ら
れ
、
綿

間
で
の

y
女
工
哀
詐
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

(
4
-
m朝
日
)

長
く
苦
し
い
保
母
さ
ん
の
春
闘

相
聞
県
内
の
私
立
幼
稚
凶
と
保
育

所
に
勤
め
る
教
m
H
H
や
保
母
さ
ん
で

結
成
し
た
県
幼
児
教
育
併
編
組
合
は
、

公
立
に
比
べ
初
任
給
で
三
万
六
千

l

二
万
三
千
円
も
安
い
尖
態
の
中
で
、

二
年
同
じ
要
求
額
で
闘
っ
て
い
る
。

し
か
し
問
問
取
者
側
と
の
交
渉
を
宍

現
で
き
た
の
は
一
回
だ
け
。
組
織
耶

が
一
訓
米
満
と
聞
い
て
要
求
を
踊
か

ら
は
ね
つ
け
る
回
明
者
も
。
一
方
、

組
合
加
入
が
同
側
に
知
れ
て
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
職

H
は
三
七
年
の

組
合
結
成
以
来
三

O
人
を
下
ら
な
い
。

(
5
・
叩
西
日
本
)



ま
だ
多
い
結
婚
退
職
制

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
退
職
制
を
と

る
企
業
は
一
二

O
O社
。
パ
ス
ガ
イ

ド
二
八
歳
定
年
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

三
五
歳
定
年
の
例
も
あ
る
。
労
働
省

調
査
の
こ
の
数
字
、
制
度
的
に
差
別

を
明
示
し
て
い
る
企
業
だ
け
に
限
ら

れ
て
お
り
、
不
文
体
は
統
計
外
。
労

働
省
は
改
話
勧
告
の
方
針
。
(
6
・
幻
読
売
)

「
白
衣
の
天
使
」
よ
り
「
職
業
婦
人
」

自
治
労
が
全
国
の
九
五

O
の
自
治

体
病
院
で
働
く
看
護
婦
七
万
人
の
中

か
ら
一
万
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

看
護
婦
を
職
業
に
選
ん
だ
理
由
は

①
職
業
人
と
し
て
経
済
的
に
自
立
し

た
い
(
四
三
%
)
@
家
庭
に
入
っ
て

か
ら
も
役
に
立
つ
(
一
二
・
一
%
)

@
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

2

7

一
%
)
の
順
。

看
護
婦
不
足
か
ら
一
か
月
に
一

O

回
以
上
の
夜
勤
が
四
割
を
占
め
、
有

給
休
暇
を
完
全
に
消
化
し
て
い
る
人

は
八
・
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
(
7
・
叩
朝
日
)

男
女
平
等
ま
だ
ま
だ

徳
島
州
人
少
年
宝
は
県
下
約
二
万

四
千
引
業
所
の
就
業
規
則
に
基
づ
く

若
笠
応
年
制
・
結
婚
退
職
制
の
災
態

調
査
を
行
な
っ
た
が
、
七
O
企
業
が

男
女
別
定
年
制
で
、
女
性
の
定
年
五

五
歳
米
満
と
し
、
う
ち
二
企
業
は
四

O
歳
米
満
。
が
、
結
Mm辺
社
を
制
度

化
し
て
い
る
企
業
は
な
か
っ
た
。

(
8
・9
徳
島
)

看
箆
婦
が
職
場
を
去
る
と
き

看
護
職
の
平
均
年
齢
は
三
五
・
五

歳
、
既
婚
者
の
比
皐
は
六
一
了
三
%
。

平
均
勤
続
年
数
八
・
七
年
だ
が
、
一

年
間
に
養
成
さ
れ
て
就
業
す
る
者
一

O
Oに
対
し
退
職
す
る
者
は
二
八
。

退
職
理
由
の
七
六
%
が
「
仕
事
に
不

満
」
。
「
上
司
の
職
場
管
理
の
仕
方
に

納
得
で
き
な
い
」
「
忙
し
す
ぎ
忠
者

の
而
倒
を
十
分
み
ら
れ
な
い
」
が
そ

の
原
因
。
日
本
石
護
協
会
の
四
千
人

調
査
で
。(m
・
日
朝
日
/
ω

・
幻
日
経
)

「
婦
人
労
働
旬
間
」
に
連
待
性
を

企
業
が
制
度
的
改
善
を
施
し
て
も

職
幼
が
や
め
ざ
る
を
ね
な
い
空
気
を

変
質
さ
せ
な
い
限
り
行
政
指
導
も
山

に
迷
う
。
前
進
に
は
企
業
だ
け
で
な

く
、
労
組
と
職
幼
の
同
僚
、
と
り
わ

け
男
性
の
女
性
に
対
す
る
図
解
と
協

力
が
故
も
肝
心
で
は
な
い
か
。

(ω
・
幻
京
都
「
社
説
」
)

婦
人
労
働
旬
間
の
課
題

婦
人
雇
用
者
数
は
四
八
万
人
も
ふ

え
た
が
臨
時
・
パ

l
ト
が
中
心
で
二

O
三
万
人
が
短
時
間
だ
。
企
業
が
灼

人
を
見
る
目
は
依
然
き
び
し
い
が
、

大
卒
勤
続
年
数
三
・
五
年
で
は
女
に

も
立
任
が
あ
る
。
総
理
府
の
有
識
者

調
査
で
は
役
割
分
担
論
に
賛
成
の
女

性
は
六
%
だ
が
、
越
前
と
現
災
の
ズ

レ
は
大
き
い
。
こ
れ
を
埋
め
る
努
力

が

必

姿

。

(

叩

-n読
売
)

婦
人
の
職
業
窓
織
と
雇
用

女
子
の
廠
川
省
は
一
二
五
一
万
人

と
な
っ
た
が
師
人
の
労
働
市
場
は
若

年
胞
の
常
川
労
働
と
一
円
就
峨
の
家
計

制
助
的
主
婦
労
働
に
分
類
悶
定
化
の

傾
向
。
女
性
が
自
立
し
た
社
会
人
と

し
て
甘
え
ず
、
切
り
捨
て
ら
れ
ず
、

人
間
ら
し
く
、
人
生
の
な
か
に
労
働

を
位
世
づ
け
ら
れ
る
の
は
い
つ
か
。

(
田
辺
照
子
・
明
治
大
学
教
授
)

(m-n信
毎
)

平
等
を
隠
む
カ
ベ
を
乗
り
越
え
て

婦
人
労
働
旬
間
の
テ
l
マ
で
あ
る

「
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を
進
め

る
」
は
一
九
七
五
年
以
米
の
も
の
で

あ
る
。
既
婚
者
の
割
合
が
働
く
婦
人

会
砕
の
六
五
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
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て
は
い
る
が
、
師
人
を
迎
え
入
れ
る

職
場
に
は
相
変
わ
ら
ず
問
凶
が
多
い
。

採
川
、
昇
進
の
先
別
、
制
人
に
の

み
適
則
さ
れ
る
差
別
的
な
退
職
制
度

な
ど
完
全
に
是
正
す
る
こ
と
は
符
易

で
な
い
が
、
企
業
側
は
誤
っ
た
先
入

観
や
侃
凡
を
拾
て
、
思
い
切
っ
て
抑

人
の
才
能
を
引
き
出
す
努
力
を
し
て

み
る
こ
と
だ
。

婦
人
の
側
も
不
合
間
と
思
っ
て
も

現
実
を
乗
り
越
え
て
い
く
気
迫
が
必

市
有
や
る
気
の
あ
る
人
の
足
ま
で
引
っ

張
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

(m・
剖
毎
日
「
社
説
」
)

男
女
就
職
差
別
撤
廃
の
法
律
を

今
年
も
女
子
大
生
は
就
臓
錦
、

N

H
K教

ηテ
レ
ビ
で
特
集
を
凡
て
深

刻
さ
に
鰐
く
。
円
十
く
児
女
詑
別
撤
泌

の
法
山
刊
を
作
ら
な
け
れ
ば
。

信
阿
部
り
す
・
主
制
・
五
三
)

(m-お
朝
日
)

〔
民
間
企
業
〕

四
人
に
一
人
ポ
ウ
コ
ウ
炎

日
航
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
六
八
五
人

の
う
ち
、
ポ
ウ
コ
ウ
炎
終
験
者
は
一

七
四
人
。
「
ボ
ウ
コ
ウ
炎
を
職
業
病

と
認
め
よ
」
と
組
合
が
会
社
側
に
要

求
、
会
社
側
は
「
岡
県
関
係
が
明
ら

か
で
な
い
」
。
(
口

-m読
売
)

共
働
き
や
親
看
病
に
指
名
解
雇

一
O
月
三
一
目
、
沖
氾
気
工
業
は

三

O
O人
に
指
名

M
M通
告
。

(
日
・

7
読
売
)

二
八

O
人
は
指
名

M
Mに
応
じ
た

が
、
応
じ
な
い
七
八
人
は
解
脱
さ
れ

た
。
共
働
き
の
絵
本
引
チ
さ
ん
(
三

一
一
)
夫
裂
や
勤
続
二
四
年
、
月
以
一

一
万
で
町
内
を
扶
挺
し
て
き
た
防
沢
組

子
さ
ん
(
四
三
)
ら
六
四
人
は
「
不

当
解
脱
を
撤
凶
さ
せ
る
会
」
を
利
時

(
日
・
幻
初
日
)

〔
雇
用
・
就
職
〕

大
卒
女
子
の
み
売
れ
な
い
悩
み

長
期
不
況
下
で
の
本
年
度
の
就
職

シ
ー
ズ
ン
も
大
詰
め
。
徳
打
川
県
下
で

は
「
例
年
に
な
く
厳
し
い
」
と
の
予

怨
に
反
し
て
、
中
・
目
立
中
川
刀
女
と
大

卒
男
子
の
就
職
は
附
別
だ
が
、
風
当

た
り
が
強
い
の
は
大
本
女
子
で
、
内

定
都
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
。(
1
・
幻
徳
島
)

統
計
に
現
わ
れ
ぬ
女
子
失
業
者

パ
ー
ト
の
主

M
が
失
業
し
て
も
必

ず
し
も
失
業
者
の
数
に
数
え
ら
れ
な

い
羽
合
が
あ
る
。
女
子
学
卒
者
が
就

職
口
が
な
く
て
家
に
い
て
も
H

家
引

手
伝
い
u

で
片
づ
け
ら
れ
る
。
女
の

活
躍
の
立
ち
巡
れ
は
、
本
龍
(
?
)

す
ら
先
別
納
棚
上
に
悶
く
。

(
5
-
m日
俗
「
女
の
机
」
)

女
子
の
雇
用
を
考
え
る
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女
子
の
就
業
者
は
ニ

Q
民
U
万
強
、

府
川
労
働
者
は
一
ニ

O
O万
、
毎
年

計
災
に
伸
び
て
い
る
。
二
五

O
O万

で
足
ぷ
み
し
て
い
る
男
子
原
川
省
と

好
対
照
だ
が
、
的
え
て
い
る
中
身
は

ほ
と
ん
ど
パ

l
ト
、
平
均
月
収
五
万

四
千
円
で
企
業
に
は
好
都
合
だ
。
フ

ル
タ
イ
ム
で
も
九
九
%
が
補
助
業
巧

(
7
-
mー

8

・4
毎
日
)

女
子
大
生
に
狭
い
就
職
の
門

日
経
が
一
一
七
七
社
を
調
査
し
た

本
年
度
の
大
不
採
用
は
四
社
に
一
社

が
ゼ
ロ
。
特
に
女
子
に
し
わ
ょ
せ
が

目
立
つ
。
不
況
で
女
子
社
員
の
定
着

率
が
日
ま
り
椴
坊
が
あ
か
な
く
な
っ

た
こ
と
も
一
因
。
〈

8
・
M
日
経
)

名
古
屋
港
に
生
き
る
女
陸
送
屋

名
古
回
浴
に
桝
討
を
見
せ
て
一

O
年、

い
ま
二
三

O
人
、
=
二
%
。
一
日
七



時
間
、
月
二
十
三
日
の
山
勤
で
月
収

一
二
万
。
一
日
一
人
平
均
三

O
O台

前
後
を
動
か
す
。

(
9
・
5
朝
日
)

女
子
大
生
の
つ
ぶ
や
き

こ
の
不
況
の
中
、
大
卒
女
子
を
採

用
す
る
企
業
は
少
な
く
「
結
婚
し
て

家
路
と
い
う
温
室
に
逃
げ
こ
も
う
か
」

と
ふ
と
思
う
。

(
仮
谷
鮎
子
・
学
生
・
二
一
)

(
9
・

m西
日
本
〉

女
子
大
生
の
就
職
条
件

自
宅
通
勤
を
採
用
条
件
に
す
る
企

業
が
続
出
。
「
独
身
女
性
に
事
故
で

も
起
き
た
ら
・
:
」
が
表
向
き
の
理
由

で
「
肉
親
付
き
で
な
い
と
管
理
上
回

る
」
が
本
音
。
地
方
出
身
の
女
子
大

生
は
受
験
制
度
か
ら
完
全
に
閉
め
出

さ
れ
る
。
労
働
省
は
悪
質
な
男
女
差

別
の
典
型
例
と
し
て
実
態
調
査
を
開

始
、
行
政
指
導
も
行
な
う
。
(m-m読
売
)

キ
ピ
シ
l
イ
就
職
戦
線

大
学
生
の
就
職
試
験
が
一
日
か
ら

開
始
。
二
八
万
人
の
う
ち
大
企
業
に

入
社
で
き
る
の
は
四
万
人
で
九
割
が

内
定
ず
み
。
理
工
系
と
事
ず
は
将
崎
、

女
子
学
生
は
中
・
小
企
業
を
め
ざ
し

こ
れ
か
ら
が
本
否
。

(m-m読
光
/

u

・1
朝
日
)

自
ら
「
門
を
狭
め
る
」
女
子
大
生

日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
調
査

に
よ
れ
ば
、
四
年
制
大
卒
女
子
の
採

用
ゼ
ロ
と
い
う
有
力
会
社
が
去
年
の

倍
の
二
四
七
社
も
あ
り
、
採
用
予
定

数
も
一
五
一
六
人
と
昨
年
を
大
幅
に

下
回
っ
た
。
一
流
企
業
や
ム

l
ド
に

こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
決
し
て
厳
し
い

戦
線
で
は
な
い
、
と
一
言
う
大
学
の
就

職
担
当
者
も
い
る
が
。
(
日
・

2
朝
日
)

専
門
知
識
生
か
し
た
い
と
求
職

東
京
人
材
銀
行
(
有
楽
町
駅
前
)

に
投
録
し
て
い
る
女
性
求
職
者
数
は

常
時
三

O
人
で
月
に
四
、
五
人
ず
つ

新
規
加
入
が
あ
り
、
一
人
か
二
人
が

職
初
を
見
つ
け
る
。

登
録
者
は
四
五
か
ら
五

O
ま
で
。

経
理
・
秘
刑
u
・
液
剤
師
な
ど
を
希
望

し
、
管
理
・
専
門
職
に
就
く
こ
と
の

で
き
る
知
識
・
技
能
を
持
つ
人
が
多

い
が
就
職
で
き
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
。

(u
・2
読
売
)

な
ぜ
女
子
大
生
は
就
職
厳
か

企
業
に
す
る
と
、
経
済
コ
ス
ト
か

ら
み
て
も
花
職
年
数
の
短
い
大
卒
女

性
は
敬
遠
し
た
い
、
職
種
の
え
り
巡

み
も
強
い
、
と
い
う
の
が
原
因
。

九
月
に
〈
全
日
本
フ
子
、
、
ニ
ス
ト

の
会
〉
を
発
足
さ
せ
た
渥
美
育
子
さ

ん
は
「
女
性
の
個
人
的
な
怠
惰
だ
け

で
は
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
飛
砲

し
ま
す
が
女
性
の
価
値
体
系
を
つ
く

ら
ね
ば
と
。
政
治
レ
ベ
ル
の
働
き
か

け
、
つ
ま
り
女
性
を
何
%
採
用
さ
せ

る
、
と
法
律
で
決
め
る
よ
う
に
す
る

と
か
」
「
洞
・
M
M
力
、
冷
静
さ
、
企
画

力
と
い
っ
た
男
ら
し
さ
の
価
似
叫
を

女
性
に
も
備
え
さ
せ
る
数
百
、
家
路

環
境
も
大
切
」
と
諮
る
。(
u
-
m朝
日
)

就
職
戦
線
に
敗
れ
て

米
務
は
二
五
万
人
の
女
子
大
生
が

社
会
へ
。
九
社
を
受
験
し
た
国
立
大

.
学
経
済
学
部
の
あ
る
女
子
学
生
は

H

敗
北
立
一
一
戸
を
。
「
社
会
が
男
性

優
位
で
あ
る
こ
と
を
実
感
、
何
よ
り

も
自
分
の
甘
さ
を
・
同
感
し
た
。
ど
う

せ
職
幼
の
花
に
さ
れ
る
の
な
ら
、
自

力
で
生
き
で
み
た
い
」
(ロ・
6
読
売
)

女
子
大
生
の
就
職

四
年
制
大
卒
女
子
の
希
望
業
種
は

①
編
集
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
四
六
・

四
%
②
公
務
員
三
=
了
七
%
③
教
師

=
二
・
四
%
(
日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ

ン
タ
ー
五
三
年
七
月
調
査
)
だ
が
、
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望
み
の
職
種
は
狭
き
門
。
数
日
・
公

務
員
も
男
子
が
地
加
し
た
。

し
か
し
「
定
年
ま
で
倒
き
続
け
る
」

は
五
五
・
七
%
に
附
加
、
腰
か
け
怠

識
は
消
え
始
め
た
。
男
子
よ
り
抜
併

に
優
秀
と
見
直
す
企
業
も
。
(
ロ
・

7
朝
日
)

二
人
募
集
に
千
人
殺
到

女
子
大
生
あ
こ
が
れ
の
花
形
職
叫

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
試
験
は
激
戦
。

(ロ

-m毎
日
)

お
し
ど
り
巡
査
部
長
三
組
腿
生

名
古
民
、
巾
村
将
刑
事
一
課
の
築

域
ひ
と
み
巡
貸
(
二
八
〉
ほ
か
が
、

巡
汽
部
長
野
任
試
験
に
見
主
婦
。

(
ロ
・

η
明
日
)

ひ
る
が
る
女
性
の
職
妓

女
性
一
級
一
的
造
技
能
士
第
一
号
は

椎
谷
利
子
さ
ん
(
三
六
)
。
巡
航
行

問
者
災
務
国
家
試
験
合
格
者
は
全
国

で
酒
井
英
作
子
さ
ん
(
二
七
)
ら
二

人
。
女
性
騎
手
は
土
M
旅
さ
ん
(
二

O
)
ら
二
人
、
ほ
か
に
符
目
M
M
犬
訓
練

士
、
治
水
指
導
日
な
ど
女
性
の
職
場

は
続
々
拡
大
中
。
(
ロ
・
幻
朝
日
)

〔
内
職
・
パ
!
ト
〕

働
け
ど
も

n
銭
u

に
泣
く
内
職

「
ど
れ
も
一
時
間
一

O
O円
前
後
、

一
日
中
、
部
口
m
に
と
じ
こ
も
っ
て
月

一
万
円
前
後
」

「

m価
は
五

O
銭
と
か
ヒ

O
銭。

今
で
も
H

銭
M

の
世
界
。
家
内
労
働

手
似
は
お
ろ
か
、
締
め
切
り
日
ま
で

金
制
が
わ
か
ら
な
い
」

「
デ
パ
ー
ト
の
あ
て
名
性
き
は
三

行
で
二
円
、
月
に
一
万
円
は
柿
れ
。

四
か
月
平
均
で
や
め
る
」

「
生
活
問
を
切
り
つ
め
た
ほ
う
が

ト
ク
。
で
も
金
を
仰
る
W
Mび
が
あ
る
」

「
あ
と
一
万
円
余
分
に
あ
れ
ば
、

ほ
し
い
も
の
、
や
り
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
。
ば
か
ば
か
し
い
と
わ
か
っ

て
い
て
も
内
職
す
る
気
に
な
る
の
だ

と
思
う
」

「
そ
の
お
金
で
水
泳
教
設
に
行
っ

た
り
気
分
的
に
大
ち
が
い
で
す
」

「
も
っ
と
家
の
中
を
き
れ
い
に
し

ろ
、
と
夫
は
不
き
げ
ん
」

「
子
ど
も
の
相
手
も
で
き
ず
、
家

事
は
乎
ぬ
き
」

読
者
コ
ー
ナ
ー
特
集
「
主
制
と
内

職
」
に
寄
せ
ら
れ
た
投
円
か
ら
。

(
1
・m
1
2
・2
朝
日
)

主
婦
の
内
職
、
狭
き
門

世
は
不
況
。
内
戦
岡
山
し
を
す
る
主

婦
が
的
え
て
い
る
が
、
仕
引
は
少
な

く
、
工
作
H
も
一
時
間
二
三

O
円
。
内

職
希
望
の
問
い
合
わ
せ
も
五
一
年
は

六
五

O
O件
。
五
二
年
度
は
一
月
ま

で
に
す
で
に
約
八

O
O
O件
。
三
人

に
一
人
が
や
っ
と
仕
事
に
あ
り
つ
け

る
状
態
で
、
平
均
月
三
万
円
。
こ
の

物
価
向
で
は
焼
け
石
に
水
。
(
2
・2
毎
日
)

奥
様
パ

l
ト
好
餌
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中
央
大
学
多
時
校
合
(
八
王
平
市
)

が
四
月
間
校
。
校
内
の
食
堂
関
係
業

者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
主
婦
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
一

O
倍
以
上
の
競
争
取

に
な
っ
た
。
「
子
ど
も
に
手
が
か
か

ら
な
く
な
っ
た
の
で
暇
を
金
に
か
え

た
い
」
と
い
う
の
が
主
な
動
機
。

(
3
・
日
朝
日
)

楢
唱
え
る
主
婦
パ

l
卜

商
業
界
の
減
此
経
営
が
進
む
な
か

で
、
西
日
本
地
区
の
流
巡
業
界
で
も

社
日
の
採
用
を
樋
力
抑
え
て
主
婦
の

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
置
き
換
え
る
傾

向
が
目
立
っ
て
き
た
。
ス
ー
パ
ー
業

界
の
中
に
は
社
日
よ
り
主
婦
パ

1
ト

の
数
が
は
る
か
に
多
い
小
売
庖
も
山

て
き
た
。
一
人
当
た
り
の
人
件
目
は

社
日
の
三
分
の
一
で
す
む
た
め
パ
ー

ト
化
は
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
。

(
4
-
M西
日
本
)



女
子
の
パ

l
ト
労
働
が
急
増

総
理
府
統
計
局
が
発
表
し
た
五
二

年
度
就
業
総
造
活
本
調
査
で
は
女
子

有
業
者
二

O
一
O
万
人
中
、
家
事
の

か
た
わ
ら
就
労
す
る
も
の
が
六
六
七

万
人
で
一
七
・
九
%
も
地
加
。

就
業
希
望
の
女
子
の
八
三
・
二
%

が
パ

l
ト
仕
事
を
探
し
て
い
る
。

(
4
-
m毎
日
〉

内
総
希
望
は
激
増
し
て
い
る
が

内
職
相
談
が
激
増
の
江
東
内
職
公

共
職
業
補
導
所
。
一

O
人
中
九
人
以

上
が
初
心
者
で
、
や
さ
し
い
仕
事
を

希
望
す
る
。
買
手
相
場
に
昨
年
よ
り

工
貨
を
下
げ
る
業
者
も
。(
4
-
m朝
日
)

切
実
、
主
婦
の
内
職
銀
し

小
諸
市
が
聞
い
た
内
戦
あ
っ
せ
ん

講
習
会
で
五
|
六
人
の
求
人
に
百
数

十
人
が
殺
到
。
長
野
市
の
県
内
職
援

助
セ
ン
タ
ー
で
も
、
辿
日
仕
事
を
求

め
る
氾
話
が
鳴
り
つ
放
し
の
状
態
。

パ
l
ト
先
で
解
M
相
さ
れ
る
な
ど
で
内

職
志
願
の
主
制
は
地
え
て
い
る
の
に
、

内
職
求
人
は
減
る
一
方
。(
4
-
m低
俗
)

一
万
人
も
増
え
た
内
職
希
望
者

部
の
五
二
年
度
の
内
職
相
談
状
況

調
査
に
よ
れ
ば
内
臓
を
求
め
て
補
導

所
を
訪
れ
た
人
は
三
九
、
七
八
プ
A
q

前
年
比
一
万
人
的
。
過
去
三
年
は
悦

ぱ
い
だ
っ
た
の
に
、
不
況
の
彫
が
明

確。

(
5
・
日
朝
日
)

円
高
不
況
で
内
職
激
減

徳
島
県
下
の
内
職
希
望
者
は
増
え

る
一
方
だ
が
円
高
不
況
で
求
人
は
激

減
。
以
内
職
相
談
所
が
ま
と
め
た
五

二
年
度
内
職
相
談
業
務
概
妥
で
は
求

職
者
四
人
に
三
人
分
の
内
職
し
か
な

内
職
の
理
由
は
「
小
遣
い
が
欲
し

い
」
が
ト
ッ
プ
で
三
八
・
八
%
。

「
世
部
主
の
収
入
が
少
な
い
」
も
増

加
し
生
活
苦
を
反
映
。
賃
金
は
悦
ば

い

。

〈

5
・
凶
徳
山
)

内
職
工
貨
の
不
払
い
増
加

昨
年
三
月
末
現
在
で
不
払
い
額
は

計
三

O
O
Q万
円
主
主

δ
ゐ
だ
っ

た
が
、
同
九
月
米
に
は
八

O
O
O万

円
(
二

O
O
O人
)
に
忽
泊
。
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
た
め
の
「
家
内
労
働
手

帳
」
の
普
及
も
ま
だ
五
割
。
技
術
を

修
川
付
す
れ
ば
高
収
入
に
な
る
と
、
高

い
授
業
料
や
高
額
の
保
証
金
を
取
っ

た
り
す
る
も
の
も
横
行
。(5-m読
売
)

内
職
は
一
時
間
二
四
O
円

内
職
希
望
者
は
多
い
が
、
実
際
の

内
職
人
口
は
一

O
年
前
と
同
じ
ぐ
ら

い
に
減
少
。
時
間
当
た
り
工
貨
は
女

性
で
二
四
二
円
(
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

三
七

O
円
)
。
一

O
O円
か
ら
三

O

O
円
未
満
の
層
に
女
性
の
六
五
・
二

%
が
集
中
。
倒
産
に
よ
る
工
作
H
不
払

い
も
深
刻
。
「
内
職
者
自
身
か
ら
の

不
払
い

-m告
が
災
態
を
つ
か
む
一
容

の
早
道
。
気
軽
に
申
し
出
て
」
と
労

働
省
。
今
日
か
ら
労
働
旬
問
。

(
5
・
幻
朝
日
)

家
内
労
働
に
産
業
政
策
を

家
内
労
働
手
帳
の
持
及
は
必
裂
だ

が
、
家
内
労
働
法
だ
け
で
は
手
の
打

ち
ょ
う
が
な
い
。
政
府
も
家
内
労
働

を
労
働
省
ま
か
せ
で
な
く
院
業
政
策

と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
に
き

て
い
る
。
必
要
な
も
の
は
援
助
し
、

転
換
す
べ
き
分
野
で
は
思
い
切
っ
て

職
業
訓
練
な
ど
の
手
を
打
つ
べ
き
だ
。

(
5
-
M朝
日
「
社
説
」
)

パ
ー
ト
雇
用
の
改
善
を
提
言

労
相
は
一
四
日
の
閣
議
で
「
五
二

年
労
働
経
済
の
分
析
」
〈
労
働
白
書
)

を
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。
失
業
者
増
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加
の
中
で
三
次
践
業
の
周
川
は
仰
び

て
い
る
が
女
子
の
パ

l
ト
・
日
制
い

が
中
心
で
、
一
般
女
子
被

M
川
に
比

し
て
も
者
し
く
箔
恐
な
仔
過
と
強
刊

パ
l
ト
消
加
は
一
時
的
現
牢
と
は
い

え
な
い
の
で
今
後
近
代
的
パ
ー
ト
タ

イ
ム
原
川
の
擁
立
を
は
か
り
労
働
条

件
の
改
普
と
労
務
代
理
の
適
正
化
を

扱
逃
す
べ
き
と
六

O
歳
定
年
実
施
の

必
裂
と
共
に
促
守
口
。
(
7
-
M毎
日
/
説
先
)

胤
唱
え
た
都
内
の
女
子
パ

l
ト

五
二
年
七
月
一
日
現
在
の
郎
以
の

就
業
側
造
調
資
似
合
で
は
労
働
人
口

は
九

O
三
万
、
就
業
れ
は
五
四
O
有

四
九
年
に
比
べ
児
子
就
業
者
二
万
九

千
人

mに
対
し
女
子
は
一
四
万
二
千

人

m、
四

O
伐
代
の
就
業
中
は
五
訓

を
州
問
え
た
。
パ
ー
ト
・
日
制
い
は
一

八
万
二
千
人

m、
家
事
従
引
の
女
子

の
四
四
%
が
就
業
を
特
却
し
て
い
る

が
、
短
時
間
労
働
か
内
職
希
切
一
が
多

い。

(
7
-
M朝
日
)

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
綬
要

会
同
で
三
二
一
万
人
。

m川
行
総

数
の
八
・
七
%
。
-
っ
ち
女
子
が
二

O

三
万
人
(
五
二
年
三
そ
の
大
半
は

第
三
次
注
業
で
働
い
て
い
る
。
ス
ー

パ
ー
で
の
パ

l
ト
数
は
七
万
二
八
O

O
人
で
九
六
%
が
女
性
宇

M
中
也
、

四
八
年
以
来
的
加
。

パ
ー
ト
の
人
件
目
は
社
日
の
半
分

を
や
や
上
回
る
判
何
度
で
、
大
手
ス
ー

パ
ー
の
中
に
は
パ

l
ト
比
取
が
四
割

に
述
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

(
日
・
幻
朝
日
)

パ
l
卜
活
用
策

主
制
の
バ

l
ト
を
本
当
に
戦
力
と

し
て
活
川
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、

あ
る
家
沿
チ
ェ
ー
ン
防
で
は
白
山
勤

務
制
を
場
入
。
こ
れ
を
文
え
る
の
は

売
り
上
げ
歩
合
制
。
日
以
低
の
時
間
給

で
売
り
上
げ
ご
と
に
一
定
の
歩
A
u
o

主
姉
た
ち
は
い
き
お
い
忙
し
い
時
を

ね
ら
っ
て
山
勤
、
働
く
怠
欲
も
一
4
・っ。

ま
た
あ
る
く
つ
下
メ
ー
カ
ー
で
は
私

紋
の
保
行
所
を
放
問
。
わ
ず
か
の
矧

で
子
ど
も
を

.mけ
ら
れ
る
し
く
み
。

(
日
・
幻
朝
日
)

企
業
支
え
る
パ

l
卜

パ
ー
ト
勤
め
の
主
仰
が
激
泊
し
て

い
る
。
週
の
平
均
労
働
時
間
が
三
五

時
間
以
内
の
短
時
間
阿
川
削
人
は
二

O
三
万
人
、
史
上
故
高
と
な
っ
た
。

あ
る
大
手
ス
ー
パ
ー
が
一
一
五
人
の

パ
l
ト
を
掠
処
し
た
ら
、
二

O
O人

が
押
し
か
け
た
。
ま
た
探
川
ニ

0
0

人
に
三
五

O
人
が
殺
到
。
社

H
九
六

人
に
対
し
パ

1
ト
が
一
七
四
人
の
ス
ー

パ
ー
も
。
「
パ

1
ト
の
人
件
目
は
、

初
利
M
M
生
町
な
ど
間
接
白
川
を
加
え

て
も
正
社
H
H
の
半
矧
ね
皮
で
す
む
」

と

企

業

側

。

(

ロ

-m朝
日
)

〔
調
査
よ
り
〕
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女
性
が
高
年
男
性
の
骨
威
7

朝
日
生
命
保
険
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
「
女
性
就
業
者
は
昭
和
三

O
年
に

は
一
七

O
O万
人
だ
っ
た
が
、
五
二

年
に
は
二

O
三
三
万
人
に
問
え
た
。

と
く
に
位
林
業
か
ら
二
次
・
三
次
産

業
へ
の
流
入
が
目
立
ち
、
就
業
形
態

も
家
族
従
業
者
よ
り
服
川
者
と
し
て

的
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
後
一
円

就
職
を
目
指
す
高
年
附
肘
は
、
活
発

化
す
る
女
性
の
職
場
進
出
で
符
成
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
」
と
腿
盟

し
て
い
る
。

(
3
-
m朝
日
)

完
全
失
業
者
史
上
三
番
目
に

二
月
の
完
全
失
業
者
は
一
三
六
万

人
(
男
九
一
万
四
千
、
女
四
四
万
四

千
)
で
、
昭
和
三
一
、
三
四
年
に
次

ぐ
記
録
。
男
は
七
七
年
六
月
か
ら
横

ば
い
、
女
は
一
二
月
に
大
師
附
加
し

た
ま
ま
の
水
市
。



原
則
者
は
前
年
同
月
比
、
男
四
万

人
減
、
女
一
九
万
人
的
。(
3
・
剖
毎
日
)

製
造
業
女
子
は
月
収
八
万
六
千

労
働
省
の
昨
年
六
月
分
白
金
問
査

(
製
造
業
)
で
は
平
均
賃
金
列
子
一

六
二
、
五
O
O
円
、
女
子
八
六
、
八

O
O
円
で
児
子
九
・
O
%
女
子
八
・

二
%
ア
ッ
プ
。
平
均
年
齢
は
男
子
三

六
・
八
歳
、
女
子
三
五
・
六
歳
で
共

に
0
・
四
歳
地
。(
4

・2
毎
日
/
読
売
)

女
医
さ
ん
の
半
数
は
中
高
年

日
本
女
医
学
会
の
女
子
医
学
部
卒

業
生
一
五
、
二
ハ
八
人
を
対
象
と
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
総
医
師
数
一
二

万
八
千
中
、
女
医
は
一
万
二
千
人
で

九
・
七
%
。
年
齢
は
四
五
|
四
九
歳

が
二

0
・
三
%
、
五
O
|
五
四
歳
が

一
六
・
三
%
、
四
五
l
五
九
歳
が
四

六
・
六
%
を
占
め
、
科
目
は
内
・
限
・

小
児
科
の
順
。

〈

4

・9
読
売
)

初
任
給
は
低
成
長
だ
が

日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
四

五
O
O
社
を
対
象
と
し
た
淵
査
で
は

大
卒
男
子
は
一
O
七
、
六
五
八
円
で

前
年
比
四
・
一
%
的
、
河
本
列
子
八

九
、
一
四
三
円
、
四
・
O
%
地
と
一

一
年
間
の
故
低
。
女
子
は
大
卒
一

0

0
、
八
O
六
円
、
河
本
八
七
、
O
五

七
円
と
共
に
四
・
七
%
地
で
女
子
大

卒
が
初
め
て

}
Q刀
円
台
に
な
っ
た
。

(
5
・
お
朝
日
)

ま
か
り
通
る
女
性
差
別
定
年
制

原
川
で
の
山
刀
女
泥
別
が
同
者
だ
が
、

代
表
的
な
の
が
男
女
別
{
定
年
制
と
女

子
の
み
の
若
年
定
年
制
、
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
退
職
制
だ
。
労
働
省
の
調

査
で
も
、
男
女
別
定
年
制
は
=
ニ
、

三
O
O
社
、
う
ち
四
O
歳
未
満
は
一

二
O
O
社
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
退

職
も
一
二
O
O
祉
に
迷
し
て
い
る
。

家
計
維
持
の
立
任
者
は
列
と
い
う
社

会
通
念
が
桜
強
い
た
め
だ
が
、
女
性

の
生
活
継
を
お
び
や
か
す
も
の
だ
。

女
性
や
労
組
か
ら
の
不
泌
の
戸
が
少

な
い
が
自
覚
と
反
省
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
職
組
別
定
年
に
対
し
て
も
労
働

省
は
十
分
究
明
し
、
行
政
指
導
す
べ

き
だ
。

(
6
・
お
毎
日
社
説
)

普
通
勤
務
で
雇
わ
れ
た
い

都
民
の
就
業
構
造
法
本
調
査
で
は

「拙
H

泊
勤
務
で
届
わ
れ
た
い
」
と
安

定
制
川
を
求
め
る
女
性
は
、
三
四
・

四
%
も
。

(
7
-
M読
売
)

容
細
企
業
の
女
子
就
労
増
え
る

六
月
の
労
働
力
制
査
で
は
就
業
者

五
五
五
O
万
人
で
前
年
同
月
比
二
%

問
。
前
月
に
比
し
列
子
は

0
・
一
%

減
、
女
子
は

0
・
八
%
均
。
地
加
し

た
女
子
の
多
く
は
得
細
企
業
。
完
全

失
業
者
は
見
八
一
万
、
女
四
六
万
。

(
7
-
m毎
日
)

キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
が
進
出

B
G
や
O
L
よ
り
も
的
傾
的
に
働

く
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
が
地
え
た

が
、
出
産
や
・
家
事
と
の
か
ね
あ
い
の

ほ
か
、
相
変
わ
ら
ず
女
を
装
飾
品
と

み
る
企
業
の
姿
勢
に
武
内
閲
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
企
業
の
中
の
男
の
城

は
徐
々
に
切
り
印
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

か
つ
て
あ
れ
ほ
ど
射
が
ど
っ
か
と
臨
っ

て
い
た
家
縫
の
主
導
権
が
女
に
移
っ

た
よ
う
に
。

(
7
・
剖
毎
日
〉

女
は
課
長
相
当
ま
で
が
ニ
七
%

姉
人
少
年
局
の
「
女
子
労
働
者
の

応
用
管
理
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る

と、

mN女
と
も
採
川
す
る
方
針
の
企

業
は
高
卒
六
二
%
、
大
卒
二
二
%
。

採
川
条
件
児
女
差
な
し
は
高
・
平
七

一
%
、
大
卒
六
五
%
だ
が
、
教
育
訓

練
男
女
一
体
は
一
九
%
だ
け
で
、
女

子
は
受
け
さ
せ
な
い
が
二
二
%
。

管
理
職
に
昇
進
の
機
会
が
あ
る
企

業
は
四
八
%
、
内
わ
け
は
係
長
ま
で
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四
一
%
、
課
長
ま
で
二
七
%
。
さ
ら

に
結
婚
退
職
制
七
%
、
理
由
は
妊
娠
・

出
産
退
職
三
%
、
職
場
結
納
一
%
。

活
用
方
針
は
補
助
的
分
野
で
四
O

%
、
特
定
の
範
囲
の
み
三
六
%
、
区

別
な
し
二
六
%
、
制
械
的
に
沼
川
一

六
%
。民
間
企
業
五

O
O
Oと
い
う
初
の

大
規
似
捌
資
で
。

(
7
・
幻
似
日
/
7
・
m
m
H粁
/
8
・

口
説
先
)

厳
し
さ
増
す
労
働
市
場

六
月
の
失
業
者
は
列
女
と
も
地
加
、

一
三
三
万
人
に
な
っ
た
。
女
子
労
働

者
の
求
人
的
耶
は
0
・
六
、
パ
ー
ト

は
一
・

O
で
パ

l
ト
へ
の
切
り
換
え

が
目
立
つ
。
中
高
年
者
と
女
子
の
転

職
条
件
は
態
化
、
特
に
女
子
は
同
一

規
模
の
同
年
品
川
労
働
者
の
四
六
%
の

賃
金
。

(
8
・
お
|
幻
日
経
)

家
事
労
働
額
は
年
間
四
四
兆
円

火
師
二
人
で
川
一
九
万
、
子
ど
も

一
人
で
二
四
万
、
病
人
が
一
人
い
る

と
三
一
万
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
余

暇
問
先
セ
ン
タ
ー
の
レ
ジ
ャ
ー
白

η

は
年
間
山
氷
山
引
サ
ー
ビ
ス
は
四
四
兆
七

千
低
、
う
ち
女
性
が
三
五
兆
四
千
低

と
発
表
。
が
、
「
・
米
市
の
大
部
分
は

本
米
各
人
が
や
る
べ
き
こ
と
か
社
会

化
す
べ
き
こ
と
の
は
ず
」
と
行
水
や

よ
ひ
さ
ん
。

学
芸
大
久
川
倒
的
子
助
教
授
は
「
労

働
時
間
・
生
活
時
間
の
中
に
H

家

m・

時
間
H

を
入
れ
る
べ
き
。
欧
米
各
国

の
労
働
時
間
短
縮
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
父
籾
の
育
児
休
暇
は
そ
の
方
向
」

と
指
摘
。

(
9
・4
説
先
)

女
性
ゆ
え
に
ま
だ
格
差

初
岡
県
労
政
深
は
以
と
し
て
初
の

民
間
企
業
で
働
く
勤
労

M
人
を
災
態

調
資
。
女
性
労
働
者
は
三
四
%
、
-
っ

ち
既
術
者
は
四
別
で
、
そ
の
五
分
の

二
の
火
性
が
子
ど
も
を
行
て
な
が
ら

働
い
て
い
る
。

π
O成
以
下
の
定
年

制
が
一
川
独
、
判
断
川
u
m
制
・
日
制

山
陀
川
M
m
制
を
採
川
の
企
業
が
四
%

あ
っ
た
。
(
9
-
m
西
日
本
)

婦
人
労
働
白
書

女
子
労
働
人
口
は
二

O
七
O
万
人
、

労
働
人
口
総
数
に
占
め
る
比
取
は
三

八
%
(
0
・
六
%
ア
ッ
プ
)
。
就
業

者
数
は
二

O
三
三
万
人
(
一
了
九
%

別
)
で
史
上
段
高
に
。
被
M
m
用
者
は

一
二
五
一
万
人
(
四
%
m
)
で
被
M服

用
者
総
数
の
=
さ
了
二
%
。
年
附
別

で
は
二

O
l
二
四
歳
で
減
っ
た
以
外

ど
の
年
附
肘
で
も
地
加
し
、
平
均
年

附
は
三
三
・
九
歳
。

一
方
、
臨
時
.
、
口
同
い
も
二
三
万

人
(
一
二
・
八
%
)
泊
、
飛
附
的
な

m
加
市
中
。

が
、
月
給
は
列
子
二
五
万
三
六
九

八
円
に
対
し
一
四
万
一
六
四
四
円
で

男
の
五
五
・
三
%
。
採
川
市
中
は
高
卒

な
ら
六
二
%
、
大
卒
は
ニ
二
%
。
役

職
に
U
汁
巡
の
機
会
が
「
友
子
に
も
あ

る
」
は
四
八
%
、
-
っ
ち
「
ぱ
W
Kま
で
」

凹
0
・
五
%
、
「
刑
判
H
H
ま
で
」
二
七
・

三
%
。
定
年
足
別
は
二
三
%
の
企
業

に
み
ら
れ
る
。
〈
m
・
ロ
符
紙
)
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伸
び
る
女
性
の
勤
続
年
数

五
二
年
度
の
女
子
の
勤
続
年
数
は

五
・
八
年
で
わ
ず
か
ず
つ
だ
が
伸
び

て
い
る
。
女
子
服
用
者
の
平
均
年
齢

三
三
・
九
歳
、
既
M
m
者
六
五
・
一
%

と
、
中
高
年
・
既
納
者
と
い
う
女
子

労
働
者
の
パ
タ
ー
ン
が
、
若
年
・
未

熔
・
短
期
勤
続
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に

と
っ
て
代
わ
っ
た
。
師
人
労
働
旬
問

中
、
労
働
省
長
年
定
年
制
の
啓
世
・

児
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
徹
底
を

は

か

る

。

〈

m

・

幻

朝

日

)

職
場
の
男
女
平
等
の
程
度

長
野
姉
人
少
年
室
が
九
月
に
、
八

か
所
の
公
共
職
業
安
定
所
の
窓
口
を

通
じ
て
実
施
〈
女
子
一

O
O
O人
対



象
)
し
た
調
査
で
は
七
五
%
以
上
の

人
が

「自
分
の
都
合
」
で
的
の
職
場

を
迫
職
。
賃
金
や
昇
給

・
定
年
制
等

の
働
く
条
件
が
児
女
別
に
き
め
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
当
然
だ
」
一

七

・
五

%
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
三
九

・
九

%
、
「
不
合
型
だ
」

三
四
・
四
%
。

若
い
屑
ほ
ど

「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
回
答
。
平
等
で
な
い
原
因

は

「女
だ
か
ら
と
い
う
考
え
方
が
企

業
に
あ
る
た
め
」
六
七

・
一
%
、

「女
子
の
戦
業
に
対
す
る
臼
党
不
足
」

五

一
%

「女
子
の
版
業
能
力
不
足
」

四
一
・
二
%
で
「
女
子
が
保
殺
さ
れ

て
い
る
か
ら
」
は
二
二

・
一
%
だ
け
。

平
等
に
働
く
た
め
に
は
、
二
、
三
O

代
の
J

ハ
訓
が

「保
符
施
設
や
育
児
休

業
制
度

・
家
事
援
助
制
匹

を
、
五
、

六
O
代
は

「職
業
教
育

・
訓
練
」
を

希

望

。

(

叩

-m信
一
旬
)

女
性
優
位
の
高
校
生
の
就
職

長
野
県
内
の
高
校
を
対
象
に
し
た

l
本
リ
ク
ル

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
調
査

で
は
、
求
人
企
業
数
二
万

一
五

一二

社
で
、
昨
年
よ
り

一
0
・
五
%
減
、

就
職
希
望
者

一
人
当
た
り
凶

・
問
社

4

」。

内
定
率
は
女
子
七
五

・
七
%
、
男

子
五

一
・
五

%
。
全
凶
平
均
の
内
定

事
は
五
九

・
ヒ
%。

(μ
・
同
信
傷
)

今
春
の
初
任
給
伸
び
率
は
ダ
ウ
ン

男
子
が
巾
小
七
万
二
八

O
O
円

(仰
び
率
三
・
凶
%
)
、
一川
-MT
八
万
五

九
O
O円
(
四

・
九
%
)
、
短
大
卒

九
万
三
千
円
(
五

・
八
%
)
、
大
卒

事
務
系

一
O
万
五
六

O
O円
(凶
・

六
%
)
。
女
子
は
中
卒
六
万
七
二
O

O
円

(五

・
三
%
)
、
尚
半
八
万
二

千
円

(凹

・
六
%
)
、
短
大
半
九
万

じ
O
O円
(問
・
七
%
)
、
大
卒
事

暫
糸
九
万
九
九
O
O円
(凶
・
八
%)。

賃
上
げ
平
均
五

・
九
%
を
割
り
込
ん

だ

。

(

日
・

幻
朝
日
)

求
人
は
増
え
た
が
失
業
は
増
加

一
O
月
の
鹿
用
情
勢
は
完
全
失
業

率
が
二
・
二
七
%
と
今
春
の
水
準
ま

で
回
復
、
「
こ
の
傾
向
が
今
後
続
く

か
、
予
断
を
閉
さ
な
い
」
と
総
理
町

一
方
、
有
効
求
人
倍
率
は

0
・
五
八

倍
(
労
働
省
)
で
横
ば
い
状
態
。
求

人
と
求
職
が
な
か
な
か
結
び
つ
か
な

い
の

が

原

因

。

(
ロ

・
1
朝
日
)
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子
ど
も

〔
保
育
・
子
育
て
〕

和
歌
山
に
英
才
教
育
盤
出
現

「
英
才
の
め
ば
え
は
幼
児
期
か
ら
」

こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
H

塾

通
い
日
本
一
M

の
和
歌
山
市
に
今
存

幼
児
英
才
教
定
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

毎
年
京
大
に
六
、
七
人
A
括
で
評

判
の
常
科
的
の
幼
税
郎
で
、
英
・
国
-

n-m・
社
を
、
小
学
二
、
三
年
の

実
力
を
つ
け
る
と
い
う
説
明
会
に
教

科
け
マ
マ
が
殺
到
。
月
謝
は
二
万
円
。

こ
れ
と
は
別
に
、
四
、
五
歳
の
幼

稚
同
児
の
た
め
の
国
・
数

-m・
社

四
科
目
コ
l
ス
も
あ
り
、
間
以
の
総
務

• 
教
育

学
事
認
で
は
「
則
一
一
ま
し
い
形
と
は
言

え
な
い
」
と
淡
い
表
的
。

和
歌
山
大
・
北
川
文
雄
教
授
は

「
三
、
四
歳
の
教
育
が
大
脳
の
発
述

を
促
す
と
い
う
の
は
残
念
な
が
ら
仮

説
。
三
、
四
歳
の
記
憶
が
い
つ
ま
で

も
つ
か
も
不
明
。
人
づ
き
あ
い
と
か

創
造
性
も
罰
裂
だ
が
」
と
心
配
。
ま

た
京
大
教
育
学
部
問
中
中
山
人
助
教
授

は
、
「
一
二
、
回
収
児
の
知
能
は
質
的

な
転
換
期
に
あ
り
、
あ
る
ね
皮
つ
め

こ
み
も
可
能
だ
が
身
に
つ
く
と
は
限

ら
な
い
。
急
ぎ
す
ぎ
て
根
っ
こ
が
抜

け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
と
批
判

的。

(--n毎
日
)

区
立
幼
稚
園
で
六
時
間
保
育

東
京
・
千
代
田
区
で
は
米
年
度
か

ら
災
験
的
に
三
闘
で
保
汗
時
間
を
二

時
間
延
長
す
る
。

幼
推
闘
の
保
行
時
間
は
文
郎
行
の

幼
税
同
教
育
嬰
飢
で
四
時
間
と
さ
れ

て
お
り
、
四
五
年
一
月
、
中
央
教
行

得
議
会
は
時
間
延
長
と
H

幼
保
一
元

化
μ

に
反
対
。
一
方
、
四
六
年
、
厚

生
行
の
中
央
児
市
制
祉
潟
泌
会
は
幼

税
同
と
保
有
H

闘
の
区
別
に
反
対
、
対

立
し
て
い
た
。

千
代
川
区
で
は
、
「
附
工
業
地
得

で
家
族
労
働
が
多
く
、
交
通
安
全
や

T
V
っ
子
対
策
を
考
え
、
父
兄
の
熱
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却
も
あ
っ
て
」
と
説
明
。(2
・
日
読
売
)

入
れ
ぬ
保
育
所

武
郎
市
で
は
保
育
所
入
所
待
ち
の

保
行
浪
人
の
数
は
七

0
0
0人
を
上

町
る
。川
市
で
は
何
年
約
一

O
か
所
保
育

所
の
新
設
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
五
三
年
度
は
約
二
万
五

O
O人

を
的
問
で
き
た
だ
け
O

H

浪
人
u

の

多
く
は
乳
児
で
無
認
可
保
育
所
や
委

託
の
家
庭
に
預
け
ら
れ
て
い
る
が
、

は
っ
き
り
し
た
数
が
つ
か
め
て
い
な

い

。

〈

2
-
m京
m)



育
児
大
学
プ
l
ム

見
の
た
め
の
育
児
大
学
、
全
国
七

か
所
の
応
募
総
数
は
三
九
九
三
人
、

約
一
九
倍
。
「
講
義
を
聞
い
た
ら
、

山
座
っ
て
火
事
な
ん
だ
な
、
と
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
は
受
講
生

の
声
。

(
3
・2
読
売
)

*
 

も
く
浴
巾
犬
山
口
も
や
り
ま
す
と
、
育

児
用
品
メ
ー
カ
ー
が
帝
国
ホ
テ
ル
で

育
児
大
学
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

定
員
一
ニ

O
人
に
対
し
一
一
回
O
人
も

の
応
募
。
講
師
の
鹿
惚
大
学
・
飯
塚

教
授
は
「
故
近
は
附
仰
に
付
き
合
う

夫
も
で
で
き
ま
し
た
」
。(
3
-
m朝
日
)

好
評
の
足
立
区
ミ
ニ
幼
稚
園

園
児
数
三

O
人
、
国
会
は
金
子
校
、

隔
週
日
曜
で
計
一

O
回
、
五
歳
児
と

そ
の
保
護
者
の
た
め
の
「
幼
児
家
庭

教
育
学
級
」
が
予
想
以
上
の
好
評
。

第
二
期
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
保
育
料

は
無
料
。

(
9
・
日
朝
日
)

成
功
し
た
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
保
育

初
岡
県
水
巻
町
の
町
立
第
一
保
有

凶
に
四
月
か
ら
附
併
比
五
人
が
み
内

健
常
児
六
五
人
と
一
緒
に
保
行
し
た

が
、
身
阿
児
・
心
附
児
と
も
鮎
川
市
は

上
々
。

(ω
・
7
朝
日
)

夜
間
保
育
l
社
会
的
に
解
決
を

夜
間
保
育
を
必
混
と
す
る
母
紛
が

ふ
え
て
い
る
が
、
夜
間
の
公
立
保
行

所
は
ゼ
ロ
。
社
会
問
題
と
し
て
解
決

し
た
い
。

(ω
・

ω仔
川
村
山
「
作
品
の
机
」
)

赤
ち
ゃ
ん
、
保
育
所
の
死

東
京
、
三
附
州
市
の
無
認
可
保
育
所

で
さ
る
一

O
月
、
五
か
月
半
の
女
児

が
死
亡
。
符
・
M
M
医
は
、
「
離
乳
食
が

気
管
に
つ
ま
り
窒
息
死
」
と
診
断
。

保
育
所
側
は
「
病
弱
」
と
主
張
。

(ロ

-m読
売
)

職
場
保
育
所
、
満
五
年

此
の
門
病
院
・
虎
の
子
保
育
凶
は

産
休
あ
け
、
子
供
を
預
け
る
と
こ
ろ

が
な
い
と
い
う
一
人
の
右
越
刺
さ
ん

の
切
災
な
闘
い
か
ら
山
米
た
一
つ
。

今
は
以
上
に
一

O
坪
の
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
三
人
の
保
母
(
一
人
は
ア
ル

バ
イ
ト
)
が
本
政
児
六
人
を
浪
っ
て

い
る
。
無
認
可
の
不
安
定
さ
の
中
、

保
母
確
保
や
財
政
難
と
の
闘
い
は
続

い

て

い

る

。

(

ロ

-n毎
日
)

〔
保
父
さ
ん
〕

保
父
さ
ん
の
時
代
に
7

大
阪
の
羽
曳
野
市
の
保
育
凶
で
定

員
四
人
全
此
保
父
さ
ん
を
採
川
。
子

供
た
ち
は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
米
た
」

と
大
よ
ろ
こ
び
。

保
育
内
容
は
年
々
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
男
性

の
手
も
、
母
宅
昨
年
の

d
保
持
P

を
機
に
、
保
母
さ
ん
か
ら
も
見
性
を

要
望
す
る
戸
が
強
い
。
(
2
・
日
毎
日
)

都
に
初
の
保
父
さ
ん
三
人
挺
生

五
二
年
度
の
東
京
都
保
母
試
験
に

三
五
倍
の
灘
関
を
突
破
し
て
、
二
一

様
、
二
四
歳
、
三
八
歳
の
三
男
性
が

合
絡
。第
一
回
は
七
五
人
挑
戦
し
て
ゼ
ロ
、

今
回
は
八
六
人
受
験
。
全
体
の
受
験

者
は
四
一
一

O
人
で
合
格
は
一
二
七

人。

(
3
-
m毎
日
)

保
父
さ
ん
嘗
闘
中

制
岡
県
下
六
三

O
O人
の
保
母
さ

ん
に
ま
じ
り
三
人
の
保
父
さ
ん
が
誕

生
。
使
命
感
は
お
う
盛
だ
が
、
給
与

を
は
じ
め
と
し
て
待
過
は
よ
く
な
い
。

(
u
-
M西
日
本
)

苦
戦
、
保
父
さ
ん
一
期
生

保
父
が
公
認
さ
れ
て
二
年
、
都
内
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の
保
育
学
院
に
は
六
三
人
の
保
父
が

勉
強
中
。
う
ち
一

O
人
が
一
期
生
と

し
て
保
育
の
現
場
に
巣
立
つ
が
、
就

職
内
定
は
ま
だ
一
人
。
(ロ

-m読
売
)

〔
子
育
て
い
ろ
い
ろ
〕

赤
ち
ゃ
ん
体
操
に
赤
信
号

新
生
児
期
は
カ
エ
ル
の
よ
う
な
脚

が
自
然
の
形
。
無
理
に
伸
ば
す
と
脱

臼
も
。
「
赤
ち
ゃ
ん
体
操
に
気
を
つ

け
て
!
」
と
枠
形
外
科
K
ら
が
指
摘
。

(
3
・
日
朝
日
)

男
の
子
育
て

〈
制
人
民
主
ク
ラ
ブ
〉
の
集
会
で

保
父
の
リ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
た
江
守

純
出
入
さ
ん
(
三

O
)。
政
初
か
ら
家

事
に
杭
械
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
妥
の
尖
秘
さ
ん
(
二
九
)
に
糾
削
押

さ
れ
て
価
例
制
を
変
え
て
い
っ
た
。

子
育
て
を
到
の
手
に
取
り
民
す
こ
と

が
、
モ
l
レ
ツ
社

U
的
労
働
状
況
を

っ
き
く
ず
し
、
人
間
ら
し
ぢ
を
川
仰

す
る
手
が
か
り
に
な
ら
な
い
か
と
、

い
ま
「
引
の
ネ
カ
て
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
作
っ
て
い
る
。

(
3
-
m毎
日
)

男
が
子
育
て
を

「
父
親
は
も
っ
と
子
育
て
に
協
力

し
て
!
」
行
児
に
氾
わ
れ
る
母
税
の

叫
び
が
向
日
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
男
は
子
打
て
の
協
力
者
で
あ
る
だ

け
で
な
く
主
体
者
と
な
る
べ
き
だ
」

と
い
う
主
張
も
あ
る
。

ミ
ニ
コ
ミ
『
交
流
』
の
編
集
者
、

東
京
・
中
野
区
の
別
野
潔
さ
ん
(
四

二
)
は
、
今
年
五
月
発
足
し
た
〈
引

の
子
打
て
を
考
え
る
会
〉
の
以
作
品

メ
ン
バ
ー
。
『
交
流
』
の
辿
峨
企
阿

「
子
行
て
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
」
を

き
っ
か
け
に
知
り
合
っ
た
若
い
父
制

や
母
矧
の
語
り
合
い
の
中
か
ら
到
の

子
行
て
を
問
い
訂
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
聞
き
、
そ
こ
か
え
お
生
ま
れ
た
。

「
休
州
側
に
せ
よ
以
体
制
側
に
せ

よ
、
引
は
い
つ
も
火
と
子
供
を

mさ

去
り
に
し
た
ま
ま
股
勺
社
会
を
伐
さ

手
を
切
っ
て
波
り
抜
こ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
到
の
本
質
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
の
が
や
り
き
れ
な
い
。
そ
ん
な
生

き
方
を
似
ほ
か
ら
問
い
凶
し
て
、
男

と
女
と
子
供
が
、
み
ん
な
共
に
生
き

て
い
き
た
い
」
。

(m
・
幻
何
日
)

男
の
子
育
て
を
考
え
る
会

京
京
に
〈
男
の
子
背
て
を
考
え
る

会
〉
が
で
き
た
。
「
到
に
も
育
児
休

暇
を
与
え
よ
」
と
部
庁
に
押
し
か
け

た
り
、
手
記
を
集
め
た
本
『
羽
伏
子

育
て
考
』
(
現
代
詩
館
刊
)
を
出
し

た

り

。

(

ロ

-
U
関
口
)

あ
あ
ベ
ビ

l
ホ
テ
ル

料
金
は
二
時
間
ま
宝

δ
Q
U町

三
O
分
別
す
ご
と
に
六

O
O円
。
一

泊
さ
せ
る
と
一
万
二

O
O
O円。

「
で
も
お
金
を
払
え
ば
万
事
解
決
、

%
前
労
が
な
い
」
と
、
一
五
仰
の
保

門
前
・
を
も
っ
「
メ
ル
ヘ
ン
」
は
一
臼

問
|
一

O
人
の
利
川
者
で
繁
践
。

〈
3
・
幻
毎
日
)
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母
親
が
主
体
的
に
保
育
に
怠
加

小
金
井
市
の
私
立
回
帰
船
保
育
所

は
保
有
を
専
門
の
保
育
者
に
ま
か
せ

る
の
で
な
く
す
べ
て
の
母
親
が
参
加

す
る
こ
と
が
限
川
。
週
一
回
保
育
し
、

よ
そ
の
子
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
わ

が
子
へ
の
偏
見
を
除
い
て
い
る
。

「

n立
し
た
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

闘
う
初
日
身
が
果
た
し
て
生
き
生
き

と

n立
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
子

供
に
迫
ら
れ
た
感
じ
」
と
あ
る
母
は

出
る
。川
凶
は
保
行
に
参
加
で
き
な
い
フ

ル
タ
イ
ム
の
母
と
ど
う
共
同
性
を
確

立
し
て
い
く
か
、
子
を
抗
日
ち
な
が
ら

働
く
こ
と
を
ど
う
保
附
し
あ
っ
て
い

く
か
な
ど
。
専
業
主
制
も
合
め
て
協

力
す
る
契
機
を
凡
つ
け
た
い
と
い
う
。

(
4
-
m毎
日
)



母
と
子
の
あ
い
さ
つ
運
動

子
供
の
非
行
防
止
の
た
め
、
「
母

と
子
の
あ
い
さ
つ
述
勤
」
を
進
め
て

い
る
愛
知
主
婦
同
盟
で
は
、
二
八
日

昭
和
区
役
所
ホ
l
ル
で
こ
の
辺
勤
の

推
進
大
会
を
聞
く
。

(
7
・
泊
朝
日
)

夏
休
み
学
童
保
育
所
開
設

徳
島
県
鴨
ぬ
町
飯
尼
敷
地
区
の
働

く
婦
人
た
ち
が
自
主
巡
営
の
臨
時
学

市
一
保
育
所
「
学
市
一
保
育
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
」
を
開
設
し
た
。
休
み
中
の
事

故
を
心
配
し
て
看
護
婦
野
口
和
美
さ

ん
(
三
九
)
が
、
同
地
区
内
の
働
く

婦
人
一
八
人
に
呼
び
か
け
た
も
の
。

現
在
園
児
一
一
人
、
小
一
生
九
人
。

日
曜
以
外
八
時
三

O
分
|
午
後
五
時

ま
で
保
育
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
学
校

開
始
後
も
続
け
る
。

(
8
-
U徳
島

共
同
保
育
と
勉
強
会

身
寄
り
も
な
く
、
話
し
相
手
も
い

な
い
核
・
米
族
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
週

に
一
回
、
子
育
て
の
不
安
を
相
談
し

合
お
う
と
名
古
伝
市
で
共
同
保
育
を

始
め
た
。

(
9
・
9
中
日
)

会
員
制
で
子
守
り

広
島
市
郊
外
の
祇
凶
町
で
は
社
会

制
祉
協
議
会
の
下
で
幼
児
を
持
つ
主

婦
が
中
心
と
な
り
、
互
い
に
子
供
を

預
か
り
あ
う
。
料
金
は
一
時
間
一

O

O
円
。
月
に
三
回
集
団
保
内
H
も。

(m-m朝
日
)

中
野
区
で
「
緊
急
保
育
マ
マ
」
制
度

母
親
の
病
気
・
出
産
な
ど
で
急
に

保
育
で
き
な
く
な
っ
た
家
庭
の
子
供

を
一
時
的
に
預
か
る
制
度
を
実
施
。

(ω
・
げ
読
売
)

す
く
す
く
工
場
保
育
所

五
二
年
一

O
月
倒
産
し
た
ベ
ト
リ

カ
メ
ラ
。
労
組
は
工
場
内
に
保
育
所

を
作
り
カ
ン
パ
と
お
中
仕
で
子
供
を

η

て

て

い

る

。

(

日

-m毎
日
)

共
同
作
業
所
自
立
ヘ
パ
ザ
1

小
牧
市
内
の
陣
山
首
児
を
持
つ
母
籾

た
ち
が
二
三
目
、
「
す
ず
か
け
共
同

作
業
所
」
で
パ
ザ
l
。
(u・
剖
朝
日
)

〔
家
庭
科
〕

生
徒
の
声
を
聞
く
会

〈
家
路
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る

会
〉
が
男
女
高
校
生
五
人
の
な
ま
の

戸
を
聞
く
会
を
聞
い
た
。

「
好
き
な
の
で
や
り
た
い
が
男
子

校
で
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
」

「
二
年
か
ら
選
択
に
な
り
、
家
路

科
を
と
る
男
子
は
五
、
六
人
に
な
っ

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
女
は
家
ぽ
刊

男
子
は
体
育
に
疑
問
を
持
っ
た
」

「
共
修
で
、
女
だ
け
で
は
味
わ
え

な
い
楽
し
さ
を
感
じ
た
」

「
教
育
制
度
そ
の
も
の
を
変
え
な

け
れ
ば
本
当
の
共
修
は
で
き
な
い
の

で
は
」

等
々
、
新
鮮
な
意
見
が
印
象
的
。

(--m朝
日
)

授
業
に
活
気
、
男
女
共
修

大
阪
教
育
大
助
教
授
の
新
組
さ
ん

と
大
学
院
生
沢
田
さ
ん
の
三
年
間
の

訪
問
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
阪
府
の
公

立
中
学
校
八
六
校
の
う
ち
六
五
校
が

何
ら
か
の
形
で
技
術
科
・
家
庭
科
を

男
女
共
修
さ
せ
て
い
る
。
女
子
が
工

具
を
使
っ
た
り
、
男
子
が
ミ
シ
ン
を

扱
う
際
の
も
た
つ
き
ゃ
返
れ
は
あ
る

も
の
の
、
テ
ス
ト
正
答
率
は
ほ
と
ん

ど
差
が
な
い
。
教
材
つ
く
り
の
難
し

さ
な
ど
は
あ
る
が
、
当
の
中
学
生
は

共
修
を
積
極
的
に
評
価
。(6
・
泊
朝
日
)

H

人
間
u

が
欠
落
し
た
家
庭
科

新
高
校
学
習
指
導
要
領
案
は
女
子

の
み
必
修
は
現
行
巡
り
で
、
し
か
も
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学
習
範
囲
は
家
庭
律
活
に
限
定
さ
れ
、

消
費
者
教
育
な
ど
社
会
に
向
か
っ
て

関
か
れ
て
い
た
は
ず
の
窓
は
、
す
っ

ぽ
り
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
美
し

い
言
葉
を
前
面
に
立
て
て
、
身
を
か

わ
し
て
し
ま
っ
た
要
領
案
作
成
者
た

ち
を
卑
怯
だ
と
思
う
。

(
半
田
た
つ
子
)
(
6
・

ω読
売
)

実
社
会
で
は
男
も
台
所
ヘ

「
同
校
で
は
則
子
も
家
路
科
を
必

修
に
」
と
い
う
共
修
派
の
主
般
に
対

し
文
郎
省
の
資
鈎
は
巡
少
し
な
い
が
、

社
会
人
を
対
象
に
し
た
調
資
で
は
中

年
以
降
の
男
性
ほ
ど
「
共
修
必
挺
」

の
支
持
が
高
い
。
日
常
生
活
の
羽
で

必
援
に
迫
ら
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

m

身
赴
任
、
舵
死
別
な
ど
で
独
身
科
ら

し
に
な
っ
た
そ
の
時
に
あ
わ
て
て
も

遅
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

『
家
路
科
教
行
』
の
平
岡
た
つ
子

編
集
主
任
は
「
家
市
処
理
の
技
術
だ

け
が
家
路
科
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
人
の
と
き
健
肢
を
維
持
で
き
る
食

ベ
方
が
で
き
る
と
い
う
ね
皮
の
こ
と

は
自
立
し
た
人
間
と
し
て
別
性
に
も

要
求
さ
れ
る
。
家
路
教
訓
川
だ
け
で
な

く
、
学
校
教
育
に
き
ち
ん
と
位
世
づ

け
な
い
と
」
と
言
う
。

(
7
・
幻
毎
日
)

男
女
相
互
桑
り
入
れ
授
業

一
O
月
二
六
、
七
日
、
第
一
七
回

関
東
巾
信
越
地
区
中
学
校
技
術
・
家

庭
科
研
究
大
会
「
生
徒
が
自
ら
学
ぶ

技
術
・
家
陛
科
の
学
習
」
が
長
野
市

で
。
男
女
別
々
に
学
習
し
て
い
た
も

の
を
、
男
子
の
分
野
か
ら
一

m元
を

女
子
が
、
女
子
の
分
野
か
ら
一

m元

を
mH
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
履
修
、
五
六

年
か
ら
実
施
さ
れ
る
。〈

m
-
m信
毎
)

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
考
え
る
会

知
巡
会
館
で
大
学
生
児
女
六
人
の

怠
凡
を
発
表
。
「
よ
り
よ
く
生
き
る

た
め
に
家
庭
科
は
必
要
」
(
男
)
、

「
男
女
共
修
に
し
て
、
女
性
問
題
に

触
れ
て
も
ら
い
た
い
」
(
火
)
と
。

反
対
は
ゼ
ロ
。
(
日

-
M
M
m口
)

〔
女
性
教
師
〕

外
か
ら
不
信
、
内
に
偏
見
、
女
の
先
生

教
研
集
会
の
女
子
教
育
分
科
会
で

の
報
告
。
女
の
先
生
を
但
任
に
希
望

す
る
父
母
は
小
学
校
で
一
O
%
、
中

学
校
で
は
わ
ず
か
四
%
。
同
時
籾
た
ち

が
担
任
の
女
性
教
師
を
降
ろ
そ
う
と

す
る
抗
緩
行
動
も
報
告
さ
れ
た
。
職

場
内
で
も
五
O
成
で
円
た
た
き
さ
れ

る
例
や
、
会
議
の
席
で
発
討
を
封
じ

ら
れ
た
例
も
。

(
2
・
1
関
口
)

女
教
師
な
ら
「
は
ず
れ
」
か

母
親
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
あ
た

り
・
は
ず
れ
を
気
に
す
る
。
そ
の
・
ほ

に
は
紛
の
悶
盟
が
あ
り
一
概
に
は
無

視
で
き
な
い
。
し
か
し
女
教
師
と
い

う
だ
け
で
「
は
ず
れ
」
と
す
る
な
ら
、

そ
の
人
の
教
行
制
に
は
深
刻
な
ゆ
が

み
が
あ
る
。
限
強
い
女
性
脱
税
の
中

で
作
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
女
教
師

批
判
は
、
父
よ
り
ほ
に
強
い
が
、
改

め
て
考
え
て
ほ
し
い
。

(
柑
問
問
恭
平
記
者
)
(
3
・
幻
毎
日
)
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女
の
先
生
は
増
え
る
一
方

徳
品
川
雫
ふ
中
学
校
で
依
然
と
し

て
女
子
数
以
が
別
加
。

五
月
一
日
現
在
の
県
下
教
員
数
調

世
代
で
は
、
小
学
校
児
一
四
三
一
人

(
四
三
%
)
女
一
八
八
四
人
(
五
七

%
)
、
前
年
比
列
三
人
刷
、
女
四
二

人

m。
中
学
校
列
一
二
八
四
人
(
六
九
%
)

女
五
八
三
人
会
二
%
)
、
前
年
比

別
七
人
減
・
女
四
人
問
。

一
般
教
此
比
市
中
、
小
学
校
児
一
三

%
女
六
九
%
。
中
学
校
児
六
四
%
女

三
六
%
。

A

守
山
刊
新
規
探
川
者
、
小
学
校
八
三

人
中
、
女
六
四
人
(
七
七
%
)
、
中

学
校
三
九
人
中
、
女
二
四
人
(
六
二

%)。

(
6
・3
徳
島
)



増
え
続
け
る
女
の
先
生

愛
知
県
統
計
課
が
ま
と
め
た
五
三

年
度
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、

幼
稚
園
よ
り
保
育
園
に
行
く
幼
児
が

地
え
、
小
・
中
学
校
の
女
教
師
は
昨

年
よ
り
さ
ら
に
増
加
。
(
8
・
3
朝
日
)

女
教
師
は
メ
ダ
カ

「
女
教
師
は
自
主
性
が
な
く
始
末

に
お
え
ん
。
女
で
あ
る
こ
と
に
甘
え

ず
、
形
式
的
な
授
業
を
や
め
て
子
供

た
ち
が
わ
か
る
将
来
を
し
て
ほ
し
い
。

父
兄
は
メ
ダ
カ
の
エ
サ
代
出
す
た
め

に
税
金
払
っ
て
い
る
の
と
違
い
ま
す
」

(
新
居
信
正
・
教
諭
・
四
五
)

(m
・
げ
読
売
)

「
女
教
師
メ
ダ
カ
論
」
に
大
反
響

一
O
月
一
七
日
付
投
稿
を
め
ぐ
っ

て
反
論
が
殺
到
。

「
教
師
論
は
、
男
と
か
女
と
か
の

ワ
ク
を
超
え
て
、
人
間
と
い
う
土
俵

で
語
っ
て
ほ
し
い
」

(
中
学
校
教
師
・
後
藤
悼
す
・
二
四
)

「
教
育
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。

教
師
と
し
て
の
人
間
像
を
考
え
て
み

て
は
」
(
小
学
校
教
師
・
石
川
崎
文
子
)

「
男
の
先
生
に
こ
そ
、
校
長
・
教

頭
ら
何

Hm職
を
意
識
し
て
、
子
供
へ

の
思
い
は
こ
の
次
に
す
る
人
が
多
い

の
で
は
」
(
主
婦
・
中
山
間
子
)

「
女
教
師
に
対
す
る
毛
ノ
ス
ゴ
イ

信
仰
的
偏
見
」
(
主
婦
・
宮
崎
宏
子
)

「
や
め
て
も
ら
い
た
い
女
教
師
が

多
い
。
お
し
ゃ
れ
に
ば
か
り
関
心
が

あ
っ
て
、
教
育
の
辺
怨
な
ん
て
、
ひ

と
か
け
ら
も
な
い
」

(
高
校
教
師
・
民
名
希
望
)

「
女
教
師
は
結
婚
す
る
と
家
庭
第

一
主
義
で
仕
事
を
男
教
師
に
抑
し
つ

け
る
。
組
合
的
平
等
主
義
に
甘
ん
じ

て
い
る
」
(
荒
井
盟
・
三
九
)
等
々
。

(m
・
剖
読
売
)

男
先
生
増
え
て
ま
す

小
学
校
の
新
規
採
用
者
一
万
九
O

四
八
人
の
う
ち
男
子
は
三
二
%
、
六

一
O
三
人
で
、
年
々
一

l
二
%
ず
つ

男
子
が
地
加
。

中
学
校
で
も
五
二
・
四
%
(
四
九

年
度
)
か
ら
五
六
・
O
%
へ
。

五
三
年
度
公
立
学
校
教

H
採
用
状

況
と
五
年
間
の
傾
向
(
文
部
行
発
き

で

。

(

日

・

幻

羽

田

)

女
子
教
員
退
潮
に
ブ
レ
ー
キ

大
阪
の
教
員
採
用
試
験
合
格
者
総

数
に
占
め
る
女
子
の
割
合
が
五
年
ぷ

り
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
六
六
・
四

%
、
二
五
三
八
人
に
。
な
か
で
も
短

大
か
ら
の
小
学
校
教
員
は
一
五
・
八

%
か
ら
一
六
・
八
%
へ
ア
ッ
プ
。

(
ロ
・
ー
朝
日
)

〔
学
校
現
場
〕

窓
際
先
行
中
学
生
の
「
性
」

〈
東
京
都
中
学
校
性
教
育
研
究
会
〉

が
都
内
の
中
学
生
五
O
O
O
人
を
対

象
に
調
査
。

一
対
一
の
交
際
に
つ
い
て
は
「
よ

い
」
(
男
子
平
均
五
二
%
、
女
子
四

三
%
)
。
し
か
し
一
対
一
の
交
際
を

し
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
は
男
女
と
も

に
二
、
三
年
生
で
三
人
に
一
人
だ
っ

た。
中
学
生
が
キ
ス
す
る
こ
と
に
つ
い

て
「
好
き
江
人
な
ら
ば
よ
い
」
(
男

子
四
二
%
、
女
子
三
四
%
)
。
だ
が
、

キ
ス
の
経
験
に
つ
い
て
「
あ
る
」
と

答
え
た
の
は
男
女
と
も
全
学
年
平
均

で
七
%
。
怠
識
と
行
動
に
ズ
レ
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

調
査
を
担
当
し
た
指
導
室
長
は

「
相
手
〈
異
性
)
を
尊
重
す
る
ふ
る

ま
い
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
教
え

る
こ
と
が
大
切
」
。

(
1
-
U毎
日
)

安
心
し
て
P
T
A
活
動
を

P
T
A
が
主
催
、
共
催
す
る
活
動

中
の
ケ
ガ
に
治
療
貨
を
支
給
す
る
補

償
制
度
が
注
目
さ
れ
、
昨
年
こ
の
制

度
を
発
足
さ
せ
た
山
形
県
や
横
浜
市

67 



に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。(--m毎
日
)

H

女
子
マ
ネ
μ

定
渚

日
校
野
球
界
に
女
子
郎
H
H
が

m加

し
て
い
る
。
か
つ
て
の
マ
ス
コ
ッ
ト

的
存
在
か
ら
次
第
に
脱
皮
、
い
ま
で

は
確
災
に
郎
の
一
日
と
し
て
地
歩
を

築
き
あ
げ
て
い
る
克
ナ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

(
1
・
日
朝
日
)

叔
父
の
戦
死
、
教
材
に
生
か
す

太
平
洋
戦
争
米
別
に
戦
死
し
た
操

縦
士
の
紋
父
を
テ
l
マ
に
、
問
川
山
内
川
以

の
中
学
教
諭
・
木
村
ひ
ろ
み
さ
ん
が
、

平
和
の
あ
り
方
を
説
い
た
英
文
の
自

主
教
材
を
つ
く
り
、
沖
縄
の
教
研
集

会
分
科
会
で
彼
銭
。

(
1
・
泊
朝
日
)

女
の
方
が
男
に
つ
く
す
べ
き

男
子
は
六
一
%
、
女
子
も
四
O
%

が
こ
の
質
問
を
汁
定
。

「
オ
レ
た
ち
の
巧
え
方
っ
て
思
外

に
保
守
的
な
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
の

が

m立
同
点
刈
校
三
年
刊
制
の
仲
間

の
感
想
。
昨
秋
文
化
的
況
で
行
な
っ
た

「
列
と
女
」
を
テ

1
マ
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
後
の
つ
ぶ
や
き
。

(
2
・3
朝
日
)

『
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん
の
絵
日
記
』

神
経
質
で
い
つ
も
お
ど
お
ど
、
ほ

と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
県
立
ろ
う
学

校
小
学
部
の
女
児
(
九
)
が
一

1
三

年
間
に
つ
づ
っ
た
九
附
の
絵
日
記
を

迎
じ
て
担
任
の
教
諭
(
四
三
)
と
心

を
通
わ
せ
る
う
ち
、
活
発
に
話
し
、

一
般
児
斑
も
顔
負
け
す
る
よ
う
な
文

汽
ふ
次
現
が
で
き
る
ほ
ど
に
成
長
し
た

心
の
交
流
の
記
録
が
、
出
版
さ
れ
た
。

ろ
う
児
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
長

し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
生
き
生
き

と
し
た
地
問
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

口
市
な
本
だ
と
、
教
行
関
係
省
の
問

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
2
・
M
仰邸

し
め
つ
け
女
子
教
育

女
子
一
川
伐
の
則
川
は
隙
し
い
。
そ

れ
も
小
さ
な
小
さ
な
こ
と
ま
で
。

現
在
今
…
凶
女
子
校
七
O
一
(
私
立

七
O
%
)
。
そ
の
多
く
が
般
絡
な
し

つ
け
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
実
態
は
、

mな
る
規
則
ず

く
め
の
、
生
徒
の
自
主
性
を
無
視
し

た
じ
め
つ
け
教

F
で
し
か
な
い
。

(
2
・η毎
日
)

「
男
と
女
」
を
自
主
浮
習

東
京
武
政
野
市
の
古
作
女
子
同
校

で
は
、
高
校
三
年
の
「
伶
烈
・
社
会
」

を
一
か
月
か
け
て
自
主
学
開
。
テ
ー

マ
は
「
男
と
女
」
。
男
女
交
際
・
恋

愛
・
終
的
・
岡
山
・
妊
娠
に
つ
い
て

の
組
子
の
考
え
方
の
迎
い
・
夫
抑
ゲ

ン
カ
に
見
る
児
女
の
巡
い
・
女
性
の

肢
史
・
女
性
と
仕
明
・
就
職
に
お
け

る
見
女
犯
別
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
討

論
。
「
ふ
だ
ん
聞
け
な
い
何
人
の
怠

見
が
互
い
に
聞
け
た
」
「
生
徒
と
教

師
が
本
官
で
向
き
合
え
た
」
と
好
評

だ
っ
た
。

(
2
・

m説
先
)
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タ
ッ
プ
ミ
ノ

l
研
究
に
脚
光

子
供
た
ち
が
自
然
に
籾
し
む
機
会

を
と
、
タ
ッ
プ
ミ
ノ

1
の
飼
育
問
・
M
M

を
続
け
、
小
学
校
の
科
学
ク
ラ
ブ
な

ど
の
研
究
潟
材
と
し
て
野
放
さ
せ
て

い
る
鳴
門
市
教
育
研
究
所
の
藤
沢
千

代
子
指
導
主
事
(
四
八
)
の
ま
と
め

た
論
文
「
カ
ダ
ヤ
シ
(
タ
ッ
プ
ミ
ノ
l
)

の
研
究
」
に
、
財
団
法
人
下
中
記
念

財
団
か
ら
科
学
研
究
助
成
金
(
一
O

万
円
)
が
。

(
2
-
m徳
島
)

増
え
る
教
育
移
住

学
問
も
生
活
問
も
上
が
っ
て
、
子

供
を
部
会
の
学
校
に
出
し
て
仕
送
り

す
る
こ
と
は
大
変
な
臼
担
に
な
っ
て

き
た
。
負
担
に
耐
え
か
ね
て
、
家
を

た
た
み
、
子
供
に
つ
い
て
一
家
で
移

住
し
て
し
ま
う
ケ
l
ス
が
少
な
く
な

い
。
大
学
生
の
四
訓
が
東
京
に
集
中



す
る
「
教
育
の
部
会
偏
在
」
は
、
多

く
の
籾
た
ち
に
深
刻
な
悩
み
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

(
3
・
日
朝
日
)

全
盲
少
女
、
公
立
高
校
に
合
絡

仙
台
市
の
尾
形
呉
泣
さ
ん
は
生
後

間
も
な
く
失
明
し
た
が
、
本
人
の
努

力
と
、
教
科
書
を
す
べ
て
点
訳
し
た

両
親
・
教
師
、
黒
板
の
図
表
は
す
べ

て
レ
l
ズ
ラ
イ
タ
ー
(
官
人
周
作
図

機
〉
に
脅
さ
・
つ
つ
し
た
友
だ
ち
ら
の

応
援
で
小
、
中
は
拙
H

通
学
校
で
学
び
、

こ
の
春
み
ご
と
公
立
高
校
に
合
絡
。

全
国
で
も
初
め
て
。

(
3
-
m毎
日
)

商
業
高
校
は
女
の
函

都
立
商
業
高
校
の
男
女
比
は
一
対

九
に
ま
で
広
が
り
、
女
の
固
と
な
っ

た
。
そ
の
最
大
の
「
功
」
は
あ
る
程

度
の
学
力
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
男
女
の
学
互
設
が
聞
き
す
ぎ
、

男
女
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
必
要
な
ほ

ど。

(
3
・
泊
朝
日
)

n
手
伝
い
u

と
"
分
担
“
の
差

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
親
は
、
子
の
保
護

者
と
い
う
よ
り
指
導
者
。
子
供
に
家

事
の

w
手
伝
い
“
を
さ
せ
る
の
で
は

な
く

w
分
担
u

さ
せ
る
。
ス
リ
ッ
パ

路
辺
一
つ
で
も
立
任
感
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
幼

児
に
感
心
。
(
高
橋
政
・
教
育
自
説
裂
)

(
4
・4
読
売
)

H

犬
食
い
“
も
う
ご
め
ん

経
済
性
一
本
や
り
だ
っ
た
学
校
給

食
の
象
徴
、
先
制
れ
ス
プ
ー
ン
廃
止

へ
と
新
宿
区
の
母
親
・
栄
養
士
・
調

理
師
な
ど
の
〈
学
校
給
食
を
考
え
る

会
〉
と
、
民
族
学
研
究
家
・
本
回
総

一
郎
氏
ら
の
〈
学
校
給
食
か
ら
先
制

れ
ス
プ
ー
ン
を
追
放
す
る
会
〉
が
立

ち
上
が
っ
た
。

(
5
・
日
朝
日
)

夏
休
み
の
補
習
授
業
廃
止

徳
島
県
中
学
校
長
会
は
夏
休
み
中

の
術
習
授
業
は
全
出
と
決
定
。
戦
後

ま
も
な
く
か
ら
続
け
ら
れ
た
受
験
生

の
夏
休
み
補
習
は
こ
れ
で
姿
を
消
す
。

(
5
・ω徳
島
)

女
子
大
不
可
思
隊
総

男
女
共
学
の
学
制
改
革
か
ら
三

O

年
。
男
子
大
は
存
在
し
な
い
の
に
女

子
大
は
四
年
制
で
は
二
割
、
短
大
で

は
六
割
を
占
め
て
い
る
。
女
子
大
は

存
在
価
値
が
あ
る
の
か
|
|
述
峨
の

「
女
子
大
不
可
思
議
論
」
へ
の
反
論

は
肯
定
二
、
否
定
一
。
背
な
が
ら
の

良
妥
賢
母
教
育
、
生
ぬ
る
い
、
束
縛

が
多
い
と
い
う
否
定
論
に
対
し
、

「
一
流
大
学
の
男
と
交
際
で
き
る
、

二
流
の
共
学
校
よ
り
ず
っ
と
ト
ク
」

「
女
ば
か
り
だ
か
ら
授
業
・
中
に
セ
ッ

ク
ス
の
討
論
も
で
き
る
、
進
ん
で
他

大
学
の
聡
識
に
も
い
く
」
な
ど
肯
定

論
は
多
彩
。
「
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
女

子
学
生
は
自
己
矛
盾
に
陥
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
女
性
差
別
の

延
長
線
上
に
女
子
大
の
イ
メ
ー
ジ
を

築
く
社
会
の
あ
り
方
こ
そ
問
題
、
女

子
大
不
可
思
議
論
こ
そ
不
毛
の
論
」

と
い
う
鋭
い
指
摘
も
。
(
6
・
日
朝
日
)

少
女
サ
ッ
カ
ー
活
履

第
二
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
和
歌
山
代
表
で
小
学
五
年
生
の

西
由
起
子
ち
ゃ
ん
が
出
場
す
る
。

「
遊
び
じ
ゃ
面
白
く
な
い
。
男
の
子

に
負
け
な
い
ワ
」
と
五
一
年
に
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
。
女

子
選
手
の
山
場
は
今
回
が
初
め
て
だ

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
最
初
で
最
後

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。(
7
・8
読
売
)

*E 

巴
御
前
と
い
わ
れ
る
西
由
起
子
さ

ん
が
注
目
を
浴
び
た
。
こ
の
大
会
の

参
加
規
定
に
は
男
女
の
区
別
が
な
い
。

将
来
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
が
脅
威
に
な
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る
か
も
。

(
8
・2
説
先
)

野
球
に
燃
え
る
少
女
た
ち

名
古
国
市
の
古
橋
附
央
さ
ん
(
一

六
)
が
、
男
の
子
だ
け
に
や
ら
せ
て

お
く
の
は
お
も
し
ろ
く
な
い
と
山
で

高
校
生
で
野
球
チ
l
ム
を
結
成
。
親

に
は
内
涯
の
人
も
い
る
中
で
自
主
訓

制。

(
7
・U
中
日
)

早
ま
る
初
潮
年
齢

戦
前
の
平
均
は
一
四
歳
。
以
後
俗

一
二
日
ず
つ
早
ま
っ
て
七
七
年
度
は

一
二
歳
六
か
月
。
市
部
郡
部
の
去
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

則
子
の
精
通
年
附
も
、
今
ま
で
女

子
よ
り
二
年
迎
い
と
訂
わ
れ
て
い
た

が
一
年
先
。

大
阪
大
常
人
間
科
学
郎
沢

m助
教

授
の
「
全
国
初
潮
淵
究
」
(
二

O
三

O
校
、
一

O
万
五
五

O
O人
)
で
。

(
7
-
m
日
経
)

通
知
裂
で
大
も
め

H
K
的
市
の
.
内
町
小
で
は
到
述
問
山

師
か
制
対
抑
制
か
で
校
H
K
と
一
郎
父

母
の
怠
凡
が
対
立
、
一
七
日
夜
、
父

母
・
教
師
な
ど
約
一
二

O
人
が
学
校

に
集
ま
り
大
討
論
集
会
。
父
兄
の
到

述
度
評
価
文
持
に
対
し
、
校
長
は
相

対
評
価
を
浪
ら
ず
平
行
線
。
終
業
式

で
は
、
半
数
に
迎
知
裂
な
し
の
事
態

に
な
っ
た
。

(
7
-
m西
日
本
)

子
供
野
球
に
女
子
選
手
初
登
場

第
一
九
回
子
供
野
球
の
集
い
〈
県

軟
式
野
球
述
別
他
主
催
・
参
加
一
四

O
チ
l
ム
〉
に
徳
円
川
市
勝
占
B
チ
ー

ム
は
女
子
選
手
三
人
を
投
針
。

(
7
・
お
徳
向
)

父
兄
向
け
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

徳
山
商
業
同
校
は
関
守
得
世
話
利

用
の
父
兄
向
け
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
七
月
中
旬
か
ら
開
始
。
学
校
仙
川
純

を
一
泊
机
分
に
集
約
、
一
日
間

O
M

を
上
川
る
利
川
市
。

(
8
・
2
徳
・
川
)

M

戦
争
体
験
ω

児
盆
が
聞
き
書
き

大
治
乱
教
組
は
児
市
中
誌
が
ハ
込
山
町
・

机
父
母
な
ど
の
大
人
か
ら
聞
き
討
さ

で
集
め
た
収
争
の
記
録
を
『
大
分
の

平
和
教

η
・
戦
争
体
験
記
集
』
と
し

て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
。
「
戦
争

体
験
を
こ
の
ま
ま
風
化
さ
せ
て
は
い

け
な
い
」
と
二
年
が
か
り
で
完
成
さ

せ
た
体
験
集
は
六
日
、
岡
県
下
小
中

学
校
の
平
和
授
業
で
刷
説
本
と
し
て

使
わ
れ
る
。

(
8
・
4
西
日
本
〉

小
学
校
の
性
教
育

「
性
教
行
は
小
学
校
か
ら
必
嬰
」

と
考
え
る
学
者
や
先
生
が
ふ
え
、
取

京
と
大
阪
で

n
教
科
悦
Y
が
誕
生
、

官
術
授
も
ボ
ツ
ボ
ツ
。
が
、
「
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
性
知
識
と
表
誕
の
人
間
愛

や
児
女
の
マ
ナ
ー
が
家
・
凶
や
教
会
で

さ
れ
る
」
「
子
と
母
が
一
緒
に
授
業

を
受
け
話
し
合
う
の
が
閉
ま
し
い
」

と
の
指
摘
も
。
《

9
-
m朝
日
)
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現
代
教
員
の
窓
機
構
造

東
邦
大
学
問
中
義
京
都
附
の
調
査

で
は
小
学
校
の
男
性
教
師
の
半
数
は

女
性
教
師
の

m加
に
マ
ユ
を
ひ
そ
め
、

女
教
師
の
三
割
が
「
自
分
の
子
供
が

女
の
子
な
ら
教
師
に
し
た
い
」
と
考

え

て

い

る

。

〈

9
・
叩
毎
日
)

少
年
よ
強
〈
|
家
出
白
書
|

九
月
に
保
護
し
た
家
山
少
年
は
九

六
八
二
人
で
前
年
比
六
%
的
。
内
わ

け
は
、
小
学
生
五
三
一
人
、
中
学
生

三
O
四
六
人
、
高
校
生
二
八
八
四
人
、

行
職
少
年
一
五
二
人
、
無
職
少
年

=
ニ
六
一
人
で
、
未
就
学
児
も
一
一
三

人
い
た
。

中
学
で
は
男
子
、
高
校
で
は
女
子

が
多
く
、
五
二
%
が
女
子
。

動
機
の
う
ち
家
肱
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
や
受
験
、
学
校
ぎ
ら
い
、
異
性
閲



係
な
ど
の
逃
澄
型
が
六
六

・
二
%
も
。

少
年
た
ち
が
た
む
ろ
す
る
織
り
場
に

は
転
落
の
ワ
ナ
が
あ
り
非
行
、
犯
罪

に
走
る
ケ
|
ス
も
多
い
。

九
月
だ
け

で
八

一
二
人
(
う
ち
少
広

一
八
三
人
)

が
非
行
に
走
り
、
と
く
に
男
子
は
七

人
に

一
人
の
訓
で
せ
っ
際
や
恐
か
つ

な
と
の
犯
非
に
走
っ
て
お
り
、
強
獄

事
件
を
起
こ
し
た
少
年
も
三
人。

一
方
、
五
二
四
人
(
う
ち
少
女
四

八
二
人
)
は
犯
鮮
の
被
害
者
に
。
風

俗
営
業
に
売
ら
れ
た
り
、
売
春
や
深

夜
労
働
を
強
襲
さ
れ
た
者
が
凹
九
五

人
、
せ
っ
慌
に
あ

っ
た
者
六
人
、
婦

女
暴
行
を
受
け
た
者

一
凶
人
と
な

っ

て
い
る
。
響
楽
庁
で
は
学
校
や
家
庭

の
配
慮
を
要
望
し
て
い
る
。

(ゆ

・
幻
毎
日
)
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お
寒
い
産
休
補
助
教
員
制

「補
助
教
員
の
即
時
保
は
大
変
ら
し

く
、
H

あ
な
た
で

一
O
O人
目
、
お

願
い
だ
か
ら
断
わ
ら
な
い
で
H

と
言

わ
れ
た
」
と
補
助
教
員
。
校
長
は

「数
は
足
り
て
も
い
い
先
生
が
い
な

い
」
と
嘆
く
。

H

女
教
師
時
代
μ

に

対
応
の
遅
れ
が
目
立
つ
。

(
日
・

7
読
売
)

女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
一

京
都
市
立
西
山
高
は
玄
チ
サ
ッ
カ
ー

三
年
辿
続
日
本

一
。
そ
の
練
習
は
き

び

し

い

。

(

ロ

・
引
読
売
)

育 1

Ef統訪州
そ
の
時
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か
ら
だ

〔
出
産
〕

H

出
箆
白
書
仰
を
ま
と
め
て
集
会

一
七
二
五
人
中
、
民
常
分
娩
が
二

八
五
人
、
附
術
総
先
制
川
を
使
っ
た
計

阿
分
娩
が
三
川
、
そ
の
多
く
は
病
院

側
の
「
休
日
は
ず
し
」
が
原
凶
。

山
陀
総
白
川
は
公
立
で
は
二
O
万

円
ま
で
が
九
O
%
、
私
立
で
一
四
|

二
四
万
円
が
七
一
%
だ
が
分
娩
料
は

一
ー
一
三
万
円
と
バ
ラ
バ
ラ
。

母
性
給
付
は
健
保
で
は
一
作
一
O

万
円
、
国
民
保
険
は
四
|
六
万
円
。

生
活
が
苦
し
い
人
の
ほ
う
が
給
付
が

低
い
。
ー
同
際
婦
人
年
大
阪
迎
絡

• 
健
康

会
(
四
三
団
体
)
の
H

山
陀
白
内
“

中
間
桜
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
山
肢

が
「
女
の
共
通
の
問
題
」
と
し
て
初

め
て
考
え
ら
れ
た
。

(
3
・

ω朝
日
)

鶴
発
剤
で
ま
た
四
つ
子

五
つ
子
誕
生
で
話
題
に
な
っ
た
鹿

児
品
市
立
病
院
で
、
三
二
歳
の
母
が

七
か
月
の
四
つ
子
を
H
十
践
。
母
体
は

川
出
版
だ
が
四
つ
子
は
人
工
呼
吸
波
間

で
呼
吸
中
。

(
4
・
mm明
日
)

妊
婦
の
喫
煙
は
H

胎
児
の
敵
u

待
日
新
聞
社
が
二
O
歳
以
上
の
児

女
三
千
人
に
行
な
っ
た
「
タ
バ
コ
世

論
調
査
」
に
よ
る
と
女
性
の
一
三
%

が
喫
煙
、
一
日
の
喫
均
以
は
一
O
本

米
泌
が
四
二
%
、
一
一
ー
二
O
が
四

O
%
、
三
O
本
以
上
の
へ
ピ
!
ス
モ
l

カ
l
は
児
一
O
%
に
対
し
女
は
五
%
。

同
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
平

山
総
疫
学
郎
H
K
は
「
妊
娠
四
か
月
以

降
の
喫
煙
で
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
の
体
頂
は
平
均
よ
り
終
く
な
る
例

が
多
く
、
円
十
産
・
死
庄
の
取
も
向
い
。

乳
児
の
ポ
ッ
ク
リ
病
も
タ
バ
コ
と
の

関
係
が
疑
わ
れ
て
い
る
」
と
。
ま
た

胎
児
へ
の
附
仲
間
W
を
臼
党
し
な
い
で
喫

煙
し
て
い
る
こ
と
は
H

犯
非
行
為
N

だ
と
も
削
円
台
し
て
い
る
。
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(
5
-
m毎
日
)

医
者
の
都
合
で
人
工
陣
痛
出
産

陀
科
医
の
「
お
産
お
断
り
」
が
大

阿
川
市
闘
で
広
が
っ
て
い
る
が
、
医
師

や
瓜
者
の
郎
合
に
合
わ
せ
て
附
痛
誘

発
剤
で
人
工
的
に
臨
む
計
岡
の
換

も
、
も
は
や
常
識
化
し
て
い
る
。
入

手
不
足
や
救
急
K
僚
体
制
の
不
仰
が

皿
山
だ
が
「
医
学
的
に
必
要
で
な
い

こ
と
は
医
療
で
は
な
い
」
と
国
立
医

彼
セ
ン
タ
ー
の
孜
妥
発
段
姉
人
科
部

長
は
批
判
的
。
こ
う
し
た
中
で
〈
準

備
山
際
協
会
〉
の
よ
う
に
山
産
の
本

米
の
獲
を
と
り
も
ど
そ
う
と
い
う
自



宅
分
娩
グ
ル
ー
プ
も
芽
生
え
て
い
る

が
、
一
般
に
は
ま
だ
、
あ
な
た
ま
か

せ
の
出
産
が
多
い
。

(6-uー

6
-
m読
売
)

助
産
婦
不
足

一
九
七
三
年
の
裁
が
国
の
妊
産
婦

死
亡
率
は
山
中
干
万
対
比
で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
二
・
七
よ
り
は
る
か
に
高
く

三
八
・
三
、
医
山
以
後
進
国
と
い
わ
れ

る
イ
タ
リ
ア
並
み
。
助
産
制
の
少
な

い
こ
と
が
悲
劇
を
生
ん
で
い
る
。
産

科
救
急
医
彼
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
が
急

務
、
と
救
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
〈
日

本
宥
護
協
会
〉
の
山
西
み
な
子
さ
ん

が
提
言
。

(
7
・
2
読
売
)

「小
6
」
が
出
産

福
岡
県
八
女
郡
で
小
学
校
六
年
生

の
女
の
子
(
二
)
が
四
月
下
旬
に

田
克
を
出
産
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
久
留
米
市
内
で
パ

1
勤
め
を
し

て
い
る
姉
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い

る
う
ち
に
姉
の
愛
人
の
子
を
身
ご
も
っ

た
も
の
で
、
両
親
や
教
師
も
出
産
底

的
ま
で
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
。

(
7
・
6
西
日
本
)

里
帰
り
分
娩
に
批
判

災
常
分
娩
は
病
院
側
の
郎
合
が
原

因
と
い
う
指
摘
が
あ
る
一
方
、
日
本

医
師
会
誌
と
助
産
制
雑
誌
に
異
常
分

娩
が
地
え
る
傾
向
に
あ
る
、
と
虫
帰

り
分
娩
に
対
す
る
批
判
が
抑
制
紋
さ
れ

た
。
妊
娠
・
分
娩
・
尿
術
と
い
う
一

辿
の
民
い
経
過
を
た
ど
る
も
の
は
、

同
一
施
設
で
官
辺
が
理
想
。
夫
婦
の

子
供
で
あ
る
以
上
、
二
人
で
協
力
し

て
産
む
よ
う
努
め
る
べ
き
、
と
。

(
9
-
n信
毎
)

胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群

ア
ル
コ
ー
ル
中
訟
の
母
親
は
異
常

児
を
出
産
す
る
。
国
内
初
の
症
例
学

会
で
日
大
小
児
科
の
高
島
敬
忠
氏
は

「
妊
娠
中
の
飲
酒
は
控
え
る
べ
き
だ
」

と
報
告
。

(m
・7
毎
日
)

他
人
の
卵
子
を
借
り
人
工
綬
精

シ
カ
ゴ
で
不
妊
症
女
性
の
夫
の
精

子
を
別
の
女
性
に
受
精
さ
せ
、
五
日

後
に
受
約
卵
を

n
卵
子
提
供
女
性
u

の
胎
内
か
ら
取
り
出
し
、
不
妊
症
の

女
性
に
お
床
さ
せ
る
方
法
を
開
発
し

た
と
発
表
。

(
ω
-
M朝
日
)

サ
リ
ド
マ
イ
ド
女
性
正
常
出
産

英
国
の
一
八
歳
の
母
が
一
三
日
健

全
な
女
児
を
出
産
。
迫
伝
を
心
配
す

る
人
々
に
大
き
な
朗
報
。
母
エ
レ
ー

ン
さ
ん
は
両
腕
が
な
い
が
正
常
児
と

同
じ
学
校
に
通
い
自
動
車
を
巡
転
、

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
・
お
む
つ
の
世
話

も
で
き
る
。

(
m
-
M東
京
)

働
く
婦
人
の
出
産

妊
婦
受
診
の
通
院
休
暇
の
あ
る
企

業
は
一
八
・
六
%
、
つ
わ
り
休
暇
一

一
%
、
時
差
通
勤
一
五
%
、
育
児
休

業
六
・
三
%
。
流
産
は
就
労
者
一
四
・

一
、
非
就
労
=
了
四
と
差
が
縮
ま
っ

た
が
中
絶
は
多
く
、
妊
娠
中
毒
症
は

自
営
業
に
目
立
つ
。
大
規
模
な
全
国

的
調
査
が
必
裂
と
、
第
一
九
回
日
本

術
生
学
会
で
も
指
摘
さ
れ
た
。

(m
・
幻
読
売
)

お
産
革
命

大
正
期
の
箆
婦
死
亡
は
毎
年
六
千

人
、
昭
和
二
四
年
で
も
四
千
人
台
だ
っ

た
が
五
二
年
に
は
四

O
四
人
に
。
し

か
し
詑
婆
と
い
う
女
に
扱
わ
れ
て
い

た
出
産
は
医
師
と
い
う
男
の
手
に
移

り
、
日
以
近
で
は
切
る
の
が
常
識
に
。

こ
れ
を
産
む
側
に
取
り
民
そ
う
と
夫

婦
協
力
の
無
印
刷
産
な
ど
が
誕
生
:
・
。

(
m
-
m
l
H
・
泊
朝
日
)

都
立
産
院
の
分
娩
料
値
上
げ

今
春
、
一
万
四
千
円
か
ら
二
万
五

千
円
に
上
が
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
さ

73 



ら
に
二
倍
の
五
万
円
に
。
「
同
立
病

院
は
六
万
円
、
生
活
保
滋
悦
抑
へ
の

扶
助
も
六
万
円
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

た
」
と
都
側
は
説
明
。
行
制
成
時
門
学

院
授
業
料
も
七
千
円
か
ら
倍
の
一
万

四
千
円
に
な
っ
た
。
(
日
・
口
説
九
ん
)

受
け
て
ま
す
、
安
産
体
操

山
花
を
控
え
た
れ
州
人
の
不
安
や
述

動
不
足
を
解
消
し
、
丈
夫
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
ん
で
も
ら
う
た
め
、
瀬
戸
市

は
今
年
五
月
か
ら
母
子
館
山
相
談
所

で
「
安
産
教
室
」
を
聞
い
て
い
る
。

特
に
初
院
の
人
に
効
果
が
表
れ
、
お

礼
の
手
紙
や
市
話
が
多
い
。
(
日
・
泊
朝
日
)

男
と
女
の
比
率

男
女
性
別
は
受
析
の
瞬
間
に
見
交

ほ
ぽ
同
市
に
な
る
よ
う
に
決
ま
る
。

盟
問
上
は
児
女
の
詑
み
分
け
が
で
き

る
が
、
児
女
の
比
山
中
は
ど
う
な
る
か
。

(
石
塚
山
山
降
・
名
古
回
大
学
長
)

(ロ

-uω
日
)

〔
試
験
管
ベ
ビ

l
〕

民
験
管
ベ
ビ

l
近
く
誕
生

英
同
で
惜
別
で
初
め
て
の
試
験
管

ベ
ビ
ー
が
誕
生
す
る
予
定
。
(
7
-
U読
売
)

世
界
初
の
院
験
管
ベ
ビ

l
挺
生

医
学
、
倫
問
、
賛
否
両
論
の
中
、

七
月
一
一
六
日
、
英
国
で
、
休
軍
二
六

0
0グ
ラ
ム
の
女
児
を
帝
王
切
開
で

山
産
。
母
親
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部

プ
リ
ス
ト
ル
市
に
住
む
鉄
道
巡
転
士

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
(
三
八
)
の

主
レ
ズ
リ
ー
さ
ん
。
母
ず
と
も
正
常

-
生
み
の
籾
H

は
オ
l
ル
ダ
ム
総
合

病
院
陀
州
人
科
医
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス

テ
プ
ト
1
問
士
(
六
五
)
と
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
の
ロ
パ
l
ト
・
エ
ド
ワ
l

ズ
同
士
(
五
三
)
。
一

O
年
を
超
え

た
H

執
念
の
陀
物
~

こ
の
「
休
外
交
問
山
知
一
日
」
の

似
泊
独
山
似
は
デ
イ
リ
ー
メ
l
ル
紙

な
ど
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
が
三

O
万
ポ

ン
ド
(
約
一
位
二
千
万
円
)
で
取

ω

し
て
お
り
、
詳
細
は
ま
だ
明
ら
か
で

な
い
。

(
7
・

m行
紙
)

民
験
管
ベ
ビ

l
に
思
う

試
験
行
ベ
ビ
l
の
問
凶
点
と
し
て

医
学
・
倫
問
・
未
来
の
三
つ
の
側
而

が
考
え
ら
れ
る
。

奇
形
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
当

然
あ
る
。
技
術
の
適
川
お
憎
が
今
後

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夫
抑
間
以
外
で
使
わ
れ
た
ら
・
・
・
親

子
の
法
州
仲
間
凶
に
新
し
い
課
凶
が
生

ま
れ
た
。
社
会
的
な
対
応
を
誤
ら
な

い
こ
と
が
盟
ま
れ
る
。

M

作
削
介
の
反
応
は
!
*
 

受
制
の
拠
作
を
外
で
や
り
本
当
の

お
母
さ
ん
の
ハ
ラ
に
民
し
て
育
て
る

か
ら
変
な
現
象
は
起
こ
る
は
ず
が
な

い
。
日
本
で
も
試
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

(
飯
塚
町
八
・
股
大
医
学
郎
教
授
)

7<1 

技
術
が
完
全
に
開
発
さ
れ
れ
ば
自

然
性
交
で
生
ま
れ
よ
う
と
、
試
験
料
H

で
生
ま
れ
よ
う
と
か
ま
わ
な
い
。

(
渡
辺
絡
・
慶
大
医
学
部
教
授
)

他
人
に
頼
ま
れ
「
子
産
み
毘
」
を

つ
く
る
可
能
性
も
。
化
け
物
人
聞
が

た
く
さ
ん
で
き
て
し
ま
う
。

(
菊
田
昇
・
医
師
)

神
の
傾
岐
に
人
間
が
入
り
込
む
こ

と
に
強
い
疑
問
を
感
じ
る
。
女
性
解

放
に
つ
な
が
る
と
も
思
わ
な
い
。

(
行
木
や
よ
ひ
・
評
論
家
)

人
体
実
験
と
か
、
木
米
の
人
間
関

係
を
逸
脱
す
る
も
の
と
か
、
不
安
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
へ
ん

は
人
間
の
本
能
が
詐
さ
な
い
の
で
は
。

そ
こ
ま
で
母
性
失
絡
は
し
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
(
遠
制
服
周
作
・
作
家
)

〈

7
-
m毎
日
)

*
 



そ
う
ま
で
し
て
H

わ
が
子
u

を
産

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
。
卵

行
閉
そ
く
は
不
妊
の
一
一
割
た
ら
ず
、

大
部
分
の
不
妊
は
原
因
不
明
。
餐
子

制
度
な
ど
、
社
会
的
な
解
決
策
を
考

え
る
べ
き
。(
愛
育
病
院
長
・
松
山
栄
吉
)

初
音
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。
医

学
が
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
ほ
か

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

(
医
事
評
論
家
・
水
野
磁
)

自
分
の
子
の
血
に
固
執
し
て
も
仕

方
が
な
い
。
子
供
を
育
て
る
こ
と
で

初
め
て
親
に
な
る
の
で
は
。

(
評
論
家
・
桐
島
洋
子
)

希
望
が
出
て
き
ま
し
た
。
人
工
授

精
児
に
比
べ
れ
ば
、
ず
っ
と
合
理
的
・

で
す
。
(
不
妊
治
療
中
の
女
性
・
三
五
)

(
7
-
m朝
日
)

新
し
い
生
命
に
祝
福
を
送
る
反
同

医
学
は
こ
こ
ま
で
来
た
か
と
い
う
驚

き
と
未
米
へ
の
不
安
を
感
じ
る
。
人

類
は
い
ま
避
妊
・
中
絶
を
当
然
の
こ

と
と
し
て
怪
し
ま
な
い
。
そ
う
い
う

世
相
の
中
に
出
現
し
た
技
術
が
社
会

を
さ
ら
に
か
く
乱
す
る
恐
れ
が
な
い

と
は
誰
も
思
う
ま
い
。
防
得
H
H
制
度

の
よ
う
な
的
止
め
役
が
科
学
の
進
歩

に
も
聞
か
れ
て
よ
い
。

(
7
・
幻
朝
日
「
社
説
」
)

台
市

成
坊
の
か
げ
に
、
人
矧
の
未
来
を

脅
か
す
法
と
し
穴
が
あ
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
人
間
に
と
っ
て
、

生
命
の
本
質
と
は
、
科
学
的
に
分
解

さ
れ
、
説
明
さ
れ
る
現
象
で
は
な
え

科
学
的
な
手
法
で
の
追
求
を
許
志
な

い
動
か
し
が
た
い
存
在
内
容
を
持
つ

も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(
7
・
幻
読
売
「
社
説
」
)

て
ん
や
わ
ん
や
の
英
国

オ
ー
ル
ダ
ム
は
、
試
験
管
ベ
ビ
ー

を
取
材
し
よ
う
と
す
る
報
道
陣
で
ご
っ

た
返
し
。
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
は
記
事
・

写
真
独
占
制
抑
制
を
ロ
ン
ド
ン
の
大
衆

紙
『
デ
イ
リ
ー
・
メ
l
ル
』
に
一
億

円
で
売
っ
た
。

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
子

宝
は
神
か
ら
の
授
り
物
「
人
倫
に
も

と
る
」
と
厳
し
く
尖
験
を
非
難
。

(
7
・
幻
読
売
)

*
 

B
B
C
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
両
医

師
は
「
胎
児
を
育
て
る
に
は
母
胎
に

ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
ベ
ピ
l
・
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
な
ど
と
い
う
考
え
は
、

S

F
し
か
な
い
」
「
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
が

選
ば
れ
た
の
は
尖
験
に
最
も
適
当
な

年
齢
に
あ
っ
た
し
、
受
粉
卵
を
体
内

に
移
入
し
て
も
妊
娠
に
耐
え
ら
れ
る

体
と
判
断
し
た
か
ら
だ
」
と
回
答
。

「
今
度
の
一
述
の
手
術
で
得
ら
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
世
界
に
伝
え
る

つ
も
り
だ
。
今
回
の
成
功
は
他
の
原

因
で
不
妊
症
に
悩
む
女
性
に
と
っ
て

も
役
立
つ
も
の
と
思
う
」
と
主
張
し

て
い
る
。

(
7
・
幻
読
売
)

人
工
授
精
の
現
実

段
郎
大
学
病
院
で
は
昨
年
一
年
間

に
約
六
五

O
人
が
非
配
偶
者
聞
の
人

工
授
精

(
A
I
D
)
を
受
け
、
こ
の

う
ち
四

O
ー
四
五
%
が
妊
娠
し
て
い

る。
A
I
D
は
夫
が
無
精
子
症
の
湯
合

に
限
ら
れ
て
お
り
、
父
親
の
実
子
で

は
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
精

子
は
医
学
部
の
常
生
か
ら
有
償
で
提

供
を
受
け
て
お
り
、
常
時
二

O
O人

分
の
ス
ト
ッ
ク
が
冷
涼
保
存
さ
れ
て

い
る
。

A
I
Dを
実
施
し
て
い
る
の

は
同
病
院
と
岩
手
医
大
な
ど
極
め
て

少
な
い
。

同
病
院
の
飯
塚
理
八
教
授
は
「
今

回
の
体
外
受
精
は
夫
婦
問
の
実
子
な

の
だ
か
ら
は
る
か
に
問
揺
が
少
な
い
。

A
I
D
で
す
ら
日
本
で
も
ほ
ぼ
認
知

さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
」
と
。
同

病
院
で
昭
和
二
四
年
八
月
に
第
一
号

が
誕
生
し
て
以
来
三

O
年
で
五
千
人

の
人
工
授
精
児
が
生
ま
れ
て
い
る
。

(
7
・
泊
朝
日
)
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試
験
管
ベ
ビ

l
第
二
号
挺
生

イ
ン
ド
で
世
界
で
二
番
目
の
試
験

管
ベ
ビ
l
誕
生
。
卵
子
を
排
卵
前
に

開
版
手
術
に
よ
ら
ず
採
取
、
受
精
卵

を
一
円
止
期
間
冷
涼
保
存
す
る
と
い
う

新
技
術
。
将
米
は
「
受
精
銀
行
」
も

可
能
。
死
後
に
子
が
生
ま
れ
る
可
能

性
も
。

(m・
6
1
7各
紙
)

民
験
管
ベ
ビ

l
量
産
ヘ

叫

H
M
介
初
の
試
験
初
日
ベ
ビ
l
誕
生
に

成
功
し
た
英
国
の
同
開
士
は
、
専
門

の
診
療
所
を
作
り
日
詑
体
制
に
入
る

と

発

表

。

(

日

・

9
読
売
)

〔
そ
の
他
〕

ニ
O
歳
男
女
を
健
康
惨
断

相

mn川
県
安
述
町
で
は
中
位
ル
{
対
象

の
「
女
子
健
脱
手
似
」
を
三
年
前
か

ら
配
布
し
て
き
た
が
、
巾
学
生
で
は

円
十
す
ぎ
る
と
、
二

O
歳
か
ら
児
女
共

に
「
成
人
健
康
手
帳
」
を
渡
し
、
健

康
診
断
を
始
め
た
。
受
診
者
中
「
注

忠
明
項
な
し
」
は
別
四
五
人
中
二
五

人
、
女
五
九
人
中
四
人
だ
け
。
「
mA

A
V

巾
出
産
も
こ
れ
で
予
防
で
き
る
。
円
十

く
図
の
行
政
に
も
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
熱
心
。

(
1
-
m読
売
)

四
置
「
く
」
を
変
え
よ
う

「
日
本
人
ほ
ど
歩
き
方
の
下
手
な

人
絹
は
珍
し
い
。
お
な
か
、
脚
の
つ

け
根
、
ひ
ざ
、
思
uが
よ
の
字
。

リ
ズ
ム
な
し
・
成
阪
な
し
・
不
一
位
住

と
、
四
六
年
以
来
「
歩
き
方
教
門
会
」

を
聞
い
て
い
る
石
井
カ
ン
ナ
さ
ん

(
五
三
)
。
創
作
舞
踊
で
文
部
大
胆
立

も
得
た
バ
レ
リ
ー
ナ
。
足
首
の
神
経

を
事
故
で
切
断
し
て
か
ら
歩
き
方
の

指
却
を
。

(
l
-
m説
先
)

中
年
期
う
つ
病

主
師
の
・
中
年
期
う
つ
病
が
別
加
、

母
子
心
中
・
子
殺
し
・
ア
ル
中
な
ど
、

戦
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
現
象

が
目
立
つ
。

「
女
た
ち
を
と
り
ま
く
価
制
体
系

は
二
作
品
川
反
的
。
た
と
え
ば
集
団
保

育
の

mmに
対
し
て
母
知
こ
そ
れ
以
良

の
保
有
者
と
い
う
。
女
の
自
立
は
経

済
的
臼
立
な
の
に
家
庭
は
主
制
の
と

り
で
。
利
神
的
に
あ
や
ふ
や
な
状
態

に
白
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
病
気
に

結
び
つ
く
」
と
医
師
。

「
こ
の
男
性
支
配
社
会
で
は
女
は

い
ま
だ
に
間
口
問
。
術
的
川
は
性
的
魅
力

で
決
ま
る
。
中
年
期
は
そ
の
孫
下
の

時
代
」
と
大
学
教
授
。

(
1
・
凶
何
日
)

男
性
用
経
口
避
妊
認

英
国
で
、
世
界
初
め
て
の
男
性
川

経
口
避
任
泌
が
本
物
的
災
験
に
は
い
っ

た
。
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
世
界
の

人
口
問
加
抑
制
に
大
き
な
朗
報
に
な

る。

(
3
・8
説
先
)

卵
巣
腫
渇
新
手
術
法
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針
と
口
市
公
吸
引
波
間
を
組
み
合
わ

せ、

m-M内
容
物
を
吸
い
出
し
て
切

り
取
る
新
手
法
が
型
路
加
国
際
病
院

医
師
人
科
秋
山
倣
医
師
に
よ
っ
て
開

発

さ

れ

た

。

〈

3
・
日
朝
日
)

「
指
導
周
カ

l
ド
」
も
て
も
て

全
国
の
産
制
人
科
問
地
底
の
集
ま

り
〈
日
本
母
性
保
理
医
協
会
〉
が
一

月
か
ら
始
め
た
師
人
病
や
妊
娠
に
つ

い
て
の
「
忠
者
指
導
用
カ
l
ド
」
は

こ
か
月
で
二
五

O
万
枚
の
売
れ
行
き
。

や
さ
し
い
用
語
で
解
説
し
て
あ
る
の

で
、
医
師
と
忠
者
の
思
い
ち
が
い
が

な
く
な
り
忠
者
が
逃
げ
な
い
と
医
師

の
問
で
大
好
評
。

(
3
-
m読
売
)

リ
ュ
ー
マ
チ
患
者
の
性
生
活

我
が
困
の
リ
ュ
ー
マ
チ
忠
者
の
八

別
は
女
性
。
二

O
代
か
ら
三

O
代
に

発
病
の
ピ
!
ク
が
あ
り
主
闘
の
病
気



と
も
言
わ
れ
る
。
都
立
訟
東
病
院
・

リ
ュ

ー
マ
チ
科
吉
野
医
長
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
膝
や
股
関
節
障
害
の
た
め

に
夫
婦
生
活
が

一
年
以
上
も
な
い
患

者
が

一
割
を
超
す
。
人
工
関
節
の
手

術
は
五

O
歳
以
上
と
さ
れ
て
来
た
が
、

H

花
H

の
う
ち
に
性
の
障
害
を
解
消

す
る
こ
と
も
適
応
の

一
っ
と
考
え
た

い
と
吉
野
医
長
。

(
6
-
M競
売
)

主
婦
の
健
康
調
査

主
婦
は
夫
よ
り
も
健
康
診
断
を
受

け
て
い
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
巡
動
も

し
て
い
な
い
。

|
|
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査

結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

過
去

一
年
に

一
週
間
以
上
寝
込
ん

だ
人
は

一
六

%
以
上
も
あ
り
、
そ
の

結
果
人
手
に
困
っ
た
人
が
四
人
に

人

(
6
-
m読
売
)

厚
生
省
の
調
査
で
も

一
八

五

九

歳
の
女
性

E
二

|
二
九
%
は
貧
血

だ
。
生
理

・
出
産
な
ど
の
影
山
W
U
を
受

け
る
女
性
は
鉄
分
を
と
る
だ
け
で
な

く
鉄
分
の
吸
収
を
よ
く
す
る
た
ん
白

質
や
ビ
タ
ミ
ン

C
を
十
分
と
る
こ
と

が
必
要
。

(
7
・
げ
読
売
)

女
性
の
二
割
は
貧
血

献
血
の
採
血
基
準
合
仙
柏
市
中
は
男
九

五

・
三
%
女
七
五

・
四
%
で
女
の
不

合
絡
が
多
く
、
特
に
血
液
比
重
不
足

は

一
七

・
四
%
(
男

0
・
七

%
)
に

も
の
ぼ
り
、
都
市
部
で
は
二
七
%
に

さ
え
及
ぶ
。
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活
動

〔
平
和
〕

世
界
の
マ
マ
と
H

ノ
ー
モ
ア
広
島
H

軍
縮
と
平
利
を
目
指
す
悶
際
婦
人

対
話
集
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
闘

で
聞
か
れ
四

O
O人
が
容
加
、
日
本

か
ら
も
〈
地
制
述
〉
大
友
会
長
ら
約

一
O
O人
が
参
加
。
ニ

O
O
O万
人

の
将
名
を
持
容
し
て
ア
ピ
ー
ル
。

(
5
-
m説
先
)

軍
縮
を
女
性
の
手
で

国
辿
軍
縮
総
会
で
活
附
す
る
緒
方

自
子
さ
ん
(
悶
辿
代
表
部
特
命
全
権

公
使
)
と
問
中
虫
子
さ
ん
(
全
地
師

述
事
務
防
長
)
。
一
五
年
間
に
お
よ

ぶ
原
水
爆
禁
止
述
動
の
立
場
か
ら

「
核
」
祭
止
と
軍
縮
は
女
性
の
迎
帯

で
と
、
女
た
ち
の
祈
り
を
世
界
へ
訴

え
る
。

(
5
・

ω読
売
)

カ
ナ
ダ
で
も
原
爆
展

国
述
本
部
で
開
催
中
の
広
島
・
長

崎
の
原
爆
写
真
肢
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
日
ね
終
了
後
、
パ
ン
ク
1
パ
ー

で
の
開
催
が
内
定
。
パ
ン
ク
l
パ
l

在
住
・
長
崎
県
出
身
の
女
性
の
尽
力

で
災
現
し
た
も
の
。
早
け
れ
ば
八
月

中
に
。

(
6
・
3
朝
日
)

原
水
禁
運
動
一
本
化
を

原
水
協
・
原
水
特
別
に
分
裂
し
た
原

水
爆
反
対
迎
動
を
一
本
化
し
、
国
民

的
広
が
り
を
持
っ
た
世
界
大
会
を
、

と
地
制
述
・
生
協
辿
な
ど
五
団
体
が

ア
ピ
ー
ル
。

(
7
・
6
説
先
)

女
の
愈
地
で
「
統
一
原
水
禁
」

同
聞
か
ら
見
れ
ば
指
先
ほ
ど
の
巡

い
に
目
ク
ジ
ラ
立
て
て
分
裂
し
て
き

た
原
水
爆
禁
比
巡
動
に
女
フ
ィ
ク
サ
ー

が
投
場
。
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
統
一
原

水
禁
世
界
大
会
が
、
〈
全
国
地
域
婦

人
間
体
迎
絡
協
惜
刷
会
〉
事
務
局
長
田

78 

中
国
子
さ
ん
の
奔
走
で
や
っ
と
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
る
。
全
国
の
姉
人
会
六

五
O
万
人
を
持
つ
〈
地
抑
巡
〉
の
強

さ。

(
8
・1
毎
日
)

核
反
対
で
米
の
法
廷
に
立
つ

三
輪
妙
子
さ
ん
は
こ
七
歳
。
今
月

大
阪
で
聞
か
れ
る
原
水
祭
(
社
会
党
、

総
評
系
)
の
「
生
存
の
た
め
の
間
際

述
初
会
議
」
で
核
の
廃
絶
を
訴
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
計
画

に
反
対
す
る
活
動
で
昨
夏
起
訴
さ
れ
、

被
告
、
現
在
も
祷
理
中
。
カ
ナ
ダ
の

パ
ン
ク
l
パ
!
在
住
、
一
女
の
マ
マ
。

(
8
・2
朝
日
)



〔
抗
議
・
要
求
〕

悲
惨
な
総
国
女
子
従
業
員

「
第
三
回
斡
国
キ
リ
ス
ト
者
と
の

辿
部
を
考
え
、
祈
る
会
」
を
聞
い
た

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
両

方
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
は
、
こ
の
集

会
で
、
〈
純
国
教
会
女
性
述
合
会
〉

か
ら
日
本
女
性
へ
の
特
別
ア
ピ
ー
ル

を
発
表
。
日
系
企
業
で
あ
る
邦
林
紡

紛
の
女
子
労
働
者
た
ち
の
悲
惨
な
状

況
を
伝
え
「
日
本
の
女
性
た
ち
ょ
、
.

隣
国
の
女
性
た
ち
の
苦
し
み
を
な
く

す
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
」
と
訴
え

た。

(
3
・2
朝
日
)

病
院
の
謝
礼
廃
止
運
動

久
留
米
大
学
病
院
の
看
護
婦
、
清

水
久
美
子
さ
ん
(
二
五
)
は
、
患
者

か
ら
の
「
つ
け
届
け
」
全
廃
運
動
を

始
め
た
。
「
患
者
さ
ん
は
、
医
療
費

だ
け
で
な
く
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
や
付

添
料
、
身
の
回
り
の
品
物
な
ど
多
く

の
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、

謝
礼
な
ん
て
」

(
l
・
8
朝
日
)

*
 

消
水
さ
ん
の
述
動
に

n
勇
気
あ
る

行
動
H

と
、
共
鳴
・
激
励
の
便
り
が

続
々
。
さ
わ
や
か
な
闘
い
が
広
が
っ

て
い
る
。

(
3
・
9
朝
日
)

「
主
婦
の
失
業
者
宣
言
」

〈
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
例

会
で
採
択
。
無
職
の
女
性
の
う
ち
三

五
O
万
人
が
就
業
希
望
。
保
育
所
の

不
備
・
病
人
老
人
の
介
護
な
ど
で
や

む
を
得
ず
離
職
の
ケ
l
ス
も
。
就
業

し
て
い
て
も
解
雇
対
象
と
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
働
く
権
利
を
蒋
わ
れ

て
い
る
と
、
四
つ
の
行
動
目
標
も
添

え
て
。

(
4
・
6
信
毎
)

名
大
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
延
期
に

大
学
祭
に
新
風
を
と
会
計
学
ゼ
ミ

の
有
志
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
が
、
同

学
女
性
問
題
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が

抗
議
。
「
女
は
見
せ
物
で
は
な
い
」

「
差
別
な
ど
と
難
し
く
考
え
る
な
」

と
話
は
平
行
線
だ
が
結
局
、
開
催
は

無
期
延
期
に
。

(
6
・
7
朝
日
)

戦
争
独
身
五

O
万
女
性
の
碑

反
戦
の
あ
か
し
と
し
て
、
結
婚
だ

け
が
す
べ
て
で
は
な
い
女
の
生
き
方

の
証
明
と
し
て
、
戦
中
戦
後
を
一
人

生
き
ぬ
い
た
女
た
ち
の
共
同
の
お
基

を
と
呼
び
か
け
る
の
は
〈
独
婦
述
〉

大
阪
支
部
長
の
谷
嘉
代
子
さ
ん
。

家
族
主
義
の
根
強
い
日
本
で
戦
争
独

身
五

O
万
人
は
定
年
を
迎
え
は
じ
め

て
い
る
。
施
設
収
容
主
義
か
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
(
地
域
介
護
)
へ

と
、
有
料
ホ
l
ム
ヘ
ル
バ

l
の
検
討

も。

(
6
-
M読
売
)

H

女
人
禁
制
け
し
か
ら
ん
u

西
日
本
一
の
霊
山
・
石
鎚
山
の

「
山
開
き
大
会
」
の
開
会
一
、
二
日

が
女
人
禁
制
と
は
時
代
錯
誤
も
は
な

は
だ
し
い
、
と
女
性
自
然
保
護
グ
ル
ー

プ
・
石
鎚
女
子
森
林
終
備
隊
が
抗
議
、

「
石
鎚
山
は
国
定
公
園
内
に
あ
り
、

広
く
国
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

人
間
の
生
命
を
産
み
は
ぐ
く
む
婦
人

の
尊
厳
を
歪
め
る
男
尊
女
卑
思
想
で

許
せ
ぬ
」
と
意
見
書
を
送
っ
た
。
石

鎚
神
社
側
は
「
荒
っ
ぽ
い
危
険
な
二

日
間
、
女
性
を
守
る
意
味
も
あ
る
」

と
強
調
。

(
7
・
1
徳
島
)

〈
独
婦
連
〉
が
老
後
行
政
改
善
要
求

帥
帆
争
の
た
め
に
独
身
生
活
を
よ
ぎ

な
く
さ
せ
ら
れ
た
女
た
ち
も
向
老
期

に
。
冷
た
い
国
に
団
結
し
て
立
ち
向

か
お
う
と
〈
独
婦
述
〉
が
税
制
・
住

宅
対
策
な
ど
の
改
善
要
求
。
「
主
婦

と
も
無
縁
で
は
な
い
。
未
亡
人
の
老

後
不
安
は
目
に
み
え
て
い
る
」
と
大

久
保
さ
わ
子
会
長
。

(
7
・
3
毎
日
)

沖
縄
女
性
へ
の
偏
見
に
抗
鴎

沖
縄
の
交
通
方
法
変
一
見
事
業
で
応
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援
の
た
め
全
国
か
ら
沖
縄
入
り
す
る

幹
察
官
向
け
の
資
料
に
「
南
国
女
性

は
ほ
れ
っ
ぽ
い
。
不
用
意
に
誘
い
に

乗
る
な
」
な
ど
の
項
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
県
内
の
婦
人
団
体
な
ど
か

ら
強
い
抗
議
が
県
明
日
に
。
沖
約
入
り

し
た
山
本
野
然
庁
長
官
は
平
謝
り
。

鹿
市
地
を
約
束
。

(
7
・
7
朝
日
)

西
鉄
値
よ
げ
に
反
対
す
る
会

「
パ
ス
や
北
九
州
市
屯
巡
貨
の
値

上
げ
は
家
計
に
痛
手
。
パ
ス
部
門
は

以
字
と
い
う
の
に
」
と
一
九
日
、
福

岡
市
で
、
反
対
す
る
制
人
の
会
が
結

成
さ
れ
た
。
六
五
団
体
の
関
係
者
で

構
成
、
街
頭
将
名
や
述
愉
当
局
に
対

す
る
陳
情
な
ど
辺
助
の
輸
を
広
げ
て

い
く
。

(
8
-
m
西
日
本
)

ポ
ル
ノ
自
販
機
を
撤
去
さ
す

名
古
凶
市
瑞
秘
区
中
似
小
学
校
P

T
A
で
は
臼
版
機
の
場
所
提
供
者
と

話
し
合
い
、
説
向
。
「
熱
心
な
お
母

さ
ん
た
ち
の
働
き
に
は
悶
が
下
が
り

ま
す
」
と
特
・
M
M
。

(
9
・
泊
中
日
)

早
く
市
民
病
院
を
と
要
望
書

知
多
市
師
人
団
体
述
絡
協
は
四
日

間
で
一
九
O
O人
の
将
名
を
集
め
嬰

到
。
一
年
半
以
上
た
っ
て
も
H
H
体
化

し
な
い
祷
泌
に
業
を
煮
や
し
て
。

(
9
・
泊
朝
日
)

女
性
べ
っ
視
像
に
ハ
ン
ス
ト

兵
郎
川
以
と
宝
塚
市
が
「
歌
劇
と
・
必

の
ま
ち
」
の
新
名
物
に
と
宝
塚
大
僚

に
設
問
を
叶
附
し
た
「
州
M

M
像
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
は
、
主
姉
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
が
抑
え
付
け
中
止
を
訴
え
、
二
九

日
朝
か
ら
一

O
人
が
市
役
所
前
に
殴

り
込
み
、
・
っ
ち
三
人
が
ハ
ン
ス
ト
を

始
め
た
。

像
は
「
愛
の
乎
」
と
れ
付
け
ら
れ
、

大
き
な
見
性
の
手
の
上
に
傑
制
を
配

し
た
女
性
諮
別
の
資
。
(
9
・

m朝
日
〉

* 

五
日
間
の
ハ
ン
ス
ト
は
中
止
し
た

が
「
手
の
ひ
ら
の
中
の
限
ら
れ
た
日

山
は
性
先
別
や
先
別
椛
治
を
そ
の
ま

ま
反
映
し
て
い
る
。
何
年
か
か
ろ
う

と
倣
が
取
り
除
か
れ
る
ま
で
巡
動
の

愉
を
広
げ
る
」
と
ハ
ン
ス
ト
の
主
州
、

広
問
問
子
さ
ん
(
四
一
)
。
市
民
は

「
ま
さ
か
と
思
っ
た
。
残
念
」
。

(m
・4
朝
日
)

公
共
施
伎
の
任
児
室
充
実
を

名
古
Mm市
制
人
会
館
の
「
婦
人
学

明
日
怨
談
会
」
で
、
子
巡
れ
の
主
制
が

「
ほ
か
の
方
の
迷
惑
に
な
る
」
と
退

出
を
・
つ
な
が
さ
れ
た
。
〈
あ
ご
ら
京

潟
〉
な
ど
女
性
グ
ル
ー
プ
は
「
子
巡

れ
の
参
加
に
机
か
い
配
胞
を
」
と
盟

問
刊
を
拠
出
。
(
日
・

2
中
日
)

男
性
よ
、
も
っ
と
自
立
を

〈
日
本
有
職
制
人
大
阪
ク
ラ
ブ
〉

が
「
児
女
の

n立
を
促
巡
す
る
た
め

に
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
時

職
場
で
の
仕
引
は
で
き
て
も
身
の
回

り
の
こ
と
は
付
や
主
ま
か
せ
の
則
性

に
、
も
っ
と
口
立
を
と
。〈ロ
・

2
朝
日
)
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〔
製
作
・
出
版
〕

母
子
一

O
人
で
料
理
絵
本

小
さ
い
子
供
の
た
め
の
い
い
料
理

の
本
が
な
い
と
、
母
子
一

O
人
で
協

力
し
て
、
災
質
的
、
危
険
性
の
な
い

料
問
絵
本
を
完
成
し
た
。
日
間
の
朝

ご
は
ん
、
お
母
さ
ん
の
い
な
い
夜
、

お
雰
さ
ん
を
よ
ぷ
時
な
ど
に
わ
か
れ

て
い
る
。
包
丁
、
ガ
ス
、
マ
ッ
チ
の

使
い
方
な
ど
は
く
り
返
し
く
り
返
し

計
か
れ
て
い
て
、
絵
本
の
中
の
主
人

公
は
全
郎
動
物
。

(
1
・

m読
売
)

マ
マ
が
映
画
作
る
よ

再
生
不
良
性
貧
血
症
と
闘
い
な
が

ら
死
ん
だ
坊
や
の
短
い
生
泌
を
映
回



に
と
、
母
で
あ
り
、
〈
再
生
不
良
性

貧
血
の
忠
者
を
守
る
会
〉
会
長
で
も

あ
る
野
島
美
弥
子
さ
ん
(
三
五
)
が
、

仲
間
五

O
O人
と
資
金
集
め
中
。

「
二
年
で
も
三
年
で
も
か
け
て
全
国

行
脚
す
る
つ
も
り
で
す
。
一
泊
で
も

多
く
の
血
を
忠
者
に
と
」
。
(
2
・mm
読
売
)

総
病
の
実
相
耐
を
映
画
に

〈
再
生
不
良
性
貧
血
の
忠
者
を
守
る

会
〉
会
長
の
野
島
美
弥
子
さ
ん
(
三

五
)
は
こ
の
難
病
で
五
年
の
短
い
生

涯
を
閉
じ
た
長
男
を
『
君
は
い
ま
光

の
な
か
に
』
で
映
闘
化
。
「
訴
え
る

こ
と
の
強
さ
と
大
き
さ
を
知
っ
た
。

映
画
は
や
は
り
抜
群
に
説
得
力
が
あ

り
ま
す
」
0

(

叩
・

3
読
売
)

ふ
る
さ
と
ス
ラ
イ
ド
完
成
ヘ

徳
島
県
由
岐
町
婦
人
会
ふ
る
さ
と

探
究
グ
ル
ー
プ
が
、
江
戸
時
代
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
海
産
物

を
切
に
の
せ
全
国
を
行
問
し
て
歩
い

た
「
い
た
だ
き
さ
ん
」
と
、
「
海
女
」

の
ス
ラ
イ
ド
を
合
む
町
内
史
災
・
伝

説
の
ス
ラ
イ
ド
作
り
を
近
く
完
成
、

三
月
半
ば
に
発
表
す
る
。(
2
・
お
徳
島
)

婦
人
会
史
づ
く
り
進
む

徳
品
川
市
引
山
場
町
制
人
会
・
公
民
館
・

教
行
委
ハ
H
会
は
、
昨
年
米
、

M
人
会

史
制
銀
協
議
会
を
発
足
、
会

U
の
俗

悶
だ
っ
た
婦
人
会
史
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

同
町
は
三

O
年
の
町
村
合
併
に
よ

り
姉
人
会
が
三
つ
あ
る
。
そ
の
既
史

は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
婦
人

会
と
し
て
結
成
。
後
、
宮
凶
婦
人
A
ム、

国
防
婦
人
会
な
ど
と
目
ま
ぐ
る
し
く

改
称
、
戦
後
二
五
年
頃
ま
で
に
組
織

的
に
現
在
の
前
身
で
あ
る
三
婦
人
会

に
再
編
成
。
数
年
前
か
ら
会
史
編
集

の
戸
が
高
ま
り
、
現
在
編
集
方
法
の

検
討
と
資
料
集
め
に
全
力
を
挙
げ
て

い
る
。

(
2
・
幻
徳
島
)

男
女
共
学
を
考
え
る
本
を
作
製

『
到
女
平
等
の
教
育
を
考
え
る
シ

リ
ー
ズ
I

男
女
共
学
を
す
す
め
る

た
め
に
』
が
〈
行
動
を
起
こ
す
女
た

ち
の
会
〉
教
育
分
科
会
の
手
で
。
共

学
に
閃
す
る
一
問
一
答
式
解
説
、
公

立
高
校
児
女
別
学
状
況
話
路
調
査
や

共
学
の
歴
史
、
そ
の
似
拠
と
な
る
閃

辿
法
を
収
録
。

(
4
・
6
朝
日
)

五
年
が
か
り
で
風
土
紀
を
翻
刻

H

幻
の
風
土
記
μ

と
し
て
埋
も
れ
て

い
た
筑
前
国
税
風
土
記
の
付
録
制
が
、

制
問
県
文
化
会
館
凶
持
部
司
書
・
北

村
民
子
さ
ん
ら
〈
制
阿
古
文
討
を
読

む
Aδ

の
一
四
人
の
女
性
司
容
の
手

で
み
ご
と
活
字
に
翻
刻
さ
れ
、
上
-

中
・
下
三
谷
の
絵
凶
入
り
の
本
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。

(
5
・
げ
西
日
本
)

主
婦
が
自
由
貿
で
石
碑
を
建
立

荒
廃
著
し
い
国
の
指
定
史
跡
、

河
国
分
寺
(
愛
知
県
白
川
市
八
附
町
)

の
塔
跡
の
保
護
を
訴
え
一
二
年
。
つ

い
に
臼
貨
で
「
建
立
・
盟
川
市
」
と

刻
ん
だ
石
砕
を
注
文
し
た
杉
並
区
の

主
婦
、
岩
永
巡
代
さ
ん
(
五
五
)
。

一
人
で
全
国
の
国
分
寺
・
国
分
尼
寺

追
跡
の
保
護
活
動
を
続
け
た
。
速
述

返
信
料
付
き
で
五
回
、
口
頭
で
七
回

の
訴
え
に
一
度
も
応
答
し
な
か
っ
た

市
が
故
初
に
よ
こ
し
た
手
紙
が
石
碑

除
務
式
へ
の
招
待
状
と
は
。
(
6
・4
朝
日
)

新
日
本
婦
人
の
会
が
映
画
支
援

ガ
ン
と
闘
う
少
女
の
記
録
『
認
は

心
に
つ
け
て
』
の
映
画
化
に
新
日
本

婦
人
の
会
が
全
面
支
援
、
普
及
活
動

開
始
。

(
8
・1
読
売
)

母
子
寮
の
親
子
が
作
文
集

『
小
さ
な
貝
の
家
(
あ
る
母
子
寮

の
記
録
〉
』
が
大
田
区
の
民
間
の
母

子
裂
の
手
で
出
版
さ
れ
た
。
地
元
の

81 



町
工
場
の
経
営
者
で
武
話
作
家
品
川

ば
く
さ
ん
(
五
五
)
の
乎
ほ
ど
き
を

受
け
た
作
文
、
誌
が
三
一
一
制
。
夫
の

蒸
発
、
暴
力
か
ら
逃
れ
て
き
た
母
子

も
少
な
く
な
い
。
逆
境
の
中
に
あ
っ

て
も
、
ど
の
作
品
に
も
明
日
へ
の
希

望
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。(
9
・ω朝
日
)

主
婦
の
童
話
同
入
院
創
刊

自
作
の
市
話
で
子
供
た
ち
が
健
や

か
に
育
っ
て
く
れ
た
ら
と
、
愛
知
川
山

扶
桑
町
の
五
人
の
主
制
グ
ル
ー
プ
が

『
く
わ
い
ち
ご
』
を
制
刊
。
(
9
・
幻
例
日
)

主
婦
た
ち
の
労
作
『
女
性
史
』

絵
本
市
中
央
公
民
館
の
姉
入
学
級

セ
ミ
ナ
ー
は
昨
年
九
月
聞
紙
以
米
、

身
近
な
女
性
の
体
験
記
録
づ
く
り
を

始
め
、
一
年
間
の
活
動
の
成
川
市
を
約

二
0
0
ペ
ー
ジ
の
ガ
リ
版
刷
り
『
抑

入
学
級
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
』
に
ま
と

め
た
。

(m-mM川町
)

手
づ
く
り
絵
本
で
H

母
乳
の
味
M

渋
谷
区
の
〈
て
づ
く
り
絵
本
の

会
〉
で
は
近
く
一

o
m以
上
の
H

私

の
絵
本
H

を
山
す
。
練
応
や
世

m谷

で
も
次
々
に
製
作
中
。

(ω-m毎
日
)

テ
レ
ビ
の
見
せ
方
の
本
を
作
製

三
鷹
市
の
明
日
台
幼
稚
凶
の
母
た

ち
の
〈
M
m
の
子
〉
グ
ル
ー
プ
で
は
テ

レ
ビ
の
見
せ
方
を
研
究
、
三
六
ペ
ー

ジ
の
冊
子
に
。
八

O
O郎
を
売
り
つ

く
し
別
刷
し
た
が
、
テ
レ
ビ
局
と
の

交
渉
は
許
戦
中
。
(
日
・

2
朝
日
)

女
子
大
生
三
人
で
季
刊
雑
総
創
刊

駒
沢
大
学
文
刊
誌
一
二
年
生
の
仲
間
吋

「
学
生
の
う
ち
に
何
か
や
り
た
い
」

と
思
い
た
っ
た
の
が
本
づ
く
り
。

削
刊
り
の
日
次
を
の
ぞ
く
と
「
あ

な
た
が
い
つ
か
息
子
を
も
っ
た
と
き

の
た
め
に
」
「
別
と
火
の
法
作
午
」

な
ど
。
五
万
円
ず
つ
山
氏
し
、
あ
と

は
仇
金
で
二
千
郎
刷
っ
た
。
十
数
粁

の
本
鼠
が
凶
い
て
く
れ
た
。
米
海
の

二
号
に
向
け
て
合
同
を
絞
っ
て
い
る
。

(
日
・

8
朝
日
)

離
婚
は
こ
わ
く
な
い

〈
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
離

縮
分
科
会
が
手
軽
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
近
く
出
版
す
る
。
(
日
・
ロ
ロ
俗
)

女
子
教
職
員
の
歩
み
を
出
版

長
野
県
教
組
制
人
部
が
八

O
間
の

手
記
・
聞
き
引
き
を
集
め
『
夜
明
け

に
向
か
っ
て
』
を
可

'q
先
別
に
耐

え
た
館
山
ん
を
明
ら
か
に
。、，i
・nD
4
7
1
4昨
ゆ
J

r't--

・nJ
“ι
4
H
'
1
l

、

主
婦
パ
レ
l
連
盟
機
関
践
を
創
刊

昨
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
〈
愛
知

川市
U
4
ほ
M
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
巡
盟
〉

が
間
関
誌
『
た
い
む
』
の
制
刊
け
を

山

し

た

。

(

ロ

・

4
明
日
)
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〔
グ
ル
ー
プ
〕

お
ば
さ
ん
一
座
は
島
か
ら
島
ヘ

阪
H
H
二
ハ
人
、
三

O
代
後
半
か
ら

八
四
歳
ま
で
、
中
心
は
五
、
六

O
代

の
主
制
。
瀬
戸
内
、
尻
島
の
「
お
ん

な
文
楽
」
は
郷
土
叱
議
を
守
っ
て
島

め
ぐ
り
を
続
け
る
。
昭
和
二
四
年
以

米
中
断
し
て
い
た
ぬ
の
文
楽
を
復
興

し
た
お
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
。

「
お
な
ご
ば
か
り
の
つ
・
り
さ
で
な
、

き
ょ
う
は
お
符
が
あ
る
、
ゃ
れ
何
と

か
だ
と
、
な
か
な
か
そ
ろ
わ
ん
の
で

す
な
」
ー
ー
だ
か
ら
『
未
亡
人
が
よ

ろ
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
1
・4
読
売
)

あ
ご
ら
京
都

〈
あ
ご
ら
〉
の
母
体
は
東
京
の
会
員



組
織
の
能
力
預
託
制
度
〈
B
O
C〉。

会
H
H
相
互
の
情
報
交
換
を
笛
に
す
る

た
め
に
機
関
誌
『
あ
ご
ら
』
を
発

q

mな
る
怖
鋭
の
交
換
だ
け
で
は
な
く

女
自
身
の
か
か
え
る
問
題
に
取
り
組

む。
そ
の
活
動
拠
点
の
一
つ
、
〈
あ
ご

ら
京
都
〉
は
生
ま
れ
た
て
の
ホ
ヤ
ホ

ャ
。
全
国
で
五
寄
目
の
拠
点
。
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
怠
っ
た
り
何
で
も
反

対
で
な
く
、
調
査
や
記
録
な
ど
の
資

料
を
も
と
に
し
て
ポ
ツ
ポ
ツ
や
ろ
う

と
い
う
盗
鈎
が
気
に
入
っ
た
。
当
面

は
読
者
会
形
式
で
参
加
者
の
問
題
意

識
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
」
と
立
任
者

の
塚
崎
美
和
子
さ
ん
。
(
1
・7
京
都
)

婦
人
の
地
位
向
上
ヘ
連
絡
会

長
野
県
下
の
婦
人
団
体
二
六
で
、

県
婦
人
問
題
推
進
連
絡
協
議
会
を
発

足
。
教
育
労
働
・
健
康
福
祉
・
家
庭

社
会
参
加
の
三
つ
の
部
会
を
設
置
、

県
と
共
催
で
二
月
一
二
日
松
本
で
県

婦
人
問
題
推
進
総
集
会
を
聞
く
。
婦

人
の
地
位
向
上
に
向
け
て
県
段
階
で

の
組
織
作
り
が
一
歩
前
進
。
(
l
・
口
伝
毎
)

母
親
グ
ル
ー
プ
市
政
に
奔
走

新
設
さ
れ
る
米
京
・
稲
川
叫
市
の
文

化
セ
ン
タ
ー
に
住
民
の
希
望
を
反
映

さ
せ
よ
う
と
、
♀
庖
文
化
セ
ン
タ
ー

を
考
え
る
会
〉
(
佐
藤
総
子
会
長
〉

を
四
O
人
ほ
ど
の
主
制
で
村
ふ
似
し
た
。

煩
似
施
設
の
長
所
短
所
を
調
べ
た

り
、
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
住

民
の
応
援
宝
と
し
て
の
ロ
ビ
ー
や
、

主
制
の
調
査
災
験
安
等
を
設
計
に
盛

り
込
ん
だ
。
新
し
い
市
民
述
動
の
あ

り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
3
・6
朝
日
)

自
立
を
め
ざ
す
母
と
子
の
広
場

徳
島
市
内
佐
古
七
番
町
の
〈
ひ
ま

わ
り
ぶ
ん
こ
〉
は
五
年
前
に
計
画
、

今
年
一
月
に
本
絡
的
に
発
足
。
「
子

育
て
を
夫
や
他
人
に
押
し
つ
け
ず
、

生
き
方
の
選
択
が
で
き
る
女
性
に
な

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
の
話

し
合
い
の
紡
巣
の
共
同
保
行
。
現
在

二
二
!
六
二
政
の
女
性
が
参
加
、
子

供
は
O
|
五
歳
ま
で
。
保
育
時
間
は

士
服
日
午
後
一
|
五
時
が
共
同
保
育

で
、
約
一
時
間
を
女
性
の
か
か
え
る

問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
に
。
平

日
は
子
辿
れ
で
行
き
に
く
い
川
市
ず
の

あ
る
人
の
た
め
に
、
午
前
一
O
時

i

午
後
四
時
ま
で
母
初
二
人
が
待
機
し

子
供
を
預
か
る
。
説
得
室
の
利
用
、

本
の
貸
出
し
も
可
。
会
民
制
で
会
資

月
初
ニ

0
0
0円
。
三
月
か
ら
は
会

報
も
出
す
。

(
3
・
8
徳
島
)

長
野
婦
人
問
題
研
究
会

婦
人
の
地
位
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
〈
長
野
婦
人
問
題
研
究
会
〉

の
発
起
人
会
が
三
月
一
八
日
、
長
野

市
の
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞

か
れ
た
。
趣
旨
や
規
約
を
検
討
、
正

式
発
足
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
。

ハ

3
-
m信
毎
)

大
学
に
次
々
と
婦
人
問
題
研
究
会

女
性
問
題
を
目
指
し
て
新
し
く
生

ま
れ
た
早
大
の
両
性
問
題
研
究
会
、

社
研
か
ら
分
派
し
た
筑
波
大
、
京
外

大
で
は
性
社
会
学
研
究
A
A
o

他
に
は

出
回
塾
に
も
。
活
動
は
、
「
女
の
か

ら
だ
」
の
ス
ラ
イ
ド
作
製
(
京
外
さ

や
、
賃
金
差
別
問
題
、
女
性
解
放
と

性
の
解
放
な
ど
の
勉
強
会
(
早
大
)

の
開
催
な
ど
。
共
通
の
悩
み
は
新
入

生
と
の
接
点
。

(
5
・
2
朝
日
)

「
母
子
家
庭
の
つ
ど
い
」

別
れ
て
泣
い
た
女
、
喜
ん
だ
女
。

三
く
だ
り
半
を
つ
き
つ
け
た
女
。
ま

だ
一
緒
に
い
る
女
。
要
は
本
音
か
否

か
。
問
題
か
ら
逃
げ
る
の
か
否
か
。

結
婚
で
も
離
婚
で
も
な
い
、
無
理
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
団
地
の
一
室

で
明
け
方
ま
で
本
音
を
出
し
合
う
つ

ど

い

。

〈

6
・
8
朝
日
〉
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リ
ブ
ニ
世
号
日
本
一
周
に
挑
戦

五
O
年
に
単
独
太
平
洋
横
断
し
た

小
林
附
子
さ
ん
が
ヨ
ッ
ト
仲
間
の
女

性
二
人
と
三
年
が
か
り
で
日
本
一
周

に
挑
戦
す
る
。
「
女
性
ク
ル
ー
に
よ

る
模
範
航
海
を
実
行
し
、
海
か
ら
陛

史
を
学
び
た
い
」
と
。
(
6
・
幻
朝
日
)

「
リ
プ
二
世
号
」
無
事
横
浜
ヘ

一
四
日
に
北
海
道
・
同
制
を
山
件
、

約
八
0
0キ
ロ
の
荒
波
を
乗
り
切
っ

た
女
性
四
人
の
ヨ
ッ
ト
「
リ
プ
二
世

号
、
リ
ー
ダ
ー
の
小
林
則
子
さ
ん

は
「
背
栄
え
た
浴
に
入
っ
た
り
日
本

中
を
調
べ
た
い
」
と
意
気
さ
か
ん
。

(
7
・
幻
毎
日
)

H

主
婦
の
場
u

を
持
と
う

主
制
の
平
日
の
在
宅
時
間
は
一
三

時
間
余
(
除
眼
眠
時
間
)
だ
が
、
手

を
休
め
た
と
き
の
場
は
ど
こ
か
。

「

n分
の
郎
Mm
が
持
ち
た
い
と
切
実

に
思
う
」
と
い
う
仰
を
以
映
、
徳
川
川

友
の
会
会
H
H
は
主

M
コ
ー
ナ
ー
に
取

り
組
み
中
。

「
明
治
ち
若
い
た
勉
強
に
は
絶
対
必

要
。
協
が
あ
っ
た
か
ら
通
信
教
育
で

初出
H

絡
が
取
れ
た
」
と
の
戸
も
。

(
7
・3
徳
向
)

お
母
さ
ん
人
形
劇
大
人
気

愛
知
川
川
市
中
間
市
の
「
利
治
郎
」
は
、

岡
市
山
行
品
川
保
育
闘
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
人
形
劇
団
。
脚
本
・
舞
台
法
問
・

大
道
H
H

・
小
泊
以
・
人
形
す
べ
て
お

母
さ
ん
た
ち
の
手
づ
く
り
。

〈
7
・
日
朝
日
)

主
婦
グ
ル
ー
プ
老
人
施
股
作
り

主

M
中
心
の
グ
ル
ー
プ
〈
杉
故
老

後
を
良
く
す
る
会
〉
(
東
京
)
は
、

女
を
老
人
間
凶
の
犠
牧
に
し
な
い
で

す
む
よ
う
に
、
口
分
た
ち
の
手
で
地

減
老
人
の
た
め
の
小
規
悦
多
目
的
施

役
作
り
を
と
会
H
H
中
の

W
門
家
中
心

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
を
作
り
糾

院
や
托
名
所
っ
き
の

mmを
完
成
。

学
抑
制
和
一
ゃ
そ
う
ざ
い
販
光
で
資
金
作

り
を
始
め
た
。

(
7
-
m毎
日
)

全
日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
会

九
月
一
日
結
成
、
会
長
は
汗
山
学

院
大
学
助
教
授
の
泥
美
行
子
さ
ん
。

「
も
は
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が

H

女
権

拡
張
論
“
の
み
を
意
味
す
る
時
代
は

終
わ
っ
た
。
知
的
パ
ワ
ー
と
し
て
女
性

の
側
似
大
系
を
確
立
さ
せ
た
文
化
を

川
浩
し
よ
う
と
い
う
新
し
い
段
階
に

あ
る
。
H

女
性
に
よ
る
人
間
解
放
主

義
M

と
マ
ス
コ
ミ
も
町
訟
を
統
一
し

て
ほ
し
い
」
と
会
の
窓
凶
を
語
っ
た
。

当
而
の
運
動
と
し
て
削
刊
一
年
に

な
る
女
性
誌
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
』
の

編
集
に
力
を
入
れ
、
ベ
テ
ィ
・
フ
リ
ー

ダ
ン
さ
ん
を
仰
い
て
前
倒
会
を
聞
く

予
定
。

(
9
・8
朝
日
)

自
立
始
め
た
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
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〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
た
ま
が
わ
〉

は
金
川
か
ら
迎
営
ま
で
受
税
者
参
加

で
の
サ
ー
ク
ル
作
り
を
し
て
い
る
。

入
会
金
・
会
伐
は
一
切
不
要
。
講
師

へ
の
謝
礼
や
材
料
費
な
ど
必
要
経
質

は
参
加
者
の
ワ
リ
カ
ン
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
半
年
で
、
育
っ
た
サ
ー
ク
ル
は

〈
手
作
り
絵
本
の
会
〉
〈
源
氏
を
読

む
会
〉
〈
映
同
館
抗
会
〉
。
ハ

m
・1
日
経
)

女
た
ち
の
映
画
祭

世
界
の
女
性
監
督
が
女
を
テ
l
マ

に
綴
っ
た
映
画
を
上
映
す
る
・
「
叩
東

京
女
た
ち
の
映
阿
祭
」
が
一

O
月
一

一
ー
一
二
日
東
京
で
聞
か
れ
る
。

二
O
数
人
の
索
人
の
女
性
か
ら
な

る
災
行
委
日
会
は
、
東
京
以
外
で
も

各
地
の
女
性
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て

全
国
で
開
催
す
る
計
画
。
「
女
の
生

き
方
に
女
が
励
ま
さ
れ
る
よ
う
な
映

前
を
集
め
た
」
と
。
(
日
・

3
朝
日
)



*
 

上
映
さ
れ
る
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
の

『
女
な
ら
や
っ
て
み
な
』
、
フ
ラ
ン
ス

の
『
ほ
ほ
え
む
プ
デ
l
夫
人
|
主
婦

の
動
く
日
|
何
か
が
起
こ
る
』
、
ア

メ
リ
カ
の
『
ア
ン
ト
ニ
ア
』
、
田
中

絹
代
監
替
の
『
お
吟
さ
ま
』
な
ど
。

バ
ン
フ
、
ポ
ス
タ
ー
、
翻
訳
は
全

部
手
e
つ
く
り
。
字
幕
は
写
槌
で
打
っ

た
も
の
を
フ
ィ
ル
ム
に
し
て
、
ネ
ガ

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
で
両
面
に
写
す

仕
組
み
。

(m-m毎
日
)

「
女
な
ら
や
っ
て
み
な
1
」大
反
響

「
女
た
ち
の
映
画
祭
」
で
上
映
さ

れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
映
画
の
男
女
役
割

交
代
劇
に
、
「
よ
く
ぞ
作
っ
て
く
れ

た
」
、
「
女
の
現
状
が
よ
く
わ
か
っ
た
」

と
ア
ン
ケ
ー
ト
が
続
々
。(u-m読
売
)

子
供
預
け
合
い
人
生
見
直
す

子
供
を
預
け
合
い
な
が
ら
、
女
の

生
き
方
や
育
児
に
つ
い
て
話
し
合
う

グ
ル
ー
プ
〈
あ
ん
ふ
晶
ん
て
〉
は
一

九
七
五
年
発
足
、
預
け
合
い
グ
ル
ー

プ
は
全
国
に
五

O
、
メ
ン
バ
ー
は
七

G
O
A
-
剖
A
ヘ
ル
パ

l
・
説
内
会
・

保
育
問
題
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
い
る
が
「
預
け
合
う
と
い
う
こ

と
が
単
な
る
ベ
ビ
l
シ
ッ
タ
1
代
わ

り
に
な
っ
て
い
る
」
問
題
も
。

(ロ・
7
朝
日
)

〔
世
界
ヘ
〕

女
ば
か
り
の
外
国
ド
ラ
イ
ブ

主
婦
二
人
、
独
身
二
人
の
女
四
人

が
、
国
産
車
で
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
地

中
海
沿
岸
諸
国
へ
テ
レ
ビ
の
取
材
を

兼
ね
た
ド
ラ
イ
ブ
持
行
に
出
か
け
る
。

こ
れ
ま
で
諸
大
陸
を
自
動
半
や
オ
ー

ト
バ
イ
で
か
け
め
ぐ
っ
た
友
だ
ち
同

士
。
そ
の
名
も
〈
本
T
如
意
謀
略
。
。

「
女
な
ら
で
は
の
目
で
世
界
を
見
て

き
た
い
」
と
綴
り
切
る
テ
レ
ビ
局
日

の
森
山
晶
子
さ
ん
ら
。

(
1
・
叩
朝
日
)

世
界
の
「
村
山
源
氏
」
ヘ

「
源
氏
の
語
り
部
」
を
自
認
す
る

村
山
リ
ウ
さ
ん
が
、
広
瀬
ヰ
サ
子
さ

ん
と
共
に
狐
氏
物
語
訳
を
テ
l
プ
に

収
め
た
。
七
年
半
の
歳
月
を
か
け
、

一
巻
二
時
間
の
テ
l
プ
が
一
三

O
巻

と
い
う
「
戸
の
闘
将
館
」
を
。
テ
ー

プ
の
コ
ピ
l
は
国
内
だ
け
で
な
く
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
、
バ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本

部
な
ど
へ
も
笥
附
さ
れ
た
。
〈
3
・
げ
朝
日
)

飛
行
機
レ
デ
ィ
五
か
国
で
親
善

東
洋
女
性
航
空
述
盟
発
足
ニ
周
年

を
記
念
、
日
本
姉
人
航
空
協
会
の
女

性
パ
イ
ロ
ッ
ト
一

O
人
(
二
四
|
六

一
政
)
は
イ
ン
ド
ま
で
親
善
飛
行
二

万
二
千
キ
ロ
、
各
国
で
成
果
を
あ
げ

た。

(u
・
お

l
u
・
日
各
紙
)

与
謝
野
晶
子
の
歌
碑
パ
リ
に

生
誕
百
年
を
記
今
一
山
、
京
初
に
住
む

会
社
社
長
、
宮
村
俊
治
さ
ん
(
七
一
)

が
自
白
で
。
除
幕
式
は
米
務
五
月
。

(
日
・
却
朝
日
)

〔
作
品
展
〕

主
婦
の
ア
イ
デ
ア
作
品
展

婦
人
発
明
家
協
会
主
催
の
「
な
る

ほ
ど
反
」
の
審
査
会
が
新
宿
・
安
田

生
命
第
二
ピ
ル
で
聞
か
れ
る
が
、
ブ
ー

ツ
の
型
く
ず
れ
を
防
ぐ
「
プ
l
ツ
ハ

ン
ガ
ー
」
、
窓
の
洗
た
く
物
干
し
に

便
利
な
「
雨
よ
け
シ

1
ト
取
り
付
け

装
置
」
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
作
品

が
い
っ
ぱ
い
。
出
品
者
は
一
九
|
七

五
歳
、
職
業
は
主
婦
が
圧
倒
的
。

(
2
-
m読
売
)

才
女
五
人
初
の
伝
統
工
芸
展

染
・
織
・
漆
・
陶
の
女
性
五
人
展
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が
名
鉄
百
貨
問
で
閃
か
れ
た
。
共
に

東
京
芸
大
山
身
、
伝
統
を
ふ
ま
え
た

使
い
や
す
い
品
を
、
と
。(6-m中
日
)

ア
イ
デ
ア
母
さ
ん
作
品
展

八
日
、
名
古
回
市
の
デ
パ
ー
ト
で

〈
名
古
民
地
刷
協
〉
と
〈
婦
問
述
〉

会
H
H
が
生
活
の
知
忠
か
ら
生
ま
れ
た

「
マ
マ
の
作
品
川
出
」
を
聞
く
。

新
聞
紙
で
つ
く
る
即
席
似
総
な
ど

主
制
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
が
い
っ

ぱ
い
。

(
9

・9
中
日
)

「
赤
と
ん
が
ら
し
パ
ー
テ
ィ
」

名
古
Mm
の
若
い
女
性
六
人
が
デ
ザ

イ
ン
展
を
。

児
中
心
の
デ
ザ
イ
ン
界
に
ピ
リ
リ

と
味
を
き
か
そ
う
と
え
9
・
問
中
日
ν

H

節
約
運
動
H

の
成
果
披
露

資
源
の
節
約
と
再
利
用
を
み
ん
な

で
考
え
る
早
川
市
の
「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
品
ア
判
」
が
、
一
四
日
、
山
中
川
勤

労
川
社
会
側
で
。

主
制
ら
の
勉
強
の
成
川
端
や
「
担
チ

リ
フ
ォ
ー
ム
シ
ョ
!
」
な
ど
の
作
品

に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
(
叩
・
印
刷
H
)

身
障
者
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
絵
画
展

一
流
剛
・
米
と
身
附
者
ら
の
作
品
が

同
時
に
三
越
本
山
で
股
示
さ
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〈
梨
京
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
〉
主
倒
。
純

議
金
で
身
問
者
の
作
品
を
常
設
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
美
術
館
」
を
也
設
。

(m-m説
先
)

女
性
だ
け
の
写
真
展

「
郎
氾
と
そ
の
周
辺
」
を
テ
l
マ

に
女
性
の
カ
メ
ラ
ア
イ
で
と
ら
え
た

六
O
点
を
腿
示
。
東
京
駅
八
前
洲
北

口
駅
合
二
附
、
日
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て

。

(

日

-m朝
日
)

〔
仕
事
〕

印
削
撲
に
挑
み
ニ
年
半

女
性
問
人
の
印
刷
《
完
「
あ
い
だ

工
日
」
は
業
界
紙
、
社
内
線
、
問
庖

の
大
売
出
し
の
広
告
な
ど
が
主
な
仕

I
。

甘
刊
・

「
納
め
る
日
時
を
守
り
、
き
れ
い

で
、
似
段
が
向
く
な
け
れ
ば

H

男

女
u

は
関
係
な
い
。
私
た
ち
が
き
っ

か
け
で
終
分
野
に
挑
戦
す
る
人
が
山

れ
ば
・
:
」
と
。

(
1
・
泊
朝
日
)

中
年
五
人
で
喫
茶
庖

餓
れ
に
「
狐
山
町
(
こ
あ
)
」
と
い

う
応
を
山
し
た
主
姉
た
ち
。

営
業
二
か
月
、
収
支
は
ト
ン
ト
ン
。

「
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
」
。
(
3
・4
待
日
)

婦
人
が
育
て
た
ホ
ー
ム
ス
パ
ン

全
株
主
が
女
性
、
乎
づ
く
り
の
毛

刷
物
と
取
り
組
ん
で
き
た
娘
附
市
の

〈
み
ち
の
く
あ
か
ね
会
〉
が
泊
二

O

放
に
。
年
附
五
千
万
円
、
多
い
人
は

月
以
六
、
七
万
円
。

mrJr
の
婦
人
の

心
の
支
え
だ
。
(
ロ
・

3
日
経
)
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身
体
不
自
由
婦
人
に
明
る
い
光

社
会
彼
H
M
を
目
指
し
て
今
年
九
月

初
知
山
市
内
に
開
設
さ
れ
た
共
同
作

業
所
「
竹
毛
希
望
の
家
」
で
作
製
の

結
節
式
用
プ
1
ケ
が
評
判
を
呼
ぴ
、

注
文
が
殺
到
。

府
・
市
側
も
こ
の
作
業
所
の
活
動

を
認
め
、
助
成
金
を
附
る
見
込
み
と

な

っ

た

。

(

臼

・

6
京
都
)

身
障
者
の
授
産
所
づ
く
り

福
知
山
市
で
石
田
す
え
子
さ
ん

(
六
五
)
が
自
宅
の
一
部
を
身
附
者

の
た
め
の
授
殴
所
に
開
放
。
体
の
不

自
由
な
人
に
働
く
場
所
を
と
「
竹
毛

希
望
の
家
」
を
開
設
し
て
い
る
人
。

(
ロ
・
幻
朝
日
)



〔
学
ぶ
〕

女
の
立
場
で
学
問
革
命

「
父
権
社
会
の
文
化
を
女
の
視
点

で
正
し
て
い
き
た
い
」
と
、
知
的
職

業
に
つ
く
女
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
〈
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
〉
〈
東
京
初
世
田
谷
区
メ

ン
バ
ー
・
辺
美
行
子
さ
ん
ら
)
が

「
女
性
学
」
の
テ
キ
ス
ト
『
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
J
A
P
A
N』
を
隔
月
発
行

し
て
す
で
に
三
号
。
発
行
部
数
二
万

一
0
0
0、
生
活
そ
れ
自
身
の
中
に

し
か
学
聞
は
な
い
と
問
い
続
け
る
。

が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
知
性
に

よ
る
知
性
の
変
革
」
と
い
う
限
り
、

学
問
の
鳥
観
凶
的
発
恕
の
む
な
し
さ

が
返
り
咲
か
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

(
l
・
ω朝
日
)

伝
承
文
化
に
女
の
生
き
方
を
学
ぶ

民
話
や
民
兵
な
ど
民
間
伝
承
文
化

を
、
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

女
性
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
文
化
を

支
え
て
き
た
か
を
学
び
、
自
ら
の

H

生
き
ざ
ま
μ

を
聞
い
直
そ
う
と
、

初
岡
市
東
区
地
域
婦
人
会
辿
絡
協
議

会
と
京
市
民
セ
ン
タ
ー
は
「
ふ
る
さ

と
の
伝
承
文
化
と
お
ん
な
の
生
活
」

を
テ
l
マ
に
「
京
区
制
人
の
社
会
科

教
室
」
を
聞
く
。

(
8
・
U
凶
日
本
)

女
の
歴
史
を
学
ぶ

大
牟
旧
市
の
主
婦
宮
崎
利
子
さ
ん

(七
-
C
ら
平
均
年
齢
六
八
歳
の
五

人
は
、
五
月
か
ら
毎
月
二
回
、
臼
主

的
に
女
性
史
の
勉
強
会
を
聞
い
て
い

る
。
毎
回
だ
れ
か
が
講
師
役
で
問
題

提
起
。
女
性
問
凶
の
本
を
説
み
、
新

聞
の
記
事
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
。

(
9
・
町
西
日
本
)

女
性
史
を
原
資
料
で
学
ぶ

夜
間
の
婦
人
数
級
が
き
っ
か
け
で
、

通
史
や
解
説
世
で
な
く
、
原
資
料
を

読
み
通
そ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
〈
あ

ゆ
む
〉
が
世
田
谷
区
制
人
会
館
に
て

月
二
回
勉
強
会
。
講
師
は
折
井
美
都

子
さ
ん
。
女
性
史
や
婦
人
問
題
を
知

ら
な
く
て
も
「
知
ら
ぬ
が
仏
」
で
生

活
は
回
る
。
が
そ
れ
は
「
奴
誌
の
幸

悩
」
と
思
潮
編
を
読
み
続
け
、
区
内

に
住
む
婦
人
巡
勤
の
先
述
・
先
学
の

記
録
を
ま
と
め
る
計
凶
。(m-m日
経
)

〔
消
費
者
問
題
〕

主
婦
が
作
る
「
買
物
天
気
図
」

神
戸
市
消
政
省
協
会
の
主
制
た
ち

が
毎
月
一
回
、
一
七
七
か
所
を
調
査

し
て
「
主
婦
の
お
口
物
天
気
図
」
を

作
成
。
小
売
り
市
場
・
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
売
り
値
を
安
い
順
に
並
べ
、
上

位
四
分
の
一
が

O
(附
れ
て
下
位

四
分
の
一
が
・
(
雨
)
、
中
間
が
公

り
と
し
、
各
地
の
掲
示
板
で
一
斉
に

知
ら
せ
る
。
安
い
庖
で
買
え
ば
一
年

で
八
万
円
の
節
約
に
。
神
戸
で
一

O

万
人
の
会
員
と
市
の
協
力
で
続
け
て

三
年
。

(
5
-
M朝
日
)

主
婦
パ
ワ

l
n過
剰
包
装
H

追
及

大

m区
泊
四
者
の
会
の
五
O
人
が

区
か
ら
雪
山
山
さ
れ
調
資
を
謀
略
メ
ー

カ
ー
-
デ
パ
ー
ト
に
証
拠
を
つ
き
つ

け
て
追
及
。
(
日
・

u朝
日
)

流
通
機
構
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

一
五
円
牛
乳
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
夫

の
邦
雄
さ
ん
と
運
動
を
続
け
た
岩
根

志
尚
子
さ
ん
(
四
一
)
の
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
が
生
協
組
織
一
万
人
大
会
を

三
日
に
武
道
館
で
聞
く
。
い
ま
や
北

海
地
に
大
出
崎
将
米
は
£
の
罫

も
作
り
た
い
と
。
(
ロ
・

2
読
売
)

〔
継
続
〕

主
婦
連
の
三

O
年

粗
悪
品
で
な
か
な
か
着
火
し
な
い

マ
ッ
チ
の
追
放
か
ら
始
ま
っ
た
〈
主

婦
述
〉
が
今
年
で
三

O
周
年
。

お
し
ゃ
も
じ
を
看
板
に
消
費
者
逮
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動
の
政
先
端
を
行
く
行
動
力
に
政
府

や
Ar.
業
も
し
ば
し
ば
立
ち
住
少
6

(
1
・
幻
説
先
)

也
干

H

不
良
マ
ッ
チ
退
治
主
制
大
会
ω

か

ら
発
足
、
不
良
品
の
追
及
、
出
向
口
問
テ

ス
ト
な
ど
で
活
路
し
た
主
制
述
は
、

他
団
体
と
の
共
闘
が
進
む
一
方
、
幹

部
や
会
以
の
日
帥
化
、
財
源
鋭
、
以

子
力
ま
で
広
が
っ
た
テ
l
マ
な
ど
で

弱
体
化
、
日
川
口
川
試
験
官
品
は

n
m同

然
と
な
っ
た
。
(
日
・

3
中
日
)

お
母
さ
ん
新
聞
一
年
で
八

O
号

四
日
に
一
回
の
別
で
母
親
た
ち
が

発
行
し
杭
け
た
高
槻
市
北
的
水
小
の

学
級
新
聞
が
公
約
ど
お
り
八

O
す
に
。

「
子
供
を
人
質
に
と
ら
れ
て
い
る
」

間
柄
に
な
り
が
ち
江
の
が
矧
近
感
が

刊
ま
っ
た
と
先
生
も
付
税
も
焼
い
て

い
る
。
子
供
た
ち
の
ド
シ
ド
シ
新
聞

(一

O
O号
発
行
)
、
先
生
の
ヨ
ミ
ヨ

ミ
新
聞
(
一

O
O号
発
行
)
と
三
紙

が
相
互
批
判
し
な
が
ら
成
長
し
た
も

の。

(
4
・m例
日
)

一
O
年
迎
え
た
親
子
悦
密
会

〈
世
間
谷
籾
子
説
得
会
〉
は
親
子
だ

け
の
迎
営
で
一

O
年。

M
M
み
は
側
同

時
代
の
活
字
離
れ
に
よ
る
説
持
力
の

低
下
と
受
験
の
た
め
の
脱
会
者
。
そ

れ
で
も
野
菜
作
り
や
ド
ン
ド
焼
き
な

ど
で
問
解
力
を
納
い
、
一

O
年
目
の

記
念
誌
発
行
の
叩
仰
も
。(
4
-
m朝
日
)

『
女
エ
ロ
ス
』
が
一

O
号
に

「
何
も
の
に
も
規
定
さ
れ
な
い
女

で
あ
る
」
と
の
削
刊
宣
言
以
来
、

「
女
柿
拡
張
」
を
越
え
た
似
滅
的
な

生
の
解
放
を
求
め
つ
づ
け
、
脈
問
料

も
写
良
川
向
峨
料
も
タ
ダ
と
い
う
原
則

を
は
い
て
。

(
4
・
初
日
何
時
)

婦
人
会
機
関
紙
一
五
周
年

徳
h

川
県
石
井
町
一
品
川
原
姉
人
会

(
上
川
屯
子
会
民
、
ヒ

O
O人
)
は
、

一
三
日
、
三
九
作
阿
川
ガ
リ
刷
B
4

判
で
兇
行
以
米
、
何
川
欠
か
さ
ず
先

行
、
叫
下
一
日
く
続
い
て
い
る
段
閃

紙
『
あ
ゆ
み
』
一
五
同
年
記
今
ω
式
を
。

(
5
-
M徳
ぬ
)

名
古
屋
の
婦
人
活
動
の
草
分
け

『
削
人
之
友
』
読
者
の
新
生
活
迎

動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
昭
和
四
年
か
ら

活
動
し
て
い
る
〈
友
の
会
〉
は
、
女

性
た
ち
の
怠
織
改
革
に
も
円
以
献
し
て

き
た
。

(ω-m明
日
)

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〕

お
ば
ち
ゃ
ん
先
生

「
入
院
中
の
子
供
た
ち
の
勉
強
を

ち
ょ
っ
と
で
も
み
て
や
っ
た
ら
い
く

ら
か
で
も
巡
れ
を
挽
回
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」
そ
ん
な
聞
い
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
「
病

院
教
主
」
(
日
赤
中
央
病
院
小
児
向

槻
)
を
三
年
中
前
か
ら
聞
い
て
い
る
。

授
業
は
、
火
・
金
附
日
の
週
二
回
。

(
1
・9
朝
日
)
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町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名
古
屋
の
主
姉
グ
ル
ー
プ
〈
長
戸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
〉

(
会
は
七

O
人
)
は
、
老
人
所
帯
や

核
家
紋
も
安
心
し
て
科
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て

w
地
域
制
祉
M

に

励
ん
で
い
る
。

(
1
・
日
朝
日
)

町
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

寝
た
き
り
の
老
人
や
独
り
存
ら
し

老
人
の
市
政
を
防
止
し
よ
う
と
町
ぐ

る
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
南
安
曇
郡
山
科
町
で
、
一

四
日
、
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
を
聞
い
た
。
主
制
ら
四

O
数
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

H

い
ろ
は
u

を
学

ん
だ
。
同
町
は
六
O
歳
以
上
老
人
三

六
O
O人
、
-
っ
ち
独
り
務
ら
し
九
一

人
、
寝
た
き
り
九
九
人
。
参
加
主
制



は
四、

五

O
代
が
主
で
大
半
が
未
経

験
者
。

(
2
・
口
信
侮
)

テ
レ
ビ
よ
り
も

「
話
」

を

「
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
に
な
っ
て

い
る
子
供
を
テ
レ
ビ
か
ら
引
き
離
そ

う
」
と
福
岡
市
の
主
婦
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル

ー
プ

「
お
話
会
」
(
会
員

一

八
人
)
は

「戦
争
を
語
り
継
ぐ
お
話

会
」
な
ど
を
開
き
活
動
中
。

(
8
・
川
西
日
本
)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
援
助
活
動

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
身
体
障
害
児
の

施
設
、
精
神
薄
弱
児
ホ
l
ム
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
、
毎
週
六

O
人
ほ
と

の
日
本
婦
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
る
。
尚
社
、
銀
行
の
駐

在
員
や
地
元
の
企
業
団
体
に
勤
め
る

人
の
奥
さ
ん
が
主
体
。
現
地
の
人
々

と
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
を
も
と
う

と
始
め
て
か
ら
す
で
に

一
O
年
、
強

い
反
日
感
情
を
地
道
に
変
え
て
い
る
。

(
8
-
m
西
日
本
)

盲
人
の
母
親
に
声
の
奉
仕
を

愛
知
県
大
府
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
.
ク

ル
ー
プ

〈野
ば
ら
〉
が
、
新
聞
の
家

庭
欄
な
ど
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
む
声

の
拳
仕
者
を
募
集
。
盲
人
の
母
級
た

ち
に
生
活
に
つ
な
が
る
楽
し
み
を
と
。

(
8
・
お
朝
日
)

コ
ツ
コ
ツ
朗
読
録
音
活
動

全
国
二
五
万
人
と
い
わ
れ
る
自
の

不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
に
文
字

・

歴
史
占
な
ど
の
朗
読
録
音
活
動
を
し

て
い
る
奉
仕
者
の
中
か
ら
四
人
の
女

性
が

「第
八
回
朗
読
録
音
奉
仕
感
謝

の
集
い
」
で
、
全
国
表
彰
を
受
け
る
。

東
京
の
会
社
員
戸
高
校
子
さ
ん
(
四

五
)
、
都
鳥
の
主
同
刷
新
井
よ
し
ゑ
さ

ん
(
六
凶
)
、
宮
械
の
広
野
き
よ
さ

ん
(
七

O
)、
香
川
の
屯
屯
公
社
勤

務
山
下
瑛
子
さ
ん
(
凶

一
)。

本
仕
者
は
全
国
で
約
三
千
人
。
ま

だ
ま
だ
少
な
く
部
婆
に
追
い
つ
か
な

い
の
が
現
状
。

(-9

・8
毎
日
)

主
婦
が
育
て
る
読
書
っ
子

江
南
市
の
江
南
団
地
の
主
婦
た
ち

が
、
団
地
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
開

設
し
た

「自
治
会
文
庫
」
。
毎
週
三

百
川
の
貸
し
出
し
、
説
瞥
意
欲
の
向

上
に
大
き
な
役
割
。

(凶

・
幻
朝
日
)

「弱
視
の
子
ら
に
読
書
を
」
と

東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
婦
グ
ル
ー

プ

〈
は
な
び
ら
〉
が
拡
大
絵
本
を
手

づ

く

り

。

(

川

-mサ
ン
ケ
イ
)
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集
会

〔
全
国
集
会
〕

職
場
の
H

飾
り
女
u

に
な
る
な

「
行
動
計
阿
へ
の
只
体
的
提
言
」

を
テ
l
マ
に
〈
日
本
行
職
制
人
ク
ラ

ブ
〉
一
三

O
人
が
、
志
仰
で
全
国
述

人
川
会
。
口
湖
、
東
京
の
古
問
あ
こ
さ

ん
が
「
飾
り
京
ハ
と
し
て
よ
い
地
位

に
つ
く
火
)
に
な
る
な
」
と
同
ク
ラ

ブ
の
陥
り
や
す
い
融
市
H
を
指
摘
、
白

戒
の
苛
政
と
し
た
。

(
2
・
印
刷
剣
山
。

第
二
三
回
働
く
婦
人
の
中
央
集
会

五
月
一
三
、

一
四
日
、
二

0
0
0

人
が
「
教
行
」
を
テ
l
マ
に
集
《
ム
。

「
子
供
の
非
行
化
が
働
く
母
籾
と
一

つ
な
が
り
に
さ
れ
、
教
科
時
に
は
結

川
町
・
山
産
・
退
職
と
い
う
女
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
が
記
さ
れ
、
卒
業
す
る

ま
で
山
府
得
そ
の
他
す
べ
て
別
子
が

先
。
低
白
金
で
へ
ト
ヘ
ト
の
母
籾
に

話
は
ヱ
仇
が
で
き
た
ら
働
か
な
い
u

と
娘
は
一
百
・
つ
が
、
働
く
こ
と
こ
そ
生

さ
る
こ
と
、
と
誇
り
と
白
日
を
持
っ

て
主
税
で
き
る
世
の
中
を
」
と
の
発

言
も
。

(
5
・
日
朝
日
/
読
売
)

ホ

第
一
九
回
全
同
州
人
の
つ
ど
い
山
中

央
実
在
日
立
・
誹
w
・
行
動
を
テ
ー

マ
に
品
川
文
化
会
館
で
聞
か
れ
八

O

O
人
が
参
加
。
分
科
会
「
仕
事
と
家

庭
」
で
は
お
金
の
た
め
で
は
な
い
の

に
子
供
を
預
け
て
働
く
の
は
母
性
愛

が
汚
い
の
で
は
、
と
か
、
子
が
病
気

で
休
む
の
は
気
が
ね
な
ど
と
い
う
山

席
者
に
「
働
く
こ
と
は

n立
の
跨
ぴ
、

平
等
災
現
に
は
堂
々
と
働
き
続
け
て
」

と
助
-
Y
H
者
が
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
。

(
5
・
幻
説
先
)

第
二
四
回
日
本
母
親
大
会

二
九
、
三

O
目
、
東
京
で
聞
か
れ

一
万
人
が
参
加
、
四
五
の
分
科
会
で

熱
の
こ
も
っ
た
討
論
。
分
科
会
「
ど

ん
な
子
供
に
行
て
た
い
か
」
で
は
基

90 

本
的
な
し
つ
け
が
で
き
て
い
な
い
状

態
が
開
明
か
れ
、
「
む
し
ろ
ど
ん
な
母

却
に
な
る
べ
き
か
を
問
う
べ
き
」

「
母
が
悩
ん
で
い
る
と
き
父
は
何
を

し
て
い
る
の
か
」
と
疑
問
が
投
げ
ら

れ
、
「
共
働
き
と
育
児
」
で
は
子
供

へ
の
悪
影
仰
げ
は
な
い
、
白
身
の
努
力

と
夫
の
協
力
が
必
裂
と
昨
認
さ
れ
た
。

(
7
・
訓
読
売
)

〈
母
と
女
教
師
の
会
〉
全
国
集
会

八
月
二
三
、
四
日
、
東
京
で
「
ど
ん

な
人
間
に
育
て
た
い
か
」
を
テ
l
マ

に
。
「
何
で
も
や
っ
て
み
る
と
い
う

活
気
の
あ
る
た
く
ま
し
い
子
に
」



「
主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
、
臼

分
の
人
生
を
創
造
的
に
切
り
開
い
て

い
く
子
に
」
「
社
会
と
の
関
わ
り
の

な
か
で
自
立
し
た
制
人
労
働
者
に
」

と
結
論
。

(
9
・
5
社
会
新
報
)

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会

九
月
二
三
日
、
長
野
市
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
「
先
天
災
品
川
は
人
類
の
危

機
を
知
ら
せ
る
カ
ナ
リ
ヤ
の
さ
え
ず

り
」
と
。

(ω
・
6
社
会
新
報
)

第
三
回
日
本
婦
人
問
題
会
鴎

「
男
女
平
等
と
社
会
慣
習
|
婦
人

の
活
動
分
野
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
」

を
テ
I
マ
に
二
日
、
サ
ン
ケ
イ
会
館

に
全
国
か
ら
六

O
O人
が
参
加
、

「
有
職
主
婦
と
専
業
主
婦
の
意
識
対

比
調
査
」
(
徳
島
・
二
月
会
)
「
活
動

報
告
」
(
長
野
県
老
後
を
し
あ
わ
せ

に
す
る
会
)
「
男
女
の
自
立
に
つ
い

て
」
(
日
本
有
職
婦
人
ク
ラ
ブ
大
阪

ク
)
等
の
報
告
。
専
業
主
婦
と
有
職

何
人
の
境
界
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る

の
が
今
年
の
特
徴
。
「
共
に
役
割
分

業
怠
誠
が
強
く
、
女
が
ト
ク
と
思
う

の
は
一
五
%
だ
け
(
徳
山
)
」
「
夫
や

籾
の
宥
病
は
、
命
を
納
め
峨
を
総
て

で
も
女
が
や
っ
て
い
る
(
長
野
)
」

な
ど
が
共
通
の
問
題
に
。(日
・

4
朝
日
)

子
供
の
人
権
を
守
る
た
め
に

二
O
目
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
日
本

教
育
会
館
で
、
総
評
・
日
教
組
・
日

本
子
供
を
守
る
会
等
三
一
団
体
・
五

O
O人
が
参
加
、
子
供
に
平
初
と
安

全
な
米
米
を
と
「
同
際
児
武
何
十
・
子

供
の
人
権
を
守
る
辿
絡
会
議
」
を
結

成

。

(

日

-m社
会
新
報
)

〔
国
際
女
性
学
会
〕

子
連
れ
で
女
性
学
会
に
出
席

国
際
女
性
学
会
・
米
側
リ
ー
ダ
ー

の
メ
リ
l

・
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
(
三
七
%

学
会
に
三
か
月
の
坊
や
を
辿
れ
て
米

日。
「
心
理
学
者
の
火
は
私
に
も
っ
と

プ
ロ
に
な
れ
と
励
ま
す
。
私
は
彼
に

も
っ
と
・
家
事
を
楽
し
め
と
励
ま
す
」

「
男
も
到
の
論
理
を
拾
て
て
人
間
ら

し
く
生
き
、
労
働
も
女
と
わ
か
ち
あ

い
な
志
い
。
女
性
学
、
即
ち
、
見
性

尚子」。

(
7
-
m読
売
)

初
の
国
際
女
性
学
会

二
四
、
二
五
、
二
六
の
三
日
間
、

国
立
制
人
教
育
会
館
で
開
俄
、
学
問

的
な
立
幼
か
ら
女
性
の
あ
り
方
を
討

論
、
約
一

O
O人
の
容
加
者
は
若
い

女
性
学
者
が
中
心
。
「
主
婦
の
歴
史
、

国
境
や
文
化
の
巡
い
を
型
か
に
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
語
り
合
い
た
い
」
と
米

国
側
の
学
者
た
ち
も
期
待
。
(
7
-
m読
売
)

*
 

一
日
目
、
瀬
川
治
子
さ
ん
の
記
念

講
演
。
「
か
つ
て
の
主
婦
は
軍
妥
な

労
働
の
に
な
い
手
だ
っ
た
。
労
働
か

ら
解
放
さ
れ
た
今
の
専
業
主
制
は
民

族
史
の
部
尖
か
ら
凡
て
も
お
か
し
い
句

二
日
目
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
モ
ロ
l

ニ
ー
さ
ん
が
問
題
提
起
。
平
山
城
ら
い

て
う
・
山
川
菊
栄
・
市
川
同
校
の
三

人
を
例
に
、
日
本
の
女
性
巡
動
は
戦

前
戦
後
と
分
断
さ
れ
ず
脈
々
と
続
い

て
い
る
と
強
調
。

二
日
目
、
ラ
イ
ザ
・
ク
リ
フ
ィ
ー

ル
ド
さ
ん
。
自
ら
の
芸
者
体
験
を
通

し
、
日
本
の
妥
が
家
事
育
児
専
従
で

ホ
ス
テ
ス
的
役
割
は
芸
者
に
ゆ
だ
ね

て
い
る
状
況
を
指
摘
、
す
べ
て
の
妥

が
ホ
ス
テ
ス
に
な
れ
ば
芸
者
は
消
滅

す
る
と
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
に
主
張
、

論
議
を
よ
ん
だ
。

三
日
目
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ル
イ
ス

さ
ん
。
日
本
の
消
問
者
巡
勤
を
佐
町

特
に
な
の
根
型
運
動
の
根
元
的
な
生

命
市
視
を
評
価
。
ス
ザ
ン
ナ
・
ボ
l

ゲ
ル
さ
ん
は
「
日
本
の
主
婦
は
専
門

家
。
稼
ぎ
手
専
従
の
男
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
と
分
析
、

日
米
主
婦
論
争
に
花
が
咲
い
た
。

(
7
・
幻
|
幻
読
売
)
，
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*
 

女
性
学
会
の
討
論
は
五
郎
会
で
行

な
わ
れ
、
海
外
参
加
者
の
研
究
発
表

は
必
ず
し
も
正
確
と
い
え
な
い
部
分

も
あ
っ
た
が
日
本
人
の
立
去
を
つ
く

問
題
鎚
起
も
さ
れ
た
。
日
本
の
女
性

解
放
述
動
家
の
参
加
が
な
か
っ
た
と

い
う
惜
し
ま
れ
る
一
而
も
あ
っ
た
が
、

ま
ず
は
成
功
と
い
え
よ
う
。

米
国
で
は
女
性
学
減
殴
は
五

O
O

O
鵡
邸
、
講
師
数
は
二
三

O
O人、

一
O
総
ド
ル
の
研
究
開
H

が
つ
ぎ
こ
ま

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
も
米
務
か
ら

東
女
大
・
お
茶
大
・
京
都
橘
女
大
で

女
性
学
が
閲
読
さ
れ
る
予
定
。

(
7
・
幻
毎
日
)

女
性
蛍
ム
国
報
告
書
を
出
版

五
郎
会
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
l
マ
ご
と

に
内
外
の
研
究
者
た
ち
が
報
告
し
、

討
論
し
た
報
告
討
が
出
版
さ
れ
た
。

女
性
問
問
一
般
に
関
心
の
あ
る
人
々

に
と
っ
て
も
批
虫
な
出
版
物
。
送
料

共
で
一
四

O
O円。

(m・
幻
俗
日
)

〔
地
方
集
会
〕

婦
人
の
つ
ど
い
に
思
う

一
二
月
一
一
日
「
第
二
田
中
野
市

姉
人
の
つ
ど
い
」
が
聞
か
れ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
日
以
後
「
私
た
ち
の
符
ぴ

と
悩
み
」
で
生
活
改
普
グ
ル
ー
プ
の

三
O
人
が
、
日
常
の
活
動
・
食
牛
》
泊

の
改
善
か
ら
出
村
姉
人
の
生
き
が
い

ま
で
を
散
文
詩
に
し
て
朗
読
し
た
。

師
人
の
つ
ど
い
は
、
ま
だ
市
白
附
・

位
協
・
加
H
及
所
・
教
育
委

U
会
な
ど

の
公
的
機
関
に
か
か
わ
り
の
あ
る
団

体
だ
け
の
あ
つ
ま
り
で
あ
る
。
市
内

の
師
人
全
体
か
ら
支
持
さ
れ
る
明
主

に
す
る
た
め
に
は
も
っ
と
も
っ
と
脱

皮
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
水
谷
正
・
公
民
館
長
)

(
1
・
例
代
川
毎
)

女
教
師
大
会
に
三
五

O
人

的
波
紋
行
会
主
似
の
第
三

O
回
女

教
師
研
究
大
会
は
長
野
県
下
の
小
中

学
校
女
教
師
が
「
児
武
・
生
徒
の
人

間
性
を
行
て
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
」
を
討

論
。
分
科
会
で
は
、
①
内
H
己
研
修
の

方
法
②
教
有
効
果
を
向
め
る
災
践
③

生
き
生
き
活
動
す
る
た
め
に
女
教
師

は
何
を
な
す
べ
き
か
を
只
体
的
に
話

し
合
っ
た
。

(
2
・
5
侭
勾
)

平
等
や
地
位
向
上
求
め

「
長
野
県
抑
人
間
問
抑
進
総
集
会
」

が
一
二
日
松
本
市
で
聞
か
れ
、
二
六

団
体
、
主
制
ら
約
千
人
が
参
加
、
各

団
体
か
ら
の
活
動
桜
台
・
発
表
が
行

な
わ
れ
た
。
「
男
女
の
同
定
し
た
役

川
分
業
が
女
性
差
別
の
も
と
」
「
母

性
保
護
を
土
台
に
職
場
で
の
児
女
平

等
を
す
す
め
る
べ
き
」
な
ど
を
論
じ

た
が
、
一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
成
以
の
彼
制
限
に
終
始
す
る
団
体

も
あ
り
、
合
例
か
ら
は
テ
1
マ
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
筋
が
迎
っ
た
も
の
が
な

い
と
不
満
の
向
も
。

午
後
は
樋
口
出
子
さ
ん
の
講
演

「
抑
人
の

n立
と
社
会
容
加
」
。

(
2
・
日
目
録
)
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「
主
婦
が
働
く
こ
と
」
で
肘
愉

〈
信
濃
毎
日
東
信
地
区
投
稿
主
制
の

会
〉
が
、
ニ

O
目
、
上
岡
市
働
く
婦

人
の
家
で
聞
か
れ
、
二
九
人
が
参
加
。

「
主
仰
が
仕
引
を
持
つ
こ
と
」
に
つ

い
て
賛
否
両
論
を
た
た
か
わ
せ
た
。

(
2
-
m信
毎
)

赤
楳
々
に
ホ
ン
ネ
を
筒
る
会

「
嫁
い
で
一
五
年
、
や
っ
と
家
の

財
布
の
中
身
が
わ
か
り
か
け
た
。
結

Mm当
初
か
ら
財
布
会
議
が
聞
か
れ
て

い
た
ら
、
こ
ん
な
回
り
道
は
な
か
っ

た」
「
今
ま
で
愚
痴
を
い
う
だ
け
の
務

ら
し
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
前
を
向
か
な
く
て
は
・
:
」

北
行
川
波
木
島
平
村
で
の
「
盟
か
な

く
ら
し
を
す
す
め
る
村
民
の
つ
ど
い
」

第
四
回
に
は
ホ
ン
ネ
が
あ
ふ
れ
た
。



一
回
か
ら
三
固
ま
で
は
、
「
あ
ん

な
こ
と
を
み
ん
な
の
前
で
言
わ
な
く

て
も
い
い
の
に
家
の
恥
だ
」
な
ど
騒
々

し
か
っ
た
が
、
今
年
は
感
動
と
共
感

の
紛
が
:
・
。
「
女
が
変
わ
れ
ば
暮
ら

し
が
変
わ
る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
本
当

の
こ
と
を
語
り
合
お
う
」
|
|
一
人

一
人
が
大
事
に
さ
れ
る
本
当
の
暮
ら

し
を
求
め
て
、
女
た
ち
は
光
を
と
も

し
た
。

(
3
・
幻
信
毎
〉

男
に
と
っ
て
家
事
と
は
何
か

日
本
有
職
婦
人
大
阪
ク
ラ
ブ
が
公

開
討
論
会
。
却
の
家
事
は
当
然
と
い

う
大
学
助
教
授
。
で
き
る
け
れ
ど
し

な
い
と
い
う
技
師
な
ど
が
発
表
。

大
阪
社
会
事
業
短
大
服
部
教
授
は

「
女
の
自
立
の
た
め
に
男
も
、
と
い

う
対
症
療
法
や
ニ
ュ

l
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
風
俗
と
し
て
の
男
の
料
理
教
室
は

危
険
」
と
瞥
告
。

(
6
・
9
読
売
)

四
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会

保
育
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
出
し
あ
い
、
交
流
を
深
め
よ
う

と
、
第
一
回
研
究
集
会
が
徳
品
市
内

で
二
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
た
。
四

国
回
以
か
ら
保
護
者
・
保
母
・
研
究

者
な
ど
六
O
O人
が
参
加
。
保
有
問

題
の
深
刻
さ
・
難
し
さ
を
浮
き
彫
り

に。

(
6
-
U徳
ぬ
)

性
を
考
え
る
会

長
野
市
若
槻
団
地
で
は
団
地
独
自

で
家
路
で
の
性
教
育
を
取
り
上
げ
説

秘
会
を
聞
く
。
団
地
が
誕
生
し
て
一

O
年
、
思
存
期
の
子
が
ふ
え
た
の
で
、

こ
れ
を
契
機
に
子
供
と
話
し
合
お
う

と。

(
7
・2
低
俗
)

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
倫
争
名
古
屋
版

名
古
回
市
婦
人
会
館
言
「
-
二
l
・

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
立
一
百
」
「
女
性
に
よ

る
人
間
解
放
主
義
」
を
州
民
間
、
活
発

な
論
争
。

主
催
は
雑
誌
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
』

編
集
長
、
泥
尖
育
子
・
背
山
学
院
大

助
教
授
。

(
9
・
3
朝
日
)

福
祉
を
鱈
る
婦
人
の
集
い

〈
三
鷹
市
の
初
祉
を
す
す
め
る
叫
人

の
会
〉
が
九
月
三

O
目
、
「
こ
ど
も

の
環
境
づ
く
り
」
「
安
定
し
た
老
後

の
た
め
に
」
「
市
民
参
加
と
師
人
の

役
剖
」
で
三
鷹
市
の
行
政
立
任
者
と

窓
見
交
換
。

(m-m社
会
新
報
)

勤
労
婦
人
間
庖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
四
日
、
長
野
市
で
閃
か
れ
一
五

O
人
が
参
加
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
働
く

婦
人
は
「
女
は
雑
川
係
。
二
五
過
ぎ

て
そ
の
地
位
に
気
づ
く
こ
ろ
煙
た
が

ら
れ
る
存
在
と
な
る
。
最
も
平
等
な

公
務
此
で
も
仕
事
の
内
容
や
昇
格
で

は
差
別
さ
れ
る
」
。
働
く
男
性
は

「
婦
人
の
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
よ

う
と
し
て
も
婦
人
の
反
応
が
な
い
。

共
働
き
の
姿
は
殴
眠
時
間
が
二
時
間

も
短
い
の
に
」
。
経
営
者
は
「
結
婚

し
た
ら
や
め
る
と
言
っ
た
人
が
長
く

い
た
り
、
定
年
ま
で
と
言
っ
て
た
人

が
結
締
退
職
し
た
り
、
女
は
大
事
な

仕
事
に
つ
け
ら
れ
な
い
」
と
発
言
。

会
場
か
ら
「
ま
ず
法
制
の
技
術
を
」

の
戸
が
山
た
が
生
迎
休
暇
は
怠
見
が

二
分
。

(m
・
幻
信
毎
)

第
八
園
長
野
県
保
育
研
究
集
会

五
、
六
両
日
県
下
の
保
母
ら
約
八

O
O人
で

。

(

日

・

6
信
毎
)

母
子
福
祉
愛
知
県
大
会

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と

向
上
を
図
る
た
め
の
県
母
子
・
拡
婦

制
祉
大
会
が
一
二
日
東
区
の
愛
知
文

化
懇
話
で
。
約
一
六

O
O人
が
山
崎

(
日
・

u朝
日
)
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女
の
生
き
方
、
自
立
と
は

白
川
似
俗
日
「
私
の
向
」
投
稿
行
を

中
心
と
す
る
第
一
六
同
日
俗
「
私
の

戸
」
県
大
会
が
、
九
日
、
松
本
市
の

中日

Mm協
会
館
で
聞
か
れ
、
話
し
合

い
と
丸
岡
秀
子
さ
ん
の
鳩
山
例
。

(日

-
M
H川
匂
)

名
古
屋
で
交
通
遺
児
激
励
会

東
海
三
以
の
交
通
治
児
を
励
ま
す

つ
ど
い
が
二
六
日
、
巾
区
の
名
古
Mm

陶
工
会
誌
所
ホ
!
ル
で
。
三
県
下
の

母
子
家
路
三
O
O
仰
い
併
か
ら
約
八
五

O
人
が
参
加
、
母
と
子
が
民
剣
に
生

き
よ
う
と
す
る
盗
が
、
質
疑
の
中
で

浮
き
彫
り
に
。
(
日
・
幻
初
日
〉

〔
そ
の
他
〕

潜
在
看
護
婦
セ
ミ
ナ
ー

家
路
に
品
川
在
し
て
い
る
保
健
制
や

有
護
制
の
知
治
・
能
力
の
向
上
を
は

か
る
州
制
H

セ
ミ
ナ
ー
が
二
川
-
v
A
、

六
日
に
。
主
仰
は
日
本
氏
学
協
A

公。

(
1
・mmHM)

出
産
の
た
め
の
集
会

「
子
陀
み
の
羽
で
の
発
見
|
|
踏

む
側
と
取
り
あ
げ
る
側
で
党
J

え
よ
う
」

と
い
う
集
会
が
、
二
九
日
、
四
谷
公

会
堂
で
。
主
催
は
州
中
川
川
山
陀
協
会
役

立
委
H
H
Aム。

(
l
-
m読
売
)

清
隆
婦
と
医
師
は
同
格

日
本
有
滋
協
会
が
「
同
民
の
健
肢

を
守
る
行
設
大
会
」
を
一
O
日
九
段

会
館
で
聞
き
、

I
L
Oが
七
七
年
六

月
の
総
会
で
採
択
し
た
、
「
宥
恕
師

条
約
」
の
批
准
を
嬰
求
し
た
。

(
2
・
ロ
読
売
)

本
当
に
差
別
は
な
く
な
っ
た
か

回
目
、
日
弁
述
主
催
で
「
出
法
三

O
年
と
見
交
平
等
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
聞
か
れ
た
。

「
削
人
代
議
土
は
一
・
問
%
、
会

明
州
院
鳩

U
は
六
%
、
制
攻
公
務

U
は

日
以
以
上
一
問
一
五
人
中
、
火
性
は

一
人
。
こ
れ
は
政
治
は
到
の
仕
事
と

い
う
役
別
分
知
怠
淑
が
根
強
く
残
っ

て
い
る
か
ら
」
(
市
川
同
校
)

「
妊
似
・
山
花
を
公
的
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
、
健
保
の
対
象
に
す
る
。

深
川
時
の
先
別
然
止
を
」(
昆
野
安
三
郎
)

「
夫
制
財
期
比
制
も
火
山
中
は
夫
名
義
。

遺
族
年
金
は
五
O
%
の
給
付
率
、
隣

同
町
の
財
陀
分
与
は
紡
Mm生
活
二
O
年

で
平
均
二
七
五
万
円
。
法
改
正
が
必

要

」

(

大

脇

雅

子

)

「
職
場
の
男
女
去
別
の
端
的
な
例

が
パ

l
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
。
さ
ら
に

職
能
給
・
資
怖
紛
の
隠
れ
み
の
が
開

山

首

」

〈

上

条

氏

夫

)

男
女
同
椛
の
波
法
他
行
三
O
年
、

ま
だ
ま
だ
法
と
刑
判
災
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
き
い
、
が
結
論
だ
っ
た
。
(
3
・8
毎
日
)

「
女
性
と
文
学
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
H
M
U
%伐
エ
レ
ン
・

毛
ア
l
ズ
さ
ん
が
一
八
川
紹
以
降
の

火
性
文
学
の

H

ヒ
ロ
イ
ン
イ
ズ
ム
u

に
つ
い
て
講
泌
。
問
燥
な
状
態
に
白

か
れ
て
い
る
女
性
の
た
め
に
ベ
ン
を

と
る
こ
と
が
課
題
と
述
べ
た
。
日
本

側
の
泥
災
計
川
子
さ
ん
が
創
造
性
は
子

宮
か
ら
生
ま
れ
る
と
主
弧
す
る
と
、

モ
ア
l
ズ
さ
ん
は
頭
脳
か
ら
の
み
出

る
と
反
論
、
日
本
と
の
解
放
述
動
の

迷
い
を
示
し
た
。

(
4
・
U
信
毎
)

付
き
そ
い
宥
穫
を
考
え
る
集
い

東
京
行
護
学
セ
ミ
ナ
ー
主
催
で
家

族
・
明
一
制
捜
制
・
付
き
添
い
姉
そ
れ
ぞ

れ
の
立
川
掛
か
ら
問
題
拠
起
。

〈

4
・
日
明
日
)

未
来
の
家
族
を
考
え
る
集
会

「
将
米
の
社
会
で
家
族
は
ど
う
変

動
す
る
か
」
を
テ
1
マ
に
し
た
公
開



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
円
本
社
会
心
限
必

会
主
似
で
附
か
れ

「骸
家
嫉
化
に
と

も
な
う
新
し
い
価
値
観
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
」
と
拠
号一
口。

(6
・
引
朝
日
)

社
会
党
が
都
民
婦
人
と
の
懇
談
会

郎
知
事
選
に

つ
い
て
、
①
政
策
づ

く
り
を
し
っ
か
り
②
候
補
者
選
考
で

は
発
惣
の
転
倹
を
③
社
会
党
は
主
体

性
を
も

っ
て
選
考
に
あ
た
る
べ
き
:

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
(8

・
n毎
日
)

賃
金
の
男
女
差
別
を
な
く
せ

思
惣
や
立
湯
を
越
え
て
女
性
の

A

を
結
集
し
現
状
を
変
え
て
い
こ
う
と

い
う
初
の

「男
友
差
別
賃
金
を
な
く

す
交
流
集
会
」
が
一
ご

・
二
二
口
、

東
京

・
杉
並
で
。
超
党
派
の
丘
二
団

体
約

一
六

O
人
が
討
論
。

(m
-m朝
日
/
信
侮
)

学
童
保
育
会
国
研
究
集
会

四
ー
五
日
、
浦
和
市
で
第

一
三
回

集
会
が
。
母
叩
酬
は
心
配
や
苦
労
、
父

相酬は
子
汗
て

へ
の
的
経
的
な
声
が
目

立

っ

た

。

(

け
・

9
毎
日
)

社
会
主
義
婦
人
イ
ン
タ
ー

第

一
O
回
大
会
が

一
O
刀
三
一

日

か
ら
二
日
間
、
カ
ナ
ダ
の
パ
ン
ク
|

パ
l
で
。
一一
ヒ
か
国
六
間
人
の
代
ぷ

が
参
加
、

「社
会
に
お
け
る
暴
力
の

経
済
的

・
社
会
的

・
文
化
的
側
副
」

に
つ
い
て
む
見
交
換
。

(日
・
げ
社
会
新
制
)

H

結
婚
し
な
い
女
u

た
ち
が
集
い

女
が
ひ
と
り
で
も
生
き
ら
れ
る
社

会
に
し
て
ほ
し
い

|

|
ひ
と
り
科
ら

し
の
三

O
人
が
京
都
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
に
集
ま
っ
て
、
生
き
が
い
や

右
後
の
不
安
な
ど
を
話
し
合

っ
た
。

戦
時
期
に
首
春
を
迎
え
、
結
婚
し
な

い
ま
ま
五
、
六

O
代
に
な

っ
て
い
る

女
性
が
中
心
。
呼
び
か
け
た

の
は

『
ひ
と
り
暮
ら
し
の
戦
後
史
』
を
詔

い
た
犠
沢
美
代
子
さ
ん
。

(
川

・

ω朝
日
)
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変
化

〔
し
き
た
り
〕

ヒ
ノ
ヱ
ウ
マ
女
は
不
幸
せ
7

ウ
マ
年
生
ま
れ
の
市
胤
洋
子
さ
ん

は
、
災
時
も
娘
も
夫
の
母
も
ヒ
ノ
エ

ウ
マ
。
迷
信
を
吹
き
飛
ば
す
さ
わ
や

か
な
一
家
だ
。

(
1
・
1
読
売
)

京
の
正
月
と
し
き
た
り

若
い
時
に
は
少
な
か
ら
ず
反
発
し

た
し
き
た
り
を
今
は
な
る
べ
く
き
ち

ん
と
守
る
よ
う
に
し
て
い
る
H

花
の

中
年
u

世
代
が
多
い
が
、
年
配
の
人

と
な
る
と
栂
維
に
問
折
す
る
。
し
き

• 
風
潮

た
り
を
疑
い
も
な
く
守
り
続
け
て
い

る
人
も
あ
る
反
問
、
「
し
き
た
り
、

し
き
た
り
、
お
守
口
い
や
す
け
ど
、
き
っ

ち
り
し
た
し
き
た
り
を
守
ら
ん
な
ら

ん
か
っ
た
時
代
の
女
い
う
も
ん
は
、

き
つ
・
つ
お
し
た
え
」
と
古
う
人
も
あ

，。。京
都
の
し
き
た
り
を
守
る
代
表
絡

の
し
に
せ
も
ほ
と
ん
ど
会
社
制
に
な

り
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
ず
っ
と
減
っ

た
。
そ
う
な
っ
て
み
て
、
-
以
の
お
ん

な
も
し
き
た
り
を
あ
る
限
度
守
る
楽

し
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た

そ
の
必
裂
性
の

n党
も
芥
生
え
て
き

た
よ
う
。

(
日
土
谷
あ
っ
子
)
(
1

・7
説
先
)

手
ま
り
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

秋
凹
県
大
潟
村
ー
ー
ほ
ん
の
ふ
た

背
前
ま
で
は
八
郎
潟
、
今
は
モ
デ
ル

出
村
。
大
潟
村
の
村
氏
は
国
が
五
次

に
分
け
て
全
凶
か
ら
孫
娘
、
政
初
の

入
植
か
ら
尚
一

O
年
。
こ
の
村
の
老

人
間
凶
は
深
刻
だ
。

完
全
な
機
械
化
は
お
年
寄
り
に
何

の
仕
取
も
与
え
な
い
。
さ
ら
に
地
紋
・

血
縁
い
っ
さ
い
な
し
、
言
採
さ
え
隣

同
士
巡
う
。

そ
ん
な
巾
で
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は

御
峨
ま
り
同
好
会
を
作
り
、
手
ま
り

作
り
に
生
き
が
い
を

μ同
し
て
い
る
。

(
1
・8
説
光
)
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「
三
ジ
の
パ
パ
」
に
愈
見
殺
到

「
ま
だ
ま
だ
男
性
中
心
の
社
会
な

ん
で
す
ね
え
、
こ
ん
な
こ
と
が
問
題

に
な
る
と
は
。
二
人
で
築
く
家
降
、

当
然
で
し
ょ
う
」
(
女
・
四

O
)

「
男
が
家
事
を
や
る
べ
き
じ
ゃ
な

い
な
ん
て
、
硬
凶
し
た
考
え
が
お
か

し

い

」

(

男

・

二

五

)

「
男
を
雑
用
に
使
つ
て
は
出
世
が

遅
れ
ま
す
。
仕
事
に
全
力
を
注
げ
ば

家
路
に
還
元
し
ま
す
」
(
女
・
五
九
)

「
お
い
お
茶
!
と
い
う
お
父
さ

ん
の
ほ
う
が
ど
っ
し
り
し
て
存
在
感

が
あ
っ
て
い
い
」
(
女
・
一
五
)

「
父
紛
が
家
事
に
判
仰
を
出
す
の
は



イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
」(女
・
三
六
)

H

到
の
育
児
花
ざ
か
り
M

に
一

O
O

本
近
い
氾
話
が
殺
到
、
賛
否
ほ
ぽ
伯

仲。

(
1
・9
読
売
)

H

男
u

上
げ
れ
ば
H

父
M

下
落

「
子
辿
れ
狼
」
や
「
巨
人
の
旦
」

の
父
は
、
見
と
し
て
は
凄
絶
な
生
き

方
だ
が
、
子
育
て
と
し
て
は
失
格
。

対
照
的
な
の
は
「
ダ
メ
お
や
じ
」
。

男
と
し
て
も
父
と
し
て
も
す
ば
ら

し
い
父
親
像
は
少
な
い
。
「
日
本
で

父
親
に
権
威
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て

い
た
の
は
家
制
度
の
長
と
し
て
国
か

ら
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
。
そ
う
い

う
人
為
的
ワ
ク
が
と
れ
れ
ば
、
父
に

残
さ
れ
る
の
は
社
会
と
家
庭
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
の
役
判
た
け
」
と
高
精
均
・

武
蔵
大
教
授
は
分
析
。

(
1
・

m読一
S

ガ
イ
ジ
ン
締
め
出
し

日
本
人
同
士
が
話
し
て
い
る
と
こ

ろ
へ
仲
間
入
り
す
る
と
パ
ッ
と
ふ
ん

い
き
が
変
わ
る
。
人
に
何
か
し
て
あ

げ
た
く
て
も
、
こ
の
人
デ
パ
ー
ト
か

ら
問
り
物
を
届
け
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
:
・
と
か
考
え
て
桜
れ
る
。
中
自

に
自
分
の
気
持
ち
を
表
わ
す
人
間
同

士
の
ふ
れ
あ
い
が
な
い
。
閉
鎖
社
会

に
悩
む
〈
日
本
人
の
外
人
裂
の
会
〉

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
声
。(
1
・U
読
売
)

〔
変
わ
る
〕

女
性
史
学
の
昨
今

混
迷
の
社
会
と
い
わ
れ
る
が
、
女

性
史
学
は
「
男
性
」
と
い
う
価
似
を

ゆ
さ
ぶ
る
の
が
役
割
と
す
れ
ば
、
そ

れ
を
収
拾
す
る
よ
り
深
め
る
側
に
立

つ
べ
き
だ
ろ
う
。
河
川
叶
に
せ
よ
、
村

上
位
彦
に
せ
よ
、
そ
れ
だ
け
の

d
p

を
持
っ
て
い
た
が
、
女
性
史
学
は
長

い
間
打
ち
捨
て
て
き
た
。
し
か
し
必

近
資
料
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
先
人
の

追
体
験
な
ど
活
力
を
示
し
始
め
た
。

同
時
に
女
性
史
研
究
が
述
動
化
し
て

き
た
の
も
著
し
い
現
象
で
あ
る
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
「
女
工
哀
史
」

的
女
性
史
と
「
師
人
述
勤
史
」
的
女

性
史
の
は
芯
ま
に
あ
っ
た
「
主
婦
」

周
に
も
光
が
あ
て
ら
れ
て
い
く
だ
ろ

う
し
、
生
活
山
人
と
巡
勤
・
史
を
統
合
す

る
視
点
が
女
性
史
学
か
ら
聞
か
れ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
鹿
野
政
也
・
日
本
近
代
史
学
者
)

(--m朝
日
)

m
現
代
風
“
男

競
馬
と
キ
ャ
バ
レ
ー
の
好
き
な
見

が
い
る
。
土
問
地
目
は
競
馬
に
で
か
け
、

儲
け
た
ら
キ
ャ
バ
レ
ー
に
行
こ
う
、

と
い
う
。
話
が
底
ぬ
け
に
明
る
く
、

遊
び
好
き
で
遊
び
も
う
ま
い
。
日
胞

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

私
設
保
有
国
で
、
子
供
好
き
の
子
供

の
い
な
い
彼
と
妥
の
と
こ
ろ
に
近
所

の
Z
出
が
わ
っ
と
米
る
。
キ
ャ
バ
レ
ー

と
競
馬
と
子
供
好
き
は
矛
盾
し
て
い

な
い
。

(
1
・
U
朝
日
)

過
疎
村
で
が
ん
ば
る

九
州
行
ち
の
東
京
詳
ら
し
し
か
知

ら
な
か
っ
た
夫
婦
が
四
人
の
子
供
を

ひ
き
つ
れ
て
過
疎
村
に
移
住
。
今
で

は
村
の
人
た
ち
と
も
な
じ
ん
で

w
脱

郎
会
u

の
環
境
の
よ
さ
を
満
喫
。

昨
年
暮
れ
に
「
第
一
回
勤
労
大
賞
・

日
本
母
親
賞
」
が
二
女
か
ら
母
親
に

贈
ら
れ
た
。

(
2
・
5
読
売
)

息
子
一
家
と
別
居
し
た
い
老
人

「
し
か
し
息
子
が
賛
成
し
な
い
」

と
い
う
老
夫
婦
の
投
書
に
二
九
五
辺

の
大
反
響
。
う
ち
別
居
賛
成
は
一
一
三

九
通
で
圧
倒
的
多
数
。
〈
2
・
げ
読
-5

死
を
急
ぐ
少
年
少
女
た
ち

少
年
の
自
殺
に
つ
い
て
の
全
国
集

計
(
幹
祭
庁
調
べ
)
に
よ
る
と
昨
年

一
年
間
に
自
殺
し
た
少
年
は
七
八
四

人
。
総
数
で
は
四
九
年
以
降
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
小
点
差
の
自
殺
な
ど
、
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自
殺
作
品
附
の
低
下
が
目
立
っ
た
。
入

試
の
失
敗
、
学
校
ぎ
ら
い
、
成
制
不

良
な
ど
の
学
業
問
姐
が
限
閃
の

n殺

が
全
体
の
二
八
%
を
占
め
て
い
る
。

(
3
・3
各
紙
)

H

忍
耐
の
時
代
u

は
終
わ
っ
た

恋
愛
紡
回
附
し
た
p卓
「
の
夫
が
女
を
つ

く
っ
た
。
耐
え
て
孫
ら
そ
う
と
考
え

て
い
る
う
ち
、
一
三
歳
年
下
の
mMと

紡
ば
れ
離
岬
附
し
た

A
子
さ
ん
。
ー
ー

こ
う
い
う
ケ
1
ス
が
増
え
て
い
る
。

か
つ
て
は
別
れ
て
は
科
ら
せ
な
か
っ

た
妥
も
、
「
子
供
を
保
育
所
に
預
け

て
働
け
ば
何
と
か
な
る
」
時
代
に
な
っ

た
。
安
の
浮
気
が
原
凶
の
隙
姉
も
ふ

え
て
い
る
。

(
3
・
6
M即
日
)

放
火
魔
封
殺
へ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

徳
れ
川
市
消
防
本
部
は
、
市
内
火
災

発
生
部
が
均
加
す
る
一
方
な
の
と
、

生
活
環
境
の
変
化
等
に
よ
る
火
災
原

因
の
複
雑
化
の
た
め
、
家
隠
を
守
る

主

M
、
次
例
代
を
判
・
つ
小
学
山
害
対

象
に
、
新
年
院
か
ら
「

M
人
防
火
ク

ラ
ブ
」
と
「
少
作
防
火
ク
ラ
ブ
」
を

設
問
す
る
。

(
3
・

n仙
m
n
M
)

母
親
蒸
発

昨
年
、
家
依
か
ら
技
劣
附
の
山
さ

れ
た
こ

O
歳
以
上
の
女
性
の

H

蒸
発

F
は
、
大
阪

mFで
ニ
じ
h
六
A
q

う
ち
、
主
制
は
一
四
四
九
人
で
半
数

を
上
ま
わ
る
(
大
阪
府
幹
調
べ
)
。

家
出
の
動
機
は
、
家
族
関
係
の
モ

ツ
レ
、
夫
婦
の
不
利
、
民
性
関
係
の

順。

(
3
・
幻
何
日
)

商
売
然
盛
に
も
内
助
の
功

間
業
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

市
場
町
で
二
八
日
、
姉
人
会
川
二

O

O
人
が
町
商
工
会
州
人
郎
を
役
立
d

当
面
の
活
動
は
、
町
内
向
山
、
事
業

所
の
紛
人
に
入
部
を
呼
び
か
け
組
織

の
鉱
大
強
化
を
阿
る
こ
と
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ
た
部
活

動
を
迎
め
、

m
u制
U
比
の
制
服
を
阿

る
な
ど
。
将
米
は
向
H
M
と
-U
品川
V

や
行

児
の
川
市
北
、
他
山
明
日
川
町
な
ど
も
机
し

A
H
-
っ。

(
3
-
m徳
n
M
)

若
い
女
よ
、
も
っ
と
続
い
て

「
今
は
女
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る

制
御
機
総
の
仕
明
主
H
は
到
の
仕
事
。

問
争
で
女
に
や
ら
せ
た
ら
女
の
ほ
・
つ

が
い
い
、
に
な
っ
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

に
山
す
も
の
な
ど
、
現
在
の
水
品
時

計
の
精
度
を
手
仕
取
で
・
:
な
の
で
、

時
計
と
心
中
し
た
い
と
き
も
あ
っ
た
」

「
公
務
以
も
児
の
職
例
制
で
風
当
た

り
が
強
か
っ
た
が
、
路
休
な
ど
女
た

ち
で
カ
バ
ー
し
あ
っ
て
縦
利
を
拡
大

し
て
き
た
」

「
今
は

w
仕
事
は
紡
Mmま
で
H

が

多
く
、
続
く
人
が
い
な
い
」

「
子
行
て
が
ネ
ッ
ク
」

「
子
供
べ
っ
た
り
が
多
い
。
ど
こ

か
後
退
し
た
よ
う
で
不
安
」

「
地
位
向
上
は
児
を
引
き
ず
り
お

ろ
す
こ
と
で
は
な
い
。
女
の
地
位
や

怠
織
が
刊
ま
ら
な
け
れ
ば
別
だ
っ
て

民
主
化
さ
れ
な
い
」

=一

O
年
仰
さ
杭
け
た
女
性
た
ち
を

中
心
と
し
た
殴
談
会
で
。(
3
・
幻
朝
日
)
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ふ
え
た
男
女
平
等
の
窓
見

第
三

O
回
帰
人
週
間
の
長
野
県
下

の
応
募
論
文
数
は
六
八
編
、
う
ち
男

性
か
ら
九
制
。

年
代
は
①
四

O
代
②
六

O
以
上
③

五
O
代
の
順
に
多
く
、
総
数
で
は
昨

年
の
二
倍
。
只
体
的
制
山
梨
も
ふ
え
た
。

(
4
・5
向
日
勾
)

増
え
た
男
の
エ
プ
ロ
ン
姿

男
子
専
科
の
料
開
討
・
テ
レ
ビ
香

組
・
マ
ン
ガ
、
さ
ら
に
男
子
専
科
の

料
問
教
育
も
ふ
え
、
各
縄
問
好
会
も

さ
か
ん
。
が
、
主
に
趣
味
で
「
遊
び

よ
り
家
事
分
担
と
し
て
の
料
狸
」
は

少
な
そ
う
。

(
4
・
9
朝
日
)



一
年
た
っ
た
都
の
か
け
こ
み
寺

開
設
以
米
世
話
相
談
六

O
八
八
件
、

か
け
こ
ん
だ
人
五
九
二
人
、
子
も
加

え
る
と
九
一
九
人
。

開
設
当
初
は
夫
の
暴
力
か
ら
逃
げ

出
し
た
人
が
多
く
、
腰
を
メ
ッ
タ
打

ち
さ
れ
て
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
人

や
タ
バ
コ
を
体
中
に
押
し
つ
け
ら
れ

た
人
な
ど
あ
き
れ
る
ほ
ど
の
ケ
ガ
が

多
か
っ
た
。

入
所
原
因
の
四
割
は
夫
の
暴
力
・

酒
乱
。
し
か
し
二
週
間
の
保
護
期
間

後
就
職
で
き
た
の
は
一
割
に
満
た
ず
、

二
割
は
自
宅
に
U
タ
l
ン。
(4-m毎
日
〉

六
・
五
人
に
一
人
が
喫
煙

女
性
の
喫
煙
者
率
は
一
五
・
一
%

(
五
二
年
度
全
国
た
ば
こ
喫
煙
者
率

調
査
)
、
そ
の
中
で
二

O
代
の
喫
煙

率
は
急
上
昇
。
女
子
大
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
灰
ザ
ラ
を
置
く
の
が
常
識
化

し
て
い
る
。
動
機
に
は
自
己
回
復
型
・

抑
圧
回
避
型
・
自
己
顕
示
型
な
ど
が

あ
り
、

mな
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
は

な
く
自
己
主
磁
の
た
め
の
小
道
具
と

し
て
定
泊
。

(
5
・
3
1
8読
売
)

女
性
の
み
こ
し
か
つ
ぎ
手
急
増

浅
草
三
社
祭
で
は
女
性
の
か
つ
ぎ

手
が
増
え
た
こ
と
が
今
年
の
特
徴
。

五
人
に
一
人
近
く
は
女
性
と
い
う
町

内
も
。

(
5
・
幻
朝
日
)

水
活
審
査
廃
止

「
八
王
子
ま
つ
り
・
ミ
ス
八
王
子

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
今
年
で
一
五
年
白

応
募
希
望
者
の
中
に
水
将
姿
に
低
抗

を
感
じ
る
人
が
多
く
、
今
年
か
ら
水

着
姿
に
よ
る
審
査
を
や
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

(
5
・
お
朝
日
)

娘
磯
子
七
人
娘

小
学
五
年
生
六
人
、
中
学
一
年
生

一
人
の
七
人
の
少
女
が
雌
子
方
を
結

成
、
大
田
区
西
倣
町
の
鋭
政
院
で
練

習
を
続
け
て
い
る
。
浅
草
三
社
祭
で

は
猛
絞
首
の
か
い
あ
っ
て
、

qu神
輿

の
先
導
役
を
み
ご
と
に
果
た
し
た
。

(
5
・
幻
読
売
)

発
掘
は
女
の
適
職

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
厳
し
い
自
然
の

中
で
発
制
作
業
に
追
わ
れ
る
各
国
と

も
女
性
隊

H
が
多
い
。

「
女
性
が
い
な
い
隊
は
ソ
巡
と
日

本
」
と
い
わ
れ
て
長
い
が
、
日
本
隊

は
二
か
旦
川
か
ら
初
め
て
一
人
加
わ
っ

た。

(
6
・6
例
日
)

俵
扇
子
さ
ん
否
決
さ
る

空
席
と
な
っ
て
い
た
中
野
区
監
査

委

U
に
区
側
が
依
朋
子
志
ん
を
起
用

し
よ
う
と
し
た
が
、
区
議
会
の
共
産

党
を
除
く
与
野
党
各
会
派
の
反
対
で

つ
ぶ
れ
た
。
「
専
門
的
な
行
政
知
識

も
な
く
、
多
忙
な
依
さ
ん
に
は
無
理
」

が
理
由
。

(
6
・
8
朝
日
)

女
性
の
飲
酒
、
急
速
に
進
歩

現
在
日
常
生
活
の
中
で
お
泊
を
飲

ん
で
い
る
主
婦
は
四
六
・
六
%
、

O

L
は
勤
め
帰
り
に
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け

る
な
ど
飲
み
つ
ぶ
り
は
ど
ん
ど
ん
進

歩
。
ボ
ト
ル
・
キ
l
プ
す
る
女
性
も

泊
え
、
業
者
も
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
を

女
性
好
み
に
合
わ
せ
て
い
る
。
女
性

の
フ
ト
コ
ロ
が
盟
か
に
な
っ
た
の
が

そ
の
理
由
。

(
6
・
却
|
幻
読
売
)

日
本
人
の
寿
命
世
界
一
に

厚
生
省
発
表
「
五
二
年
簡
易
生
命

表
」
で
男
性
七
二
・
六
九
歳
、
女
性

七
七
・
九
五
歳
に
。
男
性
は
長
寿
世

界
一
、
女
性
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど

と
仙
界
一
、
こ
を
争
う
長
寿
国
に
な
っ

た。

(
7
・2
各
紙
)

既
鰭
女
性
は
新
劇
・
音
楽
会
離
れ

コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
に
通
う
の
は

独
身
の
う
ち
だ
け
。
結
婚
し
て
子
供
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が
で
き
た
り
す
る
と
女
性
は
姿
を
見

せ
な
く
な
る
。
核
家
族
で
期
間
守
祷
が

い
な
い
、
ベ
ビ
l
シ
ッ
タ
1
制
度
が

整
っ
て
い
な
い
、
料
金
が
高
い
が
そ

の
主
な
原
因
。
「
紋
燃
す
る
と
気
取

ら
な
く
な
る
た
め
」
(
木
村
尚
三
郎
)

「
欧
米
は
一
家
揃
弓
て
教
会
に
出
か

け
る
外
出
文
化
、
日
本
は
お
坊
さ
ん

が
家
路
に
出
張
す
る
H

お
こ
も
り
文

化
ω

」
(
山
本
七
平
・
深

m祐
介
)

と
い
う
怠
は
も
。

(
7
・
3
日
経
)

女
性
の
た
め
の
ミ
エ
バ
イ
ク
講
習

徳
品
川
以
三
加
茂
町
と
同
町
交
通
安

全
を
進
め
る
会
が
、
二
三
日
、
三
加

茂
中
学
グ
ラ
ン
ド
で
女
性
だ
け
の
バ

イ
ク
安
全
述
転
競
技
会
を
開
俄
。
町

内
一
九
地
区
か
ら
家
隠
の
主
抑
ら
三

九
人
が
参
加
。

(
7
-
m徳
島
)

増
え
続
け
る
女
子
大

女
だ
け
集
め
て
教
育
す
る
こ
と
に

ど
ん
な
怠
味
が
あ
る
か
。
女
子
大
の

存
在
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
。

「
共
学
で
は
女
性
は
い
つ
も
川
助

的
役
制
。
友
子
大
だ
と
何
か
ら
何
ま

で
私
た
ち
女
性
の
乎
で
で
き
る
」

「
今
の
社
会
は
、
仕
事
も
家
庭
も

女
性
に
は
不
利
。
そ
れ
を
改
部
す
る

使
命
が
女
子
大
に
あ
る
」

戦
後
三

O
年
、
女
子
大
は
問
え
続

け
、
四
年
制
は
八
四
校
で
金
大
学
の

ニ
訓
を
占
め
、
学
生
数
一

O
万
八
千

人
、
大
常
生
の
三
人
に
一
人
は
女
子

大
生
。
が
、
国
と
し
て
は
女
子
大
に

つ
い
て
特
に

nm念
N

を
持
っ
て
い

な
い
。

(
7
-
M
1
8
・
げ
毎
日
)

女
子
大
生
を
観
光
資
源
に

造
船
不
況
の
長
崎
県
に
と
っ
玄
子
っ

と
り
早
く
日
銭
が
か
せ
げ
る
の
は
観

光
。
と
い
う
わ
け
で
、
岡
県
が
「
花

の
女
子
学
生
・
一
日
課
長
」
を
合
町

東
京
・
大
阪
の
女
子
大
生
を
以
内
主

要
似
光
地
に
無
料
招
待
な
ど
P
R作

戦
を
展
開
中
。

(
8
・
2
凶
日
本
)

『
耐
え
な
い
」
若
い
女
た
ち

理
知
以
制
人
州
政
所
に
続
近
も
ち

こ
ま
れ
る
悩
み
ご
と
は
、
週
刊
誌
内

若
い
女
性
は
家
・
叫
に
入
っ
て
か
ら
も

犬
に
尽
く
し
、
家
族
と
協
力
し
て
家

庭
を
作
る
と
い
っ
た
心
峨
え
が
骨
内

私
は
目
覚
め
た
女
、
自
由
に
生
き
た

い
と
主
版
。
「
耐
え
る
」
に
は
激
し

い
紹
絶
反
応
を
示
す
。

(
8
・
9
中
日
)

O
し
な
み

1
l集
団
漁
の
海
女

海
女
の
本
州
場
能
登
で
も
海
女
独
特

の
ま
げ
は
間
討
を
消
し
T
シ
ャ
ツ
に
ヨ
ッ

ト
ウ
エ
ア
。
勤
務
時
間
は
八
時
か
ら

三
時
ま
で
、
界
一
休
み
一
時
間
。
七
人

で
ア
ワ
ビ
六
キ
ロ
・
サ
ザ
エ
八

0
キ

ロ
・
モ
ズ
ク
一
六

0
キ
ロ
の
収
秘
、

手
取
り
五
、
六
千
円
。
服
波
も
心
も

O
L
ふ
う
。

(
8
・
日
朝
日
)

夫
梅
失
墜

l
l
日
本
酒
斜
陽
化

お
父
さ
ん
が
、
食
卓
に
つ
く
と
同

時
に
お
ち
ょ
う
し
が
サ
ッ
と
出
る
ー

は
附
利
一
ケ
タ
印
刷
さ
え
あ
や
し
く
な
っ

た
。
日
本
酒
が
ピ
l
ル
に
首
位
を
奪

わ
れ
て
一
八
年
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
猛

追
に
二
位
の
座
も
あ
ぶ
な
い
。

〈

9
・
日
中
日
)

100 

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
・
プ

l
ム

人
生
に
職
業
を
組
み
込
み
、
男
性

と
対
等
の
仕
事
を
す
る
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
に
若
い
女
性
の
あ
こ
が
れ
が
目

立
つ
。
「
キ
ャ
リ
ア
マ
ン
は
な
い
。

良
の
平
等
に
な
れ
ば
死
語
に
な
る
」

と
い
う
説
も
。
ハ

9
-
m日
経
)

母
親
対
象
の
大
学
公
関
税
座

南
山
大
学
と
間
山
短
大
が
、
企
業

人
や
子
を
も
っ
母
親
を
対
象
に
、
四

柑
刷
出
凶
を
聞
く
。

(m
・
4
中
日
)

母
親
に
オ
ン
プ
大
学
生
の
就
職

「
ど
う
か
う
ち
の
子
を
」
と
大
学



の
就
職
部
に
あ
い
さ
つ
、
学
内
選
考

に
も
れ
る
と
「
う
ち
の
子
は
成
帥
も

怒
く
な
い
の
に
」
と
抗
議
す
る
母
親

た
ち
。

w
息
子
の
就
職
H

で
大
学
ま

で
相
談
に
く
る
母
親
が
科
肢
か
ら
め
っ

き
り
ふ
え
た
。
「
本
人
を
よ
こ
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
本
人
は
い
っ

こ
う
に
姿
を
見
せ
な
い
。

工
h
H

、
父
母
を
対
象
に
し
た
就
職

説
明
会
を
や
る
大
学
も
ふ
え
た
。

口
火
を
切
っ
た
の
は
四
年
前
の
関

西
大
学
。
二

O
O人
の
会
場
を

m怠

し
た
と
こ
ろ
一
五

O
O人
が
殺
到
。

こ
の
背
訴
に
あ
る
の
は
息
子
を
手
も

と
に
置
き
た
が
る
母
親
が
や
た
ら
に

増
え
た
こ
と
。
「
幼
稚
園
か
ら
大
学

ま
で
指
し
図
し
て
き
た
母
と
、
そ
の

指
し
図
ど
お
り
に
歩
い
て
き
た
息
子

の
関
係
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
見
え
ま
す
」

と
、
大
学
の
就
職
課
長
。(ω
・5
朝
日
)

女
が
歌
-
つ
と
さ

心
と
体
を
束
縛
か
ら
解
き
放
ち
た

い
と
歌
う
て
ら
だ
ま
り
子
さ
ん
は

「
独
り
立
ち
」
が
テ
l
マ
。
ミ
ニ
コ

ミ
『
名
な
し
通
信
』
発
行
。
「
自
立

と
解
放
」
は
青
木
と
も
子
さ
ん
。

「
抑
圧
さ
れ
た
女
た
ち
の
う
め
き
」

は
松
田
附
世
さ
ん
。

〈叩・

5
l
m
・
9
信
毎
)

街
の
発
明
家
、
女
性
が
躍
進

東
海
地
方
の
ア
マ
チ
ュ
ア
発
明
・
米

た
ち
の
〈
東
海
発
明
会
〉
に
は
今
耳

か
ら
姉
人
部
が
で
き
、
根
気
が
あ
れ

ば
趣
味
と
災
益
が
か
ね
ら
れ
る
と
大
.

盛・

4

(

叩
・

6
中
日
)

広
が
る

n
女
性
学
M

一
九
七
O
年
ご
ろ
米
国
で
生
ま
れ
、

現
在
全
米
で
五
千
講
座
。

日
本
で
も
「
女
性
社
会
学
」
「
女

性
論
」
を
も
っ
女
子
大
が
ふ
え
、
お

茶
の
水
害
す
穴
で
は
米
春
か
ら
ス
タ
ー

ト。

(m-m中
日
)

ホ
ー
ム
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
活
路

主
婦
の
立
幼
か
ら
商
品
開
発
に
注

文
を
つ
け
た
り
企
業
と
消
賢
者
の
聞

に
立
っ
て
苦
情
処
理
な
ど
に
あ
た
る

ホ
l
ム
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
(
家
政
の
専

門
家
)
を
抱
え
る
企
業
が
目
立
っ
て

事
日
和
ル
。
米
国
の
ヒ
l
プ
吉
田
∞
H
E
0
5
0

悶

noロ
O
B
U
Z
Z

∞5
宮

市

目

印

)

に
習
っ
て
日
本
ヒ
l
プ
巡
絡
協
議
会

(
事
務
局
、
神
奈
川
県
大
磯
町
、
幹

事
・
篠
崎
悦
子
さ
ん
ら
六
人
)
も
こ

の
ほ
ど
結
成
さ
れ
た
。
会
民
は
一
一

八
人
、
食
品
・
化
粧
品
・
ス
ー
パ
ー
、

公
益
取
業
が
主
力
。
一
一
、
三
年
に
一

回
ず
つ
日
米
ヒ
l
プ
会
議
を
聞
く
こ

と
も
計
画
中
。

(m-m朝
日
)

潜
実
に
育
つ
女
性
運
動

「
自
立
す
る
女
性
・
創
造
す
る
女

性
の
輸
を
広
げ
よ
う
」
と
い
う
全
日

本
フ
ナ
ミ
ニ
ス
ト
の
会
。
女
性
の
高

学
歴
化
で
「
女
性
学
」
の
関
心
も
高

ま
り
、
各
種
学
会
で
も
女
性
学
者
の

活
問
胞
が
目
立
つ
。
一
二
、
二
日
の
社

会
説
会
で
は
二
六
人
の
女
性
営
岩
が

発
表
す
る
。

一方、

H

自
立
す
る
女
u

を
テ
ー

マ
に
し
た
本
や
映
凶
が
大
受
け
。

「
男
女
周
別
平
等
法
を
作
る
た
め
の

湘
仰
会
」
も
結
成
さ
れ
た
。
(
m
-
M
日
経
)

精
神
科
受
惨
の
女
性
ふ
え
る

内
面
的
葛
藤
か
ら
神
経
症
状
を
呈

し
精
神
科
を
受
診
す
る
女
性
、
と
く

に
主
婦
が
目
立
つ
。
「
役
割
意
識
・

知
性
・
耐
久
力
を
女
性
に
望
む
紡
巣
」

と
精
神
科
医
の
平
井
富
雄
さ
ん
。

(m・
幻
読
売
)

w
手
前
み
そ
M

が
ウ
ケ
て
ま
す

手
作
り
み
そ
を
見
直
す
動
き
が
盛

ん
。
あ
る
止
申
消
述
動
団
体
は
マ
ン
シ
ョ

ン
住
ま
い
で
も
手
軽
に
み
そ
作
り
を

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
と
キ
ャ
ン
ベ
l
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ン。

(m-m京
町
仙
)

女
子
大
祭
に
み
る
学
生
気
質

白
百
合
女
子
大
「
愛
し
て
ま
す
か
、

愛
さ
れ
て
ま
す
か
、
あ
な
た
の
中
の

女
た
ち
」
、
武
蔵
野
女
子
大
「
腕
動

せ
よ
|
Aス
あ
ら
た
な
る
時
へ
」
が

テ
l
マ
、
女
子
尖
術
大
は
「
例
人
の

発
想
や
制
怠
を
制
限
し
た
く
な
い
」

と
テ
l
マ
な
し
。

(ω
・
泊
朝
日
)

女
性
だ
け
の
広
報
部

三
和
銀
行
本
山
と
東
京
本
部
で
は

O
Lだ
け
で
、
企
削
・
ア
ン
ケ
ー
ト

羽
白
・
レ
ポ
ー
ト
印
刷
物
作
成
・
配

布
す
べ
て
こ
な
す
。

(m-m何
日
)

低
下
す
る
自
殺
年
齢

六
月
ま
で
の
上
半
期
だ
け
で
二

O

歳
未
満
が
す
で
に
四
五
四
人
自
殺
、

う
ち
列
は
二
九
八
、
女
は
一
五
六
ゐ

と
く
に
低
年
愉
の
子
の
自
殺
が
地

え
て
い
る
の
が
特
倣
で
、
一
月
に
小

五
の
女
子
、
五
月
に
小
五
別
子
な
ど

小
川
主
の

n殺
も
。

抑
制
悦
げ
は
五
月
に
『
少
年
の
円
殺

十
川
』
と
い
う
小
冊
子
一

O
万
部
を

学
校
や
a
米
庇
に
配
布
、
「
白
殺
者
は

そ
の
前
に
必
ず
助
け
を
求
め
る
サ
イ

ン
を
問
聞
に
山
し
て
い
る
」
と
注
怠

を
う
な
が
し
た
。
(
日
・

1
朝
日
)

消
え
る
H

女
人
禁
制
の
伝
統
u

東
京
向
船
大
学
が
一

O
O年
以
上

続
い
た
H

女
人
禁
制
H

を
や
め
る
こ

と
を
決
定
、
早
け
れ
ば
五
四
年
度
か

ら
女
子
の
入
学
科
募
集
を
始
め
る
。

(
日
・

5
低
俗
)

女
性
の
合
格
七
割
社
会
人
入
鼠

立
教
大
の
A
U
約
者
は
、
男
一
一
人

女
二
三
人
。
「
而
援
で
は
女
性
の
方

が
迫
力
が
あ
っ
た
」
と
大
学
側
。

(
日
・

7
各
紙
)

ホ
テ
ル
も
女
性
路
線

-Mmに
は
女
性

W
川
ホ
テ
ル
な
ど

が
一

O
粁
以
上
あ
る
が
、
東
山
以
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ

l
オ
l
タ
ニ
も
五
二
年
務

れ
か
ら
一
フ
ロ
ア
三
O
安
全
部
を
女

性

専

川

に

。

(

日

・

8
説
完
)

年
々
ニ

l
三
割
増
、
既
製
お
せ
ち

約
一

O
年
前
か
・
早
川
版
u
m
が
附
加
、

紀
文
で
は
セ
ッ
ト
だ
け
で
二
億
円
の

売
上
げ
を
日
指
す
。
(
日
・
日
朝
日
)

「
持
ち
帰
り
寿
司
」
大
繁
盛

日
分
一
人
だ
け
の
界
一
ご
飯
は
め
ん

ど
う
、
と
い
う
主
制
に
大
う
け
。
日

間
の
夜
も
後
片
づ
け
な
し
の
魅
力
で

住
宅
街
に
急
的
し
た
売
り
専
門
の
対

司
以
チ
ェ
ー
ン
。

(u-n説
先
)

H

女
性
の
発
想
μ

を
戦
力
に

東
急
百
貨
印
刷
取
桃
山
の
ア
ク
ト
・

プ
ロ
ジ
品
ク
ト
・
チ
1
ム
は
女
八
チ
ー

ム
に
対
し
、
見
三
チ
l
ム
。
ま
た
富

士
通
の
や
さ
し
い
世
界
機
解
説
討
は

女
性
だ
け
で
編
集
、
好
評
。

(u・
お
朝
日

/
u・
部
読
売
)
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A
-
リ
ッ
チ
の
情
演
会
大
盛
況

男
女
平
等
を
め
ざ
す
米
国
女
流
詩

人
ア
ン
ド
レ
ア
・
リ
ッ
チ
の
講
演
会

は
、
六

O
O人
以
上
の
女
性
で
満
H
H、

一
五

O
人
が
会
場
か
ら
あ
ふ
れ
、
入

口
で
押
し
問
答
。
〈
ロ

-
U
朝
日
)

娘
夫
下
く
っ
き
り

杉
野
女
子
大
講
師
の
白
井
和
思
さ

ん
は
過
去
一
九
年
の
読
売
新
聞
紙
上

の
身
上
相
談
を
資
料
に
嫁
姑
問
題
を

研
究
。
耐
え
し
の
ぶ
嫁
か
ら
姑
を
批

判
す
る
嫁
へ
の
検
変
わ
り
が
ハ
ッ
キ

リ

。

ハ

ロ

-
U読
売
)



五
回
(
七
九
)
年
は
女
流
監
督
の
年

仏
の
『
歌
う
女
歌
わ
な
い
女
』
に

続
い
て
二
月
に
は
ア
メ
リ
カ
映
画
の

「カ
l
ル
フ
レ
ン
ド
』
、
伊
映
画
『
ア

イ
・
ピ
ロ
ン
グ
・
ト
ゥ

l
・
ミ
l
』

な
ど
が
公
開
主
止
。
二
月
か
ら
四
月

に
か
け
て
は
ソ
ビ
エ
ト
映
闘
の
「
女

流
政
切
特
集
」
。
(
ロ
・
お
朝
日
)

め
ざ
ま
し
い
女
性
作
家
の
活
躍

有
士
口
佐
和
子
の
『
和
宮
線
御
留
』
、

杉
本
苑
子
の
『
滝
沢
馬
琴
』
。
栗
本

旅
や
見
延
典
子
、
中
沢
け
い
な
ど
第

二
の
才
女
時
代
が
到
来
。

(
尾
崎
秀
樹
)
(
ロ

-m毎
日
)

〔
世
相
〕

商
戦
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
路
線

「
男
に
は
飲
ま
せ
な
い
お
酒
」
「
や

さ
し
い
か
ら
好
き
な
オ
ー
ト
バ
イ
」

「
だ
れ
で
も
写
せ
る
自
動
ピ
ン
ト
カ

メ
ラ
」

1

1
女
心
を
く
す
ぐ
る
向
品

が
続
々
。
不
況
下
、
女
性
市
場
開
拓

の
戦
略
が
ヒ
ッ
ト
を
続
け
て
い
る
。

ヤ
マ
ハ
の
バ
イ
ク
「
パ
ッ
ソ
ル
」

は
広
告
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
女
優
を

起
川
、
組
立
て
工
場
も
全

H
女
性
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
「
亦
玉
パ
ン
チ
」
も

三
月
中
に
は
四
五
万
ケ
l
ス
を
突
破

し
そ
う
。

(
2
・
げ
朝
日
)

売
春
は
将
来
す
る
か
も
|
女
子
大
生

女
子
大
一
年
生
一
三

O
人
、
男
子

一
|
四
年
生
一

O
O人
の
売
春
に
対

す
る
忠
誠
調
査
で
、
男
子
の
三
五
%

は
「
本
人
の
自
由
」
と
回
答
、
一
四

%
が
「
条
件
あ
り
」
。
女
子
大
生
も
、

「
将
来
何
ら
か
の
理
由
で
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
」
に
一
三
%
が
「
あ
る
」

と
答
え
、
「
絶
対
な
い
」
は
三
二
%

だ
け
。
名
古
屋
の
名
門
女
子
大
、
淑

徳
女
子
短
大
社
会
福
祉
学
科
一
年
生

七
人
の
研
究
結
果
発
表
に
、
衝
撃
が

広
が
っ
て
い
る
。

(
2
-
M
朝
日
)

女
ひ
と
り
南
海
の
楽
園

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
前
端
に
あ
る

小
島
ス
チ
ュ
ワ
l
ト
品
の
山
中
で
半

年
以
上
も
た
つ
た
一
人
で
生
活
し
て

い
た
吾
妥
忠
子
さ
ん
(
四

O
)
が
強

制
送
巡
さ
れ
る
。
「
こ
ん
な
き
れ
い

な
国
で
好
き
な
よ
う
に
生
活
を
し
て

い
た
だ
け
。
な
ぜ
鰐
祭
に
捕
ま
っ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
」

(
4
-
m朝
日
)

サ
ラ
金
被
害
者
が
か
け
込
み
寺
に

各
地
の
母
子
山
以
や
初
祉
施
設
に
か

け
込
ん
で
く
る
サ
ラ
金
被
告
者
が
、

最
近
ふ
え
て
い
る
。
夫
の
暴
力
や
離

婚
で
行
く
あ
て
の
な
い
女
性
の
一
時

保
護
が
目
的
で
昨
年
四
月
オ
ー
プ
ン

し
た
東
京
・
新
宿
の
都
知
人
相
談
セ

ン
タ
ー
も
、
こ
れ
ま
で
に
三
人
を
収

容。

(
5
・2
朝
日
)

母
子
家
庭
の
周
辺

若
い
世
代
が
多
く
苦
し
い
生
活
。

板
強
く
残
る
H
A
家
u

意
識
の
中
で
、

不
安
定
な
立
場
。
中
に
は
波
で
た
く

ま
し
く
自
立
を
悦
治
す
る
姿
も
み
ら

れ
る
が
。

(
6
・

uー
7
・
4
日
目
旬
)

電
信
相
談
四
O
O
O件

愛
知
県
婦
人
相
談
所
の
「
婦
人
悩

み
ご
と
電
話
相
談
」
の
昨
年
度
利
用

は
四
O
O
O余
件
。
家
庭
内
の
問
題

が
五
八
%
と
ト
ッ
プ
で
、
夫
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
子
供
の
こ
と
、
総
・
し
ゅ

う
と
め
問
題
な
ど
。
サ
ラ
金
に
か
ら

む
悦
み
も
初
登
場
。
〈
7
・
6
朝
日
)

父
子
家
庭
に
福
祉
の
手
を

国
勢
調
査
(
五
O
年
)
に
よ
る
と
、

全
国
の
父
子
家
庭
は
二
七
万
世
帯
。

実
態
す
ら
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
救
済

策
は
皆
無
に
近
い
。
税
制
の
優
遇
措

置
な
ど
せ
め
て
母
子
家
庭
並
み
に
と

望
ん
で
い
る
人
は
多
く
、
す
で
に
放

置
で
き
な
い
状
況
。

(
7
・
日
読
古
忍
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変
わ
ら
ぬ
女
の
業

名
古
屋
市
中
村
区
大
門
通
、
旧
赤

線
の
素
顔
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず

「
女
の
な
み
だ
町
」
。

酒
場
・
ト
ル
コ
の
建
ち
並
ぶ
小
路

に
あ
る
中
村
観
音
に
は
ア
ル
コ
ー
ル

泊
け
の
小
指
の
供
援
を
と
小
さ
な
び

ん
を
か
か
え
た
女
性
、
男
の
「
浮
気

対
じ
」
を
祈
る
女
、
ひ
っ
そ
り
と
遊

女
の
位
は
い
を
符
む
老
女
の
盗
が
。

(
7
・
日
朝
日
)

い
ま
も
嫁
が
支
え
る
商
家

大
阪
の
間
内
(
あ
き
な
い
)
の
中

心
、
船
場
で
、
口
一
那
(
だ
ん
)
さ
ん

の
妥
は
ご
別
人
(
ご
り
ょ
ん
)
さ
ん

と
呼
ば
れ
、
家
を
支
え
、
底
を
支
え

た
。
同
側
近
は
到
の
叩
受
性
と
隠
で
泣

き
つ
つ
間
内
を
守
っ
た
時
代
は
去
っ

た
が
、
夫
が
遊
ん
で
も
裂
が
が
ん
ば
っ

て
底
を
守
る
な
ら
わ
し
は
一
緒
。
母

親
が
応
に
い
る
と
い
う
想
自
で
保
育

所
か
ら
は
は
ず
さ
れ
、
嫁
の
給
料
は

計
上
さ
れ
て
い
て
も
実
際
は
生
活
費

に
す
ぎ
な
い
。

(
8
・
幻
毎
日
)

病
院
に
目
立
つ
高
齢
女
性
患
者

以
前
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か

ぎ
り
主
婦
が
診
祭
を
受
け
る
こ
と
は

な
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
不
幸
の
も
と

に
な
っ
た
。
大
き
く
前
進
し
た
医
恨

の
無
料
化
。
が
、
病
院
に
来
る
の
が

せ
め
て
も
の
楽
し
み
と
い
う
人
も
多

い。

(
8
・
お
朝
日
)

農
家
の
主
婦
に
新
し
い
苦
労

嫁
と
仙
の
問
凶
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
が
経
営
の
負
担
が
ず
っ
し
り

と
。
機
械
化
で
流
院
や
身
体
附
担
の

危
険
も
ふ
え
た
。
民
業
人
口
は
七
二

二
万
、
-
っ
ち
女
は
六
二
%
の
四
四
八

万
、
絞
れ
を
い
や
す
機
会
も
な
い
。

(
8
-
m毎
日
)

寝
た
き
り
老
人
介
穫
の
嫁
表
彰

名
古

M
市
は
一
六
人
を
表
彰
。
ご

ほ
う
び
は
表
彰
状
と
「
名
古
回
お
ど

り
」
の
観
劇
。

(
9
-
M中
日
)

H

戦
争
独
身
u

の
O
し
が
定
年
に

戦
中
戦
後
の
混
乱
で

Mmmを
逸
し

た
女
性
は
一

O
O万
人
。
約
五

O
万

人
の
独
身
O
L
が
定
年
を
迎
え
始
め

る
。
白
金
・
界
絡
す
べ
て
に
差
、
退

職
金
も
厳
し
い
。

(ω-m続
完
)

悩
み
相
談
所
、
財
政
ピ
ン
チ

ソ
l
シ
ャ
ル
・
ヶ
l
ス
ワ

l
ク
を

戦
後
の
京
都
に
定
行
・
発
展
さ
せ
た

内
合
間
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
ド

ロ
シ
l
・
デ
ッ
ソ
l
所
長
・
七
八
)

が
経
済
的
ピ
ン
チ
。
米
国
の
預
金
が

迎
貸
出
仲
刊
で
目
減
り
し
た
た
め
。

(
叩
・
別
京
開
仰
)

家
族
計
画
研
究
所
ク
リ
エ
ッ
ク
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一
O
川
米
に
主
制
会
館
に
誕
生
、

震
調
印
指
導
の
ほ
か
、
不
妊
相
談
・

結
婚
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
。
(u-m読
売
)

"
犬
の
美
容
師
“
さ
ん
不
足
気
味

名
古
凶
に
犬
の
美
容
師
専
門
学
校

が
で
き
た
の
は
五

O
年
四
月
。
約
二

0
0人
の
卒
業
生
を
山
し
、
ま
す
ま

す
隙
峰
。

(u
・4
朝
日
)

入
院
制
度
批
判
で
解
雇
通
知

「
日
本
の
大
学
入
試
は
教
育
全
体

を
ゆ
が
め
て
い
る
」
と
入
試
問
題
の

作
成
や
採
点
業
務
を
拒
否
し
続
け
て

き
た
和
歌
山
大
学
の
ジ

1
ン・

s
・

ジ
エ
ラ
ー
ド
さ
ん
(
六
四
)
が
解
雇

さ
れ
た
。
支
綬
グ
ル
ー
プ
は
大
学
当

局
に
抗
議
、
伺
任
問
願
迎
勤
を
展
開

中

。

(

ロ

-
M朝
日
)



〔
主
婦
〕

が
脱
専
業
主
婦
u

志
向

雑
誌
『
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』
の
調
査

に
よ
る
と
主
婦
の
希
望
は

w
脱
専
業

主
婦
M

が
群
を
ぬ
い
て
多
い
。

「
子
供
は
小
学
校
に
入
る
と
も
う

別
の
人
絡
。
子
供
べ
っ
た
り
で
過
保

護
に
す
る
の
が
イ
ヤ
で
社
会
参
加
を

望
ん
だ
。
で
も
一
度
家
庭
に
入
る
と

主
婦
イ
コ
ー
ル
無
能
力
者
の
レ
ッ
テ

ル
を
は
ら
れ
る
」
と
あ
る
消
究
者
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
「
結
婚
し
て
共
働

き
の
と
き
は
い
い
が
、
子
供
が
で
き

家
庭
に
入
っ
た
ら
初
め
て
男
女
の
差

を
知
り
、
孤
立
感
な
ど
で
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
に
な
る
」
。

小
学
露
置
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

健
康
が
理
由
だ
が
、
チ
ー
ム
活
動
を

通
し
て
生
ま
れ
た
述
帯
感
も
か
け
が

え
の
な
い
も
の
に
。

(
主
婦
と
お
ん
な
)
〈

1
-
n毎
日
)

主
婦
の
ア
ル
中
増
加

A
さ
ん
、
三
六
歳
。
結
締
陸
一
四

年
。
時
々
暴
力
を
ふ
る
う
夫
に
対
す

る
不
満
な
ど
か
ら
ア
ル
中
に
な
っ
た
。

主
婦
の
ア
ル
中
が
地
え
て
い
る
。

イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
の
解
消
、
夫
へ
の

不
満
な
ど
が
主
な
理
由
だ
が
、
忠
者

の
実
態
把
鑑
は
む
ず
か
し
い
。
し
か

し
女
性
の
社
会
進
出
や
女
性
の
飲
酒

に
対
す
る
社
会
通
念
の
緩
和
な
ど
に

よ
り
治
在
的
な
ア
ル
中
が
地
え
る
こ

と
は
予
想
さ
れ
る
。
「
生
き
が
い
感

や
成
熟
し
た
自
己
イ
メ
ー
ジ
」
の
な

.
い
主
姉
の
不
安
定
さ
と
も
関
係
が
。

(
主
制
と
お
ん
な
)
(
2
・
6
毎
日
)

精
い
っ
ぱ
い
生
き
た
い
主
婦

息
子
た
ち
は
自
立
・
独
立
し
、
自

分
は
社
会
の
矛
盾
を
学
ん
で
い
く
中

で
い
つ
ま
で
も
性
別
分
業
怠
識
を
変

え
な
い
夫
を
捻
て
た
あ
る
妥
。
主
婦

と
か
妥
と
か
母
と
か
い
う
役
割
に
人

間
と
し
て
の
自
我
ま
で
吸
収
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
は
イ
ヤ
だ
、
人
間

と
し
て
精
い
っ
ぱ
い
生
き
た
い
、
と
。

妥
が
「
何
か
す
る
」
に
は
夫
の

「
問
解
」
が
い
る
。
カ
ッ
コ
つ
き
の

女
の
自
由
。
女
は
生
き
て
い
る
の
で

は
な
く
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
神
田
道
子
氏
。

(
主
焔
と
お
ん
な
〉
〈

2
-
m毎
日
)

主
婦
の
売
春

昔
、
売
春
は
貧
困
と
同
義
で
あ
っ

た
が
、
最
近
は
貧
困
の
か
わ
り
に
情

緒
的
な
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
夫
と

う
ま
く
い
か
な
い
、
好
奇
心
、
刺
激

が
ほ
し
い
な
ど
。

子
育
て
を
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
一
息

つ
い
て
、
さ
あ
自
分
の
人
生
を
、
と

振
り
返
っ
た
と
き
、
中
大
は
仕
事
人
間

そ
の
空
虚
さ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て

や
す
や
す
と
誘
い
に
の
る
。
愛
の
な

い
セ
ッ
ク
ス
に
慣
れ
、
良
心
が
マ
ヒ

し
、
ゆ
き
つ
く
先
は
精
神
の
荒
廃
、

と
い
う
の
が
主
婦
売
春
の
パ
タ
ー
ン
。

(
主
婦
と
お
ん
な
)
(
2
-
m毎
日
)

あ
る
母
の

n
蒸
発
H

姑
に
何
も
一
一
一
一
一
回
え
な
い
お
と
な
し
い

夫
と
、
自
己
中
心
で
勝
手
な
姶
に
ひ

た
す
ら
忍
耐
し
て
尽
く
し
た
妥
が
、

末
娘
が
成
人
式
を
す
ま
せ
た
の
ち
若

い
年
下
の
男
と
蒸
発
。
そ
れ
を
憎
み

う
ら
ん
で
い
た
末
娘
も
マ
マ
に
な
り
、

や
っ
と
母
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
手
記
を
。

「
一
方
の
目
で
辛
い
涙
を
流
し
、

一
方
の
目
で
O
Lと
な
っ
て
自
活
す

る
娘
の
新
し
い
生
き
方
を
ま
ぶ
し
く

見
つ
め
た
世
代
。
娘
を
通
し
て
ふ
れ

た
女
の
解
放
へ
の
願
望
、
女
と
し
て

の
倒
失
感
は
、
今
の
若
い
母
親
た
ち

よ
り
ず
っ
と
強
か
ろ
う
」
と
母
の
気

持
ち
を
山
崎
朋
子
さ
ん
は
分
析
。

(
2
・
幻
毎
日
)

手
ご
た
え
求
め
る
主
婦
た
ち

「
今
、
四
五
歳
。
女
が
突
然
女
で

な
く
な
る
と
き
、
希
薄
に
な
っ
た
部

分
を
埋
め
た
い
。
そ
の
準
備
に
万
葉
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の
勉
強
を
始
め
た
」

「
乎
を
か
け
て
派
込
ん
だ
野
市
市
も

数
分
で
ベ
ロ
リ
。
・
米
市
に
だ
け
生
き

が
い
を
求
め
て
も
む
な
し
い
。
家
-M
民

文
郎
を
始
め
た
の
は
、
生
き
る
目
標

が
ほ
し
か
っ
た
か
ら
。
い
ま
会
以
六

0
0人
、
人
々
の
輸
が
ひ
ろ
が
っ
た
」

「
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
で
プ
ロ
と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
円
分
を
か

け
て
い
る
。
一

O
年
後
、
安
で
あ
り

母
で
あ
り
職
業
制
人
で
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
い
る
」

「
五
年
前
、
和
文
タ
イ
プ
を
押
し

入
れ
に
し
ま
い
、
き
っ
ぱ
り
と
主
制

専
業
に
。
続
叫
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ミ
ニ
コ
ミ
発
行
、
あ
れ
こ
れ
や
っ
て

い
る
と
き
が
生
き
が
い
」

「
選
ん
で
主
師
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
が
今
ま
で
の
浅
刈
な
生
き
方
が

世
の
児
女
辺
別
に
加
犯
し
、
わ
が
身

に
は
ね
返
っ
て
い
る
。
主
制
脱
山
が

私
の
生
き
が
い
」

〈
主
紛
と
生
き
が
い
〉
を
め
ぐ
る
数
々

の
投
計
か
ら
。

(
3
・
2
朝
日
)

変
容
し
た
主
婦
愈
闘
を
小
説
に

間
辺
叩
一
-
T
3ん
が
三
川
一
三
日
か

ら
問
日
新
聞
の
夕
刊
に
鴻
削
山
由
を
。

回
し
て
『
魚
は
水
に
女
は
家
に
』
。

m辺
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
世
の
中
に
は

わ
か
っ
て
い
る
人
と
わ
か
っ
て
い
な

い
人
が
い
て
、
こ
の
中
十
人
公
は
わ
か
っ

て
い
る
ほ
う
の
主
姉
。
「
家
事
専
従

だ
け
に
生
き
が
い
を
見
い
だ
せ
る
か

が
、
今
の
主

M
の
大
き
な
問
凶
に
な
っ

て
い
る
。
変
容
し
て
い
る
主
制
怠
識

を
符
き
た
い
」
と
。

(
3
・
9
朝
日
)

ふ
え
る
ニ
セ
学
生
主
婦

m位
に
も
な
ら
ず
、
本
業
証
叫
が

も
ら
え
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
講
義

に
迎
う
ニ
セ
学
作
{
。
は
じ
め
は
他
の

大
学
の
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
主
制

小
心
に
社
会
人
が
ふ
え
、
「
回
一
セ
学

生
同
開
」
も
で
き
た
。
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
は
教
附
の
採
ぬ
授
業
の
巾
身
・

比
較
等
、
問
械
を
交
換
し
あ
う
『
ニ

セ
悦
ん
高
山
位
』
の
定
期
間
読
者
は
六

0
0。
似
い
J

千
郎
先
行
で
、
説
行
の

三
川
は
主
制
。

(
3
・
印
刷
日
)

事
放
で
知
る
主
婦
灘
の
価
段

交
通
市
放
の
被
持
者
と
な
っ
た
主

師
・
鈴
木
滋
子
さ
ん
(
二
八
三
休

業
保
附
が
一
日
二
五

O
O円
(
世
話

料
も
合
む
)
。
「
主
刷
業
の
侃
段
」
の

な
ん
と
い
う
安
さ
よ
!(
3
・
日
説
先
)

当
世
母
親
像

核
家
族
時
代
の
不
安
な
母
親
。

「
全
体
に
米
成
熟
で
、
実
家
の
親
、

こ
と
に
父
籾
に
べ
っ
た
り
の
若
い
母

親
が
目
立
つ
」
「
夫
と
う
ま
く
い
か

な
い
と
、
子
供
の
仰
い
話
を
や
た
ら
に

ゃ
く
。
そ
れ
で
日
分
の
気
持
ち
を
安

定
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
と
東
京
.
米
裁

の
調
先
日
は
指
摘
。

(
5
-
m説
先
)

母
の
白
が
定
苅
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八
七
%
の
ほ
籾
が
母
の
日
を
祝
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
然
り
と

し
て
家
-Mに
定
行
し
た
。
祝
わ
れ
方

は
|
|
附
り
物
を
も
ら
っ
た
(
三
六

%
)
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
も
ら
っ
た

(
二
五
%
)
お
祝
い
を
い
わ
れ
た

(二
O
%
)
。

(
5
・M
朝
日
)

行
進
幽
入
選
は
ほ
と
ん
ど
主
婦

朝
日
新
聞
社
が
募
集
し
た
「
行
進

出
」
の
歌
詞
の
入
選
・
佳
作
五
編
の

う
ち
四
人
ま
で
が
家
胞
の
主
婦
。
入

選
の
足
立
百
合
子
さ
ん
(
五
五
)
は

二
人
の
孫
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
詩
作

歴
は
四

O
年。

(
6
-
m朝
日
)

増
え
た
べ
っ
た
り
マ
マ

「
私
に
五
、
六
年
お
ひ
ま
を
く
だ

さ
い
」
と
夫
の
世
話
を
長
女
に
ま
か

せ
大
以
ん
{
の
長
引
の
ア
パ
ー
ト
に
転

が
り
こ
ん
だ
母
が
い
る
。



「
息
子
を
恋
人
以
上
に
思
う
母
親

が
岐
近
特
に
多
い
。
子
離
れ
で
き
ず

子
夫
制
の
仲
を
さ
く
例
も
。
一
日
も

早
く
籾
の
自
立
を
」
と
弁
護
士
の
佐

藤
典
子
さ
ん
は
助
一
一
一
一
一
口
。

(
6
・
問
中
日
)

マ
マ
さ
ん
生
徒
急
泊

繊
維
工
初
に
働
く
女
子
従
業
日
の

定
狩
筑
と
し
て
十
数
年
前
愛
知
県
各

地
に
設
け
ら
れ
た
勤
労
学
院
は
、
繊

維
産
業
の
衰
退
で
生
徒
が
激
減
、
代

わ
っ
て
マ
マ
さ
ん
生
徒
が
急
的
。
青

年
学
校
仮
興
法
で
設
立
さ
れ
て
い
る

た
め
二
六
歳
以
上
は
対
象
外
だ
が
、

別
科
生
と
し
て
黙
認
、
県
教
委
も
見

て
見
ぬ
ふ
り
。

(
6
・
叩
中
日
)

主
婦
の
大
学
進
学
熱

五
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
の
夜
、
三

鷹
で
明
星
自
由
大
学
が
開
講
。
中
・

高
校
生
か
ら
七
O
歳
を
こ
え
る
老
人

が
受
講
し
て
い
る
が
、
女
性
が
過
半

数
を
占
め
そ
の
半
数
が
主
婦
。
動
機

は
「
子
供
へ
の
乎
が
は
ぷ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
」
「
む
な
し
く
年
を

と
っ
て
ゆ
く
自
分
の
身
が
悲
し
く
て
」

な
ど
。

(
7
-
U読
売
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
、
高
齢
化

二
、
三
人
で
作
っ
て
い
る
小
さ
な

サ
ー
ク
ル
ま
で
入
れ
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
は
全
国
で
約
二
万
同
体
、
一

二
O
万
人
余
り
。
五
O
歳
前
後
の
主

制
の
参
加
が
ふ
え
た
。
「
老
後
は
子

供
に
依
存
し
た
く
な
い
。
金
銭
よ
り

精
神
的
な
盟
か
さ
が
欲
し
い
。
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
に
新
し

い
生
き
が
い
を
」
と
い
う
怠
識
が
中

高
齢
主
制
の
社
会
参
加
を
促
し
て
い

る。

(
7
-
m
日
経
)

あ
し
た
の
主
婦

女
性
の
九
八
%
が
結
婚
す
る
現
在
、

主
婦
は
一
体
ど
う
生
き
る
の
か
。

「
日
本
の
夫
婦
は
九
O
%
精
神
的
に

分
離
。
か
せ
ぐ
人
と
家
を
守
る
人
の

組
み
あ
わ
せ
に
す
ぎ
な
い
」
「
日
本

で
は
生
き
方
が
ま
わ
り
か
ら
決
め
ら

れ
て
し
ま
う
。
社
会
全
体
の
あ
り
方

を
合
め
て
、
主
制
の
生
き
方
を
問
い

直
す
と
き
」
同
際
女
性
学
会
に
出
席

し
た
米
国
の
社
会
常
ふ
匂
た
ち
は
一
一
日
口
う
。

し
か
し
親
友
家
抜
で
二
軒
民
民
を
建

て
た
主
刷
、
手
作
り
ケ
ー
キ
を
喫
茶

応
に
卸
す
よ
う
に
な
っ
た
人
、
そ
う

ざ
い
回
を
聞
い
た
人
、
特
技
交
換
の

場
を
設
け
た
人
な
ど
新
し
い
動
き
も

目
立
つ
。

(
8
・
l
l
お
読
売
)

「
家
」
を
引
き
ず
る
主
婦
の
旅

し
ゅ
う
と
め
や
去
半
へ
の
気
が
ね
、

閉
山
守
家
族
へ
の
食
事
の
準
備
な
ど
で

気
波
れ
が
多
く
、
心
ほ
か
ら
解
放
感

に
ひ
た
り
き
れ
な
い
の
が
現
状
。
円
H
J

主
も
安
心
の
グ
ル
ー
プ
路
行
が
中
心
。

(
8
-
m
日
経
)

美
容
と
体
力
を
婦
人
会
館
で

徳
島
県
市
場
町
大
俣
位
協
が
胆
林

省
の
鹿
山
漁
家
生
活
改
善
施
設
設
世

川
市
業
指
定
下
で
県
下
初
の
婦
人
会
館

を
型
投
。
鉄
A
H
平
回
路
六
八
六
平
方

メ
ー
ト
ル
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は

二
O
O
万
円
余
で
一
三
種
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
滋
H
H
を
設
備
、
位
協
姉
人
部

八
五
O
人
を
中
心
に
、
ぜ
い
肉
取
り

や
筋
肉
を
鍛
え
る
。
〈
8
・
Mm徳
&

男
は
平
凡
女
は
非
凡
?

「
平
凡
な
主
制
な
ん
て
い
や
。
勉

強
し
た
い
」
と
い
う
女
性
が
増
え
、

各
地
の
市
民
大
学
や
教
養
講
座
は
女

性
で
い
っ
ぱ
い
。
受
講
者
の
中
心
は

四
、
五
O
代
の
主
婦
と
、
二
O
代
の

独
身
女
性
。
生
き
方
や
心
の
糧
を
得

ょ
う
と
す
る
テ
1
マ
に
人
気
が
集
中
。

し
か
し
市
民
大
学
や
婦
人
学
級
の

講
師
を
務
め
る
岩
男
寿
美
子
慶
応
大

学
教
授
は
「
講
座
で
得
た
も
の
を
ど

う
自
分
の
人
生
に
生
か
し
て
い
く
つ

も
り
か
、
そ
の
た
め
に
ど
う
理
解
し

た
の
か
、
首
を
ひ
ね
り
た
く
な
る
と

き
が
あ
る
」
と
批
評
。
〈
8
・
幻
日
穆
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家
事
志
向
が
強
い
余
暇
利
用

問
和
三
四
年
の
併
稲
持
前
査
で
は
、

主
婦
の
余
暇
は
①
読
書
・
新
聞
読
み

②
教
養
・
勉
強
③
収
入
の
あ
る
仕
事

③
子
供
の
相
手
⑤
裁
縫
・
編
み
物
⑥

飽
味

φ
米
政
技
術
研
究
⑧
社
会
的
活

動
だ
っ
た
。
五
三
年
六
月
の
奈
良
女

大
深
谷
教
授
の
調
査
で
は
①
飽
味
を

深
め
る
②
一
泊
旅
行
③
手
作
り
料
理

④
小
説
を
読
む
⑤
技
術
を
身
に
つ
け

る
⑥
婦
人
学
級
や
教
室
に
通
う
⑦
衣

矧
を
自
分
で
縫
う
⑧
仕
取
⑨
子
の
し

つ
け
⑪
夫
の
世
話
。
共
に
家
事
志
向

が
顕
著
で
社
会
的
活
動
が
不
人
気
。

パ
ン
焼
き
な
ど
の
抑
制
日
会
を
聞
い

て
い
る
ベ
タ
l
ホ
l
ム
協
会
は
三
八

年
三
千
人
で
ス
タ
ー
ト
、
今
は
三
万

辛
l
人
に
。
「
何
か
し
な
け
れ
ば
」

と
思
い
つ
つ
紡
川
は
家
耶
志
向
に
な

る
よ
う
だ
。

(
8
・
幻
日
経
)

女
の
午
後
は
グ
ン
と
伸
び
た
が

昭
和
一

O
年
の
目
本
女
性
の
平
均

力
命
は
四
九
・
六
成
、
米
子
山
院
が

三
五
・
五
棋
で
、
子
が
就
学
し
て
か

ら
の
余
命
は
七
年
し
か
な
か
っ
た
。

い
ま
は
米
子
山
院
が
二
八
・
一
段
、

平
均
寿
命
七
八
歳
で
H

女
の
午
後
M

は
三
五
年
も
伸
び
た
。

東
京
で
開
催
さ
れ
た
同
際
老
年
学

会
で
日
本
の
長
沼
が
大
き
な
話
題
に

な
り
、
公
開
講
陛
「
日
本
人
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
」
で
も
、
「
女
性
も
社

会
進
出
を
」
の
問
も
出
た
が
、
「
終

身
胤
川
制
は
速
か
ら
ず
問
峻
し
、
男

も
六
O
段
以
上
の
就
労
は
ま
す
ま
す

む
ず
か
し
く
な
る
」
と
の
発
言
も
あ

り
、
経
済
的
裂
付
け
が
な
け
れ
ば
パ

ラ
色
の
老
後
は
む
ず
か
し
そ
う
だ
。

(
8
-
M中
日
)

総
し
い
主
婦
の
身
分
証
明

運
転
免
許
証
は
別
性
の
約
三
分
の

一
、
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
二
分
の
一
の

所
持
取
し
か
な
い
女
性
。
印
銃
口
斜

の
本
人
証
明
は
仰
山
保
険
証
で
も
ダ

メ
、
お
役
所
に
も
工
夫
が
必
-
決
。

(ω
・
幻
説
光
)

女
の
保
守
化
は
テ
レ
ビ
の
彫
智

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
女
主
人
公
は

H

古
い
刑
r
が
多
い
。
加
え
て
女
性

視
聴
者
は
ド
ラ
マ
か
ら
臼
分
の
生
き

方
を
学
ぼ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
り
、

女
性
の
保
守
化
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
、
と
N
H
K総
合
放
送
文
化
研
究

所
の
村
松
様
子
さ
ん
が
研
究
発
表
。

(
日
・
日
朝
日
)

増
え
る
続
審
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

間
同
市
の
続
訂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授

成
講
限
定
H
H
五
O
人
に
対
し
て
一
二

O
人
が
応
募
、
ほ
と
ん
ど
が
家
路
の

主

制

。

〈

日

・

お

西

日

本

)

省
電
力
に
主
婦
の
ア
イ
デ
ア

中
部
地
力
が
募
集
し
た
「
孜
が
家

の
行
氾
方
法
」
巳
二
四
人
の
主
制

が
応
孫
、
「
T
V
休
日
」
な
ど
の
名

手
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(
ロ
・
幻
朝
日
)

〔
子
ど
も
〕

英
才
教
育
盤
出
現

前叩一通い
H

日
本
ア
の
初
歌
山
市

に
今
務
、
三
歳
児
か
ら
の
幼
児
英
才

教
室
が
賠
聞
き
す
る
。
小
学
校
二
、

三
年
程
度
の
五
教
科
の
実
力
を
五
歳

ま
で
に
つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
内
沢
市

一
O
年
前
、
県
教
委
指
導
主
事
か

ら
弥
一
巡
営
に
転
向
し
た
藤
田
部
副
は
、

人
間
、
学
業
だ
け
で
な
い
、
急
ぎ
す

ぎ
で
は
般
が
依
け
る
と
い
う
見
方
を

よ
そ
目
に
「
可
能
性
の
あ
る
子
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
い
い
」
と
向
信
た
っ

ぷ
り
。

(--m毎
日
)

「
私
に
と
っ
て
の
母
性
」
と
は
7

東
京
の
あ
る
ベ
ピ

l
ホ
テ
ル
が
論

文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
全
国
か
ら
五

五
O
制
集
ま
っ
た
。
二
、
三

O
代
が

過
半
数
を
占
め
「
母
腕
で
あ
る
こ
と
」



と
「
個
人
と
し
て
の
自
分
」
の
ジ
レ

ン
マ
に
ふ
れ
た
も
の
が
多
く
、
生
き

が
い
と
の
調
和
が
問
題
に
な
っ
て
い

た。
そ
の
怠
織
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
、
閉
怨
感
の
中
で
の
さ
迷

い
派
、
家
取
、
育
児
の
毎
日
に
満
足

す
る
育
児
没
瑚
派
、
勉
強
や
け
い
こ

事
で
自
分
の
生
活
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
社
会
参
加
派
な
ど
。

一
位
の
東
京
都
の
木
村
栄
さ
ん

(
三
七
〉
は
「
母
性
を
充
足
さ
せ
る

の
は
、
経
済
性
、
個
の
充
足
、
心
身

ゆ
と
り
の
三
つ
の
条
件
が
整
っ
た
と

き
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。
現
在
フ

リ
ー
で
仕
事
を
す
る
木
村
さ
ん
は

「
自
我
を
抑
圧
さ
れ
た
心
の
歪
み
が

母
性
の
発
想
に
必
要
な
成
熟
を
妨
げ

て
い
た
」
と
考
え
、
現
代
の
母
親
一

般
の
問
題
だ
と
し
て
い
る
。
(
2
・9
朝
日
)

仕
事
を
持
た
ぬ
母
の
保
育
園

家
の
中
で
暴
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た

子
供
た
ち
。
オ
リ
か
ら
解
き
放
た
ね

ば
・
:
と
、
時
栄
マ
マ
の
子
も
預
っ
て

き
た
神
戸
の
「
ち
び
く
ろ
保
育
凶
」
。

無
認
可
か
ら
認
可
へ
の
転
換
を
は
か

り
カ
ン
パ
を
募
っ
た
ら
二
か
月
で
四

O
O万
円
が
集
ま
っ
た
。
「
保
育
所

は
H

働
く
母
の
た
め
ヘ
つ
ま
り
安

上
が
り
の
労
働
力
を
社
会
に
鎚
供
す

る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
子
供

白
身
の
た
め
に
必
裂
」
と
い
う
同
長

夫
妥
の
考
え
方
が
専
業
マ
マ
の
共
感

を
集
め
た
の
だ
ろ
う
。〈
3

・U
朝
日
)

少
女
暴
力

少
女
に
よ
る
「
机
器
犯
」
は
昭
和
刊

四
七
年
か
ら
四
年
間
に
二
・
二
倍
と

著
し
く
地
加
、
そ
の
後
は
や
や
減
る

傾
向
に
な
っ
た
が
総
力
も
エ
ス
カ
レ
ー

ト
。
簡
単
な
動
機
で
ひ
っ
た
く
り
ゃ

強
盗
を
。
ス
ケ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
リ
ン
チ
な
ど
も
犯
非
白
告
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。
〈
4
・
mω
読
売
)

当
世
乳
児
院
風
長

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
捨
て
子
が

年
々
減
り
、
捨
て
子
収
容
所
と
み
ら

れ
て
い
た
乳
児
院
も
、
今
で
は
未
婚

の
母
や
別
庖
マ
マ
の
子
を
預
か
っ
て

い
る
。

(
5
・
5
読
売
)

手
供
の
声
は
騒
音
?

東
京
・
目
以
区
際
議
地
区
に
建
設

主
応
の
区
立
保
育
闘
は
、
騒
音
公
容

だ
と
主
践
す
る
地
元
と
、
保
育
園
が

な
け
れ
ば
働
け
な
い
住
民
同
士
が
対

立
し
、
足
か
け
五
年
た
つ
が
、
い
ま

だ
に
建
設
の
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
。

(
5
・
お
読
売
)

子
供
の
行
儀
作
法
教
室

お
じ
ぎ
の
仕
方
・
世
話
の
応
答
・

初
洋
食
の
マ
ナ
ー
を
教
え
る
「
子
供

作
法
教
室
」
が
大
阪
に
誕
生
、
人
気

を
よ
ん
で
い
る
。
家
や
学
校
で
し
つ

け
を
受
け
な
い
の
で
、
子
供
た
ち
に

は
新
鮮
。
「
お
ま
か
せ
し
ま
す
」
と

い
う
若
い
マ
マ
た
ち
を
六
か
月
で
追

い
越
す
。
受
訪
は
ほ
と
ん
ど
女
の
子
。

(
8
・
日
朝
日
)

育
児
の

A
l
Z教
え
ま
す

徳
島
県
下
唯
一
の
乳
児
施
設
徳
島

乳
児
院
(
小
松
島
市
)
が
創
立
二
五

周
年
記
念
に
一

O
月
か
ら
屯
話
育
児

相
談
開
設
を
計
画
。
宮
減
婦
長
ら
保

育
経
験
一

O
年
以
上
の
保
母
・
宕
護

婦
・
栄
養
士
ら
が
担
当
。

〈

8
-
n徳
島
)

働
く
母
に
も
M

非
行
防
げ
u

徳
島
以
小
松
島
署
は
「
防
ご
う
少

年
非
行
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
期
間

中
、
婦
人
補
場
口
が
管
内
の
職
場
を

訪
問
。
昼
休
み
に
、
働
く
母
た
ち
に

非
行
の
実
態
、
母
親
の
役
割
を
話
し

た
。
こ
の
職
場
訪
問
は
歓
迎
さ
れ
、

九
月
以
降
も
続
行
の
予
定
。
(
8
・mm
徳
島
)
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既
製
ベ
ビ

l
フ
l
ド
に
人
気

離
乳
食
に
市
似
の
ベ
ビ

1
7
1
ド

を
使
っ
て
い
る
母
親
は
半
数
以
上
。

前
年
比
の
目
的
も
の
仰
ぴ
。

(
日
・

1
朝
日
)

「
ハ
イ
ハ
イ
電
話
」
に
相
談
殺
到

名
古
回
市
川
州
人
会
館
で
は
体
験
阻

か
な
主
婦
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
応
対

(
ロ
・

5
中
日
)

母
乳
運
動
定
着

新
幹
線
に
授
乳
出
資
が
誕
生
、
授
乳

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー

パ
ー
も
大
阪
な
ど
に
。
厚
生
行
の
調

べ
で
は
、
現
在
川
町
乳
党
が
約
四
訓
に

別

加

。

(

ロ

・

日

朝

日

)

少
年
非
行
戦
後
第
三
の
ピ
1
ク

非
行
少
女
は
昨
年
に
続
き
附
加
、

二
O
%
を
超
え
た
。
(
ロ
・
お
朝
日
)

〔
結
婚
・
離
婚
〕

日
高
パ
ー
テ
ィ
つ
い
に
聴

新
し
い
男
女
交
際
の
協
を
め
ざ
し

縁
結
び
三
二
年
、
会

U
五
万
、
三
|

五
O
O
O
の
カ
ッ
プ
ル
を
生
ん
だ
日

目
パ
ー
テ
ィ
が
今
年
限
り
で
終
止
符

を
打
つ
。

「
隙
姉
後
の
苦
し
い
生
活
に
耐
え

て
ま
じ
め
に
伴
り
ょ
を
求
め
て
い
る

方
を
思
う
と
残
念
だ
が
、
利
己
主
義

者
が
多
す
ぎ
る
の
で
」
と
日
日
米
当

(
2
・8
読
売
)

花
嫁
銀
行
使
命
果
た
し
閉
鎖

こ
の
一

0
年
間
に
三
O
六
制
の
縁

組
の
白
話
を
し
た
脇
町
民
業
委
H
H
会

「
脇
町
出
家
花
嫁
銀
行
」
が
九
日
閉

鎖
さ
れ
た
。

同
花
同
時
似
行
は
、
民
業
後
継
者
の

育
成
に
大
成
果
を
あ
げ
H

日
本
ア

の
股
家
花
嫁
似
行
と
し
て
全
凶
か
ら

の
祝
・
然
者
が
た
え
な
か
っ
た
。

二
次
・
三
次
陀
業
が
忽
泌
に
出
品
川
出

し
、
内
H

・
米
の
版
取
り
が
川
知
だ
っ
た

附
利
間
三
年
一
一
月
に
間
決
公
鳩
の

術
将
で
投
問
。
門
川
知
、
安
川
と
仲
人
経

験
計
計
五
O
人
が
相
談
以
と
な
り
花

嫁
探
し
開
始
。
四
三
年
に
は
一
三
側
、

四
五
年
|
三
三
組
と
成
制
を
あ
げ
、

線
道
機
関
全
同
的
に
紹
介
さ
れ
行
名

と
な
り
、
今
年
一
月
末
で
三
O
六
印
刷

の
股
・
米
花
嫁
が
誕
生
。
こ
の
問
、
視

・
従
者
は
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
計
一

七
八
組
、
=
ニ
五
七
人
。(
2
-
U徳
ね
)

姓
姓
流
転

昭
和
五
一
年
の
民
法
改
正
で
、
離

術
後
、
旧
姓
に
も
ど
ら
な
く
て
紡
燃

姓
の
ま
ま
で
い
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ

た
。
存
名
人
に
と
っ
て
名
前
は
そ
の

ま
ま
人
と
な
り
を
あ
ら
わ
す
働
き
を

す
る
が
、
大
多
数
の
無
名
の
妥
た
ち

に
と
っ
て
は
、
別
れ
た
夫
の
姓
な
ど

金
愉
際
的
以
い
た
く
な
い
だ
ろ
う
。

「和

mだ
っ
た

X
で
す
け
ど
今
度
今

件
汁
に
変
わ
り
ま
し
た
」
|
|
和
川
で

あ
っ
た
こ
と
と
A
孔
汁
で
あ
る
こ
と
で

ど
う
い
う
見
な
っ
た
思
味
が
あ
る
の

か
?

(

2

-

m

毎
日
)
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早
婿
に
は
や
る
股
村
の
女
性

三
五
年
度
、
二
五
歳
以
上
で
結
納

し
た
人
は
二
八
%
、
五
一
年
度
に
は

一
三
%
に
減
少
(
秋
田
県
北
部
位
村

E
町
の
調
査
)
。
娘
た
ち
は
過
保
護

の
中
で
、
自
分
の
宵
者
を
生
さ
る
こ

と
さ
え
で
き
な
く
な
弓
た
か
ら
な
の

だ
ろ
う
か
。
(
野
添
忠
治
・
評
論
家
)

(
3
・3
読
売
)

敵
鱈
を
考
え
る

隙
Mm後
の
問
問
点
と
郎
防
に
至
る

ま
で
の
経
過
を
隙
婚
し
た
人
の
告
白

を
も
と
に
報
告
、
離
婚
の
正
体
を
追

求。

(
4
・η
ー

5

・4
/
6
-
U
1

6
・
幻
/
8
・

uー
8
・
お
朝
日
)



企
業
グ
ル
ー
プ
の
結
婚
相
談
所

三
井
グ
ル
ー
プ
(
三
井
物
産
・
三

井
銀
行
)
は
「
三
井
グ
ル
ー
プ
紡
婿

相
談
所
」
を
新
宿
三
井
ピ
ル
四
九
階

に
開
設
。
独
身
社
員
の
紡
婚
相
談
と

お
見
合
い
が
主
な
活
動
だ
が
、
女
子

社
員
の
結
締
退
職
を
促
す
目
的
も
あ

る
の
で
は
?

(

4

・
泊
朝
日
)

ね
ら
い
は
花
嫁
募
集
か

信
州
の
自
然
の
中
、
民
村
で
の
生

活
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
|
と
、

長
野
県
の
八
町
村
が
「
出
村
と
都
市

を
結
ぶ
若
人
の
つ
ど
い
」
を
依
す
。

土
に
親
し
む
こ
と
の
少
な
い
都
会
の

女
性
に
良
作
業
の
体
験
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
農
村
青
年
と
の
交
歓
交
流

が
ね
ら
い
。

(
7
・
4
朝
日
)

「
離
婚
」
シ
リ
ー
ズ
に
大
反
響

「
離
婚
は
必
ず
し
も
結
婚
の
失
敗

で
は
な
く
、
結
婚
の
中
身
を
問
う
か

ら
こ
そ
の
離
焔
も
あ
る
」
と
い
う
怠

見
も
。
生
き
た
関
係
を
問
・
つ
時
代
を

反
映
O
(
9
・uー
9

・M
朝
日
)

復
活
し
た
集
団
見
合
い
プ

l
ム

東
京
日
本
橋
で
は
パ
ン
を
焼
き
な

が
ら
得
約
者
ば
か
り
の
、
名
古
屋
の

ホ
テ
ル
で
は
音
楽
会
形
式
の
、
集
団

見
合
い
が
感
況
。

(
9
-
m中
日
)

佐
久
に
定
婚
す
る
改
善
結
婚
式

長
野
県
佐
久
地
方
で
は
生
活
改
苔

巡
勤
の
一
つ
と
し
て
一
五

O
O円
か

二
千
円
の
祝
儀
・
会
政
で
紡
Mm式
と

披
毘
妥
を
し
て
い
る
。
定
着
す
る
ま

で
に
は
二
五
年
を
要
し
た
が
。

(m
・
泊
朝
日
)

〔
雑
誌
〕

お
正
月
の
婦
人
雑
誌

正
月
号
の
婦
人
雑
誌
九
誌
を
読
み

比
べ
た
と
こ
ろ
、
表
紙
や
付
録
の
ほ

か
中
身
ま
で
似
通
っ
て
い
た
。
四
誌

が
家
計
簿
の
付
録
っ
き
。
五
誌
で
閲

述
脳
出
や
巡
勢
占
い
の
付
録
や
特
集
。

モ
テ
モ
テ
の
池
田
大
作
氏
は
四
誌
に

新
存
特
別
寄
稿
。
四
誌
で
嫁
姑
論
争
。

H

愛
と
性
u

の
テ
l
マ
三
誌
、
五
誌

で
H

や
せ
る
促
成
法
~

主
制
の
友
・
主
制
と
少
J

出
・
婦
人

生
活
・
師
人
倶
楽
部
の
四
誌
の
第
一

の
主
流
グ
ル
ー
プ
は
、
伝
統
的
な
和

風
志
向
が
強
く
、
雑
誌
の
作
り
方
も

家
事
山
首
詩
型
。

ミ
セ
ス
・
マ
ダ
ム
・
ウ
ー
マ
ン
・

婦
人
之
友
の
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
洋

風
好
み
で
ゆ
と
り
志
向
型
。
婦
人
公

論
は
そ
の
中
間
的
存
在
。(
1
・
日
読
売
)

少
年
同
士
の
愛
が
プ

l
ム
に

こ
こ
二
、
三
年
、
少
年
同
士
の
く

り
ひ
ろ
げ
る
愛
の
葛
藤
が
少
女
マ
ン

ガ
プ
l
ム
に
。
「
少
年
同
士
の
愛
は

家
族
と
い
う
単
位
を
つ
く
ら
な
い
と

い
う
点
で
は
、
は
じ
め
か
ら
不
毛
。

段
も
不
毛
な
愛
の
中
に
突
破
口
を
み

つ
け
よ
う
と
す
る
作
者
の
盗
勢
が
共

感
を
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
」
と
中
島
伴

さ
ん
。

(
4
・

ω朝
日
)

な
つ
か
し
の
少
女
雑
路
復
活

昭
和
一

0
年
代
、
女
の
子
た
ち
の

拶
や
感
仰
を
か
き
た
て
た
「
少
女
雑

誌
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
ぎ
再
刑
判

し
よ
う
と
し
た
女
性
向
け
叙
情
誌

翠
M
磁
の
小
部
屋
』
が
三

O
日
創
刊

さ
れ
る
。

(
5
・
泊
朝
日
)

婦
人
隠
肝

試
験
管
ベ
ビ
ー
を
『
新
鮮
』
が
特

集
。
女
性
に
不
妊
の
原
因
が
あ
る
場

合
の
心
理
問
題
に
も
言
及
し
て
く
れ

れ
ば
と
惜
し
ま
れ
る
。
『
主
婦
の
友
』

は
こ
れ
を
「
不
妊
妥
へ
の
朗
報
」
と

し
て
い
る
が
、
「
家
の
あ
と
つ
ぎ
」

重
視
を
た
だ
す
こ
と
に
こ
そ
婦
人
雑

誌
の
怠
義
が
あ
る
は
ず
。
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『
婦
人
公
論
』
で
は
四

O
i五
O

代
の
「
母
親
」
の
手
記
を
の
せ
て
い

る
が
、
成
人
し
た
子
に
は
「
元
付
税
」

と
号
一
口
う
べ
き
だ
。

『
婦
人
之
友
』
「
百
歳
の
姑
・
仙
の

こ
と
」
は
好
読
み
物
。

『
姉
人
公
論
』
「
い
ま
女
の
役
割
と

は
」
で

m中
央
代
子
は
「
ぐ
う
た
ら

マ
マ
で
さ
え
家
の
光
。
育
児
や
内
助

の
功
は
妥
の
条
件
で
な
い
」
と
甘
い
、

渡
部
舛
一
も
「
家
事
労
働
で
は
女
日

は
不
要
に
な
っ
た
。
セ
ッ
ク
ス
で
も

女
房
が
い
な
く
て
閑
る
引
は
い
な
い
」

と
ホ
ン
ネ
を
見
せ
た
。
家
取
と
H

性

的
魅
力
H

か
ら
解
放
さ
れ
た
妥
た
ち

の
撚
起
を
盟
み
た
い
。
自
党
め
た
女

が
ふ
え
れ
ば
『
主
制
と
生
活
』
迎
械

の
竹
村
健
一
沼
相
講
談
」
の
よ
う

な
マ
ヤ
カ
シ
評
品
川
は
門
誌
で
き
な
く

な

る

は

ず

。

(

鈴

木

三

郎

)

(
9
-
B
I
n
-
m社
A
A
新
報
〉

タ
ウ
ン
践
は
女
性
が
活
躍

タ
ウ
ン
誌
の
編
集
者
は
女
性
が
非

常
に
多
い
が
経
済
的
に
は
あ
ま
り
報

わ
れ
ず
、
無
線
酬
の
人
も
多
い
。
ア

メ
リ
カ
で
も
女
性
が
多
い
が
パ
リ
パ

リ
活
腕
。

(
9
・
幻
日
経
)

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
』
発
売

ア
メ
リ
カ
で
八
三

O
万
部
も
先
れ

て
い
る
凡
刊
女
性
誌
の
日
・
本
略
ス
ー

パ
ー
で
版
記
。
(
叩
・
幻
何
日
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
〕

ス
キ
l
教
室
に
中
年
マ
マ
さ
ん

上

m市
教
委
が
姉
人
と
少
年
向
け

に
計
附
し
た
ス
キ
1
致
芝
、
一
手
ヰ
l

四
五
歳
の
中
年
希
問
者
が
目
立
つ
。

「
家
族
ぐ
る
み
」
「
見
る
だ
け
か
ら
一

緒
に
楽
し
む
」
へ
と
。
(
1
・4
日
係
)

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
ニ
女
性

久
、
ゑ
ず
同
体
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

m伐

の
会
場
と
な
っ
た
軽
井
沢
町
の
役
場

職
以
を
中
心
に
、
円
以
下
で
は
珍
し
い

女
性
二
人
を
合
む
チ
1
ム
が
誕
生
。

町
制
光
線
の
市
村
償
札
さ
ん
つ
一
二
)

と
家
事
手
伝
い
土
限
満
里
子
さ
ん

合
一
三
)
の
二
人
が
児
子
に
ま
じ
っ

て
パ
ッ
ク
を
追
っ
て
い
る
。
「
そ
の

う
ち
女
子
だ
け
の
チ
l
ム
を
」
と
。

(
2
・
お
H
M
旬
)

リ
プ
快
走
一
八
七
人

世
界
の
女
性
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が

集
ま
り
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
競
う
「
第

一
四
国
際
女
性
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
」

が
一
九
日
、
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
で
行

な
わ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
六
回
目
の
マ
!

サ
・
コ
ツ
ク
シ
ー
さ
ん
(
米
)
が
二

時
間
四
六
分
二
ハ
秒
で
俊
勝
。
完
進

一
三
六
人
、
日
本
唯
一
の
参
加
者
藤

井
弓
子
さ
ん
(
二
四
)
は
三
時
間
三

六
分
二
三
秒
で
五
四
位
。(
3
・
幻
毎
日
)

女
性
ば
か
り
の
マ
ラ
ソ
ン
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一
五
歳
か
ら
五
O
伐
ま
で
の
女
性

一
O
七
人
が
九
日
「

R
M
一
閃
毎
日

レ
デ
ィ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
」
(
四
・
八

キ
ロ
)
に
挑
戦
。
タ
イ
ム
競
争
で
は

な
く
、
他
山
州
刑
進
と
親
ぼ
く
を
図
る

の
が
目
的
。
主
制
と
A
在
日
が
圧
倒

的
多
数
で
全
日
完
走
。
ハ

4
-
m朝
日
)

初
の
女
性
マ
ラ
ソ
ン

=
ハ
目
、
日
本
で
初
の
女
性
マ
ラ

ソ
ン
(
四
二
・
一
九
五
キ
ロ
)
が
東

京
・
多
際
湖
畔
コ

l
ス
で
行
な
わ
れ

た
。
二

O
代
か
ら
七

O
成
ま
で
の
四

九
人
が
山
湖
、
四
六
人
が
完
走
。

〈

4
・
げ
朝
日
)

平
均
五
六
歳
、
採
連
れ
パ
レ

l

五
周
年
を
迎
え
る
杉
並
区
の
「
撫

菜
(
ナ
ズ
ナ
)
」
サ
ー
ク
ル
。
全
日

マ
マ
さ
ん
パ
レ
l
経
験
者
。
中
高
年



齢

M
に
な
る
と
公
式
戦
で
プ
レ
ー
が

で
き
な
い
の
で
と
始
め
た
。
孫
を
持

た
ぬ
人
は
一
入
金
天
、
中
富
ス
ポ
ー

ツ
の
好
例
と
の
声
も
。
(
5
-
m読
売
)

第
九
回
全
国
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
日
、
四
八
代
表
チ
l
ム
で
閉
孫
。

う
ち
一
七
チ
l
ム
が
六
三
人
の
子
を

巡
れ
て
入
弱
行
進
。

回
目
、
優
勝
は
熊
本
・
砂
取
(
平

均
三
九
・
四
歳
)
滋
賀
・
附
嵐
(
三

四
二
一
〉
岐
阜
・
挫
戸
(
三
=
了
ニ
)

山
形
・
余
白
(
二
九
・
五
)
の
四
チ
ー

ム
に
。「
お
母
さ
ん
の
取
っ
た
金
メ
ダ
ル

ょ
。
努
力
し
た
ら
何
で
も
で
き
る
の

よ
」
と
誇
ら
し
げ
に
見
せ
る
姿
も
見

ら
れ
た
。

(
8
・
2
1
5朝
日
)

女
子
野
球
日
本
選
手
権
大
会

第
一
回
大
会
が
、

一
二
日
か
ら
川

崎
球
場
を
中
心
に
四
会
場
で
間
取
。

日
本
女
子
野
球
協
会
主
催
で
、
少
女

の
部
(
小
・
中
学
生
)
二
四
、
一
般

の
部
(
高
校
生
以
上
)
五
チ
l
ム
が

診
加
。

(
8
-
U読
売
)

女
子
走
り
幅
七
メ
ー
ト
ル
台
に

陸
上
の
女
子
走
り
幅
跳
び
で
、
ピ

ル
マ
・
パ
ル
ダ
ウ
ス
ケ
ネ
選
手
(
二

五
・
ソ
辿
)
は
七
メ
ー
ト
ル

O
七
の

世
界
新
記
録
。

(
8
・

ω読
売
)

日
本
初
の
女
性
オ
l
ト
レ
ー
ス

オ
ー
ト
バ
イ
が
好
き
で
好
き
で
た

ま
ら
な
い
女
性
た
ち
。
日
本
初
の
女

性
だ
け
の
レ

l
ス
が
九
、
一

O
両
日

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
。

(9-m毎
日
)

マ
マ
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熱

名
古
屋
市
内
で
は
女
性
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
熱
が
マ
マ
さ
ん
パ
レ
l
そ
こ

の
け
の
人
気
。

(
9
・
日
中
日
)

第
一
回
東
海
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

十
一
月
昔
、
古
知
市
市
八
白
サ
ッ

カ
ー
場
で
聞
か
れ
る
。
参
加
は
、
東

泌
地
方
四
日
以
か
ら
一
五
チ
l
ム。

(u
・l
朝
日
)

女
性
だ
け
の
マ
ラ
ソ
ン

八
歳
か
ら
六
三
歳
ま
で
の
女
性
一

一
三
人
が
明
治
神
宮
・
代
々
木
公
凶

を
回
る
五
キ
ロ
コ

1
ス
に
挑
戦
、
全

員
が
完
走
し
た
。(日
・

6
朝
日
/
読
売
)

マ
マ
さ
ん
ニ
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

高
山
地
帯
を
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
夢
見
て
長
野
の
主
制
二
人
(
三
四
、

三
O
)
が
一
か
月
の
旅
に
。
育
児
の

合
聞
を
ぬ
っ
て
準
備
。
〈
日
・
m
m
信
毎
〉

女
子
柔
道
も
世
界
選
手
権

五
四
年
一
二
月
パ
リ
で
聞
か
れ
る

世
界
柔
道
巡
手
継
で
第
一
回
女
子
巡

手
権
。
終
闘
技
種
目
で
の
女
子
世
界

巡
手
権
は
柔
道
が
初
め
て
。
(ロ
-
U
朝
日
)

〔
フ
ァ

yン
ョ
ン
・
こ
と
ぱ
〕

フ
ァ

yン
ョ
ン
も
個
性
時
代

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
だ
け
は
好
調
だ
っ
た
が
、
一

昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
に
わ
か
に
明
器
が
。

原
因
は
女
心
の
変
化
。
ホ
ン
モ
ノ
を

求
め
、
自
分
の
個
性
を
だ
い
じ
に
す

る
女
性
が
急
速
に
地
え
た
た
め
。

ご
周
始
め
の
四
日
も
、
若
い
女
性

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
ふ
人
十
句
ジ
ー

ン
ズ
に
毛
皮
の
コ

l
ト
を
着
こ
な
し

た
り
、
イ
ン
デ
ィ
オ
凪
の
ス
ト
ー
ル

に
身
を
包
ん
だ
り
:
:
:
と
、
百
花
線

乱

。

〈

1

・5
読
売
)
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女
子
高
生
が
お
化
粧

ヤ
ン
グ
の
お
し
ゃ
れ
怠
減
が
同
ま
っ

て
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
開
始
年
附
が

下
が
り
、
女
子
高
校
生
の
三
割
は
、

ア
イ
シ
ャ
ド
ー
、
ネ
イ
ル
・
カ
ラ
ー

を
も
っ
て
い
る
。

(--m初
日
)

お
し
ゃ
れ
に
時
間
は
か
け
る
か

出
動
す
る
O
L
の
ほ
と
ん
ど
が
ブ
ー

ツ
の
こ
の
冬
。
し
か
し
待
問
三
、
四

人
が
駅
で
倒
れ
る
。
時
間
が
な
く
て

朝
食
ぬ
き
。
「
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
や
口

紅
を
つ
け
る
時
間
は
あ
る
の
に
」
と

駅
此
は
嘆
く
。

(
2
-
m読
売
)

H

の
っ
ぽ
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
“
登
岨
哨

L
L
コ
ー
ナ
ー
、
キ
ン
グ
サ
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
は
一
般
化
し
た
が
、
新
制
・

京
王
百
貨
印
刷
に
身
長
一
六
五
セ
ン
チ

以
上
の
女
性
川
の
ト
l
ル
サ
イ
ズ
・

コ
ー
ナ
ー
が
発
足
。
予
想
以
上
の
好

評。

(
3
-
m毎
日
)

T
シ
ャ
ツ
は
同
憎
の
シ
ン
ボ
ル

本
米
は
肌
灯
、
人
的
で
は
は
せ
て

は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
T
シ
ャ
ツ
が
、

一
五
年
前
か
ら
上
許
・
外
務
と
し
て

定
行
。
男
女
同
椴
・
女
性
の
地
位
向

上
述
動
が
起
こ
っ
た
四

O
年
に
、
気

軽
で
開
放
的
な

T
シ
ャ
ツ
が
見
白
さ

れ
、
見
も
の
を
女
が
行
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
。

(
5
・
5
説
光
)

メ
ロ
ウ
と
い
う
宮
繋
が
流
行

H

女
の
尖
し
さ
イ
コ
ー
ル
お
さ
N

と

い
う
考
え
方
は
過
去
の
物
日
前
。
メ
ロ

ウ
(
円
熟
し
た
・
熟
れ
き
っ
た
)
な

女
性
の
株
が
急
上
舛
。

あ
ら
ゆ
る
年
附
・
附
級
の
女
性
た

ち
に
自
立
心
が
育
ち
、
女
性
の
尖
し

さ
の
大
き
な
盟
栄
と
な
っ
て
い
る
。

(
5
・5
説
先
〉

帽
子
も
今
や
男
女
同
じ
時
代

昨
年
か
ら
男
女
そ
ろ
い
の
相
子
を

か
ぷ
る
傾
向
が
。
品
川
以
に
は
火
性
の

別
性
化
、
則
性
の
火
性
化
が
あ
り
、

引
火
川
怖
も
刷
の
上
ま
で
川
い
た
。

(
5
-
m明
日
)

J
ζ

ズ
“
つ
い
に
公
偲

ウ
ー
マ
ン
リ
プ
迎
動
か
ら
生
ま
れ

た
女
性
第
三
敬
称
の

H
M
s
u
が、

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
在
日
大
使
館
で
も
公
川

文
に
使
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
日
本
で
は
「
公
的
機
関
で
の

使
川
市
は
米
知
」
と
お
堅
い
見
解
。

(
6
・2
説
先
)

乱
れ
る
男
こ
と
ば
・
女
こ
と
ば

「
ボ
ク
」
「
オ
レ
」
「
キ
ミ
」
が
、

二
、
三
年
前
か
ら
女
の
子
の
問
で
流

行
。
フ
ォ
ー
ク
の
慌
旧
作
で
も
、
見
・

女
こ
と
ば
は
入
り
乱
れ
、
見
は
列
ら

し
く
:
:
:
は
難
し
い
時
代
に
。

(
6
-
M朝
日
)

女
だ
け
の
手
で
シ
ョ

l
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七
八
年
秋
冬
以
京
フ
7

ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
シ
ョ
ー
は
椛
成
か
ら
演

出
ま
で
す
べ
て
女
性
。
テ
ー
マ
は

「
出
逢
い
の
瞬
間
、
女
は
光
る
」

(
8
・3
日
経
)

タ
ン
ク
ト
ッ
プ
大
流
行

ラ
ン
ニ
ン
グ
み
た
い
な
シ
ャ
ツ
が

こ
の
立
、
数
十
億
円
売
れ
大
流
行
。

学
作
丁

O
Lか
ら
中
年
女
性
ま
で
飛

び
つ
い
た
。
今
や
「
よ
く
ぞ
女
に
生

ま
れ
け
る
」
の
時
代
。〈

8
-
m日
経
)

現
代
用
路
辞
典

「
塾
」
と
は
「
息
ぬ
き
で
き
る
子

供
の
社
交
場
」
、
「
夫
姉
」
と
は
「
朔

ぷ
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
一
組
の
男
女
~

学
研
募
集
の
言
抑
制
の
新
解
釈
よ
り
。

(m-n京
邸
)



女
性
団
体
初
の
社
団
法
人
誕
生

「
ザ

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
グ
ル

ー

プ
」
(
鯨
岡
阿
美
子
代
表
)
に
通
産

省
が
「
社
団
法
人
」
を
認
可
。
市
川

一房
枝
さ
ん
も
「
企
業
べ
っ
た
り
の
通

産
省
が
女
の
団
体
を
本
気
で
見
直
し

た
の
は
結
構
」
と
祝
辞
。
が
、
こ
の

風
向
き
の
変
化
は
不
況
対
策
と
の
芦

も。

(u
-m朝
日
)

化
粧
も
男
女
同
席
時
代

東
京
銀
座
に
男
女
共
用
の
無
料
美

容
サ
ロ
ン
が
誕
生
。

(ロ
-
m
山世壁
一φ

速
い
。
雇
用
調
整
弁
と
し
て
の
パ

ー

ト
タ
イ
マ

ー
の
急
地
が
目
立
ち
、

「
バ
l
ト
新
時
代
」。

女
子
大
生
は
就

職
難
、
賃
金

・
昇
進

・
定
年
制
な
と

の
男
女
差
別
は
変
わ
ら
ず
、
賃
金
も

昇
進
の
機
会
も
男
子
の
半
分
、
オ
ー

ト
メ
化
の
進
ん
だ
職
場
で
は
不
況
に

よ
る
合
政
化
が
労
働
強
化
と
な
り
ト

イ
レ
に
い
く
自
由
さ
え
な
い

「新
女

工
哀
史
」
が
始
ま
っ
た
と
の
報
告
も
。

そ
の
中
で
、
働
く
婦
人
に
対
す
る
保

護
見
直
し
を
提
言
し
た
労
働
基
準
法

研
究
会
の
提
言
は
大
き
な
波
紋
と
議

論
を
生
ん
で
い
る
。

方
、
家
庭
婦
人
の
ラ
イ
フ

・
サ

イ
ク
ル
は
大
き
く
変
わ
り
、
子
育
て

後
の
時
聞
は
あ
ま
り
に
長
く
な
っ
た
。

有
識
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
」
に

「同

盛
9
る
」

は
二

O
%
だ
け
に
。
市
民
バ
ワ
!
と

し
て
活
躍
す
る
女
性
も
ふ
え
た
。
こ

と
し
は

H

朔
ぶ
女
H

の
年
だ
っ
た
。

し
か
し
子
供
の
自
殺
が
社
会
問
題

と
な
り
、
子
殺
し
も
少
な
く
な
い
。

夫
の
酒
乱

・
暴
力
、
サ
ラ
金
地
獄
に

よ
る

一
家
心
中
等
、
陥
い
ニ
ュ

ー
ス

が
続
く
中
で
、
H

捌
州
ぶ
女
H

も
流
行

語

に

。

(

ロ

・
剖
毎
日
)

婦
人
の
問
題

こ
の
一
年

長
び
く
不
況
と
イ
ン
フ
レ
は
働
く

婦
人
を
舵
実
に
ふ
や
し
、
k
Z
T
就
業

者
数
は
こ
の

一
年
間
に
五
七
万
人
地

加
、
二
O
三
三
万
人
と
、
戦
後
最
高

と
な
っ
た
。
被
用
者
総
数
に
占
め
る

女
子
の
訓
合
は
三
三

・
二
%
、
女
子

応
用
労
働
者
の
六
五

・
一
%
、
八
O

九
万
人
が
既
婚
者
と
、
既
婚
者
が
完

全
に
多
数
派
に
な
っ
た
が
、
財
人
の

峨
場
進
出
は
望
ま
し
い
姿
に
は
ほ
ど

115 



調
査

〔
労
働
〕

低
賃
金
で
無
理
な
残
業

〈
交
通
治
児
母
の
会
〉
が
都
内
の

交
通
泊
児
の
母
親
七
八
二
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
。
回
収
で
き
た
の
は
三
四
%

母
親
た
ち
の
現
尖
の
一
端
か
。

「
位
脱
」
に
つ
い
て
百
点
的
に
調

査
し
た
が
、
仕
邪
、
収
入
の
思
条
件

が
そ
の
ま
ま
倣
叫
に
大
き
な
彫
削
げ
を

与
え
て
い
た
。

同
年
鮒
に
な
る
ほ
ど
臨
時
、
パ
ー

ト
が
多
く
、
職
相
も
体
力
を
必
裂
と

す
る
工
口
な
ど
が
多
い
。
工
品
を
し

て
い
る
七
O
%
近
く
が
な
ん
ら
か
の

• 
統
計

病
気
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
公

務
以
で
は
四
O
%
と
、
か
な
り
低
い
。

(
1
・
げ
朝
日
)

好
き
な
文
字
、
女
は
「
愛
」

見
は
「
誠
」
女
は
「
愛
」
が
、
好

き
な
ト
ッ
プ
。
日
以
下
位
は
「
附
」
。

写
制
機
メ
ー
カ
ー
、
写
研
が
東
京
と

大
阪
の
児
女
二
五
O
O
人
を
対
象
に

し
た
加
資
で
。

(
1
・
お
読
売
)

一
七
年
ぶ
り
、
失
業
者
数
最
高
に

一
二
月
の
完
全
失
業
者
は
則
子
七

四
万
、
女
子
三
七
万
で
、
前
年
同
月

比
一
七
・
五
%
、
二
七
・
六
%
の

m

加
。
一
月
以
来
迎
統
一
O
O
万
人
を

記
録
、
三
四
年
の
H

ナ
ベ
底
“
以
米

の
品
目
記
封
。

(--m読
売
)

働
く
婦
人
の
家
事
負
担

世
界
の
職
業
制
人
は
夫
の
協
力
が

不
十
分
な
た
め
仕
事
と
家
院
を
両
立

さ
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う

調
紅
側
告
が
国
巡
で
発
表
さ
れ
た
。

例
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
夕

食
の
州
中
川
例
日
妥
八
五
、
夫
九
、
洗
た

く
H
安
八
O
、
夫
一
O
、
口
物
H
裂

七
八
、
・
米
二
な
ど
い
ず
こ
も

dz主

関
白
~
妥
と
夫
の
教
育
水
郁
が
日
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い
ほ
ど
分
担
率
は
よ
く
な
る
が
。

(
2
・2
毎
日
)

中
高
年
の
女
ひ
と
り
は

平
均
月
収
は
死
別
一
五
亙
手
内

未
焔
一
三
万
八
千
円
、
離
婚
一
二
万

七
千
円
。
離
別
者
の
四
一
%
は
一
O

万
円
に
満
た
な
い
。
死
別
者
に
は
亡

夫
の
勤
務
先
や
近
所
の
人
が
世
話
す

る
が
離
別
者
に
は
冷
た
く
相
談
相
手

も
な
い
。

現
在
働
い
て
い
る
の
は
死
別
の
七

六
%
、
米
姉
八
五
・
五
%
、
離
別
八

六
%
。
し
か
し
「
今
の
職
判
明
が
ニ
二

か
所
目
」
「
一
日
に
三
つ
の
パ

1
ト



を
回
る
の
で
ど
れ
が
主
た
る
仕
事
か

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
離
別

者
に
多
い
。
東
京
都
老
人
総
合
研
究

所
が
お
茶
の
水
女
子
大
・
柏
井
孝
子

助
教
授
と
協
力
、
二
三
区
に
住
む
配

偶
者
の
い
な
い
女
性
六
八
一
人
を
対

象
と
し
た
調
査
で
。
〈
2
-
M読
売
〉

家
車
労
働
費
月
額
六
万
円

余
暇
セ
ン
タ
ー
発
表
「
レ
ジ
ャ
ー

白
書
」
に
よ
る
と
、
主
婦
の
家
事
労

働
は
一
時
間
四
二
七
円
、
年
蹴
別
家

事
賃
金
は
一
O
代
で
月
二
互
平
内

二
O
代
七
万
円
、
三
O
代
七
万
五
千

円
、
四
O
代
七
万
二
千
円
、
五
O
代

七
万
円
、
六
O
代
以
上
五
万
六
平
向
リ
、

平
均
六
万
三
千
円
で
三
O
代
が
一
番

家
事
に
追
わ
れ
て
い
る
。(
4
-
m朝
日
)

乳
幼
児
を
持
つ
母
、
職
場
に
定
着

職
業
研
究
所
が
川
崎
市
の
保
育
園

児
世
帯
九
八
二
を
調
査
し
た
結
果
で

は
乳
幼
児
を
持
つ
母
の
職
制
制
定
着
が

労
働
史
上
か
つ
て
な
か
っ
た
規
模
で

拡
大
、
か
つ
て
は
教

HHn皮
だ
っ
た

の
が
、
行
護
婦
・
保
母
な
ど
城
門
臓

の
ほ
か
大
企
業
の
事
務

U
に
ま
で
拡

が
っ
た
。
た
だ
し
定
行
裂
は
二
割
で
、

八
割
は
パ

l
ト
に
代
表
さ
れ
る
非
定

行

型

。

〈

5
・
9
読
売
)

苦
し
い
生
活
で
発
病
者
も
多
い

「
ひ
と
り
詳
ら
し
退
職
制
人
教
職

口
の
生
活
白
書
」
。
調
査
対
象
者
の

七
割
が
六
一
|
七
O
歳
。
生
活
伐
の

中
で
年
金
・
恩
給
が
占
め
る
市
中
が
一

0
0
%
の
人
は
令
砕
の
五
六
・
八
%
。

病
気
の
時
打
護
者
が
誰
も
い
な
か
っ

た
人
が
五
五
・
八
%
な
ど
、
病
気
の

時
の
不
安
が
特
に
大
き
い
。
(
6
・3
朝
日
)

普
通
家
庭
で
も
四
割
が
働
〈
母

厚
生
省
の
「
五
二
年
厚
生
一
行
政
基

礎
調
査
」
(
対
象
三
O
万
人
)
に
よ

る
と
、
核
家
族
は
五
九
・
四
%
で
前

年
比
四
%
的
、
老
人
世
併
は
一
九
二

万
(
一
・
四
%
地
)
で
昭
利
三
五
年

の
四
・
五
倍
。
働
く
母
は
母
子
世
帯

の
八
四
%
、
夫
副
だ
け
の
世
訪
で
四

四
・
七
%
、
夫
婦
と
子
の
世
情
で
も

三
九
%
、
だ
が
大
半
が
零
細
・
中
小

企

業

勤

め

。

〈

7
・
9
日
経
)

独
身
O
L
は
仕
事
ぎ
ら
い
7

手
取
り
月
収
九
万
二
千
円
、
小
追

い
が
四
回
・
五
%
、
預
貯
金
三
三
・

四
%
、
月
収
の
八
割
以
上
を
自
由
に

使
っ
て
い
る
が
、
民
間
ア
パ
ー
ト
居

住
者
は
生
活
資
に
六
割
強
を
さ
く
。

関
心
は
①
持
汀
@
賂
汀
@
レ
ジ
ャ
ー

④
飽
味
⑤
向
性
と
の
つ
き
あ
い
⑥
結

婚。
「
楽
し
い
」
の
は
①
友
人
と
の
お

し
ゃ
べ
り
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
共
に

六
O
%
以
上
。
「
む
な
し
い
」
の
は

朝
の
出
勤
の
と
き
で
三
六
・
八
%
、

男
性
よ
り
一
四
%
も
多
い
。

入
社
早
々
は
「
社
会
勉
強
」
が
生

活
信
条
だ
が
社
歴
が
長
く
な
る
に
つ

れ
「
マ
イ
ペ
ー
ス
で
気
楽
に
」
と
な
'
令

勤
続
は
「
粘
縮
ま
で
」
五
六
・
二

%
で
「
定
年
ま
で
」
は
一
二
一
%
。

第
一
勧
銀
の
一
、
二
部
上
場
企
業
入

社
五
年
以
下
の
O
L
五
O
O
人
調
査

で。

(u-m中
日
)

雇
用
、
三
人
に
一
人
が
不
安

総
理
府
が
全
国
の
成
人
五
千
人
を

対
象
に
行
な
っ
た
「
原
則
問
題
に
関

す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
発
表
。

自
分
自
身
や
家
族
の
仕
事
や
職
場

に
不
安
を
感
じ
る
人
は
三
三
%
。
今

後
の
雇
用
の
見
通
し
に
つ
い
て
も

「
良
く
な
る
」
と
思
う
人
は
一
O
%
。

現
在
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
不
満

を
持
っ
て
い
る
人
は
四
二
%
。

無
職
者
の
七
八
%
が
「
容
易
に
仕

事
に
つ
け
な
い
」
と
悲
観
的
に
考
え

て
お
り
、
政
府
に
対
し
て
強
力
な
景

気
浮
揚
策
、
屈
用
安
定
策
実
施
を
望

ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
。

(
ロ
・
げ
毎
日
)
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〔
ヤ
ン
グ
・
学
生
〕

下
宿
生
活
七
万
円
台
に

全
国
大
学
生
協
辿
合
会
の
「
学
生

の
消
的
生
活
に
閃
す
る
災
態
調
資
」

の
五
二
年
度
分
が
ま
と
ま
っ
た
。
東

京
の
場
合
は
、
下
-M生
活
白
が
平
均

七
万
六
九
O
O
円
で
前
年
比
一
一
・

一
%
の
伸
び
。
仕
送
り
だ
け
で
科
・
り

し
て
い
る
人
は
前
年
よ
り
三
・
九
%

減
っ
て
四
二
・
三
%
。
そ
し
て
全
体

を
お
お
う
の
は
「
就
職
不
安
」
。

〈

-
-
m初
日
)

東
京
も
大
阪
も
理
想
は
「
ジ
ュ
リ
l
」

甘
い
市
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
が
ニ

O
代
の
若
い
女
性
に
街
聞
で
「
現
代

恋
愛
の
条
件
、
東
京
女
性
と
大
阪
女

性
の
比
較
別
査
」
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
意
中
の
人
が
現
わ
れ
た
ら
東
京

は
「
ア
タ
ッ
ク
す
る
」
、
大
阪
は

「
気
を
ひ
く
だ
け
」
。

(
l
-
m毎
日
)

現
代
女
子
短
大
生
気
質

女
子
M
大
生
の
生
活
は
、
生
印
刷
H

の

A3m阿
料

n
m九
一
%
、
入
併
動

機
は
「
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
た

め
」
四
六
・
六
%
、
カ
を
入
れ
て
い

る
の
は
、
「
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」

「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
れ
七
四
%
が
ト
ッ

プ。
フ
ォ
ー
ク
と
テ
レ
ビ
が
大
好
き
で

本
を
読
む
の
は
月
に
一
、
二
冊
。
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
あ
と
二
五
段

ま
で
に
は
粘
燃
を
。

(
2
・
8
毎
日
)

勉
学
よ
り
お
し
ゃ
れ
女
子
大
生

山
本
か
ら
の
仕
送
り
は
五
J
七
万
円

大
学
生
活
が
「
楽
し
い
」
は
四
%
、

大
半
(
七
七
%
)
は
杭
械
的
な
怠
欲

は
な
い
が
貯
め
る
ほ
ど
で
も
な
し
。

化
粧
と
は
女
子
学
生
に
と
っ
て
「
女

性
を
強
制
す
る
手
段
」
三
二
%
、

「
他
人
に
不
快
感
を
与
え
な
い
た
め
」

一
六
%
で
、
支
出
中
、
大
き
な
別
人
u

を
占
め
る
の
が
被
服
伐
と
化
粧
u
問
、

(
杉
野
次
予
火
の
利
先
)

〈

3
-
M
H
U
H
)

男
は
進
学
、
女
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

東
京
・
大
阪
の
中
・
日
生
児
女
二

百
人
ず
つ
を
対
象
と
し
た
屯
氾
公
社

の
中
・
日
校
生
の
生
活
調
査
で
高
校

生
の
進
学
希
望
-
は
見
八
一
%
女
五
五

%
、
関
心
引
の
ト
ッ
プ
は
児
H
進
学

三
四
%
、
女
H
流
行
三
六
%
、
述
動

部
は
児
u
柔
剣
道
・
サ
ッ
カ
ー
・
パ

レ
l
、
女
H
テ
ニ
ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

パ
レ
l
。

(
4
・5
説
九
ん
)

長
生
き
し
て
晴
れ
姿
を
見
て

万
年
第
メ
ー
カ
ー
の
「
娘
か
ら
父

へ
の
願
い
ご
と
」
募
集
に
四
五
九
人

が
応
募
。
「
澗
・
タ
バ
コ
を
節
制
し

て
長
生
き
し
て
」
(
成
人
し
た
娘
と

小
学
生
に
多
い
て
「
私
の
附
れ
盗
を

見
て
」
(
二
O
成
以
上
の
娘
に
多
い
)
。

中
に
は
「
私
た
ち
の
日
の
前
で
、
川
円

に
H

愛
し
て
い
る
H

と
か
言
っ
て
」

と
い
う
京
以
の
中
三
の
注
文
も
。

(
7
・1
徳
島
)
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大
学
生
が
見
た
現
代
の
売
春

愛
知
・
淑
徳
短
大
相
祉
学
科
の

「
現
代
に
お
け
る
婦
人
の
社
会
的
転

落
|
|
売
税
に
関
す
る
意
識
の

m
E

(
女
子
大
生
一
五
O
人
、
男
子
大
生

=ニO
人
)
で
は
「
身
近
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
か
」
男
五
七
%
、
女

三
二
%
が
イ
エ
ス
。
「
思
い
と
思
う
」

男
四
九
%
、
女
二
一
%
。
「
本
人
の

白
山
」
男
三
五
%
、
女
二
六
%
。

「
口
っ
た
経
験
が
あ
る
」
男
一
四
%
。

「
誘
わ
れ
た
ら
応
じ
る
」
則
一
O
%
。

(
9
-
M毎
日
)

長
期
就
労
を
望
む
女
子
大
生

勤
続
希
盟
年
数
「
五
年
未
満
」
五

一
・
四
%
(
短
大
)
、
「
一
O
年
以
上
」

二
六
・
七
%
、
「
定
年
ま
で
」
二
九

%
(
四
年
制
女
子
大
)
。
「
口
己
評
価
」

で
は
「
社
交
性
・
協
制
性
に
官
む
が



専
門
・
一
般
教
設
は
同
信
な
い
」
が

大
半
。
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
女

子
大
生
の
就
職
希

q-調
査
か
ら
。

〈

m
・6
読
売
)

女
子
医
学
生
世
界
的
に
急
措

女
子
医
学
生
は
日
本
一
二
%
、
ア

メ
リ
カ
二
五
%
、
イ
ギ
リ
ス
三
五
%
、

西
ド
イ
ツ
二
八
%
、
フ
ラ
ン
ス
四
O

%
。
一
九
七

0
年
代
か
ら
各
凶
と
も

急
的
。

(m-m読
売
)

半
世
紀
で
身
長
一

0
セ
ン
チ
増

明
治
時
代
の
二
O
歳
女
性
の
平
均

身
長
は
一
四
七
セ
ン
チ
。
現
在
は
一

七
歳
で
一
五
六
・
三
一
セ
ン
チ
。

(m-m読
売
)

あ
あ
受
験
世
代

「
今
の
受
験
制
度
は
当
然
、
仕
方

な
い
」
と
一
O
人
中
男
子
四
人
、
女

子
三
人
が
肯
定
。
「
大
学
へ
行
っ
て

も
や
る
こ
と
が
な
い
」
は
児
女
と
も

二
ハ
%
、
「
税
の
期
比
げ
を
負
担
と
考

え
る
」
は
男
子
五
二
%
、
女
子
四
九

%
。
大
学
は
、
川
内
子
「
常
山
す
る
所
」

三
二
%
、
「
教
徒
の
場
」
三
O
%
に

対
し
女
子
「
教
策
」
四
五
%
、
「
学

問
」
二
九
%
。
全
国
の
高
校
生
四
千

人
を
対
象
と
し
た
昭
利
女
子
大
心
理

研
究
会
の
調
査
で
。
(
日
・
日
朝
日
)

ヤ
ン
グ
の
一
か
月
の
書
籍
代

男
性
一
四
九
六
円
、
女
性
二
六

O
円
で
、
月
に
三
千
円
以
上
の
女
性

は
五
%
(
男
性
一
七
%
)
。
月
平
均

の
読
悦
H
Uは
男
性
三
・
二
冊
、
女
性

一
一
・
六
冊
。
神
田
外
語
学
院
の
男
女

生
徒
四
百
人
の
調
査
で
。(
u
-
m読
売
)

〔
主
婦
〕

再
就
職
希
望
の
主
婦
の
障
害

H

専
業
主
婦
u

の
う
ち
五
人
に
二
人

ま
で
が
パ

l
ト
を
合
む
再
就
職
を
希

望
し
て
い
る
が
、
肖
背
川
児
(
四
四
%
)

夫
の
反
対
(
三

(
ご
一
凶
.
五
%
)
が
附
陥
削
中
苫u
に。

結
締
前
に
勤
務
経
験
の
あ
る
人
八

八
%
で
、
退
職
理
由
は
、
山
産
の
た

め
(
三

0
・
三
%
)
、
家
事
に
羽
念

の
た
め
(
二
九
・
五
%
)
。

再
就
職
希
望
の
理
由
は
子
供
に
手

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
(
二
六
・
三

%
)
、
生
活
問
の
補
て
ん
つ
二
・

九
%
)
な
ど
。

-M国
生
命
の
調
べ
。

(
2
・m毎
日
)

中
年
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
落
ち
つ
い
た
」
四
O
%
、
「
太
っ

た
」
三
二
%
、
「
女
ざ
か
り
」
二
七

%
、
「
分
別
あ
る
」
二
六
%
、
「
生
活

力
の
あ
る
」
二
O
%
、
「
お
し
ゃ
べ

り
な
」
一
九
%
。

中
年
の
始
ま
り
は
三
八
歳
、
終
わ

り
は
五
二
歳
。
自
分
自
身
の
生
き
方

に
「
自
信
が
あ
る
」
三
五
%
に
対
し
、

「
母
親
と
し
て
自
信
が
あ
る
」
は
五

二
%
。
現
在
の
生
J

泊
に
「
非
常
に
満

足
」
一
O
%
、
「
ま
あ
ま
あ
満
足
」

七
四
%
。

大
正
海
上
火
災
が
都
内
の
三
五
|

五
五
歳
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妥
三
O

O
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
。

(
3
-
m読
売
)

子
供
の
挺
生
日
が
最
大
の
喜
び

都
内

2
1
三
O
代
の
主
婦
五
O

O
人
を
対
象
に
し
た
「
・
家
庭
の
よ
ろ

こ
び
」
調
査
(
第
一
勧
銀
)
で
、
一

醤
大
事
な
啓
び
の
日
は
「
子
供
の
誕

生
日
」
で
、
三
四
%
。
他
は
「
結
婚

記
念
日
」
五
・
八
%
、
「
正
月
」
五
・

二
%
と
、
ぐ
っ
と
低
か
っ
た
。
「
夫

の
給
料
日
」
と
答
え
た
人
も
二
人
。

「
生
涯
忘
れ
得
ぬ
よ
ろ
こ
び
」
も
、

ト
ッ
プ
は
「
子
供
の
誕
生
」
四
八
・

二
%
、
つ
い
で
「
結
婚
」
二
三
・
四

%
で
、
他
は
一
O
%
以
下
。
子
供
の

お
祝
い
に
は
「
父
刺
抜
き
」
が
約
半

数
だ
っ
た
。

(
3
・

ω毎
日
)
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一
人
に
一
人
の
主
婦
が
勉
強
中

文
部
省
の
「
生
涯
教
育
の
実
施
状

況
等
に
関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る

と
、
こ
の
一
年
に
指
導
者
に
つ
い
て

勉
強
し
た
人
は
女
二
六
・
一
%
引
一

四
・
五
%
、
中
で
も
主
制
が
以
内
だ
っ

た
。
内
容
は
①
芸
術
・
芸
能
・
趣
味

五
五
・
一
%
@
U
2
・
日
作
忠
清
五

一
・
八
%
に
集
中
、
教
箆
や
ス
ポ
ー

ツ
は
ニ
六
・
八
%
、
コ
了
六
%
と

人
気
問
。
ま
た
「
勉
強
し
た
い
」
は

五
二
・
O
%
だ
が
主
制
は
五
九
・
四

%
、
特
に
団
地
の
女
性
は
七
三
・

o

%
と
河
本
。
し
た
い
内
容
は
引
が
①

職
業
に
関
す
る
こ
と
②
飽
味
③
教
授

に
対
し
、
女
は
@
家
庭
②
腿
味
③
救

援
の
順
。

(
5
・3
朝
日
/
読
売
)

奥
さ
ん
が
頼
み
、
わ
が
家
計

総
剛
山
府
統
計
局
の
家
計
判
官
日
で
は

会
同
W
M
W
山
一
の
一
か
月
消
民
文
山
は
一

九
万
三
四
三
一
円
で
前
年
度
に
比
べ
、

実
質
一
・
二
%
削
。
勤
労
者
世
市
の

支
出
は
実
質
二
・
二
%
地
。
た
だ
し

妥
の
収
入
が
実
質
一
四
・
八
%
削
え

た
た
め
。
仰
い
初
主
の
収
入
は
定
期
収

入
で
多
少
例
え
て
い
る
も
の
の
ボ
ー

ナ
ス
な
ど
災
質
減
。

(
5
-
m朝
日
)

主
婦
の
昼
食
ア
ラ
カ
ル
ト

テ
レ
ビ
料
開
教
笠
の
「
日
食
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
粕
川
市
、
問
符
者
の
主
制

五
O
一
人
中
、
お
茶
泊
派
は
ニ
・
八

%
と
少
数
。
一
、
二
位
は
焼
き
飯
三

八
・
五
%
、
う
ど
ん
コ
二
・
五
%
で

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
矧
・
ラ
ー
メ
ン
・
焼

き
そ
ば
が
続
く
。
六
別
近
く
が
月
に

一
回
以
上
外
食
。

(
7
・
6
徳
ぬ
)

夫
は
手
助
け
よ
り
い
た
わ
り
を

妊
娠
中
、
第
一
子
は
夫
の
八
O
%

が
協
力
資
勢
だ
が
第
二
子
は
三
六
%

に
激
減
。
一
革
命
う
れ
し
か
っ
た
火
の

態
度
は
「
妊
娠
を
W
叫
ん
で
く
れ
た
」

「
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
」
で
、
家
事

の
乎
伝
い
等
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
。

育
児
中
の
夫
の
協
力
は
①
お
フ
ロ

入
れ
六
六
%
②
ミ
ル
ク
飲
ま
せ
四
六

%
③
お
む
つ
将
え
③
ぷ
守
り
三
四
%
、

妥
が
夫
に
盟
む
の
は
①
約
神
的
は
げ

ま
し
四
O
%
②
お
フ
ロ
三
八
%
③
早

く
帰
っ
て
二
四
%
④
い
た
わ
っ
て
一

八
%
⑤
や
さ
し
い
こ
と
ば
を
か
け
て

一
O
%
で
、
ミ
ル
ク
飲
ま
せ
や
お
む

つ
符
え
を
望
む
の
は
五
O
人
に
一
人

だ
け
。
和
光
立
の
五
O
制
の
夫
仰
の

調
査
で
。

(
7
・
6
読
売
)

掃
除
や
炊
事
の
手
間
省
き
た
い

主
的
が
政
も
手
聞
を
行
き
た
い
家

事
は
、
掃
除
三

0
・
五
%
、
炊
事
二

八
%
、
口
物
一
八
%
、
洗
た
く
一
三
・

五
%
。
夕
食
の
後
片
付
け
時
間
は
三

O
分
前
後
。
家
也
メ
ー
カ
ー
T
社
の

首
相
仙
問
主

ωニ
O
O
人
の
制
作
紡
地

(
7
・8
説
先
)

夫
の
物
は
ニ
人
の
物

〈
夫
婦
で
働
い
た
所
仰
は
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
共
有
財
陀
と
す
べ
き
〉
専

業
主
M
七
じ
%
、
行
職
制
人
七
四
%
、

米
的
六
三
%
が
賛
成
。
〈
火
の
的
金

は
妥
も
偵
務
を
ね
う
べ
き
〉
|
半
数

が
賛
成
。
否
定
が
専
業
四
一
%
、
有

職
三
五
%
、
未
約
三
三
%
。
〈
夫
名

義
の
所
得
は
妥
の
協
力
が
合
ま
れ
て

い
る
か
ら
隊
約
の
際
に
は
妥
は
財
産

分
別
的
求
が
で
き
る
〉
専
業
九
一
%
、

行
職
八
八
%
、
・
米
焔
八
八
%
が
イ
エ

ス
。
特
に
得
業
主
婦
が
家
事
労
働
に

価
怖
を
見
出
し
て
い
る
。

関
東
人
権
擁
護
委
日
述
合
会
師
人

部
会
の
夫
婦
の
財
産
に
つ
い
て
二
八

四
O
人
の
女
性
怠
識
肉
査
で
。

(
7
-
m読
売
)
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奥
さ
ん
ア
ル
バ
イ
ト
急
増

m
が
発
表
し
た
「
五
二
年
の
都
民

の
く
ら
し
む
き
」
に
よ
る
と
世
帯
収

入
は
前
年
比
九
・
九
%
m
、
-
っ
ち
妥

の
収
入
は
一
八
・
一
%
m
、
二
ハ
、

一
二
ニ
円
と
な
り
、
生
活
防
衛
が
顕

著

。

ハ

7
・
お
読
売
)



化
粧
代
は
月
一
万
三
千
円

毎
朝
化
粧
を
し
日
に
四
回
鋭
を
見

る
主
婦
は
五
六
%
、
月
平
均
二
ニ
、

六
O
O
円
〈
山
本
計
伐
の
六
・
七
%
)

の
お
し
ゃ
れ
代
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

化
粧
を
夫
に
ほ
め
ら
れ
た
い
と
六
三

%
が
闘
っ
て
い
る
の
に
災
際
に
ほ
め

ら
れ
た
の
は
三
六
%
。
「
世
の
亭
主

族
は
テ
レ
昆
な
の
で
し
ょ
う
」
と
は

調
査
マ
ン
の
主
観
合
み
の
分
析
。
第

一
勧
銀
の
調
査
で
。

(8-m朝
日
)

独
身
時
代
と
主
婦
を
比
べ
る
と

「
人
間
的
な
円
熟
味
や
落
ち
着
き

が
出
た
」
五
四
%
、
「
人
生
経
験
が

豊
富
に
な
っ
た
」
五
二
%
、
「
身
だ

し
な
み
の
セ
ン
ス
が
み
が
か
れ
た
」

二
八
%
。
主
婦
の
一
O
人
中
三
人
ま

で
が
w
独
身
時
代
よ
り
魅
力
的
に
な
っ

た
u

と
自
己
評
価
。
一
か
月
平
均
の

お
し
ゃ
れ
代
は
九
三
O
O
円
、
教
養

費
三
一
O
O
円
。
家
計
費
平
均
は
二

二
万
二
千
円
。
だ
が
夫
の
六
六
%
は

「
妥
に
無
関
心
」
(
第
一
勧
銀
・
邸
内

の
主
制
六
O
O
人
対
象
)
。
(
9
・
口
中
日
)

家
出
願
望
は
主
婦
に
強
い

家
仰
路
陥
に
尚
足
し
て
い
る
の
は
児
五

了
O
%
、
女
五
二
・
O
%
、
家
庭

へ
の
不
満
は
女
性
に
強
い
。
家
山
を

な
識
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
坦
共
U
・

七
%
、
女
五
四
・
二
%
で
、
住
居
・

子
供
・
親
江
ど
が
そ
の
原
因
。
家
山

を
災
行
し
た
の
は
児
一
九
・
四
%
、

女
一
五
・
四
%
〈
九
州
朝
日
放
送
の

四
O
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
隆
三
O

O
の
調
査
で
)
。

(m
・
5
朝
日
)

自
分
の
名
前
好
き
・
さ
ら
い
7

東
京
と
大
阪
の
主
婦
、
九
九
三
人

を
対
象
に
東
芝
が
調
査
。
三
六
・
六

%
が
好
き
、
一

0
・
五
%
が
き
ら
い
。

「
給
熔
後
の
改
姓
」
に
対
し
て
は
九

三
%
が
夫
の
姓
を
名
乗
り
、
改
姓
に

よ
っ
て
「
結
婚
の
尖
感
を
も
っ
た
」

人
が
五
一
・
一
%
。

(ω
・
9
読
売
)

子
育
て
終
わ
っ
た
主
婦
の
怠
除

専
業
主
姉
の
七
四
・
五
%
が
仕
事

を
持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
、
理
由

は
「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
二
九
・

一
%
、
「
自
分
の
能
力
を
生
か
す
」

二
二
・
九
%
、
「
ゆ
と
り
あ
る
生
活
」

二
ハ
・
一
%
。
現
災
に
就
労
し
て
い

る
の
は
内
戦
・
パ
ー
ト
を
合
め
て
も

四
五
・
九
%
、
常
勤
は
一
六
・
三
%

だ
け
。
就
労
の
陣
告
は
「
家
事
や
家

族
の
世
話
」
五
三
・
九
%
が
ト
ッ
プ
、

仕
事
傑
し
の
経
験
の
あ
る
人
は
三
人

に
一
人
で
、
無
力
感
に
と
ら
わ
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
八
一
ニ
ハ
%
。

女
子
教
育
問
題
研
究
会
の
「
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
第
三
期
の
意
識
構
造
と

社
会
教
育
に
関
す
る
調
査
」
で
。

(m-m信
毎
/
ω
・
幻

-m日
)

主
婦
が
好
ん
で
臨
む
本

婦
人
雑
誌
(
五
三
二
二
%
)
飽
味

の
本
(
四
五
・
七
%
V
生
活
災
問
書

(
四
二
・
四
%
)
の
順
。
「
一
か
月
の

平
均
読
計
数
」
ニ
・
九
冊
、
「
一
日

の
平
均
読
世
時
間
」
五
二
分
、
「
一

か
月
の
平
均
腕
人
質
」
一
七
O
O
円

(
三
和
銀
行
の
読
書
調
査
、
四
O
三

人
の
主
制
が
対
象
)
。

(m-m読
3

婆
か
ら
み
た
夫
の
素
顔

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
夫
は
四
四
%
、

「
う
る
さ
い
」
と
嫌
わ
れ
五
一
%
は

彼
荘
で
。
二
ペ
ゴ
ル
フ
・
ウ
イ
ド
ー

は
二
O
%
だ
が
、
「
仕
事
の
う
ち
」

と
公
認
。
家
事
を
手
伝
う
夫
は
洗
た

く
一
O
%
、
料
迎
二
五
%
、
掃
除
三

三
%
、
若
い
夫
ほ
ど
協
力
皮
が
高
〆
¥

料
理
は
「
妥
よ
り
上
手
」
が
三
二
%

も
。
東
芝
商
事
の
首
都
圏
と
関
西
圏

の
主
婦
一
一
O
O
人
調
査
で
。

(日・

2
毎
臼
)

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の
妊
娠
・
出
産

東
京
都
内
に
住
む
二
O
代
か
ら
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O
代
前
半
の
主
制
三
O
O
人
を
生
命

保
険
会
社
が
調
査
。
「
山
庄
は
出
帰

り
し
て
」
四
三
%
、
「
m
M
り
し
な

く
て
も
付
税
の
世
話
に
」
三
五
%
。

妊
娠
・
出
産
に
閲
す
る
知
織
は
七
、

八
O
%
が
医
師
や
保
健
所
か
ら
受
け
、

寺
社
へ
祈
阿
に
行
く
の
は
五
O
%
、

お
守
り
札
を
持
っ
て
い
る
人
が
七
O

%
。
「
窓
外
に
保
守
的
な
傾
向
が
強

い
」
と
珂
究
者
。
(
u
-
m
朝
日
)

主
婦
の
ボ
ー
ナ
ス
額
予
測

予
測
と
ほ
ぼ
同
じ
五
O
%
、
減
る

一
一
%
、
ふ
え
る
三
二
%
、
平
均
五

三
万
七
千
円
を
則
待
。
使
い
泊
は
貯

務
五
六
%
、
泊
町
三
二
%
、
返
済
一

二
%
。
小
泣
い
は
、
夫
三
万
一
千
円

安
一
万
円
。
(
口
-
m
朝
日
)

〔
子
ど
も
〕

親
の
願
う
子
の
未
来
像

男
は
体
力
第
一
、
女
は
や
さ
し
く
。

日
本
生
命
保
険
会
社
と
阿
郎
泡
制
泊

数
行
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
行
は
勺

た
「
わ
が
子
の
別
作
品
川
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
ね
川
市
。

(
1
・
回
初
日
)

母
の
悩
み
は

w
し
つ
け
H

母
親
の
六
割
が
不
出
の
H

し
つ

P

に
n
M
が
な
く
、
家
路
教
育
の
一
番

の
悦
み
も
し
つ
け
。
仙
出
向
市
小
学
校

P
T
A辿
合
会
制
人
部
が
、
岡
市
三

O
校
、
佐
那
河
内
村
一
校
の
小
学
生

の
母
親
一
五
、
四
八
五
人
を
対
象
に

実
施
し
た
「
家
路
教
科
け
に
対
す
る
母

親
の
怠
織
と
災
態
調
査
」
で
。

(
5
・4
徳
H
M
)

子
供
が
作
る
料
理

料
開
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、

女
子
九
四
・
三
%
、
男
子
八
六
・
八

%
。
主
な
料
開
は
別
子
ラ
ー
メ
ン
、

次
予
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
。
好
き
な
も
の

は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
ラ
ー
メ
ン
の
順
。

「
作
る
助
問
」
は
mH火
と
も
「

n分

の
M

灯
さ
な
も
の
が
作
れ
る
か
ら
」
で

ほ
刊
は
乎
欣
し
で
向
べ
な
い
。

M
氾

帥
叫
が
ま
と
め
た
「
チ
ピ
っ
子
料
開
作

り
災
態
剣
士
日
」
都
内
小
学
・
7
1
、
六
年

生
一
O
O
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
。

〈

5

・8
朝
日
)

初
潮
の
知
織
を
だ
れ
か
ら

学
校
の
先
生
五
七
・
二
%
、
母
純

一
五
・
五
%
、
先
生
と
吋
籾
一
四
・

三
%
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
人
三
・

六
%
(
花
王
石
鹸
研
究
所
の
調
査
)
。

(ロ・
1
読
売
)

〔
結
婚
・
離
婚
〕

空
前
の
雌
矯
プ
1
ム

厚
生
行
が
ま
と
め
た
「
昭
和
五
二

年
に
お
け
る
人
口
動
能
級
社
則
の
慨
悦
」

に
よ
る
と
、
際
的
件
数
一
二
万
九
千

件
、
人
口
千
人
当
た
り
一
・
一
回
、

四
分
四
秒
に
一
利
の
則
合
で
際
的
が

成
虫
し
て
い
る
。
制
約
五
|
一
O
年

と
い
う
火
附
に
そ
の
ピ
l
ク
が
移
っ

て
い
る
の
が
特
徴
。
〈
l
・
1
朝
日
)
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敵
婚
の
生
態

五
二
年
度
の
雌
婿
は
、
夫
の
暴
力
吋

酒
乱
が
主
な
原
凶
。
社
桔
の
不
一
致
、

浮
気
が
次
に
続
い
て
い
る
(
型
の
山
中

し
立
て
)
。
厚
生
省
の
調
究
に
よ
る

と
、
隙
婚
し
た
夫
婦
は
一
般
夫
裂
に

比
べ
て
、
恋
愛
結
締
し
、
学
肢
が
低

く
、
子
供
が
い
ず
、
続
と
同
隠
し
て

い
る
則
合
が
多
い
。
財
産
分
与
・
慰

謝
料
は
二
O
O
万
円
以
下
が
七
割
。

「
家
事
」
へ
の
報
い
は
厳
し
い
状
態

に
あ
る
。
(
3
-
m
|
初
日
川
勾
)

く
た
ば
れ
適
齢
期

日
本
の
女
性
の
初
川
町
年
怖
が
年
々

高
く
な
っ
て
い
る
。
五
二
(
打
)
年

の
平
均
初
約
年
附
は
二
四
・
九
歳
。

向
学
院
化
、
職
判
明
進
出
、
白
主
性
の

向
上
、
分
べ
ん
医
学
の
発
述
な
ど
が



一
般
的
理
由
。

「
結
婚
適
齢
期
」
に
つ
い
て
は

「
大
事
な
こ
と
」
(
三
二
%
)
「
大
事

で
な
い
」
(
四
八
%
)
と
未
婚
女
性

は
答
え
て
い
る
《
総
問
府
調
べ
)
。

(
3
-
m朝
日
)

職
場
結
婚
が
ト
V
プ

結
Mm問
題
研
究
所
の
今
年
紡
焔
す

る
こ
六
O
組
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
知
打
合
っ
た
場
附
は
職
場
が
ト
ッ

プ
で
三
七
・
六
%
、
以
下
友
人
・
知

人
の
紹
介
・
学
校
の
順
。
女
性
は
や

さ
し
さ
・
誠
災
さ
に
、
明
直
は
明
朗
・

や
さ
し
さ
に
ひ
か
れ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

(
4
・
日
朝
日
)

敵
婚
急
増
、
結
婚
激
減

徳
島
県
医
務
課
が
ま
と
め
た
昨
年

一
年
間
の
県
下
人
口
動
態
調
査
概
況

で
は
結
婚
五
三
三
七
件
(
一
時
間
三

九
分
毎
に
一
件
)
、
前
年
比
二
四
五

件
減
。
離
婚
九
五
O
件
、
前
年
比
一

O
一
件
的
。
山
生
児
数
一
O
七
五
八

人
、
戦
後
で
は
「
ひ
の
え
う
ま
」
の

四
一
(
伺
)
年
に
次
い
で
必
低
。

(
6
・
幻
徳
島
)

結
婚
費
用
も
H

高
さ
ご
や
u

新
郎
二
六
・
七
段
新
制
二
四
・
一

歳
、
紡
約
的
川
は
三
二
四
万
円
。
う

ち
両
親
負
担
一
四
四
万
円
。
二
人
の

貯
金
は
三
七
九
万
円
、
結
納
は
見
合

い
五
O
万
、
恋
愛
三
O
万
が
相
場
。

三
和
似
行
の
新
婚
一
年
米
陸
六
O
O

組
の
調
資
で
。

(
8
・
幻
朝
日
)

結
婚
の
理
怨
と
現
実

プ
ロ
ポ
ー
ズ
ま
で
の
期
間
は
一
年

5
か
月
。
デ
l
ト
は
一
言
に
一
時

魅
力
の
ト
ッ
プ
は
や
さ
し
さ
。
回
想

は
身
長
一
七
三
セ
ン
チ
、
貯
金
一
ニ
O

五
万
円
、
現
尖
は
一
六
九
・
七
セ
ン

チ
、
一
O
七
万
円
。
「
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
で
一
戸
建
て
の
家
に
住
み
、
両
親

と
は
別
居
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
お
泊
を

少
々
や
る
人
」
が
理
想
。
「
意
外
に

謙
虚
で
高
望
み
し
て
い
な
い
」
と
調

査
担
当
者
。
今
秋
結
締
す
る
女
性
二

三
O
人
を
対
象
に
し
た
切
れ
叫
会
館
の

調
査
で
。

(
9
-
m
羽
目
)

民
家
の
嫁
O
K
は
六
|
七
割

「
ぜ
ひ
」
と
言
わ
れ
た
ら
O
K
は

六
|
七
別
だ
が
、
非
出
家
の
女
性
の

六
割
は
「
非
民
家
で
税
と
別
居
」
を

希
望
。
伊
那
市
政
委
の
調
査
で
。

(m
・
叩
低
勾
)

〔
家
族
〕

母
ち
ゃ
ん
が
支
え
る
農
業

出
家
姉
人
の
年
間
内
刷
業
従
引
回
数

一
五
O
日
以
上
が
七
五
%
、
五
三
%

が
民
業
機
械
を
傑
作
。
民
業
機
械
が

原
因
の
労
働
災
住
三
%
、
出
繁
期
睡

眠
時
間
平
均
六
時
間
二
二
分
。
四
時

間
以
下
三
・
二
%
。
年
中
無
休
の
婦

人
二
四
%
強
。

全
国
出
業
会
議
所
が
昨
年
八
月
一

目
、
全
国
の
専
業
民
・
米
、
作
目
部
門

別
四
六
二
八
人
の
既
焔
刷
人
対
象
に

行
な
っ
た
民
・
米
婦
人
動
向
調
査
で
。

ハ

5
-
m徳
島
)

V
T
R
は
夫
と
息
子
用

ビ
デ
オ
所
有
者
の
家
族
数
平
均
は

一
子
六
人
、
年
収
三
九
O
一
ベ
カ
ラ
l

T
V
は
二
・
三
台
。
主
な
利
川
省
は

①
夫
五
四
%
②
息
子
二
七
%
、
妥
と

娘
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
四
六
%
は
夫

が
独
占
。
息
子
の
八
割
は
個
室
で
利

川
し
税
も
手
を
出
せ
な
い
。
女
た
ち

は
当
然
お
も
し
ろ
く
な
い
が
、
機
械

操
作
に
弱
い
の
が
泣
き
ど
こ
ろ
。
日

本
ビ
ク
タ
ー
の
二
二
七
世
帯
の
調
査

で。

(
7
-
U
日
経
)

盟
問
は
職
場
、
妻
は
子
を
夫
を

三
ー
四
時
間
後
に
大
地
震
と
い
う

警
戒
宣
言
が
出
勤
三
O
分
前
に
出
た

ら
、
管
理
職
の
三
O
%
が
す
ぐ
職
場
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に
向
か
う
と
回
答
。
一
方
夫
や
子
を

送
り
出
し
た
後
の
妥
は
①
使
用
中
の

火
を
消
す
②
夫
と
述
絡
③
子
と
巡
絡

③
避
難
袋
の
点
検
⑤
避
難
⑥
近
所
の

人
と
相
談
の
順
。
特
税
庁
の
八
O
O

O
人
調
査
で
。

(
8
-
m朝
日
)

浮
気
で
き
る
事
主
関
白
が
願
望

東
以
の
大
手
沼
気
メ
ー
カ
ー
が
三

五
|
四
九
段
の
中
年
別
性
と
そ
の
安

三
O
O
人
を
対
象
に
し
た
捌
貸
で
は
、

安
か
ら
み
た
思
想
の
夫
の
ト
ッ
プ
は

誕
の
只
A
品
思
い
と
・
有
料
制
移
作
っ
て

く
れ
る
夫
(
八
八
%
)
H
。
中
年
男
性
側

は
w
た
ま
に
は
浮
気
の
ひ
と
つ
も
で

き
る
(
五
四
%
γ
。

(
8
・
初
日
経
)

要
か
ら
み
た
理
想
の
中
年
男
性

「
病
気
の
と
き
料
却
を
作
っ
て
く

れ
る
人
」
「
給
料
を
全
部
妥
に
波
し

て
か
ら
小
追
い
を
も
ら
う
人
」
な
ど

が
妥
の
理
想
。
三
菱
地
機
の
一
五
O

組
の
夫
約
調
査
で
。
〈
9
・
5
毎
日
)

う
ま
く
い
っ
て
で
も
複
雑

奴
と
し
?
っ
と
め
の
同
問
に
つ
い

て。
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」
は
嫁
三

割
、
し
ゅ
う
と
め
四
制
。
秘
け
つ
は

「
何
で
も
制
談
し
あ
う
、
お
互
い
に

良
い
こ
と
は
取
り
入
れ
る
」
、
反
而

「
他
人
と
考
え
干
渉
し
な
い
」
が
ニ

則
、
「
が
ま
ん
す
る
」
が
一
|
二
割

郎
氏
銀
行
の
回
附
す
る
嫁
(
二
Oー

四
O
歳
代
)
、
し
?
つ
と
め
(
四
Oー

六
O
成
岱
終
三
五
O
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
珂
究
で
。

(
9
・
げ
朝
日
)

串
主
関
白
は
ニ
人
に
一
人

「
パ
ふ
中
山
関
白
」
四
八
%
、
「
家
路
で

は
絶
対
的
な
発
言
力
が
あ
る
」
四
一

%
、
が
、
「
給
料
は
銀
行
振
り
込
み
、

対
を
切
ら
ず
に
会
制
波
す
」
六
八
%

(
第
百
生
命
・
部
内
の
会
社
に
勤
め

る
五
O
O
人
の
父
制
の
調
抗
)
。

(9-m中
日
/
叩
・

6
説
先
)

京
計
を
助
け
る
棄
の
収
入
地

不
利
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
何
仰
の
尖

収
入
は
川
平
均
二
九
万
川
、
前
年
度

比
。
世
俗
主
収
入
八
・
五
%
、
妥
の

収
入
二
二
・
五
%
削
。
家
計
を
守
る

た
め
妥
が
職
場
に
山
て
い
か
ざ
る
を

仰
な
い
状
況
(
生
活
白
許
可
(u
・3
説
先
)

ヨ
メ
と
シ
ュ
ウ
ト
メ

不
和
の
原
因
の
大
半
は
「
口
の
き

き
方
」
と
「
干
渉
」
。
日
本
老
年
社

会
科
弘
人
以
会

μ吉
沢
勲
氏
が
調
査
。

(
日
・

6
毎
日
)

〔
そ
の
他
〕

女
性
の
生
渡
教
育
受
際
熱

「
女
性
の
た
め
の
生
涯
教
行
に
関

す
る
怠
識
別
査
」
(
生
沼
教
育
を
考

え
る
会
)
に
よ
る
と
、
姉
人
・
家
低

学
級
品
診
加
者
計
三
O
八
人
の
う
ち
、

八
三
%
が
既
婚
者
。
無
職
五
六
%
・

行
職
一
三
%
で
三
分
の
一
が
大
卒
以

上
。
「
自
分
自
身
を
み
つ
め
直
し
、

今
後
の
生
き
方
を
考
え
る
糸
口
が
ほ

し
い
」
が
主
な
動
機
で
四
人
に
一
ゐ

(
7
・M
日
経
)

124 

タ
テ
マ
エ
は
、
地
位
向
上
に
賛
成

読
内
ん
新
聞
社
が
全
国

5
0
0人

対
象
の
「
婦
人
問
題
調
査
」
に
よ
る

と
「
女
性
の
社
会
進
出
」
に
賛
成
は

大
郎
市
で
六
四
%
に
対
し
町
村
部
は

五
八
%
、
ニ
O
代
六
四
%
に
対
し
六

O
代
四
三
%
。
商
学
歴
と
革
新
政
党

支
持
者
に
質
成
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
「
女
性
の
地
位
向
上
辺
動

に
質
成
」
の
女
性
は
六
一
%
も
い
る

の
に
「
男
は
仕
取
女
は
家
路
」
を
否

定
す
る
人
は
二
七
%
。
男
性
も
「
女

性
の
地
位
向
上
」
を
五
六
%
が
歓
迎

し
な
が
ら
「
妥
は
仕
事
を
持
つ
よ
り

夫
を
助
け
る
ほ
う
が
大
切
」
は
八
O

%
も
。
米
国
の
同
じ
調
査
で
は
姉
人

迎
動
に
賛
成
の
女
性
は
五
O
%
で
日



本
よ
り
少
な
く
、
反
対
は
二
九
%
で

日
本
の
一
四
%
の
倍
以
上
だ
が
、
こ

れ
は
逆
に
婦
人
運
動
が
社
会
に
災
効

を
も
た
ら
し
て
い
る
事
情
を
反
映
し

て
い
る
の
で
は
、
と
推
測
さ
れ
る
。

(
7
・M
読
売
)

「
平
等
窓
隙
」
活
実
に
浸
透

総
理
府
が
児
女
有
識
者
四
一

0
0

人
余
り
を
対
象
に
行
な
っ
た
婦
人
問

題
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
、
「
見

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
伝
統

的
な
考
え
方
を
支
持
す
る
人
は
わ
ず

か
ニ
O
%
。
公
務
H
H
採
用
試
験
で
の

男
女
差
別
に
も
厳
し
い
批
判
の
戸
が

上
が
っ
て
い
る
。

(
9
-
m朝
日
)

ど
ん
な
タ
イ
プ
の
女
に
7

「
な
り
た
い
」
の
は
①
索
直
な
女

②
か
わ
い
い
女
③
や
さ
し
い
女
④
か

し
こ
い
女
・
:
⑨
ま
じ
め
な
女
の
順
。

し
か
し
自
分
は
①
ま
じ
め
な
女
②
陽

気
な
女
③
索
直
な
女
と
思
う
(
静
岡

叫
行
の
事

Z
Hア
ン
ケ
ー
ト
調
さ
。

(ω
・7
読
売
)

学
問
の
世
界
に
も
男
女
差
別

〈
愛
知
婦
人
研
究
者
の
会
〉
が
、
県

下
の
大
学
・
短
大
に
勤
め
る
女
の
先

生
と
、
大
学
に
勤
め
て
い
な
い
婦
人

研
究
者
九
O
O
人
を
対
象
に
災
態
調

査
。
五
八
%
が
「
差
別
あ
り
」
で
仕

事
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
三
O
代
、
四

O
代
が
多
い
。
「
児
女
差
別
を
ど
う

思
う
か
」
に
は
、
あ
っ
て
当
然
、
や

む
を
え
な
い
が
六
一
%
も
あ
り
、
二

O
代
の
あ
き
ら
め
、
五
O
代
の
向
性

批
判
が
み
ら
れ
た
。(ω
・
幻

l
m中
日
)

男
よ
り
少
な
い
女
の
自
殺

五
三
年
上
半
期
の
自
殺
者
は
一

Q

六
七
一
人
。
男
女
比
は
六
対
四
で
、

四
O
成
|
五
九
歳
の
中
堅
世
代
が
三

割
。
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
被
雇
用

者
(
男
性
)
が
多
く
、
仕
事
疲
れ
・

生
活
苦
な
ど
経
済
先
的
附
凶
が
原
匂

少
年
の
自
殺
は
四
五
三
人
(
七
・

六
%
増
)
で
、
女
性
が
一
七
・
四
%

的
。
(
瞥
・
奴
庁
初
の
「
自
殺
白
容
」

で
)

(

U

-

m

朝
日
)

す
す
払
い
実
態
調
査

「
一
二
月
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
徐
々

に
す
ま
せ
た
」
四
一
・
七
%
、
「
暮

れ
に
日
を
決
め
集
中
的
に
」
三
七
・

八
%
、
「
し
な
か
っ
た
」
二

0
・
六

%
で
五
O
代
・
二
O
代
が
き
れ
い
好

事
U

。実
行
は
主
婦
九
七
・
九
%
、

gd主

五
一
%
、
子
供
三
九
%
、
平
均
時
間

一
一
時
間
四
八
分
。

ラ
イ
オ
ン
家
庭
科
学
研
究
所
の
二

O
代
か
ら
五
O
代
の
首
都
闘
の
主
婦

二
O
O
人
対
象
調
査
で
。(ロ
・

5
朝
日
)

母
子
家
庭
の
四
O
%
は
隊
婚
者

愛
知
県
下
の
母
子
世
帯
は
一
万
八

三
九
六
、
全
世
訪
の
一
・
七
七
%
だ

が
、
離
婚
四
O
%
、
病
死
三
三
・
二

%
、
交
通
事
故
死
七
・
一
%
、
そ
の

他
六
%
、
未
婚
の
母
五
・
六
%
。
月

収
平
均
は
=
ニ
万
五
千
円
、
八
五
・

三
%
が
就
業
し
て
い
る
が
常
陸
い
は

四
七
・
三
%
、
内
戦
は
三
ニ
・
三
%

で
平
均
内
職
制
は
月
二
万
七
六
百
円
。

(
ロ
・
幻
中
日
)

五
二
年
度
養
筏
児
童
調
査

盟
組
に
委
託
さ
れ
て
い
る
子
は
全

国
で
三
七
二
O
人
(
平
均
年
齢
九
歳

五
か
月
)
、
養
護
施
設
児
三
万
一
五

四
O
人
(
九
歳
四
か
月
)
、
乳
児
院

三
二
六
六
人
(
一
歳
)
。
父
母
の
死

亡
よ
り
行
方
不
明
・
離
別
、
未
婚
の

母
な
ど
に
よ
る
も
の
が
急
培
、
四
人

に
一
人
が
両
親
蒸
発
。
「
子
供
に
対

す
る
養
育
怠
識
が
低
下
し
て
い
る
」

と

厚

生

省

。

(

ロ

-m読
売
)
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意
見

〔
政
治
〕

ま
ず
差
別
存
在
の
甥
織
を

「
婦
人
の
十
年
・
国
内
行
動
計
阿
」

が
で
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
制
人
の

地
位
が
に
わ
か
に
向
上
す
る
も
の
で

は
な
い
。
性
哨
一
品
別
役
訓
の
岡
山
応
制
念

も
強
い
し
、
女
子
は
あ
く
ま
で
事
務

補
助
行
だ
と
い
う
余
業
お
も
多
い
。

姉
人
の
地
位
の
旭
川
と
羽
災
の
ず
れ

は
ま
だ
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
出
火

設
別
の
実
態
を
総
り
一
泡
し
社
会
に
訴

え
て
い
く
必
・
裂
が
あ
ろ
う
。

(
2
・
3
読
売
「
社
説
」
)

• 
投
量

行
動
計
画
に
男
性
も
怠
加
を

「
取
京
郎
行
動
計
四
」
の
芯
本

m

忽

(-mm松
山
U
)

が
ま
と
ま
っ
た
0

・K
性
た
ち
の
反
M
W
は
熱
っ
ぽ
く
泊
設

的
で
見
剣
そ
の
も
の
だ
が
見
性
附
の

反
応
は
ひ
や
や
か
。
も
っ
と
別
性
も

論
議
に
加
わ
り
H

女
性
参
加
M

だ
け

の
計
同
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
。
女

性
問
題
は
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

男
性
に
も
関
係
あ
る
は
ず
だ
。

(
2
・
mm何
日
「
郎
政
ズ
l
ム
ア
ッ
プ
」
)

各
個
人
が
一
歩
踏
み
出
し
て

「
国
内
行
動
計
附
」
は
ど
こ
ま
で

災
制
を
上
げ
た
か
。
姉
人
間
組
が
行

政
施
策
や
限
ら
れ
た
姉
人
団
体
の
か

け
戸
だ
け
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

何
と
し
て
も
作
例
人
が
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
只
体
的
な
踏
み
出
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
中
村
小
学
校
)
(
3
・7
目
的
旬
)

女
の
グ
チ
を
政
治
に

あ
き
ら
め
と
グ
チ
ば
か
り
の
や
討

か
ら
脱
却
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

近
隣
の
人
と
話
し
合
い
政
治
に
紡
び

つ
け
て
い
こ
う
。

(
進
級
ふ
じ
・
主
制
・
四
八
)

(
4
・
日
説
先
)
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も
っ
と
婦
人
の
声
聞
い
て

楠
岡
市
郊
外
の
あ
る
町
の
婦
人
週

間
の
つ
ど
い
に
参
加
し
た
。
会
は
女

性
の
み
の
実
行
委
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
進
み
、
各
国
か
ら
の
婦
人
が
怠

見
を
述
べ
た
。
ど
の
人
も
「
初
め
て

の
こ
と
で
」
と
古
い
つ
つ
も
、
生
半

可
な
巡

ma演
説
な
ど
足
元
に
も
及
ば

ぬ
内
容
と
熱
気
で
あ
弓
た
。
あ
る
代

表
は
「
日
本
は

mm字
だ
と
世
界
中
か

ら
た
た
か
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し

て
私
た
ち
日
本
人
の
生
活
が
こ
ん
な

に
苦
し
い
の
か
」
と
顔
を
ま
っ
か
に

し
て
叫
ん
だ
。
為
政
者
は
、
こ
の
間

人
の
戸
を
受
け
て
ほ
し
い
。



(
古
賀
幸
古
・
公
務

U
・
五
六
)

(
4
-
M西
日
本
)

婦
人
隠
員
さ
ん
も
っ
と
発
言
を

姉
人
議
此
の
戸
が
全
く
き
こ
え
な

い
。
山
単
純
特
別
総
会
に
対
し
て
も
、

両
院
超
党
派
で
平
和
へ
の
ア
ピ
ー
ル

を
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。

(
丹
治
利
子
・
助
産
制
・
一
二
三
)

(
6
・9
朝
日
)

小
郡
リ
コ
ー
ル
そ
の
後

主
婦
が
中
心
に
な
っ
た
汚
職
議
会

の
リ
コ
ー
ル
成
立
は
、
出
直
し
選
挙

に
お
け
る
リ
コ
ー
ル
派
が
終
選
し
た

た
め
、
ム
ダ
な
こ
と
だ
っ
た
と
批
判

す
る
人
が
い
る
。
し
か
し
全
市
民
が

政
治
に
め
ぎ
め
、
そ
の
後
も
主
婦
た

ち
は
政
治
学
級
で
勉
強
会
を
続
け
て

い
る
。
四
年
後
に
は
婦
人
議
員
も
誕

生
し
て
ほ
し
い
。

(
上
滝
照
子
・
事
務
員
・
四
八
)

(
6
・
幻
西
日
本
)

独
り
暮
ら
し
に
住
宅
融
資
を

独
身
者
は
以
・
市
営
の
ア
パ
ー
ト

に
も
入
居
で
き
ず
、
住
宅
金
融
公
附

も
貸
し
付
け
を
し
て
く
れ
な
い
。
一

つ
年
を
と
る
ご
と
に
い
つ
ま
で
働
け

る
の
か
と
思
い
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の

仰
上
げ
に
ピ
ク
ピ
ク
。
マ
イ
ホ
ー
ム

を
と
思
う
が
、
女
の
独
り
科
ら
し
に

は
似
行
も
よ
い
顔
を
し
な
い
。
同
居

者
の
有
無
に
区
別
な
く
公
附
融
資
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ワ
ク
を
ひ
ろ
げ

て
欲
し
い
。

(
公
務

μ
・
老
人
家
・
挺
事
仕

μ)

、，i
・nr
“i
l
《

U
L
W
J
h
H
U
J

r
'
i

・'
i
l
l
n
L番
記
叶

P
J

、

〔
働
く
〕

経
験
者
し
め
出
す
保
母
職

苦
節
二
年
、
保
母
試
験
に
合
格
、

資
格
を
生
か
そ
う
と
幾
つ
か
あ
た
っ

て
み
た
ら
、

c市
は
新
卒
の
み
、

N

市
は
二
五
歳
以
下
、

I
市
は
三

O
歳

ま
で
と
年
齢
制
限
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

保
母
不
足
と
い
う
の
は
、
ど
こ
の

国
の
話
だ
っ
た
か
。
保
母
織
は
、
子

育
て
の
経
験
者
の
ほ
う
が
新
卒
の
若

い
人
よ
り
ベ
タ
ー
だ
と
思
・
つ
が
。

(
縦
峨
・
三
O
)
(
l
・
7
読
売
)

主
婦
業
か
ら
脱
皮
し
た
ら

も
う
六
、
七
年
前
、
子
供
が
幼
稚

園
に
入
国
し
た
ら
、
と
思
い
続
け
て
、

や
っ
と
保
母
の
資
絡
を
と
り
、
今
年

か
ら
新
入
り
の
保
母
と
し
て
就
職
。

災
際
に
働
い
て
み
て
、
主
制
で
い
る

こ
と
が
ど
ん
な
に
安
認
で
甘
え
て
い

ら
れ
る
世
界
だ
っ
た
か
が
、
よ
く
わ

か
っ
た
。
〈
役
者
)
(
l
-
m毎
日
)

長
野
県
に
も
「
保
母
の
日
」
を

保
母
・
奴
母
さ
ん
た
ち
の
仕
事
は

重
要
で
大
変
な
わ
り
に
は
、
そ
の
内

容
が
社
会
的
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。
神
奈
川
県
の
よ
う
に
「
保
母

の
日
」
を
制
定
し
、
県
民
あ
げ
て
理

解
と
感
謝
を
。

(
2
・
5
信
毎
)

働
く
主
婦
は
H

貫
禄
“
も
っ
て

ア
メ
リ
カ
で
は
、
既

M
m
M人
は
経

験
を
杭
み
、
物
事
の
判
断
が
的
確
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
側
に
も

努
力
が
必
要
。
出
産
す
る
か
ら
働
か

な
い
と
い
う
よ
り
、
山
産
に
男
た
ち

を
協
力
さ
せ
る
。
長
引
を
鹿
ん
だ
と

き
は
取
引
先
に
・
米
ま
で
米
て
も
ら
っ

た
し
、
次
引
の
と
き
は
翌
朝
九
時
か

ら
氾
話
で
仕
事
を
し
た
。
し
か
し
重

要
な
仕
事
の
と
き
息
子
が
発
熱
し
た

ら
迷
わ
ず
息
子
の
そ
ば
に
い
る
。
仕

事
は
取
り
返
せ
る
が
息
子
は
取
り
返

せ
な
い
。
(
ザ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

グ
ル
ー
プ
講
師
と
し
て
来
日
し
た
エ

リ
ノ
ア
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
)

(
2
・
お
読
売
)

働
け
る
時
に
は
年
齢
制
限

「
子
育
て
も
す
ん
で
、
さ
て
再
就

職
と
思
っ
た
が
、
元
の
教
職
へ
の
復

帰
は
年
齢
制
限
に
ひ
っ
か
か
っ
て
で
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き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
子
育
て
の

経
験
あ
る
人
生
経
験
盟
か
な
女
性
が

そ
の
カ
を
十
分
発
仰
で
き
る
よ
う
に
、

価
例
制
の
転
換
を
」
。
(
投
合
)

(
3
・9
朝
日
)

J

ニ
年
で
一
人
前
u

を
目
標
に

や
む
な
く
女
子
学
生
を
採
用
し
た

が
、
採
る
と
き
初
め
か
ら
締
め
切
り

を
作
り
、
「
三
年
し
か
働
け
な
い
と

思
っ
た
ほ
・
つ
が
い
い
、
そ
れ
ま
で
に

で
き
る
も
の
を
作
れ
」
と
言
っ
た
。

編
集
と
い
う
仕
引
は
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ら
レ
イ
ア
ウ
ト
、
校
正
な
ら
校
正
、

と
分
附
し
て
校
術
を
克
る
こ
と
が
で

き
る
。
二
、
三
年
た
っ
て
去
る
と
き
、

こ
れ
が
で
き
る
と
甘
え
る
も
の
が
あ

る
こ
と
は
少
な
い
が
・
:
:
・
。

災
を
い
う
と
締
め
切
り
は
到
に
も

あ
る
の
だ
が
、
な
い
と
思
っ
て
い
る

か
ら
、
定
年
に
な
っ
た
と
き
で
き
る

も
の
が
少
な
い
。
わ
ず
か
三
年
の
女

に
似
て
い
る
。
(
山
本
立
彦
・
評
論
家
)

(
3
-
m毎
日
)

女
子
学
生
と
就
職

長
い
聞
の
夢
を
追
っ
て
、
国
立
大

も
振
り
総
て
、
就
職
の
た
め
に
は
い
っ

た
短
大
で
し
た
が
、
も
う
仕
事
に
生

き
が
い
を
求
め
る
よ
う
な
甘
い
考
え

は
持
て
ま
せ
ん
。
企
業
は
、
行
動
的

な
女
子
社
此
で
は
な
く
、
事
務
処
理

の
み
を
嬰
求
す
る
。

(
大
則
夫
美
芯
・
学
生
)

就
職
し
て
一

O
年
目
、
曲
が
り
な

り
に
も
行
児
と
仕
引
の
両
立
六
年
目

の
私
。
就
職
の
決
ま
っ
た
女
子
学
生

に
伝
え
た
い
の
は
、
と
も
か
く
仕
事

を
や
め
な
い
こ
と
。
行
児
の
知
忠
を

仕
引
に
、
仕
事
の
知
忠
を
育
児
に
、

窓
識
的
に
応
川
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

(
野
口
利
子
・
会
社

U
・
三
二
)

女
性
は
就
職
し
て
も
、
制
服
・
古
川

児
が
口
分
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
あ
る
の
で
長
期
的
計
阿
を
立
て
に

く
い
と
思
う
が
、
だ
か
ら
こ
そ
長
い

目
で
自
分
の
人
生
を
見
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

O

年
後
の
自
分
を
聞
に
描
い
て
就
職
を

決
め
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

(
佐
牒
防
子
・
主
制
・
二
五
)

(
3
・
叩
朝
日
)

中
高
年
者
採
用
、
大
成
功

ス
ト
ロ
ボ
メ
ー
カ
ー
の
佐
藤
光
機

の
発
肢
は
中
高
年
者
の
刊
紙
活
川
に

あ
る
。
六
O
歳
以
上
の
中
途
採
川
省

も
す
べ
て
正
社
日
銭
い
。
高
度
成
長

時
代
の
入
手
不
足
が
先
端
だ
っ
た
が
、

予
想
以
上
の
働
き
に
、
い
ま
は
六

O

成
の
人
が
や
め
た
ら
六
O
歳
の
人
を

補
充
と
約
純
的
。
高
齢
者
服
用
奨
励

金
の
年
附
制
限
(
上
限
六
五
歳
)
の

撤
廃
や
年
金
の
鉱
光
を
政
府
に
盟
む
。

(
佐
山
側
尖
代
・
佐
総
光
機
取
締
役
)

(
4
-
m初
日
〉

ス
ト
に
泣
く
時
給
生
活
者
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や
っ
と
復
帰
し
た
職
場
に
ス
ト
で

行
け
ず
。
老
父
母
を
か
か
え
て
そ
の

日
芥
し
の
身
、
日
給
の
二
一

O
O円

が
も
ら
え
ず
途
方
に
暮
れ
る
。
こ
の

責
任
は
誰
が
も
っ
て
く
れ
る
の
か
。

(
山
地
の
ぷ
子
・
未
亡
人
・
六

O
)

〈

4
-
m朝
日
)

設
ま
し
い
外
国
の
看
護
婦

米
国
の
行
設
制
に
は
佐
官
や
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
の
位
の
人
も
い
る
し
、
ロ
ン

ド
ン
市
内
に
は
り
っ
ぱ
な
ナ
l
ス
の

銅
像
が
起
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
よ

う
に
宥
護
制
の
地
位
を
正
し
く
評
価

で
き
な
い
社
会
は
、
文
明
国
に
は
ほ

ど
逃
い
。
(
太
田
成
夫
・
団
体
職
H
H
・
五
七
)

(
5
・9
朝
日
)

農
家
の
嫁
に
も
変
化

近
附
の
お
嫁
さ
ん
が
焼
き
ま
ん
じ
ゅ



う
毘
を
閉
山
泊
す
る
。
自
分
一
人
で
計

四
し
、
親
と
至
孝
説
得
し
、
借
金
・

宅
地
変
更
手
続
き
・
大
工
の
手
配
ま

で
し
た
。
決
断
と
災
行
に
拍
手
。

(
塚
越
ア
サ
子
・
主
制
・
五
=
一
)

(
6
・8
朝
日
)

男
女
差
別
是
正
に
組
合
努
力
を

原料
H
な
児
女
差
別
を
制
度
化
し
て

い
る
企
業
が
ま
だ
多
い
。
差
別
は
も

ち
ろ
ん
許
せ
な
い
が
、
法
的
に
争
う

余
地
も
な
く
H

無
効
M

と
さ
れ
る
差

別
制
度
が
現
実
に
ま
か
り
通
る
こ
と

が
問
題
。
そ
れ
に
し
て
も
労
使
が
結
ぷ
労
働

協
約
で
女
子
の
若
年
定
年
制
の
二
割

近
く
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
理
解

で
き
な
い
。
労
働
組
合
は
も
っ
と
積

極
的
に
是
正
に
取
り
組
む
べ
き
。

(
6
・
幻
朝
日
「
社
説
」
)

再
就
職
し
て
初
め
て
知
る

夫
の
死
で
会
社
づ
と
め
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
家
事
と
仕
事
を
両
立
さ

せ
る
の
は
界
H
却
な
こ
と
で
は
な
い
と

改
め
て
限
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
も
再
就
職
は
、
妥
・
母
だ
け
で

あ
っ
た
三
五
す
ぎ
の
女
に
は
選
択
権

も
術
に
等
し
く
、
総
け
込
む
の
も
大

変
。
だ
か
ら
、
若
い
共
働
き
の
人
が

仕
引
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
応
援

し
て
い
る
。
(
合
同
京
子
・
会
社
ハ
H

)

(
9
・
m中
日
)

元
女
子
大
生
の
つ
ぶ
や
き

多
忙
な
子
育
て
の
時
期
も
峠
を
結

え
、
「
仕
事
を
持
っ
て
い
て
良
か
っ

た
、
夫
に
お
ぶ
さ
る
こ
と
な
く
、
人

間
と
し
て
自
立
し
て
い
る
こ
と
は
幸

せ
」
と
感
じ
て
い
る
。

共
働
き
の
苦
し
み
も
悲
し
み
も
、

い
や
と
い
う
ほ
ど
味
わ
い
、
わ
が
子

に
も
幼
い
時
か
ら
耐
え
る
こ
と
の
み

強
い
て
き
た
が
、
母
親
の
後
ろ
姿
を

み
て
育
っ
た
二
人
の
娘
は
、
一
生
口

く
職
業
を
持
つ
こ
と
は
当
た
り
前
だ

と
信
じ
て
い
る
。

(
岡
野
チ
ト
セ
・
公
務
此
・
四
一
)

(
叩
・

2
西
日
本
)

職
探
し
に
き
び
し
い
現
実

若
い
女
性
よ
り
仕
事
の
能
市
中
も
良

く
礼
儀
も
わ
き
ま
え
て
い
る
と
思
う

が
、
都
会
で
は
仕
引
に
忠
ま
れ
な
か
っ

た
。
今
は
回
合
で
洋
裁
に
専
念
。

(
大
川
池
世
・
五
三
)

五
O
歳
の
女
性
を
採
用
し
た
が
仕

事
が
返
く
、
立
任
感
も
劣
っ
て
い
た
。

子
供
の
手
が
離
れ
再
就
職
さ
れ
る
方

は
人
一
倍
努
力
を
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
中
高
年
女
性
の
社
会
進
出
は
進
ま

な
い
。
(
匠
名
希
望
・
三
五
)

(ω
・
印
刷
訓
告
日
)

職
場
の
男
女
平
等
を
限
む
も
の

女
子
学
生
側
の
勤
労
組
に
も
甘
さ

は
あ
る
が
、
企
業
が
腰
か
け
就
職
を

批
判
し
な
が
ら
若
年
定
年
制
や
結
婚

退
職
制
を
設
け
て
い
る
の
は
お
か
し

国
も
「
母
性
保
護
」
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
時
間
外
・
深
夜
労
働
制

限
の
科
学
的
見
直
し
を
行
な
う
の
と

あ
わ
せ
、
国
家
公
務
員
の
女
性
を
市
中

先
的
民
し
た
ら
。(m-m朝
日
「
社
説
」
)

働
く
姿
で
見
せ
た
い
母
の
一
日

「
伐
が
学
校
へ
行
っ
た
あ
と
何
し

て
い
る
の
?
」
と
小
二
の
次
男
に
聞

か
れ
た
。
か
つ
て
私
は
針
を
懸
命
に

運
ぷ
母
の
姿
を
い
つ
も
見
て
い
た
。

私
も
息
子
に
わ
か
る
母
の
仕
事
を
持

た
な
く
て
は
。

(
山
口
み
よ
・
主
婦
・
四

O
)

(m-n朝
日
)

男
女
同
一
賃
金
実
現
法

女
性
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
も
熟
練

工
も
欧
米
で
は
珍
し
く
な
い
。
賃
金

が
よ
い
の
に
男
に
独
占
吉
せ
る
手
は

な
い
と
。
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
児
の
仕
事

と
さ
れ
て
い
た
所
に
女
を
使
い
、
女

の
職
場
に
男
を
使
・
つ
会
社
に
奨
励
金

を
出
す
こ
と
に
し
た
。
日
本
で
は
勤

め
て
は
い
て
も
仕
事
の
な
い
女
が
多

す
ぎ
な
い
か
。
(ω-m毎
日
「
余
録
」
)

な
ぜ
女
は
ボ
イ
ラ
ー
扱
え
ぬ

母
子
家
挺
の
母
と
し
て
W
M
川
り
を
し

て
い
た
が
、
ボ
イ
ラ
ー
は
女
が
絞
っ

て
は
い
け
な
い
と
転
勤
命
令
。
女
ゆ

え
に
資
怖
を
取
れ
な
い
の
は
割
り
切

れ
な
い
。(
山
本
須
附
子
・
れ
ほ
・
五
一
)

(m-m毎
日
)

H

私
の
仕
事
“
を
持
っ
て
ほ
し
い

引
は
仕
川
了
女
は
・
双
山
叫
と
い
う
パ

タ
ー
ン
は
阪
史
は
じ
ま
っ
て
以
米
の

同
定
観
念
で
は
な
い
。
口
出
近
ま
で
女

は
い
つ
も
引
と
共
に
生
践
を
文
え
、

何
か
の
形
で
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

仙
川
ち
続
け
て
米
て
い
る
。

aK
性
も

「
私
の
仕
山
よ
と
い
え
る
よ
う
な
も

の
を
巡
ん
で
ほ
し
い
。

(
永
井
附
子
・
作
家

)(m-m点
以
)

自
宅
通
勤
第
一
条
件
の
企
業

矧
も
と
を
離
れ
て
の
就
職
は
大
変

不
利
。
入
社
試
験
の
受
験
資
椛
さ
え

与
え
ら
れ
な
い
。
企
業
側
に
試
験
や

而
践
を
市
悦
し
て
採
一
台
を
決
め
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
(
主
主

δ)

(
日
・

8
説
先
)

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
考

一
O
年
、
一
五
年
と
休
を
何
め
る

ほ
ど
勤
め
続
け
て
き
た
女
た
ち
は
決

し
て
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
は
呼
ば

れ
な
い
。

数
叩
仰
の
女
性
誌
だ
け
が
キ
ャ
リ
ア

の
な
い
女
を
も
合
め
て
「
仕
引
を
持

つ
女
」
を
う
た
い
あ
げ
る
。
女
た
ち

は
そ
ん
な
記
引
に
き
わ
め
て
冷
淡
で

あ
る
。
限
切
で
の
過
酷
な
仕
打
ち
を

身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
か
ら
。

(
山
川
本
忠
良
・
〈
政
治
を
変
え
る
火

た
ち
の
合
〉
会
川
)
(
ロ
・
幻
以
郎
)

〔
老
人
問
題
〕

難
病
の
母
を
預
か
っ
て

小
さ
な
子
を
三
人
か
か
え
、
実
川
町

の
病
気
の
市
倒
を
み
る
と
い
う
こ
と

が
ど
ん
な
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
か
を

身
を
も
っ
て
知
・
り
さ
れ
る
。
施
設
の

話
も
人
づ
て
に
聞
く
。
だ
が
口
分
の

籾
ぐ
ら
い
み
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
人

間
と
い
え
る
か
、
日
間
口
容
し
な
が

ら
過
ご
す
待
日
で
す
。

(
小
柄
投
尖
子
・
三
一
二
)

(
1
・
叩
朝
日
)

寝
た
き
り
老
人
問
題
に
関
心

「
主
制
と
老
人
間
凶
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
投
稿
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

八
O
泊
中
の
大
半
は
担
た
き
り
老
人

の
介
波
間
閣
に
つ

U
て
。
「
人
の
世

は
ま
わ
り
A
H
わ
せ
」
と
党
的
を
決
め

る
奴
や
娘
は
多
い
。
け
れ
ど
体
験
者

か
ら
は
「
命
が
け
で
し
た
」
と
、
そ

の
川
は
市
い
。

(
3
・
日
明
日
)
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主
婦
と
老
人
問
題

「
だ
れ
に
も
じ
ゃ
ま
さ
れ
ず
残
り

少
な
い
人
生
を
大
切
に
」
と
市
の
図

得
館
に
通
い
、
源
氏
物
語
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
小
説
を
説
ん
で
い
る
。
他

に
、
絵
剛
・
習
字
・
短
歌
な
ど
情
熱

を
燃
や
し
て
い
る
。
-
日
一
日
を
大

切
に
日
以
後
の
訴
判
の
日
が
来
て
も
悔

い
る
こ
と
は
な
い
と
心
の
幣
仰
を
。

(
松
山
川
尖
代
・
七
一
)

両
知
の
今
の
資
は
、
明
日
の
私
の

資
だ
と
思
っ
て
い
る
。
間
も
な
く
同

居
す
る
の
だ
が
、
私
が
ど
の
よ
う
に

籾
に
出
枕
す
れ
ば
子
供
が
納
得
し
て
く

れ
る
か
と
考
え
て
い
る
。

(
石
間
文
子
・
三
三
)

【

3
・
印
刷
口
)



介
盛
年
金
制
度
が
ほ
し
い

現
行
の
一
時
的
な
介
護
手
当
の
よ

う
な
も
の
で
な
く
、
夫
の
死
後
、
実

に
扶
助
料
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
、

女
性
同
士
で
も
、
母
娘
で
も
、
生
活

を
共
に
し
、
日
以
後
ま
で
介
護
し
て
く

れ
る
人
に
は
介
護
年
金
を
支
給
し
て

ほ
し
い
。

(
森
閃
む
子
・
六
一
一
〉
〈
3
-
n朝
日
)

老
人
の
世
話
は
女
の
仕
寧
か

社
会
的
背
悦
で
一
方
的
に
女
に
押

し
つ
け
ら
れ
、
女
が
我
慢
し
て
米
た

か
ら
こ
そ
問
題
が
表
面
化
し
て
こ
な

か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
老
人
問
題
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
一
方
的
に
女

に
重
荷
を
お
い
か
ぶ
せ
る
と
い
う
形

で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
男
に
と
っ
て
も
親
で
あ
る
し
、

老
人
も
国
民
の
一
人
と
し
て
働
い
て

き
た
。
(
上
山
睦
恵
・
三
五

)
(
3
-
n朝
日
)

同
情
よ
ぷ
姑
殺
し

病
人
で
は
あ
る
が
少
し
歩
け
た
り

有
巡
す
る
家
族
が
い
た
り
す
れ
ば
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

l
の
派
泣
や
手
当
金
に
あ

ず
か
れ
な
い
ケ
l
ス
が
予
似
外
に
多

い
。
名
古
屋
で
起
き
た
評
判
の
孝
行

嫁
に
よ
る
姑
殺
し
も
こ
う
し
た
行
政

の
谷
間
で
起
き
た
。
谷
聞
を
犯
め
る

努
力
を
行
政
に
望
む
が
、
悩
め
る
家

庭
側
も
一
人
で
背
労
を
背
負
わ
ず
に
、

も
っ
と
本
自
に
周
凶
に
俊
助
を
求
め

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

(
5
・
1
朝
日
「
今
日
の
問
題
」
)

老
人
の
世
話
、
な
ぜ
女
だ
け

一
人
暮
ら
し
の
実
母
が

-Mた
き
り

に
な
っ
た
が
、
や
っ
と
社
会
復
帰
し

て
得
た
仕
事
を
拾
て
る
気
に
な
れ
ず
、

土
・
日
に
泊
ま
り
が
け
で
看
病
に
行
っ

て
い
た
ら
、
「
実
の
娘
が
働
い
て
い

る
場
合
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
」
と
周
囲

の
非
難
を
浴
び
た
。

週
二
日
看
護
に
通
う
兄
嫁
も
、

「
世
話
が
足
り
な
い
」
と
皆
か
ら
批

判
さ
れ
る
。
立
め
ら
れ
る
の
は
い
つ

も
女
だ
け
だ
。

(
設
計
技
附
・
五
二
)
(
7
・
げ
毎
日
)

嫁
に
付
き
添
い
料
払
い
た
い

も
し
、
あ
る
期
間
、
嫁
に
石
附
し

て
も
ら
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
私
は
嫁

に
対
し
て
世
間
制
初
の
半
額
で
も
い

い
か
ら
付
き
添
い
料
を
払
い
た
い
。

奴
に
話
し
た
ら
一
笑
に
付
さ
れ
た
が
、

決
心
は
変
え
ぬ
。

〈
消
瀬
町
子
・
七
一

)
(
7
・
幻
毎
日
)

H

嫁
い
ら
ず
寺
u

繁
盛
に
思
う

老
後
の
長
忠
い
を
し
な
い
よ
う
に

と
の
願
か
け
寺
、
心
な
い
名
前
を
つ

け
た
も
の
と
思
い
つ
つ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
と
、
札
を
買
う
列
は
老
女

ば
か
り
。
み
と
る
立
場
も
み
と
ら
れ

る
立
場
も
女
が
多
数
。
神
頼
み
を
せ

ず
と
も
よ
い
国
に
し
た
い
も
の
。

(
石
毛
和
美
・
主
婦
・
三
一
)

(
日
・
ロ
朝
日
)

〔
家
・
夫
婦
〕

M

嫁
の
親
元
の
重
荷
H

改
善
を

嫁
い
だ
娘
の
出
産
祝
い
は
な
ぜ
娘

を
持
っ
た
税
だ
け
に
負
担
が
か
か
る

か
。
祖
父
母
・
両
親
と
同
屈
な
ら
よ

け
い
に
気
を
つ
か
う
。
「
嫁
の
生
家

で
持
っ
て
米
る
べ
き
だ
」
は
ぜ
ひ
改

め
た
い
。

(
山
本
日
子
・
三
六
)
(
2
・
9
信
何
時
)

本

「
嫁
い
だ
嫁
の
親
元
の
重
荷
改
善

を
」
に
同
感
。
家
と
家
と
の
紡
熔
の

古
い
形
式
を
脱
皮
、
「
嫁
に
も
ら
っ

た
」
の
だ
か
ら
当
然
嫁
の
親
の
ほ
う

で
や
る
べ
き
|
|
の
不
合
理
な
習
慣

を
や
め
、
若
夫
婦
も
改
善
の
努
力
を
。

(
下
問
問
校
・
三
一

)
(
2
-
m信
也
)

婆
の
離
婚
記
事
に
シ
ョ
ッ
ク

一
一
月
二
ニ
日
付
記
事
に
シ
ョ
ッ
ク
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を
受
け
た
。
一

0
年
間
の
住
民
運
動

や
消
費
者
運
動
で
自
立
の
必
要
を
感

じ
た
妥
が
二
三
年
間
の
結
婚
生
活
を

解
消
し
た
。
「
オ
レ
は
ま
じ
め
に
や
っ

て
き
た
の
に
ど
う
し
て
家
庭
が
バ
ラ

バ
ラ
に
」
と
い
う
会
社
課
長
の
夫
の

言
葉
に
ド
キ
リ
と
し
た
。
会
社
で
ぬ

け
が
ら
に
な
り
、
家
で
は
放
心
し
て

T
V
を
見
る
夫
は
、
ひ
と
ご
と
で
な

い
感
じ
だ
。
(
福
間
定
良
・
評
論
家
)

(
3
・
幻
毎
日
)

夫
婦
は
他
人

夫
婦
と
な
っ
て
四
O
年
も
す
れ
ば
、

も
う
き
ょ
う
だ
い
同
級
、
肉
籾
と
変

わ
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
な
.
らり

な
ん
で
も
本
、
心
心
か
.
ら
り
話
し
A

だ
け
れ
ど
、
無
難
に
科
ら
し
て
き
た

夫
姉
で
さ
え
、
肝
心
の
こ
と
は
言
わ

な
い
。
お
互
い
に
古
い
た
い
こ
と
は

山
ほ
ど
あ
る
け
れ
ど
、
都
合
の
思
い

こ
と
は
一
切
だ
ん
ま
り
戦
術
で
あ
る
。

何
年
一
緒
に
存
・
り
し
て
い
て
も
、
夫

婦
は
決
し
て
本
音
を
吐
か
な
い
も
の

-り
t

し
い
。

(
野
中
き
み
子
・
六

O
)

(
3
-
m朝
日
)

夫
婦
の
豊
中
せ
と
は

夫
婦
百
態
。
ど
こ
の
夫
師
も
他
人

の
も
の
さ
し
で
は
計
れ
ぬ
も
の
手
H

もっ

て
い
る
の
に
ち
が
い
な
い
。

私
は
小
さ
な
音
楽
教
笠
を
聞
い
て

主
人
の
相
手
を
す
る
暇
も
惜
し
ん
で

自
分
の
こ
と
に
没
凶
し
て
い
た
。
今

の
う
ち
に
心
お
き
な
く
主
人
の
相
手

を
し
て
や
る
べ
き
か
?
私
の
心
は

阿
川
れ
動
く
。

(
中
間
芳
子
・
四
六
)
(
3
・
mm
朝
日
)

家
計
簿
で
春
闘
を

夫
は
職
川
柳
だ
け
で
家
路
や
地
域
の

問
題
は
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、
妥
は
夫

の
会
社
の
拘
仲
間
に
無
関
心
。
だ
か
ら

本
当
に
生
活
に
似
ぎ
し
た
盟
求
が
な

か
な
か
山
て
こ
な
い
。
労
組
は
裂
の

家
計
得
を
氏
以
に
ね
仲
間
の
間
交
を
し

て
は
。

(
清
水
鳩
子
・
主
婦
連
事
務
局
長
)

(
4
・
泊
朝
日
)

婦
人
総
投
稿
跨
の
嘆
き
節

『
師
人
公
論
』
の
詩
の
選
を
八
年

続
け
て
い
る
が
、
投
稿
の
東
か
ら
は

孤
独
の
併
さ
ば
か
り
が
聴
こ
え
る
。

新
胞
に
住
ん
で
も
心
の
中
に
吹
き

依
け
る
す
き
ま
風
こ
そ
紡
怖
の
正
体

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
高
学
際
社

会
だ
と
い
う
の
に
、
自
我
の
形
成
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

(
閃
般
弘
・
詩
人
)

(
6
・

n社
会
新
制
限
)

N
H
K
の
「
夫
婦
」
大
反
響

夫
師
・
親
子
の
人
間
関
係
は
、
日

に
日
に
新
し
い
も
の
に
し
て
ゆ
か
な

い
と
、
と
ん
だ
と
こ
ろ
に
は
ま
り
こ

む
こ
と
を
示
し
た
。

(
5
・
初
日
俗
「
女
の
机
」
)

也
市

老
後
の
夫
姉
の
あ
り
方
を
考
え
る

に
は
絶
好
の
材
料
。
「
趣
味
も
あ
る

し
友
述
も
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら
、
あ

あ
子
供
べ
っ
た
り
に
は
な
ら
な
い
わ

よ
」
と
言
い
つ
つ
、
内
心
ギ
ク
リ
。

(
江
川
洋
子
・
主
婦
)
(
6
・
5
読
売
)

世
帯
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A
在
大
事
に
勤
め
た
夫
、
子
の
た

め
に
自
分
を
殺
し
て
生
き
た
私
。
共

通
の
話
姐
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。

(
狩
野
雪
江
・
主
婦
・
六

O
)

(
6
・
日
朝
日
)

「
夫
婦
」
は
日
本
家
庭
の
深
胞
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
事
に
掘
り

起
こ
し
た
。

第
一
に
子
育
て
を
終
わ
っ
た
夫
婦

の
結
び
つ
き
の
弱
さ
。
日
本
の
夫
婦

は
子
供
と
戸
籍
で
し
か
つ
な
が
っ
て

い
な
い
と
い
う
外
人
の
悪
口
が
証
明

さ
れ
た
。

第
二
は
母
親
の
男
子
執
着
。

第
三
は
結
婚
し
た
子
供
は
夫
方
よ

り
型
方
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
、
つ

ま
り
山
系
制
純
子
同
府
論
へ
の
痛
繋

で
あ
る
。



六
五
歳
以
上
の
老
人
の
七
六
%
が

子
と
同
居
し
、
こ
の
傾
向
は
一

O
年

た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
予
測
し
て

い
た
私
は
、
に
わ
か
に
自
信
を
な
く

し
た
。
(
湯
沢
雄
彦
・
家
族
関
係
学
)

(
7
・
2
朝
日
/
7
・
4
中
日
)

里
帰
り
と
長
男
の
嫁
の
立
場
論
争

「
同
じ
主
婦
で
あ
る
兄
嫁
の
鎖
性

で
、
主
婦
業
の
骨
休
め
を
は
か
る
と

い
う
里
帰
り
に
つ
い
て
の
伝
統
。
両

相
酬
が
年
を
と
る
に
つ
れ
同
居
し
て
い

る
兄
嫁
さ
ん
の
世
話
も
地
え
る
。
兄

嫁
さ
ん
の
代
わ
り
に
働
い
て
は
?
」

「
田
舎
の
土
地
や
財
産
は
兄
が
全

部
相
続
す
る
の
よ
。
ど
の
み
ち
私
は

放
棄
さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
宿
泊
料

を
た
っ
ぷ
り
と
前
払
い
し
て
い
る
つ

も
り
に
な
っ
て
せ
い
ぜ
い
利
用
し
と

か
な
く
ち
ゃ
!
」

(
7
-
m毎
日
)

子
供
の
い
な
い
夫
婦

「
お
前
は
女
で
は
な
く
カ
ン
ナ
だ
」

と
夫
。
実
母
も
「
お
前
だ
け
カ
タ
ワ

に
産
ん
だ
党
え
は
な
い
」
と
守
号
J

。

(
川
崎
・
主
制
・
三
二
)

無
事
坦
娠
し
た
と
い
・
?
人
に
は
し
っ

と
と
せ
ん
望
の
思
い
。
悲
話
劇
は
言

い
つ
く
せ
ま
せ
ん
。
体
外
受
精
に
心

が
乱
れ
ま
す
。

(
東
久
留
米
・
編
集
者
・
三
七
)

生
後
ま
も
な
く
養
子
に
さ
れ
た
。

子
の
な
い
悲
し
み
を
私
で
埋
め
よ
う

と
し
た
養
親
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
怒
る
。

(
横
浜
・
主
制
・
二
三
)

産
ま
な
い
合
怠
で
結
婚
し
た
。
子

に
か
か
る
政
府
と
時
間
を
互
い
の
人

生
の
充
実
に
使
い
た
い
。

(
東
久
留
米
・
主
婦
・
二
六
)

手
術
を
し
た
が
ア
ウ
ト
。
年
と
っ

た
ら
寂
し
く
な
る
か
?
そ
の
と
き

は
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
。

(
古
河
・
主
婦
・
三
五
)

(
8
・
げ
朝
日
)

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
の
も
る
さ

親
子
心
中
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。

最
近
の
特
徴
は
籾
が
三
、
四
O
代
の

若
さ
で
あ
る
こ
と
、
子
を
無
辺
に
道

辿
れ
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
彼
ら
に

は
マ
イ
ホ
ー
ム
の
幸
せ
が
生
き
が
い

で
、
そ
れ
は
一
見
失
し
い
が
、
構
成

分
子
の
一
つ
が
何
か
で
傷
つ
く
と
核

全
体
が
生
き
る
カ
を
失
う
。
個
と
し

て
の
強
さ
を
欠
い
て
は
マ
イ
ホ
ー
ム

の
幸
紹
と
安
全
は
獲
得
さ
れ
ま
い
。

(
8
・
幻
朝
日
「
今
日
の
問
題
」
)

夫
か
ら
初
め
て
の
い
た
わ
り

二
五
年
間
の
姑
任
え
を
終
え
た
私

へ
、
夫
は
「
永
い
問
ご
苦
労
だ
っ
た

な
。
オ
レ
た
ち
の
人
生
は
こ
れ
か
ら

だ
」
と
。
「
女
に
な
ん
か
頭
が
下
げ

ら
れ
る
か
」
と
い
う
亭
主
関
白
の
初

の
言
葉
だ
っ
た
。

(
篠
崎
志
保
・
五
一
)
(
叩
・
叩
信
毎
)

兼
業
農
家
の
悩
み

嫁
-
妥
・
母
の
大
役
を
に
な
っ
て

七
五
ア
ー
ル
余
り
の
田
畑
の
耕
作
に

従
事
、
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
寂
し

さ
を
感
じ
て
焦
燥
感
に
駆
り
立
て
ら

れ
る
。
そ
の
矢
先
、
会
社
勤
め
の
夫

は
突
然
入
院
。
社
会
へ
の
未
練
を
断

ち
切
り
、
股
家
の
嫁
に
徹
し
よ
う
か
、

あ
る
い
は
田
畑
を
貸
そ
う
か
と
岐
路

に
立
っ
て
い
る
。
(
藤
村
君
代
・
民
業
)

(u
・2
西
日
本
)

彼
が
希
望
し
た
現
代
婆
の
条
件

一
に
・
家
事
万
端
怠
り
な
く
。

ニ
に
毎
朝
「
ぼ
く
が
起
き
る
前
に

化
粧
し
て
い
て
ほ
し
い
」

三
に
夫
を
助
け
る
た
め
に
内
臓
を
。

た
だ
し
、
外
働
き
し
て
夫
よ
り
優
位

に
た
つ
こ
と
は
禁
ず
。

四
に
出
産
に
い
つ
で
も
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に
体
を
鍛
え
て
お
く
。

五
に
人
間
関
係
の
い
ぎ
こ
ざ
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
特
に
気
を
つ
か
う
。

|
|
彼
が
求
め
る
家
事
ロ
ボ
ッ
ト
に

な
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
結
納
ま

で
す
ま
せ
た
婚
約
を
解
消
し
た
。
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(
平
坂
郎
子
・
学
生
・
二
五
)

(
4
・
ω朝
日
)

勇
気
あ
る
決
断
に
拍
手

現
代
裂
の
条
件
を
聞
い
て
締
約
解

消
し
た
お
娘
さ
ん
、
年
こ
そ
違
え
、

向
性
と
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

な
か
な
か
ノ
!
と
言
え
な
い
も
の
。

近
ご
ろ
珍
し
い
と
巾
し
て
は
失
礼
で

す
が
、
こ
の
く
ら
い
筋
の
通
っ
た
こ

と
を
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
る
列
勾
を

お
も
ち
の
あ
な
た
に
倣
服
し
ま
し
た
。

(
古
賀
行
江
・
主
制
・
五
三
)

(4-m朝
日
)

也
年

男
性
が
切
一
む
刑
判
代
主
の
要
求
を
当

然
と
す
る
女
性
の
怠
凡
に
恐
怖
。
な

ぜ
女
性
の
心
と
人
生
を
無
視
し
た
窓

見
を
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

(
山
本
明
子
・
学
生
・
二
一
)

私
た
ち
は
、
男
性
と
同
様
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
的
欲
求
を
持
っ
た
存
在
で

す
。
一
例
人
の
人
間
と
し
て
泌
め
ら

れ
て
生
き
た
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
。

(
斎
牒
敏
子
・
学
生
・
ニ
ニ
)

(
5
・5
明
日
)

*
 

新
い
女
か
ら
「
現
代
夫
」
の
条
件

を
言
え
ば
、

一
、
身
長
一
七

0
セ
ン
チ
以
上
。

二
、
一
流
大
学
本
。

三
、
一
流
企
業
勤
務
。

四
、
家
事
を
分
担
す
る
人
。

五
、
税
と
は
別
問
。

円
分
に
郎
合
の
い
い
こ
と
の
み
を

主
附
加
し
て
い
る
点
で
は
「
現
代
主
の

条
件
」
と
同
じ
で
ナ
ン
セ
ン
ス
。

条
件
を
あ
げ
る
の
は
似
必
味
だ
が
、

し
い
て
訂
え
ば
、
「
自
分
の
意
見
を

持
ち
、
相
手
の
怠
凡
も
印
加
す
る
人
」

が
よ
い
。
(
橘
尖
江
・
恨
ん

7
二

O
)

(
5
-
m明
日
)

正
し
い
隊
綴
率
統
計
を

「
六
火
叫
に
一
夫
仰
が
限
的
す
る
」

と
い
う
統
計
は
、
余
人
口
を
そ
の
ま

ま
川
町
筑
間
と
し
て

m山
す
る
将
通
雌

郎
市
で
、
孜
が
川
の
よ
う
に
人
日
間

成
の
変
動
が
許
し
い
時
代
に
迎
川
す

る
の
は
正
し
く
な
い
。
夫
副
総
数
あ

た
り
で
算
出
し
た
訂
正
悦
締
本
を
こ

そ
採
川
す
べ
き
。
昨
年
で
も
実
際
に

は
、
二
三

O
組
の
夫
婦
の
う
ち
隙
焔

は
一
年
に
一
組
し
か
な
い
の
だ
か
ら
。

(
湯
沢
続
彦
・
お
茶
大
教
授
)

(
6
・8
朝
日
)

結
婚
披
鍔
裂
に
く
ふ
う
を

祝
併
を
従
米
の
半
分
に
と
ど
め
、

新
郎
と
新
制
が
、
同
僚
・
友
人
・
籾

矧
た
ち
の
中
に
五
分
ず
つ
で
も
入
っ

て
制
し
く
歓
談
す
る
こ
と
に
当
て
る

と
い
う
改
革
は
ど
う
か
。

小
川
似
沢
灘
彦
・
お
茶
大
教
授
)

(
6
・M
山
読
売
)

宋
亡
人
ば
ん
ざ
い

寂
し
い
の
は
市
災
だ
が
再
約
し
た

い
と
は
思
わ
な
い
。
死
別
し
て
得
た

22かにい n
出。見を山
iJ11 え与は

面 示会話
rm m 。以
巳 抑主上
c にたに
~ ~fl る私
9 まもの
れの人

望 ては生
1~ い L 、 lこ
と2 たか潤
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長
男
の
結
婚
総
は
社
会
問
題

ひ
と
り
息
子
や
長
見
と
聞
く
と
、

両
知
と
は
別
居
の
条
件
付
き
で
も
結

締
に
二
の
足
を
踏
む
女
性
が
多
い
。

男
性
の
結
婚
に
も
、
老
人
問
題
・
姉

人
問
問
・
社
《
荷
祉
問
題
の
す
べ
て

が
か
ら
ま
っ
て
い
る
。

(u
・
m
m
H
M
何
「
女
の
机
」
)

後
家
暮
ら
し
に
冷
た
い
目

米
亡
人
が
ち
ょ
っ
と
目
立
つ
終
好

を
す
る
と
、
す
ぐ
身
も
ち
が
疑
わ
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
開
き
直
る
こ
と

も
で
き
な
い
女
の
現
災
を
見
過
ご
し

に
は
で
き
な
い
。

(
ロ
・

1
信
毎
「
女
の
机
」
)



面
後
権
を
尊
重
し
よ
う

離
婚
に
よ
る
被
害
者
は
夫
安
い
ず

れ
と
も
い
え
な
い
が
、
ま
ち
が
い
な

く
被
告
を
受
け
る
の
は
子
供
だ
。
欧

米
で
は
す
べ
て
の
人
が
持
つ
間
有
権

の
一
つ
と
し
て
面
接
権
が
守
ら
れ
て

お
り
、
子
は
別
れ
た
親
に
会
う
権
利

を
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は

面
会
を
阻
止
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

双
方
の
親
が
生
き
て
い
る
の
に
死
別

と
同
じ
状
態
に
追
い
込
む
の
は
あ
ま

り
に
野
蛮
で
は
な
い
か
。

(
石
井
竜
生
・
井
原
ま
な
み
・
夫
婦

作
家

)

(

3

・mm毎
日
)

再
婚
し
た
戦
争
未
亡
人
の
願
い

四
歳
、
五
歳
の
-
一
児
を
か
か
え
二

四
歳
の
年
の
差
を
忍
ん
で
再
婚
し
た

私
は
、
亡
夫
の
補
償
を
失
権
。
病
夫

の
看
護
と
子
育
て
に
就
職
の
機
も
失

し
た
。再
婚
し
た
ゆ
え
に
よ
り
多
く
の
涙

を
流
し
た
永
久
失
権
者
た
ち
に
複
権

の
と
び
ら
が
聞
か
れ
る
こ
と
を
蹴
っ

て
や
ま
な
い
。

(
錦
織
節
子
・
六
一

)
(
3
-
m毎
日
)

〔
女
・
主
婦
・
母
〕

主
婦
の

H

社
会
怠
加
H

と
は

社
会
多
加
と
は
、
共
に
生
き
る

w
我
々
思
議
H

を
育
て
、
自
他
の
生

活
を
守
る
た
め
に
他
者
に
本
気
に
か

か
わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
子
供
が
足
手
ま
と
い
」
「
夫
に
妨
げ

ら
れ
る
」
と
い
う
と
・
き
、
そ
の
子
に
、

そ
し
て
夫
に
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
い

く
か
と
い
っ
た
こ
と
も
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

(
山
本
和
代
・
日
本
女
子
大
講
師
)

(
1
・
m読
売
)

女
の
カ
を
死
蔵
す
る
な

「
日
本
の
高
度
成
長
は
、
日
本
が

女
性
に
も
高
い
教
徒
を
ほ
ど
こ
し
た

こ
と
も
大
き
な
問
山
。
今
後
は
女
性

を
仲
間
と
し
て
認
め
、
政
策
決
定
、

行
犯
部
門
に
参
加
さ
せ
な
い
と
日
本

の
将
米
は
か
げ
る
で
し
ょ
う
」
|
|

社
台
設
ふ
れ
の
エ
リ
l
ゼ
・
ボ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
博
士
の
窓
比
。

夫
の
米
米
学
者
ケ
ネ
ス
・
ボ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
博
士
は
「
世
界
の
人
的
資

源
の
半
分
で
あ
る
女
性
の
能
力
が
死

蔵
さ
れ
て
い
る
の
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

女
性
巡
動
を
支
持
す
る
」
。(--m読
売
)

結
婚
す
れ
ば
た
だ
の
女
7

結
婚
し
て
ア
張
万
四
か
月
に
な

る
及
川
内
の
お
し
め
の
洗
た
く
と
泣
き

声
に
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
る
毎
日
。

女
性
の
自
立
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

拶
を
語
り
合
っ
た
の
は
つ
い
数
年
前

の
こ
と
な
の
に
。

(
主
婦
・
二
五
)
(
1
・
幻
朝
日
)

合
a
T

「
却
は
仕
事
、
女
は
産
む
こ
と
」

と
い
う
言
誌
を
本
で
知
っ
て
一
時
は

う
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
が
、
こ
れ

で
万
事
終
わ
れ
り
と
す
る
の
で
な
く
、

そ
こ
か
ら
あ
え
て
出
発
す
る
と
こ
ろ

に
、
巡
れ
ば
せ
の
人
聞
が
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
て
い
く
姿
勢
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
そ
の
時
こ
そ
が
、
文

字
通
り
H

た
だ
の
女
M

か
ら
の
脱
却

の
時
で
は
な
い
か
。

(
主
婦
・
三
五

)
(
2
・
3
朝
日
)

娘
と
一
緒
に
考
え
成
長
を

結
婚
二
年
で
夫
と
死
別
。
当
時
七

か
月
だ
っ
た
娘
も
二
歳
六
か
月
。
い

ろ
い
ろ
と
う
わ
さ
す
る
心
な
い
人
た

ち
に
何
度
も
泣
い
た
こ
と
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
の
励
ま
し
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

父
を
知
ら
な
い
娘
は
隣
り
の
ご
主
人

を
パ
パ
と
言
う
が
、
こ
ん
な
娘
を
決

し
て
不
幸
な
子
、
か
わ
い
そ
う
な
子

と
は
思
わ
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
長
い

人
生
、
娘
と
一
緒
に
考
え
、
娘
と
一

緒
に
成
長
し
て
ゆ
き
た
い
。
(
投
世
)

(
2
・
m毎
日
)
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日
本
女
性
は
奴
隷
な
み
7

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
マ
ル
シ
ェ
内
記

長
が
国
営
テ
レ
ビ
に
出
演
、
「
日
本

は
社
会
条
件
の
点
で
は
世
界
に
最
も

遅
れ
た
国
だ
。
バ
カ
ン
ス
は
な
く
女

性
は
奴
殺
の
よ
う
に
倣
わ
れ
て
い
る
」

と
発
討
。
北
以
フ
ラ
ン
ス
大
使
は
訂

正
を
求
め
る
抗
織
の
内
簡
を
送
っ
た
。

(
2
-
m
M昨
日

)

思
い
き
っ
て
や
っ
て
み
た
ら

時
間
が
な
い
、
と
思
っ
て
い
て
も

や
っ
て
み
た
ら
、

n分
の
や
り
た
い

こ
と
は
窓
外
と
で
き
る
も
の
だ
。
子

供
の
例
話
と
・
ヌ
の
巾
の
雑
川
に
明
け

務
れ
、
む
な
し
い
と
嘆
い
て
い
る
主

闘
の
方
、
一
需
の
敵
は
あ
な
た
の
心

の
中
に
巣
く
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
(
役
作
)
(
2
-
M何
日
)

旅
と
女
性

旅
行
の
楽
し
み
方
が
上
手
な
女
性

の
興
行
一
行
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ

n本
人
の
興
行
文
化

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
変
化

の
ひ
と
つ
は
、
旅
行
が
生
活
に
術
符

し
て
き
た
こ
と
。
運
輸
機
関
や
約
泊

施
設
の
発
述
、
所
得
や
余
暇
等
の
的

大
に
よ
っ
て
旅
行
が
符
H
却
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
も
あ
る
が
、
男

性
よ
り
も
、
現
災
的
で
あ
る
女
性
の

彩
仰
が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
内
勝
抑
制
・
日
本
交
迎
公
社
関
査

研
修
部
主
資
〉
〈
2
・
幻
読
売
)

人
間
と
し
て
生
き
る
筏
索
を

女
性
は
幼
い
頃
か
ら
臼
分
の
人
生

に
対
し
て
絶
望
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
池
百
で
は
な
い
。
男
に
と
っ
て
人

生
の
選
択
の
迫
は
広
い
が
女
に
と
っ

て
は
決
め
ら
れ
た
遣
を
的
み
は
ず
す

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
主
で

あ
り
、
母
で
あ
る
と
い
う
吹
い
泊
。

女
の
人
生
は
制
約
に
す
ぎ
な
い
と
思

い
込
ま
さ
れ
て
い
る
お
い
女
性
は
追

い
込
ま
れ
た
環
境
の
中
で
少
し
で
も

央
し
く
市
や
か
に
散
り
た
い
と
い
う

抑
念
が
あ
る
。
し
か
し
ど
う
や
っ
た

ら
『
人
川
」
と
し
て
一
人
前
に
な
れ

る
か
、
一
例
の
人
間
と
し
て
生
き
ら

れ
る
か
そ
れ
を
考
え
た
い
。
(
投
首
)

(
2
-
m毎
日
〉

夫
の
収
入
を
あ
て
に
す
る
な

夫
の
収
入
は
、
家
族
の
段
低
生
活

費
と
、
借
金
返
済
分
と
み
な
し
、
将

ら
し
に
ゆ
と
り
を
取
り
戻
し
、
人
間

ら
し
い
生
き
方
を
す
る
白
山
な
文
山

に
見
合
う
収
入
は
、
女
の
手
で
施
仰

す
る
考
え
方
を
し
よ
う
。
女
性
の
社

会
的
地
位
を
高
め
、
夫
と
誕
の
対
等

な
閃
か
れ
た
家
路
経
営
に
向
か
っ
て
、

女
性
が
努
力
す
る
こ
と
。

(
行
山
三
千
子
・
生
活
経
済
評
論

-ue

(
3
・3
説
先
)

私
を
変
え
た
母

泊
築
指
の
父
は
よ
そ
に
た
く
さ
ん

の
子
を
つ
く
り
、
わ
が
家
の
米
ピ
ツ

は
カ
ラ
の
こ
と
が
多
く
、
教
科
市
川
も

口
っ
て
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
学
校

で
は
滞
ち
こ
ぼ
れ
、
万
円
主
γ
む
し
た
。

そ
こ
か
ら
脱
出
で
き
た
の
は
母
の
お

か
げ
だ
。

見
夜
中
で
も
針
仕
明
、
日
中
は
派

出
刷
、
集
合
人
な
ど
、
昼
食
を
と
る

問
も
な
い
。
「
お
シ
ッ
コ
は
ど
こ
で

す
る
の
」
「
野
っ
原
で
さ
」
|
|
私
は

無
性
に
み
じ
め
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
母
を
あ
る
日
外
で
見
た
。

太
閤
に
附
酬
を
向
け
、
胸
を
張
っ
て
歌

な
ん
か
欣
っ
て
い
る
。
立
之
や
不
幸

に
少
し
も
く
じ
け
て
な
い
。
人
間
に

は
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る

力
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

(
早
乙
女
勝
元
・
作
家
)

(
3
・4
読
売
)
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「
三
一
統
士
」
と
女
性
噂
重

日
本
映
聞
や
日
本
の
大
衆
小
説
に

大
き
な
彫
仰
を
与
え
た
コ
ニ
銃
士
」
。

巾
で
も
大
き
な
影
慢
は
、
日
本
の
武

士
泊
に
な
か
っ
た

w
女
性

m
R
H
の



気
風
だ
ろ
う
。
宮
本
武
蔵
の
「
お
辺

さ
ん
」
も
そ
の
一
つ
。

(
佐
藤
忠
男
・
評
論
家
)

(
3
・7
朝
日
)

棄
の
成
長
、
喜
ば
ぬ
夫
も

主
婦
も
社
会
参
加
と
と
も
に
別
な

責
任
も
生
じ
、
問
題
を
考
え
る
機
会

も
生
ま
れ
、
徐
々
に
成
長
す
る
。
と

こ
ろ
が
共
に
成
長
し
よ
う
と
す
る
男

性
は
ご
く
希
れ
で
、
夫
は
姿
の
成
長

を
喜
ば
な
い
。
私
は
一
四
年
間
の
結

婚
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
て
陪
害
者

施
設
で
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(
投
書
)
(
3
・9
朝
日
)

女
の
友
情

女
は
男
の
よ
う
な
の
め
り
こ
み
方

は
し
な
い
。
何
も
か
も
忘
れ
て
一
つ

こ
と
に
打
ち
込
む
女
は
、
女
性
と
し

て
は
ブ
レ
ー
キ
が
こ
わ
れ
て
い
る
感

じ
で
「
困
り
も
の
の
お
嬢
さ
ん
」
に

な
り
や
す
い
。
男
以
上
の
業
績
を
あ

げ
る
女
史
や
ズ
ベ
公
は
こ
の
タ
イ
プ

で
あ
る
。

し
か
し
一
部
の
タ
イ
プ
に
し
か
見

ら
れ
な
か
っ
た
女
性
聞
の
友
情
が
、

近
ご
ろ
で
は
一
般
化
し
、
体
験
を
伝

え
、
は
げ
ま
し
あ
う
女
性
グ
ル
ー
プ

が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

(
三
浦
朱
門
・
作
家
)
(
3
・
M
毎
日
)

日
本
女
性
は
奴
線
か

仏
共
産
党
マ
ル
シ
ェ
世
記
長
の

「
日
本
の
女
性
は
ま
る
で
奴
殺
」
発

言
を
め
ぐ
っ
て
|
|

「
日
本
の
女
性
た
ち
自
身
が
、
今

の
よ
う
に
低
い
地
位
で
い
い
と
い
う

の
な
ら
、
日
本
女
性
は
奴
隷
で
は
な

い
の
で
は
」

(
熊
本
商
科
大
学
助
教
授
・
林
弘
ず
)

「
家
で
は
妥
を
虐
待
し
て
い
て
も

決
し
て
口
に
出
し
て
は
言
え
な
い
文

化
と
、
一
国
の
首
相
夫
人
で
も
夫
に

な
ぐ
ら
れ
た
と
ス
ラ
ッ
と
言
え
る
文

化
と
の
遠
い
で
は
な
い
か
な
」

(
『
わ
た
し
は
女
』
編
集
長
・
石
井

悦
二
)

(
3
・MM
読
売
)

母
、
古
在
紫
琴

二
歳
前
、
乳
を
飲
も
う
と
胸
を
聞

い
た
ら
、
ス
ミ
く
ろ
ぐ
ろ
と
鬼
の
珂

乳
ば
な
れ
の
配
慮
だ
っ
た
。

九
歳
、
ハ
リ
l
す
い
星
を
見
る
私

に
「
八
六
歳
に
も
う
一
度
見
ら
れ
ま

す
よ
」
。
ホ
オ
ず
り
さ
れ
る
よ
り
も

愛
が
泌
み
た
。

家
事
を
終
え
た
後
一
二
時
か
ら
二

時
間
、
日
課
の
説
討
。
冷
静
で
理
知

的
だ
っ
た
。

せ
め
て
一
月
で
い
い
、
戦
後
の
日

本
を
母
に
見
せ
た
か
っ
た
。
自
分
の

一
生
が
弁
当
づ
く
り
に
終
わ
っ
た
と

も
ら
し
た
母
へ
の
慰
め
に
。

(
古
在
由
重
・
哲
学
者
)

(
3
-
m毎
日
)

女
ら
し
さ
と
は

w
女
ら
し
さ
H

の
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら

れ
る
ソ
ニ
ア
・
リ
キ
エ
ル
さ
ん
(
仏
)
。

「
女
ら
し
さ
と
は
、
な
よ
な
よ
し
た

愛
き
ょ
う
な
ど
と
は
別
な
も
の
。
仕

事
に
対
し
て
見
と
同
じ
激
し
さ
と
積

極
性
を
発
卸
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
で

い
で
あ
る
穏
の
神
秘
性
を
持
っ
て
い

る
女
の
こ
と
で
す
」

(
3
-
m朝
日
)

一
体
何
を
生
き
が
い
に

女
の
一
生
は
家
事
・
育
児
と
教
え

ら
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
結
婚
し
た
も

の
の
、
ま
っ
た
く
予
定
が
狂
っ
て
し

ま
っ
た
戦
前
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
。

四
O
歳
で
子
育
て
も
終
了
す
る
。

こ
れ
か
ら
先
の
長
い
人
生
を
、
一
体

何
を
生
き
が
い
に
生
き
て
行
け
ば
よ

い
の
や
ら
。(
鈴
木
精
子
・
主
婦
・
三
九
〉

(
3
-
m読
売
)

家
事
労
働
の
経
済
的
野
価
は

主
婦
の
復
権
に
な
る
か

一
九
六

0
年
代
に
論
争
の
的
で
あ
っ

た
家
事
労
働
の
経
済
的
評
価
が
、
最
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近
主
婦
の
側
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

家
事
や
W
H
児
を
社
会
的
に
評
価
す

る
こ
と
は
必
.
民
だ
が
、
そ
れ
を
金
銭

に
侃
き
換
え
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の

窓
味
や
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

「
夫
が
毎
日
元
気
で
働
け
る
の
は
私

が
家
路
を
守
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ

か
ら
月
給
の
半
分
は
私
の
も
の
だ
」

と
い
う
主
制
の
誇
り
と
満
足
感
は
、

い
く
つ
か
の
仮
定
の
上
に
組
み
た
て

ら
れ
た
成
桃
に
す
ぎ
な
い
。

主
制
の
存
在
価
仰
を
家
明
労
働
で

し
か
評
価
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
病

気
な
ど
の
た
め
家
事
の
で
き
な
い
安

は
全
く
州
側
仰
と
い
う
こ
と
に
な
る
0

・
米
別
労
働
の
終
済
的

N
価
は
、
一

見宇一

M
の
彼
杭
の
よ
う
に
み
え
る
が
、

「
こ
ん
な
に
価
制
あ
る
仕
引
を
し
て

い
る
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
外
に
働
き
に

山
な
く
て
も
」
と
い
う
気
分
を
生
み

だ
す
恐
れ
が
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て

働
く
こ
と
は
椛
利
で
あ
る
と
と
も
に

義
務
で
も
あ
る
。

(
納
井
孝
子
・
お
茶
大
助
教
授
)

(
5
-
m西
日
本
)

型
と
し
て
の
H

女
人
禁
制
H

同
校
加
の
土
仰
に
女
が
内
川
川
柳
で
き

な
い
し
き
た
り
は
、
女
悦
先
別
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
一
つ
の
型
と
し
て

守
り
つ
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ

う
。
能
策
の
仰
い
界
で
も
女
を
忌
む
し

き
た
り
が
般
に
あ
る
が
、
こ
の
て
の

H

女
人
禁
制
“
は
ま
だ
ほ
か
の
世
界

に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

(
6
・
mm
信
句
「
女
の
机
」
)

な
ん
じ
の
価
値
に
目
ざ
む
べ
し

迎
味
の
手
仕
明
作
品
を
他
人
に
ゆ

ず
る
M
A
H
1

例
っ
た
本
人
も
、
ゆ
ず
っ

て
も
ら
う
人
も
安
く
て
当
た
り
前
と

い
う
気
持
ち
だ
。
内
峨
と
い
い
、
飽

味
の
乎
仕
川
ず
と
い
い
、
パ
ー
ト
と
い

い
、
み
な
低
白
金
の
、
主
制
的
感
党

だ。

(
6
・
初
日
何
「
交
の
机
」
)

名
前
を
呼
ん
で

「
お
く
さ
ん
」
「
お
母
さ
ん
」
「
お

い
」
と
し
か
呼
ば
れ
ぬ

-Mし
さ
。
た

ま
に
は
私
の
O
引
を
呼
ん
で
。

(
政
附
史
紀
・
下
一

M
・
一
一
二
)

〈

6

・n例
日
)

中
年
は
化
粧
よ
り
盗
勢
が
大
事

化
粧
品
の
セ
ー
ル
ス
の
攻
勢
に
私

は
動
じ
な
い
。
中
年
女
性
で
も
背
す

じ
を
ピ
ン
と
仰
ば
し
て
細
川
災
と
歩
く

人
を
見
る
と
、
本
当
に
央
し
い
と
思

う
。
(
鈴
木
妙
子
・
主
制
・
四
一
)

〈

7

・3
初
日
)

燃
え
る
l

中
年
女
性
た
ち

女
の
一
生
で
子
行
て
後
の
人
生
の

ほ
う
が
長
く
な
っ
た
の
は
隊
法
哲
王
，

て
以
来
の
こ
と
。
い
か
に
過
ご
す
か
、

い
ま
の
中
年
女
性
に
は
お
手
本
が
な

い
わ
け
だ
。
も
っ
と
中
年
論
が
椛
ん

に
な
り
中
年
を
鼓
舞
す
る
と
い
い
と

思
う
。
(
亦
保
行
総

-m論
-ue

(
8
・
げ
朝
日
)

主
婦
代
行
役
の
制
度
化
を
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一-V4
の
主
叫
が
附
%
な
ど
で
倒
れ

た
場
合
、
山
本
政
制
を
刺
む
の
は
家
-M

で
は
無
問
で
あ
る
。
世
に
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
な
が
ら
機
会
の
な
い
主

仰
や
家
事
体
験
者
が
だ
れ
で
も
登
録

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
へ
ル
パ

l

制
度
を
、
ぜ
ひ
全
凶
的
に
誕
生
さ
せ

て
ほ
し
い
。
(
段
以
怜
子
・
主
婦
)

(
8
・
M
西
日
本
)

家
庭
不
在
を
つ
い
た
経
済
学
者

ムハ

0
年
代
初
閥
、
・
米
耶
労
働
は
価

仰
を
生
む
か
と
い
う
論
伶
が
あ
っ
た
0

マ
ル
ク
ス
純
資
す
近
代
経
済
学
と

も
家
事
労
働
を
終
済
学
の
外
に
お
き
、

今
日
も
G
N
P
に
は
家
事
労
働
は
計

算
さ
れ
な
い
。
し
か
し
夫
師
が
家
庭

で
家
明
労
働
に
は
げ
め
ば
G
N
P
は

下
が
る
。

日
開
須
栄
子
「
主
制
か
ら
み
た
日

本
経
済
論
・
殿
方
の
日
本
終
済
論
に

挑
戦
す
る
」
(
『
週
刊
東
洋
経
済
』
臨



時
治
刊
八
月
二
五
日
号
)
は
こ
れ
に

切
り
込
む
。
家
事
労
働
の
総
計
は
三

五
兆
、
男
性
の
そ
れ
も
合
め
る
と
四

四
兆
で
G
N
P
の
四
分
の
一
に
当
た

る
。
日
以
気
見
通
し
が
失
敗
を
続
け
る

の
は
こ
こ
が
原
凶
と
百
点
を
指
摘
し

て
い
る
。(8-m朝
日
「
論
倒
的
・
評
」
)

人
絡
と
性
は
一
体
の
は
ず

売
者
防
止
法
の
完
全
施
行
二

O
年

目
。
人
聞
の
性
と
人
格
と
は
一
つ
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
性
を
売
る
こ
と

は
自
分
の
人
格
を
売
る
に
ひ
と
し
い
。

(m-m信
毎
「
女
の
机
」
)

モ
シ
、
モ
シ
、
ご
主
人
は
?

用
向
き
は
き
ま
っ
て
利
殖
の
話
。

女
は
経
済
行
為
の
主
体
に
な
れ
な
い

と
思
い
こ
ん
で
い
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
。

主
婦
ほ
ど
わ
が
家
の
財
政
状
態
に
明

る
い
も
の
は
な
い
の
に
。

(日・

1
信
毎
「
女
の
机
」
)

素
晴
ら
し
い
仲
間
を
持
と
う

「
不
硲
災
性
の
時
代
に
生
き
る
」

懸
抗
論
文
に
人
口
の
岡
ふ
み
え
さ
ん

(
六
二
)
を
テ
レ
ビ
で
凡
て
感
激
し

た
。
米
亡
人
の
彼
女
を
文
え
た
の
は

仲
間
だ
。
主
制
は
そ
れ
ぞ
れ
に
仲
間

を
も
ち
、
お
金
を
得
ら
れ
る
技
能
を

も
っ
て
い
た
い
。

(
伊
版
千
出
子
・
主
刷
・
四

O
)

(
日
・

3
毎
日
)

趣
味
は
生
き
が
い
に
な
る
か

主
制
の
け
い
こ
ご
と
が
盛
ん
で
あ

る
。
組
味
と
災
益
を
兼
ね
ら
れ
れ
ば

い
っ
そ
う
刑
仕
組
的
と
い
う
わ
け
で
ラ

イ
セ
ン
ス
取
り
に
走
る
が
災
際
に
そ

れ
を
生
か
し
た
と
い
う
話
は
聞
か
な

い。

M
M倒
的
に
自
分
の
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
す
る
な
付
刈
込
み
ゃ
勉
強
が

伴
わ
な
け
れ
ば
、
組
味
の
形
が
い
が

残
る
だ
け
。

〈
生
活
研
究
家
・
高
見
沢
た
か
子
〉

(
日
・

8
京
都
)

主
婦
職
業
パ
ン
ザ
イ
l

専
業
主
婦
業
二

O
年
目
の
臼
称
ベ

テ
ラ
ン
の
私
。
こ
れ
ほ
ど
臼
山
で
気

楽
な
職
場
は
な
い
。
山
世
の
望
み
も

な
い
た
だ
の
主
制
だ
が
、
ニ

O
年仰州

市
ず
故
で
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

役
仰
を
満
喫
し
て
無
事
故
五

O
年
を

目
標
に
し
た
い
。

(
川
島
麻
砂
技
・
主
制
・
四
一
一
)

(
口
・
時
四
日
本
)

感
度
の
よ
い
生
活
ア
ン
テ
ナ
を

瀬
戸
内
絞
聴
さ
ん
が
あ
る
新
聞
と

週
刊
誌
に
中
性
洗
剤
の
苫
に
つ
い
て

古
い
た
と
た
ん
、
制
州
公
告
石
け
ん
を

扱
っ
て
い
る
団
体
に
主
制
か
ら
の
石

け
ん
注
文
の
氾
話
が
殺
到
し
た
と
い

う
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
中
性
洗
剤

の
恐
ろ
し
さ
を
初
め
て
知
っ
た
人
が

そ
ん
な
に
多
い
と
は
驚
き
だ
。

H

い

の
ち
と
く
ら
し
u

を
守
る
第
一
歩
は

や
は
り
H

無
知
H

か
ら
の
脱
山
で
は
。

(口

-mH川
毎
「
女
の
机
」
)

手
づ
く
り
が
信
仰
に
な
る
と

乎
づ
く
り
プ
l
ム
で
あ
る
。

手
づ
く
り
の
魅
力
も
感
じ
る
が
、

そ
れ
が
必
須
と
さ
れ
る
と
、
女
性
は

外
で
働
け
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

(
天
野
正
予
・
金
城
一
学
院
大
助
教

g

(
日
・
幻
朝
日
)

進
絡
を
広
げ
て
女
性
も
理
系
ヘ

文
系
短
大
卒
は
就
職
に
有
利
、
理

工
系
は
不
利
と
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
、

女
子
だ
け
し
つ
こ
く
文
系
を
す
す
め

ら
れ
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、

問
系
に
も
進
出
を
!

(
阪
野
叩
子
・
自
由
業
・
三

O
)

(ロ・
1
朝
日
)

母
の
苦
悩
を
聞
に
採
る
な

「
母
親
と
し
て
の
苦
悩
を
女
た
ち

は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
孤
独
に
閣

に
葬
っ
て
来
た
。
母
と
し
て
感
じ
た

矛
盾
を
臼
分
の
娘
に
は
隠
し
、
男
社
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会
で
う
ま
く
生
き
の
び
る
手
だ
て
だ

け
を
伝
え
て
来
た
。
今
こ
そ
乎
を
と

り
合
い
、
共
に
女
の
文
化
を
削
る
時

代」
「
女
た
ち
の
見
え
な
い
世
界
を
見

え
る
よ
う
に
す
る
、
そ
こ
で
は
じ
め

て
女
が
共
通
の
世
界
を
持
ち
う
る
」
。

ア
ン
ド
レ
ア
・
リ
ッ
チ
さ
ん
の
誠
司

(
ロ
・

5
朝
日
/
ロ
・
日
京
部
)

母
親
の
社
会
的
冬
眠
や
め
よ
う

同
じ
ア
パ
ー
ト
や
団
地
の
子
供
を

預
け
あ
い
共
同
で
育
て
る
な
ど
、
女

性
の
持
つ
仕
事
を
合
間
化
し
、
各
臼

の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
社
会
で
政
大

限
に
発
仰
す
べ
き
。

(
斉
藤
正
英
・
主
制
・
二
七
)

(
ロ
・
日
朝
日
)

男
女
平
等
倫
に
主
婦
を
考
え
よ

男
女
平
等
を
考
え
る
時
代
の
転
換

期
に
あ
り
な
が
ら
、
内
容
は
低
迷
か

「
凋
ん
で
」
し
ま
っ
て
い
る
か
ど
ち

ら
か
。
火
の

n況
を
削
M
M
附
し
て
般
的

の
例
も
あ
る
。
制
的
と
か

-X隠
の
慨

念
の
火
変
市
を
も
た
ら
す
巧
え
万
が

一
一
小
さ
れ
て
い
は
い
。

(ロ

-m中
日
「
社
説
」
)

〔男〕
魅
力
失
っ
た
婆
は
男
の
責
任

結
回
附
し
た
妥
が
子
供
を
生
ん
だ
と

た
ん
み
る
み
る
色
あ
せ
、
カ
サ
カ
サ

に
な
る
の
は
到
の
責
任
だ
。
男
は
外

で
働
い
て
い
る
こ
と
を
口
実
に
、
育

児
は
吏
の
天
職
と
決
め
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
育
児
労
働
は
何
千
時
間
、
何

万
時
間
と
切
れ
目
の
な
い
孤
独
な
作

業
だ
。
見
た
ち
が
子
育
て
中
の
母
親

を
立
め
た
い
な
ら
、
ま
ず
数
千
数
万

時
間
も
〈
在
に
ぶ
つ
つ
づ
け
に
問
凶
っ

て
仕
事
を
や
っ
て
み
る
と
よ
い
。
夫

が
ワ
ン
マ
ン
聞
で
そ
し
ら
ぬ
ふ
り
を

き
め
こ
む
な
ら
、
裂
は
予
惣
し
た
よ

り
多
く
の
苦
役
を
し
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

(
石
井
也
生
・
井
川
州
ま
江
み
・
火
制

作
家
)

(

1

-

m

ね
昨
日
)

ホ
ピ
族
に
見
る
男
の
焚
掌

ホ
ピ
族
の
成
人
で
暴
力
を
ふ
る
っ

た
体
験
の
持
ち
主
は
待
相
州
。
主
を
助

け
、
料
問
・
政
純
。
戦
い
や
荒
胞
を

担
合
す
る
。
そ
し
て
合
衆
国
政
府
を

相
手
ど
り
地
下
資
似
の
採
抑
を
断
問

犯
ん
で
い
る
。

や
さ
し
さ
が
弱
気
に
な
る
と
き
、

は
じ
め
て
「
男
ら
し
さ
」
が
美
学
に

な
る
の
を
私
は
そ
こ
に
見
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
。

(
汗
水
や
よ
ひ
・
評
論
家
)

(
2
・ω読
売
)

浮
気
掛
市
助
す
る
男
の
連
帯

安
も
つ
男
性
の
浮
気
・
海
辺
・
恋

愛
沙
汰
に
つ
い
て
、
見
た
ち
は
辿
惜

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
企
業
の

ト
ッ
プ
の
人
間
の
的
事
に
総
計
課
が

一
枚
か
ん
で
い
た
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
ど
う
し
て
も
し
た
い
な
ら
、
個

人
的
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

(
4
-
m
M似
「
女
の
机
」
)
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男
性
族
の
不
浄
消
毒
こ
そ
必
要

M

女
は
不
浄
u

と
は
、
女
性
が
列
性

を
マ
ヒ
さ
す
魔
力
を
泌
め
て
い
る
か

ら
見
た
ち
は
そ
れ
を
避
け
、
不
浄
だ

な
ど
と
ご
ま
か
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
バ
カ
げ
た
こ
と
を
言
っ
て

い
る
よ
り
、
政
界
や
財
界
、
あ
ら
ゆ

る
別
性
族
の
不
浄
を
大
消
脅
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

(
三
谷
宏
辺
・
元
教

H
・
七
一
一
)

(
5
・
泊
朝
日
)

時
代
錯
践
の
父
権
待
盟
倫

限
姉
・
嫁
姑
問
凶
は
婦
人
誌
の
絡

好
の
話
凶
だ
が
、
面
白
お
か
し
く
の

編
集
態
度
が
目
立
つ
。
評
論
す
べ
き

は
、
記
事
内
容
よ
り
も
編
集
態
度
。

父
椛
待
盟
論
も
盛
ん
だ
が
、
同
定
的



な
役
割
分
担
の
発
想
か
ら
抜
け
切
ら

な
い
。
父
権
復
活
を
は
や
し
た
て
る

マ
ス
コ
ミ
群
に
、
せ
っ
か
く
討
ち
か

け
た
男
女
平
等
を
封
殺
し
よ
う
と
す

る
怠
図
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

(
鈴
木
三
郎
・
評
論
家
)

(
6
・6
、
7

・6
社
会
新
報
〉

女
の
夢

結
焔
す
る
川
均
に
紡
師
則
し
た
ら
仕
事

を
や
め
る
か
と
問
う
と
、
た
い
て
い

け
げ
ん
な
顔
を
す
る
。

女
と
い
う
だ
け
で
才
能
を
生
か
す

こ
と
を
は
ば
ま
れ
る
と
い
う
抗
議
や

闘
い
を
知
・
り
さ
れ
る
た
び
に
男
と
い

う
だ
け
で
家
庭
に
入
る
こ
と
を
詐
さ

れ
な
い
ひ
と
も
い
る
だ
ろ
う
と
思
い

め
ぐ
ら
す
。

金
持
ち
が
樹
下
で
昼
寝
し
て
い
る

乞
食
に
寝
て
い
な
い
で
働
け
、
そ
う

す
れ
ば
別
荘
で
一
日
中
昼
寝
が
で
き

る
と
い
う
と
、
乞
食
は
、
別
に
働
か

な
く
て
も
も
う
昼
寝
し
て
い
ま
す
と

い
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
問
題
を
提
供
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
辺
助
が
先
進
国
の

歴
史
に
対
す
る
見
方
に
彩
鰐
を
与
え

る
よ
う
な
新
し
い
人
間
の
哲
学
を
示

す
か
ど
う
か
は
、
女
で
な
く
て
も
興

味
が
わ
く
は
ず
で
あ
る
。

(
日
間
多
息
子
・
作
・
米
)

(
7
・8
中
日
)

「
男
の
暴
力
」
に
思
う

家
庭
内
暴
力
は
山
町
内
主
の
中
、
弱
い

女
性
だ
け
が
痛
め
つ
け
ら
れ
、
一
方

的
に
耐
え
る
だ
け
だ
。
妥
の
人
権
を

守
る
に
は
、
人
間
尊
重
の
教
育
を
幼

児
の
と
き
か
ら
し
な
け
れ
ば
。

(
瀬
木
知
子
・
四
五

)(ω-m信
信
)

〔
子
ど
も
・
教
育
・
学
生
〕

女
の
子
の
た
め
の
子
守
歌

「
坊
や
は
良
い
子
だ
、
ね
ん
ね
し

な
T
」
は
あ
っ
て
も
、
「
女
の
子
は

良
い
子
だ
」
の
子
守
歌
は
な
い
。
そ

こ
で
女
の
子
の
た
め
の
子
守
歌
を
自

作
し
た
。
ど
う
い
う
わ
け
か
他
の
子

守
歌
よ
り
絞
っ
き
も
い
い
。
(
投
首
)

(
1
・3
読
売
)

有
名
大
卒
な
れ
の
果
て
の
調
査
を

有
名
大
学
を
出
れ
ば
出
世
す
る
と

い
う
誤
っ
た
考
え
を
直
す
た
め
京
大

な
ど
い
く
つ
か
の
大
学
を
巡
び
、
五

年
お
き
に
年
次
別
に
卒
業
生
の
追
跡

調
査
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
有

名
大
学
を
卒
業
し
て
も
あ
ま
り
現
状

は
ふ
る
わ
な
い
人
々
が
身
の
回
り
に

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
を
知
れ

ば
、
親
の
子
に
対
す
る
圧
力
は
軽
減

す
る
と
思
う
が
。(
影
山
裕
子
・
評
論
家
)

(
1
・4
朝
日
)

子
殺
し
を
し
な
い
で

子
を
殺
す
抑
制
の
心
境
が
わ
か
ら
な

ぃ
。
女
性
に
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
母

性
本
能
が
あ
る
べ
き
。
同
じ
女
性
と

し
て
や
り
き
れ
な
い
。
赤
ん
坊
も
将

来
性
を
持
っ
た
一
人
の
人
間
で
は
な

い
か
。
(
投
笥
)
〈
2
-
M毎
日
)

受
験
戦
争
未
亡
人

Z
出
の
R
X
験
に
母
親
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
子
供
の
合
絡

の
た
め
に
は
茶
断
ち
、
テ
レ
ビ
断
ち
、

友
断
ち
。
あ
げ
く
の
は
て
に
受
験
戦

争
に
何
か
を
吸
い
と
ら
れ
て
一
種
の

戦
争
未
亡
人
。
こ
の
受
験
戦
争
米
亡

人
に
は
誰
か
が
払
っ
て
く
れ
る
年
金

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ん
と
い

う
ム
ダ
か
。
(
樋
口
恵
子
・
評
論
家
)

(
2
-
m毎
日
)

母
と
い
う
新
聞

私
に
は
母
と
い
う
新
聞
が
あ
る
。

そ
の
新
聞
は
、
今
ま
で
の
経
験
・
知

識
か
ら
、
確
実
に
人
生
欄
を
読
ま
せ

て
く
れ
る
。
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(
字
山
口
神
佐
知
子
・
一
五
)

(
3
・
げ
例
日
)

女
性
教
頭
も
っ
と
地
え
て

長
野
県
五
人
目
の
女
性
教
関
挺
生

に
拍
乎
。
た
だ
五
人
の
う
ち
既
約
者

は
一
人
だ
け
と
聞
い
て
鰐
く
。
家
仰
胞

を
持
つ
女
性
を
ま
だ
ま
だ
だ
別
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

(
松
本
み
ど
り
・
主

M
・
五

O
)

(
4
・5
灯
俗
)

女
子
中
・
高
生
の
外
泊

〔
賛
成
派
〕
好
奇
心
が
さ
か
ん
な
こ

の
年
ご
ろ
に
ダ
メ
だ
と
一
一
百
わ
れ
れ
ば

ま
す
ま
す
し
た
く
な
る
。
(
女
同
生
・
一
七
)

〔
反
対
派
〕
子
が
口
災
を
設
け
て
外

泊
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
す
で
に
知

子
問
の
信
頼
が
別
れ
か
か
っ
て
い
る
。

(
主
制
・
六
五
)

(
4
・6
朝
日
)

逆
方
向
で
安
定

「
今
日
の
-K子
学
生
の
多
く
は
仰

山
あ
る
い
は
後
沿
し
て
い
る
と
い
う

か
、
甘
え
と
化
粧
に
初
を
山
し
女
の

特
艇
を
利
川
す
る
こ
と
で
安
住
の
地

を
何
ょ
う
と
し
て
い
る
。
ニ

O
年
前

に
比
べ
て
、
逆
方
向
に
向
か
っ
て
安

定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

H

私
の

mM
の
つ
ど
い
で
助
一
一
百
者
の

ほ
大
助
教
授
・
北
以
間
二
氏
。

(4-m低
俗
)

女
高
生
の
お
化
粧

〔
質
成
派
〕
規
則
規
則
で
し
ば
ら
れ

た
学
校
へ
の
反
発
が
、
円
十
く
お
化
粧

を
は
じ
め
た
限
闘
で
し
た
。
(
学
生
・
一
九
)

お
化
粧
は
非
行
に
つ
な
が
る
と
か
、

大
人
た
ち
が
さ
も
大
問
題
と
さ
さ
や

き
あ
う
こ
と
こ
そ
凶
っ
た
こ
と
で
す
。

(
女
同
生
・
一
八
)

〔
反
対
派
〕
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー

の
お
化
粧
に
以
対
。
化
粧
し
な
い
方

が
見
し
い
か
ら
。
(
救

u・
五
九
)

山

H

川
校
勺
て
勉
強
す
る
所
で
は
な
い

か
し
ら
。
(
矢
内
生
・
一
五
〉

(
4
・
日
朝
日
)

共
学
に
H

女
の
青
島
甘
μ

な
し

「
女
の
く
せ
に
」
と
束
縛
ば
か
り

さ
れ
る
川
女
共
学
の
巾
の
女
生
徒
。

女
子
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
郎
を
つ
く
り

た
い
と
・
百
え
ば
、
男
子
の
野
球
郎
の

使
川
の
た
め
場
所
が
な
い
と
断
わ
ら

れ
、
は
や
ば
や
と
花
嫁
修
業
を
強
い

ら
れ
る
。
私
は
児
女
別
学
で

H'K
の

円
引
グ
を
般
会
し
て
み
た
い
。

(
山
中
美
和
子
・
高
校
生
・
二
ハ
)

(
4
・
日
明
日
)

共
学
に
も
青
春
あ
り

抑
圧
を
は
ね
返
す
努
力
を
し
て
み

る
の
も
M

女
の
行
訓
ア
。
児
女
別
学

に
逃
避
し
た
と
こ
ろ
で
H

女
の
市
Mρ

は
見
い
出
せ
ぬ
。

(
似
純
子
・
向
校
生
・
一
ム
ハ
)

(4-m明
日
)
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子
の
た
め
に
も
主
婦
は
家
庭
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
争
い
で
妹
を
刺
殺
し

た
事
件
の
家
は
共
稼
ぎ
だ
っ
た
と
い

う
。
近
凶
、
子
供
に
手
が
か
か
ら
な

く
な
る
と
勤
め
に
山
る
主
婦
が
幼
え

て
い
る
が
、
失
う
も
の
が
い
か
に
大

で
あ
る
か
を
こ
の
際
考
え
る
必
.
裂
が

あ
る
。
(
関
川
栄
子
・
主
制
・
四
二
)

(
4
・
泊
朝
日
)

P
T
A役
員
、
男
ば
か
り

P
T
A
の
九
九
%
は
女
性
な
の
に
、

民
と
名
の
付
く
の
は
ほ
と
ん
ど
別
問

会
川
に
会
長
は
別
性
と
定
め
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

P
T
A
の
会
合
ぐ
ら

い
は
自
分
た
ち
の
乎
で
や
っ
て
み
よ

う
。
(
玉
木
尚
子
・
口
栄
二
ニ

O
)

(4-m信
毎
)



息
子
の
家
庭
科

風
呂
た
き
、
給
食
の
フ
キ
ン
の
洗

た
く
、
朝
刊
と
り
、
掃
除
、
と
は
り

き
る
息
子
に
、
戎
が
子
の
巡
針
の
総

ば
か
り
想
像
し
て
い
た
私
は
、
裁
縫

ば
か
り
が
家
院
科
で
な
い
こ
と
を
知

ら
さ
れ
た
。
長
続
き
す
る
よ
う
に
と

祖
母
と
楽
し
く
話
し
た
。

(
山
間
伊
郎
子
・
主
制
・
三
八
)

(
5
・9
朝
日
)

働
く
母
を
慈
者
に
す
る
な

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
争
い
事
件
」
を
例

に
、
主
婦
が
勤
め
に
出
る
の
を
非
難

す
る
声
は
問
題
の
す
り
か
え
。
子
供

同
士
の
残
虐
な
事
件
は
大
人
た
ち
の

文
化
の
貧
困
さ
の
縮
図
で
あ
り
、
そ

の
母
親
だ
け
の
影
響
で
は
な
い
。

共
働
き
や
母
子
家
庭
の
保
育
園
育

ち
に
、
た
く
ま
し
い
思
い
や
り
の
あ

る
子
供
が
多
い
こ
と
は
、
統
計
で
も

明
ら
か
。(
飯
田
啓
子
・
塾
講
師
・
四
二
)

(
5
・
日
朝
日
)

た
た
え
ら
れ
る
母
性
と
は

か
つ
て
女
に
は
「
三
従
」
の
教
え

が
あ
り
、
母
州
酬
は
わ
が
息
子
に
さ
え

か
し
ず
く
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
風
土
を
改
め
、
行
動
や
一
一
行
禁

で
母
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る

今
は
良
き
時
代
だ
。
「
母
の
日
」
が

今
年
で
三

O
回
を
数
え
る
ま
で
に
板

を
は
っ
た
の
も
、
決
し
て
滋
味
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

(
5
・
M
読
売
「
社
説
」
)

女
が
理
数
系
で
な
ぜ
惑
い

「
君
は
女
の
子
な
の
に
な
ぜ
理
数

系
を
専
攻
す
る
の
?
お
か
し
い
な
」

と
男
子
同
級
生
。
女
性
蔑
視
の
発
言

は
教
室
に
満
ち
満
ち
て
い
る
が
、
今

度
の
は
同
じ
コ

l
ス
を
目
指
す

H

仲
間
u

か
ら
の
発
言
で
あ
る
だ
け

，.、
e
h
l
L
V
、向。

ト

ド

ふ

H
N

ノ
、
ゐ
わ
什

(
高
校
生
・
一
七
)
(
5
・
泊
朝
日
)

女
子
大
新
設
謹
言
に
疑
問

長
野
以
下
に
は
四
年
制
女
子
大
が

な
い
。
他
県
に
娘
を
や
る
税
は
経
済

的
負
担
が
多
い
た
め
女
子
大
新
設
の

提
言
が
山
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
あ
え
て

女
子
大
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
。
女
子
六
の
今
日
的
使
命
は
終
わ
っ

て
い
る
。
合
同
総
一
夫
・
教

H
・
五

O
)

〈

5
・
幻
信
毎
)

H

お
転
婆
u

の
変
遷

か
つ
て
日
本
で
は
女
の
子
は
し
と

や
か
に
育
て
ら
れ
、
映
凶
や
芝
居
で

言
い
た
い
こ
と
を
ボ
ン
ボ
ン
言
う
の

は
水
商
売
の
女
に
き
ま
っ
て
い
た
が
、

共
に
悲
し
い
速
命
に
泣
き
く
れ
る
の

だ
っ
た
。

大
正
初
期
は
イ
タ
リ
ア
映
画
の
全

盛
期
だ
っ
た
が
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
は
男

た
ち
の
前
に
す
っ
く
と
立
っ
て
威
厳

と
や
さ
し
さ
を
示
し
た
。

第
一
次
大
戦
後
は
米
映
画
の
時
代

に
な
る
が
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
お
伝

箆
ぷ
り
で
λ
討
を
よ
ん
だ
の
が
メ
リ
l
・

ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
で
あ
る
。
お
転
桃
山

と
い
う
言
葉
が
嫁
の
も
ら
い
手
が
な

く
な
る
と
い
う
怠
味
か
ら
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
で
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ

る
た
め
に
彼
女
が
与
え
た
彩
鮮
は
大

き
い
。
(
佐
藤
忠
則
・
評
論
家
)

(
6
・6
朝
日
)

女
子
高
H

甘
ち
ゃ
ん
集
団
u

論

私
の
高
校
は
日
以
下
一
、
二
の
名
門

女
子
商
だ
が
H

甘
ち
ゃ
ん
集
団
u

に

す
ぎ
ず
、
男
子
校
と
同
レ
ベ
ル
で
入

学
し
た
生
徒
も
卒
業
時
に
は
椛
段
の

差
が
つ
く
。
就
職
で
も
進
学
で
も
女

の
人
生
は
手
抜
き
し
て
も
辺
川
す
る

か
ら
だ
。
ス
ト
の
目
、
本
校
の
欠
席
者
は
八

八
人
、
男
子
校
で
は
七
人
、
「
長
男

を
学
校
に
送
る
の
で
娘
は
休
ま
せ
る
」

と
い
う
氾
話
も
あ
っ
た
と
い
う
。
社

会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
も
女
の
手
抜

き
人
生
に
力
を
貸
し
て
い
る
。
(
山

143 



懸
昌
世
・
高
校
生
・
二
ハ
)

(
6
・6
朝
日
)

つ
ら
い
父
親
怠
観
日

父
親
と
と
も
に
物
を
作
る
よ
う
な

授
業
も
組
ま
れ
た
父
親
参
観
日
に
身

を
切
ら
れ
る
思
い
を
し
て
い
る
の
は

自
分
だ
け
だ
ろ
う
か
。
父
親
の
い
な

い
子
供
、
別
居
し
て
い
る
子
供
は
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
す
の
か
、
母

娘
参
観
日
は
な
く
て
、
な
ぜ
、
父
籾

参
観
日
が
あ
る
の
か
。

(
松
本
紀
子
・
銀
行

μ
・
三
七
)

(
6
・
問
中
日
)

社
会
変
革
を
恐
れ
な
い
保
育
所
教
育

東
京
都
足
立
区
の
「
・
つ
め
だ
子
供

の
家
」
と
い
う
保
育
所
を
見
学
し
て

驚
嘆
し
た
。
徹
底
し
た
ひ
と
り
立
ち

を
し
つ
け
、
一
斉
教
育
を
し
な
い
の

が
こ
こ
の
特
徴
だ
。
二
歳
児
が
臼
分

で
ミ
ル
ク
を
ポ
ッ
ト
か
ら
注
ぐ
。
四

歳
児
が
臼
発
的
に
包
丁
で
ウ
サ
ギ
に

葉
を
き
ざ
ん
で
や
る
。
こ
う
い
う
個

性
的
な
教
育
環
境
か
ら
は
、
り
A
V

一

下
し
り
瓜
に
来
る
、
と
い
う
大
勢
順

応
型
は
育
ち
に
く
い
の
で
は
な
い
か

と
思
・
つ
。(
7
・
7
朝
日
「
天
邦
人
語
」
)

低
い
母
子
家
庭
の
女
子
進
学
窓

国
立
教
育
研
究
所
で
は
中
学
三
年

の
対
象
者
六
千
人
を
、
同
一
人
に
つ

い
て
三
年
お
き
に
継
続
制
貸
し
て
い

る
が
、
母
子
家
路
の
進
学
取
は
か
な

り
低
く
、
特
に
女
子
生
徒
に
町
有
で

あ
る
。
奨
学
資
金
な
ど
の
対
策
を
期

待
し
た
い
。

(
旧
村
鈍
次
郎
・
教
育
心
開
学
者
)

(7-m読
売
)

民
験
管
ベ
ビ

l
以
前
の
置
大
事

災
関
の
刊
校
で
起
き
た
米
川
町
の
女

性
校
長
の
妊
師
事
件
は
、
生
徒
の
熱

烈
な
支
持
に
よ
り
寛
大
な
仙
川
町
が
と

ら
れ
た
と
い
う
。
英
凶
で
は
、
性
差

別
を
追
放
し
よ
う
と
い
う
気
巡
が
裁

判
官
か
ら
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
に
ま
で
強

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
試
験
行
ベ

ビ
!
間
組
以
前
の
大
引
な
こ
と
か
も

知
れ
は
い
。
〈
7
・
幻
日
経
完
技
b

若
い
貌
の
育
児
に
電
信
相
談
を

特
に
深
夜
、
赤
ち
ゃ
ん
に
異
常
が

お
き
た
と
き
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る

「
育
児
テ
レ
ホ
ン
相
談
係
」
が
設
け

ら
れ
、
育
児
の
ベ
テ
ラ
ン
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
た
ら
。

(
網
間
ム
市
三
郎
-
A在
日
・
五
三
)

(
9
・
別
朝
日
)

男
女
差
別
を
早
く
教
え
よ

怨
法
で
は
児
女
同
椴
を
い
い
な
が

ら
、
風
刊
と
し
て
は
女
を
一
段
ひ
く

い
も
の
に
級
う
。
そ
の
こ
と
を
学
校

で
は
っ
き
り
教
え
た
ほ
・
つ
が
い
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
男
女
同
総
だ
と
思
っ

て
向
山
恋
愛
し
、
ほ
う
り
だ
さ
れ
る

女
生
徒
を
す
こ
し
は
へ
ら
せ
る
だ
ろ

-つ。(
松
間
近
雄
・
氏
者

)(m-m毎
日
)

144 

中
三
担
任
教
諭
の
懐
妊
に
思
う

大
切
な
岐
路
に
い
る
生
徒
を
受
け

持
ち
な
が
ら
ど
う
い
う
つ
も
り
か
し

ら
と
、
女
教
師
の
お
め
で
た
を
非
難

が
ま
し
く
思
っ
た
が
、
娘
は
「
先
生

す
て
き
」
と
夢
中
で
円
悦
ん
で
い
る
。

女
が
女
の
足
を
引
っ
張
る
と
は
こ
の

こ
と
か
と
反
行
。

(
芹
沢
玉
枝
・
三
八

xm-日
読
売
)

女
生
徒
だ
け
の
工
業
高
校

全
凶
で
唯
一
。
初
日
県
郡
山
市
日

本
女
子
工
業
高
校
。

一
般
に
女
の
子
は
科
学
・
技
術
に

向
か
な
い
と
い
う
観
念
が
支
配
し
て

い
る
が
、
ち
密
で
手
先
は
探
川
、
男

性
を
は
る
か
に
上
回
る
適
性
が
発
見

さ
れ
る
。
完
勝
信
・
惇
子
五
七
)

(m・
四
読
売
)



あ
き
れ
た
保
育
所
ム
ダ
遣
い
鈴

週
刊
S
誌
の
，
ペ
露
関
欄
で
、

「
十
分
収
入
が
あ
り
な
が
ら
も
っ
と

収
入
を
の
ぞ
む
共
か
せ
ぎ
夫
婦
や
、

子
供
を
ほ
う
り
出
し
て
遊
び
た
い
母

親
の
た
め
の
施
設
化
し
て
い
る
保
育

所
の
た
め
に
国
は
国
家
予
算
を
ム
ダ

巡
い
し
て
い
る
」
と
大
見
得
を
切
っ

て
い
る
。
現
状
認
識
の
な
さ
も
は
な

は
だ
し
い
。(
u
-
m信
毎
「
女
の
机
」
)

何
の
た
め
の
保
育
所

保
育
所
に
預
か
っ
て
も
ら
お
う
と

す
る
と
、
何
人
も
附
お
待
ち
が
あ
り
、

働
く
所
を
探
す
の
は
と
て
も
無
理
。

結
局
、
子
育
て
が
終
わ
る
ま
で
働
け

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

(
中
島
る
り
・
主
婦
・
二
八
)

(
日
・
お
朝
日
)

共
働
き
は
小
学
校
入
学
ま
で

私
は
子
供
が
幼
い
う
ち
に
外
に
出

た
い
。
保
育
所
で
夕
方
ま
で
預
か
っ

て
く
れ
る
し
、
寂
し
い
の
も
親
の
顔

を
見
た
ら
何
も
残
ら
な
い
程
度
の
も

の
と
思
・
つ
が
、
小
学
校
に
入
れ
ば
行

動
や
知
能
の
範
聞
が
広
が
る
。

(
西
野
ち
づ
子
・
主
婦
・
四
三
)

(ロ・

3
朝
日
)

幼
い
う
ち
こ
そ
乎
を
は
な
し
て
は

い
け
な
い
と
思
う
。
一
日
中
い
っ
し
ょ

に
い
る
か
ら
こ
そ
、
抑
制
も
子
の
状
況

に
対
応
で
き
、
子
も
安
心
感
と
満
足

感
を
mw-
そ
れ
が
信
頼
感
に
つ
な
が

る
。
(
丸
山
前
夫
・
主
制
・
二
七
)

(
ロ
・

8
朝
日
)

児
童
手
当
よ
り
弱
者
救
済
を

第
三
子
か
ら
の
児
京
手
当
は
や
め

る
べ
き
。
代
わ
り
に
母
子
家
庭
や
父

子
家
庭
な
ど
、
本
当
に
忠
ま
れ
な
い

家
庭
を
援
助
し
て
。

(
須
永
桃
子
・
家
引
手
伝
い
・
二
七
)

(
ロ
・
叩
朝
日
)

子
供
を
H

委
託
加
工
“
す
る

教
育
マ
マ
と
は
、
自
分
で
は
子
供

の
教
育
を
せ
ず
子
供
を
「
釆
姦
山
加
工
」

し
て
も
ら
う
た
め
に
「
外
部
に
発
注

す
る
母
籾
の
こ
と
を
い
う
。

〈
佐
々
正
夫
・
小
児
山
保
育
相
談
セ
ン

タ

ー

所

長

)

(

ロ

-m京
都
)

〔
こ
と
ば
・
書
く
・
学
ぶ
〕

中
年
婦
人
に
再
進
学
の
道
を

結
川
町
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聞
が
さ

び
っ
く
の
が
こ
わ
い
、
と
思
っ
て
き

た
。
辺
信
教
育
な
ど
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
が
、
中
年
制
人
に
も
再
進
学
へ

の
追
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

(
矢
口
忠
美
子
・
会
社
員
・
二
八
)

(
1
・u読
売
)

日
本
絡
に
み
ら
れ
る
社
会
変
化

日
本
語
は
「
ア
イ
(
私
)
」
を
隠

し
て
い
た
が
、
故
近
マ
イ
カ
ー
、
マ

イ
ホ
ー
ム
な
ど
「
ア
イ
」
が
入
っ
て

き
た
。
日
本
人
は
個
の
主
抜
が
弱
か
っ

た
が
、
日
本
の
社
会
が
変
わ
っ
て
き

た
証
拠
。
(
日
本
語
教
育
国
際
会
議

の
た
め
来
日
し
た
コ

l
ネ
ル
大
教
授

エ
リ
ノ
ア
・

H
・
ジ
ョ

l
デ
ン
)

(
3
・
幻
毎
日
)

H

人
聞
の
尊
厳
ω

こ
そ
女
性
解
放

「
%
の
立
身
出
世
主
義
の
よ
う
な

か
た
ち
の
平
等
と
か
向
上
は
目
指
し

て
ほ
し
く
な
い
」
「
女
の
く
さ
っ
た

の
と
か
、
女
の
で
る
務
じ
ゃ
な
い
と

か
い
う
天
の
半
分
を
汚
す
言
葉
も
追

放
し
た
い
」
と
山
川
菊
栄
さ
ん
は
語

る。

(
4
-
m信
毎
)

四
通
の
手
紙
で
社
会
が
変
わ
る

米
大
統
領
消
資
者
問
題
特
別
補
佐
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官
エ
ス
タ
l
・
ピ
l
タ
l
ソ
ン
さ
ん

(
七
二
)
は
労
働
迎
助
・
市
民
飢
迎

動
・
女
性
迎
動
と
制
広
い
活
動
を
脱

け
て
い
る
人
。

「
消
政
者
の
肢
も
行
力
な
武
犯
の

一
つ
は
乎
紙
。
四
泊
ま
と
ま
れ
ば
変

わ
り
ま
す
よ
」
と
誠
泌
。(
6
-
n泌
光
)

わ
が
身
を
守
る
防
波
縫
を

人
生
相
談
に
多
い
の
は
「
だ
ま
さ

れ
た
」
と
い
う
相
談
。
「
帖
怖
を
前

提
と
し
た
の
に
し
て
く
れ
な
い
」

「
妥
子
と
別
れ
な
い
」
等
。
「
つ
き
あ

い
の
き
っ
か
け
は
」
と
相
談

H
が
聞

く
と
、
き
ま
っ
て
「
や
さ
し
く
し
て

く
れ
た
か
ら
」
と
く
る
。
「
こ
れ
と

日
を
つ
け
た
交
に
は
別
は
や
さ
し
く

す
る
も
ん
で
す
。
あ
な
た
は
だ
ま
さ

れ
た
ん
で
す
」
|
|
こ
ん
な
話
を
聞

く
と
、
学
阪
よ
り
も
教
袋
を
こ
そ
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

(
会
社
役

H
・
男
性
・
五
九
)

(
6
・
お
中
日
)

女
が
ポ
ク
で
は
お
か
し
い
か

ワ
チ
キ
、
ア
タ
イ
な
ど
特
殊
な
も

の
を
除
け
ば
、
次
の
}
人
称
は
ワ
タ

シ
一
色
だ
。
女
だ
け
一
つ
の
一
人
称

に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
は
息
背
し
く
て

か
な
わ
ぬ
か
ら
、
気
分
に
よ
っ
て
は

ボ
ク
と
甘
う
こ
と
に
し
た
ら
、
四
歳

の
別
の
子
が
必
死
で
抗
泌
し
た
。

A
ー

か
ら
「
ね
ば
な
ら
ぬ
」
を
詰
め
込
ま

れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
つ
ま
ら
ぬ
別
に

な
る
の
は
必
定
。

(
中
山
千
立
・
タ
レ
ン
ト
)

(
7
・1
毎
日
)

主
婦
が
書
く
と
い
う
こ
と

短
m
M
小
説
を
ひ
た
す
ら
将
き
続
け

て
き
た
友
の
初
の
作
品
集
が
や
っ
と

山
米
上
が
っ
た
。
四
人
の
子
を
持
ち
、

こ
ま
切
れ
の
主

M
の
時
間
を
つ
づ
り

合
わ
せ
て
討
さ
税
け
た
彼
女
の
作
品

を
迎
し
て
、
小
説
と
い
う
成
椛
の
世

界
だ
か
ら
こ
そ
女
の
本
汗
に
向
き
あ

え
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
時
に
主

M

が
市
川
く
・
』
と
は
決
し
て
生
や
さ
し
い

も
の
で
な
い
こ
と
も
。

彼
火
の
問
人
の
子
は
、
川
町
で
あ
る

前
に
一
人
の
人
川
と
し
て
生
き
ょ
う

と
す
る
彼
女
を
泊
し
て
、
硫
か
な
例

性
を
附
開
立
し
て
い
っ
て
い
る
。

(
日
柄
ま
す
み
・
主
制
)

(
7
・6
中
日
)

主
婦
の
推
せ
ん
入
学
に
一
考

立
教
・
大
阪
外
大
に
次
ぎ
制
n
M
大

も
三

O
人
の
挑
せ
ん
入
学
を
認
め
る

と
い
う
が
、
私
の
よ
う
に
二

O
年
前

日
本
の
入
学
は
む
ず
か
し
い
。
在
米

五
年
間
に
二
つ
の
大
学
に
鰯
を
凶
い

た
が
、
こ
れ
は
大
学
で
特
に
便
宜
を

は
か
つ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。
大
学
で

mm川
ク
ラ
ス
を
設
け
、
本
業
し
た
人

は
無
条
件
に
入
れ
て
く
れ
る
と
よ
い
。

(
ワ
ッ
ト
仲
間
子
・
主

M
・
三
八
)

(
8
・6
朝
日
)

文
化
革
命
目
指
す
「
女
性
学
」
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女
性
学
は
爪
に
女
性
の
実
態
調
五

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
女
性

が
自
ら
の
乎
で
差
別
を
な
く
し
日
己

を
解
放
し
て
い
く
手
段
と
し
て
の
学

問
・
教
行
で
あ
り
、
女
性
に
よ
る
社

会
改
良
・
文
化
革
命
を
目
指
す
も
の

で
、
特
定
の
社
会
・
文
化
の
わ
く
を

位
え
比
校
的
悦
点
と
各
分
野
間
を
つ

な
ぐ
制
点
を
必
裂
と
す
る
新
し
い
方

法
を
川
い
る
切
合
が
多
い
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
た
て
方
も
各
大

学
に
よ
り
多
様
、
試
験
の
廃
止
や
自

己
表
現
を
中
心
と
し
た
リ
ポ
ー
ト
な

ど
、
教
え
る
側
と
学
ぷ
側
の
去
を
械

力
な
く
し
て
い
る
。

私
の
大
学
の
聡
鵡
生
は
ニ

O
O名

を
組
え
、
三
、
四

O
%が
見
性
。
職

口
は
一
週
三
時
間
、
受
講
の
た
め
の

休
暇
が
と
れ
、
受
講
は
勤
務
評
定
の

プ
ラ
ス
に
な
る
。

(水

m宗
子
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
・
助
教
授
)

(

8

・
日
朝
日
)



ズ
パ
リ
ロ
に
す
る
今
の
女
性

知
人
が
若
い
女
性
の
出
産
祝
に
か

け
つ
け
タ
バ
コ
を
吸
お
う
と
し
た
ら

「赤
ち
ゃ
ん
に
代
わ

っ
て
嫌
煙
権
を

行
使
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

目
下

か
ら
こ
ん
な
言
い
方
を
さ
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
ギ
ョ
ッ
と
し
た
が
、

心
中
い
ま
い
ま
し
く
思
わ
れ
な
が
ら

黙

っ
て
い
ら
れ
る
よ
り
も
ど
れ
ほ
ど

あ
と
味
が
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
思

い
返
し
て
ベ
ラ

ン
ダ
に
出
て
喫
煙
し

た
と
諮
っ

た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
も
の

を
言
ぃ
、
そ
れ
を
素
直
に
受
け
入
れ

る
女
た
ち
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

や
は
り
交
の
成
長
を
物
諮
っ
て
い
る

と
岡
山
う
。

(
8
-
M
信
毎

「女
の
机
b

女
性
学
は
問
題
意
識
を
明
確
に

男
性
に
対
し
て
女
性
が
不
当
に
差

別
さ
れ
て
き
た
の
で
生
ま
れ
て
き
た

友
性
学
。
先
般
の
国
際
女
性
学
会
で

は
主
婦
論
が
目
立
ち
、
哲
学
が
欠
け

え
一j
カ
一一
一
目
録
し
て
前
一民

安
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協
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い
た
。

問
題
意
識
を
も
っ
と
明
仲
間

に
持
つ
必
要
が
あ
る
。

(古
都
納
子

・
ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
州

立
大
助
教
俊
)

(

9

・
6
読
売
)

H

ミ
ズ
H

ア
メ
リ
カ
か
ら
米
る
手
紙
は
ミ
ズ

の
敬
称
に
変
わ
っ
た
。
間
秀
作
家
は

女
流
作
家
に
な
っ
た
が
、
今
後
何
と

変
わ
る
か
楽
し
み
だ
。

(日
間
多
忠
子

・
作
家
)

と rf喧

投与
思惑王
国早 "
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吊ハ R

~ '(: 

ミ
わ
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同
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i
司
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川
悦
刷
引

に
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L
U
同
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係

Zσ
ι

J

i
、
司
再
放
主
義

女
性
に
よ
る

E
P
R
R

L
i
t
y
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
へ

全
E
，

1
t

(9
・
日
中
日
)

再
就
職
の
た
め
の
女
子
大
を

出
産
や
育
児
で

一
時
休
暇
は
す
る

が
、
再
就
職
す
る
女
性
に
、
専
門
職

の
一向
教
育
を
継
続
的
に
行
う
大
学
を

切
望。
(小
林
朋
子
・
四
六
)
(
川
・
8
信
毎
)

-
ル
ニ
ア
六
叫
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相
談

〔
相
談
〕

自
立
す
る
女
に
都
が
福
祉
資
金

夫
に
死
な
れ
、
一
人
科
ら
し
。
仕

事
を
始
め
た
い
。
自
立
資
金
が
ほ
し

い

。

(

四

二

政

の

女

)

〔
答
〕
東
京
郁
で
は
月
収
一
七
万
三

千
円
以
下
で
都
に
六
か
月
以
上
肘
住

す
る
二
五
歳
以
上
の
姉
人
に
は
「
郡

婦
人
補
祉
資
金
」
が
年
利
三
%
で
貸

し
付
け
ら
れ
ま
す
。

一
一
一
柑
矧
あ
り
、
五
|
一

O
O万

円
ま
で
、
条
件
も
い
ろ
い
ろ
。
民
生

局
母
子
制
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

(
2
・6
読
売
)

再
矯
の
夫
も
酒
ぴ
た
り

し
ゅ
う
と
め
と
夫
の
浮
気
に
苛
労

し
つ
つ
二

O
年
耐
え
、
「
必
ず
幸
初

に
す
る
」
と
い
う
到
に
会
い
再
回
附
し

た
。
が
、
今
度
の
夫
も
泊
ぴ
た
り
。

入
絡
も
し
て
く
れ
な
い
。
白
い
て
き

た
子
供
た
ち
は
「
お
母
さ
ん
一
人
な

ら
し
あ
わ
せ
に
し
て
あ
げ
る
」
と
い

う
が
・
:
。
(
五
二
歳
の
女
)

〔
答
〕
女
と
い
え
ど
も
家
路
や
子
を

捨
て
て
新
し
い
生
活
を
巡
ぷ
自
由
の

あ
る
か
わ
り
、
た
と
え
地
獄
に
終
ち

る
ほ
ど
持
労
し
て
も
後
悔
し
な
い
と

い
う
立
任
の
盟
づ
け
を
必
寄
ら
れ
る
。

五
二
歳
の
若
さ
で
、
働
く
に
も
限
界

の
年
な
ど
と
言
わ
ず
、
も
っ
と
前
向

き
に
。
娘
さ
ん
の
も
と
へ
逃
げ
帰
る

な
ど
考
え
な
い
こ
と
。

(
湾
地
久
枝
)
(
2
-
m読
売
)

退
職
金
を
く
れ
な
い
会
社

二
六
年
勤
め
た
が
昨
秋
解
服
さ
れ
、

退
職
金
も
な
い
。
〈
六
二
歳
の
女
)

〔
答
〕
以
前
辺
服
し
た
人
の
退
職
金

を
羽
べ
、
支
払
わ
れ
て
い
れ
ば
そ
の

m
mに
よ
っ
て
、
退
職
金
を
算
出
し

て
会
社
に
前
求
す
る
こ
と
。
会
社
が

応
じ
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
に
退
職
金

約
求
の
訴
え
を
。

(
佐
々
木
秀
山
内
)
(
2
・
幻
朝
日
)
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再
熔
の
婆
に
前
か
ら
男

四
五
歳
の
妥
と
再
回
附
し
た
が
、
六

年
間
も
続
い
て
い
た
愛
人
が
い
た
:
、

(
四
四
歳
の
見
)

〔
答
〕
裂
の
不
良
に
よ
る
も
の
で
す

か
ら
、
隊
約
は
申
し
出
れ
ば
問
題
な

く
で
き
る
の
で
、
日
以
計
り
の
家
裁
で

相
談
を
。
(
小
山
い
と
子
)
(
2
・
幻
読
売
)

隊
婿
し
た
い
が
子
供
が
不
び
ん

職
を
転
々
、
金
も
使
い
込
む
夫
。

離
約
し
た
い
が
片
籾
に
し
て
は
か
わ

い

そ

う

。

(

ニ

九

歳

の

母

)



〔
答
〕
し
ば
ら
く
ご
主
人
を
た
て
る

家
庭
生
活
で
あ
る
よ
う
に
努
力
を
し

な
が
ら
、
事
態
を
見
定
め
て
下
さ
い
。

自
然
に
心
は
き
ま
る
と
思
い
ま
す
。

(
津
地
久
校
)
(
3
・4
読
売
)

向
性
の
女
の
子
に
あ
こ
が
れ

明
る
く
て
運
動
神
経
抜
群
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
が
好
き
。
で
も
「
好
き
で

す
」
と
言
え
ま
せ
ん
。
(
中
二
・
女
)

〔
答
〕
少
年
少
女
が
向
性
に
ほ
の
か

な
あ
こ
が
れ
を
持
つ
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
子
供
た
ち
が
盟
か

に
持
っ
て
い
る
未
来
へ
の
可
能
性
で

あ
り
、
あ
こ
が
れ
こ
そ
自
分
の
反
笥

進
歩
の
形
で
す
。

H

女
同
士
で
好
き

だ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
a

と
い
う

固
定
観
念
を
ま
ず
吹
き
飛
ば
し
索
直

に
申
し
入
れ
て
ご
ら
ん
。

(
鴨
居
羊
子
〉

(
3
・m毎
日
)

女
が
で
き
娘
の
夫
が
家
出

農
家
の
跡
と
り
に
嫁
ぎ
五
年
働
い

た
の
に
義
父
母
は
慰
謝
料
を
払
え
な

い
と
言
う
が
・
・
・
・
・
・
。

〔
答
〕
自
分
の
選
ん
だ
相
手
に
裏
切

ら
れ
た
娘
さ
ん
。
そ
ん
な
相
手
に
早

く
見
切
り
を
つ
け
て
、
自
立
さ
れ
る

方
途
を
探
し
て
。

(
般
治
千
鶴
子
)
(
3
・
日
伸
明
日
)

妻
あ
る
男
に
言
い
寄
ら
れ
た

私
は
二
五
歳
の
独
身
女
時
括
判

既
婚
の
中
年
男
性
に
言
い
寄
ら
れ
断

わ
り
ま
し
た
。
中
年
の
奥
さ
ん
方
ょ
、

あ
な
た
方
の
夫
は
性
生
活
に
不
尚
は

の
で
す
。
今
こ
そ
目
覚
め
る
と
き
で

す
。
セ
ク
シ
ー
に
ふ
る
ま
う
の
に
年

齢
制
限
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

〔
答
〕
彼
が
言
い
笥
っ
て
き
た
か
ら

と
、
な
ぜ
彼
の
奥
さ
ん
を
立
め
る
の

で
し
ょ
う
か
?
奥
さ
ん
の
ほ
う
も
、

も
う
夫
に
魅
力
を
感
じ
な
い
の
で
、

気
を
ひ
く
つ
も
り
が
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。
(
へ
レ
ン
・
ポ
ッ
テ
ル
)

(
4
・2
読
売
)

兄
が
妻
子
を
置
い
て
蒸
発

三
三
歳
、
二
子
を
持
つ
兄
が
浮
気

が
発
覚
し
て
蒸
発
、
サ
ラ
金
の
領
収

容
な
ど
出
て
心
附
加
し
て
い
ま
す
。
き

つ
い
兄
妹
と
の
牛
河
内
さ
ぞ
つ
ら
か
っ

た
ろ
う
と
同
情
は
し
ま
す
が
。

〔
答
〕
兄
嫁
の
た
め
に
兄
が
不
幸
と

あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
こ
と
が
事
態

を
飽
維
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
兄
嫁

さ
ん
と
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。
(
湾
地
久
枝
)
(
4
・
3
読↓
J3

ギ
ャ
ン
ブ
ル
狂
の
夫
に
苦
し
む

結
締
以
来
一
一
年
、
夫
の
ギ
ャ
ン

ブ
ル
狂
い
に
苦
し
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
二
児
を
近
辿
れ
に
毎
日
死
ぬ
こ

と
ば
か
り
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
答
〕
あ
な
た
の
苦
労
は
察
す
る
に

余
り
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
到
の
た

め
に
一
生
を
葬
る
な
ん
て
パ
カ
ら
し

い
、
子
供
を
道
巡
れ
に
な
ど
と
は
、

税
の
エ
ゴ
に
過
ぎ
な
い
。
鮮
祭
の
家

事
相
談
係
か
家
裁
の
家
事
相
談
係
に

相
談
な
さ
っ
て
み
た
ら
。

(
小
糸
の
ぷ
)
(
4
・5
読
売
)

い
び
り
出
さ
れ
て
隊
矯
し
た
が

姑
に
い
び
り
だ
さ
れ
強
制
離
熔
。

せ
め
て
ニ
児
の
う
ち
一
人
で
も
取
り

戻
せ
ぬ
も
の
か
。

〔
答
〕
離
婚
後
二
年
以
内
で
あ
れ
ば

財
産
分
与
の
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
慰
謝
料
請
求

の
調
停
を
家
裁
に
申
し
立
て
て
み
て

は
。
親
権
者
に
つ
い
て
は
印
を
押
し

て
半
年
で
は
無
理
か
も
知
れ
な
い
が
、

監
護
者
を
母
親
に
と
の
申
し
立
て
を

し
て
み
る
こ
と
。

(
鍛
冶
千
鶴
子
)
(
4
・7
読
売
)

公
務
員
採
用
民
験
に
差
別
?

大
学
の
就
職
指
導
で
人
事
院
の
人

に
公
務
員
試
験
の
話
を
聞
い
た
と
こ

ろ
「
実
際
は
女
子
に
は
あ
ま
り
来
て

頂
き
た
く
な
い
」
と
言
わ
れ
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
国
家
公
務
員
試
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験
ま
で
完
別
が
あ
る
の
で
す
か
。

(-K子
大
生
)

〔
答
〕
そ
の
話
の
テ
l
プ
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
大
卒
女
子
は
A
口
約
し
て
も

採
川
に
結
び
つ
か
な
い
」
「
論
文
は

女
子
が
A
最
し
な
い
よ
う
に
矧
附
し
て

い
る
。
論
文
は
思
加
が
必
.
誌
で
女
子

は
弱
い
」
と
あ
り
、
あ
な
た
が
怒
る

の
も
無

mは
な
い
。

当
の
講
師
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ

「
女
性
に
発
前
し
て
も
ら
い
た
く
て

言
っ
た
」
と
の
こ
と
だ
が
「
女
性
を

採
川
し
た
く
な
い
の
は
ど
こ
で
も
本

音
」
と
某
官
庁
本
郎
は
語
る
。
し
か

も
以
前
に
比
べ
試
験
は
む
ず
か
し
く

な
り
、
五
二
年
度
の
競
争
市
は
上
級

職
四
O
依
、
中
級
凹
問
的
に
対
し
女

子
は
双
方
六
二
倍
。

A
帰
し
で
も
河

本
・
.
大
-
M
T
m
M
子
・
大
本
女
子
の
聞
に

採
川
さ
れ
る
。
が
、
文
部
行
初
の
女

性
課
長
巡
山
敦
子
さ
ん
は
「
受
験
を

あ
き
ら
め
る
な
ら
紡
川
は
人
事
院
氏

の
見
方
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
」
と

符
告
し
て
い
る
。

(
神
田
俊
市
記
者
)
(
6
-
M読
売
)

宥
世
田
夫
・
保
健
夫
は
無
埋
か

行
泌
臓
や
保
健
叫
に
別
性
は
氾
山

で
き
ま
せ
ん
か
。

〔
符
〕
医
偵
チ
l
ム
は

W
川
分
化
の

傾
向
に
あ
り
、
男
性
が
特
性
を
発
仰

す
る
場
も
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

引
も
行
泌
士
・
帥
叩
宥
池
土
へ
の
泊
が

聞
か
れ
て
い
ま
す
が
、
五
一
年
米
の

就
業
者
四
二
万
人
中
山
は
じ
六

0
0

人
、
}
・
八
%
で
す
。
従
米
は
利
神

科
Mm日
以
が
主
で
し
た
が
、
近
年
で
は

手
術
室
・
人
工
透
析
室
・
救
山
部
門

等
で
前
側
、
今
後
も
逃
山
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
健
制
・
助
陀
制
は

現
在
は
女
性
の
み
で
す
が
、
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(m築
公
・
厚
生
行
ak山
川
川
行
純
諜

民
)

(

6

-

m

朝
日
)

C
M
の
女
性
像
に
感
り
心
頭

女
は
す
べ
て

M主
MM
と
き
め
つ

け
て
、
食
引
を
作
っ
た
り
シ
ャ
ツ
の

漂
白
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
女
を

附
い
て
い
な
い
テ
レ
ビ

C
Mを
は
る

と
、
悠
り
で
聞
の
小
が
燃
え
て
し
ま

い
そ
う
。

〔
符
〕
仰
い
の
山
中
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
黙
っ
て
な
い
で
事
あ
る
ご
と

に
あ
な
た
の
言
い
分
を
主
税
す
る
こ

と
が
世
の
巾
多
変
え
る
郊
一
歩
。
も
っ

と
良
い
方
法
は
、
女
性
を
見
下
す
よ

う
な
広
告
を
山
し
て
い
る
製
品
は
口

わ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
ボ
イ
コ
ッ
ト

迎
動
の
輸
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。

(
へ
レ
ン
・
ポ
ッ
テ
ル
)

(
8
・6
読
売
)

夜
の
生
活
が
で
き
な
い

八
か
月
の
子
を
持
つ
ニ
九
伐
。
や

さ
し
い
火
で
す
が
、
限
後
、
そ
ば
に

米
る
だ
け
で
ね
ハ
ダ
が
立
ち
ま
す
。

八
年
も
愛
し
あ
っ
た
引
の
記
憶
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。

〔
符
〕
任
脳
中
火
州
生
活
を
さ
ら
う

の
は
ま
ず
一
般
的
で
、
山
陀
後
も
そ

れ
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ

れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

が
川
叫
に
附
の
引
の
子
供
を
始
山
ぶ
し

た
邦
必
協
が
別
へ
の
附
し
み
と
倣
忠

に
な
勺
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
心
の

し
こ
り
を
ほ
ぐ
し
て
く
だ
さ
い
。

(
平
仲
介

AM総
)
(
8
-
m続
光
)
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父
子
家
庭
で
般
を
育
て
た
の
に

五
四
歳
、
二
年
前
提
が
・
客
乞
山
、

ニ
人
の
娘
を
行
て
で
き
ま
し
た
が
段

近
は
娘
た
ち
が
母
の
家
に
入
り
び
た

り
、
つ
ら
い
思
い
で
す
。

〔
答
〕
離
婚
し
た
妥
は
あ
な
た
に
は

他
人
で
も
お
子
さ
ん
た
ち
に
は
母
で

す
。
希
盟
ど
お
り
に
さ
せ
、
「
再
婚

し
た
ら
」
と
い
う
娘
さ
ん
の
窓
凡
を

思
想
に
と
ら
ず
考
え
て
は
。

(
小
糸
の
ぷ

)
(
8
・
ロ
説
先
)

ニ
七
の
娘
が
勝
手
に
婚
約

相
手
は
ス
タ
イ
ル
の
良
い
布
十
手
、

が
定
職
が
な
く
心
配
で
す
。

〔
答
〕
二
七
に
も
な
っ
た
娘
さ
ん
が

「
ど
う
し
て
も
」
と
思
い
こ
ん
で
い



る
の
で
す
か
ら
立
任
を
と
ら
せ
な
さ

い
。
失
敗
は
成
功
の
母
。

(
小
山
い
と
子
〉

(
8
-
m読
売
)

子
を
思
い
浮
気
婆
に
耐
え
る
か

四
一
歳
、
結
婚
一
二
年
の
児
、
市
北

の
浮
%
を
知
り
問
い
つ
め
る
と
「
子

供
を
殺
す
」
と
口
走
る
始
末
で
す
。

〔
答
〕
子
の
た
め
に
耐
え
る
と
い
う

考
え
方
は
い
つ
か
不
満
を
つ
の
ら
せ

ま
す
。
ま
た
浮
気
を
す
る
の
で
は
と

不
安
な
ら
別
れ
る
ほ
か
な
い
で
し
ょ

う
。
別
れ
な
い
の
な
ら
二
度
と
口
に

出
し
た
り
立
め
た
り
し
な
い
こ
と
。

〈
鍛
冶
千
鶴
子
〉

(
8
・m読
売
)

無
精
子
症
だ
っ
た
失

見
合
い
結
婚
三
年
目
の
妻
。
不
妊

の
原
因
が
夫
の
側
に
あ
る
と
判
明
し

て
か
ら
離
婚
を
考
え
て
い
ま
す
。
何

年
か
で
子
供
が
産
め
な
く
な
る
と
思

う
と
、
い
て
も
た
つ
で
も
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

〔
答
〕
か
り
に
再
婚
し
た
と
し
て
、

子
供
に
忠
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
子
供

の
い
る
家
路
が
あ
な
た
に
光
足
を
与

え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
。
夫
へ
の
愛

情
が
消
え
、
別
れ
て
や
り
直
す
男
気

が
あ
る
の
な
ら
、
子
供
の
打
線
と
は

切
り
雌
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

(
湾
地
久
校
)
(
8
-
m読
売
)

妻
子
の
虐
待
に
悩
む
七

O
歳

四
年
前
身
障
者
に
な
っ
て
以
米
栄

子
に
「
働
け
、
絞
る
の
は
許
せ
な
い
」

と
府
仙
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
一
制
祉

課
で
は
「
離
婚
せ
ず
老
人
ホ
l
ム
に

入
れ
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は

保
険
金
は
妥
の
も
の
、
と
思
う
と
死

に
き
れ
ま
せ
ん
。

〔
答
〕
人
間
は
自
分
の
こ
と
は
た
な

に
あ
げ
相
手
の
欠
点
を
あ
げ
?
り
う

も
の
。
ま
ず
、
あ
な
た
の
代
わ
り
に

働
い
て
い
る
奥
さ
ん
に
感
謝
し
て
接

し
て
み
た
ら
。
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら

福
祉
事
務
所
で
も
う
一
度
相
談
を
。

(
戸
川
エ
マ
)
(
8
・
幻
読
売
)

火
遊
び
が
夫
に
ば
れ
る

夫
三
六
、
小
学
生
の
二
児
が
い
る
。

・
米
は
尚
克
一
筋
、
小
さ
な
旅
館
を
資

政
何
億
の
多
角
経
営
に
し
た
が
、
ま

じ
め
一
方
の
彼
に
も
の
た
り
な
さ
を

感
じ
、
入
院
中
に
火
遊
び
、
発
覚
。

子
と
共
に
家
を
山
ょ
う
と
し
て
も
財

産
分
け
ど
こ
ろ
か
慰
謝
料
を
と
言
わ

れ

た

。

(

三

五

歳

・

主

制

)

〔
答
〕
快
楽
の
ツ
ケ
が
米
た
と
思
い

し
ば
ら
く
耐
え
て
み
て
、
そ
れ
で
も

だ
め
な
ら
自
活
で
き
る
よ
う
計
耐
を
。

(
戸
川
エ
マ
)
(
9
・4
読
売
)

家
を
出
て
独
立
し
た
い
が

母
と
末
郊
の
三
人
暮
ら
し
。
結
婚

半
年
で
失
敗
。
数
年
後
の
再
燃
話
も

式
数
日
前
に
一
方
的
に
解
消
さ
れ
、

父
が
不
治
の
病
で
勤
め
を
辞
め
て
家

事
を
引
き
受
け
る
。
父
な
き
後
、
母

に
た
よ
り
に
さ
れ
弟
妹
の
結
婚
の
世

話
を
や
き
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
き
た
。

独
り
立
ち
す
べ
き
と
思
い
な
が
ら
、

私
は
不
幸
な
日
出
の
下
に
・
・
・
と
不
安
に

な
る
(
四
O
成
の
女
)
。

〔
答
〕
臼
分
の
辺
命
は
臼
分
で
切
り

開
く
も
の
。
独
り
立
ち
に
賛
成
。
必

ず
あ
な
た
を
必
裂
と
す
る
人
が
現
れ

る
で
し
ょ
う
。

(
小
糸
の
ぷ

)(u
・7
読
売
)

実
家
に
帰
り
保
母
や
め
ぬ
嫁

昨布付
H
K
m
刀
と
紡
M

則
し
た
嫁
、
出
産

後
も
勤
め
、
姑
の
病
気
も
「
病
院
は

完
全
宥
談
、
勤
め
が
大
切
」
と
か
え

り
み
ず
、
孫
を
辿
れ
て
実
家
に
帰
っ

た
。
長
男
は
別
れ
る
気
が
な
い
が
。

(
悩
む
初
老
の
男
)

〔
答
〕
何
十
人
も
の
困
児
を
放
っ
て

お
く
わ
け
に
い
か
ず
、
や
む
を
得
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
実
子
で
さ

え
思
う
よ
う
に
な
ら
ぬ
時
代
、
ど
ち

ら
の
親
も
ウ
ロ
ウ
ロ
せ
ず
、
二
人
に

ま
か
せ
た
ら
。

(
時
旧
初
忠
)
(
ロ
・
幻
中
日
)
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人

〔
行
動
〕

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
社
長

円
向
的
尖
利
子
さ
ん
(
四
三
)
。
札

幌
や
東
京
で
モ
デ
ル
の
後
、
一
九
六

一
年
社
民
に
。
暗
む
は
さ
っ
ぽ
ろ
モ
ー

ド
挑
巡
委
此
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

海
外
で
も
沼
附
。

(
1
・
1
泊
新
)

女
エ
表
史
を
研
究

英
国
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
で
経

済
史
を
教
え
る
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・

E
・

ハ
ン
タ
ー
さ
ん
(
二
八
)
。
研
究
テ
ー

マ
は
近
代
日
本
の
女
性
史
。
来
日
し

て
多
く
の
人
に
会
っ
た
が
、
こ
の
分

野
の
研
究
者
が
少
な
く
て
困
っ
た
と

い
う
。
「
日
本
で
成
功
し
た
女
の
人

は
非
常
に
が
ん
ば
る
人
。
そ
う
い
う

人
で
な
い
と
成
功
で
き
な
い
」
「
日

本
の
夫
は
会
社
第
一
、
夜
巡
く
川
り
、

週
米
に
も
山
て
い
く
。
英
国
で
は
考

え
ら
れ
な
い
」
「
小
さ
い
時
か
ら
の

瑚
目
的
は
な
か
な
か
改
ま
ら
な
い
。
強

制
的
に
や
っ
て
も
ダ
メ
。
自
然
に
女

性
の
怠
織
を
変
え
な
く
て
は
」
。

(
l
・l
説
先
)

助
産
婦
一
人
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ヘ

帝
{
以
大
学
付
胤
病
院
の
陀
科
に
動

務
す
る
藤
以
尖
市
中
さ
ん
合
ニ

O
)
は、

今
月
末
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
向
か
う
。

日
系
の
人
々
、
と
り
わ
け
婦
人
た
ち

の
母
性
保
健
の
た
め
に
広
く
活
動
す

る
の
が
目
的
。

「
も
し
私
が
必
裂
と
さ
れ
て
い
る

な
ら
、
新
し
い
天
地
に
思
い
き
り
ぶ

つ
か
っ
て
自
身
を
試
し
て
み
た
い
」

と。

(
1
・6
読
売
)

世
界
を
舞
台
に
歌
-
つ
蝶

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
に
住
み
、
欧

米
で
歌
い
ま
く
る
仰
い
凶
作
的
プ
リ
マ
ド

ン
ナ
、
東
敦
子
さ
ん
。
当
た
り
役
は

「
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
」
。
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M
M
み
は
日
本
に
歌
劇
場
が
な
い
こ

と。

(
1
・6
読
売
)

W

小
さ
な
喜
び
“
を
売
る

ア
ト
リ
エ
閃
花
開
制
。
実
は
、
主
制

一
人
だ
け
の
工
切
で
あ
る
。
東
山
千

忠
さ
ん
(
三

O
)。
こ
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
の
つ
い
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
一

か
月
五
、
六

O
倒
も
売
れ
る
。
「
こ

れ
も
一
つ
の
社
会
的
評
価
か
し
ら
」

と
思
う
と
、
自
び
が
こ
み
あ
げ
る
。

新
し
い
生
き
方
を
求
め
る
女
性
が
着

実
に
別
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
l
・7
読
売
)



仮
定
の
人
生
な
ん
て
な
い

歌
手
、
雪
村
い
づ
み
さ
ん
。
「
毎

日
が
曲
が
り
角
だ
っ
た
と
も
い
え
る

し
、
そ
ん
な
も
の
な
か
っ
た
よ
う
な

気
も
す
る
。
私
と
し
て
は
一
本
道
を

生
き
て
き
た
つ
も
り
。
そ
し
て
、
す

べ
て
は
す
ば
ら
し
い
体
験
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
、
い
ま
聞
い
て

い
る
と
思
う
。
く
る
仕
事
、
く
る
仕

事
を
一
生
懸
命
ト
ン
ト
ン
や
る
。
い

い
歌
を
み
つ
け
た
い
と
は
思
う
け
ど
、

野
心
な
ん
て
な
い
し
、
毎
日
を
大
切

に
し
た
い
だ
け
。
あ
し
た
が
最
後
だ
と

し
て
も
悔
い
は
な
い
わ
。
い
ま
の
恋

も
、
ま
だ
さ
め
そ
う
も
な
い
わ
ね
・
:
」

(
1
・7
読
売
)

源
氏
物
踏
の
女
を
講
義
す
る

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
男
以
上

に
多
忙
な
肩
書
を
持
っ
て
い
た
が
全

部
や
め
て
今
は
「
源
氏
物
語
」
の
講

義
だ
け
の
村
山
リ
ウ
さ
ん
(
七
四
)
。

「
紫
式
部
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い

間
服
組
織
が
女
に
あ
っ
た
ら
日
本
は

す
ご
く
良
く
な
っ
て
い
た
ろ
う
に
。

途
中
で
合
迎
性
捨
て
た
で
し
ょ
う
、

封
建
制
で
。
女
を
低
く
見
る
社
会
の

た

め

に

」

〈

1
・

m読
売
)

放
浪
の
女
流
画
家

有
n
M
生
川
内
に
師
事
、
二
科
に
述
統

七
回
入
巡
の
才
能
を
み
せ
な
が
ら
、

二
度
の
離
婚
の
あ
と
全
国
を
放
浪
、

日
雇
い
や
似
顔
絵
か
き
を
し
な
が
ら

例
旬
互
卒
、
老
人
ホ
l
ム
で
ひ
っ

そ
り
七
七
歳
の
生
花
を
終
え
た
中
尾

一
枝
さ
ん
。
治
作
を
知
人
が
出
版
、

即
売
会
も
聞
く
。

(
-
-
U朝
日
〉

馬
に
魅
せ
ら
れ
力
メ
ラ
人
生

パ
リ
・
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
の
個
以

で
好
評
を
博
し
た
今
井
滋
忠
さ
ん

(
四
六
)
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
順
風
満
帆
の
生
活
、
タ
イ

ム
ラ
イ
フ
の
「
世
界
の
写
民
家
ニ

O

人
」
に
も
巡
ば
れ
た
が
「
不
完
全
燃

焼
感
」
に
悩
む
。
も
っ
と
美
し
く
、

も
っ
と
力
強
い
も
の
が
ほ
し
い
と

「
応
」
に
転
身
。
父
が
閉
山
し
た
家
を

光
り
、
北
海
刷
出
や
岩
子
の
約
場
を
転
々
。

郎
会
の
女
は

n
筋
肉
労
働
者
M

に
た

く
ま
し
く
変
身
し
た
。

(--m読
売
)

安
楽
死
で
な
く

n
平
眠
u

を

不
治
と
さ
れ
る
難
病
に
お
か
さ
れ
、

不
自
然
な
延
命
を
犯
み
続
け
た
母
親

の
闘
病
か
ら
死
に
至
る
記
録
を
フ
リ

ー
-
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
息
子
が
克
明

に
3
き
上
げ
、
近
く
出
版
す
る
。

昨
年
三
月
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

の
た
め
七
九
歳
で
な
く
な
っ
た
鈴
木

高
久
世
さ
ん
は
日
本
安
楽
死
協
会
の

第
一
号
会
品
。
両
手
が
完
全
に
き
か

な
く
な
る
ま
で
箔
談
で

n
平
眠
u

を

め
ん
め
ん
と
訴
え
た
。
「
死
ぬ
時
は

安
ら
か
に
。
な
ぜ
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
て

お
止
め
な
さ
る
の
で
す
か
」
「
安
楽

死
と
い
う
一
百
采
で
な
く
平
眠
と
し
た

い
。
殺
す
と
思
は
な
い
で
楽
に
眠
ら

せ
る
と
お
思
ひ
下
さ
い
」

が
、
担
当
医
は
「
重
症
忠
者
は
苦

し
い
時
、
だ
れ
で
も
そ
う
い
う
こ
と

を
言
う
」
と
相
手
に
し
な
い
。
「
ク

ル
シ
イ
コ
ン
ヤ
ラ
ク
ニ
サ
セ
テ
ク

ダ
サ
イ
」
と
五
十
音
去
で
示
し
た
翌

日
、
点
滴
中
に
静
か
に
逝
っ
た
。

「
命
を
縮
め
る
よ
う
な
こ
と
は
一

切
し
な
か
っ
た
」
と
型
雇
は
一
一
言
一
口
う
。

息
子
の
千
秋
さ
ん
は
母
親
の
死
は
本

人
の
希
望
ど
お
り
H

平
ら
な
眠
り
“

の
ま
ま
の
往
生
だ
っ
た
と
感
謝
し
て

い

る

。

〈

l
・
日
朝
日
〉

劣
等
感
捨
て
居
直
り
人
生

「
負
け
犬
の
ま
ま
で
終
わ
り
た
く

な
い
、
生
き
て
い
る
あ
か
し
が
ほ
し

い
|
そ
れ
が
文
学
の
道
に
入
っ
た
動

機
で
す
」
と
い
う
荻
原
菜
子
さ
ん

(
五
七
三
祖
母
の
支
配
す
る
暗
い
家

路
で
育
て
ら
れ
、
母
の
浮
気
に
苦
し

み
、
長
じ
て
は
暴
力
本
主
に
悩
む
。

離
婚
し
て
初
め
て
手
足
を
伸
ば
し
大

き
く
呼
吸
す
る
自
由
を
味
わ
っ
た
。
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そ
の
頃
、
持
く
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
、

口
を
の
た
。
文
学
の
氾
も
地
獄
だ
勺

た
が
文
学
を
始
め
て
か
ら
劣
匂
感
か

ら
銭
け
山
せ
た
。

劣
等
感
は
自
分
を
ダ
メ
に
す
る
だ

け
。
「
品
川
に
も
人
怖
が
あ
る
」
が
今

の
モ
ッ
ト
ー
。
「
珂
気
を
山
し
て
自

分
の
人
生
に
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
」

(
1
・M
読
売
)

古
裂
絵

国
立
市
の
主
州
、
郡
司
つ
な
さ
ん

(
六
六
)
は
、
一
五
年
間
作
り
た
め

た
「
古
裂
絵
(
こ
ぎ
れ
え
)
」
殴
を

閃
い
た
。
す
り
切
れ
た
邸
.
ぶ
と
ん
が

わ
を
切
り
抜
い
て
、
イ
カ
を
揃
い
た

り
、
白
っ
ぽ
い
羽
織
の
現
地
で
、
ヒ

ナ
ゲ
シ
を
咲
か
せ
た
り
。

〈

l

・M
朝
日
)

婦
人
白
書
を
作
っ
た
三
一
歳

第
一
回
師
人
白
叫
を
作
成
し
た
総

班
府
の
坂
東
呉
卵
子
さ
ん
。
「
特
に

娘
さ
ん
を
持
つ
お
父
さ
ん
方
に
州
人

の
現
状
を

mmし
て
ほ
し
い
」
と
。

六
か
川
の
労
作
だ
が
、
も
う
次
の

'
日
行
へ
の
怠
欲
を
。
戦
後
っ
子
役
川

と
は
総
開
府
も
な
か
な
か
オ
ッ
。

(
1
・mm
例
日
)

実
力
社
会
の
や
ま
と
な
で
し
こ

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

1
で
四
八
年
の
歴

史
を
持
ち
な
が
ら
つ
ぶ
れ
か
か
っ
て

い
た
ビ
ー
コ
ン
劇
切
の
経
営
に
乗
り

出
し
た
ヒ
リ
ヤ
l
和
子
さ
ん
さ
一
八
%

昨
立
の
欣
舛
伎
公
凶
は
昨
.
限
二
時
間

死
に
物
狂
い
で
マ
ス
コ
ミ
に
売
り
込

み
、
大
入
り
に
し
た
。
悶
仰
の
し
に

せ
に
生
ま
れ
た
が
「
何
か
や
り
た
く

て
」
ア
メ
リ
カ
へ
。
ジ
ュ
リ
ア
l
ド

の
制
投
メ
ン
バ
ー
、
ヒ
リ
ヤ
!
教
授

と
紋
Mm
。

「
英
訟
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
児
女
対
等

で
話
せ
る
か
ら
い
い
わ
。
日
本
一
訟
は

女
と
し
て
一
歩
必
い
た
訂
策
を
使
わ

な
い
と
い
け
な
い
の
で
や
り
に
く
い
」

(--m説
先
)

夫
婦
で
パ
レ

l
の
審
判
員

新
日
仙
の
守
川
本
川
さ
ん
、
ト
ミ
エ

さ
ん
(
と
も
に
内

O
)
は
二
人
と
も

パ
レ
l
の
得
判
以
。
一
緒
に
訴
判
台

に
立
つ
こ
と
も
多
く
、
ぴ
っ
た
り
息

の
合
っ
た
訴
判
ぶ
り
が
好
評
。

(
1
・ω道
新
)

ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
生
活
を

「
前
炎
は
臼
分
が
む
き
出
し
に
な

る
の
で
常
に
う
そ
の
な
い
生
活
で
な

い
と
ダ
メ
」
と
、
バ
イ
オ
リ
ン
一
筋

の
辻
久
子
さ
ん
(
五
一
)
。
「
何
か
一

つ
の
こ
と
に
打
ち
込
む
の
は
大
切
。

バ
イ
オ
リ
ン
か
恋
か
、
悦
ん
で
バ
イ

オ
リ
ン
を
拾
て
る
人
も
い
る
が
そ
れ

で
い
い
。
口
剣
に
恋
を
し
た
人
は
必

ず
ま
た
バ
イ
オ
リ
ン
に
民
る
、
中
途

半
制
な
恋
は
ダ
メ
」

(
1
・
幻
読
売
)

総
評
書
配
労
初
の
女
性
委
員
長

奥
n
M
加
奈
子
さ
ん
は
引
の
子
三
人

の
月
初
。
「
利
A
H
内
記
は
幹
郎
の
出

方
役
で

ωい
市
北
切
で
す
が
、
な
っ
た

以
上
は
辺
び
な
ど
を
迎
じ
仲
川
の
辿

仰
を
強
め
た
い
」
。

(
1
・

m朝
日
)
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危
険
地
帯
を
O
L
一
人
旅

「
ア
ジ
ア
の
現
実
を
こ
の
日
で
見

た
い
」
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
二
週
間
の
立

之
旅
行
を
し
た
池
山
幸
忠
さ
ん
(
二

七
)
。
解
放
戦
線
の
指
場
者
、
悲
惨

な
日
系
人
、
厳
し
さ
に
耐
え
る
民
衆

を
目
前
に
感
慨
無
位
。

(
l
・
川
公
附

8

国
連
総
会
で
活
斑

同
辿
総
会
に
政
府
代
表
代
問
と
し

て
、
昨
年
、
一
昨
年
と
出
府
し
た
佐

藤
欣
子
さ
ん
(
四
一
ニ
)
。

「
同
際
社
会
で
は
し
ゃ
ぺ
ら
な
い

人
は
パ
ヵ
、
動
い
て
日
己
主
桜
し
な

い
と
決
し
て
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
、

日
本
の
却
設
の
美
徳
は
邪
瓜
」
。

検
明
、
法
務
総
A
H
研
申
請
的
研
究
百

〈

-
-
M説
先
)



干
夏
ち
ゃ
ん
離
婚

才
女
の
離
婚
プ
l
ム
だ
が
、
タ
レ

ン
ト
で
革
新
自
由
辿
合
の
白
山
千
五

さ
ん
(
二
九
)
が
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
佐
藤
光
彦
さ
ん
さ
一
六
)
と
離

婿。

(
1
・
m毎
日
)

日
米
の
か
け
は
し

英
会
話
、
経
営
学
セ
ミ
ナ
ー
の

P

R
で
米
目
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
日
本
語
講
座
主
任
教
授
の
道
井
孝

子
さ
ん
(
四

O
)。
「
英
認
を
流
ち
ょ

う
に
話
す
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

で
も
ア
メ
リ
カ
人
の
気
持
ち
を
理
解

し
て
い
る
か
ど
う
か
:
:
:
」
。

(
-
-
M読
売
)

幼
児
ニ
人
を
連
れ
北
極
移
住

「
エ
ス
キ
モ
ー
の
村
に
行
く
ぞ
」

と
夫
。
「
ア
ラ
留
守
番
は
い
や
よ
」

と
委
の
街
道
雅
美
さ
ん
。
夫
妻
共
に

二
九
歳
。
三
歳
、
二
歳
を
連
れ
て
近

く
出
発
す
る
。
「
昔
な
が
ら
の
エ
ス

キ
モ
ー
の

η児
や
手
仕
事
を
よ
く
凡

て
き
た
い
」
。

(
1
・

m読
売
)

豆
腐
王
国
の
快
腕
お
ぱ
は
ん

大
阪
の
木
村
悦
子
さ
ん
(
五
一
)

は
、
無
凶
一
旦
腐
の
製
造
に
成
功
、

「
こ
わ
い
ほ
ど
も
う
け
さ
せ
て
も
ろ

う
て
」
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
大

μμ凶
を
。

原
料
の
大
立
を
ア
メ
リ
カ
に
馴
ら
ず
、

年
間
一
六

0
0ト
ン
を
自
前
で
ま
か

な
っ
て
い
る
。

「
お
し
ゃ
れ
だ
、
海
外
旅
行
だ
と

浮
か
れ
る
O
L
た
ち
が
母
に
な
っ
た

と
き
は
国
が
亡
び
る
」
が
持
論
。

(
1
・
幻
読
売
)

富
山
の
女
売
薬
さ
ん

行
李
聞
い
て
人
的
も
売
る
早
附
セ

ツ
さ
ん
(
五
九
)
。
売
楽
さ
ん
だ
っ

た
夫
戦
死
の
あ
と
を
継
い
で
三

O
年、

三
人
の
子
を
実
家
に
預
け
て
の
長
旅

は
?
り
か
っ
た
。
が
「
信
用
第
一
、

楽
光
る
よ
り
人
を
先
れ
」
と
、
黙
々

と
歩
き
続
け
た
。
H

強
い
日
山
女
H

。

(--m読
売
)

時
代
詠
み
つ
つ
半
世
紀

象
徴
派
政
人
の
斎
藤
史
さ
ん
(
六

九
)
は
、
『
斎
藤
山
人
全
歌
集
(
昭
和

三
年
i
五
一
年
)
』
を
ま
と
め
た
。

「
世
波
り
上
手
に
生
き
る
な
ら
ば
削
っ

た
で
あ
ろ
う
戦
争
時
の
欲
も
、
あ
え

て
そ
の
ま
ま
入
れ
た
」
。(--m朝
日
)

被
爆
者
代
表
と
し
て
N
G
O
ヘ

渡
辺
千
山
子
さ
ん
(
四
九
三
一

六
歳
の
と
き
、
長
崎
市
で
被
爆
、
半

身
付
随
に
。
二
月
二
七
日
か
ら
四
日

間
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
欧
州
国
辿
本
部

で
聞
く
同
際
非
政
府
組
織

(
N
G
O
)

奴
縮
問
際
会
議
に
、
日
本
代
表
団
の

一
員
と
し
て
単
い
す
で
参
加
。
そ
の

後
、
二
週
間
の
原
水
爆
禁
止
遊
説
巡

動
に
加
わ
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
。

「
大
任
で
し
ょ
。
お
話
を
う
か
が
っ

て
か
ら
だ
が
毘
え
て
;
・
。
で
も
日
が

た
つ
に
つ
れ
て
自
信
が
わ
い
て
き
た
。

年
々
行
動
範
囲
を
広
げ
て
る
ん
で
す
」

「
軍
縮
の
陣
容
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
総
関
心
、
無
理
解
。
原
爆
っ
て

キ
ノ
コ
富
の
写
真
じ
ゃ
な
い
。
三
二

年
間
も
、
私
た
ち
の
心
と
か
ら
だ
に

死
の
彩
を
沼
と
し
続
け
て
き
た
ん
で

す」。

(
2
・
5
朝
日
〉

「
歌
の
市
民
広
場
」
を
開
く

毎
月
第
一
日
曜
「
音
楽
で
人
と
人

と
の
出
会
い
を
」
求
め
て
東
京
・
国

立
市
で
歌
好
き
四
、
五
十
人
と
広
場

を
聞
い
て
い
る
横
井
久
美
子
さ
ん

(一-一一ニ)。

十
年
前
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が

歌
手
の
ス
タ
ー
ト
。
「
反
戦
歌
手
・

主
婦
歌
手
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
い
い
。
五
十
代
に
な
っ
た
こ
ろ
、

H

い
い
歌
手
だ
u

と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
。
人
気
よ
り
歌
と
家
庭

が
大
事
」
。

(
2
・
8
読
売
)
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タ
ウ
ン
誌
廃
刊
、
売
掛
金
残
し

タ
ウ
ン
誌
の
草
分
け
『
シ
プ
ヤ
マ
ッ

プ
』
を
四
四
年
五
月
以
米
た
っ
た
一

人
で
編
集
・
発
行
を
続
け
て
来
た
鈴

木
瀬
伶
子
さ
ん
(
四
一
)
。
三
月
一

日
の
四
五
号
で
廃
刊
す
る
。

「
九
年
間
や
っ
て
ネ
タ
切
れ
に
な
っ

た
こ
と
、
料
金
の
回
収
串
が
低
く
採

"
が
A
H
わ
な
い
こ
と
が
開
悶
」
。
一

郎
五
O
円
、
発
行
郎
数
は
一
万
部
だ

が
、
料
金
回
収
の
無
人
ス
タ
ン
ド
ご

と
盗
ま
れ
た
こ
と
も
三
目
。
(
2
・8
説
先
)

女
性
パ
ン
ト
マ
イ
マ
l

『
イ
カ
ロ
ス
の
飛
刈
と
険
常
的
』
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
イ
ト
ウ
・
タ
l
リ
さ

ん
つ
ヱ
ハ
)
。
女
性
で
一
時
間
半
の

艮
丁
場
は
ヨ
ネ
ヤ
マ
マ
マ
コ
以
米
。

平
而
的
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

に
あ
き
た
ら
ず
、
肉
体
に
よ
る
造
形

に
転
身
。
「
現
代
文
明
批
判
を
し
た

い
」
。
気
球
殴
所
属
。

(
2
・
9
読
売
)

「
お
か
み
」
と
「
わ
が
町
」

『
大
正
・
渋
谷
泊
玄
以
』
を
本
に

し
た
脈
問
伐
仙
い
さ
ん
(
六
六
)
は
お

好
み
焼
き
回
一
六
年
の
「
お
か
み
」
。

抜
群
の
記
憶
力
で
大
正
時
代
の
迫
玄

奴
を
え
が
き
だ
し
た
。
(
2
・9
読
売
)

生
き
た
戦
後
交
際
史

新
宿
の
飲
み
屋
「
あ
づ
ま
」
の
お

か
み
、
平
米
子
さ
ん
(
五
八
)
が

二
五
周
年
記
念
文
集
『
新
約
・
あ
づ

ま
』
を
山
し
た
。
カ
ス
ト
リ
の
一
杯

飲
み
毘
か
ら
今
日
ま
で
が
淡
々
と
し

た
名
文
で
。
金
述
沼
氏
ら
、
作
家
・

学
者
た
ち
五
O
人
以
上
の
常
巡
が
心

か
ら
祝
制
。

(
2
・
9
説
先
)

「
秩
父
事
件
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
映
固
に

浅
見
失
利
子
さ
ん
合
ニ
二
)
は
秩

父
市
民
協
の
職
U
。
八
ミ
り
カ
メ
ラ

で
秩
父
の
然
り
な
ど
倣
っ
て
い
た
と

こ
ろ
『
秩
父
附
民
党
阿
川
品
開
』
を
件
い

た
介
山
係
六
氏
に
秩
父
引
件
の
映
同

化
を
納
め
ら
れ
、
間
以
の
闘
志
に
共

鳴
し
て
制
作
会
開
始
。
シ
ナ
リ
オ
、

撮
影
、
録
音
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
べ

て
一
人
で
や
り
過
し
、
二
年
か
け
て

第
一
部
「
事
件
の
足
跡
」
、
第
二
郎

「
風
土
と
治
産
」
合
計
一
時
間
一

O

分
の
作
品
に
ま
と
め
た
。(
2
-
m朝
日
)

わ
が
ま
ま
で
ト
ク
し
た
女
傑
作
家

劇
作
去
、
問
中
段
、
ば
さ
ん
(
六
与
。

紡
Mmの
条
件
は
「
お
金
に
囚
ら
な

い
こ
と
」
「
自
分
の
思
う
と
お
り
に

な
る
見
性
」
で
、
男
に
自
分
を
合
わ

せ
る
こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。
初
め
て
夫
か
ら
「
お
い
」
と
呼

ば
れ
て
憤
然
、
「
お
い
」
っ
て
言
っ

た
ら
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
た
。
こ
ん
な
回

尽
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
自
殺
を
考

え
た
ほ
ど
。

し
か
し
夫
は
仕
事
で
は
顕
が
上
が

ら
な
い
先
政
だ
し
、
家
事
が
大
好
き

で
、
お
サ
ラ
も
洗
う
し
、
整
理
整
頓

も
う
ま
い
。

A
1
は
守
口
う
こ
と
な
し
。

(
2
-
U読
売
)
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出
雲
の
奥
で
ソ
パ
粉
を
ひ
く

「
機
械
で
ひ
い
た
ソ
パ
粉
は
パ
ラ

リ
ッ
と
し
て
ア
ド
(
し
ま
り
)
が
な

い
。
ソ
パ
粉
は
風
味
で
す
け
ん
、
粉

に
熱
出
た
ら
香
り
焼
け
て
し
ま
い
ま

す
け
ん
」
と
、
今
も
水
車
で
H

山
富

そ
ば
H

の
伝
統
を
守
る
浜
田
し
げ
子

さ
ん
(
六
六
)
。

(
2
-
U読
売
)

目
黒
子
供
劇
渇
の
委
員
長

訂
以
和
子
さ
ん
(
四
四
)
。
年
に

四
問
子
供
に
本
物
の
芸
術
を
見
せ
る

ほ
か
、
六
八
か
所
の
サ
ー
ク
ル
で
親

子
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ー
ラ
ス
も
。
会
H
H

は
今
九
O
O人。

「
舞
台
の
上
で
汗
を
流
し
て
演
じ

て
る
人
を
見
る
と
テ
レ
ビ
に
な
い
感

動
が
あ
る
」
。

(
2
・
M
読
光
)



『
あ
だ
花
随
筆
』
を
続
け
る

大
宅
日
日
さ
ん
(
七
一
)
。

「
明
治
女
の
心
意
気
を
残
そ
う
と

始
め
た
同
人
誌
だ
が
、
あ
だ
花
に
い

つ
し
か
突
が
結
び
一
ニ
O
人
の
会
員

に
な
っ
た
」

「
一
人
住
ま
い
の
方
に
は
よ
く
屯

話
し
て
励
ま
し
て
あ
げ
る
の
」
。

(
2
・η
読
売
)

情
物
人
聞
か
ら
脱
皮

交
通
事
故
に
よ
る
組
物
状
態
か
ら

再
起
、
陸
上
競
技
を
再
開
し
た
=
ハ

歳
の
少
女
〈
米
凶
・
カ
シ
l
・
ミ
ラ
ー

さ
ん
)
に
「
勇
気
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
日
」

が
附
ら
れ
た
。

(
2
-
m毎
日
)

ヨ
コ
ハ
マ
の
女
船
長
さ
ん

八
二
ヱ
ハ
ト
ン
、
定
員
一
二
人
な

が
ら
〈
さ
く
ら
丸
〉
の
れ
っ
き
と
し

た
骨
誌
、
白
稿
ヤ
エ
子
さ
ん
〈
四
六
〉
。

九
年
前
か
ら
夫
の
助
手
、
七
年
前
、

夫
が
死
ん
で
か
ら
は
自
ら
か
じ
を
。

「
く
っ
た
く
が
は
く
て
明
る
い
人
」

と
人
気
者
。

(
2
・
お
読
売
)

国
連
婦
人
部
長
に
日
本
女
性

「
婦
人
の
地
位
向
上
部
長
」
に
総

理
府
副
人
問
題
担
当
室
長
の
久
保
田

良
凶
さ
ん
(
五
三
)
が
就
任
。
「
ア

ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
と
い
う
日
本
の

立
場
を
生
か
し
て
、
国
辿
が
力
を
入

れ
て
い
る
開
発
途
上
国
の
制
人
問
題

も
市
相
似
し
た
い
」
と
な
欲
も
十
分
。

(
3
・1
羽
田
/
3
・3
読
売
)

赤
松
さ
ん
が
婦
人
問
題
室
長
に

久
保
田
さ
ん
の
後
任
と
し
て
総
理

府
婦
人
問
題
担
当
室
長
に
就
任
し
た

赤
松
良
子
さ
ん
は
「
各
省
庁
の
責
任

者
に
、
女
性
の
登
用
を
ど
ん
ど
ん
お

願
い
し
た
い
」
。

(
3
・
3
読
売
)

*
 

昭
和
二
八
年
、
女
で
二
人
だ
け
国

家
公
務
員
上
級
職
試
験
に
合
格
、
労

働
省
入
り
し
た
亦
総
良
子
さ
ん
。

「
日
本
の
女
は
お
と
な
し
い
。
ワ
イ

ワ
イ
さ
わ
が
な
け
れ
ば
」
|
|
二
年

後
の
世
界
姉
人
会
議
に
日
本
の
婦
人

問
題
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

(
4
・M
朝
日
)

野
球
お
ば
さ
ん

野
球
を
通
じ
て
礼
儀
、
相
就
仙
仰
の
指

導
に
ハ
ッ
ス
ル
す
る
松
村
ア
イ
子
さ

ん
(
四
七
)
。
東
京
・
潟
村
山
市
で

少
年
野
球
「
束
荻
山
タ
イ
ガ
l
ス」

を
五
一
年
か
ら
結
成
。
チ
ー
ム
機
関

誌
『
フ
T

イ
ト
』
も
発
行
。

〈

3

・2
朝
日
)

日
本
を
憂
う
バ
イ
オ
リ
-
一
ス
ト

国
際
的
活
動
を
続
け
る
前
橋
汀
子

さ
ん
(
三
四
)
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
活

動
の
主
舞
台
な
の
で
、
ス
イ
ス
の
ア

パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
。
年
に
一
度

里
帰
り
す
る
が
、
「
電
車
の
中
で
子

供
が
暴
れ
て
も
お
母
さ
ん
は
知
ら
ん

珂
経
済
大
国
日
本
の
将
米
が
心
配
」
。

(
3
・3
読
売
)

「
安
来
節
」
歌
っ
て
五
O
余
年

稲
葉
包
子
さ
ん
(
六
七
)
。
五
歳

で
上
京
。
浅
草
・
木
馬
館
で
「
安
米

節
」
を
歌
い
続
け
る
座
長
格
。
「
ほ

か
に
魁
味
も
な
い
し
、
主
人
も
一

O

年
前
か
ら
い
な
い
し
気
楽
な
も
の
ね
。

死
ぬ
ま
で
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」

と
本
人
。
三
九
年
、
芸
術
祭
奨
励
賞

を
受
賞
。

(
3
・
5
朝
日
)

周
思
来
夫
人

部
穎
超
さ
ん
(
七
六
三
七
六
年

に
全
人
代
常
務
委
副
委
司E
吉

野

埼

江
育
夫
人
ら
に
比
べ
て
華
や
か
で
は

な
い
が
、
民
衆
の
信
頼
は
向
く
、
長

年
、
夫
を
陰
で
支
え
て
米
た
。

四
九
年
以
来
、
全
国
婦
女
迎
合
会

副
主
席
。
第
八
期
党
大
会
で
た
だ
二

人
の
女
性
中
央
委
員
に
巡
ば
れ
て
以

来
連
続
四
期
当
選
。
対
外
活
動
に
力
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を
入
れ
て
い
る
。

(
3
・6
例
日
)

一ュ

l
ギ
ニ
ア
は
私
の
故
郷

七一二~年ヰか.らり

パ
プ
ア
.
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
を
倣
り
続

け
る
大
石
芳
野
さ
ん
。
五
月
に
は
ま

た
出
か
け
る
。

(
3
・
6
何
日
)

新
し
い
女
の
生
き
方
を
求
め
て

学
瑚
日
院
女
学
部
を
山
て
刷
H
U
卸
会
社

の
文
的
以
夫
人
、
何
不
日
山
な
い
ね

ら
し
に
あ
き
た
ら
ず
三
五
歳
で
新
劇

入
り
。
以
米
H

女
の
一
生
u

を
舞
台

に
、
「
新
制
の
川
町
」
と
な
っ
た
東
山

千
栄
子
さ
ん
(
八
九
三(
3
・7
説
先
)

中
国
で
、
最
も
忙
し
く
な
る
人

中
国
の
対
外
経
済
の
窓
、
則
行
相

兼
対
外
経
済
述
給
制
の
隙
泌
市
さ
ん
。

一
三
人
の
別
首
相
の
な
か
の
紅
て
勾

経
験
と
災
力
は
誰
し
も
評
価
す
る
と

こ
ろ
で
今
回
の
昇
進
は
大
方
の
予
想

ど
お
り
。
先
進
川
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
碍
人
な
ど
で
、
町
一
川

肢
も
忙
し
く
な
る
人
だ
。(
3
・8
朝
日
)

マ
マ
さ
ん
大
学
生
卒
業

二
O
代
の
学
生
に
ま
じ
っ
て
平
間

美
江
さ
ん
(
四
三
)
と
和
川
沙
代
子

さ
ん
(
四

O
)
が
長
野
経
済
短
大
経

託
子
郎
二
郎
(
夜
間
)
の
二
年
間
を

終
え
、
ホ
業
。

(
3
・
9
日
幻
)

マ
ッ
タ
l
ホ
ル
ン
北
墜
に
成
功

条
件
の
一
需
般
し
い
冬
季
に
笠
は

ん
に
成
功
し
た
東
総
山
市
の
問
秋
子

さ
ん
(
二
八
%
夫
(
三
二
)
と
共

に
。
女
性
の
久
、
ゑ
中
段
取
は
初
め
て
。

(3-m毎
日
/
ロ

-m説
先
)

豪
の
日
本
人
学
校
長
に

海
外
に
花
関
す
る
日
本
人
の
子
供

を
教
育
す
る
日
本
人
学
校
初
の
女
性

校
長
と
し
て
赴
任
す
る
阿
比
伺
初
代

さ
ん
(
江
一
一
)
は
羽
花
米
以
足
立
区

立
中
日
以
小
学
校
の
校
以
。
現
職
の

女
性
校
以
が
派
治
さ
れ
る
の
も
全
凶

で
初
め
て
。

赴
任
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
四
郎

の
阿
川
市
、
パ
ー
ス
。

「
三
年
間
、
口
分
を
試
し
ま
す
」

「
お
い
友
の
先
生
た
ち
も
ど
ん
ど

ん
こ
う
し
た
経
験
を
し
て
ほ
し
い
」
。

(
3
・m朝
日
)

子
に
母
の
歴
史
を
悟
り
継
ご
う

新
聞
ス
タ
ン
ド
に
新
聞
を
配
る
ア

ル
バ
イ
ト
で
月
一
万
円
を
か
せ
ぎ
つ

つ
取
京
大
空
腹
慰
提
付
子
像
を
作
る

浬
動
を
七
年
も
続
け
て
い
る
橋
本
代

志
子
さ
ん
(
五
七
)
。
東
京
大
空
製

を
制
べ
、
語
り
継
ぎ
つ
つ
、
中

M
業
・

史
学
研
究
会
・
俳
句
会
も
欠
か
さ
な

い。

(3-m毎
日
)

病
床
の
函
家
が
個
展
を
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判
税
制
限
4
4

・
う
ん
会
ハ
与
は
、
リ
ュ
ー

マ
チ
が
恐
化
し
寝
た
き
り
の
闘
病
生

活
を
続
け
て
い
る
。
が
、
動
か
ぬ
指

を
ベ
ン
が
は
さ
め
る
よ
う
に
手
術
を

受
け
、
揃
き
続
け
、
例
泌
を
聞
く
に

至
っ
た
。

(
3
・
ロ
朝
日
)

H

男
中
心
社
会
“
変
え
な
く
て
は

巾
n
M
泊
子
さ
ん
(
四
ニ
)
。
東
京

新
宿
で
弁
護
士
を
開
業
。
隣
同
州
市
・
件

の
ほ
か
、
職
場
に
お
け
る
女
性
差
別

の
撤
胞
に
関
す
る
訴
訟
に
た
ず
さ
わ
っ

て
き
た
。
が
、
「
裁
判
所
で
解
決
で

さ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
」
と
本
業

以
外
の
婦
人
解
放
辺
助
に
も
幅
広
く

か
か
わ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
夫

君
と
の
聞
に
男
の
子
二
人
。

〈

3
・
印
刷
日
)

イ
ン
ド
の
都
市
形
態
形
成
悶
査

町
を
歩
く
と
引
が
言
い
寄
る
。



等
市
に
来
る
と
馬
賊
が
襲
う
。
ジ
ー

パ
ン
、
男
も
の
の
相
子
を
か
ぶ
り
、

ろ
う
あ
者
を
装
い
、
苦
心
の
研
究
三

年
の
飯
塚
キ
ヨ
さ
ん
(
四
五
)
。

「
離
宮
に
、
技
袋
に
も
ぐ
っ
て
二

週
間
ひ
と
り
怒
ら
し
。
こ
わ
か
っ
た
。

縁
談
を
断
わ
り
助
当
の
身
、
ま
ま
よ

と
思
う
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

「
研
究
仲
間
も
少
な
い
し
、
資
金

も
な
い
し
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
ア

ジ
ア
郎
市
研
究
会
の
組
織
づ
く
り
に

怠
欲
を
燃
や
す
。

(
3
・
日
朝
日
)

n
ま
ぶ
た
の
娘
捜
し
μ

実
ら
ず

「
ひ
と
め
娘
た
ち
を
見
て
か
ら
死

に
た
い
」
と
、
終
戦
の
混
乱
の
さ
中

に
行
方
不
明
に
な
っ
た
二
人
の
娘
を

捜
し
に
五

O
年
ぷ
り
に
中
国
か
ら
一

時
帰
国
し
て
い
た
山
口
県
出
身
の
老

婦
人
(
六
九
)
、
半
年
の
捜
査
の
末

な
ん
の
手
が
か
り
も
つ
か
め
な
い
ま

ま
傷
心
の
帰
国
を
す
る
。(
3
-
M朝
日
)

写
真
で
物
言
え
ぬ
子
ら
を
代
弁

新
生
児
、
病
気
の
子
、
心
身
防
省

児
の
吾
川
窪
煽
り
続
け
て
い
る
ス
ウ
品
l

デ
ン
の
ト
l
マ
ス
・
ベ
リ
イ
マ
ン
氏

(三

O
)
が
総
泌
と
写
災
以
の
た
め

米
目
。問山
首
児
も
新
生
児
も
一
人
の
人
間

で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
級
わ

れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
、
と
一
目
し

て
主
版
。
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

計
学
校
の
生
徒
た
ち
の
生
活
と
怠
凡

を
追
っ
た
『
指
で
見
る
』
ゃ
、
生
ま

れ
て
三
時
間
以
内
の
新
生
児
を
似
っ

た
『
誕
生
の
詩
|
|
あ
か
ち
ゃ
ん
の

は
じ
め
て
の
時
間
』
を
製
作
。

父
母
と
暮
ら
す
心
身
障
者
児
の
姉

妹
を
写
し
た
『
ょ
た
れ
が
わ
た
し
た
ち

を
わ
か
っ
て
く
れ
る
の
』
も
近
く
紹

介
さ
れ
る
予
定
。

(
3
・
日
朝
日
)

実
力
で
認
め
ら
れ
よ
う

日
本
交
通
公
社
の
前
身
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ

l
ロ
l
」

に
入
社
、
雑
誌
『
旅
』
の
編
集
長
を

経
て
、
旅
行
作
・
米
・
評
論
・
米
と
し
て

世
界
を
か
け
め
ぐ
っ
て
い
る
戸
塚
文

子
さ
ん
(
六
四
)
。

「
日
本
の
女
性
は
歴
史
的
に
名
を

姶
て
て
災
を
取
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ウ
ー
マ
ン
・
リ
プ
に
し
て
も
、

叫
ん
だ
り
裂
求
し
た
り
す
る
よ
り
、

一
人
一
人
が
努
力
し
て
尖
力
で
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
ダ
メ
」
。(3-m読
売
)

野
仏
巡
礼
で
再
生

時
に
は
一
か
月
に
五
万
枚
も
。
泌

り
続
け
た
野
仏
の
・
中
か
ら
、
年
の
数

と
同
じ
三
九
枚
を
巡
ん
で
写
災
民
を

聞
く
京
都
市
の
藤
井
弘
子
さ
ん
。

離
婚
、
母
と
身
障
の
姉
を
支
え
、

自
身
も
重
病
に
。
暗
い
人
生
か
ら
救

わ
れ
た
出
会
い
が
H

野
仏
ん
だ
っ
た
。

「
本
当
に
優
し
く
て
明
る
い
表
情
を

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
だ
れ

か
ら
も
か
え
り
み
ら
れ
ず
野
ざ
ら
し

な
の
に
・
:
」
「
写
真
を
見
て
い
た
だ

く
人
も
野
仏
の
温
か
さ
で
包
ん
で
あ

げ
た
い
」
。

(
3
・
M
朝
日
)

旧
帝
大
初
の
女
性
教
官
退
職

城
野
節
子
さ
ん
(
六
三
)
。
二
八

年
余
の
九
大
教
養
部
の
教
官
生
活
を

定
年
で
ピ
リ
オ
ド
。
最
近
の
女
子
学

生
に
つ
い
て
「
卒
業
し
て
結
婚
す
る

の
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
よ
う
ね
。

つ
く
づ
く
女
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い

な
あ
」
。

(
3
・
M
朝
日
)

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
診
療
所
日
紀
』
を
書
く

カ
ラ
コ
ル
ム
の
由
民
地
、
海
抜
三
千

二
百
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
マ
村
へ
初
め
て

入
っ
た
歯
医
者
の
岩
坪
玲
子
さ
ん

(
四
二
)
が
体
験
記
を
発
表
。
登
山

と
は
無
関
係
だ
っ
た
玲
子
さ
ん
が
夫

の
属
す
る
登
山
隊
と
同
行
登
山
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
四
九
年
、
ゴ
マ

村
無
料
診
療
所
を
聞
い
た
。
(
3
・
幻
朝
日
)
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警
察
大
に
女
性
が
初
入
校

四
三
歳
で
警
部
に
昇
格
し
た
桜
井

る
ゑ
子
さ
ん
。

コ
一
歳
の
娘
に
今
年
も
落
ち
た

ら
軽
べ
つ
す
る
と
言
わ
れ
て
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
女
将
長
?
と
ん
で
も

な
い
。
女
で
市
民
の
信
紛
が
得
ら
れ

る
か
し
ら
。
殿
方
と
競
う
気
は
な
い
。

女
性
よ
り
殿
方
の
ほ
・
つ
が
え
ら
く
な

る
よ
う
生
ま
れ
つ
い
て
る
気
が
す
る

ん
で
す
」
。

(
3
・
幻
毎
日
)

カ
エ
ル
を
変
え
る
研
究

広
島
大
学
教
授
・
西
附
み
ど
り
さ

ん
。
カ
エ
ル
を
使
つ
て
の
「
発
生
学

と
遺
伝
学
の
鳩
山
介
を
埋
め
る
」
研
究

で
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
大
が

w
追

い
つ
け
追
い
越
せ
u

の
日
以
に
し
て

い
る
ほ
ど
の
学
者
。

(
4
・
5
日
制
巾
同
)

哲
学
で
博
士
号
を
受
け
た

「
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
」
二

O
年
の
消

水
礼
子
さ
ん
(
四
二
)
。
背
山
学
院

大
学
助
教
授
。

「
官
学
は
古
く
て
災
川
的
な
学
問

で
す
。
本
米
、
む
つ
か
し
く
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
。

(
4
・
8
朝
日
〉

『
水
戸
天
狗
党
』
を
書
い
た

m-中
氏
砲
子
・
松
本
院
予
さ
ん
。

殴
大
文
学
部
史
学
科
で
と
も
に
日
本

山
人
を
専
攻
。
半
年
間
、
天
狗
党
の
長

い
初
仰
の
跡
を
取
材
旅
行
、
「
処
刑

さ
れ
た
三
五
三
人
の
知
名
の
群
像
を

僚
出
入
の
舞
台
に
投
場
さ
せ
て
み
せ
た

か
っ
た
」
。

(
4
-
m読
売
)

ー
し
O
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
で
活
躍

婦
人
労
働
対
策
同
長
怖
を
担
当
し

た
向
精
版
子
さ
ん
が
、
二
年
間
の
任

期
を
終
え
て
帰
国
。
「
在
任
中
に
師

人
労
働
対
策
を
進
め
る
組
織
づ
く
り

の
念
刷
が
栄
た
せ
て
満
足
」
と
記
者

、2
1』
O

，，H
d
B
-
3
 
「
散
発
的
だ
っ
た
婦
人
労
働
対
策

を
一
つ
に
ま
と
め
る
組
織
を
つ
く
り
、

名
凶
の
削
人
労
働
関
係
法
制
、
対
策
、

統
計
な
ど
を
定
期
刊
行
物
の
『
ウ
イ

メ
ン
・
ア
ッ
ト
ワ
l
ク
』
で
拠
出
介
に

知
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
。

(
4
-
m毎
日
〉

婦
人
問
題
に
取
り
組
む

河
野
氏
代
美
さ
ん
(
三
九
)
。
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
で

の
体
験
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
に
は
女
性

の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
か
な
り
あ
る
。
彼
ら
が
個
と
し
て

の
生
き
方
に
迷
い
、
般
本
的
問
い
直

し
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
感
じ

る
。
日
本
の
女
性
は
性
別
役
割
を
演

じ
分
け
る
よ
り
、
般
か
ら
山
て
臼
立

し
、
も
っ
と
不
変
で
ト
ー
タ
ル
な
つ

き
あ
い
を
持
つ
べ
き
」
と
語
る
。

(
4
-
m徳
n
M
)

女
ひ
と
り
窯
の
火
守
る

小
石
版
日
以
焼
一
二
代
陶
工
、
初

島
コ
マ
キ
さ
ん
(
七

O
)
は
戦
前
戦

後
を
通
じ
て
消
え
か
け
た
小
石
原
皿

山
の
戒
の
火
を
守
り
続
け
た
、
た
っ

た
一
人
の
女
陶
工
。
「
向
工
の
鬼
」

と
い
わ
れ
た
父
、
佐
七
さ
ん
の
治
志

を
つ
い
で
一
人
息
子
の
一
三
代
高
取

陶
工
の
作
陶
に
き
び
し
い
目
を
光
ら

せ
て
い
る
。

(
5
・
4
西
日
本
)
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動
物
に
学
ぶ
子
育
て

以
医
学
問
土
で
東
京
偲
多
岬
作
動
物

岡
勤
務
の
消
井
光
子
さ
ん
は
、
動
物

界
の
子
育
て
論
『
動
物
の
級
は
子
を

ど
う
行
て
る
か
』
を
者
わ
し
た
。

「
動
物
の
例
を
た
だ
ち
に
ヒ
ト
に
あ

て
は
め
る
の
は
危
険
で
す
が
、
動
物

た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
」
。

(
5
・
8
朝
日
)

山
岳
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
紅
一
点

自
然
公
同
保
護
何

M
m
Hの
白
沢
千

鶴
子
さ
ん
(
二
四
)
。
山
が
大
好
き

で
、
約
孤
児
施
設
の
保
母
さ
ん
か
ら



転
身
。
国
立
公
園
・
八
幡
平
で
、
山

小
屋
の
掃
除
や
重
労
働
に
励
む
。

(
5
-
m読
売
)

出
羽
三
山
の
紅
一
点

羽
以
三
山
神
社
で
神
主
修
行
に
励

む
伊
藤
允
子
さ
ん
(
一
八
〉
。
午
前

五
時
半
起
床
、
白
衣
を
き
ち
っ
と
者

て
社
般
の
掃
除
の
後
、
七
時
間
の
授

業
を
受
け
る
。

(
5
-
m読
売
)

世
界
一
の
力
持
ち
マ
マ
さ
ん

六
井
春
子
さ
ん
(
二
九
)
と
吉
岡

寿
子
さ
ん
合
ヱ
ハ
〉
。
全
日
本
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
世
界

段
高
記
録
を
マ

l
ク。

(5-m、
6
-
m読
売
)

『
ほ
つ
ま
っ
た
ヘ
』
を
研
究

桑
原
ゆ
き
子
さ
ん
(
四
一
)
は
国

鉄
・
伊
万
里
駅
売
居
に
勤
務
の
か
た

わ
ら
、
中
国
か
ら
漢
字
が
入
っ
て
く

る
以
前
の
神
代
文
字
の
一
つ
「
ほ
つ

ま
文
字
」
で
古
か
れ
た
神
代
か
ら
日

本
武
略
の
刷
御
ま
で
の
五
七
淵
の
長

時
形
式
、
約
一
万
行
に
及
ぷ
叙
事
詩

『
ほ
つ
ま
っ
た
へ
』
を
研
究
、
伊
万

盟
市
内
の
神
社
で
「
ほ
つ
ま
文
字
」

も
発
見
。

(
5
・
幻
凶
日
本
)

主
婦
の
仕
事
と
ド
ラ
マ
作
り

H

夫
婦
u

を
古
い
た
シ
ナ
リ
オ
・
ラ

イ
タ
ー
の
橋
間
刃
判
字
守
口
ん
(
四
息
。

台
所
の
テ
ー
ブ
ル
を
持
古
川
代
わ
り
に

人
気
需
組
を
古
き
続
け
て
い
る
。

〈

6
-
m読
売
)

栄
養
学
研
究
ひ
と
す
じ

医
学
博
士
の
香
川
綾
さ
ん
。
病
気

の
予
防
は
栄
養
に
あ
る
こ
と
を
発
具

昭
和
八
年
、
夫
君
と
と
も
に
「
家
庭

食
栄
養
研
究
会
」
を
設
立
、
料
理
カ
ー

ド
や
カ
ッ
プ
・
ス
プ
ー
ン
を
使
う
料

理
計
量
化
の
路
線
を
確
立
し
た
。
女

子
栄
養
大
な
ど
の
女
子
教
育
に
も
貢

献
。
「
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
迫
は
聞

け
ま
す
」
。

(
6
・
口
説
売
)

さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ウ
イ
メ
ン

パ
ワ
l
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
世
界
放

同
記
録
を
出
し
た
六
弁
務
子
容
ん
、

「
な
ぐ
る
こ
と
が
魅
力
」
と
い
う
日

本
初
の
女
性
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
高
築
正

子
さ
ん
、
サ
ー
キ
ッ
ト
全
日
本
選
手

権
で
四
八
人
の
見
を
尻
目
に
優
勝
の

小
沼
賀
代
子
さ
ん
、
女
子
柔
道
日
本

一
を
争
う
永
井
多
感
子
さ
ん
、
平
均

年
悦
二

O
歳
の
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム、

平
均
三
五
歳
の
マ
マ
さ
ん
ラ
グ
ビ
ー

チ
l
ム
等
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
花

ざ
か
り
。
〈
6
・れ

l
7
・
8
朝
日
)

昭
和
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト

昭
和
初
期
に
農
村
コ
ミ
ュ

l
ン
の

理
想
を
か
か
げ
て
活
動
し
た
八
木
秋

子
さ
ん
(
八
三
)
が
著
作
集
I
『近

代
の
〈
負
〉
を
背
負
う
喜
を
出
時

「
周
囲
の
す
べ
て
よ
り
反
逆
者
と
尽

ら
れ
つ
つ
も
な
お
か
つ
人
類
と
し
て

の
正
し
き
怠
志
に
生
き
た
鮮
烈
な
魂
」

の
軌
跡
を
書
い
た
。

(
6
・
部
朝
日
)

日
本
女
医
会
会
長

三
神
英
和
さ
ん
(
七
四
)
。
東
京

女
子
医
大
卒
業
後
、
大
学
に
残
っ
て

研
究
生
活
。
今
も
週
一
回
一

O
O人

の
外
来
を
治
療
す
る
。
医
学
と
H

結

婚
u

し
た
一
生
だ
が
、
お
だ
や
か
そ

の
も
の
の
人
。

(
6
・
mm
読
売
)

会
隠
通
訳
歴
一

O
年

佐
野
士
知
子
さ
ん
(
コ
一
五
)
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
聞
か
れ
た
国
連
軍
縮
総
会

で
田
中
里
子
さ
ん
の
演
説
を
同
時
通

訳
。
「
米
ソ
が
第
三
世
界
か
ら
追
い

つ
め
ら
れ
、
世
界
は
変
わ
り
つ
つ
あ

る」。

(
6
・
幻
朝
日
)

野
球
に
と
り
つ
か
れ
た
青
春

飯
村
も
と
子
宮
ん
(
三

O
)。
女
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子
マ
ネ
の
ハ
シ
リ
と
し
て
昭
和
=
冗
|

四

O
年
、
学
芸
大
付
同
で
活
閥
、
京

大
医
学
部
在
学
中
は
六
大
学
野
球
の

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
ア
ル
バ
イ
ト
。

つ
い
に
大
学
を
中
退
、
今
や
こ
の
道

で
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
。

(
6
-
m泌
円
。

こ
の
道
一
筋
八
三
歳
の
女
医

名
古
川
町
市
内
で
小
児
科
耳
鼻
科
を

開
業
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
弐

田
辺
か
す
み
さ
ん
は
、
忠
者
さ
ん
の

い
る
か
ぎ
り
休
が
動
か
な
く
な
る
ま

で
診
療
は
続
け
る
と
張
り
切
っ
て
い

る。

(
6
-
m中
日
)

『
奄
美
女
性
総
』
を
書
く

昭
和
三

O
年
か
ら
約
二

O
年
に
わ

た
る
H

遇
か
な
る
む
尖
u

の
記
録
を

出
版
し
た
及
川
須
併
さ
ん
〈
七
六
)
。

柳
旧
同
川
氏
の
「
火
性
民
俗
学
研
究

会
」
に
参
加
、
学
問
の
他
界
と
は
縁

の
な
か
っ
た
一
主
制
が
、
自
分
自
身

の
う
ち
に
息
づ
く
奄
尖
の
民
俗
と
方

言
の
保
究
に
う
ち
こ
ん
で
、
つ
い
に

大
作
を
完
成
し
た
。

(
7
・
3
制
日
)

英
文
で
小
説
を

神
戸
生
ま
れ
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の

口
子
・
ア
ル
ベ
リ
イ
さ
ん
が

n伝
胤

小
説
『
バ
ル
ー
ン
・
ト
ッ
プ
』
を
発

者
六
凡
ト
句
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
同
時
発
光
さ
れ
た
。

「
敗
戦
と
マ
ッ
カ

1
サ
!
占
飢
体

制
が
日
本
を
ど
う
変
え
た
か
を
、
英

文
で
初
め
て
只
体
的
に
教
え
て
く
れ

る
」
と
米
同
の
山
内
版
界
で
好
評
。

(
7
・9
朝
日
)

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
助
産
婦

半
年
前
、
東
京
か
ら
一
人
で
や
っ

て
き
た
線
以
尖
ネ
さ
ん
(
三

0
1

午
前
八
時
、
ア
パ
ー
ト
を
山
て
健
診

セ
ン
タ
ー
へ
山
助
、
日
系
社
会
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
。
(
7
-
m読
売
)

「
岩
波
ホ

l
ル
」
の
総
支
配
人

日
本
火
子
大
を

'm業
後
、
フ
ラ
ン

ス
に
一
人
旅
立
っ
て
映
附
製
作
を
学

ん
だ
日
野
悦
子
さ
ん
(
四
九
)
。
「
内
白

波
ホ
l
ル
」
を
一

0
年
間
で
サ
ロ
ン

的
な
文
化
の
拠
点
に
作
り
上
げ
た
。

「
の
め
り
込
ん
じ
ゃ
う
タ
チ
だ
か
ら

二
つ
の
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
恋
を

伶
て
て
仕
事
一
筋
。

(
8
・
2
日
併
辺

市
民
パ
ワ

1
で
統
一
原
水
禁
を

原
水
然
迎
動
作
間
体
対
立
の
ミ
ゾ

を
依
併
の
行
動
力
と
税
制
川
力
で
組
め

て
、
東
京
で
広
島
で
、
事
実
上
の

「
統
一
原
水
於
世
界
大
会
」
を
開
催

す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
全
国

地
域
同
人
団
体
述
絡
協
議
会
事
務
同

民
の
問
中
山
子
さ
ん
(
五
二
三

東
京
・
京
椛
生
ま
れ
。
戦
後
初
の

総
巡
併
で
、
あ
る
い
州
人
候
補
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
な
り
、
山
町
し
げ
り
さ
ん

と
山
会
っ
た
。
山
刊
さ
ん
が
三
年
後

東
京
地
州
述
を
組
織
す
る
と
す
ぐ
事

務
川

U
に
。
女
の
怠
地
を
目
く
シ
ン

の
強
い
人
、
と

mmは
一
致
。

(
8
・1
何
日
)
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「
核
反
対
で
有
野
」
に
控
眠

パ
ン
ク
l
パ
l
に
住
ん
で
四
年
、

米
同
務
行
の
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
計
図
に

反
対
、
昨
立
村
山
地
に
立
ち
入
り
、
不

法
侵
入
で
い
筑
間
十
日
間
の
刑
を
宣
告

さ
れ
た
三
輪
妙
子
さ
ん
。
判
決
直
後

長
女
を
出
産
、
控
訴
携
を
た
た
か
い

な
が
ら
日
本
の
原
水
禁
大
会
で
も
ア

ピ
ー
ル
。

「
一
貨
の
治
水
艇
に
二
四
活
の
ミ

サ
イ
ル
を
備
え
る
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
計

問
、
日
本
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
子
供
の
未
来
の
た
め
に
も
た

た
か
う
」
と
。

(
8
・
2
毎
日
)

女
性
向
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
続
本

ま
と
め
た
の
は
伊
勢
谷
か
よ
子
さ

ん
つ

za。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
人

間
が
動
か
す
も
の
」
と
い
う
基
本
を



知
り
、
主
制
も
抵
抗
を
な
く
し
て
も

ら
お
う
と
、
日
士
通
勤
務
の
女
性
社

員
三

O
人
の
チ
l
ム
で
編
集
、
九
月

に
刊
行
す
る
。
〈
8
・
4
朝
日
)

異
国
暮
ら
し
の
手
引
書
作
り

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
が
ち
な
在
外

主
婦
の
た
め
に
『
マ
ニ
ラ
牛
活
案
内
μ

を
作
っ
た
吉
凶
よ
し
子
容
ん
(
四
五
)
。

「
流
産
!
」
の
つ
も
り
が
、
「
中
絶
し

て
く
れ
」
と
受
け
取
ら
れ
た
り
す
る

言
葉
の
不
自
由
に
加
え
、
現
地
食
品

の
選
び
方
も
知
ら
な
い
。
こ
れ
で
は

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
る
と
手
引
苫
亭
作
っ

た
と
こ
ろ
大
好
評
、
た
ち
ま
ち
三
刷

を
重
ね
た
。

「
い
ろ
ん
な
国
に
行
っ
て
る
主
婦

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
知
恵

を
少
し
ず
つ
で
も
た
め
て
い
け
ば
、

後
か
ら
来
る
人
に
役
立
つ
」
と
吉
田

さ
ん
。

(
8
・
6
朝
日
)

金
芝
河
の
よ
映
活
動
を
進
め
る

画
家
、
日
山
妙
子
さ
ん
(
五
六
)
。

鉱
山
を
聞
き
続
け
て
い
た
が
、
不
況

で
移
民
す
る
人
々
を
追
っ
て
南
米
へ
、

以
後
第
三
世
界
に
閃
心
を
持
ち
、
人

相
差
別
・
貧
困
・
軍
事
政
権
か
ら
の

解
放
、
女
性
解
放
に
熱
中
。

〈

8

・8
朝
日
)

女
子
柔
道
界
の
実
力
者

全
日
本
女
子
柔
道
六
五
キ
ロ
以
下

級
に
優
勝
の
笹
原
美
切
子
さ
ん
。

「
少
々
見
っ
ぽ
く
な
っ
て
も
強
く
な

り
た
い
」
。

(
8
・
9
毎
日
)

失
わ
れ
る
村
を
撮
影

ダ
ム
の
た
め
に
「
全
村
水
没
」
の

岐
阜
県
・
徳
山
村
で
村
民
の
写
真
を

撮
り
続
け
る
増
山
た
づ
子
さ
ん
(
六

一)。「
御
国
の
た
め
に
」
と
出
征
し
た

夫
は
終
戦
直
前
ピ
ル
マ
で
行
方
不
明
。

一
見
一
女
を
育
て
上
げ
、
い
ま
公
共

の
た
め
と
い
う
H

大
義
u

に
消
滅
さ

せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
村
で
記
録
を
と
り

続
け
て
い
る
。

「
ダ
ム
は
自
然
を
峻
し
て
し
ま
う

ば
か
り
か
人
の
心
も
だ
め
に
し
て
し

ま
う
」
と
。

(
8
-
m朝
日
)

森
村
佳
さ
ん
が
雑
踏
発
刊

『
も
う
ひ
と
つ
の
学
校
』
の
雑
誌

版
『
ヌ
ン
ク
・
チ
品
ピ
』
を
創
刊
。

大
野
行
氏
の
巻
副
激
励
文
、
れ
続
出

英
子
さ
ん
と
の
編
集
長
対
談
、
ケ
ー

キ
作
り
教
室
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く

さ
ん
。「
ヌ
ン
ク
・
チ
ェ
ピ
」
と
は
ラ
テ

ン
語
で
「
今
は
じ
ま
る
」
と
い
う
怠

味。
「
こ
の
雑
誌
は
私
自
身
に
と
っ
て

も
、
今
後
の
生
き
方
を
探
す
う
え
で

の
最
初
の
と
っ
か
か
り
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
。

(
8
・
日
毎
日
)

女
性
神
職
、
修
業
中

全
総
制
で
入
営
企
・
授
業
料
な
し
。

た
だ
し
「
神
職
に
な
る
の
が
前
提
」

の
「
熱
田
神
宮
学
院
」
。
こ
の
四
月

入
学
し
た
二
八
期
生
一
二
人
中
紅
一

点
の
背
水
由
記
子
さ
ん
(
二

0
1

原
子
な
ら
と
も
か
く
女
の
神
主
と
は
、

と
い
ぶ
か
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
神

主
の
息
子
も
後
を
継
が
な
く
な
っ
た

昨
今
、
「
男
子
に
限
る
」
は
過
去
の

こ
と
。
由
記
子
さ
ん
は
十
数
祉
の
宮

司
を
兼
任
す
る
背
木
昭
三
さ
ん
の
一

人
娘
。
「
わ
り
あ
い
議
直
に
受
け
止

め
て
」
こ
の
道
へ
。

(
8
・
泊
朝
日
)

九
州
女
流
画
家
展
の
推
進
力

福
岡
市
で
第
五
回
女
流
画
家
展
が

聞
か
れ
る
。
こ
の
推
進
力
と
な
っ
た

の
は
田
部
光
子
さ
ん
(
四
五
)
。
芸

術
に
性
差
は
な
い
と
し
て
も
女
性
で

な
け
れ
ば
理
解
し
に
く
い
感
覚
も
あ

る
は
ず
。
女
性
同
士
が
自
由
に
創
造

し
、
作
品
を
競
い
、
女
の
美
術
を
盛
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り
上
げ
た
い
。
結
婚
や
育
児
の
た
め

制
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
も
、
再
び
開

始
す
る
と
き
お
互
い
励
ま
し
あ
い
た

い
、
と
二
八
人
の
京
域
間
山
査
結
時

(
8
・

m西
日
本
)

一
五
年
ぶ
り
の
復
職

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
彼
対
の
烈
川
千

鶴
さ
ん
。
出
産
を
問
自
に
仕
事
を
や

め
た
巾
し
聞
き
を
自
分
に
し
て
い
た

う
し
ろ
め
た
さ
を
ふ
っ
切
っ
た
。

「
日
だ
ま
り
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る

ネ
コ
は
イ
ャ
。
ど
ん
な
に
愛
し
合
っ

て
い
て
も
、
女
だ
か
ら
と
い
う
向
山

だ
け
で
女
の
側
が
仕
事
を
総
て
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
彼
女
は

w
同
町

人
M

黒
井
千
次
氏
が
作
家
を
目
指
し

会
社
を
静
め
る
と
巾
し
山
た
と
き

m

Mm的
に
O
K
し
た
人
。
(
8
・
四
毎
日
)

H

生
活
に
生
き
る
u

歌
作
り
を

労
組
の
集
会
で
よ
く
欽
わ
れ
る

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
作
詞
し
た
森
岡

ヤ
エ
子
さ
ん
(
五
二
。

「
あ
の
歌
は
三
池
闘
争
の
た
だ
中

で
作
詞
し
た
。
日
本
の
歌
稲
山
じ
ゃ
、

女
は
た
い
て
い
泣
く
か
甘
え
る
か
男

に
こ
び
る
か
で
、
私
は
好
か
ん
。
あ

の
歌
の
本
意
は
H

女
の
こ
ぶ
し
u

に

あ
る
と
で
す
」

「
女
が
生
J

的
の
巾
か
ら
切
実
な
戸

を
あ
げ
て
ほ
し
い
。
女
が
変
わ
れ
ば

世
の
中
が
変
わ
る
、
と
い
う
怠
味
を

考
え
直
し
て
み
に
や
」
。
(
8
・
叩
西
日
本
)

快
走
ハ
ン
ド
ル
人
生

安
城
市
の
清
水
利
チ
さ
ん
(
四
三
)

は
ダ
ン
プ
生
活
=
ニ
年
。
火
が
原
料

粘
土
を
採
倒
し
た
あ
と
の
穴
へ
土
砂

を
入
れ
て
埋
め
民
す
。
「
取
が
好
き

な
の
と
夫
と
一
一
緒
に
働
け
る
の
が
楽

し
い
」
。

(
9
・
1
・
中
日
)

動
物
と
つ
き
合
う
プ
ロ
女
性

宇
都
宮
動
物
ラ
ン
ド
の
犯
以
飼
育

係
、
十
文
字
尚
子
さ
ん
つ
二
)
は
、

ラ
イ
オ
ン
・
ト
ラ
な
ど
一
三
回
の
猛

献
を
相
当
。

浦
和
競
馬
場
所
属
、
土
隠
滅
さ
ん

(二

O
)
は
史
上
三
人
目
の
女
性
騎

手。

(
9
・3
毎
日
)

女
は
知
的
で
ス
テ
キ

男
性
中
心
の
社
会
に
反
発
、
〈
全

日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
会
〉
を
結
成

し
た
泥
英
行
子
さ
ん
(
三
八
)
。

「
到
が
作
っ
て
き
た
歴
史
は
ヒ
ス

ト
リ
ー

(
H
E
H
S
T
O
R
Y〉、

今
後
は
女
性
が
主
役
の
ハ
ス
ト
リ
ー

(
H
E
R
H
S
T
O
R
Y
)
に
変
わ

る」。「
女
性
の
価
似
体
系
を
つ
く
ら
ね

ば」。(9
・
8
毎
日
/
U
・
初
朝
日
/
日
・

叩
続
完
)

窓
欲
満
々
の
お
ん
な
編
集
人

五
月
例
刊
の
月
刊
誌
『
環
境
と
公

円
』
の
編
集
は
、
脱
み
や
す
く
偏
ら

ず
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
者
い
女
性
三
人

で
切
り
盛
り
。

(
9
・
9
中
日
)
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女
子
教
育
に
取
り
組
む

「
労
働
と
震
の
意
味
と
権
利
を
正

し
く
語
り
継
ぐ
た
め
に
」
を
テ
1
マ

に
一
四
日
か
ら
三
日
間
、
稲
岡
市
で

第
三
回
全
国
高
校
女
子
教
育
問
題
研

向
h
A
A

円、
「紡
Mmだ
け
が
目
標
の
女
高
生
た

ち
に
白
立
の
怠
味
を
教
え
た
い
」
と

原
則
八
置
さ
ん
(
六
一
〉
ら
が
稲
岡

市
内
の
ピ
ル
の
二
主
に
『
姉
人
問
題

研
究
所
』
を
聞
き
述
絡
と
事
務
を
引

き
受
け
て
き
た
。
参
加
者
五

O
O人

は
志
弁
当
。

(
9
-
m西
日
本
)

七
一
歳
の
現
役
ラ
イ
タ
ー

婦
人
民
主
新
聞
の
本
多
房
子
編
集

長
。
定
評
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
は
二
二
年
も

継
続
。
昭
和
四
六
年
、
田
村
俊
子
賞



受
賞
。

(ω
・3
毎
日
)

行
動
す
る
職
業
婦
人

昭
和
五
三
年
度
国
際
蛸
人
教
育
振

興
派
遣
団
員
と
し
て
、
ソ
述
・
チ
品

コ
・
ユ

l
ゴ
・
イ
ギ
リ
ス
を
回
る
川

分
ク
リ
さ
ん
(
五
四
)

O

H

職
業
婦
人

と
家
庭
H

が
研
修
テ
l

マ。
(
叩
・

4
信
毎
)

美
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

北
九
州
市
立
美
術
館
の
美
術
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
芳
賀
高
子
さ
ん
つ
ヱ
O
。

足
が
不
自
由
で
両
松
葉
づ
え
が
必
要

だ
が
生
き
生
き
と
活
闘
。

「
歯
科
医
に
と
い
う
希
望
を
は
ね

ら
れ
、
う
?
っ
つ
と
し
た
日
々
か
ら

抜
け
出
し
た
か
っ
た
」
。

〈

ω
・4
西
日
本
)

中
部
の
中
堅
作
家

四
人
の
娘
の
母
と
し
て
、
工
場
主

の
妥
と
し
て
多
忙
な
毎
日
。
家
人
が

寝
静
ま
っ
て
か
ら
起
き
出
し
て
小
説

を
世
く
山
下
智
息
子
さ
ん
。

七
六
年
に
女
流
新
人
賞
を
受
賞
。

繊
細
な
感
覚
に
沼
む
文
章
は
一
m

啓
司

(m
・7
中
日
)

男
は
傍
観
女
は
ヒ
ラ
リ

駒
込
駅
で
線
路
に
転
浴
し
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
を
飛
び
降
り
て
助
け
た
幼

稚
同
教
拘
桜
北
寄
ず
さ
ん
〈
二
四
)
。

(
叩
・
日
毎
日
)

イ
ラ
ン
大
地
震
の
激
震
地
悶
査

守
屋
田
鶴
子
さ
ん
(
三
四
)
は
民

学
士
の
肩
書
を
も
っ
二
児
の
母
。

「
夫
の
そ
ば
で
メ
モ
を
と
り
、
映
写

機
を
回
し
た
」
。

(m-m毎
日
)

一
本
立
ち
の
主
婦
大
工

安
城
市
に
住
む
花
井
籾
伎
さ
ん

(
四
四
)
。
夫
の
手
伝
い
で
始
め
た
大

工
仕
事
が
七
年
に
。

女
と
い
う
体
力
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を

克
服
し
、
今
で
は
一
人
前
、
注
文
主

か
ら
も
好
評
。

(m・
問
中
日
)

オ
ッ
パ
イ
助
産
婦
さ
ん

桶
谷
そ
と
み
さ
ん
(
六
五
)
。
従

米
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
根
本
か
ら
盟

し
、
無
精
で
た
っ
ぷ
り
出
る
新
方
式

〈
桶
谷
式
乳
房
読
手
持
り
を
閉
埼

助
産
婦
や
医
師
有
志
が
全
団
地
H
及
述

勤
と
し
て
展
開
。
(
叩
・

mm
読
売
)

『
女
人
和
歌
大
系
』
を
完
結

全
六
巻
、
登
場
す
る
女
性
歌
人
一

一
O
O人
、
八
万
首
の
和
歌
大
系
を

完
結
し
た
長
沢
美
祢
さ
ん
(
七
二
)
。

「
も
の
の
あ
わ
れ
と
は
割
り
切
れ

な
さ
。
女
は
天
性
割
り
切
れ
な
い
。

で
な
い
と
子
供
は
育
て
ら
れ
な
い
」
。

(m・
泊
朝
日
)

身
辺
の
も
の
を
正
直
に
鏑
く

日
本
画
家
、
小
合
辺
白
さ
ん
が
、

女
で
八
番
目
の
文
化
功
労
者
に
。

「
ま
だ
ダ
メ
、
ま
だ
ダ
メ
と
思
い

続
け
て
い
る
の
で
年
を
と
ら
な
い
」
。

つ
や
や
か
な
八
三
歳
。

(m-幻
各
紙
/

1

・6
読
売
)

戦
後
初
め
て
の
女
子
駅
員

国
鉄
名
古
屋
駅
た
だ
一
人
の
女
子

職
員
、
丹
羽
規
久
江
さ
ん
(
二

0
1

幼
い
こ
ろ
か
ら
国
鉄
マ
ン
の
父
親
の

仕
事
に
あ
こ
が
れ
て
。

「
直
接
お
客
さ
ん
と
接
触
で
き
る

仕
事
が
し
た
い
。
ほ
ん
と
う
は
出
改

札
も
や
り
た
い
の
」
。

(ω
・
幻
朝
日
)

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
選
手
健
闘

第
一
四
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
砲
丸
投
げ
に
六
二
歳
で
耳
が

不
自
由
な
佐
々
木
ミ
サ
オ
さ
ん
が
出

場
、
五
・
三
メ
ー
ト
ル
の
記
録
で
五
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位
に
。
照
代
以
年
民
。

(m
・
泊
朝
日
)

建
設
省
初
の
女
性
幹
部
候
補
生

「mv務
系
上
級
職
叩
祁
」
に
段
大

法
学
部
、
国
広
紀
子
さ
ん
つ
=
一
〉

の
採
川
が
内
定
。
(
日
・

8
朝
日
)

米
国
の
女
性
騎
手

十
年
選
手
の
メ
ア
リ
!
・
ベ
ー
コ

ン
さ
ん
〈
二
九
)
が
米
日
。

「
騎
乎
は
力
じ
ゃ
な
く
一
問
、
だ
か

ら
女
と
列
は
五
品
川
。
娘
を
陀
ん
だ
日

に
三
レ
l
ス
治
っ
た
」
。(日・

8
何
日
)

精
薄
施
股
「
の
ぎ
く
図
」
を
開
園

近
牒
え
い
子
さ
ん
〈
六
九
)
は
長

崎
県
下
で
昭
和
二
五
年
か
ら
口
・
宅
に

頂
皮
の
精
神
務
弱
者
の
施
設
「
の
ぎ

く
岡
」
を
開
設
、
夫
の
死
後
も
税
け

て
き
た
が
白
内
附
が
進
ん
だ
た
め
三

月
に
開
国
す
る
。

(
H
・

a.内
日
本
)

『
身
障
者
も
お
し
ゃ
れ
を
」

服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
森
市
海
子
さ

ん
(
四
四
)
が
『
か
ら
だ
の
不
自
由

な
人
の
お
し
ゃ
れ
』
を
山
川
版
。

一
二
年
前
「
身
附
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」
の
前
簡
を
制
ま
れ
た
が
会
幼
に

は
少
女
一
人
だ
け
。
「
身
附
者
が
お

し
ゃ
れ
と
は
何
事
」
と
反
対
さ
れ
た

と
聞
い
て
以
来
研
究
、
七
三
和
の
試

作
を
発
表
。

(u-m朝
日
)

『
ミ
ズ
』
と
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
革
命

ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
女
性
の
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
月
刊
誌
、
『
ミ
ズ
』
の
代

表
米
制
集
者
、
グ
ロ
リ
ア
・
ス
タ
イ

ナ
ム
さ
ん
が
来
日
。
「
性
的
人
和
的

附
級
こ
そ
瓜
本
的
な
先
別
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
ま
ず
日
を
向
け
て
ほ
し

い
。
女
性
が
友
人
を
つ
く
り
問
紡
す

る
こ
と
が
大
切
」
。
(
日
・
叩
毎
日
)

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
日
本
の
母

佐
野
エ
ン
ネ
さ
ん
(
じ
七
)
。
附

利
八
年
米
口
、

A
1
は
央
政
の
奥
に
小

さ
な
問
を
聞
い
て
、
夫
と
住
む
。

『
日
本
の
郎
毘
は
広
い
任
。
家
只
も

な
い
。
子
供
と
一
緒
に
科
ら
す
た
め

に
作
ら
れ
、
一
人
一
人
の
母
の
心
に

知
忠
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
ま
は
消

え
た
」
。

(u
・
日
朝
日
)

四
十
の
手
習
い
エ
プ
ロ
ン
画
家

主
制
に
し
て
は
珍
し
く
一
防
会
会

友
に
椛
挙
さ
れ
た
淵
郡
市
の
中
村
町

子
さ
ん
(
五
一
)
。
初
の
個
展
を
目

指

す

。

(

日

・

日

中

日

)

四
二
倍
の
外
交
官
民
験
パ
ス

昨
年
同
様
女
性
二
人
が
パ
ス
、
女

子
の
合
桃
取
は
ヒ
・
四
%
。
そ
の
一

人
、
四
村
純
子
さ
ん
(
二
五
)
は
京

大
ホ
業
後
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
修
士
梨
ね
修
了
。

「
女
竹
ば
就
股
と
い
っ
て
も
門
戸

が
広
く
な
い
の
で

n分
を
ワ
ン
・
グ

レ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
し
な
い
と
社
会
に

迎
川
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

た

」

。

(

日

・

日

朝

日

)
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八
O
歳
の
元
女
性
宰
相

ゴ
ル
ダ
・
メ
イ
ア
さ
ん
。
自
伝

『
マ
イ
・
ラ
イ
フ
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
芝
居
に
。
「
イ

ス
ラ
エ
ル
で
は
児
女
平
等
は
法
的
に

は
実
現
、
が
現
実
に
は
仕
事
と
家
庭

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
は
む
ず

か
し
い
」
|
|
熊
本
両
大
・
林
弘
子

助
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え

て。

(u-m説
先
)

結
婚
ニ
回
、
二
度
死
別

こ
れ
も
経
験
と
、
ひ
た
す
ら
生
き

た
商
り
ず
さ
ん
(
七
二
。
読
売
新

聞
辺
社
後
、
評
論
家
と
し
て
活
閥
、

東
京
師
人
少
年
室
初
の
婦
人
服
用
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
。
(
日
・

ω説
』
匂



尼
門
跡
が
ナ
イ
フ
強
盗
に
説
教

滋
賀
県
近
江
市
の
「
村
山
公
御
所
-

m屯
守
」
に
前
科
六
犯
の
見
が
押
し

入
っ
て
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
た
が
、

門
跡
に
説
法
さ
れ
、
急
報
で
以
け
つ

け
た
特

μに
述
捕
さ
れ
た
。
門
跡
は

元
虫
制
憾
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
桜
緋
紗
子

さ
ん
(
六
回
)
。
(
日

-m読
売
)

五
五
歳
か
ら
本
当
の
仕
事

羽
鳥
さ
ち
子
さ
ん
(
六
二
)
は
鹿

児
島
で
総
合
文
芸
誌
『
み
な
み
の
手

帖
』
(
年
三
回
発
行
)
を
発
刊
、
ま

る
七
年
。
編
集
・
原
稿
依
頼
・
広
告

取
り
・
発
送
|
す
べ
て
一
人
で
や
る
。

(u-n西
日
本
)

ニ
人
の
詩
人
の
妻
と
し
て

詩
人
八
木
重
吉
、
の
ち
歌
人
吉
野

秀
雄
の
妻
、
吉
野
登
美
子
さ
ん
(
七

一
二
)
が
『
わ
が
胸
の
底
ひ
に
|
|
吉

野
秀
雄
の
妻
と
し
て
』
を
出
版
。
二

年
前
の
『
琴
は
し
ず
か
に
|
|
八
木

鼠
古
の
妥
と
し
て
』
の
統
制
。

(u
・
泊
朝
日
)

大
学
入
学
検
定
の
級
高
齢
合
絡
者

染
欠
サ
チ
さ
ん
(
五
八
三
二
八

年
つ
と
め
た
大
阪
市
役
所
を
定
年
退

職
し
た
と
た
ん
に
バ
チ
山
口
欲
u

が
よ

み
が
え
っ
た
。
「
勉
強
に
年
齢
な
ん

て
関
係
な
い
で
し
ょ
う
」
。
(日

-m朝
日
)

主
婦
・
学
生
・
ス
ポ
ー
ツ

女
子
パ
レ
l
、
元
ユ
ニ
チ
カ
主
将

古
備
美
知
子
さ
ん
は
、
一
念
発
起
し

て
日
体
大
に
進
学
、
選
手
兼
コ

l
チ

兼
主
婦
と
し
て
活
脳
中
。(H-m朝
日
)

ニ
人
目
の
女
性
厚
生
省
禄
長

統
計
情
報
部
情
報
企
図
課
長
に
横

尾
和
子
さ
ん
(
三
七
)
が
。
国
際
基

相
H

教
大
卒
、
三
九
年
入
省
。
(
ロ
・

1
毎
日
)

n
童
話
さ
ん
ま
い
u

の
八
O
歳

岡
崎
市
に
住
む
深
津
早
苗
さ
ん

(八

O
)。
小
さ
い
頃
か
ら
書
く
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
が
、
老
境
に
入
っ
て

か
ら
や
っ
と
世
け
る
よ
う
に
な
り
、

幼
い
頃
の
思
い
出
を
中
心
に
一

0
0

縦
以
上
の
制
作
賞
話
を
。(ロ・

2
中
日
)

総
国
人
と
し
て
身
障
児
教
育

一
六
歳
の
あ
る
朝
、
新
聞
を
見
て

仰
然
。
李
王
朝
皇
太
子
の
締
約
者
と

し
て
自
分
の
写
真
が
の
っ
て
い
る
。

『
陛
下
の
お
ぼ
し
め
し
」
に
泣
い
た

が
、
殿
下
も
人
質
と
し
て
寂
し
い
思

い
を
し
て
き
た
人
と
や
が
て
わ
か
っ

た
。
日
鮮
の
暗
い
彫
の
中
で
長
男
は

七
か
月
で
死
亡
、
敗
戦
後
は
無
国
籍

の
タ
ケ
ノ
コ
生
活
、
三
八
年
よ
う
や

く
帰
斡
、
心
身
障
害
児
と
主
婦
の
職

業
教
育
に
打
ち
込
む
李
方
子
さ
ん
。

(u
・3
読
売
)

ツ
ル
と
気
象
の
関
係
を
研
究

砂
場
久
江
さ
ん
(
五
四
万
九
州

経
済
調
査
会
総
合
企
画
副
部
長
。

戦
時
中
、
気
象
技
術
官
養
成
所
に

入
所
、
そ
の
後
航
空
気
象
観
測
所
で

身
に
つ
い
た
雲
の
観
祭
が
、
習
い
性

と
な
っ
た
。

四
年
前
参
加
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行

で
上
昇
気
流
と
波
り
烏
の
関
係
に
気

づ
き
、
ツ
ル
と
気
象
の
関
係
を
観
祭

中

。

(

ロ

・

6
西
日
本
)

女
六

O
O万
人
寄
れ
ば

会
員
が
六

O
O万
人
を
超
え
た
地

紛
巡
の
会
長
、
大
友
よ
ふ
さ
ん
は
行

動
派
の
七
四
歳
。

八
年
前
テ
レ
ビ
の
二
重
価
格
を
徹

底
的
に
調
べ
上
げ
、
メ
ー
カ
ー
を
震

え
上
が
ら
せ
た
。
「
以
来
主
婦
述
は

テ
ス
ト
、
こ
ち
ら
は
調
査
で
:
:
:
と
同
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(ロ・

7
院
先
)

乗
り
に
乗
っ
て
る
版
画
家

山
本
容
子
さ
ん
合
ヱ
ハ
)
。
制
作

と
主
婦
業
と
大
学
の
美
術
講
師
の
三

足
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
、
去
年
と
今
年

で
た
て
続
け
に
四
つ
の
立
を
。
京
都

在

住

。

(

ロ

-m京
都
)

婦
人
研
究
者
の
先
頭
に

女
性
科
学
者
の
組
織
〈
日
本
同
人

科
営
者
の
会
〉
幹
事
の
狼
橋
勝
子
さ

ん
(
気
象
研
究
所
地
球
化
学
部
研
究

室
長
)
。
「
同
じ
災
総
を
あ
げ
て
も
差
別
さ

れ
る
。
姉
人
研
究
者
の
地
位
向
上
が

大
き
な
関
心
で
す
」
。
(
ロ
・
日
毎
日
)

二
十
年
ぶ
り
の
女
性
外
交
官

外
務
省
に
入
り
八
か
月
の
消
井
尖

紀
忠
さ
ん
(
二
五
三
「
結
婚
し
よ
う

と
し
ま
い
と
続
け
ま
す
」
。
来
年
六

月
か
ら
従
仏
勤
時

〈
ロ
・
ロ

ωu)

浄
土
も
地
獄
も
共
に
わ
が
う
ち

信
心
深
い
母
の
お
し
え
を
玄
え
に
、

旧
家
の
嫁
の
辛
い
生
活
に
耐
え
た
生

方
た
つ
ゑ
さ
ん
(
七
三
)
。
三

O
過

ぎ
て
始
め
た
歌
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
精
い
っ
ぱ
い
生
き
る
。
昭
和
三
三

年
読
売
文
学
賞
受
賞
。
(
ロ
・
げ
読

vu

女
ば
か
り
で
東
南
ア
訪
問
飛
行

こ
れ
か
ら
も
命
あ
る
限
り
"
河

ぷ
H

と
い
う
女
性
飛
行
士
別
一
号
の

及
佐
野
衣
さ
ん
。

「
マ
ニ
ラ
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
女

性
行
制
作
u
。
は
っ
き
り
し
た
英
訟
で

聞
き
や
す
い
し
、
籾
し
め
ま
し
た
」
。

六

一

歳

。

(

ロ

・

幻

朝

日

)

全
国
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ

-
元
鍛
行
口
、
古
AM倣
子
さ
ん
(
ニ

一
)
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
会
凶
一
周
を

一
年
七
か
月
ぷ
り
に
終
え
佐
賀
市
に

n
M
打
。
走
行
附
離
は
ざ
っ
と
二
万
キ

ロ

。

(

ロ

-m西
日
本
)

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ニ
一
年

石
井
ふ
く
子
さ
ん
(
五
二
)
。
製

作
担
当
の

T
B
S
「
日
限
劇
場
」
は

一
一
五

O
回
を
迎
え
る
。

「
仕
事
は
結
川
市
を
見
せ
る
以
外
、

弁
解
は
き
き
ま
せ
ん
。
プ
ロ
セ
ス
を

言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
し
、
甘
え
は

熊

川

」

。

(

ロ

-
M読
売
)

デ
ン
マ
ー
ク
研
究
一
四
年

大
阪
外
国
語
大
学
助
教
授
の
岡
田

令
子
さ
ん
。

「
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
女
性
も
自
分

が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
に
な
っ

て
い
る
。
紡
Mmも
同
桜
も
際
婚
も
気

に
し
な
い
。
働
く
こ
と
は
当
然
と
い

う
考
え
は
徹
底
し
て
い
る
」
。
(ロ

-m朝
日
)

毘
度
身
障
児
の
収
容
絡
股
を
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冊
川
度
身
阿
児
の
母
純
た
ち
の
「
野

ぱ
ら
の
会
」
は
毎
月
一
回
楠
岡
市
の

公
民
館
で
子
供
た
ち
の
教
育
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
「
愛
や
来
仕
だ
け
で
は
救
わ
れ

ぬ
」
と
矢
野
悠
子
会
長
(
六
五
)
は

担
役
，
つ
く
り
を
訴
え
る
。
(
ロ
・

mm
西
日
本
)

〔
尚
昆
〕

第
二
回
歴
史
文
学
賞

家
引
を
終
え
て
か
ら
良
夜
中
に
執

怨
す
る
松
本
幸
子
さ
ん
〈
四
六
)
、

初
め
て
書
い
た
小
説
で
受
賞
。
作
品

は
岡
山
滞
関
谷
学
校
を
舞
台
に
し
た

関
谷
の
日
々
』
。
七
年
前
か
ら
の
パ
ー

ト
で
似
た
収
入
は
資
料
や
取
材
質
周

に
消
え
て
き
た
。

(
1
・
5
朝
日
)



女
性
初
の
鳥
井
音
楽
賞
受
賞

や
巾
森
寿
子
さ
ん
〈
三
六
九
ル
チ

ア
の
主
役
で
「
完
ぺ
き
な
歌
削
技
術
」

を
示
し
て
。
「
主
婦
業
と
の
両
立
は
、

ど
う
し
て
も
自
分
の
こ
と
が
大
事
で

夫
と
子
供
は
犠
牲
に
。
あ
ん
た
カ
ゼ

ひ
い
て
い
る
の
な
ら
向
こ
う
へ
行
き

な
さ
い
な
ん
て
」
。

(
l
-
M読
売
)

第
四
回
解
放
文
学
賞
記
録
部
門

野
村
コ
マ
キ
さ
ん
〈
六
一
〉
が
入

選
。
受
賞
作
は
『
私
の
生
い
た
ち
』
。

き
び
し
い
差
別
と
貧
困
の
中
を
生
き

ぬ
い
て
き
た
記
録
。

(
2
・
幻
名
越

森
英
恵
さ
ん
の
屈
に
賞
状

森
英
恵
さ
ん
の
パ
リ
の
庖
に
今
年

の
欧
州
優
秀
品
委
員
会
の
賀
状
に
あ

た
る
「
資
格
免
状
」
が
与
え
ら
れ
た
。

(--m毎
日
)

日
本
宣
伝
会
賞
を
受
け
る

竹
下
文
子
さ
ん
〈
ニ

O
〉
。
小
学

生
の
頃
か
ら
資
話
絵
本
を
作
っ
て
き

た
消
新
な
幻
想
作
家
。
『
月
売
り
の

話
』
で
受
賞
。

(
2
・
8
読
売
)

第
七
回
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
受
賞

世
界
の
H

ハ
ナ
エ
・
モ
リ
u

と
し

て
年
尚
三

O
O低
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

王
国
を
築
い
た
森
英
忠
さ
ん
。
女
子

大
を
出
て
一
度
は
平
凡
な
主
婦
の
座

に
つ
い
た
が
、
長
男
が
お
な
か
に
い

る
と
き
に
洋
裁
学
校
へ
。
新
宿
駅
前

の
ラ
ー
メ
ン
家
の
三
階
に
洋
裁
庖
を

持
っ
て
か
ら
子
辿
れ
で
同
胞
を
守
り
、

こ
の
道
ニ

O
年
。
〈
3
・
3
朝
日
)

日
本
初
の
シ
ュ
パ
イ
ツ

7
l賞
を

武
藤
洋
子
さ
ん
(
三
五
)
。
京
大

医
学
部
で
、
実
験
川
動
物
の
世
話
を

し
て
い
る
。
捕
鯨
に
抗
議
す
る
た
め

に
来
日
し
た
A
W
I会
長
が
、
祝
祭

に
来
た
と
き
、
手
術
後
の
動
物
た
ち

に
毛
布
を
か
け
て
や
る
武
藤
さ
ん
を

見
て
感
激
。
こ
ん
ど
の
受
賞
と
な
っ

た。

(
3
・3
朝
日
)

本

日
本
動
物
福
祉
協
会
職
員
の
武
藤

洋
子
さ
ん
。
ア
メ
リ
カ
動
物
福
祉
協

会
部
ら
日
本
初
の
「
シ
ュ
パ
イ
ツ
ァ
l
・

メ
ダ
ル
」
を
附
ら
れ
た
。
京
大
病
院

で
犬
を
相
手
に
災
験
研
究
を
続
け
て

八
年
、
そ
の
怒
抑
ω
心
を
評
価
さ
れ
て
。

(
4
-
m読
売
)

一
七
規
少
女
が
章
隠
新
人
賞

広
島
の
高
校
二
年
生
、
佐
竹
啓
子

さ
ん
が
毎
日
鼠
話
新
人
賞
を
受
賞
。

受
賞
作
は
『
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
で
ん
わ
』
1

(
3
・U
毎
日
)

安
井
賞
に
初
の
女
性

上
保
陽
子
さ
ん
(
四

O
)。
独
学

で
油
絵
を
学
ん
だ
人
。
「
怖
感
を
盛

り
こ
ん
で
色
彩
に
も
秩
序
が
あ
る
」

(
3
-
m各
紙
)

を
a
T

一
七
歳
で
絵
描
き
を
志
し
て
以
来
、

他
人
の
評
価
は
ど
う
で
あ
れ
プ
ロ
を

自
認
、
同
業
の
夫
が
描
き
か
け
の
絵

に
手
を
入
れ
た
と
き
激
し
く
抗
議
、

以
来
夫
も
一
人
前
に
扱
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
多
年
追
い
続
け
て

来
た
テ
1
マ
は
「
生
と
死
」
。
「
形
だ

け
と
い
う
絵
は
な
い
。
自
分
の
感
情

が
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
」
と
語

る。

(
4
・8
毎
日
)

と
好
評
。

吉
川
英
治
賞
初
め
て
女
性
に

古
川
氏
の
唯
一
の
弟
子
、
杉
本
苑

子
さ
ん
が
『
滝
沢
馬
琴
』
で
受
賞
。

(
4
-
M各
紙
)

第
五
ニ
回
オ
l
ル
読
物
新
人
賞

五
二
歳
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
黒
沢

い
づ
子
氏
が
『
か
べ
ち
ょ
う
』
で
受

賞

。

ハ

4

・1
読
売
)
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第
二
一
回
鮮
像
新
人
賞

一
八
歳
の
巾
沢
け
い
さ
ん
が
、
小

説
郎
門
で
、
『
泌
を
感
じ
る
時
』
|
|

高
校
生
児
女
の
恋
愛
を
揃
い
た
作

品
で
受
賞
。
(
4
・4
、
5
-
m説
先
)

第
四
回
東
京
市
政
悶
査
会
藤
悶
賞

『
公
市
町
・
労
災
・
職
業
病
年
表
』

で
東
大
助
手
飯
山
仲
子
さ
ん
が
受
付
句

(
5
・
日
朝
日
)

蛇
時
勿
賞
受
賞
の
九
一
歳

句
集
『
月
下
美
人
』
で
受
・
口
し
た

阿
部
み
ど
り
女
さ
ん
。
父
母
・
夫
・

子
に
先
立
た
れ
白
身
は
大
抑
制
、
深
い

悲
し
み
を
秘
め
た
人
生
だ
。
が
、

「
-M付
凡
さ
え
も
刊
行
ぴ
に
変
え
る
、
こ

れ
が
俳
句
で
す
」
と
静
か
。

(
6
・7
、
叩
説
先
)

郎
八
団
派
い
圃
純
文
学
賞

『
授
の
か
げ
ば
う
し
』
で
白
川
ひ

ろ
さ
ん
が
受
賞
。

(
6
・
口
問
日
)

江
戸
川
乱
歩
賞

中

μ梓
の
名
で
「
群
像
・
設
制
部

門
新
人
文
学
世
」
を
去
年
受
賞
し
た

栗
本
旅
さ
ん
(
二
五
)
の
『
ぼ
く
ら

の
時
代
』
に
。

(
6
・
初
各
紙
)

ブ
ル
ガ
リ
ア
平
和
と
相
互
理
解
賞

日
本
で
学
ぷ
ブ
ル
ガ
リ
ア
行
年
の

籾
が
わ
り
を
つ
と
め
て
ブ
ル
ガ
リ
ア

政
府
か
ら
受
賞
し
た
符
古
み
ど
り
さ

ん
(
五
五
)
。

一
五
歳
で
女
学
校
を
中
退
、
日
本

師
人
新
聞
や
姉
人
民
中
賄
側
の
紀
ペ

ラ
ジ
オ
の
主
制
レ
ポ
ー
タ
ー
、
テ
レ

ビ
料
開
需
利
の
司
会
引
を
つ
と
め
た
。

(
7
・4
朝
日
)

長
谷
川
仰
貨
を
受
賞

総
竹
火
作
凶
抑
制
(
リ
削
劇
・
映
同

州
叶
門
)
式
市
の
小
川
明
子
さ
ん
(
四

四
)
。
開
館
し
て
ニ

O
年
、
「
珍
し
い

資
料
や
本
が
的
え
る
た
び
に
、
か
わ

い
い
こ
ど
も
を
預
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
ん
で
す
」

(
7
-
m読
売
)

パ
レ
!
大
会
で
総
理
杯

熊
本
砂
取
ク
ラ
ブ
主
将
竹
原
敦
子

さ
ん
(
四
一
)
。
長
女
を
生
ん
で
か

ら
バ
レ
ー
を
始
め
、
全
参
加
チ
1
ム

で
必
同
年
附
の
チ
l
ム
を
ま
と
め
優

勝
。
「
特
別
な
糾
習
は
し
ま
せ
ん
し
、

で
き
ま
せ
ん
。
週
二
回
そ
れ
も
夜
一

時
間
半
ぐ
ら
い
」
と
い
う
共
働
き
マ

マ。

(
8
・5
朝
日
)

第
八
回
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞

良
川
の
欣
方
、
作
陪
佐
役
代
さ
ん

(
六
七
)
が
受
目
。
水
質
と
別
立
八

五
万
円
を
受
け
た
。

「
民
川
削
介
で
女
性
の
地
似
を
拡
大

向
上
さ
せ
た
」
が
授
質
問
山
。

「
品
川
は

M
m
N
の
三
味
線
に
列
の

mu
だ
っ
た
が
女
も
刷
う
よ
う
に
な

り
、
私
が
そ
の
さ
き
が
け
」
。

独
身
、
十
は
若
く
見
え
る
人
。

(
8
・U
朝
日
)
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大
臣
賞
よ
り
も
法
律
が
ほ
し
い

心
身
附
符
児
制
祉
へ
の
貢
献
で
厚

生
大
臣
立
を
受
け
た
宮
城
ま
り
子
さ

ん
。
「
以
前
受
賞
し
た
と
き
は
抗
よ

り
お
金
が
ほ
し
い
と
思
っ
た
け
ど
、

い
ま
は
陣
容
児
を
守
る
法
作
が
ほ
し

い」。

(
8
-
U朝
日
)

漢
字
腕
み
脅
さ
大
会
に
優
勝

高
校
国
語
教
師
の
飯
田
多
美
さ
ん

(
五
九
三
写
航
機
メ
ー
カ
ー
主
催
の

こ
の
大
会
で
、
女
性
の
優
勝
者
は
初

め
て
。
出
場
目
的
は
「
趣
味
と
老
化

防
止
」
。

(
8
・
お
朝
日
〉



第
十
七
回
女
流
文
学
賞

竹
西
口
子
氏
の
『
行
絃
然
』
と
作

品
約
子
氏
の
『
削
児
』
に
。
(
9
・6
勾
日
)

*
 

『
削
児
』
で
受
賞
の
体
品
約
子
さ

ん
。
「
女
性
特
有
の
テ
l
マ
に
限
定

し
て
拶
と
刑
判
尖
を
結
び
つ
け
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
精
神
と
現
災
が
一
緒
に

な
っ
た
も
の
を
書
い
て
い
き
た
い
。

い
い
子
育
て
も
し
た
い
」
。

(ω
・
2
朝
日

/
m
・
6
毎
日
〉

毎
日
芸
術
賞

『
和
宮
崎
隊
御
留
』
の
有
吉
佐
和
子

さ
ん
に
。
「
文
壇
は
ず
い
ぶ
ん
前
か

ら
女
性
が
進
出
し
て
い
た
の
に
、
な

ぜ
か
女
だ
け
を
対
象
と
し
た
女
流
文

学
賞
が
近
頃
に
な
っ
て
で
き
、
そ
れ

を
受
賞
し
た
。
今
度
は
男
女
共
通
で

初
の
受
賞
、
う
れ
し
い
」
。
(
m
-
9毎
日
)

国
際
交
流
奨
励
賞
受
賞

浅
野
叫
子
さ
ん
(
七
一
)
。
東
京

日
本
話
学
校
で
教
問
慨
を
と
っ
て
三

O

年
、
日
本
語
教
官
史
の
生
き
字
引
き

と
し
て
知
ら
れ
る
。
白
金
三

O
O万

円
は
教
材
校
側
な
ど
に
使
う
。

(m-m朝
日
〉

"
現
代
の
名
ヱ
M

に
女
性
研
麿
エ

光
学
レ
ン
ズ
み
が
き
の
ベ
テ
ラ
ン
、

小
森
美
代
さ
ん
(
四
四
三
一
八
歳

で
官
士
写
良
光
機
に
レ
ン
ズ
工
と
し

て
入
社
。
先
訟
は
何
も
教
え
ず
全
く

の
徒
節
制
度
、
「
人
の
い
な
く
な
っ

た
昼
休
み
に
こ
っ
そ
り
勉
強
」
、
一

万
分
の
五
ミ
リ
の
精
度
が
要
求
さ
れ

る
男
の
職
場
で
二
六
年
、
今
は
一
万

分
の
一
の
狂
い
も
な
い
と
の
折
紙
っ

き
。
第
一
二
回
「
現
代
の
名
工
」
九

九
人
の
最
年
少
者
と
し
て
労
働
大
臣

か
ら
卓
越
技
能
賞
を
。
(
日
・

8
朝
日
)

女
流
陶
芸
展
で
文
部
大
臣
賞

松
井
明
子
さ
ん
。
「
造
成
地
の
凪

に
吹
か
れ
る
白
い
草
」
で
受
賞
。

「
主
鮒
の
仕
事
の
合
聞
に
陶
芸
を
続

け
た
い
」
。
(
日
・
日
毎
日
)

「
す
ば
る
文
学
賞
」
森
港
子
さ
ん

サ
ガ
ン
胤
の
『
間
取
』
で
受
賞
ロ

「
四
作
目
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア

の
短
編
を
省
い
て
み
た
い
」
。

、，i
・n白
台
心
H
E
J

f
i
-
-
2
7
2
 

五
三
年
毎
日
農
業
記
録
賞

「
土
と
家
族
と
友
仰
と
」
で
最
優

秀
賞
の
千
野
喜
和
子
さ
ん
は
七
人
家

族
の
主
婦
。

作
品
は
「
協
同
組
合
活
動
の
中
へ

女
性
の
戸
を
反
映
さ
せ
て
、
民
業
を

本
気
で
考
え
る
よ
う
な
政
治
を
作
り

上
げ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
訴
え
た
も

の

。

(

日

-m毎
日
)

第
五
回
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

『
火
は
わ
が
胸
中
に
あ
り
』
で
海

地
久
枝
さ
ん
が
受
賞
。
「
資
料
探
し

は
女
の
つ
づ
り
仕
事
。
女
だ
か
ら
で

さ
る
こ
と
も
。
昭
和
の
女
を
世
き
続

け
ま
す
」
。(u
・
幻
朝
日
/
ロ
・

6
毎
日
)

手
づ
く
り
絵
本
で
入
賞

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
手
づ
く
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
一
般
か

ら
一
五
五
八
点
、
児
宜
か
ら
九
七
一

点
も
の
応
募
。
読
売
新
聞
社
貨
を
受

賞
し
た
三
原
佐
知
子
さ
ん
(
三
五
)

は
、
八
、
六
、
四
歳
の
お
母
さ
ん
。

(ロ

-m読
売
)

芸
術
祭
大
賞
の
マ
マ
バ
レ
リ
ー
ナ

小
林
紀
子
さ
ん
つ
ニ
六
)
。
出
産

後
初
の
公
泌
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

で
受
賞
。
ま
る
二
年
間
の
空
白
を

「
朝
六
時
起
き
、
食
事
洗
た
く
を
し
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て一

O
時
か
ら
三
時
ま
で
練
習
し
て
」

埋

め

た

。

(

ロ

・

げ

朝

日

)

第
二
十
八
回
児
童
小
説
に
入
選

小
野
紀
尖
子
さ
ん
(
四
一
)
。
受

賞
作
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
敗
戦
の
思

い
山
を
ま
と
め
た
『
十
三
歳
の
山
兇
』
1

「
胸
に
た
ま
っ
て
い
た
も
の
を
一
気

に
は
さ
山
し
た
か
っ
た
」
。
(
ロ
・
幻
毎
日
)

〔
逝
去
〕

花
森
安
治
さ
ん

一
四
日
、
急
逝
。

去
年
の
一
二
月
、
短
期
入
院
し
た

と
き
、
病
院
で
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

力
強
い
泣
き
叫
刊
を
き
き
、
花
森
さ
ん

は
そ
の
明
る
い
生
命
力
に
感
動
し
た

と
涙
を
た
め
て
詰
っ
た
。
そ
し
て
、

「
あ
の
向
に
は
、
男
も
女
も
な
い
な
」

と
古
っ
た
。
女
性
に
伺
凡
の
な
い
人

だ

っ

た

。

〈

l
・
日
朝
日
)

ダ
ミ
ア
(
マ
リ
l
・
ル
イ
ズ
・
ダ
ミ

ア
ン
)

シ
ャ
ン
ソ
ン
「
附
い
口
附
口
」
や

「
人
の
気
も
知
ら
な
い
で
」
で
行
名

な
歌
手
。
八
八
歳
。

(
1
-
m読
売
)

石
井
小
浪
さ
ん

制
作

mmの
市
分
け
。
九
日
、
急

性
肺
炎
で
。
七
二
歳
。
(
2
-
m
M什
紙
)

水
梨
サ
ワ
子
さ
ん

二
ハ
臼
脳
内
出
血
で
。
奈
良
女
子

大
教
授
、
六
二
歳
。

(
3
-
m各
紙
)

生
図
花
朝
女
さ
ん

大
和
絵
削
・
米
。
大
正
一
四
年
帝
服

初
入
選
、
翌
年
、
女
性
で
初
の
特
選

受
賞
。
八
八
歳
。

(
3
・
剖
毎
日
)

野
宮
初
枝
さ
ん

元
日
本
キ
リ
ス
ト
教
師
人
矯
風
会

開
明
。
売
特
反
対
等
で
前
町
二
日
、

脳
出
血
の
た
め
。
八
O
歳。
(
4
・3
読
売
)

豆
島
美
代
子
さ
ん

一
五
日
、
円
カ
イ
ヨ
ウ
と
肝
硬
変

で
。
七
九
歳
。
母
、
心
を
歌
っ
た
歌
人
1

(
4
-
m各
紙
)

網
野
惜
別
さ
ん

一
五
日
、
東
京
の
病
院
で
、
じ
ん

不
全
の
た
め
。
一
貫
し
て
私
小
説
を

件
き
、
一
人
科
ら
し
三
五
年
、
自
分

で
生
き
よ
う
と
い
う
気
迫
を
保
ち
続

け
た
作
家
。
七
八
歳
。

(5-m、
5
-
m、
5
-
m朝
日
)

杉
野
芳
子
さ
ん

日
本
洋
裁
界
の
草
分
け
。
二
四
日
、

老
政
の
た
め
。
八
六
成
。

〈

7
-
m符
紙
)
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組
谷
ア
イ
さ
ん

北
限
巡
山
の
共
陀
党
前
部
議
。
新

日
本
姉
人
の
会
東
京
都
本
部
会
長
。

一
口
、
脳
出
血
の
た
め
。
六
六
歳
。

〈

8

・2
読
売
)

波
多
野
動
子
さ
ん

ガ
ン
性
胸
胞
膜
炎
で
。
七
二
歳
。

『
少
年
期
』
の
作
者
、
児
武
心
理
学

や
社
会
数
行
の
分
野
で
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
。
女
性
第
一
号
の
文
学
問

士

。

《

9

・mm毎
日
)

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ

l
ド
さ
ん

世
凶
作
品
問
的
の
人
間
学
者
。
世
界

の
女
性
迎
動
に
大
き
な
影
細
川
を
与
え

た
人
。
ガ
ン
の
た
め
七
六
歳
で
死
克

一
年
前
か
ら
ガ
ン
と
知
っ
て
い
た
が

二
二
年
間
、
館
長
を
務
め
た
米
自
然



科
学
博
物
館
に
通
い
続
け
、
後
進
を

指
導
、

一
O
月
三
日
ま
で
講
演
活
動

も
続
け
た
。

「
花
束
は
無
用
、
香
典

は
人
類
学
の
発
展
の
た
め
に
」
が
逃

響
。
著
書

『
男
性
と
女
性
』
ほ
か
。

(u
・
日
各
紙
)

@aT 

タ
ブ
ー
だ
っ
た
性
に
つ
い
て
オ
ー

プ
ン
に
語
り
、
コ一
団
結
婚
し
て
三
回

離
婚
、
常
に
風
変
わ
り
な
行
鞍
セ
と
っ

た
。
非
難
す
る
人
も
多
か
っ
た
が
、

そ
の
指
導
を
受
け
た
研
究
者
た
ち
は

「決
定
的
か
つ
建
設
的
な
示
唆
を
与

え
、
励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
」
と
立

讃
し
て
い
る
。
あ
く
な
き
好
奇
心
と

鋭
い
観
祭
服
を
持
ち
、
研
究
の
結
果

が
人
間
の
未
来
に
ど
う
か
か
わ
る
か
、

深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

(
原
ひ
ろ
子
)
(
日

・
幻
朝
日
)

ミ
1

ド
女
史
ほ
ど

H

位
凹
?
の
名

に
値
す
る
人
は
い
な
い
。
都
市
づ
く

り
の
国
際
的
合
意

「
デ
ロ
ス
宣
言
」

に

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
カ

サ
キ
」
を
入
れ
よ
う
と
発
言
し
た
と

き
大
半
の
学
者
が
反
対
し
た
中
で
、

女
史
は

H

吠
え
る
H

よ
う
な
声
で
私

を
支
持
し
て
説
得
し
た
。
彼
女
の
声

は
H

女
の
ラ
イ
オ
ン
H

と
言
わ
れ
る

ほ
ど
威
力
が
あ
っ
た
が
、
微
笑
は
子

供
の
よ
う
に
あ
ど
け
な
か

っ
た
。
ほ

ん
と
う
に
惜
し
い
人
を
な
く
し
た
。

(
機
村
英

一
)
(
U
-
M
毎
日
)

心
理
学
を
踏
ま
え
た
人
類
学
の
見

地
か
ら
、
成
長
の
問
題
、
性
別
と
気

質
と
文
化
の
関
係
の
問
題
に
鋭
い
分

析
を
加
え
た
人
。

(
和
智
綴
子

・
文
化
人
類
学
講
師
)

(H
-
m山
京
郎
)

茂
木
ヒ
イ
さ
ん

二
六
日
、
老
衰
の
た
め
八
八
歳
で
。

冗
実
践
女
子
大
教
授
。
(
日

・
お
朝
日
)

ゴ
ル
ダ

・
メ
イ
ア
さ
ん

八
日
、
肝
臓
病
で
。
八

O
歳
。
ソ

辿
の
キ
エ
フ
で
生
ま
れ
八
歳
で
渡
米
、

教
員
の
の
ち
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
没

頭
、

一
九
四
八
年
イ
ス
ラ

エ
ル
建
国

と
と
も
に
駐
ソ
初
代
公
使、

四
九
年

か
ら
閣
僚
、
六
九
七
四
年
首
相
、

以
後
は
ユ
ダ
ヤ
益
金
に
専
念
。

(ロ
・9
朝
日
)

J24RLPの府民
さんフョ， 旬、ずマ

:>rーク殴号Eの

町、佳子さん

Si ;i… 豆 E!←止z担R
， !経挫1七iiはLで去if!高立生;主!; 
程 E 民ELi t =刊盟E品長言
唖ヨ円 -天( ~亙= ζι-..ゴ 町，心ν. 肉刑

可

自
画面

り
温
翻
に

mbヲ
て
制
動
さ
れ
‘
ア
dr

リ
沼
町
峰
廷
に
慢
窃
と
レ

τ作
品
ち
忽
削

ら
も
、
百
日
躍動副
そ
餓
川りて
い
ゐ
.
今

月
云
「

固

ak表
面
℃
闘
か
n
ac
原
水

紙

【
U
A明
司

鴎
ωp
d
E
の
「館
お
め

た
的
町
田
町
建
柑
合
hm
』
で
・
彼
女
は

-a
KM-ら
mい
幽閉
そ
"
っ
-
人
的

m

mと
レ
て
一
乎
ど
む
削
句
史
的
事
A
R
K
-

ら
し
て
い
吋
る
よ
う
に
』
帽をの

mM司令

紛
え
る
.

震
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本

〔本〕
家
業
の
椴
に
詩
集
自
費
出
版

家
業
の
維
白
山
を
継
ぐ
か
た
わ
ら

詩
作
に
と
り
く
ん
で
い
る
納
尖
純
子

さ
ん
合
ニ

O
)
が
、
念
聞
の
詩
集

『
檎
(
そ
り
)
を
ひ
く
』
を
目
白
出

版
し
た
。

(
1
・
6
道
新
)

『
ふ
る
さ
と
は
林
倫
の
匂
い
』

H

読
者
の
歳
時
記
M

と
し
て
、
朝
日

新
聞
の
東
京
版
に
四
年
余
拘
滅
さ
れ

た
コ
ラ
ム
「
目
的
叫
川
」
の
投
稿
者
の

一
人
、
主
婦
十
日
野
弘
子
さ
ん
が
、
同

欄
に
減
っ
た
日
分
の
作
品
を
小
心
に

約
九

O
M糊
の
短
文
を
本
に
し
、
日
目

出
版
す
る
。

(
1
・
8
朝
日
)

『
ふ
る
さ
と
幻
想
』

女
で
あ
り
、
山
医
す
る
こ
と
を
思

想
化
し
、
「
あ
た
し
子
供
を
生
ん
だ

の
よ
」
で
は
な
く
て
「
あ
た
し
子
供

が
生
ま
れ
た
の
よ
」
と
い
う
表
現
を

貫
き
通
す
磁
的
和
江
さ
ん
の
朝
鮮
労
も

「
朝
鮮
の
実
印
刷
に
こ
と
ば
を
与
え
て

朝
鮮
を
生
み
た
い
」
と
い
う
切
災
な

心
的
が
逆
に
「
日
本
」
を
あ
ら
わ
に

さ
せ
て
い
る
。
大
和
件

M
、
=
ニ

O

O
円。

(
1
・9
判
明
日
)

カ
メ
ラ
で
捕
え
た
銘
仙
の
機
女

秩
父
銘
仙
で
織
り
つ
づ
け
た
織
女

(
は
た
め
)
た
ち
を
追
っ
た
写
口
集

『
秩
父
機
純
明
』
。
年
季
・
前
的
証
文

の
資
料
も
収
録
。
主
仰
と
生
活
社
、

四
八
O
O円。

(1-m読
売
)

『
ア
メ
リ
カ
史
の
な
か
の
女
性
』

歴
史
学
者
が

m-Mな
資
料
と
女
の

生
き
方
に
対
す
る
抑
制
か
な
目
く
ぱ
り

で
純
っ
た
ア
メ
リ
カ
女
性
史
。
ペ
イ

ジ
・
ス
ミ
ス
帯
、
東
浦
め
い
訳
。
研

究
社
山
版
、
二
五

O
O円。
(
1
・
印
税
光
)

174 

『
こ
の
風
の
音
を
聞
か
な
い
か
』

四
民
詩
人
渋
谷
定
納
氏
の
若
き
日

の
妥
で
、
共
に
四
民
運
動
に
飛
び
込

み
、
二
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
渋
谷
繁

子
の
日
記
や
手
紙
が
、
半
世
紀
ぷ
り

に
遺
稿
集
『
こ
の
風
の
音
を
聞
か
な

い
か

l
l愛
と
闘
い
の
記
録
』
(
家

の
光
協
会
刊
)
と
し
て
日
の
目
を
見

る
。
一
二

O
O円
。
〈
1
・
η朝
日
)

『
ほ
づ
、
の
あ
と
に
』

従
別
宥
護
制
の
手
記
が
向
版
さ
れ

た
。
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に

か
け
て
従
軍
し
た
行
設
紛
の
数
は
三



万
三
千
余
人
。
そ
の
う
ち
戦
死
・
戦

病
死
し
た
も
の
は
千
四
百
余
人
。
戦

争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
戦
争
の

な
味
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と

い
う
蹴
い
が
尖
っ
て
反
轡
が
続
々
。

五
月
に
は
『
統
・
ほ
づ
』
の
あ
と
に
』

も
刊
行
予
定
。
ア
ン
リ
l
・
デ
ュ
ナ

ン
研
究
所
刊
O

(

l

・
幻
読
売
)

『
家
庭
科
・
な
ぜ
女
だ
け
l
』

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る

会
編
。
共
修
を
す
す
め
る
会
の
発
足

前
後
か
ら
三
年
に
わ
た
る
活
動
と
運

動
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
。

こ
の
会
は
「
家
庭
科
を
女
子
だ
け

が
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
現
在
の
女

性
問
題
の
象
徴
と
と
ら
え
、
問
題
の

根
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
ド
メ
ス
出

版
、
一
七
O
O円。

(
2
・
1
朝
日
)

『
女
子
教
育
』
創
刊

男
女
平
等
と
女
性
の
自
立
の
実
現

の
た
め
に
二
部
八
O
Q月
季
刊

か
り
ば
ね
釘
目
的
。

(
2
・5
読
売
)

『
わ
か
れ
道
お
も
い
で
道
』

戦
争
中
、
労
働
巡
動
家
の
子
と
し

て
科
ら
し
た
少
女
の
体
験
を
も
と
に

描
い
た
物
語
。
戦
時
中
の
社
会
主
義

者
と
そ
の
・
米
族
の
生
活
が
う
か
が
わ

れ
、
山
以
頂
。
山
花
郁
子
者
、
岩
崎
古

山
、
九
八

O
円
。
〈
2
・
6
読
売
)

『
炎
は
海
を
越
え
て
』

九
州
の
古
い
陶
窯
、
高
取
焼
十
代

目
の
波
乱
に
官
ん
だ
女
性
陶
工
一
代

記
。
女
と
い
う
制
約
を
こ
え
た
が
ん

ば
り
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

高
取
静
山
著
、
平
凡
社
1

九
O
Q円。

(
2
・6
読
売
)

『
母
乳
を
だ
す
本
』

林
せ
つ
子
・
布
村
束
三
共
著
、
ビ

ジ
ョ
ン
出
版
、
八
五

O
円。
(
2
-
M
毎
日
)

『
埋
も
れ
た
遺
書
|
|

日
本
の
母
た
ち
』

民
衆
が
生
き
て
米
て
こ
れ
か
ら
も

生
き
継
い
で
行
く
、
そ
の
原
点
と
な

る
べ
き
母
た
ち
の
重
い
足
ど
り
と
戸

を
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
世
に
残
し
て

も
ら
い
た
い
ー
ー
と
の
闘
い
か
ら
生

ま
れ
た
古
。
畑
山
時
者
、
湖
山
版
社
-

九
八

O
円。

(
2
・
幻
読
光
)

『
夜
明
け
前
の
福
祉
|
|

雨
の
中
の
土
下
座
の
記
録
』

ベ
l
チ
ェ
ッ
ト
病
の
忠
省
、
斎
藤

と
み
さ
ん
(
四
八
〉
の
自
民
山
版
。

「
ベ
病
と
い
う
難
病
が
あ
っ
た
ん
だ

け
ど
、
親
は
強
く
生
き
て
行
こ
う
と

し
た
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
子
供
に

残
し
て
お
き
た
か
っ
た
」

(
2
・
幻
毎
日
埼
玉
)

『
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
』

一
二
歳
の
と
き
、
戦
禍
で
父
母
と

妹
を
相
次
い
で
亡
く
し
た
少
女
が
、

三
三
年
た
っ
た
今
、
二
児
の
母
親
と

な
り
、
自
分
の
体
験
を
子
供
に
伝
え

よ
う
と
一
冊
の
本
を
世
い
た
。
作
者

高
木
敏
子
さ
ん
の
も
と
に
は
感
動
の

手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
映
図
化
の
話
も

進
ん
で
い
る
。
金
の
旦
社
刊
、
八
五

O
円。

(
3
・8
朝
日
)

『
製
花
鎮
塊
』

昨
年
亡
く
な
っ
た
位
民
作
家
、
吉

野
せ
い
さ
ん
(
第
六
回
大
宅
壮
一
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、
第
一
五
回
岡

村
俊
子
口
受
賞
)
の
逃
品
の
中
か
ら
、

次
女
・
梨
花
の
一
か
月
後
の
命
日
、

昭
和
六
年
一
月
三

O
日
か
ら
、
四
か

月
間
続
い
て
い
る
日
記
が
発
見
さ
れ

た
。
『
梨
花
鋭
魂
』
と
題
し
て
発
表

さ
れ
る
。

(
3
-
m朝
日
)

『
女
で
ご
ざ
る
』

十
五
世
羽
左
衛
門
の
娘
で
、
踊
り

の
道
を
ひ
た
す
ら
突
っ
走
っ
て
き
た
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吾
妻
徳
穂
さ
ん
。
「
踊
り
を
天
職
と

考
え
た
一
人
の
女
の
強
さ
と
弱
さ
、

と
ど
の
つ
ま
り
運
命
に
さ
か
ら
い
き

れ
な
か
っ
た
姿
を
問
い
か
け
た
か
っ

た
」
と
自
叙
伝
を
。
読
売
新
聞
社
、

一三

O
O円。

(
3
-
m読
売
)

中
年
の
危
機
を
考
え
る
本

米
凶
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
パ
ッ
セ
l

ジ
』
の
訳
本
が
山
た
。
人
生
の
節

(
ふ
し
)
を
い
か
に
乗
り
切
る
か
、

特
に
女
性
は
三
五
歳
を
締
め
切
り
と

し
て
目
分
の
ほ
ん
と
う
に
し
た
い
こ

と
を
正
直
に
自
問
す
べ
き
だ
と
、
事

例
を
紹
介
し
て
い
る
。
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
社
刊
I
・
E
巻
。
〈
4
・
4
説
先
)

H

交
通
遺
母
u

の
細
腕
奮
闘
記

交
通
治
母
の
会
(
坂
本
み
ゆ
き
会

長
、
会
民
三
五

O
O
)
が
事
故
防
止

の
聞
い
を
こ
め
、
生
活
の
苦
し
み
を

つ
づ
っ
た
文
集
『
赤
い
シ
グ
ナ
ル
』

を
初
め
て
発
行
し
た
。
六

O
O円。

(
4
・5
読
売
)

主
婦
の
投
稿
岱
『
わ
い
ふ
』

防
策
・
手
紙
・
テ
1
マ
原
稿
な
ど

月
に
四

O
巡
ぐ
ら
い
が
寄
せ
ら
れ
原

則
的
に
没
版
稿
な
し
。
疑
問
の
中
で

閉
ざ
さ
れ
孤
立
し
て
い
る
主
紛
が
、

将
き
、
討
論
す
る
こ
と
で
山
口
が
見

い
出
せ
れ
ば
と
い
う
闘
い
で
刊
匂

隔
月
刊
。

(
4
・
6
朝
日
〉

女
性
の
戦
争
紀
録

女
性
ば
か
り
の
戦
争
体
験
手
記

『
怒
鴻
の
母
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
京

mの
旅
館
主
、
笠
原
政
江
さ
ん
(
六

五
)
が
全
凶
に
呼
び
か
け
て
採
っ
た

手
記
の
第
一
巻
。
記
述
は
災
に
克
明

で
し
か
も
鮮
烈
、
現
代
史
の
抗
湿
な

資
料
。

(
4
-
m朗
日
)

繰
り
返
す
な
、
こ
の
苦
し
み

ス
モ
ン
被

W
者
の
苦
し
み
と
策
担

の
怖
さ
を
つ
づ
っ
た
本
『
ひ
と
り
で

歩
き
た
い
』
(
稲
岡
県
ス
モ
ン
の
会

師
、
西
日
本
新
聞
社
刊
)
が
山
川
版
さ

れ
た
。
淡
々
と
間
ら
れ
る
悦
り
や
悲

し
み
か
ら
被
告
者
の
悔
し
さ
怒
し
さ

が
強
く
伝
わ
る
。

(
4
-
m西
日
本
)

『
日
本
館
の
裏
方
』

寿
最
um
ヱ
主
副
司
女
性
の
棋
以
に
立
っ

た
研
究
を
続
け
て
い
る
持
者
は
、
男

た
ち
が
特
椛
的
な
団
結
の
核
と
し
て

か
ず
か
ず
の
こ
と
わ
ぢ
を
用
い
て
き

た
こ
と
を
発
凡
し
、
こ
と
わ
ぎ
が
時

に
生
む
先
別
の
残
酷
さ
に
対
し
て
刷
円

台
し
、
抗
議
す
る
。
講
談
社
、
一
一

O
O円。

(
4
・η読
売
)

危
う
い
生
活
に
耐
え
る
女
た
ち

休
日
約
子
持
『
欽
ぴ
の
応
』
。
夫

と
別
れ
た
か
あ
る
い
は
別
れ
よ
う
と

し
て
い
る
女
た
ち
の
、
独
立
し
て
生

き
よ
う
と
し
、
だ
が
ど
こ
か
う
つ
ろ

で
寒
々
と
し
た
昇
率
揃
く
矧
ね
勾

中
央
公
論
社
、
九
五

O
円。

(
4
・
Mm光
/
5
・8
削
明
日
)
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心
の
ふ
る
さ
と
を
見
事
に
錨
く

央
森
成
生
強
引
『
不
思
議
な
約
鈍
』

に
は
著
者
が
幼
い
こ
ろ
母
か
ら
聞
い

た
語
り
口
そ
の
ま
ま
を
再
録
し
た
民

話
一
五
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
土
着
性
の
強
い
民
話
で
盛
一

色
の
さ
し
絵
が
イ
メ
ー
ジ
を
誘
う
不

思
設
な
魅
力
を
持
つ
。
構
成
は
演
劇

的
嬰
潔
に
訂
み
、
ゆ
た
か
な
語
り
口

調
が
見
事
。
茶
の
間
に
備
え
て
親
と

子
が
表
現
説
み
し
て
楽
し
み
の
ひ
と

と
き
を
持
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
。

B

O
C
出
版
、
一
八

O
O円。

(
4
-
m毎
日
/
5
・7
読
売
)

『
な
は
を
ん
な
一
代
記
』

沖
削
に
生
ま
れ
、
強
い
怠
志
で
自

己
形
成
し
て
き
た
著
者
の
、
波
乱
の

過
去
を
い
き
い
き
と
し
る
し
た
自
匂

金
城
芳
子
者
、
沖
純
タ
イ
ム
ス
社
、



一
八
五

O
円。

(
5
・8
朝
日
)

『
あ
め
ゆ
き
さ
ん
の
歌
』

『
背
諮
』
の
異
色
評
論
家
、
山
田

わ
か
の
前
半
生
の
謎
を
解
き
明
か
し
、

底
辺
女
性
史
の
な
か
に
位
低
e
つ
け
た

も
の
。
山
崎
朋
子
著
、
文
芸
品
廿
秋
、

八
五

O
円。

(
5
・
日
読
売
)

『
杉
田
久
女
ノ

l
卜』

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
服
し

た
九
州
・
小
倉
の
女
流
俳
人
杉
田
久

女
の
"
伝
説
M

に
ゆ
が
め
ら
れ
た
生

涯
を
実
証
的
に
追
求
し
よ
う
と
し
た

試
み
。
増
田
述
者
、
・
誕
山
時
開
、
三

0
0
0円。

(
5
・n朝
日
)

女
が
撮
っ
た
七

0
年
代
の
女

ほ
ん
と
う
に
美
し
い
女
と
は
強
く

の
び
や
か
な
女
。
写
真
家
の
松
本
路

子
が
七

0
年
代
に
出
会
っ
た
女
た
ち

の
写
真
集
『
の
び
や
か
な
女
た
ち
』
。

話
の
特
集
、
一
七

O
O円。

(
5
・
泊
朝
日
/
6
-
m読
売
)

『
ア
メ
リ
力
の
女
た
ち

ー
そ
の
愛
と
家
庭
と
自
立
|
』

中
野
英
子
若
。
著
者
は
六
年
ほ
ど

ア
メ
リ
カ
で
詳
ら
し
、
帰
国
後
は
日

本
語
教
師
を
し
て
い
る
主
制
。
ア
メ

リ
カ
で
職
業
を
通
し
、
近
所
の
つ
き

あ
い
を
泊
し
て
知
っ
た
女
た
ち
の
生

き
方
を
あ
り
の
ま
ま
に
し
る
し
た
と

い
う
。
女
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
と

立
任
に
も
と
づ
く
個
性
味
は
興
味
深

く
、
教
え
ら
れ
、
先
J

え
さ
せ
ら
れ
る
。

P
H
P
研
究
所
、
八
八

O
円。

(
6
・3
朝
日
)

『
マ
ザ
l
・
グ
l
ス
と

三
匹
の
子
豚
た
ち
』

三
人
の
子
を
伴
っ
て
米
国
東
部
の

い
な
か
町
に
一
年
間
滞
在
し
た
桐
島

洋
子
の
風
変
わ
り
な
教
育
通
信
。
文

芸
春
秋
、
八
八

O
円。

(
6
・
5
朝
日
)

敗
戦
体
験
の
記
録
出
版

敗
戦
期
、
学
生
だ
っ
た
旧
東
京
女

子
高
等
師
範
学
校
(
現
お
茶
の
水
女

子
大
学
)
の
卒
業
生
が
七
月
に
『
女

ま
-
た
ち
の
敗
戦
』
を
京
都
の
出
版

社
か
ら
到
付
す
る
。
戦
時
中
に
故
郷

へ
送
っ
た
手
紙
・
日
記
な
ど
記
録
を

持
ち
寄
り
、
や
っ
と
出
版
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

(
6
・
7
朝
日
)

『
す
ぐ
役
立
つ
女
性
の
年
金
』

国
井
団
長
者
。
著
者
は
年
金
の
相

談
を
業
と
し
て
い
る
・
令
官
年
計
舶
、

八
八

O
円。

(
6
・9
朝
日
)

『
オ
ト
コ
の
家
庭
経
営
』

ヨ
メ
と
シ
ュ
ウ
ト
メ
の
対
立
は
現

実
に
も
ド
ラ
マ
に
も
必
ず
投
場
ず
る
。

そ
れ
は
み
ん
な
男
の
せ
い
さ
、
と
割

り
切
る
本
。
悩
め
る
亭
主
は
傾
聴
し

て
男
性
の
権
威
を
確
立
さ
れ
よ
。
秋

田
誠
一
郎
著
、
文
化
放
送
出
版
部
、

八
八

O
円。

(
6
・
叩
読
売
)

『
律
令
制
女
性
史
研
究
』

律
令
制
下
に
お
け
る
女
性
を
研
究

し
た
も
の
。
女
性
は
男
性
に
対
す
る

も
の
と
し
て
で
な
く
女
性
自
身
の
活

動
と
歴
史
へ
の
貢
献
が
あ
る
こ
と
を

立
証
し
た
前
人
未
到
の
告
。
須
田
春

子
者
、
千
代
田
古
川
代
六
0
0
0月

(
6
-
U朝
日
〉

『
花
蔭
の
人
』

太
平
洋
戦
争
前
の
あ
る
時
期
、
文

泊
随
一
の
美
貌
を
う
た
わ
れ
、
は
な

や
か
な
人
気
作
家
の
一
人
だ
っ
た
矢

田
出
世
子
の
評
伝
。
著
者
の
近
藤
宮

校
さ
ん
は
『
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
』

に
始
ま
る
H

文
地
資
料
も
の
M

の
筆

者
。
九
八

O
円。

(
6
-
U羽
田
)

『
生
ま
身
の
倫
理
』

丸
岡
秀
子
著
。
同
じ
筆
者
に
よ
る
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戦
前
の
名
汗
『
日
+
4
M
N
M人
川
凶
』

の
現
代
版
と
も
い
う
べ
き
納
山
町
な
符

錨
の
レ
ポ
ー
ト
。

「
一
つ
一
つ
身
体
の
什
の
ふ
し
ぷ

し
に
た
ま
っ
て
い
く
疑
い
」
を
、
ひ

た
む
き
に
良
い
年
月
か
け
て
碗
災
に

解
こ
う
と
し
た
所
陀
が
静
か
な
説
得

と
な
っ
て
ひ
び
い
て
い
る
。
米
米
社
1

一
八

O
O円。

(
6
-
m
M
読
売
/
日
・

M
毎
日
)

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

女
の
百
年
1

女
の
一
生
』

女
に
と
っ
て
、
こ
の
近
代
百
年
は

ど
の
よ
う
な
年
月
だ
っ
た
の
か
|
|

編
行
も
ろ
さ
わ
ょ
う
こ
は
、
こ
の
股

史
を
H

閉
ざ
さ
れ
た
友
た
ち
u

の
日

で
ふ
り
か
え
る
。
平
凡
社
、
一

O
O

O
円。

(
6
・
ロ
説
先
ほ
か
符
紙
)

『
あ
る
愛
の
旅
路
』

自
戸
在
住
の
白
糸
ロ
シ
ア
人
、
ポ
-

e

フ
・
ネ
ニ
ス
キ
ス
さ
ん
の
、
一
行
一

行
、
刷
会
吐
く
思
い
の
れ
伝
。
筑
附

市
川

M
、ヒ・九
O
川。

(
6
-
m泌
H

一。

残
さ
れ
た
者
の
手
記
|
|

『
戦
禍
の
路
部
』

峨
争
で
無
念
の
死
を
と
げ
た
死
者

た
ち
を
生
き
残
っ
た
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
よ
み
が
え
ら
す
。
時
事
通
俗

社
、
一
二

O
O円。

(
6
・
幻
油
引
…

ω

『
婦
人
の
あ
ゆ
み
百
年
』

革
新
系
制
入
団
体
の
述
合
体
、
日

本
姉
人
間
体
巡
合
会
が
、
削
立
二
五

同
年
を
迎
え
た
記
念
引
業
の
一
つ
と

し
て
、
編
集
・
山
版
。
(
6
・
幻
読
光
)

主
婦
の
心
焼
な
ど
本
音
つ
づ
る

女
た
ち
に
「
互
い
に
気
に
な
る
こ

と
を
性
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
小
冊

子
『
こ
の
さ
い
』
こ
り
が
山
た
。
長

野
市
巴
守
三
O
代
の
女
性
た
ち
が

中
心
に
な
司
て
作
到
。

(
7
・
5
M
M
G

『
子
供
の
自
殺
』
『
子
殺
し
』

精
神
病
珂
学
者
の
稲
村
同
氏
が

『
子
供
の
自
殺
』
『
子
殺
し
』
を
同
時

に
刊
行
し
た
。
子
を
殺
す
籾
の
特
徴

と
し
て
「
一
般
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
非
情
で
残
酷
な
タ
イ
プ
で
は
な
い
。

む
し
ろ
弱
々
し
く
よ
る
べ
な
い
よ
う

な
場
合
が
多
い
」
な
ど
、
読
み
過
ご

せ
な
い
明
災
や
指
摘
を
多
く
合
ん
で

い
る
。
東
京
大
学
出
版
会
、
九

O
O

円
、
と
誠
信
内
阪
、
ニ

O
O
O円。

(
7
・
幻
旬
日
)

自
由
な
女
の
生
体
の
悲
鳴

mm佑
子
の
新
作
『
悩
見
』
は
、

「
拘
束
を
さ
ら
っ
て
孤
独
に
生
き
る

女
」
を
テ
l
マ
に
し
て
い
る
が
、
女

主
人
公
の
生
体
の
あ
げ
る
怒
鳴
の
よ

う
な
抑
き
が
金
制
に
こ
だ
ま
し
て
い

る
。
河
出
計

M
新
社
、
九
八

O
円。

(
8
-
M読
売
ほ
か
各
紙
)

『
納
ひ
と
す
じ
の
青
春
1
1

宮
岡
日
記
に
み
る
日
本
の
近
代
』
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「
口
同
日
記
」
を
も
と
に
、
宮
岡

に
集
ま
っ
て
き
た
若
い
棋
純
工
女
た

ち
の
生
態
を
あ
た
う
か
ぎ
り
追
っ
た
、

女
性
史
上
、
近
代
日
本
史
上
、
見
逃

せ
な
い
台
。
上
保
宏
之
攻
、
日
本
放

送
山
版
協
会
、
六
五

O
円。
(
8
・
幻
毎
日
)

『
天
使
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
』

千
葉
市
の
弁
護
士
嵐
美
雅
子
が
か

か
わ
り
合
っ
た
事
件
に
女
性
の
立
川
掛

か
ら
光
を
あ
て
た
。
毎
日
新
聞
社
、

九
二

O
円

。

〈

9

・2
毎
日
)

女
子
軍
属
の
悲
惨
な
背
容
を
書
く

太
平
洋
戦
争
中
ボ
ル
ネ
オ
に
渡
り

悲
惨
な
脱
出
行
を
体
験
し
た
小
諸
市

の
主
刷
、
菊
以
利
子
さ
ん
(
五
六
)

は
、
そ
の
記
録
を
五

O
O枚
に
ま
と

め
『
ボ
ル
為
オ
は
燃
え
て
』
と
し
て



出
版
。

(
9
・6
信
毎
)

『
火
は
わ
が
胸
中
に
あ
り
』

百
年
前
の
竹
橋
事
件
を
明
ら
か
に

し
た
見
事
な
研
究
青
海
地
久
枝
苛

角
川
首
底
、
一
二

O
O円。
(
9
・U
毎
日
)

「
男
と
女
」
特
集

『
背
年
心
理
』
十
号
で
外
山
滋
比

古
は
「
女
性
の
特
性
を
生
か
し
た
教

育
制
度
を
つ
く
る
べ
し
」
と
従
来
。

金
子
計
房
、
隔
月
刊
。

(
9
-
U毎
日
)

母
子
寮
の
親
子
の
叫
び

桜
貝
の
よ
う
に
薄
い
小
さ
な
員
殻

の
家
、
そ
こ
に
は
幼
な
子
と
母
が
住

ん
で
い
る

i
|母
と
子
の
詩
文
集
、

『
小
さ
な
貝
の
家
』
が
民
間
の
母
子

寮
大
洋
社
大
森
寮
の
手
で
出
版
さ
れ

た。
ハ
ガ
キ
一
枚
さ
え
書
け
な
か
っ
た

母
と
子
を
涜
話
作
家
島
問
ば
く
さ
ん

が
指
導
、
仰
々
し
く
け
な
げ
な
獲
を

あ
り
の
ま
ま
に
表
現
で
き
た
。

(
9
・
げ
朝
日
)

『
続
ほ
づ
、
の
あ
と
に
』

昨
年
八
月
『
ほ
づ
h

の
あ
と
に
|

殉
職
従
取
赤
十
字
行
設
州
追
悼
記
』

が
ま
と
め
ら
れ
大
き
な
話
泌
を
呼
ん

だ
が
そ
の
反
抑
制
。
ア
ン
リ
l
・
デ
ュ

ナ
ン
研
究
所
刊
、
一
二

O
O円。

(9-m朝
日
)

『
主
婦
の
体
験
し
た
昭
和
史
』

昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
女

た
ち
は
ど
ん
な
か
か
わ
灼
人
口
い
手
』
も
っ

て
生
き
て
き
た
か
。

主
婦
の
生
活
記
録
や
体
験
七
O
編

を
、
都
内
の
主
婦
グ
ル
ー
プ
〈
私
た

ち
の
歴
史
を
綴
る
会
〉
が
一
冊
の
本

に
ま
と
め
た
も
の
。
あ
け
ぼ
の
出
版
、

一二

O
O円。

(9-m読
売
)

『
富
山
啓
子
追
悼
集
』

合
成
洗
剤
追
放
・
せ
っ
け
ん
持
及

述
勤
に
取
り
組
み
な
が
ら
四
七
歳
の

若
さ
で
が
ん
の
た
め
亡
く
な
っ
た
主

婦
の
迫
柿
追
悼
文
集
。
制
人
民
主
ク

ラ
ブ
京
郎
協
議
会
発
行
。(
m
-
U朝
日
)

『
私
の
教
育
ノ

l
ト

繋
ぐ
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
』

世
き
た
め
た
記
録
と
、
こ
の
一

0

年
間
続
け
て
き
た
家
庭
回
覧
ノ
l
ト

を
ま
と
め
て
体
験
的
教
育
論
集
と
し

て
出
版
し
た
も
の
。

栂
知
山
市
の
小
学
校
教
諭
、
土
井

三
千
代
さ
ん
(
五

O
)
の
労
作
。
、
、
、

ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
民
刊

O
(
ω
-
m京
都
)

『
ア
メ
リ
カ
女
性
も
変
わ
っ
た
』

宮
本
一
子
さ
ん
は
主
婦
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
滞
在
中
『
家
の
光
』
通
信
員

を
つ
と
め
た
人
。
中
産
階
級
の
主
婦

へ
の
質
問
を
ま
と
め
た
も
の
。
サ
イ

マ
ル
山
川
版
会
、
九
八

O
円。
(m-m朝
日
)

国
際
女
性
学
会
の
報
告
書

特
別
総
泌
「
こ
の
百
年
の
日
本
女

性
i
主
婦
の
呼
称
を
過
し
て
」
ほ
か

将
来
京
会
議
の
問
題
提
起
と
討
論
内

容
を
報
告
。
一
四
O
O円。(
ω
・
幻
毎
日
)

『
女
の
自
立
』

婦
人
問
題
に
常
に
先
駆
的
な
光
を

あ
て
続
け
て
い
る
女
性
史
研
究
家
、

河
野
信
子
さ
ん
の
「
自
立
論
」
。
新

評
論
社
、
一
二

O
O円。(u
・1
西
日
本
)

『
た
く
さ
ん
の
足
音
』

女
性
運
動
の
先
駆
者
、
櫛
田
ふ
き

さ
ん
の
半
生
記
。
草
土
文
化
、
一
三

O
O円。

(u
・2
読
売
)
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『
共
働
き
家
庭
の
育
児
』

仕
事
を
持
つ
母
親
な
ら
誰
で
も
抱

え
て
い
る
悩
み
を
、
体
験
者
な
ら
で

は
の
こ
ま
や
か
な
心
配
り
で
書
い
た

も
の
。
駒
野
陽
子
法
九
第
三
文
則
在
、

五
八

O
円。

(u・
2
朝
日
ほ
か
〉

『
書
く
こ
と
生
さ
る
こ
と
』

月
刊
誌
『
家
路
科
教
育
』
を
編
集

し
て
十
年
余
、
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
的

風
潮
に
対
し
問
倒
的
に
先
立
し
て
き

た
半

mた
つ
子
の
、
生
き
る
あ
か
し

と
し
て
内
き
続
け
て
き
た
文
京
を
一

仰
に
し
た
も
の
。
家
政
教
行
社
、
一

八

O
O円
。

(

日

・

6
朝
日
)

『
ふ
く
い
女
性
史
』

閃
切
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

り
な
が
ら
自
分
の
辺
を
切
り
開
い
た

稲
井
出
身
の
女
性
の
生
涯
を
追
っ
た

も
の
。
著
者
は
詩
人
で
県
立
問
校
教

師
、
問
中
光
子
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
山

版

一
五

O
O円。

(日・

7
朝
日
)

『
家
庭
の
匙
り
の
た
め
に
』

家
・
家
路
が
、
テ
レ
ピ
や
映
両
の

中
で
ど
う
表
現
さ
れ
て
き
た
か
を
論

じ
、
現
災
の
「
家
路
」
を
考
察
す
る

ホ

l
ム
・
ド
ラ
マ
時
佐
勝
忠
明
子b

筑
間
印
待
目
的
、
一
四

O
O円。

(
u
-
M社
会
新
銀
)

『
埋
務
を
許
さ
ず
』

股
村
制
人
問
題
の
迎
動
家
・
評
論

家
の
丸
岡
秀
子
の
評
論
集
。
「
労
働

こ
そ
生
き
が
い
」
を
原
点
に
生
き
続

け
た
、
手
織
り
木
綿
の
感
触
が
心
に

残
る
。
米
米
社
、
一
八

O
O円。

(
U
-
M毎
日
)

『
日
本
の
婦
人
問
題
』

女
性
差
別
の
災
体
を
明
治
以
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
て
・
り
し
て
、
平

易
に
、
し
か
し
鋭
く
追
求
。
村
上
討

彦
者
。
岩
波
書
庖
、
三
二

O
円。

(
日
・
日
各
紙
)

『
女
の
子
の
育
て
方
』

女
の
子
は
や
さ
し
く
従
順
に
と
い

う
迎
念
を
見
向
し
「
待
つ
女
」
か
ら

「
創
る
女
」
へ
の
泊
を
説
く
。
樋
口

忠
子
者
。
文
化
山
版
同
八

O
O月

(日

-m説
先
)

『
ア
オ
ザ
イ
女
房
』

娘
を
つ
れ
日
本
人
の
新
聞
記
者
と

約
燃
し
た
ベ
ト
ナ
ム
女
性
の
目
で
み

た
日
本
人
論
。
近
牒
ナ
ウ
者
、
文
化

山
版
局
、
八
三

O
円
。
(
日

-m何
日
以

『
ニ
十
世
紀
を
あ
ゆ
む
』

今
WH紀
の
初
め
か
ら
姉
人
解
放
に

関
与
し
て
き
た
山
川
菊
栄
の
、
時
代

の
変
巡
を
梓
川
政
と
し
た
思
い
山
話
、

エ
ッ
セ
ー
、
説
符
論
湾
大
和
件

ω、

一
五

O
O円
。

〈

日

・

mm
朝
日
)

『
一
絃
の
琴
』
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幕
末
か
ら
明
治
・
戦
後
と
変
転
す

る
仙
栢
風
俗
を
活
写
し
、
一
絃
翠
伝

受
に
ま
つ
わ
る
女
の
闘
い
を
描
い
た

物
語
。
宮
尾
笠
笑
子
者
、
講
談
社
、

一一

O
O円
。
(
日
・
幻
毎
日
)

『
き
の
う
の
虹
』

き
の
う
の
虹
即
ち
昔
日
の
拶
の
回

怨
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
み
ず
み
ず
し
く

か
っ
し
た
た
か
な
老
墳
が
語
ら
れ
た

ひ
さ
び
さ
の
佐
多
稲
子
随
筑
集
。
毎

日
新
聞
社
、
一
五

O
O円。

(
u
-
m社
会
新
銀
)

『
歩
き
出
し
た
女
た
ち
』

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
で
聞
か
れ
た
全

米
女
性
会
議
の
様
子
を
骨
子
に
ア
メ

リ
カ
女
性
た
ち
の
最
近
の
動
き
を
伝

え
る
克
明
な
レ
ポ
ー
ト
。
深
尼
凱
子

将。

E
L
E
C出
版
部
、
一
二

O
O

円

。

(

ロ

・

げ

読

売

)



『
マ
マ
・
ア
イ
ラ
プ
ユ

l
』

離
婚
し
た
母
子
家
路
の
陽
気
で
聞

の
い
い
九
歳
の
娘
の
目
か
ら
、
一
二
三

歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
大
人
に
な
り
さ

ら
な
い
〈
マ
マ
・
ガ
l
ル
〉
の
行
動

を
な
が
め
た
経
妙
な
味
わ
い
の
小
者

w
・
サ
ロ

1
ヤ
ン
者
、
れ
ん
が
脅
房

新
社
、
九
八

O
円
。
(
ロ
・

mm
読・九日)

『
草
宴
』

女
性
の
中
に
ひ
そ
む
性
的
な
部
分

は
年
齢
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
女
の
性
愛
を
鮮
や
か

に
描
く
長
編
。
瀬
戸
内
附
美
者
。
講

談
社
、
九
八

O
円
。
(
ロ

-m読
売
)

〔
映
画
・
演
劇
〕

映
画
『
薄
畳
の
桜
』
を
製
作

樹
齢
=
ニ

O
O年
の
大
樹
を
追
う

こ
と
四
年
、
自
主
製
作
で
完
成
し
た

羽
田
澄
子
さ
ん
。
岩
波
映
画
で
二
七

年
の
ベ
テ
ラ
ン
泌
出
家
。

「
今
の
映
画
は
男
性
志
向
で
し
ょ

う
、
切
っ
た
は
っ
た
か
ポ
ル
ノ
な
ど
・
;
:

。
当
て
よ
う
と
か
興
行
で
な
く
自
分

の
心
の
自
由
を
失
い
た
く
な
い
。
自

分
を
出
し
き
り
た
い
」
。(
3
-
m毎
日
)

『
浅
茅
が
宿
』
よ
演

石
沢
日
子
作
。
腐
屋
に
見
を
待
ち

続
け
る
古
川
目
の
女
と
四
人
の
老
裟
を

見
品
川
崎
さ
せ
る

n
女
だ
け
の
芝
居
u

。

女
た
ち
の
過
去
、
現
在
、
米
米
の
時

間
が
溶
け
あ
っ
て
い
く
。
文
学
座
ア

ト
リ
エ
で
。

(
7
・
幻
朝
日
)

『
結
婚
し
な
い
女
』

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
パ
ー
ト
に
住

み
、
ウ
ォ
l
ル
街
で
働
く
夫
と
高
校

生
の
娘
を
持
つ
共
働
き
の
女
を
描
い

て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
女
性
映
画
が
近
く

上
映
予
定
、
話
題
を
集
め
て
い
る
。

(
7
・
幻
朝
日
)

『
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
』
映
画
化

高
木
敏
子
さ
ん
の
『
ガ
ラ
ス
の
う

さ
ぎ
』
が
十
万
部
近
い
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
映
同
化

が
決
定
。
立
原
り
ゅ
う
さ
ん
の
脚
本

で
十
月
末
に
も
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
の
予

定。

(
8
・
M
朝
日
〉

『
ぁ
、
野
愛
峠
』
初
め
て
映
画
化

十
年
ほ
ど
前
、
原
作
が
発
表
さ
れ

た
肉
後
に
も
映
画
化
の
話
が
あ
っ
た

女
工
哀
史
が
、
初
め
て
山
本
政
夫
監

督
の
手
で
侃
川
崎
に
入
っ
た
。
(m
・η
朝
日
)

『
演
を
た
ら
し
た
神
』
自
主
製
作

出
村
女
性
の
生
活
を
え
が
い
た
吉

野
せ
い
さ
ん
の
同
名
の
原
作
を
新
総

殺
人
脚
本
で
映
同
化
、
全
国
で
上
映

活
動
を
行
な
う
。

(ω
・

ω朝
日
)

「
女
た
ち
の
映
画
祭
」
を
実
現

世
界
に
は
女
性
監
督
が
作
っ
た
と

て
も
愉
快
な
映
画
が
あ
る
と
聞
い
て

「
何
と
か
上
映
し
よ
う
」
と
、
ご
く
普

通
の
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
海
外
へ

の
交
渉
や
ら
資
金
づ
く
り
ゃ
ら
大
宮

聞
、
つ
い
に
十
一
月
十
日
か
ら
三
日

間
、
田
谷
公
会
堂
で
映
阿
容
セ
聞
く
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
『
女
な
ら
や
っ
て

み
な
』
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
主
婦
の
動

く
日
何
か
が
起
こ
る
』
、
ア
メ
リ
カ

の
『
絶
対
あ
き
ら
め
な
さ
る
な
』
な

ど
全
部
女
性
監
督
の
話
題
作
。
比
絞

と
し
て
田
中
絹
代
監
督
『
お
吟
さ
ま
』

も
上
映
す
る
。

(m
・
出
毎
日
)
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事
件

〔
女
の
敵
〕

〔
女
を
殺
す
〕

普
官
が
女
子
大
生
殺
し

一O
日
、
事
以

-mm谷
の
ア
パ
ー

ト
で
、
一
人
科
ら
し
の
消
泉
女
子
大

生
が
現
職
の
脅
官
に
自
民
巡
回
中
に

乱
処
さ
れ
た
う
え
絞
殺
さ
れ
た
。
制

限
野
口
の
勤
務
中
殺
人
事
件
は
戦
後

初
め
て
。

(
1
・
日
終
紙
)

鎗
圃
視
総
監
号
泣

「
責
任
は
す
べ
て
私
に
あ
り
ま
す
」

一
一
日
午
前
の
記
者
会
凡
で
土

mw

視
総
監
は
目
を
赤
く
は
ら
し
て
陳
謝

し
た
。
表
情
に
は

m民
の
将
官
へ
の

信
頼
失
墜
へ
の
悔
し
さ
が
に
じ
み
山

て
、
引
刊
は
霞
え
て
い
た
。

「m
H
然
官
・
社
会
人
と
い
う
以
前

の
人
間
の
倫
砲
の
原
点
の
問
問
だ
。

採
川
・
数
行
・
配
悦
・
勤
務
な
ど
の

問
問
が
あ
る
が
、
監
督
・
上
司
の
指

噂
の
強
化
だ
け
で
解
決
す
る
と
は
い

ち
が
い
に
言
い
き
れ
な
い
。
事
件
が

ど
う
し
て
起
こ
っ
た
か
を
解
明
し
、

買
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
巡
族

と
一
千
万
郎
氏
に
お
わ
び
す
る
ほ
か

な
い
。
特
例
庁
四
万
四
千
人
が
長
い

間
つ
ち
か
っ
て
き
た
白
川
と
依
頼
が

踏
み
に
じ
ら
れ
た
。
全
職
以
が
気
分

を
一
新
し
て
日
制
を
回
復
し
た
い
」

そ
の
足
で
遺
族
の
お
わ
び
に
回
っ

た
総
院
は
世
に
両
手
を
つ
い
て
「
お

わ
び
の
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と

深
々
と
聞
を
下
げ
た
。

「
総
監
は
川
崎
刊
で
奥
さ
ん
を
亡
く

し
て
い
る
の
で
苦
し
み
が
わ
か
っ
て

も
ら
え
る
は
ず
で
す
」
と
父
籾
が
言

葉
を
返
す
と
、
総
監
は
突
然
好
泣
し
、

遺
肱
四
人
全
日
以
が
戸
を
だ
し
て
泣
き

く
ず
れ
た
。
〈
日
・
日
毎
日
)

暴
力
団
に
土
地
家
屋
を
売
ら
れ
る

独
り
科
ら
し
の
抑
人
(
六
一
)
が
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暴
力
団
に
殺
さ
れ
、
土
地
家
屋
を
売

り
飛
ば
さ
れ
た
。
良
家
に
生
ま
れ
た

が
母
亡
き
後
、
父
の
世
話
で
婚
期
を

逸
し
、
父
の
死
後
そ
の
友
人
の
世
話

に
な
る
日
か
げ
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
人
、
近
所
の
人
も
犯
行
に
気
づ
か

な
か
っ
た
。

(
5
-
m初
日
)

〔
女
を
犯
す
〕

自
衛
官
が

相
模
以
前
羽
は
二
日
、
一
人
住
ま

い
の
女
性
を
暴
行
し
た
自
衛
官
を
逮

捕。

(
4
-
M朝
日
)



也
伊

鶴
見
問
者
は
女
高
生
ら
に
シ
ン
ナ
ー

を
吸
わ
せ
暴
行
し
て
い
た
自
衛
官
ら

を
逮
捕
。
神
奈
川
県
だ
け
で
も
三
月

一
二
日
の

O
L総
行
殺
し
、
四
月
二

日
の
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
操
行
と
、
自
衛

官
の
犯
行
が
目
立
つ
。

(
4
・
mm
叫!勲一。

ま
た
も
位
置
官

泥
酔
し
た
取
調
布
署
以
(
二
三
)

が
主
婦
(
凶
四
〉
に
飽
き
っ
き
乱
訴

し
て
逃
鮒
さ
れ
た
。

融
官
官
の
師
女
暴
行
は
こ
と
し
で
三

件
目
。
女
子
大
生
殺
し
以
来
、
普
税

庁
は
若
い
野
官
の
管
理
に
特
に
注
意

を
払
っ
て
き
た
が
「
性
」
に
妙
案
は

な
く
、
ガ
ツ
ク
リ
。

(
7
・
お
然
保

ω

女
心
誘
っ
た
黄
色
の
車

三
年
前
か
ら
約
六
O
件
の
暴
行
を

繰
り
返
し
て
い
た
工
員
(
二
四
)
、

大
工
見
習
(
二
三
)
、
会
社
員
(
二

一
二
)
が
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
1
が
、
若
い

女
性
を
誘
感
す
る
逃
H
H
と
し
て
、
面

白
い
ほ
ど
威
力
を
発
相
似
し
た
、
と
自

供
し
た
。

被
告
者
は
川
越
市
周
辺
か
ら
都
内

な
ど
に
通
勤
通
学
す
る
事
玄
荘

H
、

大
学
生
、
出

H
、
同
校
生
、
宥
護
制

ら
で
、
い
ず
れ
も
一
七
歳
か
ら
二
一
一

歳
。
「
臼
宅
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
」

「
夜
の
ド
ラ
イ
ブ
に
」
な
ど
と
、
誘

い
を
か
け
る
役
は
一
人
。
「
見
は
一

人
、
自
分
た
ち
は
飽
数
だ
か
ら
大
丈

夫
」
に
つ
け
こ
み
、
取
に
采
せ
る
と

途
中
で
他
の
二
人
に
辿
絡
、
犯
行
羽

渇
で
合
流
し
て
い
た
。

犯
行
の
あ
と
は
「
黙
っ
て
い
れ
ば

何
も
し
な
い
」
と
自
宅
近
く
ま
で
送

り
届
け
た
が
、
つ
と
め
て
や
さ
し
く

ふ
る
ま
い
、
名
前
、
住
所
、
む
話
番

号
な
ど
を
聞
き
出
し
「
暴
行
リ
ス
ト
」

を
作
成
。
後
日
、
再
び
待
ち
伏
せ
、

逃
げ
よ
う
と
す
る
と
「
世
間
に
パ
ラ

し
て
や
る
」
と
数
回
に
わ
た
っ
て
乱

暴
さ
れ
た
被
害
者
も
い
る
。

他
に
複
数
の
共
犯
者
が
お
り
、
最

終
的
な
被
害
は
一

O
O件
前
後
に
な

る
と
み
ら
れ
る
。

川
越
岩
は
、
被
告
者
を
ま
わ
っ
て

被
告
屈
を
取
っ
て
い
る
が
、
「
も
う

す
ん
だ
こ
と
。
い
ま
さ
ら
:
:
:
」

「
結
婚
し
た
の
で
夫
に
知
れ
た
ら
大

変
」
な
ど
と
担
否
反
応
を
示
す
女
性

が
多
い
。

(ω
・
日
朝
日
)

〔
女
を
売
る
〕

中
高
生
ら
少
女
一
二
人
を
巧
妙
に
・

ド
ラ
イ
ブ
に
誘
い
、
党
せ
い
剤
を
打
っ

て
克
容
さ
せ
て
い
た
児
(
二
九
)
と

男
に
党
せ
い
剤
を
売
っ
た
女
(
四
九
)

が
帯
広
で
逮
捕
さ
れ
た
。(
1
・mm
道
新
)

平
塚
市
内
の
総
力
団
員
が
高
校
生

ら
に
売
春
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
検
準
。
埼
玉
県
の
町
議
も
客
に
。

(
1
・
幻
毎
日
)

岩
手
県
宮
古
市
で
高
三
の
女
子
生

徒
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
暴
力

団
員
な
ど
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
売
有

女
高
生
の
中
に
は
児
た
ち
か
ら
党
せ

い
剤
を
打
た
れ
た
り
巾
巾
一
笠
斗
川
に
な
っ

て
い
る
者
も
い
た
。
大
半
は
中
流
家

庭
の
者
。
「
好
奇
心
で
」
と
。

(
2
-
m各
紙
)

伊
丹
市
で
ベ
ラ
弘
ダ
伝
い
に
助
け

を
求
め
て
米
た
タ
イ
女
性
九
人
が
省

察
に
保
護
さ
れ
た
。
監
禁
さ
れ
、
そ

の
う
ち
数
人
は
売
春
さ
せ
ら
れ
て
い

た
疑
い
。
「
い
い
働
き
口
が
あ
る
」

と
誘
わ
れ
た
ら
し
く
、
背
後
に
送
り

出
し
ゃ
受
け
入
れ
の
組
織
が
あ
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

(
3
・
7
朝
日
)

徳
島
市
内
の
ス
ナ
ッ
ク
を
根
城
に

し
た
女
高
生
売
春
が
発
覚
、
ス
ナ
ッ

ク
の
女
経
営
者
を
逮
捕
、
高
校
生
を

あ
っ
せ
ん
し
た
組
員
二
人
を
検
挙
。

補
導
さ
れ
た
女
高
生
グ
ル
ー
プ
は
、

中
流
家
庭
の
娘
。
遊
興
費
・
中
絶
費

用
・
や
せ
楽
を
買
う
金
欲
し
さ
の
た

め
深
み
に
は
ま
り
こ
み
、
中
に
は
客

の
あ
っ
せ
ん
を
、
自
分
か
ら
暴
力
団

組
員
に
頼
む
子
も
い
た
と
い
う
。
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(3-m徳
島
)

東
京
・
大
崎
署
は
"
フ
ロ
の
な
い

ト
ル
コ
u

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

一
億
余
円
を
か
せ
い
で
い
た
業
者
を

摘
発
。

(
4
・η
読
売
)

暴
力
団
に
党
せ
い
剤
中
市
に
さ
れ

働
か
さ
せ
て
い
た
女
子
中
学
生
ら

(
一
問
、
一
七
、
一
九
)
が
東
京
中

野
取
引
に
保
護
さ
れ
た
。
(
7
-
m毎
日
)

二
五
日
ま
で
に
将
校
庁
少
年
二
課

は
、
女
子
高
生
を
党
せ
い
剤
情
け
に

し
、
取
引
相
手
と
先
存
さ
せ
て
い
た

東
京
日
向
平
の
住
吉
辿
合
側
H
H
ら
七

人
を
述
捕
。

(
7
・
お
毎
日
)

三
日
ま
で
に
賢
悦
庁
保
安
一
課
は

浅
草
の
高
級
泌
街
ク
ラ
ブ
を
子
人
れ
、

女
性
一
人
を
合
む
七
人
を
先
谷
あ
っ

せ
ん
の
疑
い
で
泌
加
。
(
8
・
4
係
H
)

ピ
ス
ト
ル
密
輸
の
疑
い
で
暴
力
団

貝
会
二
)
を
調
べ
て
い
た
愛
知
県

替
は
約
三

O
人
の
タ
イ
女
性
を
彼
愉

入
し
た
疑
い
を
深
め
た
。(
8
・
幻
読
売
)

一
一
月
二
三
日
佐
賀
市
内
で
高
校

生
売
春
あ
っ
せ
ん
の
喫
茶
宿
主
を
逮

捕
。
容
に
教
師
も
。
二
五
日
台
湾
女

性
を
先
枠
さ
せ
た
東
京
の
ス
ナ
ッ
ク

経
常
者
を
泌
加
。
(
日

-m各
紙
〉

一
二
月
一
二
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
少

女
ら
を
ヌ
1
ド
劇
場
に
売
っ
た
事
件

が

発

覚

。

(

ロ

-m各
紙
)

〔
女
を
だ
ま
す
〕

甘
い
誘
い
で
三
千
万
円

「
チ
ラ
シ
配
布
、
あ
て
名

ηさ
な

ど
で
月
五
万
円
の
副
収
入
を
」
と
主

姉
に
よ
び
か
け
三
千
万
円
を
だ
ま
し

と
っ
た
別
(
三
五
)
が
述
州
刑
さ
れ
た
。

(--mM什
紙
)

甘
い
一
一
言
葉
で
近
づ
き
、
純
情
な
女

合
ヱ
ハ
)
か
ら
八

O
O万
円
を
お
ど

し
と
勺
て
い
た
引
を
神
奈
川
将
が
逮

捕。

(
6
・7
朝
日
)

一
部
上
場
会
社
市
役
と
称
し
主
婦

ら
一
二
人
か
ら
七
五

O
O万
円
詐
取

し
て
い
た
引
を
西
新
井
将
が
逮
捕
。

〈
8
-
M毎
日
/
説
先
)

〔
女
が
捕
え
る
〕

釣
り
糸
仕
掛
け
に
ひ
っ
か
か
る

一
七
日
、
西
宮
市
の
短
大
京
に
忍

び
込
ん
だ
児
(
二
人
)
が
ひ
ん
ば
っ

す
る
下
行
犯
怖
に
仰
え
て
設
け
て
い

た
約
り
糸
利
用
の
H

仕
掛
け
H

に
か

か
り
述
捕
さ
れ
た
。

(u・
η明
日
)

電
車
内
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
切
り
を
追
跡

八
日
、
東
京
世
田
谷
区
で
、
会
社

日
の
女
性
(
二
五
)
が
ス
ラ
ッ
ク
ス

を
切
ら
れ
、
切
っ
た
見
を
厄
行
、
野

然
思
に
つ
き
山
し
た
。

(u・
mm毎
日
)
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〔
女
の
犯
罪
〕

〔
殺
す
〕

一
O
日
、
小
山
市
で
裂
〈
四
五
)

が
酒
乱
の
夫
(
四
五
)
を
絞
殺
。

「
四
人
の
子
の
た
め
に
耐
え
て
き
た

が
、
も
う
こ
れ
ま
で
」
と
。

〈

2

・m各
紙
)

七
日
、
大
拘
市
で
器
力
団
H
H
の
妥

(
三
二
)
が
同
怯
中
の
男
(
三
五
)

を
絞
殺
。

(
3
・
7
読
売
)

二
三
日
、
半
年
前
か
ら
愛
人
(
三

O
)
が
で
き
た
妥
(
四
七
)
が
夫

(
五
一
)
を
愛
人
と
共
に
絞
殺
。
近

所
で
は
夫
姉
仲
が
よ
い
と
評
判
の
・
家

庭
だ
っ
た
。

(
3
-
M毎
日
)

二
三
日
、
閉
山
城
市
で
主
制
(
三
六
)

が
勤
め
先
の
社
長
(
二
九
)
を
絞
常

深
い
仲
に
な
っ
た
後
、
別
れ
よ
う
と



し
た
が
離
さ
な
い
の
で
。
(
4
-
M西
日
本
)

二
四
日
、
名
古
屋
市
北
区
の
主
婦

(四
O
)
が
義
母
(
七
九
〉
を
絞
殺

し
た
と
自
首
。
義
母
は
昨
春
か
ら
脳

軟
化
症
で
一
切
の
世
話
を
し
て
い
た

が
、
気
の
強
い
義
母
は
口
は
述
者
で

看
病
に
疲
れ
は
て
て
い
た
模
様
。

(
4
-
m中
日
)

義
母
殺
し
は
評
判
の
孝
行
娘
、
同

情
す
べ
き
点
が
多
い
と
、
情
状
を
認

め
て
も
ら
う
よ
う
付
近
の
住
民
は
署

名
を
集
め
る
。
加
害
者
は
純
度
の
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
状
態
の
た
め
入
院
さ
せ
ら

れ
た
。

(
4
・
お
中
日
)

一
五
日
、
東
京
総
馬
で
新
婚
一
か

月
の
妥
(
二

O
)
が
酒
を
飲
ん
で
乱

暴
す
る
夫
に
耐
え
か
ね
包
丁
で
刺
す
。

夫
は
重
傷
。

(
5
・
日
毎
日
)

二
五
日
、
江
東
区
の
埋
め
立
て
地

で
発
見
さ
れ
た
中
年
男
の
殺
害
者
は

内
妥
(
三

O
)、
パ

l
の
マ
マ
(
四

六
)
ら
と
判
明
、
法
制
。

述
附
さ
れ
た
パ

1
の
マ
マ
は
四
年

前
に
も
夫
殺
し
し
て
い
た
こ
と
が
発

覚
。
息
子
の
医
科
大
入
学
金
の
た
め

夫
の
退
職
金
を
ね
ら
っ
た
と
臼
供
。

(
4
・
幻
各
紙
/
5
-
m読
売
)

八
月
一
一
日
の
主
制
殺
し
は
知
り

合
い
の
女
性
(
三
五
)
の
犯
行
と
判

明
。
離
婚
し
た
先
夫
と
の
彼
紋
を
あ

き
ら
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
。

(
9
・m西
日
本
)

三
一
目
、
大
阪
伴
和
国
市
で
主
婦

(
三
六
)
が
寝
た
き
り
の
実
母
(
六

五
)
を
絞
殺
。
夫
か
ら
「
ど
ち
ら
を

と
る
か
」
と
詰
め
よ
ら
れ
離
婚
、

「
も
う
疲
れ
た
」
と
。

(u
・
1
毎
日
)

二
二
目
、
米
子
市
で
会
社
員
(
三

七
)
が
三
年
前
に
別
れ
た
夫
を
刺
肌
弓

子
供
の
養
育
費
で
。
(
日

-
M京
都
U

〔
傷
つ
け
る
〕

東
京
池
袋
で
、
女
医
(
三
九
)
が

嫉
妬
に
狂
っ
て
総
力
団
を
届
い
相
手

の
妥
を
切
る
。

(m
・
ロ
各
紙
)

〔
強
奪
〕

二
O
目
、
八
戸
市
で
小
六
の
少
女

が
級
友
の
机
母
を
段
い
、
一
万
円
を

強
奪
。

(
4
・
幻
朝
日
)

二
八
日
、
気
附
市
の
公
務
民
宅
に

若
い
女
が
訪
れ
、
実
(
三
八
)
が
応

待
に
出
た
と
こ
ろ
顔
を
殴
り
つ
け
八

四
万
円
を
わ
し
づ
か
み
に
逃
走
。
盗

ま
れ
た
金
は
こ
の
誕
の
災
家
の
従
業

員
の
給
料
で
銀
行
か
ら
お
ろ
し
て
き

た

も

の

。

(

ロ

-m毎
日
)

二
八
日
、
大
阪
市
で
四
O
成
く
ら

い
の
女
が
銀
行
に
お
も
ち
ゃ
の
ピ
ス

ト
ル
を
持
っ
て
侵
入
。
強
盗
未
遂
現

行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
。
地
下
鉄
の
駅

な
ど
で
寝
泊
ま
り
、
「
た
だ
で
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
る
悶
m
回
初
で
正
月
を
迎

え
よ
う
と
思
っ
た
」
と
。(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
暴
力
〕

町
岡
市
の
M
女
子
高
で
自
習
時
間

に
集
団
リ
ン
チ
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
私
立
女
子
高
の
荒
廃
は
絞
近
目

立
っ
て
い
る
。

(
6
-
m読
売
)

一
O
月
一
六
日
、
佐
賀
県
下
の
私

立
女
子
高
で
高
二
に
注
怠
し
た
女
教

諭
(
二
七
)
が
殴
ら
れ
大
け
が
。

(
u
-
m読
売
)

〔
脅
か
つ
〕

親
し
く
な
っ
た
社
長
か
ら
交
際
料

五
億
円
を
恐
か
っ
し
て
取
っ
た
女
子

大
生
(
ニ

O
)
が
逮
捕
さ
れ
た
。
暴

力
団
と
組
ん
だ
犯
行
。

(
5
・
7
読
8

情
報
紙
に
中
似
記
事
を
書
き
五
千

万
円
で
買
え
と
討
し
て
い
た
女
出
版
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社
長
(
四
四
)
が
逮
捕
さ
れ
た
。
女

性
初
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト。

(
6
・
幻
朝
日
/
7
・
げ
読
官
辺

〔
だ
ま
す
〕

大
牟
間
市
の
主
仰
の
聞
に
大
が
か

り
な
頼
母
子
講
を
無
許
可
で
聞
い
て

い
た
主
制
ら
女
性
四
人
(
五

O
、
四

三
、
四
二
、
三
九
)
が
述
州
刑
さ
れ
た
。

被
計
者
一
三
四
人
、
被
山
総
制
二
億

七
千
万
円
。
動
か
し
た
金
は
約
一

O

億
円
。

(
5
・
5
西
日
本
)

五
日
、
東
京
北
沢
将
は
知
人
な
ど

か
ら
一
三

O
O万
円
飲
し
取
り
遊
興

に
使
っ
て
い
た
五
六
歳
の
女
性
を
詐

欺
の
疑
い
で
身
柄
送
検
。(
6
・5
何
日
)

夫
(
五
二
)
の
H

娘
N

に
化
け
て

愛
人
に
三
千
万
円
を
只
が
せ
て
い
た

名
古
回
市
の
女
(
二
九
)
が
逮
捕
さ

れ
た
。

(
7
・
8
中
日
)

東
京
で
三
O
歳
ぐ
ら
い
の
女
が
、

A
さ
ん
(
三
九
)
宅
を
訪
れ
、
姿
B

さ
ん
(
三
七
)
に
、
「
お
宅
の
ダ
ン

ナ
の
子
よ
」
と
、
女
の
子
を
玄
関
に

お
い
て
立
ち
去
っ
た
。
心
当
た
り
は

な

い

。

(

ロ

・

印

税

先

)

〔
横
領
〕

京
都
府
の
御
牧
位
協
貯
金
係
S

(
二
八
)
が
一
億
円
の
使
い
込
み
で

逮
捕
さ
れ
た
。
夫
の
市
業
資
金
に
頼

ま
れ
、
六
年
が
か
り
で
。(
6
・3
M什
紙
)

住
友
似
行
十
三
文
附
H
K
代
担
(
四

八
)
が
一
億
円
(
毎
日
)
|
二
億
円

Qmu
の
悦
M
M
を
し
て
い
た
こ
と

が
発
党
。
夫
が
い
る
が
、
男
と
の
遊

興
資
か
?
(
7
・
1
毎
日
/
説
先
)

和
歌
山
県
で
股
協
女
子
職

H
(三

二
)
が
一
千
万
円
行
版
。(叩

-
U
説
先
)

岩
手
県
で
位
協

m
H
合一

O)
が、

四
千
万
円
を
償
制
。
(
ロ
・

4
刺
U
)

大
阪
刊
訂
市
で
奈
白
川
〈
五
)

が
容
の
預
金
約
一

O
O万
円
を
訂
時

「
成
人
式
に
行
る
和
服
が
欲
し
く
て
、

つ
い
」
と
。
お
金
は
会
制
、
家
絞
が

返

済

。

(

ロ

-m京
都
)

〔
せ
っ
盗
〕

子
辿
れ
で
三
七
件
、
六

O
万
円
の

ス
リ
を
続
け
て
い
た
熊
本
市
の
主
制

(
三
五
〉
が
網
間
羽
に
逮
捕
さ
れ
た
。

「
子
供
を
辿
れ
て
お
れ
ば
あ
や
し
ま

れ
な
い
し
、
犯
行
が
パ
レ
て
も
謝
ま

れ
ば
許
し
て
も
ら
え
る
」
と
犯
行
の

と
き
は
い
つ
も
長
女
(
五
)
を
巡
れ

歩
い
て
い
た
。

(
5
・
幻
西
日
本
〉

八
日
、
名
古
肢
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
現
行
犯
で
っ
か
ま
っ
た

女
ス
リ
(
四
八
三
科
視
庁
の

H

ス
リ
紳
士
制
H

掲
似
の
前
科
一
三

犯
の
大
物
だ
っ
た
。

(
9
・
8
中
日
)

〔
強
制
売
春
・
強
制
労
働
〕
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も
ぐ
り
で
サ
ラ
合
計
耕
地
、
川
川
金
返

済
に
附
る
主
制
ら
に
「
体
で
払
え
」

と
克
容
を
勧
め
て
い
た
女
(
四
九
)

が
、
二
二
日
逮
捕
さ
れ
た
。
五
一
年

務
凶
か
ら
六
人
に
延
べ
三

O
回
の
売

務
を
強
-
袋
、
託
金
を
取
り
立
て
て
い

た

。

〈

5
-
m徳
島
)

浅
草
ロ
ッ
ク
殴
の
女
社
長
(
五
一
・

前
科
三
犯
)
が
家
出
少
女
〈
一
五
)

を
ス
ト
リ
ッ
バ
ー
と
し
て
働
か
せ
て

い
た
こ
と
が
発
党
、
逮
捕
さ
れ
た
。

(
7
-
m毎
日
)

〔
誘
か
い
〕

七
日
か
ら
行
方
不
明
の
幼
児
が
同

じ
団
地
の
老
女
〈
七
一
)
宅
で
発
見

さ
れ
た
。
思
怠
は
な
く
、
さ
び
し
さ

か
ら
。

(
u
-
U読
売
)



〔
放
火
〕

二
八
日
、
浜
絵
市
で
隣
家
に
放
火

し
た
主
婦
(
二
八
)
を
法
捕
。
隣
人

の
詳
ら
し
を
う
ら
や
ん
で
。

(
日
・
泊
朝
日
)

〔
非
行
〕

愛
知
県
日
教
組
が
出
し
た
教
育
白

古
に
よ
る
と
、
こ
の
四
年
間
、
児
子

の
非
行
が
横
ば
い
な
の
に
比
べ
、
女

子
は
二
・
八
倍
も
増
加
。
内
容
は
万

引
が
多
く
、
異
性
交
遊
・
エ
ス
ケ
ー

プ
と
続
く
。

(
7
・
泊
中
日
)

〔
覚
せ
い
剤
〕

二
九
日
、
江
戸
川
区
で
暴
走
族
少

女
会
長
ら
二
三
人
逮
捕
。(
日
・
泊
朝
日
)

警
察
庁
発
表
に
よ
る
と
上
半
期
の

覚
せ
い
剤
の
検
挙
者
八
六
六
三
人
中

主
婦
は
三
O
九
人
で
昨
年
の
四
五
%

的
。
動
機
は
セ
ッ
ク
ス
が
六
O
%
。

(
7
・
叩
毎
日
/
読
光
/
日
経
)

〔
狂
言
〕

六
日
、
横
浜
で
七
五
万
円
を
強
盗

に
得
わ
れ
た
と
い
う
事
件
は
、
マ
イ

ホ
ー
ム
の
ロ
l
ン
返
済
に
困
り
サ
ラ

金
に
手
を
山
し
た
主
制
(
四
九
)
の

狂
言
と
判
明
。
(
日
・

7
読
売
)

静
岡
県
で
、
手
芸
ひ
も
を
口
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
小
学
五
年
生
が
、

臼
分
が
誘
か
い
さ
れ
た
よ
う
に
見
せ

か
け
、
組
に
屯
話
で
金
を
訓
求
。

(
ロ
・
日
朝
日
)

〔
子
捨
て
・
子
殺
し
〕

〔
子
捨
て
〕

二
三
日
、
東
京
お
飾
区
の
民
家
の

前
に
「
育
て
て
下
さ
い
」
と
い
う
メ

モ
と
、
き
ち
ん
と
衣
服
を
者
た
生
後

間
も
な
い
却
の
赤
ち
ゃ
ん
が
。

(
2
-
M毎
日
)

〔
子
殺
し
〕

八
日
、
川
崎
市
の
夫
副
(
五
八
、

五
五
)
が
働
か
ず
遊
ん
で
乱
訴
す
る

息
子
(
二
四
)
の
首
に
氾
気
コ

l
ド

を
ま
き
つ
け
て
。

(
1
・
9
毎
日
)

一
O
日
、
川
越
で
母
(
二
五
)
が

え
い
児
を
米
袋
で
圧
殺
。
四
児
を
残

し
て
夫
は
家
出
し
て
い
た
。
(
1
・u読
売
)

ニ
=
百
、

m
M
M
川
市
で
梢
物
人
仰

に
な
っ
た
長
男
(
二
九
)
を
父
(
五

七
)
が
刺
殺
。

(
-
-
M読
売
)

二
九
日
、
限
切
市
で
難
病
赤
ち
ゃ

ん
(
四
か
月
)
を
父
(
二
六
)
が
刺

殺
。
六
目
的
、
同
じ
病
院
で
類
似
の

事
件
が
あ
っ
た
ば
か
り
。(--m読
売
)

一
日
、
川
越
で
母
(
二
八
)
が
百

児
(
三
か
月
)
を
。

ハ
2

・2
毎
日
)

八
日
、
前
橋
駅
止
ま
り
の
上
抽
同
級

車
内
に
へ
そ
の
お
の
つ
い
た
女
児
の

死
体
が
紙
袋
に
入
っ
て
。(
2
・9
毎
日
)

八
日
、
東
京
で
宥
護
婦
つ
二
)

が
え
い
児
殺
し
。

(
2
・
9
各
紙
)

一
九
日
、
富
士
市
で
母
(
二
六
)

が
一
歳
児
を
壁
に
投
げ
つ
け
て
。
四

九
年
に
も
一
児
を
殺
し
て
い
る
。

一
九
日
、
盛
岡
で
母
(
二
八
)
が

四
歳
と
二
か
月
の
二
児
を
。
産
後
の

過
労
。

(
2
-
m各
紙
)

九
日
、
母
(
六
九
)
が
精
神
異
常

に
な
っ
た
子
(
三
O
)
を
。
「
生
ま

れ
変
わ
っ
て
く
れ
」
と
。(
3
-
m毎
日
)

二
四
日
、
栃
木
で
父
(
三
二
〉
が

八
、
七
、
四
歳
を
。
ア
ル
中
。
妥
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(
三
二
)
は
キ
ャ
バ
レ
ー
勤
め
。

(
3
・
お
各
紙
)

二
八
日
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
七

務
目
の
男
の
子
を
殺
し
て
三
か
月
近

く
も
自
宅
の
押
し
入
れ
に
隠
し
て
い

た
夫
婦
が
発
覚
。
人
工
中
絶
し
よ
う

と
し
た
が
そ
の
白
川
も
な
く
、
育
て

る
自
信
が
な
く
な
っ
た
と
。
(3-m説
先
)

=
二
日
、
倹
浜
で
母
(
四
六
)
が

育
児
に
疲
れ
自
閉
症
児
を
殺
し
、
七

日
後
白
首
。

(
4
・
8
毎
日
)

九
日
、
初
生
市
で
母
会
ヱ
ハ
)
が

六
か
月
を
。
ハ
イ
ハ
イ
し
な
い
の
は

小
児
マ
ヒ
と
思
い
込
み
。

(
4
-
m朝
日
/
毎
日
)

東
京
の
家
山
少
女
施
設
を
逃
げ
出

し
即
児
向
に
米
て
い
た
一
五
歳
の
少

女
が
昨
年
一
一
月
に
箆
ん
だ
子
を
殺

し
死
体
を
埋
め
て
い
た
こ
と
が
発
明

逮
捕
さ
れ
た
。

(
4
-
M朝
日
)

一
九
日
、
大
川
市
で
父
(
円
八
)

が
小
児
マ
ヒ
の
子
(
一
七
)
を
。
同

倒
み
さ
れ
ぬ
と
。
〈
4
・

ωれ
紙
)

二
一
日
制
岡
市
で
母
(
ニ
七
)
が

民
引
を
絞
殺
、
二
m
M
は
抗
体
。
約
仲

間
枠
巾
で
発
作
的
に
か
?
(
4
・
幻
西
日
本
)

六
日
、
高
知
市
で
母
(
四
一
)
が

身
附
の
子
(
八
)
を
絞
殺
。
っ
き
き

り
で
世
話
し
、
夫
と
別
隠
し
て
ま
で

行
学
校
に
入
学
さ
せ
た
末
。
(
5
・7
朝
日
)

二
五
日
、
札
似
市
で
母
(
三
四
)

が
九
、
四
歳
を
絞
殺
。
い
う
こ
と
を

き
か
な
い
の
で
子
汗
て
の

n
Mが
な

い
と
。

(
6
・

m朝
日
/
毎
日
)

一
五
日
、
決
減
で
夫
に
先
立
た
れ

生
活
苦
か
ら
母
(
二
六
)
が
二
児

(
一
段
一

0
か
月
と
六
か
月
)
を
絞

殺。

(
7
・
日
明
日
)

二
四
日
、
制
浜
市
で
父
(
五
ヒ
)

が
子
(
一

O
)
を
。
八
年
附
泌
が
双

山
、
二
児
を
悩
投
に
聞
け
て
い
た
の

を
辿
れ
山
し
た
が
、
拭
え
で
も
父
さ

ん
と
一
紡
に
科
ら
し
た
い
と
泣
き
つ

か
れ
、
ふ
び
ん
に
な
っ
て
。
(
7
・
お
各
紙
)

四
年
前
と
七
月
末
、
え
い
児
を
殺

し
て
い
た
夫
師
(
三
七
、
三

O
)
が

逮
捕
さ
れ
た
。
八
歳
を
瑚
に
三
児
が

あ
り
、
市
中
や
ク
ー
ラ
ー
の
返
済
に
追

わ
れ
て
。

(
8
・
日
朝
日
)

二
三
日
、
世
田
谷
で
知
忠
巡
れ
の

子
(
七
)
を
父
(
四
一
一
)
が
母
(
三

六
)
と
相
談
の
う
え
絞
時
ふ
び
ん
、

情
み
に
悦
ん
で
、
と
。
(
8
・
幻
毎
日
)

ニ
二
日
、
制
問
で
元
ホ
ス
テ
ス

(
二
三
)
を
死
体
遺
梁
の
疑
い
で
逮

捕
。
こ
の
一
年
間
に
生
ん
だ
赤
ん
坊

二
人
を
育
て
る
日
制
が
な
い
と
放
山
、

遺
体
を
持
ち
歩
い
て
い
た
。

(
8
・

n西
日
本
)
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三
O
U、
千
策
以
市
以
市
で
「
生

活
が
背
し
く
な
る
」
と
六
年
間
に
三

人
の
え
い
児
を
殺
し
て
い
た
父
母

(五

O
、
三
一
)
を
逃
鮒
。
(
9
・
ー
朝
日
)

二
五
日
、
埼
玉
県
川
口
署
に
東
京

で
病
死
し
た
妹
(
二
七
)
の
荷
物
の

中
に
双
子
の
乳
児
の
死
体
が
あ
っ
た

と
姉
か
ら
届
け
山
あ
り
。(
9
・
お
読
売
)

二
六
日
、
兵
附
県
尼
崎
市
で
父

(四

O
)
が
長
列
(
四
)
に
頂
し
を

つ
け
池
に
沈
め
る
。
他
の
姉
妹
(
六
、

四
)
も
不
明
。

(
9
-
m読
売
)

東
京
小
平
署
は
市
内
の
会
社
日
の

妥
(
二

O
)
を
生
後
五
か
月
の
艮
到

の
殺
人
と
死
体
遺
梁
で
逮
捕
。

〈

ω
・1
毎
日
)

一O
目
、
東
京
小
金
井
市
で
会
社



日
の
妥
(
二

O
)
が
生
後
六
か
月
の

長
見
が
泣
く
の
で
一
五
分
間
ふ
と
ん

む
し
に
し
た
と
こ
ろ
死
亡
。
殺
人
と

死
体
遺
楽
で
述
紛
O

(

叩
・

1
朝
日
)

三
日
、
北
九
州
小
合
署
は
泣
き
声

が
う
る
さ
い
と
子
(
生
後
五
三
日
)

に
か
み
つ
き
、
版
を
け
っ
て
殺
し
た

父
(
二

O
)
を
逮
捕
。

(m
・5
読
売
)

一
O
目
、
東
京
新
宿
の
無
峨
の
父

(
ニ
四
)
が
生
後
一
一
か
月
の
息
子

を
殴
り
死
な
せ
、
自
分
は
競
馬
へ
。

(
日
・

u読
売
)

二
ニ
日
、
岩
手
県
水
沢
市
の
大
工

(
二
七
)
が
子
(
生
後
九
か
月
〉
の

泣
き
声
が
う
る
さ
い
と
殴
り
死
な
す
。

自
分
も
死
の
う
と
家
を
出
た
が
弟
に

巡
れ
ら
れ
自
首
。

(
u
-
U読
売
)

二
ハ
日
、
札
幌
白
石
署
は
二
四
歳

の
母
親
を
逮
捕
。
長
女
(
二
歳
二

か
月
)
を
栄
養
失
調
に
よ
り
哀
弱
死

さ
せ
た
疑
い
。

(
日
・
げ
各
紙
)

〔
心
中
〕

〔
母
子
心
中
〕

一
九
日
、
横
浜
で
母
子
ガ
ス
心
中
。

母
(
ニ
七
)
は
死
亡
、
長
女
(
一
)

は
危
う
く
助
か
っ
た
。
夫
は
け
ん
か

が
も
と
で
拘
世
中
。
母
は
去
年
長
川
均

が
病
死
し
て
か
ら
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味

だ
っ
た
。

(--m毎
日
)

二
三
目
、
静
岡
で
は
阪
の
思
い
母

(
三
三
)
が
二
児
(
四
、
二
)
を
迫

辿
れ
に
ガ
ス
心
中
。
夫
は
全
官
、
市
北

も
極
度
の
弱
視
。
子
供
の
成
長
に
つ

れ
て
行
動
範
囲
が
広
が
り
護
育
に
波

れ

は

て

て

。

〈

1

・M
毎
日
)

二
六
日
、
東
京
で
、
米
絡
の
母

(
二
八
)
が
子
(
一
)
を
絞
殺
、
自

殺
を
図
っ
た
。
内
縁
の
夫
が
認
知
し

な
い
の
を
苦
に
。

(
1
・mm
朝
日
)

一
日
、
木
曾
で
母
(
二
七
)
が
脳

性
マ
ヒ
の
子
(
三
)
と
等
放
を
殺
し
、

森
の
中
で
泌
死
。
(
2
・2
信
毎
ほ
か
)

九
日
、
横
浜
で
母
(
四
四
)
が
脳

性
マ
ヒ
の
子
(
一
ニ
)
を
殺
し
、
飛

び
降
り
自
殺
。

(
2
・
日
読
売
)

一
O
目
、
千
諜
で
母
(
三

O
〉
が

一
歳
児
を
白
い
焼
身
。
(
2
・
日
毎
日
)

一
一
目
、
栃
木
で
母
(
二
九
)
が

三
児
(
六
、
四
、
一
)
と
排
ガ
ス
を

車
内
に
引
き
込
み
。
火
と
口
論
し
て
。

(
2
・
ロ
各
紙
)

一
九
日
、
山
梨
で
母
(
三
三
)
が

発
音
防
省
の
次
男
(
四
)
と
ふ
と
ん

の
中
で
ガ
ス
で
。

一
九
日
、
埼
玉
で
母
(
三
八
)
が

三
児
(
一
一
、
八
、
四
)
と
州
出
身
を

は
か
っ
た
が
、
三
児
は
逃
れ
た
。

一
九
日
、
鹿
児
島
で
母
会
二
)

が
三
児
(
九
、
七
、
六
)
を
殺
し
、

自
身
は
未
遂
。
浮
気
が
ば
れ
る
の
を

恐
れ
て
。

(2-m各
紙
)

二
八
日
、
市
川
で
母
(
四

O
)
が

一
二
、
九
践
を
道
辿
れ
に
。
夫
の
両

親
と
折
り
合
い
が
感
く
、
母
子
三
人

で
別
居
し
て
い
た
波
れ
。

〈

3

・1
毎
日
)

二
八
日
、
組
原
で
宇
都
宮
の
母

(
三
四
)
が
一
一
、
八
歳
と
。
病
気

を
苦
に
。

(
3
・1
毎
日
)

一
日
、
川
崎
で
母
会
ニ

O
)
が
子

(
四
)
と
。
夫
の
相
場
の
失
敗
な
ど

の
い
ざ
こ
ざ
に
疲
れ
て
。(
3
・2
毎
日
)

九
日
、
八
王
子
で
母
(
三

O
)
が

三
か
月
の
初
予
を
。
保
育
器
育
ち
失

明
の
恐
れ
を
悲
観
。
〈
3

・9
毎
日
)

一
目
、
三
郷
市
で
母
(
三
四
)
が

189 



六
歳
と
一
か
月
の
二
児
を
。
N
りはや一

命
を
と
り
と
め
た
。
山
作
後
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
気
味
だ
っ
た
。
〈
4
・
2
行
紙
)

六
日
、
川
崎
で
付
(
一
九
)
が
一

年
九
か
月
を
泊
辿
れ
に
。
夫
〈
二
二
)

が
大
学
で
二
年
辿
紛
明
治
如
、
退
学
に

な
る
の
を
悲
制
し
て
。
(
4
・7
俗
日
)

七
日
、
広
円
川
市
で
川
町
(
二
八
)
が

六
、
三
伐
と
。
山
佐
川
を
山
し
そ
び

れ
民
女
に
入
学
巡
知
が
こ
な
い
の
を

悲
似
し
て
。

(
4
・
9
明
日
)

一
O
日
、
神
奈
川
県
伊
勢
以
市
で

母
(
三
六
)
が
八
、
四
歳
と
。
夫
は

行
方
不
明
中
。
(
4
-
m毎
日
/
説
先
)

一
O
口
、
秩
父
で
東
京
の
母
子

会
壬
寸
六
)
が
焼
身
。
台
湾
人
の

夫
と
渡
米
し
た
が
英
訟
が
わ
か
ら
ず

帰
国
、
子
の
小
学
校
入
学
も
父
が
外

国
人
の
た
め
可
能
か
ど
う
か
わ
か
ら

ず
心
配
し
て
。

(
4
・

u何
日
)

一
二
日
、
取
山
以
で
付
合
-
一
・
1
A
)

が

ム
ハ
、
一
伐
と
灯
州
を
か
ぶ
勺
て
焼
埼

交
辺
市
V
M
叫
で
足
を
切
断
し
た
六
段
が

ふ
び
ん
だ
と
。

(
4
-
n
M什紙
/
4
・M
初
日
〉

一
九
日
、
山
間
川
市
で
川
町
会
二
)

が一

0
か
月
児
を
殺
し
、
日
分
は
米

述
。
夫
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
を
背
に
。

(
4
・ω朝
日
)

二
一
目
、
制
附
市
で
川
町
(
三
六
)

が
子
(
九
、
五
)
と
ガ
ス

n殺
を
凶
っ

た
が
助
か
る
。
夫
が
働
か
ず
生
活
苦

で。

(
4
・
幻
西
日
本
)

二
日
、
横
浜
で
夫
的
仲
が
思
い
の

を
苛
に
母
(
二
七
)
が
民
女
(
四
)

と
ガ
ス
で
。
母
籾
は
死
亡
。
(
5
・3
毎
日
)

九
日
、
町

m市
で
時
(
三
九
)
が

一
一
、
八
歳
と
。
乳
が
ん
を
悲
制
し

て

。

〈

5
・

m読
売
〉

二
日
、
所
沢
山
で
り
(
三
四
)

が
入
院
中
の
子
(
一
か
川
)
を
殺
し

飛
び
降
り
。
子
の
水
川
仰
を
悲
制
し

て。

(
5
・
日
間
口
)

一
三
日
、
仙
台
で
会
社
日
の
妥

(
二
九
)
が
二
児
(
三
、
一

0
か
月
)

を
辿
れ
ガ
ス
で
。

(
5
-
M毎
日
)

一
三
日
、
術
品
川
以
郎
山
市
で
巡
査

の
安
(
二
七
)
が
ニ
児
(
三
、
六
か

月
)
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
。
母
は
死

に
さ
れ
ず
興
情
状
態
の
た
め
病
院
に

収
内
令

(
5
-
M毎
日
)

一
七
日
、
千
郡
川
県
茂
郎
で
小
児
マ

ヒ
の
二
見
(
五
)
の
病
気
を
苦
に
し

た
川
町
(
三
四
)
が
長
引
(
七
)
も
辿

れ
て
締
め
切
っ
た
ラ
イ
ト
バ
ン
の
中

で
一
般
化
伐
採
中
市
自
殺
。
(
5
・mm
毎
日
)

一
七
日
、
尼
附
で
情
緒
附
将
の
長

男
(
一
一
)
の
し
つ
け
で
悩
ん
だ
母

(
三
四
)
が
二
見
(
八
)
の
廿
も
絞

め
た
後
、

nら
も
行
を
吊
っ
て
。

(
5
-
m何
日
)
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-
吉
百
、
戸
川
市
で
母
す
(
三
四
、

四
、
一
)
が
焼
.
死
。
日
頃
か
ら
夫
婦

仲
が
恐
か
っ
た
。

(
5
-
m読
売
)

二
六
日
、
子
(
五
〉
を
負
っ
た
母

(
三
四
)
の
死
体
が
横
浜
の
岸
壁
に

波
打
。
子
の
投
開
担
台
を
心
配
し
て
。

(
5
-
m朝
日
/
毎
日
)

二
六
日
、
多
照
市
で
子
会
一
)
を

負
っ
た
母
(
二
八
)
が
飛
び
降
り
即

死

。

〈

5
・
mm
朝
日
)

一
三
日
、
府
中
市
で
母
会
二
)

が
子
〈
九
、
五
)
と
。
近
所
づ
き
あ

い
が
下
手
な
の
を
悲
観
。(
6
・l
各
紙
)

コ
ニ
目
、
検
浜
市
で
母
(
三

O
)

が
四
、
二
歳
と
焼
弔
家
路
不
和
で
。

(
6
・1
各
紙
)



二
日
、
京
部
市
で
四
、
一
践
を
く

く
っ
た
母
会
一
一
)
の
水
死
体
が
。

サ
ラ
金
苦
O

(

6

・
2
朝
日
)

二
日
、
三
脱
市
で
母
(
三
六
)
が

子
(
五
)
を
刺
し
苅
ひ
込
み
臼
殺
。

(
6
・
3
朝
日
/
毎
日
〉

三
日
、
山
梨
県
下
で
母
子
三
人

(
二
八
、
ニ
、
一
一
か
月
)
が
焼
身

心
中
。
子
の
大
や
け
ど
を
悲
観
し
て
。

(
6
・3
朝
日
)

一
八
日
、
熊
谷
の
母
(
二
七
)
が

生
後
二
七
日
を
抱
い
て
新
中
川
に
入

水
。
実
家
を
訪
ね
た
が
不
在
で
。
家

庭
不
和
を
苦
に
。

(
6
-
m毎
日
)

ニ
二
日
、
愛
知
県
下
で
母
(
二
八
〉

が
二
児
(
二
、
六
か
月
)
を
絞
殺
後

自
殺
を
図
り
未
遂
。
病
気
の
遺
伝
を

恐
れ
て
。

(
6
-
m毎
日
)

二
三
日
、
埼
玉
で
母
(
三
一
〉
が

二
児
(
六
、
二
)
と
。
一

0
年
間
あ

り
が
と
う
、
幸
せ
で
し
た
の
治
討
を

残
し
て
。

(
6
・
幻
毎
日
)

二
三
日
、
足
利
市
で
母
(
三

O
)

が
子
会
一
〉
と
マ
ン
ホ
ー
ル
に
入
っ

て。

(
6
-
m読
売
/
毎
日
)

二
四
日
、
飯
山
市
で
母
(
二
四
)

が
五
か
月
児
を
負
っ
て
入
水
。
離
焔

問
題
を
苦
に
。

(
6
・
お
中
日
)

二
五
日
、
北
泌
近
千
歳
市
外
の
湖

に
母
子
三
人
(
二
八
、
七
、
四
)
が

入
水
。

(
6
・
お
毎
日
〉

二
六
日
、
浦
郡
の
夜
の
泌
に
亦
ん

坊
の
泣
き
声
。
入
水
寸
前
の
母
子

〈
二
二
、
一
)
が
救
出
さ
れ
た
。
夫

と
の
不
和
を
悲
観
し
た
も
の
。

(
6
-
m中
日
)

三
日
、
北
九
州
市
で
母
子
三
人

(
二
七
、
五
、
三
)
が
入
水
。
し
ゅ

う
と
め
と
の
不
和
を
苦
に
。

(
7
・3
西
日
本
)

五
日
、
東
京
で
母
(
五
一
)
が
一

て
八
歳
と
焼
死
。
夫
は
失
職
し
て

失
そ
う
中
。

(
7
・
5
朝
日
/
一
読
売
)

九
日
、
名
古
川
出
市
で
母
子
会
二
、

四
、
四
か
月
)
が
。
長
子
の
発
育
が

巡
れ
て
い
る
と
思
い
込
み
。
(
7
・m中
日
)

一
七
日
、
江
の
ぬ
で
母
子
三
人

(
二
八
、
四
、
ニ
)
が
入
水
。
や
さ

し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
池

百
し
て
。

(
7
-
m毎
日
)

一
九
日
、
国
分
寺
で
母
子
会
一
五
、

七
)
が
焼
身
。
山
皮
後
の
ノ
イ
ロ
ー

ゼ。

(
7
-
m毎
日
)

コ
二
日
、
横
浜
市
で
母
(
三
三
)

が一

O
、
八
歳
を
強
打
し
て
投
身
。

(
7
-
m毎
日
/
読
売
)

八
日
、
久
喜
市
で
母
(
三
三
)
と

子
(
四
、
二
)
が
庭
先
で
焼
身
。
暑

さ
と
育
児
疲
れ
で
。

(
8
・
9
朝
日
)

一
二
日
、
病
苦
で
家
出
し
た
ぬ
似

県
の
母
(
二
九
)
が
八
歳
、
八
か
月

の
二
児
と
梨
京
で
。

(
8
・
U
符
越

一
回
目
、
横
浜
市
で
母
(
三
四
)

が一

O
、
八
歳
と
。
交
通
事
故
の
後

追
症
を
苦
に
。
(
8
・
M
朝
日
/
読
売
)

一
五
日
、
大
磯
で
母
(
三
七
)
が

一
か
月
の
子
を
殺
し
米
遂
。
三
児
を

育
て
る
自
信
が
な
い
と
。(
8
-
m読
売
)

一
七
日
、
佐
賀
で
母
(
四
二
)
が

言
語
障
者
の
長
女
(
一
一
)
の
将
来

を
悲
観
し
て
、
入
水
。
子
は
こ
わ
が
っ

て
帰
り
助
か
っ
た
。
(
8
-
m
西
日
本
)

二
三
日
、
福
井
呂
卜
で
母
会

δ
)

が
子
会
ハ
、
一
、
三
か
月
)
を
道
巡

れ
に
放
火
、
一
歳
児
だ
け
助
か
っ
た
。

夫
は
サ
ラ
金
を
苦
に
家
出
、
田
を
売
っ

て
も
借
金
を
返
せ
ず
。

191 



(
8
-
M各
紙
)

二
四
日
、
佐
世
保
市
で
、
六
月
に

病
死
し
た
夫
の
あ
と
を
受
け
股
業
を

し
て
い
た
母
(
三
五
)
が
三
児
(
一

一
、
九
、
六
)
を
道
述
れ
に
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
ご
と
海
中
に
。
夫
の
後
を
追

う
と
。

(
8
・
お
西
日
本
)

二
日
、
情
玉
県
新
阪
市
で
夫
を
ガ

ン
で
失
い
、
身
附
児
を
抱
え
た
母

(
二
七
)
が
「
こ
れ
以
上
が
ん
ば
れ

な
い
」
と
二
児
(
五
、
四
)
を
辿
れ
。

(
9
・3
各
紙
)

四
日
、
す
し
職
人
の
夫
に
内
証
で

サ
ラ
金
か
ら
的
金
し
て
い
た
妥
(
二

一
ニ
)
が
子
(
一
歳
八
か
月
)
の
口
を

ふ
さ
い
で
殺
し
、
自
分
も
刃
物
で
。

母
は
助
か
る
。

(
9
・
4
読
売
)

四
日
、
鳩
玉
川
M

戸
間
市
の
工
財
経

営
者
の
妥
(
三
四
)
が
小
三
の
良
女

と
熱
海
の
ホ
テ
ル
六
附
か
ら
飛
び
降

り。

(
9
・5
毎
日
)

六
日
、
東
京
で
夫
の
浮
気
に
悩
ん

だ
妥
(
二
九
)
が
就
寝
中
の
夫
の
甘

を
絞
め
、
二
児
(
六
、
四
)
と
日
分

は
包
丁
で
。

(
9
・
6
毎
日
)

七
日
、
東
京
深
川
の
一

O
附
総
て

ア
パ
ー
ト
か
ら
二
五
|
二
八
歳
の
女

性
が
一
歳
前
後
の
子
と
飛
び
降
り
即

死。

(
9
・7
朝
日
)

一
一
目
、
宮
城
以
で
サ
ラ
金
苦
か

ら
母
会
ヱ
ハ
)
が
二
児
(
四
、
二
歳

四
か
月
)
を
絞
殺
し
、
自
分
は
死
に

き
れ
ず
。

(
9
-
U読
売
)

一
二
日
、
鳩
玉
県
日
士
凡
市
で
父

親
(
四
一
)
が
定
年
ま
で
に
子
〈
生

後
五
か
月
)
が
成
長
し
な
い
と
悩
ん

だ
母
(
三
七
)
が
子
を
殺
し
、
ト
イ

レ
用
消
滋
液
を
飲
み
市
体
。
(9-m朝
日
)

ニ
二
日
、
岩
手
県
銭
石
市
の
無
臓

の
女
性
(
四
九
)
が
病
弱
を
苦
に
民

女
(
一

O
)
を
絞
殺
し
、
口
分
は
ガ

ス
で
。

(9-m説
先
)

四
日
、
防
玉
県
採
精
町
で
夫
の
・
双

山
を
苦
に
し
た
妥
(
三
六
)
が
四
児

(
一
二
、
一

O
、
七
、
四
)
を
迎
れ

自
宅
に
放
火
、
五
人
焼
死
。
(m
・4
れ
紙
)

四
日
、
栃
木
県
柏
崎
.
似
で
限
眠
策
を

飲
み
、
市
中
に
排
ガ
ス
を
ひ
い
て
。
母

(四
O
)
の
み
助
か
り
、
三
児
(
一

三
、
九
、
五
)
は
死
亡
。(叩
・

5
朝
日
〉

八
日
、
北
淡
域
市
の
附
み
切
り
に

《
在
日
(
二
九
)
が
飛
び
込
み
。
近

く
の
ホ
テ
ル
で
子
供
(
四
)
死
亡
。

一
年
半
前
に
夫
を
ガ
ン
で
亡
く
し
。

(m
・9
朝
日
)

八
日
、
新
潟
県
下
で
数
日
の
妥

(
三
ニ
)
が
ニ
児
(
五
、
一
)
を
巡

れ
踏
み
切
り
に
飛
び
込
む
。
五
歳
児

は
助
か
る
。
仕
引
熱
心
で
不
在
が
ち

な
火
と
け
ん
か
、
発
作
的
に
。

(m
・9
朝
日
)
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一
九
日
、
奥
日
光
の
山
林
で
消
玉

県
草
加
市
の
巡
転
手
の
安
(
二
五
)

が
夫
に
内
証
の
サ
ラ
金
苦
か
ら
車
に

排
ガ
ス
を
引
き
込
み
二
児
(
五
、
ニ
)

と。

(m-m各
紙
)

一
目
、
軽
井
沢
で
会
社
口
の
型

(
三
四
)
が
耶
の
中
に
死
ん
だ
ニ
児

(
六
、
三
)
を
白
き
、
臼
分
は
列
車

に
飛
び
込
み
、
市
体
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

気
味
だ
っ
た
。

(u
・
2
朝
日
)

九
日
、
東
京
江
戸
川
区
の
会
社
日

の
姿
。
ニ

O
)
が
一
歳
九
か
月
の
子

の
首
を
絞
め
て
。
自
分
は
刃
物
で
。

終
似
。
夫
が
不
在
が
ち
で
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
気
味
だ
っ
た
。
(
日
・

9
毎
日
)

一
四
日
、
椅
玉
以
三
郷
市
の
会
社

日
の
妥
(
二
五
)
が
二
児
(
三
、
四

か
月
)
を
絞
殺
、
自
分
は
川
崎
市
高

山
区
の
鉄
道
に
飛
ひ
込
み
。
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
気
味
だ
っ
た
。
(
日
・
回
毎
日
)



一
九
日
、
岐
阜
県
犬
山
市
の
主
婦

(
三
八
)
が
病
苦
か
ら
三
児
三
二
、

七
、
四
)
を
述
れ
ガ
ス
で
。
(
日
・
加
毎
日
)

二
六
日
、
東
京
大
田
区
の
自
営
業

者
の
妥
(
五
一
)
が
怠
志
の
弱
い
息

子
(
二
四
)
の
将
米
を
安
じ
首
を
絞

め
た
あ
と
、
フ
ロ
場
で
首
を
つ
っ
て
。

(
U
・
幻
各
紙
)

二
五
日
、
東
京
八
王
子
で
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
プ
に
も
愛
人
宅
か
ら
も
ど

ら
な
い
夫
と
の
争
い
に
波
れ
た
誕

(
三
八
)
が
二
児
(
七
、
四
)
の
首

を
絞
め
た
あ
と
、
首
を
つ
っ
て
。

(ロ

-m毎
日
)

一
九
日
、
東
京
武
蔵
村
山
で
夫
が

台
湾
で
交
通
事
故
死
と
知
っ
た
妥

(
四
三
〉
が
娘
〈
九
)
を
絞
殺
し
た

あ
と
首
を
つ
っ
て
。
(
ロ
・
泊
朝
日
)

二
七
日
、
山
梨
県
山
中
湖
の
ホ
テ

ル
で
川
崎
市
の
看
護
助
手
(
三
二
)

が
二
児
(
一

O
、
九
〉
の
首
を
絞
め
、

自
分
の
手
首
を
切
っ
て
。
母
は
市
再
。

(
ロ
・
幻
各
紙
)

〔
父
子
心
中
〕

二
八
日
、
千
葉
以
で
、
勤
め
先
の

町
工
場
が
倒
庫
、
雌
職
し
て
収
入
源

を
絶
た
れ
た
父
籾
(
四
四
)
が
、
小

学
生
の
娘
二
人
を
メ
ッ
タ
打
ち
に
し

て
殺
し
、
自
分
も
首
つ
り
自
殺
。
裂

は
、
近
く
の
会
社
に
パ

i
ト
勤
め
で

悶
守
だ
っ
た
。

(--m朝
日
)

三
O
目
、
厚
木
市
で
足
が
不
自
由

な
父
(
三
九
)
が
キ
ャ
バ
レ
ー
勤
め

を
し
て
い
る
妥
に
面
当
て
心
中
。
一

O
歳
、
六
歳
を
道
連
れ
に
。
(--m各
紙
)

一
二
日
、
大
阪
で
父
子
四
人
(
四

二
、
小
一
二
、
小
二
、
四
)
が
。
母
が

出
産
の
た
め
入
院
中
に
。(
4
-
m毎
日
)

三
日
、
船
橋
市
で
父
(
四
九
)
が

五
歳
を
近
づ
れ
。
実
(
二
八
)
が
家

出
、
子
育
て
に
波
れ
て
。(
5
・4
読
売
)

六
日
、
淡
域
目
以
下
で
夫
会
二
)

が
離
婚
し
た
妥
の
家
か
ら
二
児
公
ハ
、

四
)
を
辿
れ
出
し
焼
身
。(
8
・7
読
売
)

二
一
目
、
岐
阜
虫
ト
で
父
会
豆
)

が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
心
中
。
五
歳
児
の

み
死
に
、
三
児
(
三
、
一

Q
九
)

は
助
か
っ
た
。
夫
に
帆
無
州
断
で
サ
ラ
金

を
川
借
旧
り
た
妥
(
三

れ
ず
蒸
発
し
た
た
め
。
(
8
・
幻
各
紙
)

二
二
日
、
宮
崎
県
で
父
(
四
三
)

が
妥
の
父
母
〈
七
七
、
七
五
)
の
家

に
放
火
、
子
(
一
八
)
と
焼
死
。
妥

(
四
一
一
)
は
サ
ラ
金
を
苦
に
離
婚
・

蒸
発
中
。

(
8
・
2
各
紙
)

二
四
日
、
犬
山
市
で
父
子
三
人

(
三
八
、
七
、
四
)
が
入
水
。
倒
産
、

取
り
立
て
を
苦
に
。(
8
・
応
大
分
合
同
)

二
回
目
、
秋
田
市
で
父
(
三
八
)

が
子
(
一

O
、
七
)
と
取
で
入
水
。

夫
婦
げ
ん
か
の
は
て
。
(
8
・
お
各
紙
)

九
日
、
新
潟
県
下
で
会
社
員
(
二

八
)
が
海
水
浴
場
で
単
に
排
ガ
ス
を

引
き
込
み
二
児
(
七
、
四
)
と
。
妥

(
二
八
)
が
八
月
中
頃
家
出
を
し
た

の
が
許
せ
な
い
と
。

(m・
9
朝
日
)

四
日
、
山
梨
県
下
の
山
中
で
体
が

不
自
由
な
父
(
三
九
)
と
二
児
(
一

四
、
八
)
が
首
を
つ
っ
て
。
継
母
が

去
り
、
寂
し
い
と
池
容
が
。
(
U
・
5
朝
日
〉

二
日
、
東
京
世
田
谷
の
脅
迫
塾
経

営
者
(
五
六
)
が
障
害
の
あ
る
次
男

〈
九
〉
の
将
来
を
悲
観
、
子
を
コ
ー

ド
で
絞
め
、
自
分
は
刃
物
で
。
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(ロ・
2
初
日
)

〔
一
家
心
中
〕

札
幌
市
で
目
の
不
自
由
な
老
女

(
六
九
)
が
、
母
税
(
九

O
)
と
病

弱
の
弟
を
道
巡
れ
に
ガ
ス
心
中
。
病

人
ば
か
り
の
一
家
の
前
途
を
悲
観
し

(
1
・m説
売
)

前
橋
で
一
家
四
人
心
中
。
ビ
ニ
ー

ル
ホ
1
ス
で
排
ガ
ス
を
取
内
に
ひ
き

こ
み
。
「
仕
事
が
行
き
詰
ま
っ
た
」

と
遺
許
。

(--m毎
日
)

二
日
、
神
戸
で
一
家
(
三
九
、
三

三
、
一

O
、
八
〉
が
。
会
社
倒
毘
を

助
け
よ
う
と
的
金
し
た
末
。
(
3
・3
各
紙
)

五
日
、
兵
問
以
下
で
一
家
〈
三
八
、

三
六
、
一
五
、
一
二
、
九
)
が
。
マ

イ
ホ
ー
ム
で
借
金
。
月
給
二
二
万
、

金
利
は
二
五
万
だ
っ
た
。(3
・6
各
紙
)

一
五
日
、
熊
本
叫
干
で
目
的
の
凹

兄
妹
(
三

O
、
二
五
、
二
三
、
一
八
)

が
。
向
版
制
婚
で
兄
妹
が
知
山
掛
川
叫
れ

な
の
を
法
制
附
し
て
。
(
4
-
m毎
日
/
説
先
)

一
九
日
、
愛
知
川
市
「
で
夫
会
一
O)

が
母
(
五
四
)
安
(
三
ニ
)
子
(
八
)

に
灯
油
を
か
け
焼
身
。
浮
気
が
限
凶

の
け
ん
か
か
ら
。

(
4
・
初
旬
日
)

二
三
日
、
北
海
道
の
山
中
で
闘
似

の
一
家
(
三
五
、
三
五
、
コ
一
、
与

が
。
よ
そ
の
子
に
交
通
事
故
さ
せ
た

の
を
苦
に
。

(
4
-
m何
日
)

二
六
日
、
東
京
で
夫
(
四
三
)
が

吏
(
三
七
)
と
子
(
九
)
を
刺
し
て

飛
び
込
み
肉
殺
。
夫
婦
げ
ん
か
の
末
。

(
4
・
幻
朝
日
)

五
日
、
神
戸
港
で
夫
(
四
三
)
が

妥
(
三
八
)
と
一
六
、
一
三
、
六
歳

と
共
に
ホ
ご
と
海
へ
。
一
六
歳
だ
け

は
助
か
っ
た
。
妥
が
が
ん
の
疑
い
で

入
院
す
る
の
を
松
制
。
(
5
・6
行
紙
)

一
O
口
、
将
川
県
で
梨
以
の
-
家

四
人
(
四
五
、
四
一
、
一
回
、
一
一
)

が
列
取
に
飛
び
込
み
。
・
米
業
不
振
で
。

(
5
・
m名
紙
)

一
五
日
、
焼
印
市
で
夫
(
三
七
)

が
妥
(
三
四
)
と
子
(
八
)
を
絞
殺
、

自
殺
を
凶
っ
た
が
良
女
に
泣
か
れ
中

止
。
妥
と
子
も
小
奇
を
と
り
と
め
た
。

経
営
難
で
。

(
5
・

m読
売
)

一
七
日
、
北
九
州
市
戸
畑
区
で
父

組
の
日
の
恐
化
と
娘
の
ゼ
ン
息
に
悦

ん
だ
家
銀
四
人
が
ガ
ス
ホ
l
ス
を
引

き。

(
5
-
m毎
日
)

三
O
目
、
江
東
区
で
一
家
四
人

(
三
八
、
三
四
、
八
、
三
)
が
。
三

伐
の
子
の
付
の
病
気
を
什
が
ん
と
助

迎
い
し
て
。
夫
姉
抗
体
。(5
・
幻
朝
日
)

三
日
、
門
司
で
一
家
(
六
回
、
三

九
、
一
一
、
九
、
八
〉
が
市
で
海
中

へ
。
父
は
的
混
殺
し
で
服
役
、
出
所

し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。〈
6

・4
毎
日
)
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四
日
、
岡
山
の
ラ
ー
メ
ン
毘
一
家

五
人
(
三
二
、
三
五
、
一

O
、
八
、

五
〉
が
広
島
県
下
で
。
サ
ラ
金
に
追

わ
れ
て
。

(
8
・
5
朝
日
)

二
二
日
、
大
阪
で
一
家
四
人
(
四

て
三
八
、
一
一
、
五
)
が
排
ガ
ス

心
中
。

(
8
・
幻
朝
日
)

二
八
日
、
茨
城
県
下
で
父
(
四
三
)

が
娘
(
高
校
生
)
を
切
り
母
(
四
二
)

と
焼
身
、
重
体
。
妥
子
あ
る
引
と
つ

き
合
う
の
を
怒
っ
て
。
ハ
8
・
幻
毎
日
)

二
八
日
、
那
須
町
で
一
家
四
人

(
三
三
、
三
三
、
七
、
五
)
が
排
ガ

ス
心
中
。
妥
の
乳
ガ
ン
の
経
過
が
悪

い
の
を
悲
b
ん
で
。



(
8
・

m毎
日
/
朝
日
)

一
日
、
相
模
原
市
で
実
(
三
九
)

の
ア
ル
バ
イ
ト
で
け
ん
か
し
て
い
た

火
が
誕
の
首
を
絞
め
、
早
供
(
一
一
一
)

に
大
ケ
ガ
を
負
わ
せ
、
小
田
急
線
に

飛
び
込
み
項
目
体
。

(
9
・
1
羽
田
)

五
日
、
名
古
屋
で
サ
ラ
金
の
取
り

立
て
に
追
わ
れ
た
一
家
(
三
六
、
四

二
、
九
、
六
)
が
転
居
先
の
社
宅
で

ガ
ス
心
中
。
爆
発
で
大
や
け
ど
の
重

体。

(
9
・5
朝
日
)

六
日
、
東
京
台
京
区
で
会
社
員
が

自
分
の
女
性
関
係
の
争
い
か
ら
妥

(
二
九
)
と
二
児
(
六
、
四
)
を
刃

物
で
。
自
分
も
。

(
9
・
6
朝
日
)

一
五
日
、
水
戸
で
不
眠
症
の
妥

(
三
六
)
が
夫
を
道
具
で
な
ぐ
り
頭

の
骨
に
ヒ
ピ
が
入
る
重
傷
を
負
わ
せ

る
。
二
女
(
一
一
、
八
)
も
死
亡
。

自
分
は
一
か
月
の
ケ
ガ
。(ω
・6
朝
日
)

一
二
日
、
埼
玉
県
相
光
市
で
夫
を

刺
殺
し
ニ
児
と
。
長
女
(
二
ニ
)
は

死
亡
。
民
児
三
一
)
は
経
似
。
妥

(
三
二
)
は
一
か
月
の
ケ
ガ
。
(ω
・
日
朝
日
)

=
ニ
目
、
埼
玉
県
初
光
市
の
自
営

業
者
の
裂
(
三
一
ニ
)
が
夫
の
浮
気
を

憎
み
、
夫
と
中
三
の
娘
を
刺
殺
。
実

は
版
に
一
か
月
の
荒
川
例
。(叩

-m毎
日
)

一
五
日
、
茨
城
県
水
戸
市
で
不
眠

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
母
(
三
六
)
が
娘
二

人
(
一
一
、
八
)
を
殴
り
、
包
丁
で

切
り
つ
け
た
あ
と
夫
を
襲
い
、
自
分

も
死
の
う
と
し
た
が
死
に
さ
れ
ず
大

け
が
。
夫
も
一
か
月
の
重
傷
。

(ω
・
日
読
売
)

二
一
日
、
東
京
福
生
市
で
会
社
員

が
妥
(
二
四
)
と
二
児
(
三
、
一
)

の
首
を
絞
め
、
自
分
も
首
を
つ
っ
て
。

原
因
は
不
明
。

(m
・
幻
朝
日
)

二
九
日
、
神
奈
川
県
湯
河
原
で
単

に
排
ガ
ス
を
引
き
込
み
一
・
米
三
人

(
三
九
、
三
六
、
二
ニ
)
。
事
業
不
振

か
ら
。

(m-m朝
日
)

三
O
目
、
臨
児
島
で
一
家
四
人
が

夫
の
麻
彼
狂
い
、
使
い
込
み
、
サ
ラ

金
苦
の
果
て
、
台
所
か
ら
ガ
ス
を
引

き。

(m
・
初
毎
日
)

一
日
、
埼
玉
県
入
間
の
山
林
で
取

の
中
に
排
ガ
ス
を
引
き
込
み
一
家
四

人
(
三
七
、
三
二
、
七
、
五
)
で
。

借
金
苦
か
。

(u
・
1
各
紙
)

六
日
、
埼
玉
県
所
沢
市
の
会
社
員

(
四
七
)
方
で
娘
三
三
)
と
二
人

死
亡
。
四
二
歳
の
妥
は
不
明
。
一
家

心

中

か

。

(

日

・

6
朝
日
)

一
O
目
、
千
葉
県
勝
浦
の
浅
間
ト

ン
ネ
ル
内
で
栃
木
県
の
夫
婦
(
三
四
、

三
五
)
が
即
死
。
四
日
か
ら
五
日
に

か
け
て
男
児
の
遺
体
が
近
く
の
海
で

み
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
二
児

(一-一、‘。
ふ
H
H

一
)
を
泌
に
捨
て
一
家
心
中

(
日
・
日
朝
日
)

七
日
、
岐
阜
県
下
呂
町
の
旅
館
で

サ
ラ
金
苦
か
ら
兵
庫
県
尼
崎
市
の
す

し
居
庖
以
(
三

O
)
の
家
談
が
。
子

供
一
人
(
二
)
死
亡
。
あ
と
の
こ
児

(
四
、
七
か
月
)
は
助
か
る
。
親
は

車

体

。

〈

ロ

・

8
朝
日
)

一
七
日
、
岐
阜
県
大
垣
市
で
近
鉄

名
古
屋
本
線
に
三
重
県
の
夫
婦
(
四

二
、
三
六
)
が
飛
び
込
み
。
夫
は
軽

傷
、
妥
は
重
体
。
二
児
(
八
、
六
)

は

絞

殺

。

(

ロ

-m読
売
〉

〔
心
中
〕

八
日
、
横
浜
で
夫
(
四
四
)
が
妥

(
四
三
)
と
。
住
宅
ロ
l
ン
を
苦
に
。

〈2
・
8
毎
日
〉

一
七
日
、
東
京
で
妥
会
ヱ
ハ
)
が

夫
(
三
四
〉
を
刺
し
て
。(
2
・
口
毎
日
)
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六
日
、
東
京
で
委
(
三
五
)
が
浮

気
の
夫
(
三
五
)
を
刺
し
て
。

(
3
・6
毎
日
)

一
一
目
、
大
分
県
で
内
縁
の
夫

(
七
=
己
を
殺
し
安
全
ハ
三
)
も
服

毒
。
寝
た
き
り
を
苦
に
。(
7
-
U読
売
)

一
二
日
、
名
古
阪
市
で
型
(
四
五
)

が
夫
(
五
九
)
と
。
夫
の
行
附
に
波

れ
て
。

(
7
・
問
中
日
)

二
三
目
、
東
京
の
悶
氾
忠
比
寿
駅

ホ
l
ム
か
ら
病
苦
の
母
(
七
六
)
と

娘
(
五

O
)
が
ま
ろ
な
玄
路
へ
。

(
ω
-
M
M仔
紙
)

一
五
日
、
栃
木
以
足
利
市
で
養
護

ホ
l
ム
入
り
日
前
の
寝
た
き
り
の
姉

(
七
六
)
の
宥
病
に
疲
れ
た
妹
(
七

三
)
が
、
ア
パ
ー
ト
の
肉
川
主
で
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
か
ぶ
り
二
人
で
。(
ロ
・
日
朝
日
)

〔
女
の
自
殺
〕

五
日
、
岡
鉄
上
野
駅
ホ
l
ム
か
ら

栃
木
県
の
女
性
(
三
五
)
が
夫
婦
げ

ん
か
で
家
出
し
飛
び
込
み
。
(
-
-
6毎
日
)

六
日
、
新
-M区
に
住
む
主
婦
(
四

九
)
が
「
い
や
に
な
っ
た
」
と
メ
モ

を
残
し
、
地
下
鉄
千
代
間
線
に
飛
び

込
み
。

(
1
・
6
毎
日
)

九
日
、
世
間
谷
で
医
大
受
験
を
目

ざ
し
浪
人
中
の
姉
(
ニ

O
)
が
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
埼
ひ
降
り
即
弔
シ
ョ
ッ

ク
で
高
三
の
妹
も
。
妹
は
抗
体
。

(
1
・9
毎
日
)

八
日
、
京
王
線
八
幡
山
駅
ホ
l
ム

か
ら
線
路
に
。
「
生
き
て
い
る
の
が

い
や
に
な
っ
た
」
と
強
度
の
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
の
女
性
(
二
九
)
が
。(
1
・9
毎
日
)

東
京
都
東
村
山
市
の
老
人
ホ
l
ム

で
、
去
年
結
婚
の
新
妥
(
七
二
)
が

入
水
臼
殺
。
幸
せ
い
っ
ぱ
い
だ
が
将

来
が
不
安
と
。

(
-
-
U毎
日
)

二
一
日
、
烈
京
中
野
区
の
ホ
ス
テ

ス
(
三
六
)
が
千
葉
の
海
で
入
水
。

(
1
・m毎
日
)

二
七
日
、
柿
浜
で
夫
矧
げ
ん
か
の

裂
さ
二
)
が
近
く
の
空
き
地
で
灯

油
を
か
ぶ
り
焼
身
。

(
1
・
幻
毎
日
)

二
九
日
、
東
京
で
独
身
、
身
附
の

老
女
(
六
三
)
が
首
つ
り
。
ア
パ
ー

ト
が
と
り
こ
わ
さ
れ
て
、
近
所
の
人

と
陥
れ
総
れ
に
な
る
の
を
悲
観
。

〈

--m読
売
)

一
八
日
、
横
浜
で
九
一
歳
が
。

「
足
が
立
た
な
く
な
っ
た
」
と
。

(
2
-
m毎
日
)

ニ
目
、
東
京
で
三
六
歳
が
沼
市
中
に

飛
び
込
み
。
病
中
山
。

(
4
・
3
毎
日
)

一
七
日
、
神
戸
で
中
二
の
少
女

(
一
三
)
が
。
母
の
自
殺
後
、
八
歳

と
七
印
刷
の
妹
二
人
の
母
代
わ
り
に
疲

れ
て
。

(
4
-
m毎
日
)
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一
八
日
、
品
川
で
主
制
(
四

O
)

が
焼
身
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
。(
4
-
m侭
日
)

一
七
日
、
酒
田
市
で
女
自
生
(
一

六
)
が
飛
び
降
り
。
前
日
の
テ
レ
ビ

務
組
「
死
に
急
ぐ
十
代
」
に
刺
激
さ

れ
て
?

(

4

・ω毎
日
)

二
一
目
、
北
九
州
市
で
共
働
き
の

主
婦
(
ニ
六
)
が
焼
身
。
夫
の
同
級

と
の
折
り
合
い
が
思
い
の
を
苦
に
。

(
4
・
幻
西
日
本
)

ニ
O
目
、
三
浦
市
で
女
教
師
(
ニ

ニ
〉
の
入
水
死
体
が
発
見
さ
れ
た
。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
と
現
実
の
詮
に

悩
ん
で
い
た
と
い
う
。
(
4
-
n毎
日
)



二
一
日
、
埼
玉
県
で
東
京
の
主
婦

(
三
五
)
が
飛
び
込
み
。
ガ
ン
と
思

い
こ
ん
で
。

(
4
-
m毎
日
)

二
六
日
、
川
崎
市
で
会
社
員
(
一

九
)
が
焼
身
未
遂
。
初
給
料
が
契
約

よ
り
五
千
円
安
い
の
で
上
司
に
言
っ

た
と
こ
ろ
退
職
を
中
し
波
さ
れ
た
た

め。

(
4
・
お
読
売
)

二
六
日
、
板
橋
で
老
女
(
六
四
)

が
自
宅
に
放
火
自
殺
。
(
4
・
幻
毎
日
)

一
日
、
京
京
足
立
区
で
息
子
(
四

七
)
が
有
価
証
券
偽
造
、
回
行
使
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
の
を
苦
に
母
(
七

四
)
が
自
殺
。

(
5
・
1
毎
日
)

四
日
、
国
鉄
目
黒
駅
ホ
l
ム
か
ら

線
路
に
女
性
(
二
五
)
が
飛
ひ
込
み
。

失
恋
が
原
因
か
。

(
5
・
5
毎
日
〉

六
日
、
臼
杵
市
で
六
六
歳
が
。
小

児
マ
ヒ
で
独
身
を
続
け
、
五
二
万
円

を
葬
式
究
用
に
残
し
て
。(
5
・7
読
売
)

二
ハ
目
、
横
浜
市
で
女
高
生
が
。

五
目
前
投
身
自
殺
し
た
学
友
を
追
っ

て。

(
5
・
げ
朝
日
/
読
売
)

一
七
日
、
文
京
区
千
駄
木
駅
ホ
ー

ム
か
ら
線
路
に
中
年
の
女
性
が
飛
び

込
み
。

(
5
・
η毎
日
)

二
三
日
、
東
京
調
布
の
ホ
ス
テ
ス

ハ
二
七
)
が
小
学
四
年
の
長
女
の
病

気
を
苦
に
包
丁
で
自
分
を
。
(
5
-
M毎
日
)

二
五
日
、
東
京
で
母
会
ニ

O
)
が

一
四
階
か
ら
飛
び
降
り
。
脳
性
マ
ヒ

の
子
(
七
)
の
看
護
に
疲
れ
て
。

(
6
・
mm
朝
日
/
毎
日
)

二
六
日
、
三
鷹
市
で
六
七
歳
が
焼

身
。
老
人
ホ
l
ム
に
入
居
、
生
活
に

は
困
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
め
い
の

世
話
に
な
る
の
を
心
配
。

(
6
-
m
、
7

・7
読
売
)

二
日
、
東
京
で
主
婦
(
四
五
)
が
。

夫
に
殺
さ
れ
た
開
成
高
校
生
の
長
男

を
追
っ
て
。

(
7
・
3
朝
日
/
毎
日
)

二
O
目
、
愛
知
川
川
衣
補
地
付
近
に

女
の
水
死
体
。
大
府
市
の
夫
婦
(
三

四
)
と
判
明
。
夫
が
女
性
関
係
で
三

月
に
家
出
し
た
の
を
悲
制
し
て
。

(
7
・
幻
朝
日
)

三
一
目
、
鎌
倉
で
京
大
鹿
学
部
長

夫
人
(
五

O
〉
が
病
気
を
苦
に
首
を

つ
っ
て
。

(
8
・
1
毎
日
)

八
日
、
東
京
で
三
八
歳
が
三
児
を

残
し
。
一
二
千
万
円
の
借
金
の
金
策
が

つ
か
ぬ
と
夫
か
ら
辿
絡
を
受
け
て
。

(
8
・9
読
売
)

二
ハ
目
、
福
岡
市
で
車
イ
ス
の
紛

人
(
六

O
)
が
海
中
に
。
病
苦
を
悲

観。

(8-m西
日
本
〉

一
二
日
、
顔
の
で
き
も
の
を
苦
に

主
婦
(
五
九
)
が
京
王
高
尾
線
に
飛

び

込

み

。

〈

8
-
m毎
日
)

二
日
、
広
島
市
で
被
爆
し
治
療
中

の
女
性
〈
七
五
)
が
五
階
か
ら
飛
び

降
り
。

(
9
・
2
朝
日
)

一
二
目
、
埼
玉
県
本
庄
駅
の
ホ
l
ム

か
ら
線
路
に
千
葉
大
生
(
一
九
)
が

飛
び
降
り
。

(
9
・
4
朝
日
)

九
日
、
長
崎
で
被
爆
し
、
高
血
圧

不
眠
症
に
悩
ん
で
い
た
川
崎
の
主
婦

(
四
六
)
が
自
宅
に
放
火
、
焼
死
体

で。

(
9
・
9
朝
日
/
毎
日
)

八
日
、
八
王
子
で
主
婦
(
五
六
)

が
病
気
を
苦
に
灯
油
を
か
ぶ
り
、
焼

身
自
殺
。

(
9
・
9
毎
日
)

一
一
日
、
練
馬
区
の
主
婦
(
二
七
)

が
持
病
の
心
臓
病
を
苦
に
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
飛
び
降
り
。
〈
9
・
U
毎
日
〉
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一
三
日
、
横
浜
市
港
北
区
で
寝
た

き
り
で
世
話
を
か
け
る
こ
と
を
悩
ん

だ
老
女
(
九
四
)
が

n宅
肘
川
で
行

を
つ
っ
て
。

(
9
-
M毎
日
/
説
先
)

一
九
日
、
会
社
民
会
一
二
)
が
盟

白
区
で
特
急
治
取
に
飛
び
込
む
。

(
9
・ω毎
日
)

ニO
目
、
東
京
府
中
で
無
職
の
女

性
(
二
五
)
が
附
切
り
に
。
二
年
前

雌
姉
し
、
一
二
歳
の
娘
と
母
親
と
の
三

人
科
ら
し
だ
っ
た
。

(9-m朝
日
)

二
一
日
、
横
浜
市
港
北
区
の
同
鉄

踏
切
り
で
近
く
に
住
む
老
女
(
七
三
)

が。

(
9
・
幻
毎
日
)

一
九
日
、
東
京
火
問
区
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
ホ
ス
テ
ス
(
二
三
〉
が
飛
び

降
り
。
「
子
供
の
こ
と
が
心
配
」
と

治
討
。
サ
ラ
金
苦
か
ら
。(m-m毎
日
)

二
四
日
、
静
岡
県
の
会
社

H
の
妥

(
三
七
)
が
新
幹
線
の
ト
イ
レ
で
打

つ
り
。

(m-mωωu)

二
九
日
、
烈
{
以
内
M
H
川
区
の
老
女

(
七
八
)
が
娘
と
口
論
、
生
き
る
の

が
い
や
に
な
っ
た
と
神
田
川
に
入
水
。

数
人
の
協
力
で
救
助
さ
れ
る
。

(m-m毎
日
)

四
日
、
東
京
文
京
区
の
臼
符
業
者

の
妥
(
四
九
)
が
息
子
(
二
一
〉
の

就
職
を
背
に
自
宅
で
灯
油
を
か
ぶ
り
。

(ロ・

4
毎
日
)

六
日
、
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
ォ
ー

タ
ニ
の
符
貨
で
旭
川
市
の
喫
茶
防
総

符
者
(
四

O
)
が

m.附
策
を
飲
み
。

(ロ・

6
毎
日
)

六
日
、
東
京
日
野
市
の
主
婦
(
三

一
二
)
が
離
姉
話
で
前
途
を
恕
似
し
、

八
王
子
で
京
王
線
に
飛
び
込
み
。

(
ロ
・

7
何
日
)

二
ハ
日
、
東
京
大
問
区
の
大
和
銀

行
女
子
伐
に
住
む
行

U
つ
二
〉
が

伐
の
以
上
か
ら
埼
ひ
降
り
。
府
内
で

wm
み
の
伐
い
を
か
け
ら
れ
「
私
は
潔

白
」
の
迫
持
を
践
し
。
(ロ

-m毎
日
)

1;' く
どの八
前主臼
か姉
り(外L
ノ五京
イ二世
ロ"'"'[l(

i2，が谷
.ゼ焼の

18ぞ弓竪
智正二宅
。。年近

二
三
目
、
東
京
大
間
区
内
の
京
浜

東
北
線
に
老
女
〈
八

O
)
が
飛
び
込

む
。
行
刑
判
の
二
男
の
と
こ
ろ
に
行
く

と
家
を
山
て
。
(
ロ

-
M説
先
)

二
七
日
、
浦
和
市
の
団
地
で
食
堂

経
常
者
の
安
(
二
八
)
が
飛
び
降
り
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
事
故
・
そ
の
他
〕

息
子
と
遊
ぼ
う
と
無
理
し
て
急
死

心
臓
病
の
持
病
が
あ
る
母
削
刷
会

O
)
が
及
川
会
ハ
)
と
夜
の
公
園
で

な
わ
跳
び
を
し
て
い
る
う
ち
急
死
し

た
。
数
年
前
に
隣
同
州
、
民
間
一
勤
め
に

山
て
い
る
た
め
息
子
と
遊
ん
で
や
れ

な
い
の
を
悩
ん
で
い
た
。
二
三
目
、

佐
世
保
で
。

(
6
・
お
西
日
本
)
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身
障
の
娘
さ
ん
小
屋
に
陶
磁

岐
阜
県
大
垣
市
内
で
身
隊
の
娘
さ

ん
(
一
九
)
が
三
年
近
く
鉄
絡
子
小

屋
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
の
を
発
見
、

緊
急
川
開
設
さ
れ
た
。

(
9
・
ロ
中
日
)

夫
を
告
げ
口
し
た
密
部
補
の
婆

一
O
月
一
一
目
、
符
部
補
が
酔
っ

払
い
述
転
で
逮
捕
さ
れ
た
が
訴
え
た

の
は
姿
。
結
Mm式
の
つ
き
あ
い
が
一

か
月
に
一
三
回
も
あ
り
、
祝
儀
の
置

さ
に
不
満
で
。

(u
・
4
各
紙
)

投
身
の
老
女
救
わ
れ
る

十
五
日
、
東
京
江
東
区
の
小
名
木



川
に
、
財
産
処
分
で
悩
む
老
女
(
七

五
)
が
飛
び
こ
ん
だ
が
、
通
行
人
ら

二
人
が
救
出
。

(
u
-
m各
紙
)

〔
こ
の
年
の
傾
向
〕

〔
第
二
の
ヒ
ロ
ポ
ン
時
代
〕

今
年
上
半
期
の
党
せ
い
剤
・
麻
楽

の
取
締
ま
り
状
況
は
、
昨
年
同
期
に

比
べ
、
党
せ
い
剤
は
粉
末
で
六
O
%

近
く
、
液
は
一
七
O
O
倍
に
地
え
、

昭
和
二

0
年
代
後
半
に
続
く
「
第
二

の
ヒ
ロ
ポ
ン
時
代
」
が
辺
づ
け
ら
れ

た
。
特
に
目
立
つ
の
は
主
婦
(
四
五

%
増
)
や
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

運
転
手
(
四
O
%
増
)
な
ど
に
急
激

に
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
。

主
婦
の
検
挙
は
半
年
で
三
O
九
人
、

動
機
は
「
好
奇
心
か
ら
」
「
遊
び
」

が
約
六
割
、
「
自
ら
求
め
て
乱
用
の

深
み
に
落
ち
込
む
ケ
l
ス
が
目
立
つ
」

と
警
視
庁
は
発
表
。

覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
最
大
の
資

金
源
、
昨
年
は
一
九
一
億
円
を
か
せ

い
だ
が
「
眠
け
ざ
ま
し
」
「
夫
副
の

愛
情
を
高
め
る
」
と
主
婦
と
巡
転
手

を
械
的
に
。

(
7
・
泊
朝
日
)

〔
激
増
す
る
サ
ラ
金
悲
劇
〕

借
り
る
。
厳
し
い
取
立
て
。
返
済

に
困
っ
て
別
な
業
者
に
:
・
。
こ
と
し

上
半
期
だ
け
で
サ
ラ
金
臼
殺
・
心
中

は
七
九
件
、
九
一
人
が
死
亡
。
根
底

に
あ
る
の
は
高
金
利
・
無
差
別
融
資

の
サ
ラ
金
の
体
質
。
早
く
か
ら
指
鏑

さ
れ
な
が
ら
関
係
省
庁
は
及
び
腰
。

(
6
・
幻
朝
日
/

7
・
-
毎
日
)

合
m
T

一
家
心
中
は
じ
め
公
金
横
領
、
家

出
・
蒸
発
・
売
春
は
ま
す
ま
す
深
刻

化
。
悲
劇
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
い
の
に
、
政
府
の
対
策
が
ス
ロ
ー

テ
ン
ポ
、
ま
さ
に
政
治
の
責
任
だ
。

六
省
庁
連
絡
会
議
で
は
い
ま
だ
に

法
改
正
に
責
任
を
も
っ
監
督
官
庁
が

決
ま
ら
な
い
頼
り
な
さ
だ
が
、
大
蔵

省
は
と
り
あ
え
ず
出
資
法
を
改
正
、

金
利
を
半
分
に
し
、
金
利
表
示
を
年

利
述
て
に
・
:
を
計
画
中
。
法
務
省
は

「
小
口
金
融
業
規
則
法
」
を
新
規
立

法
し
、
①
適
正
な
金
利
の
設
定
②
契

約
書
・
領
収
世
・
元
利
計
算
訂
と
帳

簿
作
成
の
義
務
化
を
主
板
、
一
方
日

弁
辿
は
「
小
口
金
融
法
ぎ
を
策
定

届
け
出
制
を
免
許
制
に
改
め
る
、
小

口
金
融
業
主
任
者
制
度
導
入
な
ど
六

三
条
に
わ
た
る
品
川
置
な
提
言
を
し
て

い
る
が
、
政
府
・
政
党
は
「
業
界
の

合
怠
が
と
り
つ
け
ら
れ
な
く
て
は
災
・

効
が
あ
が
ら
な
い
」
と
傍
観
し
て
い

'
G

。「
低
利
で
借
り
や
す
い
」
庶
民
金

融
の
基
披
終
備
も
民
置
な
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
き
び
し
い
法
規
制

と
温
か
な
対
策
を
。

(
9
・
日
毎
日
「
社
説
」
)

*
 

A
V
無
知
・
弱
味
に
つ
け
こ
む
高
金

利

A'利
息
の
ほ
か
書
類
代
・
手
数
料

を
と
り
、
実
質
は
月
一
割
か
ら
十
日

に
一
割

A'貸
付
条
件
と
し
て
、
時
計

や
絵
画
を
時
価
の
数
倍
で
買
わ
せ
る

avダ
ミ
l
の
保
証
会
社
を
設
立
、
保

証
金
を
と
る
な
ど
、
巧
妙
な
H

地
獄

商
法
M

ぶ
り
を
、
普
視
庁
が
今
年
の

「
経
済
犯
非
の
概
要
」
で
浮
き
彫
り

に

。

(

ロ

・

幻

毎

日

)

〔
犯
罪
白
書
〕

高
年
層
で
女
性
H

進
出
u

昭
和
五
三
年
版
「
犯
罪
白
書
」
は

初
の
試
み
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

記
憶
さ
せ
た
前
科
者
に
関
す
る
大
訟

の
犯
歴
デ
l
タ
に
基
づ
き
、
累
犯
現

象
の
推
移
や
各
施
累
犯
者
の
実
態
を

分
析
、
解
明
し
た
。

最
近
の
と
く
に
顕
著
な
傾
向
は
、

①
暴
力
団
は
昔
か
ら
の
ド
ス
や
ア
イ

タ
チ
か
ら
け
ん
鋭
、
猟
銃
へ
と
近
代

化
。
②
党
せ
い
剤
の
全
事
件
に
占
め

る
暴
力
団
貝
の
割
合
は
五
五
・
六
%

と
半
数
以
上
。
③
過
激
派
集
団
の
今

後
の
動
向
は
厳
戒
を
要
す
る
。
④
女

性
犯
罪
は
地
加
の
一
途
な
ど
。
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海
外

〔
ア
ジ
ア
一
般
〕

ア
ジ
ア
の
女
性
の
地
位
向
上

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
廿
制
が
「
も
し

女
に
生
ま
れ
る
な
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
限
る
」
と
言
っ
た
り
、
芥
港
の
山

版
凶
作
の
女
王
が
『
こ
こ
の
女
性
の
地

位
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
高
い
」
と
自
負

し
た
り
、
ア
ジ
ア
の
女
性
の
地
位
は

徐
々
に
向
上
し
て
い
る
が
、
ま
だ
パ

ラ
っ
さ
が
あ
る
。
女
の
文
宵
市
中
の
ほ

う
が
見
よ
り
高
い
国
は
ア
ジ
ア
だ
け

で
二
一
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
到
の
就
学

山
小
五
八
%
、
女
は
八
%
だ
。

一
般
に
H

怒
れ
る
女
“
は
ア
ジ
ア

に
は
少
な
い
。
欧
米

mの
リ
プ
よ
り

泊
中
仕
と
勤
勉
で
災
質
的
地
位
を
獲

ω

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
法
仰
と
災

生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。
し
か

し
、
別
た
ち
は
、
「
ア
ジ
ア
の
女
は

見
か
け
だ
け
従
順
で
お
と
な
し
い
」

と
こ
ぼ
し
て
い
る
。

(
1
-
m説
内
HO

ア
ジ
ア
に
女
性
指
導
者
台
頭

ガ
ン
ジ
ー
前
首
相
、
パ
ン
ダ
ラ
ナ

イ
ケ
前
首
相
、
江
市
川
女
史
、
ィ
メ
ル

ダ
夫
人
、
J

パ
キ
ス
タ
ン
の
ヌ
ス
ラ
ッ

ト
夫
人
、
ス
ハ
ル
ト
夫
人
の
テ
ィ
エ

ン
女
史
な
ど
は
、
男
ま
さ
り
の
政
治

力
を
発
側
。
後
進
性
を
指
摘
さ
れ
が

ち
な
ア
ジ
ア
女
性
史
に
と
っ
て
同
期

的
な
こ
と
。

若
い
世
代
で
も
マ
ル
コ
ス
夫
妥
の

艮
女
ア
イ
ミ
!
ゃ
、
プ
ッ
ト
夫
妻
の

艮
女
ベ
ル
ジ
l
ル
も
活
闘
。
彼
女
ら

に
共
通
す
る
の
は
、
親
子
代
々
の
政

治
的
名
門
で
、
そ
の
家
柄
臼
体
が
一

因
の
顔
と
し
て
カ
リ
ス
マ
的
名
声
に

包
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
し
か
し
、
彼

女
た
ち
の
浮
沈
の

-mに
、
時
と
し
て

過
度
の
権
力
集
中
、
側
近
政
治
、
身

内
び
い
き
や
政
治
的
策
略
の
悦
行
が

見
ら
れ
る
。

(
3
・
8
朝
日
)
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〔
朝
鮮
〕

筋
金
入
り
の
朝
鮮
の
婦
人
た
ち

共
和
国
制
強
三
十
周
年
記
念
で
訪

問
し
て
、
朝
鮮
女
性
の
優
美
さ
の
背

後
に
一
本
し
ゃ
ん
と
過
っ
て
い
る
革

命
の
闘
士
の
伝
統
に
胸
打
た
れ
た
。

朝
鮮
民
主
女
性
同
盟
(
一
九
二
六

年
結
成
)
は
少
年
少
女
を
後
継
者
に

教
育
。
女
性
は
か
く
も
解
放
さ
れ
能

力
を
発
仰
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

か
と
感
嘆
。(
問
中
力
央
子
・
参
院
議
は
)

(
m
-
M
/幻
社
会
新
銀
)



〔
韓
国
〕

結
婚
で
除
籍
、
総
国
の
女
子
大

名
門
女
子
大
は
米
師
刑
者
に
の
み
入

学
許
可
。
在
学
中
に
結
婚
し
た
ら
学

長
が
除
籍
。
「
新
附
候
補
の
養
成
所
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
出
る
ま
で
に

は
時
聞
が
か
か
り
そ
う
。

(
ソ
ウ
ル
・
前
回
特
派
員
)

(日

-m毎
日
〉

〔
中
国
〕

進
む
男
女
平
等

四
人
組
追
放
後
明
る
さ
を
と
り
民

し
た
中
国
の
女
性
た
ち
の
男
女
平
等

の
状
況
を
五
回
に
わ
た
り
紹
介
。

(
5
・M
l
6
・2
読
売
)

中
国
の
壁
新
聞
に
「
性
の
解
放
」

北
京
の

n
民
主
の
壁
u

の
大
論
文

「
新
生
活
の
提
唱
」
は
「
サ
ン
ダ
カ

ン
八
番
焔
館
」
が
ぬ
れ
場
で
カ
ッ
ト

さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
、
「
封
山
地
的
忠

誠
が
生
活
の
上
で
い
ま
だ
に
支
配
的

地
位
を
占
め
て
い
る
」
と
、
性
犯
非

の
実
態
も
誕
露
。
老
人
は
「
嘆
か
わ

し
い
」
。

(u-m毎
日
/
1
・4
読
売
)

収
入
は
夫
と
対
等

「
男
女
平
等
は
完
全
に
実
施
。
ほ

と
ん
ど
の
既
焔
夫
人
が
働
い
て
お
り
、

収
入
は
夫
と
対
等
」
と
来
日
の
中
国

婦
人
代
表
団
。
(
ロ
・

5
読
売
)

ジ
ー
ン
ズ
や
口
紅
も

サ
マ
変
わ
り
が
進
む
上
海
で
は
、

市
民
は
ホ
テ
ル
の
パ

l
の
グ
ラ
ス
も

楽
し
ん
で
い
る
。
(
ロ
・
幻
朝
日
)

〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
〕

医
師
の
半
数
は
女
性

こ
の
国
の
女
性
の
役
割
は
伝
統
的

に
み
え
る
が
、
実
業
界
へ
の
進
出
が

め
ざ
ま
し
く
、
登
記
会
社
の
三
分
の

一
は
女
性
経
営
者
。
大
学
生
の
約
六

O
%は
女
性
。

(
7
-
m朝
日
)

〔
ベ
ト
ナ
ム
〕

ベ
ト
ナ
ム
の
国
会
隊
員
兼
女
優

『
愛
は
十
七
度
線
を
越
え
て
』
で

七
三
年
度
モ
ス
ク
ワ
同
際
映
園
祭
の

主
泌
女
優
賞
を
弊
俗
し
た
グ
エ
ン
・

チ
ャ
・
ザ
ン
さ
ん
(
三
六
)
は
六
歳

の
娘
が
一
人
。
「
議
員
を
し
て
い
る

と
人
民
の
生
活
に
街
着
す
る
機
会
が

ふ
え
、
泌
技
に
も
国
民
の
戸
を
十
分

反
映
で
き
る
」
。
(
ロ
・

6
毎
日
)

〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
〕

力
ン
ボ
ジ
ア
に
も
女
性
パ
ワ
l

イ
エ
ン
・
サ
リ
副
首
相
夫
人
や
ソ

ン
・
セ
ン
副
首
相
夫
人
ら
が
、
代
表

団
会
見
や
歓
迎
実
で
大
活
陥
。
全
権

力
は
政
権
に
就
い
た
到
の
妥
た
ち
の

掌

中

に

。

(

叩

-m読
売
)

〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
〕

五
万
人
も
不
妊
手
術

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
国
家
族
計
画

研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
五
万
人
の
母

が
不
妊
手
術
を
受
け
、
避
妊
・
不
妊

希
盟
を
登
録
し
た
母
は
ほ
か
に
九
百

万
人
い
た
と
発
表
。

(
l
・
凶
朝
日
〉

〔
イ
ン
ド
〕

H

貧
し
い
娘
は
二
号
に
u

で
デ
モ

イ
ン
ド
中
部
ア
ン
ド
ラ
プ
ラ
デ
シ
ュ

州
議
会
で
、
女
性
大
臣
が
「
貧
之
人

の
娘
は
ア
ラ
ブ
の
金
持
ち
の
第
二
夫

人
に
な
れ
」
と
発
一
宮
問
。
学
生
や
若
者

が
議
会
ヘ
デ
モ
、
大
臣
は
全
面
撤
回
可

〈
叩
・

8
読
売
)
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「カ

l
ス
ト
な
き
世
界
」
ヘ
挑
戦

イ
ン
ド
で
、
ヵ
l
ス
ト
の
迎
・
つ
山

女
の
集
同
制
約
式
が
行
な
わ
れ
、
公

然
と
タ
プ
l
に
挑
戦
。
肝
い
り
役
の

〈
働
く
師
人
の
会
〉
は
「
カ
l
ス
ト

な
き
社
会
を
実
現
す
る
唯
一
の
効
果

的
な
方
法
」
と
強
制
。

(m・
日
刊
問
。一

ガ
ン
ジ
ー
女
史
復
活

一
一
月
七
日
の
イ
ン
ド
・
カ
ル
ナ

タ
カ
州
の
下
院
補
欠
巡
水
で
イ
ン
デ
イ

ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
前
打
相
が
当
巡
。

(
日
・

8
朝
日
)

ガ
ン
ジ
ー
女
史
、
問
席
は
く
奪

一
一
月
七
日
、
二

0
か
月
ぶ
り
に

奇
跡
の
政
界
彼
川
を
し
た
ガ
ン
ジ
ー

前
首
相
は
、
一
九
日
イ
ン
ド
議
会
か

ら
議
会
侮
辱
と
権
力
乱
川
の
界
で
今

設
会
終
了
ま
で
収
政
、
議
席
は
く
得

さ

れ

た

。

(

ロ

-m毎
日
)

〔
ト
ル
コ
〕

教
師
、
医
師
に
人
気

女
子
同
等
技
術
師
間
学
校
の
学
生

に
よ
る
勤
労
女
性
対
象
の
「
女
性
の

勤
労
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
女
性
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
も
束
縛
の
少
な
い
職
業
が
人
気
。

主
刷
業
は
日
以
下
位
。
七
一
%
の
女
性

が
「
家
庭
で
は
夫
が
支
配
立
に
と
。

(
3
・8
朝
日
)

中
絶
偲
可
を
望
む
ト
ル
コ

原
後
の
母
子
の
死
亡
部
・
が
m
A
常
に

高
い
。
立
凶
が
背
M
M
に
あ
る
が
、
中

絶
が
禁
止
さ
れ
、
ヤ
ミ
で
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
問
題
。
同
家
に
よ
る

無
料
の
中
絶
認
可
を
求
め
る
論
調
が

新
聞
に
み
え
る
。

(
4
-
m朝
日
)

結
納
に
民
地
や
家
も
要
求

諸
物
価
制
上
げ
で
結
納
金
も
仰
上

げ
、
花
む
こ
は
お
A
V・
以
外
に
白
地
や

求
ま
で
民
ボ
さ
れ
る
。

(ω
・
引
制
日
)

〔
南
イ
ヱ
メ
ン
〕

南
イ
エ
メ
ン
の
女
性
解
放

社
会
主
義
附
に
な
っ
て
一
一
年
。

一
お
の
変
化
は
女
性
解
放
。
ベ
ー
ル

を
と
り
日
本
の
紡
紛
工
場
や
組
み
立

て
工
幼
に
就
職
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
臼

山

に

。

(

本

多

勝

一

)

(m-
幻
朝
日
)

オ
セ
ア
ニ
ア

〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
〕

き
び
し
く
な
っ
た
中
絶

一
八
九
三
年
、
世
界
で
初
め
て
婦

人
参
政
栴
を
災
現
さ
せ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は
妊
娠
中
絶
法
の
改
怒
が

目
下
の
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

二
ハ
歳
以
下
の
性
教
向
け
は
禁
止
さ

れ
、
巾
'
絶
に
は
三
人
の
氏
側
の
承
認

が
必
泌
と
な
っ
た
。
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(
7
・
叩
毎
日
)

問
問
川
四

〔
エ
ジ
プ
ト
〕

ケ
ン
カ
し
で
も
男
に
負
け
な
い
国

エ
ジ
プ
ト
は
完
全
な
男
女
平
等
と

能
力
主
義
で
あ
り
、
性
の
述
い
に
よ

る
差
別
は
な
い
と
小
池
百
合
子
さ
ん

は
語
る
。

(
4
・

m読
売
)

や
っ
と
父
権
凋
落
の
兆
し

イ
ス
ラ
ム
法
の
下
で
父
権
と
別
性

優
位
が
徹
氏
し
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
の

生
活
も
、
よ
う
や
く
変
化
が
め
だ
ち
、

結
婚
に
対
す
る
娘
の
発
一
口
最
も
強
ま
っ

た
。
職
を
求
め
る
若
い
女
性
が
ふ
え

た
の
が
一
因
。

(
6
・
1
読
売
)



〔
チ
ュ
ニ
ジ
ア
〕

要
職
へ
の
進
出
は
日
本
以
上

チ
ュ
ニ
ジ
ア
共
和
国
経
済
使
節
団

の
一
日
と
し
て
来
日
し
た
ス
ア
ド
・

デ
ィ
マ
ス
イ
さ
ん
(
三
六
)
は
約
半

月
の
滞
在
後
「
先
進
国
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
日
本
で
嬰
職
に
つ
い
て
い
る

女
性
が
あ
ま
り
に
少
な
い
。
そ
の
点

で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
方
が
進
ん
で
い
る

の
で
は
」
と
言
う
。
「
女
性
よ
ベ
ー

ル
を
脱
げ
、
学
校
へ
行
け
、
学
校
は

無
料
だ
」
「
国
を
発
展
さ
せ
る
に
は

ま
ず
女
性
の
参
加
を
」
と
女
性
解
放

を
進
め
た
プ
ル
ギ
パ
大
統
領
の
下
で

育
ち
教
育
を
受
け
た
彼
女
は
、
独
立

後
二
二
年
の
若
い
国
で
政
府
の
要
職

に
あ
る
。

(
6
-
U
朝
日
)

〔
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
〕

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
女
性
の
悲
劇

異
教
徒
の
フ
ラ
ン
ス
青
年
と
結
婚

し
カ
ナ
ダ
で
怒
ら
し
て
い
た
若
い
女

性
が
家
公
の
兄
に
よ
り
、
M

誘
か
い
M

さ
れ
巡
れ
民
さ
れ
た
。
民
族
解
放
戦

争
で
あ
れ
だ
け
女
性
を
使
い
な
が
ら

女
性
解
放
を
災
現
し
よ
う
と
し
な
い

ア
ル
ジ
&
リ
ア
に
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス

コ
ミ
凶
作
は
悠
り
の
戸
。

(
8・
ω毎
日
)

〔
マ
リ
〕

美
女
一
位
は
二
五
人
の
母

マ
リ
の
「
全
ア
フ
リ
カ
女
性
辿
動
」

創
設
一
五
年
記
念
美
人
コ
ン
テ
ス
ト

一
位
は
四
五
歳
の
主
婦
、
双
子
五
組

を
含
む
二
五
人
の
母
。
出
場
開
H

絡
は

六
回
以
上
出
産
し
た
経
験
の
あ
る
女

性
だ
け
だ
っ
た
が
。

(
8
・
1
朝
日
)

〔
タ
ン
ザ
ニ
ア
〕

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
女
性
解
放

東
ア
フ
リ
カ
の
女
性
の
地
位
は
低

く
男
性
の
奴
隷
。
「
夫
婦
は
平
等
と

い
う
観
念
を
組
え
、
女
性
が
教
育
を

受
け
自
力
で
き
る
力
を
」
と
ム
ザ
レ

ン
ド
紙
。

(m
・
mm
朝
日
)

タ
ン
ザ
ニ
ア
女
子
高
生
の
性
道
徳

「
性
差
別
撤
廃
を
叫
ん
で
い
な
が

ら
、
一
方
で
は
自
ら
男
性
の
甘
い
言

葉
に
誘
わ
れ
て
陰
の
女
や
二
号
さ
ん

に
。
男
性
上
位
の
生
活
に
満
足
し
て

い
る
の
で
は
地
位
向
上
は
望
め
な
い
」

と
サ
ン
ニ
ュ
ー
ズ
紙
は
野
告
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
カ
ナ
ダ
〕

平
等
意
能
強
い
カ
ナ
ダ
女
性

米
国
と
同
様
婦
人
の
地
位
向
上
運

動
が
活
発
だ
が
、
最
近
周
囲
に
派
巡

さ
れ
た
総
理
府
の
菅
原
真
理
子
さ
ん

は
、
オ
タ
ワ
で
の
生
活
か
ら
、
男
女

平
等
の
羨
ま
し
い
実
例
を
書
き
送
っ

て
い
る
。
同
国
で
も
特
に
男
性
の
聞

で
児
女
の
役
割
分
担
意
識
は
強
い
が
、

そ
れ
で
も
夫
の
家
事
協
力
の
度
合
い

は
驚
く
ほ
ど
で
、
職
場
の
上
司
が
男

女
い
ず
れ
で
も
よ
い
と
考
え
る
列
性

も
多
い
と
い
う
。

(
5
・
9
読
売
)

選
択
の
機
会
の
多
い
カ
ナ
ダ

育
児
を
終
え
て
か
ら
大
学
に
入
る

こ
と
も
、
一
内
Mmや
再
々
婿
も
自
由
で
、

協
民
不
も
多
い
。
職
明
掛
採
択
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
が
男
女
差

な
し
。
楽
を
し
た
い
女
性
に
は
し
ん

ど
い
が
、
能
力
の
あ
る
女
に
は
お
も

し
ろ
い
国
だ
。

(
8
-
m読
売
)

カ
ナ
ダ
に
女
性
学
専
門
大
学
健
生

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
に
こ
の
春
小

さ
な
大
学
が
誕
生
。
学
生
百
人
余
り

(
男
性
二
人
)
、
年
齢
一
八
歳
か
ら
六

八
歳
。
研
究
内
容
は
各
人
が
自
由
に

自
分
の
テ
l
マ
を
追
究
す
る
の
が
特

徴
。
「
指
導
力
の
あ
る
女
性
を
育
て
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た
い
」
と
学
長
。

(
m
-
U読
売
)

カ
ナ
ダ
の
保
育
所
運
動

カ
ナ
ダ
の
働
く
女
性
の
数
は
全
労

働
人
口
の
四
五
%
約
三

O
O万
。
女

性
た
ち
の
最
大
の
話
題
の
一
つ
は
良

質
の
保
育
所
附
設
巡
励
。
カ
ナ
ダ
で

は
公
私
立
の
保
育
所
の
ほ
か
に
幼
椴

間
に
あ
た
る
ナ
l
サ
リ
l
・
ス
ク
ー

ル
、
放
以
後
の
学
内
川
保

η、
必
.
民
に

応
じ
て
ニ
、
三
時
間
子
供
を
預
け
ら

れ
る
ド
ロ
ッ
プ
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
認
可
を
受
け
た
家
路
が
段
目
五

人
ま
で
の
子
供
を
預
か
る
何
人
家
路

保
育
な
ど
が
あ
る
。
あ
る
家
族
社
会

学
者
は
「
母
紛
が
仕
引
を
抗
日
つ
持
た

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
教
育

は
子
供
の
人
栴
形
成
に
必
.
民
」
と
説

く。

(
m
-
M説
内
ん
)

〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〕

殺
人
限
初
の
女
刑
事

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
野
・
然
は
初
め
て

殺
人
課
に
知
人
刑
耶
九
人
を
配
版
。

現
在
市
野
M
M
に
勤
務
す
る
女
性
併
官

は
四
五

O
人
。
一
年
前
、
昇
級
国
で

性
差
別
が
あ
る
と
人
権
委
に
訴
え
た

彼
女
ら
に
欽
迎
さ
れ
て
い
る
。

(
1
・4
羽
田
)

攻
軍
一
本
や
り
じ
ゃ
逆
効
果

米
国
で
は
女
性
巡
動
の
影
響
で
女

性
も
自
己
主
税
の
で
き
る
人
間
に
な

ろ
う
と
い
う
ム

1
ド
が
高
ま
り
、

H

上
手
に
自
己
主
扱
を
す
る
方
法

(
ア
サ
l
テ
ィ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
)

N

が
花
ざ
か
り
と
聞
き
、
即
席
コ

l
ス

を
の
ぞ
い
て
み
た
。

「
労
働
者
と
経
営
者
の
対
話
」
で

は
、
生
徒
た
ち
が
順
需
に
労
働
者
の

役
を
演
じ
、
者
い
女
性
秘
附
が
テ
キ

バ
キ
助
言
、
受
講
者
に
は
射
性
も
多

か
っ
た
。
ハ
ウ
ツ
!
本
も
一
六
mm類

も
山
て
い
る
と
か
。

(
深
陪
飢
子
記
者
)
(
1
・5
続
先
)

際
婦
後
の
父
親
は

一

章
u
労
し
て
い
る
の
は
子
と
共

に
将
ら
し
全
立
任
を
仇
っ
て
い
る
父

籾
。
特
に
は
昇
進
や
搾
汀
を
断
わ
る
。

職
協
で
は
同
僚
や
上
司
の
支
持
は
な

か
な
か
何
ら
れ
な
い
が
、
父
初
で
あ

る
こ
と
の
喜
び
と
幸
せ
は
い
っ
ぱ
い
。

一
方
、
子
供
と
砕
ら
さ
ず
会
う
機

会
も
少
な
い
父
は
養
育
自
の
仕
送
り

を
、
「
所
胤
し
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
の

会
問
を
払
う
よ
う
な
も
の
」
と
負
担

に
感
じ
る
者
が
多
い
。
プ
ラ
ン
デ
ィ

ス
大
の
研
究
日
二
人
が
、
一
二
九
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
報
告
。

(
1
・9
朝
日
)

米
国
に
H

女
性
映
画
“
旋
風

ベ
ト
ナ
ム
の
終
結
、
リ
プ
の
台
頭

は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
流
れ
も
大
き
く
変

え
た
。
昨
春
以
来
、
「
結
婚
し
な
い

女
」
「
三
人
の
女
」
「
真
夜
中
の
向
う

側
」
「
ア
ニ

l
・
ホ

1
ル
」
「
愛
と
喝

采
の
日
々
」
「
ジ
ュ
リ
ア
」
「
ミ
ス
タ
ー
・

グ
ッ
ド
パ
ー
を
探
し
て
」
と

w
自
立

す
る
女
た
ち
の
映
岡
u

が
大
受
け
。

こ
の
プ
l
ム
、
間
も
な
く
日
本
に
上

陸
す
る
が
反
轡
は
ど
う
だ
ろ
う
。

(
1
・9
読
売
)
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「
ミ
ズ
」
定
着

男
性
は
ミ
ス
タ
ー
一
本
、
女
性
は

未
姉
、
既
婚
で
ミ
ス
、
ミ
セ
ス
と
変

わ
る
。
こ
れ
は
不
平
等
だ
か
ら
女
性

も
ミ
ズ

(
M
S
)
一
本
や
り
に
し
よ

う
と
い
う
リ
プ
の
主
弧
は
米
国
で
ほ

ぼ
定
者
。

結
M
m
後
の
姓
も
夫
姉
別
姓
を
認
め

て
い
る
州
が
ほ
と
ん
ど
で
、
旧
姓
を

名
の
る
人
、
そ
れ
を
夫
名
と
結
び
つ

け
る
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
。(--m説
売
)



常
時
満
員
の
駆
け
込
み
寺

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
に
あ
る

駆
け
込
み
守
は
常
時
満

μ。
ひ
と
月

に
ニ
ニ

O
本
の
男
同
相
談
。
帥
自
は

三
O
名
で
、
全
日
専
門
家
だ
が
献
身

的
な
女
性
述
動
家
。

有
志
の
カ
ン
パ
で
始
め
た
が
、
今

で
は
州
の
援
助
を
受
け
て
い
る
。
正

確
な
資
料
は
な
い
が
、
米
国
内
の
家

路
暴
力
事
件
は
少
な
く
と
も
七
五

O

万
組
と
い
う
。

(
1
・
日
読
売
)

女
性
運
動
を
男
性
も
歓
迎

「
愛
す
る
娘
た
ち
が
望
む
方
向
に

進
め
る
世
の
中
に
な
る
」
「
互
い
に

自
身
の
生
き
方
を
持
っ
た
男
女
が
励

ま
し
合
っ
て
生
き
る
の
が
本
当
の
結

婚
生
活
」
「
妥
に
一
流
市
民
と
し
て

生
き
て
ほ
し
い
」
|
|
米
国
の
男
た

ち
は
女
性
運
動
を
喜
び
、
理
解
し
て

い
る
人
が
多
い
。

だ
が
「
夫
は
魅
力
的
で
有
能
、
女

性
運
動
を
恐
れ
る
理
由
は
何
も
な
い

の
に
恐
れ
る
。
自
信
が
な
い
の
か
し

ら
。
一
年
間
別
居
し
て
考
え
て
る
」

と
い
う
妥
も
。

(
深
尼
凱
子
記
者
)
(
1
・
U
読
売
)

米
で
唯
一
の
女
性
よ
院
随
員

ミ
ネ
ソ
タ
州
で
死
亡
し
た
夫
の
議

開
を
ミ
ュ
ア
ル
・
ハ
ン
フ
リ
ー
さ
ん

(
六
五
)
が
つ
い
だ
。

(
l
-
m読
引
辺

児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法

子
供
を
ポ
ル
ノ
雑
誌
や
映
画
に
出

し
て
食
い
物
に
し
た
り
、
売
春
行
為

を
さ
せ
る
こ
と
を
全
国
的
に
禁
止
す

る
法
案
が
下
院
本
会
議
で
可
決
。

(--m朝
日
)

妊
娠
判
定
薬
キ
ッ
ト

妊
娠
し
た
か
ど
う
か
自
分
で
簡
単

に
判
定
で
き
る
薬
品
セ
ッ
ト
が
発
売

さ
れ
た
。
正
確
皮
は
医
師
が
確
認
済

み
と
の
こ
と
。
〈
1
・
幻
朝
日
)

売
春
は
レ
ジ
ャ
ー
7

売
春
は
適
法
な
余
暇
と
い
う
組
出

で
売
谷
を
し
た
米
成
年
を
無
罪
に
し

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
家
裁
。
こ
の

H

同
期
的
u

判
定
に
驚
い
た
コ
ッ
チ

市
長
は
即
刻
控
訴
。

(
1
・
幻
日
野
呂

国
が
公
許
し
た
女
性
銀
行

女
性
が
経
常
総
を
鉛
る
、
い
わ
ゆ

る
「
女
性
銀
行
」
は
全
米
に
六
行
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
州
当
局
の
認
可
に

よ
る
も
の
で
、
辿
邦
政
府
の
認
可
に

な
る
の
は
、
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
す
る

「
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

ン
ク
」
が
初
め
て
。
役
H
H
一
五
人
の

う
ち
六
人
は
男
性
。
窓
口
に
も
男
性

も
採
用
す
る
。
頭
取
の
エ
ミ
リ
l
・

ウ
ォ

l
マ
ッ
ク
夫
人
に
よ
れ
ば
「
性

別
で
排
他
的
に
な
る
の
が
も
っ
と
も

い
け
な
い
こ
と
」

(
1
・
泊
朝
日
)

未
成
年
の
妊
娠
増
加

米
国
で
未
成
年
の
妊
娠
が
増
加
。

七
五
年
に
は
一

O
歳
か
ら
一
四
歳
ま

で
の
女
子
の
出
産
が
三

O
三
件
、
一

五
成
か
ら
一
九
段
ま
で
は
一
万
二
千

件
と
ニ
ュ

l
ジ
ャ

l
ジ
州
の
調
査
。

専
門
家
は
性
教
育
不
足
だ
、
い
や
過

多
だ
と
窓
見
が
ま
っ
二
つ
。
(
2
・5
読
売
)

女
性
記
者
に
も
取
材
さ
せ
て

リ
プ
攻
勢
に
名
門
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

や
パ

l
も
次
々
に
開
放
さ
れ
た
米
国

だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
巡
手
の
男
性
吏
衣

室
も
侵
略
さ
れ
始
め
て
い
る
。
米
国

の
大
半
の
ス
ポ
ー
ツ
は
記
者
が
更
衣

室
に
入
っ
て
H

生
ま
れ
た
ま
ま
の
H

姿
の
選
手
に
取
材
す
る
の
だ
が
、
七

五
年
、
プ
ロ
パ
ス
ケ
γ
ト
ポ

i
ル
の

更
衣
室
に
入
っ
た
ジ
ェ
!
ン
・
グ
ロ

ス
さ
ん
を
第
一
号
に
、
次
々
に
:
・
。

し
か
し
大
リ
ー
グ
は
頑
と
し
て
受
け

付
け
ず
「
性
的
差
別
に
よ
る
業
務
妨
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3
」
と
告
訴
山
中
。
「
ち
っ
と
も
恥
ず

か
し
く
な
い
わ
。
私
た
ち
を
行
泌

M

か
宅
K
と
思
え
ば
い
い
」
と
女
性
記

者
た
ち
は
意
気
さ
か
ん
。

〈

2

・9
毎
日
)

宇
宙
飛
行
も
女
性
時
代

米
航
空
申
寸
前
向
が
八

O
年
に
打
ち

上
げ
る
字
前
述
絡
船
の
毘

H
三
五
人

を
発
表
し
た
が
、
う
ち
六
人
は
女
時

三
人
の
子
持
ち
の
生
化
学
者
ほ
か
。

応
務
省
は
八

O
七
九
人
、
そ
の
七
分

の
一
、
一
一
回
二
人
が
女
性
だ
っ
た
。

(
2
-
m読
売
)

母
胎
に
戻
し
正
常
出
産

先
天
性
肢
体
不
自
由
児
を
持
つ
籾

た
ち
の
聞
い
を
か
な
え
よ
う
と
、
ア

メ
リ
カ
で
は
母
胎
か
ら
胎
児
を
取
り

出
し
て

dd術
H

を
加
え
た
あ
と
、

再
び
胎
内
に
民
し
て
山
産
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
を
目
的
に
研
究
が
腕
け
ら

れ
て
い
る
。
サ
ル
を
使
っ
た
災
験
で

は
か
な
り
成
幼
。

(
2
・
幻
伏
先
)

ノ
ミ
の
カ
ッ
プ
ル
流
行

ア
メ
リ
カ
で
は
小
柄
な
川
住
と
ノ
ツ

ポ
女
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
眼
前
『
ア
ニ
l
・

ホ
l
ル
』
に
ち
な
ん
で
「
ア
ニ

l
・

ホ
l
ル
・
カ
ッ
プ
ル
」
と
呼
ば
れ
て

一
極
の
流
行
に
。
「
男
が
大
き
く
女

は
小
さ
い
の
を
理
想
と
す
る
考
え
は

家
父
長
制
度
の
箆
物
」
「
も
う
背
丈

に
こ
だ
わ
る
な
ん
て
ば
か
ら
し
い
」

と
は
街
の
向
。

(
3
・
3
朝
日
)

米
の
女
性
ボ
ク
サ
ー

全
米
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

キ
ャ
シ

l
・
デ
l
ピ
ス
さ
ん
(
二
占
。

と
挑
戦
者
の
ジ
ョ
ジ
ョ
・
ト
l
マ
ス

さ
ん
(
二
一
)
が
調
印
。
キ
ャ
シ
l

の
今
回
の
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
は
二
万

ド
ル
(
約
四
八

O
万
円
〉
と
、
女
性

ボ
ク
サ
ー
で
は
史
上
以
内
川
刻
。

(
3
・
印
刷
日
)

増
え
る
夫
い
じ
め
、
親
い
じ
め

〈
犬
い
じ
め
〉

A
P氾
(
ワ
シ
ン

ト
ン
玲
)
に
よ
れ
ば
、
約
一
二

O
O

万
人
の
苧
主
た
ち
が
、
女
岡
山
に
尽
力

を
ふ
る
わ
れ
、
ざ
っ
と
一

O
O万
人

は
と
り
わ
け
ひ
ど
く
痛
め
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

〈
籾
い
じ
め
〉

U
P
I
U
(
ワ
シ

ン
ト
ン
発
)
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ン
コ
ツ

や
物
で
却
を
ぶ
つ
て
は
、
無
理
や
り

籾
の
窓
口
比
を
変
え
さ
せ
た
り
す
る
な

ど
、
年
老
い
た
籾
や
祖
父
母
を
府
待

す
る
事
件
が
近
年
地
加
の
傾
向
に
あ

る
と
の
こ
と
。

(
3
・
げ
朝
日
)

ア
メ
リ
カ
の
H

リ
プ
維
持
帥
H

〈
ミ
ズ
〉
女
性
の
解
放
と
自
立
を

説
く
ミ
ニ
コ
ミ
誌
と
し
て
発
刊
し
た

の
が
一
九
七
二
年
二
月
。
わ
ず
か
六

年
間
に
五

O
万
部
と
い
う
、
堂
々
た

る
月
刊
雑
誌
に
成
長
。
現
在
ス
タ
ッ

フ
は
五
五
人
。

〈
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
イ
メ
ン
〉

く
女
性
の
問
凶
を
倣
う
雄
総
。

H

山

仰
い
・
成
功
の
た
め
の
衣
装
の
巡
草
hv

w
恥
小
限
の
時
間
で
作
れ
る
夕
食
メ

ニ
ュ
ー
H

な
ど
、
仕
事
を
持
つ
女
性

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
あ
る
。

〈
ツ
イ
ン
・
シ
チ
l
ズ
・
ウ
ー
マ
ン
〉

形
は
新
聞
の
大
き
さ
で
内
容
は
雑

誌
と
い
っ
た
刊
行
物
。

H

説
教
を
し

な
い
女
性
誌
u

が
編
集
方
針
。
「
ま

だ
目
党
め
な
い
女
性
を
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
女
性
迎
勤
の
窓
識
の
中

に
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
し
ま
お
う
」
と
。

い
ず
れ
も
H

男
女
平
等
H

と
叫
ぶ

段
防
は
と
っ
く
に
過
ぎ
た
、
と
い
う

の
が
共
通
の
見
解
。
働
く
女
性
は
四

千
万
、
全
労
働
人
口
の
四
八
・
一
%
、

女
性
巡
勤
は
第
二
期
に
入
っ
た
。

(
3
・
げ
読
売
)
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女
性
の
ベ
ル
ポ

l
イ

倒

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

が
市
内
の
ホ
テ
ル
と
し
て
は
初
の
女

性
ベ
ル
ポ

1
イ
を
正
式
採
問
。
二
五

歳
の
キ
ャ
ス
リ
l
ン
・
シ
ェ
ア
ラ
ー



さ
ん
。
腕
の
力
が
強
く
、
旅
行
荷
物

巡
搬
の
適
任
者
。
〈
3
-
M朝
日
)

N
G
O
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー

「
国
際
婦
人
の
十
年
」
活
動
の
一

環
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
N
G
O

主
催
の
「
同
際
セ
ミ
ナ
ー
」
が
聞
か

れ
た
。
四
六
か
国
の
民
間
代
表
二
ハ

O
人
が
診
加
。

ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

西
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
な
ど

四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
発
な

討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

日
本
か
ら
の
参
加
者
、
河
野
良
代

美
さ
ん
は
、
日
本
女
性
に
権
利
意
識

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
女

性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
作
り
た
い
と
発
言
。

各
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
め
た
婦
人
の

地
位
向
上
な
ど
に
つ
い
て
の
勧
告
案

が
報
告
さ
れ
、
八

O
年
の
テ
ヘ
ラ
ン

会
議
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
3
・
但
東
京
)

男
女
平
等
を
憲
法
条
文
に

米
国
で
は
男
女
同
継
が
波
法
に
明

記
さ
れ
て
い
ず
、
こ
れ
を
求
め
る
E

R
A
述
勤
が
広
が
っ
て
い
る
。
同
会

を
通
過
し
た
も
の
の
、
州
議
会
の
批

准
が
必
要
だ
が
、
反
対
勢
力
の
強
い

地
方
で
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
紛

人
運
動
団
体
で
は
批
准
し
な
い
州
へ

の
旅
行
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
反
対
派
の
立

伝
に
対
抗
す
る
た
め
の
教
立
活
動
な

ど
に
力
を
注
い
で
い
る
。(4

・4
朝
日
)

婦
人
部
が
な
い
米
国
の
労
組

米
国
教
員
組
合
の
副
会
長
の
サ
ン

ド
ラ
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
さ
ん
は
滞
日

中
、
米
国
の
労
組
に
婦
人
部
が
な
い

理
由
を
き
か
れ
「
男
女
平
等
が
実
現

さ
れ
た
か
ら
必
要
な
い
。
現
在
の
米

国
女
性
運
動
の
最
大
テ
l
マ
は
男
女

平
等
憲
法
修
正
案
を
可
決
さ
せ
る
こ

と
」
と
答
え
た
。

(
4
・
8
朝
日
)

米
海
兵
隊
に
初
の
女
性
将
官

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ル

l
ラ
さ
ん

(
四
七
)
。
一
九
七
五
年
、
予
備
役
少

尉
と
し
て
入
隊
以
米
、
海
兵
隊
婦
人

局
長
・
司
令
部
情
報
向
容
以
を
阪
匂

海
兵
隊
史
上
初
の
女
性
情
報
局
長
就

任
も
間
近
。

(
4
・
9
朝
日
)

男
子
野
球
チ

l
ム
に
女
子
選
手

女
子
の
野
球
熱
は
最
近
米
国
で
も

高
ま
っ
て
い
る
が
、
つ
い
に
男
子
野

球
チ
l
ム
へ
の
正
選
手
に
女
予
選
手

が
登
場
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
高
校
で

の
話
。

(
4
-
M朝
日
)

女
児
が
ほ
し
い
米
女
性

あ
る
主
婦
向
け
雑
誌
で
今
度
子
供

を
作
る
と
し
た
ら
男
女
ど
ち
ら
が
い

い
か
と
い
う
聞
を
だ
し
た
と
こ
ろ
、

女
児
を
望
む
回
答
が
男
児
を
上
回
っ

た
。
理
由
は
「
女
性
の
地
位
向
上
で

職
業
機
会
が
ふ
え
、
そ
れ
が
駄
目
で

も
主
婦
業
と
い
う
結
構
な
仕
事
に
あ

り
つ
け
る
」
。

(
4
・
幻
朝
日
)

離
矯
後
の
育
児
パ
パ

離
婚
し
た
後
の
育
児
は
頭
の
痛
い

問
題
だ
が
、
日
以
近
米
国
で
は
、
週
ま

た
は
月
の
あ
る
期
間
た
け
育
児
の
面

倒
を
み
る
隣
婚
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

パ
パ
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
。
子
供

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
識
者
の
問

で
も
意
見
が
分
か
れ
る
が
、
と
も
か

く
離
婚
後
も
子
供
に
立
任
を
も
と
う

と
い
う
良
心
の
表
わ
れ
か
も
。

(
5
・5
朝
日
)

「
婆
を
捜
し
て
」
が
泊
加

米
国
の
行
方
不
明
者
捜
究
専
門
会

社
の
統
計
で
は
、
一
九
六

O
年
に
は
、

「
夫
を
」
に
比
べ
「
妥
を
捜
し
て
」

の
依
頼
は
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
が
、

七
四
年
以
降
は
子
を
残
し
て
家
出
す

る
妻
が
ふ
え
た
た
め
逆
転
し
て
い
る

と
い
う
。

(
5
・
8
朝
日
)
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黒
人
の
未
婚
の
母
は
半
数
以
上

七
六
年
に
生
ま
れ
た
米
国
の
黒
人

の
半
数
以
上
が
未
燃
も
し
く
は
離
婚

後
の
女
性
を
母
と
し
て
い
る
と
い
う

事
実
が
わ
か
り
関
係
者
を
驚
か
せ
て

い
る
。
白
人
女
性
の
問
で
も
米
焔
の

母
は
ふ
え
て
い
る
が
、
同
年
の
白
人

の
赤
ん
坊
の
う
ち
独
身
者
を
母
と
す

る
の
は
八
%
足
ら
ず
で
、
人
間
制
問
に

大
き
な
聞
き
が
あ
る
。
阪
凶
は
不
吋

(
5
・
臼
読
売
)

儀
礼
兵
に
も
女
性
が
進
出

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
儀
礼
兵
(
現

花
約
二
二

O
人
)
は
今
ま
で
は
え
り

抜
か
れ
た
男
性
兵
士
。
性
差
別
と
し

て
猛
攻
を
加
え
て
い
た
女
性
側
の
勝

利。

(
5
・
げ
朝
臼
)

女
性
政
治
家
の
母
は
偉
大

イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
な
ど
世

界
の
著
名
な
女
性
指
導
者
の
多
く
は
、

そ
の
政
治
へ
の
出
発
を
母
の
生
活
態

度
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
本
が
以
近
米

国
で
出
版
さ
れ
た
。
『
婦
人
政
治
家

の
誕
生
と
背
品
川
』
、
著
者
は
二
人
の

女
性
大
学
教
授
。

(
5
・
幻
朝
日
〉

ボ
ス
ト
ン
の
駆
け
込
み
寺

ボ
ス
ト
ン
の
下
町
に
ア
ル
中
な
ど

の
暴
力
亭
主
か
ら
女
性
を
避
難
さ
せ

る
施
設
が
あ
る
。
昨
年
二
月
に
ス
タ
ー

ト
し
て
一
年
余
で
三
五
O
人
の
母
子

を
保
護
。
運
営
は
ス
タ
ッ
フ
と
避
敗

者
の
両
者
で
自
主
的
に
行
な
い
、
被

宮
女
性
の
立
ち
回
り
を
は
か
る
明
る

い
雰
聞
%
だ
。
男
性
の
お
力
に
よ
る

隊
約
問
姐
の
多
い
米
悶
に
は
、
他
の

相
川
市
に
も
こ
う
し
た
緊
急
避
鋭
所
が

あ
る
。

(
5
-
m東
京
)

炭
鉱
労
働
者
に
も
っ
と
女
性
を

ア
バ
ラ
チ
ア
地
方
の
師
人
間
体
は

「
米
国
の
石
炭
陀
業
は
性
差
別
の
段

も
激
し
い
業
界
、
今
後
の
新
規
採
用

は
児
三
人
に
対
し
段
低
女
一
人
を
」

と
巡
邦
政
府
に
手
紙
で
抗
様
。

米
国
に
は
迎
称
H

タ
イ
ト
ル

7
u

と
呼
ば
れ
る
男
女

m
m差
別
禁
止
法

(
七
二
年
改
正
)
が
あ
り
、
述
邦
政

府
は
当
局
が
発
注
す
る
業
者
が
平
等

条
項
に
巡
反
す
る
判
明
合
は
行
政
命
令

で
指
定
一
業
者
か
ら
取
除
く
こ
と
が
で

き
る
。

(
7
・
1
朝
日
)

自
立
し
た
女
の
映
画
が
急
増

ア
メ
リ
カ
の
女
性
映
開
設
川
家
パ

ト
リ
シ
ア
・
エ
レ
ン
ズ
さ
ん
〈
四

O)

が
「
映
聞
と
女
性
」
に
つ
い
て
お
る

た
め
、
女
性
た
ち
に
よ
り
作
ら
れ
た

記
録
映
同
一

O
本
を
持
っ
て
来
日
。

「七

0
年
代
に
入
る
と
臼
分
で
人
生

を
切
り
開
い
て
い
く
女
性
た
ち
を
紡

く
作
品
が
次
々
に
生
ま
れ
、
男
性
た

ち
は
女
た
ち
が
ど
う
考
え
感
じ
て
い

る
か
に
つ
い
て
敏
感
に
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
。

(
7
・
3
朝
日
)

夫
の
暴
力
に
也
宮
殿
が
介
入
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米
凶
で
は
裂
に
暴
力
を
ふ
る
う
夫

が
ふ
え
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

瞥
然
で
は
暴
力
的
な
夫
矧
げ
ん
か
に

一
般
の
暴
力
犯
非
と
同
じ
姿
勢
で
の

ぞ
む
こ
と
を
決
定
。

(
7
-
m読
席
。

一
O
代
の
H

未
婚
の
父
u

に
助
力

二
年
前
か
ら
雨
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
は
こ
か
所
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

行
な
い
、
相
談
に
の
っ
て
い
る
。

(
7
・
幻
朝
日
)

婦
人
問
題
補
佐
官
が
辞
任

カ
l
タ
l
政
椛
発
足
当
初
か
ら
婦

人
問
題
担
当
補
佐
官
と
し
て
京
嬰
な

地
位
を
占
め
て
き
た
ミ
ッ
ジ
・
コ
ス

タ
ン
ザ
女
史
は
、
一
目
、
政
治
姿
勢

の
相
巡
を
問
自
に
辞
表
を
拠
出
、
受

即
さ
れ
た
。

(
8
・
2
日
経
)



捨
て
ら
れ
た
民
験
管
ベ
ビ

l

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
辿
邦
地
裁
は
試
験

管
ベ
ピ
l
の
実
験
を
中
断
さ
れ
た
母

親
の
打
脚
本
に
対
し
、
医
師
と
病
院
に

五
万
ド
ル
の
慰
謝
料
を
払
う
よ
う
決

定。

(
8
・
ω読
売
)

米
国
の
働
く
女
性
五
六
%
に

七
七
年
度
の
米
国
女
性
の
就
業
中

は
五
六
%
で
新
記
録
と
米
労
働
統
計

局
が
発
表
。
前
年
比
一
%
、
二
ハ
O

万
の
増
加
。
男
の
就
業
取
は
八
O
%
。

(8-m朝
日
)

夫
が
財
布
を
握
る
米
国

一
家
の
予
算
警
は
夫
が
作
り
細
か

く
監
視
、
妥
の
口
出
し
を
許
さ
ぬ
米

因
。
し
た
が
っ
て
結
婚
は
永
久
就
職

に
な
ら
な
い
。
主
婦
が
働
く
の
は
自

立
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
夫
だ
け

に
家
庭
の
経
営
権
を
鐙
ら
せ
た
く
な

い
か
ら
で
も
あ
る
。

(8-m日
程

五
年
後
に
は
寧
の
一
割
は
女
性

い
ま
米
国
の
婦
人
将
校
・
兵
卒
は

約
一
二
万
人
、
全
体
の
六
・
五
%
だ

が
五
年
後
に
は
こ
O
万
人
に
増
加
予

定
。
七
三
年
に
徴
兵
を
志
願
制
に
し

て
以
米
、
以
抑
制
維
と
自
の
低
下
が
問

題
に
な
り
、
買
の
よ
い
女
性
の
大
虫

採
用
に
ふ
み
さ
っ
た
も
の
。
折
か
ら

女
性
の
側
か
ら
職
業
の
機
会
均
等
・

同
一
賃
金
の
要
求
が
高
ま
り
、
こ
の

要
求
を
積
極
的
に
満
た
す
軍
隊
が
歓

迎
さ
れ
て
い
る
。

(
8
・
幻
毎
日
)

増
え
た
不
妊
手
術

ア
メ
リ
カ
全
米
他
山
統
計
セ
ン
タ
ー

が
公
表
し
た
調
査
で
は
一
五
歳
か
ら

四
四
歳
ま
で
の
カ
ッ
プ
ル
三
組
に
一

組
が
人
口
不
妊
状
態
。
三
O
成
か
ら

四
四
歳
ま
で
の
夫
婦
の
約
半
分
が
不

妊
手
術
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
特

に
白
人
夫
婦
に
多
い
が
ピ
ル
よ
り
も

手
軽
で
効
果
的
と
い
う
理
由
ら
し
い
。

(
8
・
幻
読
売
)

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
抗
総

全
米
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
組
織

「
フ
ラ
イ
ト
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
辿
盟
」

が、

C
B
S
テ
レ
ビ
の
辿
統
ド
ラ
マ

に
厳
重
抗
議
。
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

は
H

性
の
女
神
u

じ
ゃ
な
い
」
と
。

(
9
・7
毎
日
)

マ
マ
は
宇
宙
飛
行
士

米
航
空
宇
山
局
が
選
ん
だ
六
人
の

女
性
宇
宙
飛
行
士
の
一
人
、
シ
ャ
ノ

ン
・
ル
ミ
ッ
ト
さ
ん
(
三
五
)
は
一

男
二
女
の
母
で
本
職
は
生
化
学
者
。

「
す
て
き
な
挑
戦
で
す
」
。(
9
・9
朝
日
)

新
一
ド
ル
に
女
性
の
顔

米
国
下
院
は
、
新
一
ド
ル
硬
貨
に

十
九
世
紀
の
米
婦
人
参
政
権
巡
動
家

ス
l
ザ
ン
・
ア
ン
ソ
ニ

l
女
史
の
肖

像
を
使
う
こ
と
を
承
認
。(ω
・l
毎
日
)

米
国
の
女
性
商
務
長
官
来
日

フ
ァ
ニ

l
タ
・
ク
レ
プ
ス
女
史
は
、

デ
ュ

l
ク
大
学
経
済
学
部
長
と
副
学

長
を
勤
め
た
人
。
頭
脳
も
ウ
デ
も
男

ま
さ
り
。
対
日
貿
易
セ
ー
ル
ス
の
た

め
米
目
。

(
m
-
6毎
日
)

男
女
平
等
の
改
憲
批
准
延
長

米
上
院
は
、
六
日
、
期
限
切
れ
寸

前
の

E
R
A
(男
女
平
等
を
明
記
す

る
怒
法
修
正
案
)
の
各
州
批
准
承
認

期
限
を
三
年
三
か
月
延
長
。
賛
成
六

0
・
反
対
三
六
。
〈

m
-
8読
売
)

米
国
で
女
性
紀
者
も
幹
部
登
用

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
女

子
社
員
五
五
O
人
は
、
女
性
で
あ
る

ば
か
り
に
社
内
の
重
要
ポ
ス
ト
に
就

け
な
い
と
、
会
社
側
を
相
手
取
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
述
邦
地
裁
に
待
遇
改

善
の
訴
え
。
会
社
は
、
六
日
、
女
子

社
員
に
社
幹
部
へ
の
追
を
聞
く
こ
と
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な
ど
を
合
息
。

(
m
・
7
朝
日
/
m
-
8
M昨
日
)

ニ
四
年
問
、
男
で
通
す

米
同
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
盗
み

の
疑
い
で
捕
ま
っ
た
ミ
ッ
チ
〈
四
四
)

は
迎
祢
マ
イ
ケ
ル
。
「
五

0
年
代
は

到
の
方
が
就
恥
し
や
す
か
っ
た
」
と
。

(m
・
日
何
日
)

米
海
軍
で
女
性
艦
船
勤
務

女
性
将
校
、
士
官
、
下
士
官
合
わ

せ
て
八
三

O
人
が
米
月
か
ら
正
式
に

来
り
こ
む
。
一
=
盟
、
ト
イ
レ
な
ど

大
改
造
中
。

(ω
・
お
朝
日
)

老
人
の
町
サ
ン
・
シ
テ
ィ

米
国
で
二

O
年
の
防
火
を
持
つ
老

人
ば
か
り
の
町
サ
ン
・
シ
テ
ィ
は
住

民
の
自
治
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
動
か

ら
な
り
、
明
る
く
活
気
に
満
ち
て
い

る
。
配
偶
者
が
欠
け
る
と
社
交
の
幼

か
ら
は
ず
さ
れ
る
と
い
う
川
凶
点
も

あ
る
が
、
と
お
茶
の
水
・
氏
子
大
助
教

佼
仙
川
井
手
子
氏
は
レ
ポ
ー
ト
。

(u
・2
説
光
)

多
様
化
し
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性

『
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
』
編
集
長
へ

レ
ン
・
ガ
l
レ
イ
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん

は
「

W
川
的
な
仕
引
を
持
つ
女
性
も

mぇ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多
様
化

し
て
き
た
が
、
女
ら
し
さ
と
は
矛
町

し
な
い
」
と
。
(
日
・

7
口

ω)

米
上
院
・
知
事
選
に
女
性
当
選

一
一
月
七
日
の
中
間
選
水
で
カ
ン

サ
ス
州
の
ナ
ン
シ

1
・
カ
ッ
セ
パ
ウ

ム
さ
ん
(
共
和
党
・
四
六
)
が
上
院

議
以
に
当
選
、
知
市
巡
は
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
の
エ
ラ
・
グ
ラ
ッ
ソ
さ
ん
(
民
主
・

現
)
が
再
選
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
に
は
初

の
・
火
性
削
知
引
(
ジ
l
ン
・
サ
ダ
コ
・

キ
ン
グ
さ
ん
・
民
主
・
日
系
)
が
混

生
。
(
日
・

9
朝
日
/
旬
日
/
説
先
)

女
性
活
問
米
国
の

T
V界

す
ご
腕
火
悦
を
次
々
に
起
川
、
行

問
臓
の
火
竹
.
が
尖
に
多
い
。

A
B
C

娘
楽
部
門
副
社
長
の
プ
リ
ジ
ッ
ド
・

ポ
タ
ー
さ
ん
さ
一
五
)
は
「
明
日
だ
っ

て
女
性
だ
っ
て
能
力
が
あ
れ
ば
閃
係

な

い

」

。

(

日

-m朝
日
)

N
Yタ
イ
ム
ズ
に
女
性
運
動
部
長

レ
ア
ン
.
シ
ユ
ラ
イ
パ

l
さ
ん

(三を出
指
川
川
州
仰
す
る
。
(
日
・
日
低
俗
)

米
国
の
子
持
ち
花
嫁
二
五
%

二
五
成
以
下
の
花
嫁
の
二
五
%
は

制
的
式
場
に
臨
む
時
点
で
す
で
に
子

持
ち
か
妊
娠
し
て
い
る
か
。

(
日
・
ロ
朝
日
)

女
性
ご
法
度
H

男
の
城
u

ワ
シ
ン
ト
ン
の
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
は

川
忠
訂
作
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
や
ピ
ュ
リ

ツ

7
1
抗
の
受
抗
行
な
ど
組
一
流
メ

ン
バ
ー
三
千
人
。
が
、
火
性
会

U
は

認
め
な
い
伝
統
。

(u-m中
日
)
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ア
メ
リ
カ
人
の
結
婚
思
考

九
六
%
は
紡
焔
し
、
三
八
%
が
隙

姉
、
そ
の
ヒ
九
%
が
再
回
附
す
る
。
よ

り
よ
い
結
締
を
め
ざ
し
、
よ
り
開
制

の
人
を
求
め
て
二
度
、
三
度
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
結
婚
|
蹴
婚
|
結
熔

の
緑
り
返
し
は
、
そ
の
輸
を
広
げ
て

ゆ

く

。

〈

u
-
n読
売
)

妙
高
校
男
u

は
H

大
単
女
μ

よ
り
高
給

同
校
中
川
崎
の
白
人
男
性
の
年
収
一
平

均
一
七
八
万
円
、
大
内
小
の
白
人
女
性

は
一
三
六
万
円
。
米
労
働
省
の
「
mm

報

告

官

」

。

ハ

ロ

・

1
読
売
)

初
の
日
系
女
波
査
官
誕
生

F
B
I技
先
行
に
日
系
三
世
ジ
ョ
1



ン
坂
本
さ
ん
つ
一
六
)
が
採
川
さ
れ

た。

F
B
I全
日
日
七
八

O
O人
の

う
ち
、
女
性
は
一
四
七
人
。
(
ロ
・

9
毎
日
)

レ
イ
プ
は
夫
婦
聞
に
成
立
?

米
国
で
初
の
裁
判
。
被
告
は
夫

(
一
二
)
、
原
告
は
二
歳
年
上
の
妥
。

昨
年
、
オ
レ
ゴ
ン
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

ア
イ
オ
ワ
の
三
州
で
、
妥
は
火
を
レ

イ
プ
界
で
訴
え
得
る
と
す
る
州
法
が

成

立

。

(

ロ

-m毎
日
)

妻
へ
の
暴
行
罪
は
成
立
し
な
い

妥
を
暴
力
で
犯
し
た
と
訴
え
ら
れ

た
オ
レ
ゴ
ン
州
の
夫
に
、
巡
回
裁
判

所
は
無
罪
の
判
決
。
妥
は
「
ケ
ガ
ま

で
し
て
犯
さ
れ
る
妥
の
立
場
は
ど
う

な
る
の
」
と
悲
嘆
。
(
ロ

-mH師事
。

〔
ト
リ
ニ
ダ
l
ド
ト
パ
ゴ
〕

避
妊
具
の
自
販
機
が
出
現

子
供
の
数
が
四
|
五
人
が
ふ
?
っ

と
い
う
こ
の
国
で
は
淀
川
凡
制
限
に
力

を
入
れ
て
い
る
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

の
多
い
お
国
側
、

-H版
機
に
反
対
の

戸
も
向
か
っ
た
。
い
ざ
目
の
あ
た
り

に
す
る
と
「
い
ち
ば
ん
必
裂
な
家
庭

は
そ
れ
を
口
う
金
さ
え
ま
ま
な
ら
な

い」。

(
l
-
m
朝
日
)

東
・
中
欧
社
会
主
義
国

〔
ソ
連
〕

ソ
連
女
性
の
反
乱
7

男
女
平
等
が
制
度
の
上
で
は
完
全

に
実
現
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
社
会
主

義
国
ソ
連
で
も
、
家
庭
生
活
で
は
男

性
の
横
暴
が
今
な
お
残
る
た
め
か
、

近
年
離
Mm件
数
が
・
つ
な
ぎ
の
ぼ
り
。

こ
れ
と
と
も
に
同
国
で
は
珍
し
い
女

性
権
利
論
争
が
新
聞
紙
上
で
た
た
か

わ
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
見
女
間
人

口
の
不
均
衡
と
山
生
中
低
下
を
恐
れ

る
戸
が
政
府
部
内
に
も
高
ま
り
、
あ

る
教
育
学
者
は
米
婚
の
母
を
奨
励
す

る
論
説
を
発
表
。
こ
の
傾
向
を
ソ
辿

社
会
変
動
の
兆
し
と
み
る
学
者
も
い

る。

(
5
・
日
説
先
)

ソ
退
、
同
一
労
働
は
男
の
ウ
ソ

ソ
述
の
恕
法
は
児
女
同
一
労
働
同

一
賃
金
を
保
附
し
て
い
る
が
、
家
引

は
結
局
女
の
仕
事
。

(u・
幻
抗
七
一
。

義
務
教
育
を
終
え
る
と
大
学
進
学

以
外
は
全
員
職
に
つ
く
。
女
性
は
教

育
・
医
療
・
軽
工
業
分
野
に
進
出
。

結
婚
は
二
五
か
ら
二
七
ぐ
ら
い
が
多

く
、
酒
タ
バ
コ
は
た
し
な
ま
な
い
。

(
ロ
・

1
朝
日
)

〔
チ
ェ
コ
〕

チ
ェ
コ
の
女
性

女
性
は
全
労
働
人
口
の
四
七
%
、

山
皮
休
暇
は
二
六
週
間
、
生
ま
れ
た

子
が
二
歳
に
な
る
ま
で
背
児
休
暇
が

と
れ
、
職
場
復
帰
の
権
利
も
あ
る
。

児
抗
手
当
も
第
一
子
が
月
額
一
八

O

O
円
、
六
人
持
て
ば
働
か
な
く
て
も

食
べ
て
い
け
る
。
〈
ロ

-m説
先
)

〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
〕

女
ひ
と
り
の
ヨ
ッ
ト
世
界
一
周

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
、
ク
リ
ス
チ

ナ
・
チ
ョ
イ
ノ
フ
ス
カ
・
リ
ス
キ
エ

ピ
ッ
チ
さ
ん
(
四
一
)
は
、
約
二
年

が
か
り
で
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
単
独
世
界

一
周
に
成
功
し
た
。

「
幸
せ
で
す
。
も
う
ダ
メ
と
思
っ

た
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
と
う

と
う
や
り
ま
し
た
」

(
3
・
2拍
g
g
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〔
東
ド
イ
ツ
〕

働
く
母
奨
励
を
方
向
転
換

東
独
で
は
子
を
託
児
所
に
預
け
母

が
労
働
参
加
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い

た
が
、
出
産
奨
励
に
方
針
を
転
換
、

四
上
ハ
か
月
の
有
給
休
暇
を
保
附
、

希
望
な
ら
さ
ら
に
一
年
延
長
す
る
こ

と
に
し
た
。

(
6
-
m朝
日
)

東
独
と
西
独
の
女
性

東
独
で
は
一
六
|
六
O
成
の
女
性

の
八
O
%
が
就
労
。
一
方
、
西
独
は

六
0
年
代
中
ご
ろ
か
ら
対
的
は
ニ
O

%
減
、
山
花
数
五
O
%
減
、
隣
同
州
三

七
%
則
。
カ
ネ
で
制
約
と
山
践
を
奨

励

中

。

(

日

・

1
朝
日
)

社
会
主
義
国
一
般

東
欧
社
会
主
援
国
の
性
教
育

「
人
間
教
育
が
性
教
育
の
お
本
。

幼
児
期
か
ら
の
教
育
で
正
し
い
知
識

と
敬
い
合
う
心
が
育
つ
」
と
東
独
な

ど
七
か
悶
を
取
材
し
た
伊
地
知
俊
子

さ
ん
。

(
u
-
m読
売
)

〔
西
ド
イ
ツ
〕

リ
プ
の
闘
士
か
西
独
の
怪
盗

西
独
に
「
赤
毛
の
ゾ
ラ
」
を
名
乗

る
w
女
性
の
味
方
u

が
山
別
、
ポ
ル

ノ
シ
ョ
ッ
プ
を
荒
ら
し
回
り
「
今
日
、

震
と
い
う
守
口
議
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、

男
性
に
よ
る
女
性
支
配
以
外
の
何
物

で
も
な
い
、
ポ
ル
ノ
業
者
は
女
性
の

体
を
飯
の
タ
ネ
に
し
て
い
る
」
と
各

地
の
女
性
に
筏
滋
凶
結
成
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

業
者
側
は
三
六
万
円
の
懸
白
金
っ

き
で
犯
人
探
し
に
や
っ
き
。
(
2
・6
説
先
)

西
独
の
駆
け
込
み
寺
一
年

西
ベ
ル
リ
ン
に
「
内
向
さ
れ
た
女

性
の
た
め
の
避
鋭
所
」
が
で
き
て
一

年
。
こ
の
間
援
助
を
受
け
た
女
性
は

六
一
五
人
。

相
手
が
暴
力
に
及
ん
だ
原
因
は

「
ア
ル
中
」
、
「
し
っ
と
」
「
か
ん
し
ゃ

く
持
ち
」
な
ど
。
白
川
は
厚
生
省
と

ベ
ル
リ
ン
市
で
折
半
。

約
半
数
が
三
日
後
に
新
し
い
遣
を

ね
て
出
所
。
同
じ
く
約
半
数
が
同
じ

夫
の
も
と
に
帰
る
。

(
2
-
m毎
日
)

西
独
敵
岬
刷
新
法
の
効
果

近
代
的
な
新
隣
同
州
法
が
昨
年
七
凡

成
立
し
た
西
独
、
当
初
予
惣
と
逆
に

離
焔
は
激
減
。
女
性
に
有
利
と
み
ら

れ
た
こ
の
法
だ
が
手
続
き
が
線
維
と

の
批
判
も
。

(
4
・
げ
朝
日
)

西
独
の
老
婦
人

五
人
に
一
人
が
独
り
科
ら
し
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
が
、
阿
倍
希

望
は
一
一
割
以
下
。
一
方
「
児
の
独
り

符
ら
し
は
む
ず
か
し
い
と
思
う
」
は

四
O

%
。

(
9
・l
毎
日
〉
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〔
フ
ラ
ン
ス
〕

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
完

フ
ラ
ン
ス
の
総
選
挙
。
パ
リ
で
は

妊
娠
中
絶
の
自
由
化
を
と
な
え
て
き

た
女
性
グ
ル
ー
プ
「
シ
ョ
ワ
ジ
l
ル」

が
「
既
成
政
党
に
は
も
う
た
よ
れ
な

い
」
と
、
独
自
の
候
補
五
O
人
を
立

て
る
。
独
立
予
算
を
持
つ
女
性
省
の

例
設
な
ど
の
綱
M
M
を
掲
げ
る
と
同
時

に
、
「
女
ょ
、
め
ざ
め
よ
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

(
3
・
2
朝
日
)

女
性
向
員
は
七
人
増
え
た
が

フ
ラ
ン
ス
の
総
巡
挙
に
六
O
O
人

の
女
性
候
補
が
立
ち
当
選
は
一
七
人

で
七
人
柄
。
う
ち
二
人
が
共
産
局

一
入
社
会
党
、
五
人
が
与
A
純
だ
っ
た
。



女
性
巡
勤
グ
ル
ー
プ
「
シ
ョ
ワ
ジ
l

ル
」
は
一

O
O人
立
て
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
巡
滋
底
で
四
・
四
%
以
上
自
内
干
し

た
人
は
な
か
っ
た
。

(
4
・
4
H訴
匂

仏
内
閣
の
ナ
ン
バ
ー
ス
リ

l

シ
モ
ー
ヌ
・
ベ
ト
ユ
厚
相
(
五

O
)。

七
四
年
以
来
、
妊
娠
中
絶
の
合
法
化

実
現
・
家
族
手
当
の
地
額
な
ど
災
組

は
十
分
。
初
の
女
性
首
相
と
い
う
呼

び
戸
さ
え
も
。

(
4
・
8
朝
日
)

ふ
え
た
飲
酒
女
性

フ
ラ
ン
ス
女
性
で
最
も
よ
く
ア
ル

コ
ー
ル
を
飲
む
の
は
職
業
婦
人
。
一

人
あ
た
り
の
平
均
酒
訟
は
男
性
に
比

べ
半
分
以
下
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

女
性
を
界
怒
視
す
る
タ
ブ
ー
は
消
え

つ
つ
あ
る
。

(
5
-
U朝
日
)

女
性
に
は
後
進
国
の
フ
ラ
ン
ス

自
由
と
平
等
の
国
フ
ラ
ン
ス
で
も

実
際
の
職
業
生
活
で
は
差
別
立
識
が

根
強
い
。
離
締
法
、
中
絶
訟
と
、
制

府
内
耐
の
革
新
ぷ
り
は
め
ざ
ま
し
い
が
、

女
性
の
職
種
は
お
茶
く
み
程
度
、
給

料
も
低
い
。

(
7
・
7
説
先
)

史
上
初
、
女
性
の
北
極
海
横
断

マ
リ
l
・
イ
プ
・
チ
ボ
ー
さ
ん
を

合
む
六
人
の
探
検
家
の
采
る
小
型
帆

船
が
一
五
日
、
北
幌
仰
横
断
に
成
司

(ω
・
げ
朝
日
)

〔
ス
イ
ス
〕

女
子
中
学
生
も
ス
パ
ス
パ

ス
イ
ス
で
は
女
が
通
り
で
タ
バ
コ

を
吸
う
の
は
は
し
た
な
い
と
さ
れ
て

き
た
が
、
最
近
で
は
中
学
も
上
級
に

な
る
と
喫
煙
を
親
も
黙
認
す
る
こ
と

が
多
い
。
バ
イ
ク
や
ジ
ー
ン
ズ
同
格
、

「
到
の
や
っ
て
る
こ
と
な
ら
女
も
認

め
ら
れ
る
は
ず
」
と
い
う
リ
プ
思
怨

の
現
わ
れ
。

(
2
-
M読
売
)

〔
イ
タ
リ
ア
〕

中
絶
法
で
大
揺
れ
の
イ
タ
リ
ア

前
首
相
の
誘
拐
・
殺
人
ゃ
あ
い
か

わ
ら
ず
の
左
右
対
立
で
揺
れ
る
イ
タ

リ
ア
で
は
難
航
す
る
中
絶
法
も
政
局

混
迷
の
一
因
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
四

月
に
少
数
野
党
の
急
進
党
は
中
絶
法

質
成
派
の
共
産
・
社
会
両
党
か
ら
耳

切
り
議
員
が
出
た
こ
と
に
激
怒
、
こ

れ
を
国
民
投
訴
に
持
ち
込
む
述
勤
を

始
め
た
。
国
民
投
票
で
敗
れ
て
面
白

を
失
う
こ
と
を
恐
れ
る
政
府
斗
覚
は
、

逆
に
同
法
案
の
通
過
を
急
ぐ
と
い
う

失
態
を
泌
じ
た
。

(
4
-
m読
売
)

伊
の
妊
娠
中
絶
法
つ
い
に
成
立

イ
タ
リ
ア
上
院
は
、
五
月
一
八
日
、

賛
成
二
ハ

O
、
反
対
一
四
八
で
妊
娠

中
絶
法
案
を
可
決
、
七
六
年
以
米
国

を
二
分
し
た
問
姐
に
終
止
符
を
打
っ

た
。
堕
胎
非
は
泌
止
さ
れ
、
中
絶
は

無
料
に
。
離
婚
法
に
つ
ぐ
バ
チ
カ
ン

に
対
す
る
女
性
の
勝
利
だ
が
、
中
絶

は
、
一
八
歳
以
上
・
妊
娠
九

O
日
以

内
に
限
ら
れ
、
一
八
歳
未
満
の
場
合

は
親
か
家
裁
の
同
意
が
必
要
。

(
6
・
9
社
会
新
報
)

女
ば
か
り
の
テ
ロ
恵
国

イ
タ
リ
ア
で
一

O
月
末
か
ら
一
一

月
に
か
け
女
性
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
爆
弾

テ
ロ
が
発
当
・
文
性
を
僻
帰
し
た
モ
ー

ド
庖
や
妊
娠
中
絶
反
対
論
者
を
女
性

の
敵
と
し
て
腿
繋
。

(
u
-
m
H
4
3

〔
ギ
リ
シ
ャ
〕

日
本
で
知
ら
れ
て
い
る
M

女
傑
H

は
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
l
リ
く
ら
い
だ

が
、
古
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
女
傑
が

い
た
。
個
性
を
自
由
に
伸
ば
し
、
ス

パ
ル
タ
教
育
は
し
な
い
、
と
、
在
日

ギ
リ
シ
ャ
政
府
観
光
局
の
ス
l
ラ
・

パ
ナ
ゴ
プ
l
ル
ゥ
さ
ん
。(
2
・
お
朝
日
)

213 



〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
〕

出
産
育
児
休
暇
が
九
か
月
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
七
八
年
一

月
一
日
か
ら
、
従
米
じ
か
月
だ
っ
た

「
山
路
行
児
休
暇
」
を
、
九
か
月
間

に
延
長
。
九
か
月
の
う
ち
以
後
の
三

か
月
は
H

特
別
保
険
M

と
い
っ
て
、

子
供
が
保
育
同
や
小
学
校
の
入
学
時

ま
で
休
み
を
た
め
て
お
く
こ
と
も
で

き
る
。
育
児
休
暇
は
父
籾
と
付
税
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
取
引
刊
で
き
る
。

(--m初
日
)

対
等
支
え
る
女
性
の
経
済
力

「
お
む
つ
の
取
符
え
な
ん
か
平
気
で

す
よ
」
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
お
い
父

制
。
こ
の
間
で
は
父
別
に
も
育
児
休

暇
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

H

ま
す
ら
お
派
山
火
M

も
あ
た
り
ま

え
だ
が
、
そ
れ
も
職
業
の
平
等
か
ら

く
る
女
性
の
経
済
的
地
位
の
向
上
が

あ
れ
ば
こ
そ
。

(
5
・
8
読
売
)

保
育
園
紛
争

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
折
聞
紙
上
で
保

有
闘
の
怠
義
が
治
政
の
ヤ
マ
と
な
る
。

例
性
的
な
子
供
を
と
い
う
家
路
派
に

対
し
、
銀
問
へ
の
迎
応
を
と
説
く
保

育
同
派
の
鈎
い
が
強
い
が
、
保
育
凶

の
投
仰
が
少
な
い
の
が
こ
の
悶
の
悦

み
で
、
人
間
で
き
る
の
は
た
っ
た
一

O
%
。

(
6
・5
朗
日
)

高
福
祉
高
負
担
で
育
児
期
間
も
有
給

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
行
児
休
業
制
度

が
完
仰
し
、
最
初
の
九
か
月
は
給
料

の
九
別
文
給
、
そ
の
後
の
九
か
月
は

三
分
の
一
欠
勤
し
て
も
行
給
。

(
9
・
幻
何
日
)

国
が

n
再
絡
の
す
す
め
u

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
六

0
年
代
か

ら
七

O
年
に
か
け
て
結
納
制
度
や
性

の
モ
ラ
ル
へ
の
ほ
抗
が
激
し
く
集
団

家
族
や
未
燃
の
母
が
流
行
し
た
が
、

雌
Mm後
に
閉
山
さ
れ
た
子
の
仰
附
不
安

定
時
ザ
の
川
凶
が
山
、
い
ま
は
川
姉
焚

叫
松
本
も
「
あ
っ
ち
の
お
付
さ
ん
、

こ
っ
ち
の
お
父
さ
ん
、
な
ん
と
す
ば

ら
し
い
世
界
な
ん
だ
ろ
う
」
と
枕
崎

(ロ

-m税
引
)

〔
ス
ペ
イ
ン
〕

ス
ペ
イ
ン
の
女
性
闘
牛
士
復
活

四
O
年
ぷ
り
の
女
間
午
主
マ
リ
ベ

ル
・
ア
テ
ィ
エ
ン
サ
l
ル
さ
ん
(
一

八
三
「
女
な
ん
て
料
犯
し
か
で
き
な

い
と
か
ら
か
わ
れ
て
飛
び
込
ん
だ
」
。

(
9
・
泊
朝
日
)

〔
デ
ン
マ
ー
ク
〕

女
子
労
働
者
に
深
刻
な
失
業

女
子
労
働
人
口
の
六
三
%
が
就
労

し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
不
況
で

ま
っ
先
に
ク
ピ
を
切
ら
れ
る
の
は
女

性
。
千
人
の
メ
ン
バ
ー
を
持
つ
女
性

迎
動
「
レ
ッ
ド
・
ソ
ッ
ク
ス
」
は
、

「
火
の
失
業
間
出
」
「
女
と
子
供
の
立

幼
の
改
符
」
を
政
附
と
企
業
、
そ
し

て
女
性
自
身
の
怠
識
に
つ
き
つ
け
て

い

る

。

(

ロ

-m読
売
)
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〔
イ
ギ
リ
ス
〕

中
絶
は
衰
の
一
存
で

英
国
リ
パ
プ
l
ル
地
裁
は
妊
娠
中

絶
に
夫
の
同
意
は
不
要
と
の
判
決
を

示
し
、
英
国
紳
士
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
て
い
る
。

(
5
・
お
朝
日
)

急
増
し
て
い
る
英
国
の
離
婚

イ
ギ
リ
ス
で
離
燃
が
五

O
O印刷に

一
組
の
訓
合
だ
っ
た
の
は
一

O
O年

前
。
三
組
に
一
組
が
昨
今
。
平
均
給

Mm期
間
は
約
一
三
年
で
、
離
同
州
市
中
が

低
い
の
は
再
姉
夫
婦
、
と
週
刊
誌

『
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
オ
ウ
ン
』
は
伝
え

る。

(
6
・U
朝
日
)



英
海
軍
の
女
艦
長

伝
統
あ
る
英
国
海
山
中
に
も
女
院
比

五
一
歳
の
ハ
パ

l
ド
夫
人
は
「
日
以
も

優
れ
た
船
乗
り
」
と
評
価
さ
れ
て
い

る。

(
8
・
お
毎
日
)

イ
ギ
リ
ス
で
男
性
結
婿
鋭
時
代

二
O
か
ら
三
凶
の
犯
は
、
そ
の
厨

の
女
よ
り
八

O
万
人
多
い
。
今
世
紀

中
は
女
が
有
利
な
立
場
。
一
九
六
四

年
以
来
年
上
の
女
と
結
婚
す
る
串
が

上
昇
中
。

(m-m朝
日
)

英
の
母
親
、
婚
前
交
渉
を
認
知

お
堅
い
英
国
母
親
連
盟
が
『
結
婚

の
選
択
』
を
出
版
。
「
婚
前
交
渉
も

結
婚
式
前
の
妊
娠
も
O
K
」。
(u
・7
読
売
)

英
国
の
性
差
別
禁
止
法

「
一
九
七
五
年
、
性
差
別
禁
止
法

が
で
き
平
等
機
会
需
以
会

(
E
O
C
)

が
で
き
た
。
性
差
別
の
院
鋭
、
平
等

の
推
進
、
法
作
の
検
討
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
一
四
O
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
立

ち
入
り
調
査
縦
ま
で
持
つ
が
、
裁
判

官
は
全
部
見
性
で
カ
ベ
に
な
っ
て
い

る
。
女
性
の
賃
金
は
引
の
七
五
%
、

同
一
労
働
の
証
明
が
む
ず
か
し
い
。

教
師
の
忠
誠
変
革
で
子
供
を
変
え
な

く
て
は
」
と
来
日
し
た
E
O
C教

η

部
長
、
パ
レ
リ
l
・
ヘ
イ
ル
さ
ん

合
ニ

O
)
は
多
難
な
前
途
を
語
る
。

(日

-m朝
日
/
ロ
・
-
中
日
・
信
毎
)

闘
う
夜
の
女
た
ち

一
一
月
末
、
「
ピ
ッ
カ

l
ス
男
爵

夫
人
を
囲
む
会
」
(
夜
の
女
た
ち
)

が
、
仕
事
を
制
限
し
て
い
る
法
律
に

反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
。

「
男
を
使
っ
て
男
か
ら
経
済
的
に
独

立
す
る
の
が
何
で
悪
い
の
」
と
、
ま

ず
ス
ト
、
次
に
H

客
u

の
名
を
パ
ラ

す

戦

術

。

(

ロ

・

9
読
売
)

〔
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
〕

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
ア
ダ

新
旧
同
教
徒
の
対
立
で
流
血
の
つ

づ
く
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
艮
く
非
総

力
述
助
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
二
女

性
が
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
貨
を
受
抗

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
人
は
迎
助
リ
ー

ダ
ー
の
地
位
を
引
退
と
表
明
。
非
M
掛

力
辺
助
の
限
界
論
争
と
と
も
に
白
金
・

の
使
途
に
つ
い
て
の
い
ざ
こ
ざ
も
一

因
?

(

4

・
げ
読
売
)

民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
活
斑

世
界
各
国
の
民
間
航
空
会
社
で
女

性
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
誕
生
し
て
い
る
。

全
世
界
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
数
三
万
三
千

人
に
対
し
五

O
人
と
い
う
小
さ
な
比

率
で
は
あ
る
が
。

(
6
・
剖
読
売
)

ふ
え
て
る
専
門
家
女
性
閣
僚

米
国
の
ク
レ
プ
ス
商
務
長
官
、
中

国
の
隙
終
草
対
外
経
済
巡
絡
刷
、
仏

の
ベ
ル
チ
エ
婦
人
問
題
相
ら
は
い
ず

れ
も
専
門
畑
の
知
識
を
持
ち
、
そ
の

経
験
で
活
路
中
。

(m・
9
朝
日
)

ふ
え
る
隊
婚
・
進
む
夫
婦
別
姓

中
欧
・
東
欧
の
社
会
主
義
国
で
ふ

え
て
い
る
雌
帰
。
級
制
似
に
夫
が
支
配

し
た
が
る
こ
と
へ
の
不
満
が
あ
る
。

が
、
児
の
九
割
は
妥
が
職
業
を
持
つ

こ
と
を
歓
迎
、
花
嫁
に
処
女
性
を
求

め
ず
、
「
性
の
一
致
」
は
結
婚
前
に

確

認

。

(

ロ

・

8
1
日
読
売
)
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資

料

五
三
年
度

国
の
婦
人
関
係
予
算

(
案
)

-
総
理
府
婦
人
問
題
担
当
宣
の
予
算

婦
人
問
題
担
当
室
で
は
、
具
体
的
取
組
み

と
し
て
次
の
二
項
目
を
と
り
あ
げ
た
。

一
.
婦
人
の
政
策
決
定
参
加
を
促
進
す
る

特
別
活
動
推
進
型
.
取
を
作
成
、
五
二
年
六
月

に
推
進
本
部
決
定
を
し
、
政
府
部
内
で
行
政

へ
の
姉
人
の
参
同
の
促
進
お
よ
び
外
部
の
公

的
機
関
や
民
間
機
関
、
団
体
等
へ
、
姉
人
参

加
の
た
め
の
総
務
此
官
に
よ
る
依
頼
状
を
も
っ

て
協
力
を
要
請
し
た
。
二
.
国
内
行
動
計
画

の
目
標
述
成
の
た
め
前
期
市
一
点
目
標
一
一
項

目
を
策
定
。
同
辿
知
人
の
一

O
年
の
中
間
、

一
九
八

O
年
に
行
わ
れ
る
世
界
婦
人
会
議
を

め
ど
に
一

O
年
計
聞
の
前
期
の
併
説
を
み
て
、

後
期
の
見
直
し
を
す
べ
く
た
て
た
も
の
。

五
三
年
度
の
予
算
は
、
①
刺
人
の
政
策
決

定
参
加
状
況
に
関
す
る
調
査
問
四

O
O万
円

(
地
方
公
共
団
体
の
都
道
府
県
、
市
町
村
単

位
に
お
け
る
婦
人
の
地
方
公
務
民
の
投
採
刈

(1lt位百万円)

項 日 53iJ!1立 52年度 対mム日IJ 年減

畑人問題の総合従進経n 30 28 2 

姉人の政策決定参加 4 2 

状況に関する調査

2 同際協力推進経質 3 3 

3 姉人問題企画推進会 23 23 

議経費

/ι、s ilt 30 28 2 

総理府婦人問題担当室関係予算表 1
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離
脱
状
況
、
地
方
祷
議
会
等
へ
の
抑
人
の
参

加
状
況
お
よ
び
、
民
間
企
業
や
政
党
、
団
体

等
で
の
婦
人
の
活
動
状
況
等
)
。
②
国
際
協

力
政
推
進
経
山
吉

δ
O万
円
(
海
外
事
情
の

附
報
交
換
お
よ
び
翻
訳
料
等
)
。
③
婦
人
問

題
推
進
会
議
開
二
三

O
O万
円
(
同
会
議
の

会
場
問
、
手
当
お
よ
び
年
次
報
告
世
の
作
成

町
各
省
辿
絡
会
議
問
な
ど
)
。

-
労
働
省
の
勤
労
婦
人
を
中
心
と
す
る
婦
人

の
地
位
向
上
対
策
推
進
予
算

今
年
度
の
労
働
省
婦
人
関
係
予
算
は
、
昨

年
度
の
八
憶
を
五

O
%上
ま
わ
る
一
二
億
四

0
0
0万
円
。

勤
労
婦
人
を
中
心
と
す
る
婦
人
の
地
位
向

上
対
策
と
し
て
、
田
川
に
お
け
る
男
女
平
等

促
進
対
策
で
は
、
若
年
定
年
制
、
結
婚
退
職



制
等
の
解
消
の
た
め
の
指
導
世
等
を
新
規
に

予
算
化
。
労
働
省
は
企
業
の
女
性
差
別
実
態

調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
企
業
等
に
集
団
あ

る
い
は
個
別
に
指
導
す
る
た
め
の
庁
賀
、
旅

費
等
を
新
規
計
上
し
た
。

勤
労
婦
人
の
母
性
他
山
管
理
対
策
で
は
母

性
位
脱
管
理
の
自
主
点
検
、
健
康
管
斑
講
座

の
開
設
を
新
規
に
予
算
化
。
既
婚
姉
人
三

O

人
以
上
を
屈
う
企
業
等
に
母
性
管
理
指
導
-
伝

を
置
き
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
行
な
っ
て

き
た
が
、
母
性
他
山
管
理
の
た
め
の
指
導
基

準
に
基
づ
く
各
企
業
の
自
主
点
検
と
指
導
の

た
め
の
政
川
と
働
く
姉
人
の
家
を
利
用
し
て

の
位
脱
官
四
講
座
も
開
催
す
る
。

(単位百万円)

項 目 53年度 52年度 地対ム前減年

勤労婦人を中心とする婦人 1，244 808 436 
の地位向上対策の推進

国内行動計画推進の 71 74 ム 3
ための啓発活動の展

開

2 雇用における男女平 10 5 5 
等促進対策の推進

3 勤労婦人の母性位脱 28 12 16 
管理対策の推進

4 職業生活と家庭生活 614 546 68 
の調相対策の推進

(1) 脊児休業制度の 63 60 3 

普及促進

(2) 働く婦人の家拡 360 270 90 
充

(3) 内職対策の推進 191 216 ム 25

5 n~ï1等就業援助対策 521 171 350 

の推進

i、Z 1，244 808 436 

労働省婦人関係予算表2

拡
姉
等
の
就
業
援
助
対
策
の
推
進
で
は
、

昨
年
度
三
か
所
設
置
し
た
「
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
」
を
五
三
年
度
は
六
か
所
増
設
し

計
九
か
所
と
し
、
簡
単
な
技
能
講
習
を
二
週

間
受
け
る
者
に
訓
練
手
当
と
し
て
九

O
O円

程
度
の
受
講
旅
刊
を
支
給
。
な
お
今
年
度
か

ら
「
職
場
適
応
訓
練
制
度
」
を
設
け
た
。
こ

れ
は
あ
ら
か
じ
め
居
間
を
予
約
、
約
半
年
間

そ
の
職
場
で
実
地
訓
練
を
受
け
、
訓
練
終
了

後
に
正
式
に
就
職
す
る
も
の
。
居
間
者
に
は

訓
純
経
質
と
し
て
委
託
貨
を
、
訓
練
を
受
け

た
寡
婦
に
は
そ
の
聞
の
生
活
手
当
を
支
給
す

る。
拡
姉
対
策
で
新
規
事
業
は
、
三

O
か
所
の

職
業
安
定
所
に
寡
婦
専
門
の
非
常
勤
職
業
相

談
員
三

O
名
を
置
く
と
決
定
。

そ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
制
度
で
は
五
三
年

一
月
よ
り
法
改
正
に
よ
っ
て
公
共
事
業
体
の

教
員
、
看
護
婦
等
が
休
業
中
も
居
間
を
継
続

さ
れ
る
に
は
、
賃
金
に
見
合
っ
た
保
険
料
を

事
業
所
側
が
負
担
す
る
こ
と
に
準
じ
て
民
間
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項 日 53年度 52年度 i対Wム前減年

469，226 339，815 129，411 
36，925 。36，925 
31，383 35，893 ム1，510

70，070 73，356 ム3，2861

314，619 220，136 94，4831 
13，229 10，430 2，799 

278，492 296，988 ム18，496
205，300 233，440 ム28，140

73，192 63，548 9，644 

360，595 305，052 55，513 
130，889 118，484 12，405 

100，905 。100，905 
128，801 184，002 ム55，201

。2，566 ム2，566
18，460 。18，460 
18，460 。18，460 
4，748，215 4，487，382 260，863 

4，513，922 4，253，270 260，652 
37，863 40，077 ム2，214
6，853 7，214 ム 361

33，929 32，044 1，邸5

16，754 17，636 ム関2
4，883 7，344 

ム2，461
32，131 29，891 2，237 

2，796 2，814 ム 18

63，135 44，056 19，079 
35，979 35，998 ム 19

。17，035 ム17，035
169，274 152，892 16，382 

10，663 11，498 ム 835

158，611 141，394 17，217 

e 、、 H 6，044，292 5，582，129 462，163 

出家生活改善資金 m付枠) m付枠00) α5t0付0，0枠0)0 4，200，000 3，700，0 

看
護
婦
等
特
定
職
問
の
行
児
休
業
利
川
助
成

給
付
金
を
、
事
業
所
に
支
給
す
る
。

A-農林
省
の
生
活
改
善
関
係
予
算

社
会
上
、
民
業
上
の
変
化
と
と
も
に
、
位

業
を
担
う
男
女
の
比
率
も
変
化
し
て
い
る
。

民
業
人
口
の
六
二
%
、
什
川
幹
的
民
業
従
川
者

Cllt伶千円)農林省生活改善関係予算表3

の
五
四
・
六
%
が
と
も
に
削
人
。
間
際
州
人

年
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
出
来
の
女
性
化
、

日
帥
化
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

出
山
漁
村
の
姉
人
対
策
と
し
て
は
、
五
二

年
度
に
新
規
事
業
で
あ
っ
た
高
齢
者
活
動
の

促
進
引
業
問
、
姉
人
民
業
従
引
者
の
セ
ミ
ナ
ー

開
似
、
位
村
制
人
の
家
の
設
問
、
出
家
生
活

改
丹
技
術
等
行
政
抗
逃
此
を
二
年
次
の
引
業

と
し
て
融
制
。

今
年
度
新
し
く
山
山
漁
村
州
人
対
策
批
進

辿
絡
会
問
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
町
村

や
閃
係
機
関
と
述
出
し
て
知
人
の
お
か
れ
て

い
る
立
場
を
明
確
に
し
、
普
及
所
(
全
国
六

三
五
か
所

)
m位
に
婦
人
対
策
、
生
活
改
善

218 



を
推
進
す
る
辿
絡
検
討
会
を
聞
く
も
の
。

師
人
民
業
従
事
者
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
北
業

出
家
の
婦
人
の
出
業
従
取
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、

家
事
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
化
、
家
庭
全
体
の
負

担
の
増
大
な
ど
、
「
適
正
な
民
業
参
加
」
を

と
り
あ
げ
た
。

出
山
出
家
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
は
、
他

山
推
進
の
教
育
時
発
問
用
「
民
業
従
事
者
他

政
推
進
特
別
事
業
資
」
を
引
き
続
き
計
上
。

生
活
環
境
の
改
善
対
策
で
は
今
年
度
新
規

に
「
手
づ
く
り
の
む
ら
鞍
備
問
」
を
設
け
た
。

こ
れ
は
、
市
町
村
|
県
|
国
で
や
る
べ
き
こ

と
と
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
見
直
し

て
、
身
の
ま
わ
り
の
子
ど
も
の
遊
び
場
、
婦

人
の
運
動
場
、
ゴ
ミ
処
理
、
防
火
用
水
の
管

理
等
、
住
民
の
共
同
作
業
で
で
き
る
生
活
環

境
と
施
設
整
備
の
た
め
の
材
料
費
を
予
算
化
、

手
聞
は
農
家
自
身
が
負
担
し
合
う
こ
と
を
強

調
し
た
も
の
。

漁
村
生
活
の
改
善
対
策
で
は
、
二

O
Oカ

イ
リ
に
よ
る
漁
場
の
縮
小
等
、
漁
村
を
と
り

ま
く
厳
し
い
的
却
に
対
処
、
把
握
す
る
と
と

も
に
改
持
策
を
講
ず
る
た
め
、
新
規
に
漁
村

生
活
改
許
推
進
貨
が
三
八
川
市
分
予
算
化
。

A
V
文
部
省
婦
人
教
育
関
係
予
算

文
部
省
の
削
人
対
策
関
係
予
算
は
、
三
二

億
四
五

O
O万
円
、
前
年
よ
り
一
九
位
八
九

O
O万
円
の
減
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
主
に
国
立
制
人
教
育
会
館
が
完
成
間
近
で

工
事
問
が
減
少
し
た
た
め
。

財
人
数
百
の
施
策
は
、
婦
人
学
級
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
家
庭
教
育
学
級
等
の
事
業

資
の
柿
助
と
施
設
整
備
拡
充
の
二
つ
に
大
別

で
き
る
。

生
涯
教
育
事
業
の
充
実
で
は
、
成
人
婦
人

の
学
習
条
件
の
整
備
の
た
め
の
婦
人
教
育
と

両
親
教
育
の
学
習
条
件
の
整
備
の
た
め
の
家

庭
教
育
が
あ
り
、
ハ
ガ
キ
通
信
、
巡
回
相
談

に
よ
る
幼
児
期
の
家
庭
教
育
事
業
、
婦
人
学

級
一
八

0
0、
家
庭
教
育
学
級
四

0
0
0、

乳
幼
児
学
級
一
二

O
O、
そ
の
他
青
年
学
級
、

高
齢
者
教
室
が
六
五
六
四
学
級
で
、
い
ず
れ

も
市
町
村
へ
の
柿
助
は
前
年
と
同
額
予
算
。

施
設
帥
犯
仰
で
は
、
公
立
制
人
教
育
会
館
施

設
補
助
に
初
め
て
ニ
館
分
一
億
二

0
0
0万

円
が
つ
い
た
。
知
人
教
育
の
施
策
は
婦
人
学

級
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
家
庭
教
育
等
の

事
業
問
補
助
に
置
点
が
い
き
、
背
少
年
施
策

と
の
対
比
を
み
て
も
施
設
整
備
拡
充
は
手
っ

か
ず
だ
っ
た
。
社
会
教
育
の
施
策
は
公
民
館

を
充
尖
す
る
と
い
う
観
点
で
行
な
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
さ
ら
に
広
域
的
な
婦
人
の

施
設
を
披
備
す
る
と
い
う
観
点
で
公
立
婦
人

教
育
会
館
を
つ
く
り
、
婦
人
教
育
の
専
門
施

設
を
持
つ
意
味
あ
い
が
あ
る
。
こ
の
補
助
対

象
は
人
口
三

O
万
以
上
の
都
市
と
都
道
府
県
、

指
定
都
市
に
対
す
る
も
の
で
、
会
館
の
中
身

は
婦
人
教
育
に
閲
す
る
研
修
、
情
報
を
提
供

す
る
婦
人
相
互
の
交
流
の
場
を
図
る
も
の

(
国
立
婦
人
教
育
会
館
は
昨
年
十
一
月
間
館

以
来
三
月
末
ま
で
約
四
万
の
利
用
者
が
あ
っ

た)。
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名
に
な
っ
た
。

姉
人
家
庭
教
育
団
体
補
助
は
補
助
金
の
整

回
統
合
が
民
間
間
体
に
も
迎
川
さ
れ
た
が
、

婦
人
団
体
、
家
庭
教
育
団
体
の
補
助
金
は
八

l
四
団
体
に
減
り
、
同
じ
目
的
、
事
業
の
団

体
は
協
力
し
て
実
施
す
る
と
い
う
方
針
が
示

さ
れ
た
。
補
助
を
受
け
る
の
は
全
国
地
域
如

人
団
体
辿
絡
協
議
会
五

五

O
万
、
国
際
婦
人
教

育
振
興
会
二
ハ
五

O
万、

全
国
制
人
会
館
協
議
会

四
O
O万
、
大
学
制
人

協
会
五

O
O万
円
の
四

団
体
で
、
大
学
知
人
協

会
へ
の
補
助
の
内
、
高

等
教
育
を
受
け
た
矧
人

の
職
業
生
活
の
継
続
、

中
断
等
の
実
態
調
査
。

社
会
参
加
の
課
題
の
淵

古
研
究
は
大
学
姉
人
協

会
へ
、
閃
際
問
解
制
苦

施
設
費
は
、
残
さ
れ
た
体
育
棟
と
日
本
家

屋
の
た
め
の
工
事
費
等
の
一
三
億
六
、
七

O

O
万
円
。
当
会
館
の
事
業
に
は
、
婦
人
の
尖

践
的
な
研
修
と
婦
人
教
育
の
専
門
的
な
調
査

研
究
の
二
つ
の
住
が
あ
る
が
、
五
三
年
度
に

は
情
報
交
流
課
を
新
設
、
情
報
資
料
係
、
国

際
交
流
係
を
設
け
職
H
H
は
一

O
名
増
の
二
六

百万円)

項 日 53年度 52年度 W対Iムjjijf減R 

生i1ft教育の充実 1，260 1，787 ム 527

1.生M教育指導、J~)!!mn助 611 729 ム 85 

2.生涯教育学習lJi業n補助 317 655 ム 308

3. 生涯教育地域活動促進mn助 65 223 ム 158

4. 社会教育施設活動促進賀補助 201 180 24 

教育テレピ放送調究及尖施委託 440 417 23 

公立婦人教育会館施設町村i11.IJ 120 。120 
国立教育抑人会館 1，367 2，969 ム1，602

1.運営経n 610 432 178 

2.施設問 757 2，537 ム1，780

師人・家庭教育団体捕助 33 35 ム 2 

その他 25 26 ム

ノι」、 ilt 3，245 5，231 ム1，989

(1)1位文部省婦人対策関係予算表4

と
婦
人
団
体
の
相
互
理
解
、
平
和
教
育
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
は
W
I
L
へ
、
働
く
時
間

の
・
米
自
執
行
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
日
本

有
職
相
人
ク
ラ
ブ
全
国
述
合
会
へ
の
補
助
令

一
団
体
三

O
O万
円
以
下
の
補
助
は
打
ち

切
り
。
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-
厚
生
省
母
子
福
祉
関
係
予
算

母
子
拡
矧
伺
祉
対
策
と
し
て
は
母
子
福
祉

貸
付
金
が
一
三
億
五

O
O
O万
か
ら
ニ

O
億

円
に
明
。
こ
れ
は
母
子
家
庭
が
事
業
を
始
め

る
際
の
資
金
で
、
貸
付
原
資
の
的
制
、
ま
た

寡
婦
桐
祉
貸
付
制
助
金
も
九
億
円
と
な
っ
た
。

母
子
家
庭
介
護
人
派
遣
事
業
貨
は
母
子
家
庭

の
母
却
が
病
気
と
な
っ
た
場
合
に
育
児
等
の

世
話
を
す
る
介
護
人
が
一

O
O人
地
で
、
全

国
計
一
二

O
O人
と
な
る
。

児
武
扶
設
手
当
は
五
三
年
八
月
か
ら
月
額

一
万
九
五

O
O円
か
ら
二
万
一
五

O
O円
に

助
制
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
二

0
0
0円

加
知
。



現
在
保
育
所
は
一
万
九
、

0
0
0か
所

二
O
O万
人
に
述
し
た
が
、
保
育
対
策
貨
の

中
の
、
保
育
所
の
措
置
貨
は
新
た
に
三
項
目

の
内
容
改
善
が
あ
っ
た
。
一
.
特
別
行
阻
貨

の
新
設
で
職
員
の
人
数
割
に
よ
る
備
品
等
附

人
間
以
外
に
特
別
管
理
問
と
し
て
一
か
所
年

額
一

O
万
円
を
計
上
。
二
.
事
務
職
員
岡
上

げ
貨
は
今
ま
で
保
母
た
ち
の
負
担
と
な
っ
て

い
た
事
務
を
事
務
員
の
阻
用
で
本
米
の
仕
事

に
も
ど
そ
う
と
す
る
も
の
。
定
員
士
二
人

以
上
の
保
育
所
に
年
額
三

O
万
四
七
二

O
円

を
負
担
。
三
.
職
員
の
健
康
管
理
問
は
的
世

貨
の
中
に
含
ま
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
じ
め

て
項
目
を
た
て
て
計
上
さ
れ
た
。

特
別
保
育
事
業
貨
は
、
特
別
保
育
事
業
|

僻
地
に
お
け
る
保
育
、
季
節
保
育
所
の
保
育

材
料
費
、
保
母
給
与
の
増
額
。
今
年
度
か
ら

は
ど
こ
の
保
育
所
で
も
入
所
で
き
る
よ
う
に

1
レ
ゃ
ん
。こ
の
他
、
産
休
等
代
替
保
母
費
が
一
九

O

O
人
の
増
。
同
和
対
策
特
別
保
育
事
業
費
で

は
従
米
の
保
母
七

O
O人
か
ら
八

O
O人
に

加
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

保
母
義
成
対
策
貨
は
、
保
母
延
成
所
が
二

校
増
え
四

O
校
に
、
保
母
肱
何
千
資
金
貸
与
は
、

五
三
年
度
入
学
者
か
ら
一
千
円
増
の
一
万
円

に
引
上
げ
ら
れ
る
。

児
京
健
全
育
成
対
策
貨
は
、
家
庭
児
童
相
τ白

仇
マ
也

川
制
制整設施祉福

A
A
V
A
 

L
ム
Aaτ 

ふゐ白
。
仰
る
整
い
設
て
施
れ
所
さ
育
上
保
計
注

百万円)

項 目 53年度 52年度 地文句1ムIIIJ減年

1.母子， n婦紹祉対策費 3，014 2，455 559 

2.児童扶養手当 87，667 67，303 20，364 

3.保育対策費
(1)保育所施設整備n (50，406) (40，706) (9，700) 
(2) 保育所措置賀 258，020 238，820 19，200 
(3) 特別保有事業費 4，024 3，594 430 

4.保母養成対策費 696 670 26 

5.児童健全育成対策費 1，764 1，716 48 

(単位厚生省母子福祉関係予算表5

談
室
の
充
実
強
化
と
し
て
、
児
童
館
を
一
三

O
か
所
地
の
二
二
三
六
か
所
設
置
。
母
親
ク

ラ
ブ
の
活
動
貨
は
盛
り
場
の
巡
回
、
交
通
事

故
防
止
の
巡
回
等
母
親
の
ク
ラ
ブ
二
四

0
0

ク
ラ
ブ
(
二

O
O
O地
)
へ
の
補
助
金
。
都

市
に
於
け
る
学
宜
保
育
対
策
と
し
て
、
五
万

以
上
の
市
を
対
象
に
一

O
O市
分
、
都
市
児

軍
健
全
育
成
事
業
貨
が
一
億
一
二

O
O万
円

つ
い
た
。

-
厚
生
省
母
子
保
健
対
策
予
算

母
子
保
健
対
策
と
し
て
予
防
、
治
療
、
研

究
、
福
祉
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
五

二
年
度
を
初
年
度
と
し
て
予
算
化
し
た
心
身

障
害
研
究
貨
と
一
歳
半
児
健
康
診
査
資
は
母

と
子
の
位
脱
づ
く
り
の
路
線
を
継
続
の
た
め

予
算
確
保
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

予
防
面
で
は
妊
産
婦
乳
幼
児
健
康
診
査
賀

と
地
域
母
子
保
健
事
業
賀
、
先
天
性
代
謝
異

常
検
査
貨
が
あ
る
。

市
町
村
母
子
保
健
事
業
賀
は
、
市
町
村
対
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象
の
メ
ニ
ュ
ー
方
式
市
浪
で
、
円
円
子
保
他
指

導
、
妊
姉
乳
児
等
保
健
相
談
、
家
肱
付
州
指

導
、
母
子
保
健
批
逃

H
活
動
、
ほ
子
保
他
地

域
組
織
育
成
、
妊
産
制
等
栄
延
強
化
の
六
引

業
が
あ
る
。
一
歳
六
か
月
児
他
山
称
名
目
は
、

実
施
.
耐
火
制
を
示
す
の
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

市
町
村
へ
の
定
行
が
巡
れ
た
の
で
ス
タ
ー
ト

し
た
昨
年
は
実
施
し
た
市
町
村
が
約
山
十
分
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
同
和
対
策
任
制
他
山
効
的
資

白
は
今
年
新
規
に
一
八
一
五
万
円
同
和
地
区

の
婦
人
を
対
象
に
し
た
市
町
村
へ
の
柿
助
。

医
療
而
で
は
未
熟
児
延
行
等
対
策
目
の
中

に
未
熟
児
誕
百
医
療
伐
と
妊
娠
中
市
旭
等
対

策
貨
が
あ
る
。
ま
た
小
児
悦
性
特
定
炭
忠
対

策
刊
は
入
院
治
山
の
も
の
を
対
竿
と
す
る
が
、

今
年
か
ら
こ
び
と

-Mも
対
象
と
な
っ
た
。
注

射
治
療
の
た
め
の
通
院
が
認
め
ら
れ
る
。

心
身
附
山
首
研
究
刊
は
一
億
七

O
O
O万
円

が
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
把
等
の
成
閃

と
特
殊
治
療
に
閲
す
る
研
究
白
と
し
て
医
務

局
の
予
算
に
移
帥
甘
さ
れ
て
減
。

こ
の
他
以
生
行
は
州
人
の
他
山
づ
く
り
対

策
と
し
て
公
衆
衛
生
川
栄
延
却
の
予
昨
と
し

て
太
り
す
ぎ
と
白
血
の

K
性
の
附
え
て
い
る

現
状
を
訓
古
し
、
一

O
人
中
二

1
三
人
が
肥

満
、
四
人
が
献
血
不
迎
栴
と
い
う
調
五
を
も

と
に
今
年
度
か
ら
一
二

O
市
町
村
を
モ
デ
ル

と
し
て
三
年
間
家
陪
制
人
、
日
常
業
の
婦
人

を
対
象
に
検
診
比
山
け
後
指
導
此
と
し
て
八
二

0
0
.力
川
を
計
上
し
た
。
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-
厚
生
省
売
春
対
策
予
算

日
以
近
の
売
春
の
特
徴
と
し
て
、
①
誕
力
団

口
の
リ
ン
チ
を
伴
う
売
春
、
②
外
国
女
性

(
特
に
京
市
ア
ジ
ア
)
の
監
視
っ
き
売
春
、

千円)

羽 日 53年度 52ff:r.rr 対t(1ムiiU減fド

母子保健対策1~ 9，632，861 9，187，917 444，914 
1.任yt初乳幼児問却金m~ 2，743，315 2，356，314 387，001 
(1) 位脱診tm 2，427，760 2，028，367 399，393 
(2) 妊産制幼児保健指
I思町 204，534 ¥91，064 13，470 
(3) 先天性代潟県?;t検
ti白 111，021 136，883 f::. 25，862 

2.地以I~子保健Jjt栄町 761，128 714，266 46，862 
(1) 市町村母子保健)J~

業仮興1~ 550，000 530，000 20.0∞ 
(2) 1成6か月児位以
診ti12 160，260 150，261 9，999 
(3) 同和対策妊婦健康

診ti1~ 18，155 。18，155 
(4) 家!炭計画特別相談
1)t;む12 15，260 15，633 ム 373 

(5) 民間母子保健'J~業

位進白 17，453 18.372 ム 919 
3.m子医療対策白 5，618，418 5，437，337 181.081 
(1) 米男犯尼設育等対策7~ 836，397 714，409 121，988 
(2) 小児慢性特定疾!1t 2，479，802 2，471，515 8，287 

対策7~
(3) 身体附詐児'ff成医 2，302，219 2，251，113 50，806 
療等弁H夜間

4.心身附古研究n 510.000 680，000 f::. 170，000 

n 9，632，861 9，187，917 444，914 

(J¥l!IL 厚生省母子保健対策予算表6



③
ト
ル
コ
風
俗
営
業
を
中
心
と
し
た
売
春
、

④
年
少
者
、
家
陪
主
州
、
特
に
主
制
売
谷
の

場
合
サ
ラ
金
が
ら
み
に
よ
る
誕
力
団
と
の
関

係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
抑
人
相
談
所
四
七
か
所
、
婦
人
相
談

日
四
七
九
名
、
婦
人
保
護
施
設
は
全
国
に
六

O
か
所
あ
る
。

婦
人
相
談
所
で
は
、
年
間
約
一
七

O
O件

を
受
付
け
て
い
る
が
、
年
齢
別
で
は
三

O
代

が
三
二
%
、
二

O
代
が
二
八
%
で
計
六
割
に

な
っ
て
い
る
。
相
談
の
内
容
は
家
出
問
題
が

二
七
%
、
結
婚
離
婚
問
題
一
九
%
、
経
済
問

題
が
一
七
%
。

婦
人
保
護
施
設
に
は
現
在
九
七
七
名
を
収

容
し
て
い
る
が
、
年
齢
別
で
は
五

O
代
が
二

五
%
、
四

O
代
が
二
九
%
、
三

O
代
が
二
四

%
で
全
体
の
七
五
%
を
占
め
て
い
る
。
収
容

期
間
は
五
年
以
上
が
三
割
お
り
、
い
わ
ば
老

齢
化
、
長
期
化
の
現
象
に
あ
る
。

各
省
に
わ
た
る
五
三
年
度
の
売
春
関
係
予

算
は
下
記
の
通
り
。

O
総
盟
府
(
引
招
待
対
策
帯
議
会
経
質
)

一
一
二
万
二

O
O
O円

O
M生
省
(
婦
人
保
護
対
策
技
)

-
姉
人
相
談
等
事
業
此四
位
九
三

O
O万
円

・
収
存
保
護
事
業
臼一
五
位

O
三

O
O万
円

一
九
億
九
七

O
O万
円

51-

O
法
務
省

・
姉
人
補
導
院
経
此
一
億
三
一
九
一
万
八
千
円

.
婦
人
補
導
院
収
容
経
質
=
三
八
万
六
千
円

一
億
四
五
一

O
万
四
千
円

相

M

W

〔

編

集

後

記

〕

間

制
・
百
年
私
的
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、

w

m

「
中
学
三
年
生
に
し
て
初
め
て
フ
ラ
れ

m

m

た
」
こ
の
件
に
つ
き
ま
す
。
世
の
中
に

w

w

こ
ん
な
に
沢
山
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

仰
と
は
:
:
:
失
恋
に
か
ま
け
て
気
付
か
な

閃

か

っ

た

。

(

れ

)

W
A
'
m
m
年
、
伊
豆
・
宮
城
で
大
地
辺
、
市

開
米
ガ
イ
ア
ナ
で
新
興
宗
教
の
信
者
が
集

別
問
自
殺
1
1
1
何
や
ら
現
在
の
日
本
社
会

時
の
不
安
と
通
ず
る
よ
う
な
出
米
事
o

m

n

過
去
M

は
そ
れ
ほ
ど

n
過
去
M

で
は

切

な

い

。

(

石

)

w

・
育
児
の
良
っ
品
中
で
世
の
中
の
情
報

開
や
勤
き
に
鈍
に
な
っ
て
い
た
時
期
な
の

w

で
、
叩
同
年
は
私
に
と
っ
て
立
外
に
新
鮮

刊
で
、
そ
の
頃
の
自
分
を
ニ
ュ
ー
ス
や
で

叩
き
ご
と
の
中
に
ゆ
っ
く
り
見
直
す
こ
と

m

も

で

き

ま

し

た

。

(

綿

)

w

a
マ
み
ん
な
苦
労
し
た
の
だ
な
ァ
:
:
:
切

灼
り
抜
き
を
編
集
す
る
度
に
思
う
こ
と
で

川
す
。
一
つ
一
つ
の
問
題
提
起
、
一
つ
一

判
つ
の
勝
訴
。
女
の
た
た
か
い
の
ピ
ピ
ッ

灼
ド
な
記
録
に
改
め
て
深
い
感
銘
を
受
け

m

て

い

ま

す

。

(

千

)

郁

子
主
主
シ

5
2
2
5
5
3
3
F主
主
主
主
主
主
炉
、
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記録・北京会議シリーズ

そ
れ
ぞ
れ
の
旅

11 

自
治
体
派
遣
の
実
情

T
E
B
A
 

T
E
E
-
-

V
E
-
-
A
 

N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
で
語
ら
れ
だ
こ
と

W 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
何
を
伝
え
だ
か

V 

政
府
間
会
議
の
討
議
と
資
料

VI 

。
ホ
ス
ト
北
京

問
題
点
と
行
動

224 

これからの行動、そして5年後の会&11を目指して
北京会識の総括をしています。

皆機の印象記、報告会の枝子、おもしろかった外

国のワークショップ等々、原稿・写真・資料をお

待ちしています。

〒160東京都新宿区新宿1-9・4・303
あごら r~ヒ京会験記録集J 係
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